
第Ⅲ部　資料編



372



１．埼玉大学の歩み　年表

� 373

１．埼玉大学の歩み　年表
年� 月 日 事　項

1949（昭和24）年   5 31 国立学校設置法施行、文理学部・教育学部の2学部を持つ大学として設置
31 新関良三　初代学長に就任

  7   1 埼玉大学学則制定
16 第1回入学式挙行

11   3 大学開学記念祭（後に、むつめ祭へと発展）
10 埼大建設宝くじ発売

1950（昭和25）年   3 20 文理学部文学科教室第1棟完成
  7 13 国立大学協会設立

1951（昭和26）年   3 14 埼玉大学後援会設立（会長：小林英三氏）
20 文理学部文学科教室第2棟新営工事、及び文学科教室の一部増築工事完成

  7 31 後援会寄附による文理学部文学科教室第3棟及び生物実験研究室新営工事完成
1952（昭和27）年   6   7 第1回埼玉大学寮祭
1953（昭和28）年   1 18 教育学部音楽練習室の移築完了

  3 28  第1回卒業式挙行
  4   1 埼玉大学学長選考規程制定
  5 20 本部を教育学部構内（常盤地区）から文理学部構内（北浦和地区）に移転

1954（昭和29）年   3 18 埼玉大学経済短期大学部設置
29 教育学部家政科教室完成
30 教育学部深谷農場及び熊谷農場を所管換し、大宮に大宮農場設置

  4   1 埼玉大学長新関良三が埼玉大学経済短期大学部学長に就任
30 経済短期大学部第1回入学式挙行

  8   6 遠藤隆次　第2代学長に就任
24 浦和市より無償貸与の針ヶ谷運動場（33,199㎡）完成

1955（昭和30）年   8 16 文理学部学生控室新営工事完成
1956（昭和31）年   3 27 教育学部工芸教室新営工事完成

31 教育学部附属中学校体育館新営工事完成
12 21 附属図書館書庫増築工事完成

1957（昭和32）年   2 20 附属中学校講堂補修工事完成
25 教育学部職業美術教室新営工事完成

  3 29 埼玉大学経済短期大学部第1回卒業式挙行
30 蒼玄寮（男子学生寄宿舎）第2棟補修工事完成

  8 31 附属中学校本館の改修工事完成
31 蒼玄寮（男子学生寄宿舎）第3棟補修工事完成

10 29 奥秩父自然科学研究所秩父山寮完成（地元及び財界等の寄附）、開所式挙行
1958（昭和33）年   3 31  悠玄寮（女子学生寄宿舎）第1棟、第2棟及び食堂等新営工事完成

  8 30 蒼玄寮（男子学生寄宿舎）第4棟補修工事完成
1959（昭和34）年   1   1 教育学部附属小学校南校舎焼失

  2 16 職員宿舎第15、16号宿舎の新営工事完成
  4 23 大宮農場の借地の購入完了
  6 11 教育学部美術および職業教育室1棟の新営工事完成

29 教育学部附属中学校特別教室、柔道場、卓球場等の新営工事完成
  8 31 蒼玄寮（男子学生寄宿舎）第5棟補修工事完成

1960（昭和35）年   2 22 職員宿舎第17号宿舎の新営工事完成
  3 25 教育学部講義室1棟の新営工事完成
  5 21 埼玉大学生活協同組合発足
  8   6 藤岡由夫　第3代学長に就任

31 蒼玄寮（男子学生寄宿舎）第6棟補修工事
1961（昭和36）年   3 25 教育学部附属小学校南校舎1棟の新営工事完成

11 22 埼玉大学拡充に伴う移転候補地を浦和市大久保地区とすることについて文部省に申請
1962（昭和37）年   1   6 教育学部附属中学校運動場2,640㎡購入

  3 31  教育学部附属小学校北校舎新営工事完成
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  7 25  教育学部附属小学校体育館兼講堂新営工事完成
25  教育学部附属幼稚園校舎の新営工事完成

11 30  教育学部音楽教室・社会科教室模様替工事完成
1963（昭和38）年   2 20  文部省大学学術局長から移転候補地を大久保地区とすることは差し支えない旨の回答

  4   1 工学部（機械工学科・電気工学科）設置
  6   3 工学部の入学式挙行
10   3 大久保地区において、工学部機械工学科及び電気工学科実験室・研究室新営工事竣工式挙行

1964（昭和39）年   4   1 工学部応用化学科（入学定員40名）設置
  7   1 工学部が大久保地区（新校舎）に移転
10   1 工学部機械工学科及び電気工学科校舎等の新営工事の起工式挙行

1965（昭和40）年   4   1 文理学部改組（教養学部（教養学科）、経済学部（経済学科、経営学科）及び理工学部（数学
科、物理学科、化学科、生化学科、機械工学科、電気工学科、応用化学科、建設基礎工学科
設置）、工学部廃止、教養部設置

  1 教育専攻科（教育専攻、入学定員5名）設置
1966（昭和41）年   3 28 理工学部理科棟完成

  4   8 教育学部校舎等の竣工式挙行
  8   6 和達清夫　第4代学長に就任
12 24 大久保地区に本部管理棟完成

1967（昭和42）年   3   1 事務局・学生部が新管理棟（大久保地区）に移転
  4   1 理工学部に機械工学第2学科（定員40名）設置

  工学専攻科（機械工学専攻、電気工学専攻、入学定員5名）設置
  8 21  第2学生食堂（大久保地区）の新営工事完成
11 30  教育学部講義室その他増築工事（大久保地区）完成

1968（昭和43）年   3 15  職員宿舎（大久保地区）完成
21 体育管理室その他新営工事（大久保地区）完成
25 理工学部R・I実験室その他新営工事（大久保地区）完成
28  本部自動車車庫増築工事完成
28 大久保地区構内自動式電話交換設備増設工事完成
30 本部倉庫新営工事完成
31 浦和市より無償貸与を受けていた針ケ谷運動場33,199㎡の土地を返還

  4   1 工学専攻科（応用化学専攻、入学定員5名）設置
10 31 第2体育館、武道館及び弓道場（大久保地区）完成

1969（昭和44）年   2 10 水泳プール及び相撲場（大久保地区）完成
  3 28 経済学部校舎及び理工学部建設基礎工学科棟（大久保地区）完成
  4   1 教育学部に養護学校教員養成課程（入学定員20名）設置

  1 理学専攻科（数学専攻、物理学専攻、化学専攻、生化学専攻、入学定員5名）及び工学専攻
科（建設基礎工学専攻、入学定員各5名）設置

  5 20 男子学生寄宿舎（蒼玄寮）、保健室及びボイラー室（大久保地区）完成
31 附属図書館（大久保地区）完成

10 31 教養学部及び教養部校舎完成
12 11 埼玉大学の移転統合完了

1970（昭和45）年   3 20 大久保宿舎完成
1971（昭和46）年   4   1 工学専攻科に機械工学第2専攻（入学定員5名）設置
1972（昭和47）年   3 31  悠元寮（女子学生寮、大久保地区）完成

31 文理学部廃止
  4   1 理工学部に電子工学科（入学定員40名）設置

  教育学部に附属養護学校設置
  7 18 悠元寮の大久保地区への移転完了
  8   6 石田寿老　学長事務取扱

1973（昭和48）年   3 28 理工学部電子工学科校舎の新営工事完成
  4   1 教育学部附属養護学校に高等部（入学定員15名）設置

  2 秦玄龍　学長事務取扱
  8 岡本舜三　学長事務取扱
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  6 23 秦玄龍　学長事務取扱
  7   1 岡本舜三　学長事務取扱
  9 29 工学専攻科廃止

29 大学院工学研究科設置
1974（昭和49）年   2   8 秦玄龍　学長事務取扱

15 岡本舜三　学長事務取扱
  3   1 岡本舜三　第5代学長に就任
  4 11 理工学部附属地盤水理実験施設設置
  5 30 教育学部附属養護学校校舎完成

1975（昭和50）年   3 31 埼玉大学宿泊施設（ときわ荘）完成
1976（昭和51）年   5 25 理工学部を分け、理学部、工学部設置
1977（昭和52）年   4   1 文化科学研究科及び政策科学研究科並びに工学研究科に電子工学専攻科設置

  1 理学部に生体制御学科新設
1978（昭和53）年   2 28 教育学部校舎新営工事完成

  4   1 工学部に建設工学科設置
  1 大学院に理学研究科設置、理学専攻科廃止
  1 学生部に入学主幹設置

11 15 教養部B棟新営工事完成
1979（昭和54）年   1 13 国公立大学共通第一次学力試験実施

  3 10 合宿研修施設新営工事完成
20 工学部建設工学科新営工事完成

  4   1 工学研究科に環境化学工学専攻設置
  6 30 理学部校舎新営工事完成
11 17 埼玉大学創立30周年記念祝賀会を武蔵野会館で挙行

30 教育学部G棟新営工事完成
1980（昭和55）年   3   1 須甲鉄也　第6代学長に就任

  5 経済学部校舎新営工事完成
29 附属図書館新営工事完成
31 政策科学系合同棟新営工事完成

  4   1 分析センター設置
1981（昭和56）年   3 31 本部2号館新営工事完成

  3  附属幼稚園用地として浦和鑑別所跡地（4,198㎡）を所管換により取得
  4   1 理学研究科に生体制御学専攻を設置
  6 15 教育学部H棟新営工事完成

1982（昭和57）年   3 25 大久保地区排水基幹設備工事完成
  4   1 工学研究科に建設工学専攻設置
10   1 車両入構用開閉機設置
12   1 工学部応用化学科、環境化学工学科推薦入学特別選抜実施

1983（昭和58）年   5 16 RI実験室新営工事完成
1984（昭和59）年   3 31  理工学部廃止

  9 21 埼玉大学国際交流会館新営工事完成
10 15 埼玉大学国際交流会館開館式挙行
12 10 基幹整備暖房その他改修工事完成

1985（昭和60）年   1 31 情報処理センター・分析センター新営工事完成
  3 20 基幹整備揚水設備その他改修工事完成
11 14 政策科学研究科棟新営工事完成

1986（昭和61）年   2 24 工学部電気工学科棟新営工事完成
  3   1 竹内正幸　第7代学長に就任

25 基幹整備揚水設備その他改修工事完成
  4   1 教養学部教養学科第3年次入学定員を140名に改訂

  5 教育実践研究指導センター設置
  9   5 工学部機械・電気工学科棟の一部を解体
11 20 教育学部・推薦入学特別選抜実施



376

第Ⅲ部 ■ 資料編

年� 月 日 事　項

1987（昭和62）年   2 28 埼玉大学大学会館新営工事完成
  7 10 工学部機械工学科棟新営工事完成
11 25 工学部機械・電気工学科棟の解体終了

1988（昭和63）年   3 25 地盤水理実験施設棟新営工事完成
  4   1 教育学部に社会教育総合課程（入学定員50名）、工学部に情報工学科（入学定員40名）設置
  9   1 テレホンサービスによる入学試験情報の提供開始
11 26 国際交流会館（2号館）新営工事完成

1989（平成元）年   3 30 ゴルフ練習場新営工事完成
30 教育学部附属小学校プール完成

  4   1 大学院理工学研究科（博士前期課程（入学定員110名）、博士後期課程（入学定員32名））
設置

10 28 大学説明会実施
1990（平成2）年   1 13 大学入試センター試験実施

  2 25 個別学力検査に「分離・分割方式」導入（教養学部、理学部、工学部）
  3 31 教育専攻科廃止
  4   1 大学院教育学研究科（入学定員30名）設置

  1 教育学部社会教育総合課程の第3年次入学定員を55名に改訂
  7 27 教育学附属小学校体育館新営工事完成

1991（平成3）年   2 28 工学部情報工学科新営工事完成
31 理学研究科廃止

  4   1 外国人留学生200名突破
  9 30 工学研究科廃止
10 11 男子学生寄宿舎（蒼玄寮）のアスベスト撤去工事開始（12.25完了）

1992（平成4）年   3   1 堀川清司　第8代学長に就任
25 教育学部附属小学校旧西校舎・教育実践研究指導センター取り壊し

  4   1 工学部改組（機能材料工学科設置、電気工学科及び電子工学科を電気電子工学科に、応用
化学科及び環境化学工学科を応用化学科に改組）

  1 理工学研究科に情報工学専攻設置
10 庶務部に国際主幹設置

  8   2 教育学部学生溝口紀子氏　バルセロナオリンピック日本代表（女子柔道52kg級）として
出場、銀メダル獲得

  9 30 教育学部附属小学校環境整備（運動場等）工事完成
10   1 経済短期大学部が経済学部に合併、経済学部が経済学科、経営学科、社会環境設計学科に

改組（全学科に主として夜間に授業を行うコース設置、学生受入1993（平成5年）4月1日
から）

  7 帰国子女特別選抜実施（経済学部、理学部（化学科）、工学部）
11 26 社会人特別選抜実施（経済学部・夜間主コース）

1993（平成5）年   4   1 工学部機械工学科及び機械工学第二学科が機械工学科に、建設工学科及び建設基礎工学科
が建設工学科に改組

  1 大学院経済科学研究科設置
  1 教育学部に臨時教員養成課程（情緒障害教育教員養成課程）設置

  7   8 教育学部附属中学校・武道場新営工事完成
1994（平成6）年   2 25 個別学力検査に「分離・分割方式」導入

（教養学部、小学体育、中学保健体育、中学家政、社会教育を除く）
  3 30 理工学研究科棟新営工事完成

30 情報ネットワーク設備工事完成
30 屋外環境整備（広場、舗道、囲障）工事完成
30 運動施設（プール、テニスコート）更新その他工事完成

  4   1 理工学研究科に情報数理科学専攻設置
  1 理工学研究科生産情報科学専攻が生産科学専攻に名称変更

  6 24 政策科学教育研究機関（仮称）創設準備室設置
24 学生部入学主幹を入試課に改組

1995（平成7）年   1 17 課外活動共用施設棟新営工事完成
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  2 25 個別学力検査において全募集単位で「分離・分割方式」導入
  3 17 国際交流会館3号館新営工事完成

31 教養部最終教授会
  4   1 理学部の全学科が数学科、物理学科、基礎化学科、分子生物学科及び生体制御学科に、工学

部電気電子工学科及び情報工学科が電気電子システム工学科及び情報システム工学科に
改組

  1 理工学研究科に環境制御工学専攻設置
1996（平成8）年   2 25 中国引揚者等子女特別選抜実施（教養学部、経済学部）

  3   1 ATMネットワーク設備工事完成
12 中国引揚者等子女特別選抜実施（教育学部、理学部、工学部）
25 地域共同研究センター棟新営工事完成
29 常盤宿舎（2,086㎡）を大蔵省へ所管換

  4   1 文化科学研究科社会文化論専攻及び言語文化論専攻が文化構造研究専攻、日本アジア研
究専攻及び国際文化研究専攻に名称変更

  1 理工学研究科に機能材料工学専攻設置
  1 理工学研究科電気工学専攻、電子工学専攻、応用化学専攻及び環境化学工学専攻が電気電

子工学専攻及び応用化学専攻に名称変更
  1 特殊教育特別専攻科設置
  1 東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科（博士課程）に構成大学として参画（他に千葉大

学、横浜国立大学）
  7 18 教育学部附属養護学校敷地（807㎡）購入

24 教育学部学生溝口紀子氏　アトランタオリンピック日本代表（女子柔道52kg級）として出場
11 16 教育学部コモ1号館新営工事完成
12 20 経済学部新棟新営工事完成

1997（平成9）年   3 31 経済短期大学部廃止
  4   1 留学生センター設置

  1 学生部に留学生課設置
  1 理工学研究科機械工学専攻及び機械工学第二専攻が機械工学専攻に、建設基礎工学専攻

及び建設工学専攻が建設工学専攻に名称変更
  9 10 工学部機能材料工学科棟新営工事完成

30 行動科学情報解析センター廃止
30 政策科学教育研究機関（仮称）創設準備室廃止
30 政策科学研究科廃止（ただし、学生の受入は平成11年度まで）

1998（平成10）年   3   1 阿部年晴　学長事務取扱
10 特高配電所新営工事完成
20 教育学部附属養護学校日常生活訓練施設棟新営工事完成
25 運動場附属施設新営工事完成

  4   1 兵藤　釗　第9代学長に就任
1999（平成11）年   3 30 総合体育館新営工事完成

  4   1 教育学部附属小学校教員養成課程、中学校教員養成課程、養護学校教員養成課程及び幼稚
園教員養成課程が学校教育教員養成課程に、社会教育総合課程が生涯学習課程及び人間
発達科学課程に改組

11 26 開学50周年記念式典挙行（50周年史刊行、学章の制定、祝典序曲の作曲、記念モニュメン
トの設置）

2000（平成12）年   4   1 副学長の設置
  1 教育学研究科障害児教育専攻の設置
  1 事務局改組（学生部を事務局に一本化）

11 30  第1食堂新営・改修工事完成
2001（平成13）年   1 30  理学部3号館新営工事完成

  3 31  教育学部附属教育実践研究指導センター廃止
29  理学部1号館改修工事完成

  4   1 文化科学研究科国際文化研究専攻が文化環境研究専攻に名称変更
  1 教育学研究科学校教育専攻に学校臨床心理専修設置
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年� 月 日 事　項

  1 教育学部附属地球科学観測実験施設及び工学部附属地盤水理実験施設を改組し、地圏科
学研究センター設置

  1 教育学部附属教育実践総合センター設置
  9 30  政策科学研究科廃止
10   1 21世紀総合研究機構設置

2002（平成14）年   4   1 経済科学研究科経済科学専攻博士後期課程の設置
  1 理工学研究科環境制御工学専攻の設置

2003（平成15）年   2 28 工学部応用化学科棟1号館改修工事完成
28 工学部建設工学科棟1号館改修工事完成

  4   1 文化科学研究科（博士課程）の設置
  1 総合科学分析支援センター設置
（分析センター、アイソトープ共同利用施設と理学部動物実験室を統合）

12 25 総合研究棟新営工事完成
2004（平成16）年   4   1 国立大学法人埼玉大学設置

  1 田隅三生　第10代学長に就任
  1 全学教育・学生支援機構、21世紀総合研究機構、教育・研究等評価センター設置

10   1 総合情報基盤機構設置（図書館と情報メディア基盤センターを改組）
2005（平成17）年   1   1 総合研究機構設置
2006（平成18）年   3 24 教育機構棟改修工事完成

  4   1 理工学研究科改組（大学院重点化：「研究部」と「教育部」に分離）
  1 なんでも相談室〔さいだいスポット21〕設置
  1 事務一元化

  7   1 国際交流センター設置
2007（平成19）年   3 26 教育学部附属中学校校舎改修工事完成（C棟、D棟、体育館）

31 特殊教育特別専攻科の廃止
  4   1 教育学研究科障害児教育専攻が特別支援教育専攻に名称変更
  8 31 教育学部附属特別支援学校体育・技術棟耐震改修工事完成

2008（平成20）年   1 31 教育学部附属中学校校舎改修工事完成（A棟、B棟）
  3 28 教育学部校舎改修工事完成（A棟、B棟）
  4   1 上井喜彦　第11代学長に就任

  1 工学部に環境共生学科を設置
10 30 本部管理棟耐震改修工事完成

2009（平成21）年   1   1 総合研究機構に脳科学融合研究センターを設置
  3   6 教養学部改修工事完成

19 第1体育館耐震改修工事完成

28 創立60周年記念連続市民講座「埼玉学のすすめ ―埼玉の過去・現在・未来を知る― 」
（3月～ 12月）

  4   1 総合研究機構に環境科学研究センターを設置
  7   1 男女共同参画室設置
  9 25 開学60周年記念式典挙行

2010（平成22）年   3 10 工学部講義棟改修工事完成
30 工学部電気電子システム工学科1号館改修工事完成
31 教育・研究等評価センター廃止

  4   1 教育・研究等評価室設置
  8 22 「埼玉大学フェロー」制度を創設
11 30 学生寄宿舎改修工事完成

2011（平成23）年   9 13 理学部講義実験棟改修工事完成
2012（平成24）年   3 31 国際交流センター廃止

  4   1 国際本部設置
  1 全学教育・学生支援機構を教育機構に改組
  1 総合研究機構を研究機構に改組
  1 総合情報基盤機構を情報メディア基盤センター及び図書館に改組
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年� 月 日 事　項

  1 研究機構にアンビエント・モビリティ・インターフェイス研究センター及び総合技術支援
センター設置

  1 戦略企画室設置
  9 24 文部科学省「グローバル人材育成推進事業（特色型）」に採択される

2013（平成25）年   3 26 全学講義棟3号館（旧国際本部棟）改修工事完成
22 全学講義棟2号館改修工事完成
26 教育学部D棟新営工事完成

10   1 教育機構に基盤教育研究センター及び社会調査研究センター設置
11 工学部実習工場・研究実験棟新営工事完成

2014（平成26）年
 
3
  　
12 文部科学省2013年度国立大学改革強化推進事業に採択される
『学部の枠を越えた再編・連携による大学改革
　～ミッションの再定義に基づく研究力と人材育成の強化～』

  3 31 第2食堂改修工事完成
31 奥秩父自然科学研究所秩父山寮、脳科学融合研究センター及び地圏科学研究センター廃止

  4   1 山口宏樹　第12代学長に就任
研究機構に脳末梢科学研究センター及びレジリエント社会研究センター設置

17 教職員食堂新営工事完成
2015（平成27）年   3 10 図書館2号館改修工事完成

13 経済学部研究棟・B棟改修工事完成
  4   1 文化科学研究科及び経済科学研究科を改組し、大学院人文社会科学研究科（博士前期課

程、博士後期課程）を設置
10   6 梶田隆章氏（1981年理学部物理学科卒）ノーベル物理学賞受賞

  9 図書館ラーニングコモンズ新営工事完成
2016（平成28）年   3 10 全学講義棟1号館改修工事完成

18 特別支援教育臨床研究センター新営工事完成
  4   1 教育学研究科教職実践専攻（教職大学院）、教育学部附属特別支援教育臨床研究センター、

先端産業国際ラボラトリー、統合キャリアセンター SUの設置
  9 15 事務組織改組し、「学生センター」を設置
11   3 小松和彦氏（1970年教養学部卒）が文化功労者に顕彰

2017（平成29）年   3 15 新制中規模国立大学間包括連携協定締結（岩手大学、茨城大学、宇都宮大学、埼玉大学、
東京海洋大学、お茶の水女子大学、横浜国立大学、静岡大学、奈良女子大学、和歌山大学）

23 根岸右司氏（1961年教育学部美術科卒）日本芸術院賞（第1部門（美術））受賞
11 30 工学部応用化学科棟2号館改修工事完成

2018（平成30）年   4   1 工学部7学科（機械工学科、電気電子システム工学科、情報システム工学科、応用化学科、
機能材料工学科、建設工学科、環境共生学科）を全5学科（機械工学・システムデザイン工
学科、電気電子物理工学科、情報工学科、応用化学科、環境社会デザイン学科）に改組

2019（令和元）年   3 15 工学部建設工学科棟2号館改修工事完成

  7   1 研究機構に東アジアSD研究センター、グリーンバイオ研究センター、宇宙観測研究セン
ター及び生命理工学連携研究センター設置

  9 30 インターナショナルレジデンス改修工事完成
11 29 創立70周年記念シンポジウム、式典及び祝賀会挙行（予定）
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２．事務機構図

（１）事務機構図　2000（平成12）年

総 務 係
法 規 調 査 係
任 用 係
給 与 係
職 員 係
国 際 交 流 係
研 究 協 力 係
企 画 広 報 係
情 報 化 推 進 係
総 務 係
監 査 係
司 計 係
管 財 係
出 納 係
給 与 係
共 済 組 合 係
契 約 第 一 係
契 約 第 二 係
契 約 第 三 係
契 約 第 四 係
企 画 係
工 営 係
機 械 係
電 気 係
総 務 係
教 務 第 一 係
教 務 第 二 係
厚 生 企 画 係
奨 学 係
入学試験第一係
入学試験第二係
留 学 生 係

総 務 課

人 事 課

国際交流課

企画広報室

経 理 課

契 約 室

施 設 課

学 生 課

厚 生 課

事 務 部

事 務 部

事 務 部

事 務 部

事 務 部

事 務 部

情報管理課

情報サービス課

入 試 課
留 学 生 課

主 計 課

総 務 部

経 理 部事 務 局

学 生 部

事 務 部

学 長

経 済 学 部

経 済 科 学 研 究 科

教 育 学 部

教 育 学 研 究 科
文 化 科 学 研 究 科

教 養 学 部

留 学 生 セ ン タ ー

保険管理センター

理 学 部

理 工 学 研 究 科

工 学 部

附 属 図 書 館

大学院政策科学研究科（独立研究科）

附 属 地 球 科 学 観 測 実 験 室
附属教育実践研究指導センター

附属地盤水理実験施設

附 属 小 学 校
附 属 中 学 校
附 属 養 護 学 校
附 属 幼 稚 園

総 務 係
学 務 係
大 学 院 係
総 務 係

学 務 係

事 務 室
事 務 室
事 務 室
事 務 室

総 務 係
学 務 第 一 係
学 務 第 二 係

総 務 係

学 務 係

大 学 院 係
総 務 係
図 書 情 報 係
雑 誌 情 報 係
資料サービス係
情報サービス係

総 務 係
学 務 係
理工学研究科係



２．事務機構図

� 381

（２）事務機構図　2006（平成18）年
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（３）事務機構図　2016（平成28）年
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３．役職者・評議員・名誉教授一覧
（1）役職者

職　名 氏　名 在職期間 備　考
学　長 新関良三 1949.5.31 ～ 1954.8.5

遠藤隆次 1954.8.6 ～ 1960.8.5
藤岡由夫 1960.8.6 ～ 1966.8.5
和達清夫 1966.8.6 ～ 1972.8.5
石田寿老 1972.8.6 ～ 1973.4.1 事務取扱
秦玄龍 1973.4.2 ～ 1973.4.7 〃

岡本舜三 1973.4.8 ～ 1973.6.22 〃
秦玄龍 1973.6.23 ～ 1973.6.30 〃

岡本舜三 1973.7.1 ～ 1974.2.7 〃
秦玄龍 1974.2.8 ～ 1974.2.14 〃

岡本舜三 1974.2.15 ～ 1974.2.28 〃
岡本舜三 1974.3.1 ～ 1980.2.29
須甲鉄也 1980.3.1 ～ 1986.2.28
竹内正幸 1986.3.1 ～ 1992.2.29
堀川清司 1992.3.1 ～ 1998.2.28
阿部年晴 1998.3.1 ～ 1998.3.31 事務取扱
兵藤釗 1998.4.1 ～ 2004.3.31

田隅三生 2004.4.1 ～ 2008.3.31
上井喜彦 2008.4.1 ～ 2014.3.31
山口宏樹 2014.4.1 ～  現在

理事（研究・国際交流担当） 原田正躬 2004.4.1 ～ 2006.3.31
貝山道博 2006.4.1 ～ 2007.3.31
中山重蔵 2007.4.1 ～ 2008.3.31

理事（研究担当） 川橋正昭 2008.4.1 ～ 2009.1.14
理事（研究・情報担当） 川橋正昭 2009.1.15 ～ 2012.3.31
理事（研究・国際担当） 山口宏樹 2012.4.1 ～ 2014.3.31
理事（研究・産学官連携担当） 佐藤勇一 2014.4.1 ～ 2018.3.31

伊藤修 2018.4.1 ～　 現在
理事（教学・学生担当） 貝山道博 2004.4.１～ 2008.3.31

加藤泰建 2008.4.1 ～ 2014.3.31
齊藤享冶 2014.4.1 ～ 2018.3.31
重原孝臣 2018.4.1 ～　 現在

理事（総務・財務担当） 津田俊信 2004.4.1 ～ 2005.3.31
原政敏 2005.4.1 ～ 2008.12.31

丸山貴志 2009.1.1 ～ 2012.3.30
池原充洋 2012.4.1 ～ 2014.3.30
小見夏生 2014.4.1 ～ 2016.3.30
渡邊淳平 2016.4.1 ～ 2018.3.30
平林正吉 2018.4.1 ～　 現在

理事（非常勤） 松島巖 2004.4.1 ～ 2007.10.31 (評価担当)
今野耕作 2007.11.1 ～ 2008.3.31 (総務担当）
堀誠人 2008.4.1 ～ 2010.3.31 (国際交流担当)
堀誠人 2010.4.1 ～ 2014.3.31 (特命事項担当)

吉澤雅隆 2014.4.1 ～ 2017.7.31 (特命事項担当)
秋山秀次郎 2018.4.1 ～　 現在 (特命事項担当)

監事 木内徳治 2004.4.1 ～ 2008.3.31
尾﨑正義 2008.4.1 ～ 2014.3.31
佐藤哲彦 2014.4.1 ～ 2016.3.31
齋藤直樹 2016.4.1 ～　 現在

監事（非常勤） 武田啓一 2004.4.1 ～ 2008.3.31
栗田健 2008.4.1 ～ 2010.3.31

檜枝光太郎 2010.4.1 ～ 2014.3.31
尾﨑正義 2014.4.1 ～ 2016.3.31

小川千恵子 2016.4.1 ～　 現在
副学長(総務・研究等担当） 野平博之 2000.4.1 ～ 2002.3.31
副学長（学務・学生生活等担当） 加藤泰建 2000.4.1 ～ 2004.3.31
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副学長(総務・研究等担当） 町田篤彦 2002.4.1 ～ 2004.3.31
副学長 貝山道博 2004.4.1 ～ 2008.3.31

原田正躬 2004.4.1 ～ 2006.3.31
津田俊信 2004.4.1 ～ 2007.3.31
中山重蔵 2006.10.1 ～ 2008.3.31
菅野峰明 2007.4.1 ～ 2008.3.31
加藤泰建 2008.4.1 ～ 2014.3.31
川橋正昭 2008.4.1 ～ 2012.3.31
町田武生 2008.4.1 ～ 2010.3.31 (学長特別補佐）
渋谷治美 2008.4.15 ～ 2010.4.14
渋谷治美 2010.4.15 ～ 2011.9.30 (広報・地域貢献担当）
西田生郎 2010.4.1 ～ 2014.3.31 （目標計画・評価担当）
丹呉圭一 2010.4.1 ～ 2011.4.30 (国際担当）
八木正一 2010.4.1 ～ 2011.9.30 (危機管理担当）
八木正一 2011.10.1 ～ 2012.3.31 (広報・地域貢献担当）
八木正一 2012.4.1 ～ 2014.3.31 （広報・社会連携・男女共同参画担当）
山口宏樹 2012.4.1 ～ 2014.3.31
睦好宏史 2012.4.1 ～ 2014.3.31 (産学連携担当）
佐藤勇一 2014.4.1 ～ 2018.3.31
齊藤享冶 2014.4.1 ～ 2018.3.31

中林誠一郎 2014.4.1 ～ 2018.3.31 （国際担当）
中林誠一郎 2018.4.1 ～ 現在 （国際・研究担当）
吉田紀彦 2014.4.1 ～ 2016.3.31 （情報担当）
伊藤博明 2014.4.1 ～ 2016.3.31 （広報・社会連携・男女共同参画担当）
伊藤博明 2016.4.1 ～ 2017.3.31 （広報・社会連携担当）
川又伸彦 2014.4.1 ～ 現在 （目標計画・評価担当）
堀田香織 2016.4.1 ～ 現在 （男女共同参画担当）
武井和人 2017.4.1 ～ 2018.3.31 （広報・社会連携担当）
伊藤修 2018.4.1 ～ 現在

重原孝臣 2018.4.1 ～ 現在
井口壽乃 2018.4.1 ～ 現在 （広報・社会連携担当）

学長特別補佐（非常勤） 尾﨑正義 2016.4.1 ～ 2018.3.31
顧問（非常勤） 吉村融 2004.6.1 ～ 2014.3.31

有馬朗人 2005.5.1 ～ 2014.3.31
堀誠人 2008.2.1 ～ 2008.3.31

増野武夫 2009.4.1 ～ 2014.3.31
上井喜彦 2014.4.1 ～ 2016.3.31
加藤基 2014.4.1 ～ 現在

尾﨑正義 2018.4.1 ～ 現在
学生部長 藤田尚 1949.8.31 ～ 1953.8.31

野口源三郎 1953.9.1 ～ 1953.10.14
加藤光治郎 1953.10.15 ～ 1955.10.14

山根薫 1955.10.15 ～ 1957.10.14
三友国五郎 1957.10.15 ～ 1959.10.14
吉沢宗吉 1959.10.15 ～ 1961.10.14
麻生誠夫 1961.10.15 ～ 1963.10.14
太田道夫 1963.10.15 ～ 1965.10.14
須甲鉄也 1965.10.15 ～ 1967.10.14
和達清夫 1967.10.15 ～ 1967.10.31
近藤研二 1967.11.1 ～ 1969.10.31
小山博也 1969.11.1 ～ 1971.10.31
松田穣 1971.11.1 ～ 1972.8.31

吉井四郎 1972.9.1 ～ 1974.8.31
志藤義孝 1974.9.1 ～ 1976.3.24
岡本舜三 1976.3.25 ～ 1976.4.14
角豊三 1976.4.15 ～ 1980.4.14

福田清成 1980.4.15 ～ 1982.4.14
村川秀雄 1982.4.15 ～ 1984.4.14
小川瑞穂 1984.4.15 ～ 1986.4.14
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山市孟 1986.4.15 ～ 1988.4.14

丹下博之 1988.4.15 ～ 1990.4.14
町田篤彦 1990.4.15 ～ 1992.4.14
白藤孟志 1992.4.15 ～ 1994.3.31
貝山道博 1994.4.1 ～ 1996.3.31
加藤泰建 1996.4.1 ～ 1998.3.31
丹羽勝彦 1998.4.1 ～ 2000.3.31
鳥飼繁 2000.4.1 ～ 2001.3.31

右松鉄人 2001.4.1 ～ 2003.3.31
吉原治 2003.4.1 ～ 2005.3.31

浅野俊一 2005.4.1 ～ 2006.3.31
保健管理センター所長 小山博也 1971.4.1 ～ 1971.9.15

山本恵一郎 1971.9.16 ～ 1973.7.15
吉井四郎 1973.7.16 ～ 1974.1.24
岡本舜三 1974.1.25 ～ 1974.2.5
吉井四郎 1974.2.6 ～ 1974.4.14
岡本舜三 1974.4.15 ～ 1974.4.26
吉井四郎 1974.4.27 ～ 1974.8.31
志藤義孝 1974.9.1 ～ 1975.7.15
堂前章 1975.7.16 ～ 1991.6.30

谷本潔昭 1991.7.1 ～ 2004.3.31
保健センター長 吉原治 2004.4.1 ～ 2005.3.31

関直彦 2005.4.1 ～ 2019.3.31
落合洋士 2019.4.1 ～ 現在

文理学部長 向坂義太郎 1949.5.31 ～ 1953.8.31
遠藤隆次 1953.9.1 ～ 1954.9.19
粟屋豊 1954.9.20 ～ 1960.9.19

浜中英田 1960.9.20 ～ 1967.3.31
麻生誠夫 1967.4.1 ～ 1969.3.31
井上隆吉 1969.4.1 ～ 1971.3.31
小野文雄 1971.4.1 ～ 1972.3.31

教養学部長 浜中英田 1965.4.1 ～ 1967.3.31
平田栄 1967.4.1 ～ 1971.3.31

吉田精一 1971.4.1 ～ 1973.3.31
金勝久 1973.4.1 ～ 1975.3.31
平田栄 1975.4.1 ～ 1977.3.31
金勝久 1977.4.1 ～ 1980.4.1

長谷章久 1980.4.2 ～ 1984.4.1
小菅稔 1984.4.2 ～ 1986.4.1
林　進 1986.4.2 ～ 1990.4.1

小松寿雄 1990.4.2 ～ 1994.4.1
宮原朗 1994.4.2 ～ 1996.3.31

阿部年晴 1996.4.1 ～ 1999.7.15
岡崎勝世 1999.7.16 ～ 2004.3.31
関口順 2004.4.1 ～ 2008.3.31

高木英至 2008.4.1 ～ 2012.3.31
伊藤博明 2012.4.1 ～ 2014.3.31
高木英至 2014.4.1 ～ 2016.3.31
市橋秀夫 2016.4.1 ～ 現在

教育学部長 林傳次 1949.5.31 ～ 1953.8.31
野口源三郎 1953.9.1 ～ 1957.8.31
平田政雄 1957.9.1 ～ 1961.3.31
野上弥文 1961.4.1 ～ 1964.3.31
海後勝雄 1964.4.1 ～ 1966.2.17
野上弥文 1966.2.18 ～ 1966.3.31
桑原作次 1966.4.1 ～ 1970.3.31
須甲鉄也 1970.4.1 ～ 1972.1.15
黒河内豊 1972.1.16 ～ 1972.3.31
遠藤泰助 1972.4.1 ～ 1973.3.31
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職　名 氏　名 在職期間 備　考
野間郁夫 1973.4.1 ～ 1975.3.31
須甲鉄也 1975.4.1 ～ 1978.4.1

上滝孝治郎 1978.4.2 ～ 1980.4.1
木村信夫 1980.4.2 ～ 1984.4.1

先崎正次郎 1984.4.2 ～ 1986.4.1
末永國明 1986.4.2 ～ 1988.4.1
岩崎次男 1988.4.2 ～ 1992.3.31
外山映次 1992.4.1 ～ 1996.3.31

教育学部長・大学院教育学研究科長 加賀谷凞彦 1996.4.1 ～ 2000.3.31
津田俊信 2000.4.1 ～ 2004.3.31
渋谷治美 2004.4.1 ～ 2008.3.31
山口和孝 2008.4.1 ～ 2012.3.31
齊藤享冶 2012.4.1 ～ 2014.3.31
細渕富夫 2014.4.1 ～ 2018.3.31
薄井俊二 2018.4.1 ～ 現在

経済学部長 秦玄龍 1965.4.1 ～ 1969.9.30
三輪悌三 1969.10.1 ～ 1973.2.28
秦玄龍 1973.3.1 ～ 1974.4.30

村上保男 1974.5.1 ～ 1979.6.30
小山博也 1979.7.1 ～ 1983.6.30
村上保男 1983.7.1 ～ 1984.7.31
松島春海 1984.8.1 ～ 1987.10.1
葉山禎作 1987.10.2 ～ 1989.11.19  
鎌倉孝夫 1989.11.20 ～ 1991.11.19  
田中一盛 1991.11.20 ～ 1994.10.6  
奥山忠信 1994.10.7 ～ 1998.11.15  
貝山道博 1998.11.16 ～ 2003.3.31  
上井喜彦 2003.4.1 ～ 2008.3.31
伊藤修 2008.4.1 ～ 2012.3.31

薄井和夫 2012.4.1 ～ 2016.3.31
柳澤哲哉 2016.4.1 ～ 現在

工学部長 藤岡由夫 1963.4.1 ～ 1963.11.18
手島立男 1963.11.19 ～ 1963.12.15
藤岡由夫 1963.12.16 ～ 1964.3.31

海老原敬吉 1964.4.1 ～ 1965.3.31
理工学部長 海老原敬吉 1965.4.1 ～ 1967.3.31

小島頴男 1967.4.1 ～ 1969.3.31
永井芳男 1969.4.1 ～ 1969.8.4
村井康久 1969.8.5 ～ 1971.5.15
石田寿老 1971.5.16 ～ 1973.3.31
岡本舜三 1973.4.1 ～ 1974.2.28
関陽太郎 1974.3.1 ～ 1977.5.31
竹内正幸 1977.6.1 ～ 1978.5.24
奥村敏恵 1978.5.25 ～ 1980.4.1
吉田正一 1980.4.2 ～ 1981.4.1
下沢隆 1981.4.2 ～ 1982.5.24

八十島義之助 1982.5.25 ～ 1984.3.31
理学部長 竹内正幸 1976.5.25 ～ 1980.5.24

下沢隆 1980.5.25 ～ 1983.12.31
竹内正幸 1984.1.1 ～ 1986.2.28
福田清成 1986.3.1 ～ 1990.2.28
奥村正文 1990.3.1 ～ 1994.2.28
澁谷勲 1994.3.1 ～ 1998.2.28

田隅三生 1998.3.1 ～ 2002.3.31
中山重蔵 2002.4.1 ～ 2004.3.31
毛利信男 2004.4.1 ～ 2006.3.31
町田武生 2006.4.1 ～ 2008.3.31
井上金治 2008.4.1 ～ 2010.3.31

中林誠一郎 2010.4.1 ～ 2012.3.31



３．役職者・評議員・名誉教授一覧

� 387
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坂井貴文 2012.4.1 ～ 2014.3.31
鈴木健 2014.4.1 ～ 2018.3.31

坂井貴文 2018.4.1 ～ 2019.3.31
長澤壯之 2019.4.1 ～ 現在

工学部長 関陽太郎 1976.5.25 ～ 1978.5.24
奥村敏恵 1978.5.25 ～ 1980.4.1
吉田正一 1980.4.2 ～ 1981.4.1
向正夫 1981.4.2 ～ 1982.4.1

八十島義之助 1982.4.2 ～ 1985.3.31
久保慶三郎 1985.4.1 ～ 1987.3.31
杉本光男 1987.4.1 ～ 1988.3.31
西久夫 1988.4.1 ～ 1988.11.30

吉川敬治 1988.12.1 ～ 1992.3.31
森末道忠 1992.4.1 ～ 1996.3.31
鈴木誠史 1996.4.1 ～ 1998.3.31
野平博之 1998.4.1 ～ 2000.3.31
町田篤彦 2000.4.1 ～ 2002.3.31
坂本和彦 2002.4.1 ～ 2004.3.31
川橋正昭 2004.4.1 ～ 2008.3.31
山口宏樹 2008.4.1 ～ 2010.3.31
佐藤勇一 2010.4.1 ～ 2014.3.31
重原孝臣 2014.4.1 ～ 2018.3.31
黒川秀樹 2018.4.1 ～ 現在

教養部長 井上隆吉 1965.4.1 ～ 1971.3.31
小野文雄 1971.4.1 ～ 1977.3.31
福島保夫 1977.4.1 ～ 1979.3.31
永野巌 1979.4.1 ～ 1983.3.31
市村仁 1983.4.1 ～ 1984.4.1
永野巌 1984.4.2 ～ 1988.4.1

元島邦夫 1988.4.2 ～ 1990.4.1
田辺孝哉 1990.4.2 ～ 1994.3.31
山口静一 1994.4.1 ～ 1995.3.31

文化科学研究科長 金勝久 1977.4.1 ～ 1980.4.1 （1977.4.1設置）
長谷章久 1980.4.2 ～ 1984.4.1
小菅稔 1984.4.2 ～ 1986.4.1
林進 1986.4.2 ～ 1990.4.1

小松寿雄 1990.4.2 ～ 1994.4.1
宮原朗 1994.4.2 ～ 1996.3.31

阿部年晴 1996.4.1 ～ 1999.7.15
岡崎勝世 1999.7.16 ～ 2004.3.31
関口順 2004.4.1 ～ 2008.3.31

高木英至 2008.4.1 ～ 2012.3.31
伊藤博明 2012.4.1 ～ 2014.3.31
高木英至 2014.4.1 ～ 2015.3.31

経済科学研究科長 奥山忠信 1994.10.7 ～ 1998.11.15
貝山道博 1998.11.16 ～ 2003.3.31
上井喜彦 2003.4.1 ～ 2008.3.31
伊藤修 2008.4.1 ～ 2012.3.31

薄井和夫 2012.4.1 ～ 2015.3.31
人文社会科学研究科長 市橋秀夫 2015.4.1 ～ 2016.3.31 (2015.4.1設置）

伊藤修 2016.4.1 ～ 2018.3.31
井口欣也 2018.4.1 ～ 現在

理学研究科長 竹内正幸 1978.4.1 ～ 1980.5.24 （1978.4.1設置）
下沢隆 1980.5.25 ～ 1983.12.31

竹内正幸 1984.1.1 ～ 1986.2.28
福田清成 1986.3.1 ～ 1990.2.28
奥村正文 1990.3.1 ～ 1991.3.31 （1991.3.31理学研究科廃止）

工学研究科長 岡本舜三 1973.10.12 ～ 1974.2.28 （1973.9.29設置）
関陽太郎 1974.3.1 ～ 1978.5.24



388

第Ⅲ部 ■ 資料編

職　名 氏　名 在職期間 備　考
奥村敏恵 1978.5.25 ～ 1980.4.1
吉田正一 1980.4.2 ～ 1981.4.1
向正夫 1981.4.2 ～ 1982.4.1

八十島義之助 1982.4.2 ～ 1985.3.31
久保慶三郎 1985.4.1 ～ 1987.3.31
杉本光男 1987.4.1 ～ 1988.3.31
西久夫 1988.4.1 ～ 1988.11.30

吉川敬治 1988.12.1 ～ 1991.9.30 （1991.9.30工学研究科廃止）
理工学研究科長 吉川敬治 1989.4.1 ～ 1991.3.31 （1989.4.1設置）

奥村正文 1991.4.1 ～ 1993.3.31
森末道忠 1993.4.1 ～ 1995.3.31
澁谷勲 1995.4.1 ～ 1998.2.28

野平博之 1998.3.1 ～ 1999.3.31
田隅三生 1999.4.1 ～ 2001.3.31
町田篤彦 2001.4.1 ～ 2002.3.31
坂本和彦 2002.4.1 ～ 2003.3.31
中山重蔵 2003.4.1 ～ 2004.3.31
毛利信男 2004.4.1 ～ 2005.3.31
川橋正昭 2005.4.1 ～ 2006.3.31
伏見譲 2006.4.1 ～ 2008.3.31

水谷忠良 2008.4.1 ～ 2010.3.31
山口宏樹 2010.4.1 ～ 2012.3.31
永澤明 2012.4.1 ～ 2013.3.31

佐藤勇一 2013.4.1 ～ 2014.3.31
坂井貴文 2014.4.1 ～ 2016.3.31

堀尾健一郎 2016.4.1 ～ 2018.3.31
鈴木健 2018.4.1 ～ 2019.2.14

坂井貴文 2019.2.15 ～ 現在
政策科学研究科長 吉村融 1977.4.1 ～ 1987.3.31 （1977.4.1設置）

手塚晃 1987.4.1 ～ 1989.3.31
吉村融 1989.4.1 ～ 1995.3.31

伊藤大一 1995.4.1 ～ 1996.3.31
西野文雄 1996.4.1 ～ 2000.3.31
大山達雄 2000.4.1 ～ 2001.9.30

行動科学情報解析センター長 岡本舜三 1973.4.12 ～ 1973.8.15
吉村融 1973.8.16 ～ 1977.8.15

小川瑞穂 1977.8.16 ～ 1981.8.15
手塚晃 1981.8.16 ～ 1987.8.15

児玉文雄 1987.8.16 ～ 1988.6.30
伊藤大一 1988.7.1 ～ 1996.3.31

高木誠一郎 1996.4.1 ～ 1997.9.30
全学教育・学生支援機構長 貝山道博 2004.4.1 ～ 2008.3.31

加藤泰建 2008.4.1 ～ 2012.3.31
教育機構長 加藤泰建 2012.4.1 ～ 2014.3.31

齊藤享冶 2014.4.1 ～ 2018.3.31
重原孝臣 2018.4.1 ～ 現在

全学教育企画室長 貝山道博 2004.4.1 ～ 2008.3.31
大塚秀高 2008.4.1 ～ 2011.3.31

堀尾健一郎 2011.4.1 ～ 2012.3.31
教育企画室長・基盤教育研究センター長 堀尾健一郎 2012.4.1 ～ 2014.3.31 2013.10.1から基盤教育研究センター長を兼任

佐藤一彦 2014.4.1 ～ 2016.3.31
澤田和彦 2016.4.1 ～ 2018.3.31
松原良輔 2018.4.1 ～ 現在

英語教育開発センター長 外山昇 2004.4.1 ～ 現在
情報教育センター長 前川仁 2004.4.1 ～ 2008.3.31

加藤泰建 2008.4.1 ～ 2012.3.31
基礎教育センター長 白藤孟志 2004.4.1 ～ 2006.3.31

酒井文雄 2006.4.1 ～ 2008.3.31
永澤明 2008.4.1 ～ 2010.3.31
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大塚秀高 2010.4.1 ～ 2011.3.31

堀尾健一郎 2011.4.1 ～ 2012.3.31
留学生センター長 山本一男 2004.4.1 ～ 2005.3.31

姫野伴子 2005.4.1 ～ 2006.3.31
共生社会教育研究センター長 加藤泰建 2008.4.1 ～ 2009.3.31

藤林泰 2009.4.1 ～ 2014.3.31
日本語教育センター長 八木惠子 2012.4.1 ～ 2016.3.31

嶋津拓 2016.4.1 ～ 現在
社会調査研究センター長 松本正生 2013.10.1 ～ 現在
アドミッションセンター長 山口宏樹 2004.4.1 ～ 2007.3.31

貝山道博 2007.4.1 ～ 2008.3.31
加藤泰建 2008.4.1 ～ 2014.3.31
齊藤享冶 2014.4.1 ～ 2018.3.31
重原孝臣 2018.4.1 ～ 現在

学生支援センター長 吉原治 2004.4.1 ～ 2005.3.31
浅野俊一 2005.4.1 ～ 2007.3.31
川口憲次 2007.4.1 ～ 2009.3.31
安冨博 2009.4.1 ～ 2012.3.31

米山利二 2012.4.1 ～ 2014.3.31
早坂勇二 2014.4.1 ～ 2016.3.31

統合キャリアセンター長 今井均 2016.4.1 ～ 2017.3.31
統合キャリアセンターSUセンター長 今井均 2017.4.1 ～ 2018.3.31

平野哲巳 2018.4.1 ～ 現在
教員免許センター長 加藤泰建 2008.4.1 ～ 2014.3.31

齊藤享冶 2014.4.1 ～ 2016.3.31
21世紀総合研究機構長 原田正躬 2004.4.1 ～ 2005.3.31
総合研究機構長 原田正躬 2005.4.1 ～ 2006.3.31

貝山道博 2006.4.1 ～ 2006.9.30
中山重蔵 2006.10.1 ～ 2008.3.31
川橋正昭 2008.4.1 ～ 2012.3.31

研究機構長 山口宏樹 2012.4.1 ～ 2014.3.31
佐藤勇一 2014.4.1 ～ 2018.3.31
伊藤修 2018.4.1 ～ 現在

研究企画室長 松本正生 2012.4.1 ～ 2014.3.31
研究企画推進室長 桐谷正信 2014.4.1 ～ 2018.3.31

石井昭彦 2018.4.1 ～ 現在
脳科学融合研究センター長 井上金治 2009.1.1 ～ 2009.3.31

中井淳一 2009.4.1 ～ 2011.3.31
弥益恭 2011.4.1 ～ 2014.3.31

脳末梢科学研究センター長 中井淳一 2014.4.1 ～ 2019.3.31
環境科学研究センター長 坂本和彦 2009.4.1 ～ 2011.3.31

内宮博文 2011.4.1 ～ 2012.3.31
浅枝隆 2012.4.1 ～ 2012.9.30
高木優 2012.10.1 ～ 2019.3.31

アンビエント・モビリティ・インターフェイス研究センター長 綿貫啓一 2012.4.1 ～ 2017.3.31
レジリエント社会研究センター長 田中規夫 2014.4.1 ～ 2016.3.31

睦好宏史 2016.4.1 ～ 2019.3.31
田中規夫 2019.4.1 ～ 現在

分析センター長 須甲鉄也 1980.4.1 ～ 1980.6.30
海老根誠治 1980.7.1 ～ 1982.6.30
野平博之 1982.7.1 ～ 1984.6.30
守永健一 1984.7.1 ～ 1986.6.30
西久夫 1986.7.1 ～ 1988.6.30

星野正松 1988.7.1 ～ 1990.3.31
三田村孝 1990.4.1 ～ 1994.3.31
河西敏雄 1994.4.1 ～ 1996.3.31
恒次丈介 1996.4.1 ～ 1998.3.31
時田澄男 1998.4.1 ～ 2000.3.31
吉岡道和 2000.4.1 ～ 2002.3.31
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佐藤勝 2002.4.1 ～ 2003.3.31

総合科学分析支援センター長 佐藤勝 2003.4.1 ～ 2004.3.31
廣瀬卓司 2004.4.1 ～ 2005.3.31

科学分析支援センター長 廣瀬卓司 2005.4.1 ～ 2007.3.31
井上金治 2007.4.1 ～ 2008.3.31
円谷陽一 2008.4.1 ～ 2010.3.31
石井昭彦 2010.4.1 ～ 2012.3.31
小林秀彦 2012.4.1 ～ 2016.3.31
石井昭彦 2016.4.1 ～ 2018.3.31
三浦勝清 2018.4.1 ～ 現在

知的財産部長 加藤寛 2005.4.1 ～ 2008.3.31
技術部長 坂本和彦 2006.4.1 ～ 2008.3.31

佐藤勇一 2008.4.1 ～ 2010.3.31
重原孝臣 2010.4.1 ～ 2012.3.31

総合技術支援センター長 重原孝臣 2012.4.1 ～ 2014.3.31
奥井義昭 2014.4.1 ～ 2016.3.31
黒川秀樹 2016.4.1 ～ 2018.3.31
奥井義昭 2018.4.1 ～ 現在

産学官連携企画室長 睦好宏史 2012.4.1 ～ 2014.3.31
リサーチ・アドミニストレーターオフィス長 佐藤勇一 2014.4.1 ～ 2018.3.31

伊藤修 2018.4.1 ～ 現在
地域共同研究センター長 山田興治 1998.4.1 ～ 2000.3.31

坂本和彦 2000.4.1 ～ 2002.3.31
睦好宏史 2002.4.1 ～ 2004.3.31
加藤寛 2004.4.1 ～ 2006.3.31
高田進 2006.4.1 ～ 2008.3.31

太田公廣 2008.4.1 ～ 2008.8.31
地域オープンイノベーションセンター長 太田公廣 2008.9.1 ～ 2010.3.31

川橋正昭 2010.4.1 ～ 2012.3.31
オープンイノベーションセンター長 大澤清一 2012.4.1 ～ 2014.3.31

綿貫啓一 2014.4.1 ～ 2016.3.31
松岡浩司 2016.4.1 ～ 現在

先端産業国際ラボラトリー所長 綿貫啓一 2016.4.1 ～ 現在
附属図書館長 鈴木昭 1949.6.30 ～ 1953.10.31

白石早出雄 1953.11.1 ～ 1955.10.31
林傳次 1955.11.1 ～ 1957.10.31

浜中英田 1957.11.1 ～ 1959.10.31
海後勝雄 1959.11.1 ～ 1961.10.31
守田義廣 1961.11.1 ～ 1963.10.31
山根薫 1963.11.1 ～ 1965.10.31

深見秋太郎 1965.11.1 ～ 1969.3.31
井上敏夫 1969.4.1 ～ 1971.3.31
山梨進一 1971.4.1 ～ 1973.3.31
矢澤利彦 1973.4.1 ～ 1975.3.31
高橋芳蔵 1975.4.1 ～ 1977.3.31
長谷章久 1977.4.1 ～ 1979.3.31
松本旭 1979.4.1 ～ 1981.3.31

坪井照男 1981.4.1 ～ 1983.4.1
鈴木允 1983.4.1 ～ 1985.3.31

山口静一 1985.4.1 ～ 1987.3.31
阿部昭夫 1987.4.1 ～ 1989.3.31
宮原朗 1989.4.1 ～ 1991.3.31
土肥泰 1991.4.1 ～ 1993.3.31

石原勝敏 1993.4.1 ～ 1995.3.31
吉中龍之進 1995.4.1 ～ 1997.3.31

兵藤釧 1997.4.1 ～ 1998.5.31
田代脩 1998.6.1 ～ 2000.3.31
森田武 2000.4.1 ～ 2002.3.31

檜山哲夫 2002.4.1 ～ 2004.3.31
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津田俊信 2004.4.1 ～ 2005.3.31
時田澄男 2005.4.1 ～ 2007.3.31
岡崎勝世 2007.4.1 ～ 2009.3.31
坂西友秀 2009.4.1 ～ 2014.3.31
藤田総平 2014.4.1 ～ 2016.3.31
坂井貴文 2016.4.1 ～ 2018.3.31
大友秀明 2018.4.1 ～ 現在

総合情報基盤機構長 津田俊信 2005.4.1 ～ 2007.3.31
菅野峰明 2007.4.1 ～ 2007.10.31
原政敏 2007.11.1 ～ 2008.3.31

川橋正昭 2008.4.1 ～ 2012.3.31
総合情報処理センター長 鈴木誠史 1991.4.12 ～ 1995.4.11

荒木獻次 1995.4.12 ～ 1997.4.11
渡邉啓行 1997.4.12 ～ 2001.3.31
松本史朗 2001.4.1 ～ 2003.3.31
前川仁 2003.4.1 ～ 2005.3.31

情報メディア基盤センター長 前川仁 2005.4.1 ～ 2008.3.31
吉田紀彦 2008.4.1 ～ 2014.3.31
島村徹也 2014.4.1 ～ 2016.3.31
伊藤和人 2016.4.1 ～ 現在

教育・研究等評価センター長 菅野峰明 2004.4.1 ～ 2007.3.31
吉田貞史 2007.4.1 ～ 2009.3.31

大八木重治 2009.4.1 ～ 2010.3.31
国際本部長 山口宏樹 2012.4.1 ～ 2014.3.31

中林誠一郎 2014.4.1 ～ 現在
国際交流センター長 貝山道博 2006.7.1 ～ 2008.3.31

堀誠人 2008.4.1 ～ 2010.3.31
安藤陽 2010.5.1 ～ 2012.3.31

国際交流企画部門長 中山重蔵 2006.4.1 ～ 2007.3.31
高田進 2007.4.1 ～ 2008.3.31
水野毅 2008.4.1 ～ 2010.3.31

国際企画室長 中本進一 2012.4.1 ～ 2014.3.31
永田雅啓 2013.4.1 ～ 2014.3.31
市橋秀夫 2014.4.1 ～ 2016.3.31
野中進 2016.4.1 ～ 2018.3.31
井原基 2018.4.1 ～ 現在

留学生センター長 加藤泰建 1998.4.1 ～ 2000.3.31
安藤陽 2000.4.1 ～ 2003.3.31

志村洋子 2003.4.1 ～ 2004.3.31
全学教育・学生支援機構留学生センター長 山本一男 2004.4.1 ～ 2005.3.31

姫野伴子 2005.4.1 ～ 2006.3.31
学生交流・教育部門長 姫野伴子 2006.4.1 ～ 2008.3.31

中本進一 2008.4.1 ～ 2012.3.31
留学交流支援室長 中本進一 2013.4.1 ～ 2016.3.31
国際開発教育研究センター長 丹呉圭一 2008.4.1 ～ 2012.3.31

辻一人 2012.4.1 ～ 現在
附属地球科学観測実験室長 須甲鉄也 1971.4.1 ～ 1978.4.1

新井重三 1978.4.2 ～ 1986.3.31
矢島敏彦 1986.4.1 ～ 1994.11.9
外山映次 1994.11.10 ～ 1995.3.31
松丸国照 1995.4.1 ～ 2001.3.31

附属教育実践研究指導センター長 仲田紀夫 1986.4.5 ～ 1987.3.31
足立自朗 1987.4.1 ～ 1988.3.31
中村次郎 1988.4.1 ～ 1990.3.31
林信二郎 1990.4.1 ～ 1994.3.31
藤巻公裕 1994.4.1 ～ 1998.3.31
八木正一 1998.4.1 ～ 2000.3.31

榎原弘二郞 2000.4.1 ～ 2001.3.31
附属教育実践総合センター長 榎原弘二郞 2001.4.1 ～ 2004.3.31
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石田康幸 2004.4.1 ～ 2008.3.31
金本良通 2008.4.1 ～ 2012.3.31
岩川直樹 2012.4.1 ～ 2016.3.31
庄司康生 2016.4.1 ～ 現在

附属特別支援教育臨床研究センター長 戸部秀之 2016.4.1 ～ 現在
附属地盤水理実験施設長 関陽太郎 1974.4.11 ～ 1974.7.15

嶋祐之 1974.7.16 ～ 1974.9.19
吉田正一 1974.9.18 ～ 1974.10.15
関陽太郎 1974.10.16 ～ 1991.3.31
堀川清司 1991.4.1 ～ 1992.2.29

吉中龍之進 1992.3.1 ～ 2000.3.31
渡邉啓行 2000.4.1 ～ 2001.3.31

地圏科学研究センター長 渡邉啓行 2001.4.1 ～ 2004.3.31
町田篤彦 2004.4.1 ～ 2006.3.31
渡邊邦夫 2006.4.1 ～ 2010.3.31
川上英二 2010.4.1 ～ 2014.3.31

政策科学教育研究機関（仮称）創設準備室長 吉村融 1994.6.24 ～ 1997.9.30 1997.9.30廃止（1997.10.1政策研究大学院大学へ改組）
参事役 持田健生 2004.7.1 ～ 2007.6.30

田坂敏幸 2006.4.1 ～ 2009.3.31
千葉新 2007.5.1 ～ 2009.6.30

貞岡義幸 2007.10.1 ～ 2009.3.31
小林裕一 2009.4.1 ～ 2012.6.30
廿楽一男 2012.6.1 ～ 2014.9.30
星野雅志 2014.10.1 ～ 2017.3.31
雨笠均 2017.4.1 ～ 2019.1.31

鷹野勝弘 2017.7.1 ～ 2019.3.31
木﨑一美 2019.4.1 ～ 現在
福沢猛 2019.4.1 ～ 現在

参事役付（兼） 白倉春雄 2004.4.1 ～ 2005.3.31
参事室主幹 石原優 2016.4.1 ～ 2017.3.31
監査室長 仁木俊二 2006.4.1 ～ 2007.3.31

内田秋男 2007.4.1 ～ 2008.3.31
曽根保二 2008.4.1 ～ 2009.3.31
都川匡史 2009.4.1 ～ 2014.3.31 (併任）
肥土広康 2014.4.1 ～ 2015.7.15 (併任）
肥土広康 2015.7.16 ～ 2018.3.31
荻原稔 2018.4.1 ～ 現在

事務局付 仁木俊二 2007.4.1 ～ 2008.3.31
竹島恒 2016.1.1 ～ 2016.1.7

企画室（仮称）設置準備室長 西袋昇 2012.2.1 ～ 2012.3.31
戦略企画室長 西袋昇 2012.4.1 ～ 2014.3.31
学長室長 福島謙吉 2014.4.1 ～ 2017.3.31

上根主久 2017.4.1 ～ 現在
広報渉外室長 星野雅志 2015.10.1 ～ 2016.9.30 （併任）

伊藤博明 2016.10.1 ～ 2017.3.31
福島謙吉 2017.4.1 ～ 2018.3.31 （併任）
平山雄一 2018.4.1 ～ 現在

事務局長 桜井勝三 1949.5.31 ～ 1954.9.2 （1949.5.31 ～1949.7.15事務取扱）
竹内信郎 1954.9.3 ～ 1958.12.15
宇治信夫 1958.12.16 ～ 1963.3.31
上山定治 1963.4.1 ～ 1967.3.31

浅野庄三郎 1967.4.1 ～ 1972.3.31
床井重男 1972.4.1 ～ 1970.11.3
飯村大吉 1970.11.4 ～ 1970.11.18
吉川孔敏 1970.11.19 ～ 1973.8.31
福間敏矩 1973.9.1 ～ 1976.10.31
鎌田邦夫 1976.11.1 ～ 1980.3.31
三輪明 1980.4.1 ～ 1983.4.1

前田登司男 1983.4.1 ～ 1984.6.30
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原素之 1984.7.1 ～ 1986.3.31

安藤和夫 1986.4.1 ～ 1989.3.31
杉山俊隆 1989.4.1 ～ 1990.1.19
岡林隆 1990.1.20 ～ 1992.6.30

伊藤博之 1992.7.1 ～ 1993.6.30
行田博 1993.7.1 ～ 1995.3.31
井上清 1995.4.1 ～ 1997.3.31

牧野孝三郎 1997.4.1 ～ 1998.11.30
神林圭介 1998.11.30 ～ 1998.12.31 (事務取扱）
原政敏 1999.1.1 ～ 2001.3.31

金子徹雄 2001.4.1 ～ 2004.3.31
早川明彦 2004.4.1 ～ 2005.3.31
原政敏 2005.4.1 ～ 2008.9.30 (2005.4.1 ～ 2008.9.30兼任)

丸山貴志 2008.10.1 ～ 2008.12.31
丸山貴志 2009.1.1 ～ 2012.3.30 (兼務）
池原充洋 2012.4.1 ～ 2014.3.30 (兼務）
小見夏生 2014.4.1 ～ 2016.3.30 (兼務）
渡邊淳平 2016.4.1 ～ 2018.3.30 (兼務）
平林正吉 2018.4.1 ～　 現在 (兼務）

庶務部長 飯村大吉 1967.4.1 ～ 1971.10.31 （1967.4.1部制施行）
手呂内利之 1971.11.1 ～ 1974.3.31

森田清 1974.4.1 ～ 1977.3.31
安田愈 1977.4.1 ～ 1979.10.15

鎌田邦夫 1979.10.16 ～ 1980.1.15 事務取扱
飯塚保男 1980.1.16 ～ 1982.3.31
松尾巧 1982.4.1 ～ 1985.3.31
安武毅 1985.4.1 ～ 1988.3.31

佐野英孝 1988.4.1 ～ 1990.3.31
稲井豊秀 1990.4.1 ～ 1991.11.30
金坂勲 1991.12.1 ～ 1993.3.31

岩佐東彦 1993.4.1 ～ 1993.11.30
砂賀功 1993.12.1 ～ 1995.6.30

神林圭介 1995.7.1 ～ 1999.3.31
山崎繁行 1999.4.1 ～ 2000.3.31

総務部長 山崎繁行 2000.4.1 ～ 2001.3.31
橋本美克 2001.4.1 ～ 2004.3.31
中村幸人 2004.4.1 ～ 2007.3.31
本村俊孝 2007.4.1 ～ 2009.3.31
山木宏明 2009.4.1 ～ 2011.3.31
大森浩之 2011.4.1 ～ 2015.3.31
雨笠均 2015.4.1 ～ 2017.3.31

木﨑一美 2017.4.1 ～ 現在 （2019.4.1 ～併任）
庶務課長 真取正二 1949.7.22 ～ 1950.11.15

安藤由一 1950.11.16 ～ 1952.10.31
小川卓夫 1952.11.1 ～ 1958.3.15
原田久男 1958.3.16 ～ 1963.3.31
福間敏矩 1963.4.1 ～ 1965.3.31
森田浩 1965.4.1 ～ 1967.3.31

辺見儀平 1967.3.31 ～ 1972.3.31
金森茂 1972.4.1 ～ 1975.3.31

伊部一俊 1975.4.1 ～ 1978.3.31
佐藤信男 1978.4.1 ～ 1982.3.31
土屋幸雄 1982.4.1 ～ 1984.9.30

荒井久仁雄 1984.10.1 ～ 1987.3.31
新屋秀幸 1987.4.1 ～ 1988.3.31
菊池俊昭 1988.4.1 ～ 1990.4.30
城所忠 1990.5.1 ～ 1992.3.31

中村敏朗 1992.4.1 ～ 1995.3.31
山根訓 1995.4.1 ～ 1997.3.31
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門岡裕一 1997.4.1 ～ 1999.6.30
井戸清隆 1999.7.1 ～ 2000.3.31

総務課長 井戸清隆 2000.4.1 ～ 2001.3.31
野沢和也 2001.4.1 ～ 2004.3.31
松田典明 2004.4.1 ～ 2006.3.31
大瀬勝寿 2006.4.1 ～ 2009.7.31
勝又守 2009.8.1 ～ 2012.3.31

黒川義文 2012.4.1 ～ 2014.3.31
佐藤守 2014.4.1 ～ 2016.3.31

木﨑一美 2016.4.1 ～ 2017.3.31
福島謙吉 2017.4.1 ～ 現在

秘書課長 今井均 2009.4.1 ～ 2012.3.31
塩野浩司 2012.4.1 ～ 2014.3.31

人事課長 森田浩 1967.4.1 ～ 1968.3.31
金森茂 1968.4.1 ～ 1972.3.31

井上克己 1972.4.1 ～ 1975.3.31
今村光男 1975.4.1 ～ 1976.6.30
森田隆寿 1976.7.1 ～ 1980.3.31
田中武雄 1980.4.1 ～ 1983.3.31
永野茂信 1983.4.1 ～ 1986.3.31
仲田良雄 1986.4.1 ～ 1989.3.31
穴澤光一 1989.4.1 ～ 1992.3.31
大沢弘和 1992.4.1 ～ 1995.3.31
井上憲雄 1995.4.1 ～ 1995.6.29
砂賀功 1995.6.29 ～ 1995.6.30 事務取扱

神林圭介 1995.7.1 ～ 1995.9.30 事務取扱
中島幸治 1995.10.1 ～ 1997.3.31
木村憙 1997.4.1 ～ 2000.3.31
渡邉昭 2000.4.1 ～ 2003.3.31

矢﨑雅之 2003.4.1 ～ 2005.3.31
羽鳥政男 2005.4.1 ～ 2007.9.30

星操 2007.10.1 ～ 2012.3.31
川村次郎 2012.4.1 ～ 2014.3.31
高橋泉 2014.4.1 ～ 2016.3.31
小林浩 2016.4.1 ～ 2016.9.30

小林浩二 2016.10.1 ～ 2019.3.31
三浦誠 2019.4.1 ～ 現在

人事課主幹 三浦誠 2017.4.1 ～ 2019.3.31
業務改善推進課長 都川匡史 2009.4.1 ～ 2014.3.31

肥土広康 2014.4.1 ～ 2016.3.31
業務改善推進室長 木﨑一美 2016.4.1 ～ 2017.3.31 (併任）

福島謙吉 2017.4.1 ～ 現在 (併任）
企画室長 宇津木源一 1995.4.1 ～ 1997.3.31

石井邦男 1997.4.1 ～ 1999.3.31
青山優蔵 1999.4.1 ～ 2000.3.31

企画広報室長 菊地秋良 2000.4.1 ～ 2004.3.31
広報課長 菊地秋良 2004.4.1 ～ 2005.3.31
国際室長 前原義久 2013.4.1 ～ 2015.3.31

竹島恒 2015.4.1 ～ 2015.12.31
田辺清美 2016.1.1 ～ 2016.3.31 (併任）
平山雄一 2016.4.1 ～ 2018.3.31
渡邊賢治 2018.4.1 ～ 現在

国際主幹 飯塚素弘 1992.4.1 ～ 1994.3.31 1992.4.1 ～ 1992.4.9事務局付
武田良正 1994.4.1 ～ 1996.3.31

青島なな子 1996.4.1 ～ 1998.4.8
田辺清美 2015.8.1 ～ 2019.3.31

国際交流課長 青島なな子 1998.4.9 ～ 1998.7.15
河野浩 1998.7.16 ～ 2001.3.31

鎌田陽子 2001.4.1 ～ 2002.3.31



３．役職者・評議員・名誉教授一覧

� 395

職　名 氏　名 在職期間 備　考
国際企画課長 高橋圭三 2002.4.1 ～ 2004.3.31 
国際交流支援室長 新谷一徳 2005.4.1 ～ 2007.3.31

井上金一 2007.4.1 ～ 2009.5.24
塩原耕次 2009.5.25 ～ 2009.6.30 (事務取扱）
高尾敏史 2009.7.1 ～ 2012.3.31 

研究協力部長 長津俊 2004.4.1 ～ 2005.3.31
新谷一徳 2005.4.1 ～ 2008.3.31
塩原耕次 2008.4.1 ～ 2010.3.31
谷本滋 2010.4.1 ～ 2013.1.31

池原充洋 2013.2.1 ～ 2013.3.31 (事務取扱）
大城功 2013.4.1 ～ 2015.3.31

亀山輝男 2015.4.1 ～ 2018.3.31
西袋昇 2018.4.1 ～ 2019.3.31

小林浩二 2019.4.1 ～ 現在
研究協力課長 高見澤光子 2002.4.1 ～ 2004.3.31
研究国際協力課長 高見澤光子 2004.4.1 ～ 2005.3.31

菊地昌弘 2005.4.1 ～ 2006.3.31
研究協力課長 菊地昌弘 2006.4.1 ～ 2008.9.30

高橋輝 2008.10.1 ～ 2010.3.31
土井昭人 2010.4.1 ～ 2012.3.31
亀山輝男 2012.4.1 ～ 2015.3.31
岡田勉 2015.4.1 ～ 2016.3.31

福島恭司 2016.4.1 ～ 2017.3.31
研究推進課長 福島恭司 2017.4.1 ～ 現在
研究支援課長 佐々木康晴 2017.4.1 ～ 2019.3.31

西袋和江 2019.4.1 ～ 現在
経理部長 横江照郎 1967.4.1 ～ 1969.3.31

長谷川登 1969.4.1 ～ 1974.3.31
中田守夫 1974.4.1 ～ 1977.3.31
長谷川了 1977.4.1 ～ 1981.3.31
佐藤久雄 1981.4.1 ～ 1982.3.31
小川克也 1982.4.1 ～ 1984.3.31
瀬川正己 1984.4.1 ～ 1985.3.31
河島純 1985.4.1 ～ 1986.6.30

牧野孝三郎 1986.7.1 ～ 1988.10.31
玉手茂男 1988.11.1 ～ 1990.3.31
鈴木保典 1990.4.1 ～ 1992.3.31
服部高明 1992.4.1 ～ 1995.3.31
伊藤良昭 1995.4.1 ～ 1996.3.31
阿部彰 1996.4.1 ～ 1998.11.30

江原徳三 1998.12.1 ～ 2001.3.31
國友孝信 2001.4.1 ～ 2003.3.31
滝沢雅之 2003.4.1 ～ 2004.3.31

財務部長 滝沢雅之 2004.4.1 ～ 2007.2.28
原政敏 2007.3.1 ～ 2007.3.31 (事務取扱）

八木修一 2007.4.1 ～ 20103.31
堀内賢司 2010.4.1 ～ 2012.3.31
雨笠均 2012.4.1 ～ 2015.3.31

渡邊一幸 2015.4.1 ～ 2017.3.31
雨笠均 2017.4.1 ～ 2019.1.31 (併任）

平林正吉 2019.2.1 ～ 2019.3.31 (事務取扱）
西袋昇 2019.4.1 ～ 現在

会計課長 藤田兼吉 1949.6.30 ～ 1960.3.31
山高力三 1960.4.1 ～ 1962.12.31

堀江亨次郎 1963.1.1 ～ 1966.3.31
春田年造 1966.4.1 ～ 1967.3.31

主計課長 菊地利美 1967.4.1 ～ 973.3.31
大出幸夫 1973.4.1 ～ 1977.3.31
野中勇二 1977.4.1 ～ 1981.3.31
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佐久間捷安 1981.4.1 ～ 1982.8.1
小川克也 1982.8.2 ～ 1982.8.31
長谷川寛 1982.9.1 ～ 1985.7.9

荒記竹之助 1985.7.10 ～ 1988.3.31
野田清 1988.4.1 ～ 1992.3.31
北原勇 1992.4.1 ～ 1994.3.31

渡邊春重 1994.4.1 ～ 1996.3.31
渡部良和 1996.4.1 ～ 1999.3.31
徳岡公人 1999.4.1 ～ 2001.3.31
山﨑英司 2001.4.1 ～ 2003.3.31
植田敏也 2003.4.1 ～ 2004.3.31

財務課長 小林一二三 2004.4.1 ～ 2005.3.31
川口憲次 2005.4.1 ～ 2006.12.31
滝沢雅之 2007.1.1 ～ 2007.1.31 (併任）
小山登 2007.2.1 ～ 2009.3.31

大島英夫 2009.4.1 ～ 2011.3.31
大島恵志 2011.4.1 ～ 2014.3.31
嶋田哲也 2014.4.1 ～ 2016.11.30
渡邊一幸 2016.12.1 ～ 2016.12.31 (事務取扱）
新井敬二 2017.1.1 ～ 2019.3.31
鹿又仁郎 2019.4.1 ～ 現在

財務課主幹 池内真知子 2018.4.1 ～ 現在
経理課長 前田登司男 1967.4.1 ～ 1970.3.31

斎藤静志 1970.4.1 ～ 1974.3.31
菊地誠治 1974.4.1 ～ 1976.3.31

御子神昭二 1976.4.1 ～ 1978.3.31
高橋正雄 1978.4.1 ～ 1982.3.31
佐藤義男 1982.4.1 ～ 1984.3.31
牧口勉 1984.4.1 ～ 1987.3.31

高田勝彦 1987.4.1 ～ 1990.3.31
山田勝治 1991.4.1 ～ 1993.3.31
馬淵憲治 1993.4.1 ～ 1996.3.31
赤羽鉀 一 1996.4.1 ～ 1999.3.31
海老根裕 1999.4.1 ～ 2001.3.31
植田敏也 2001.4.1 ～ 2003.3.31
川﨑信之 2003.4.1 ～ 2005.3.31

安養寺浩二 2005.4.1 ～ 2007.3.31
添田勉 2007.4.1 ～ 2009.3.31

木村貴彦 2009.4.1 ～ 2012.3.31
末村真一郎 2012.4.1 ～ 2015.3.31
平野哲巳 2015.4.1 ～ 2016.3.31
荻原稔 2016.4.1 ～ 2018.3.31

西袋和江 2018.4.1 ～ 2019.3.31
岡田勉 2019.4.1 ～ 現在

契約室長 青山優蔵 2000.4.1 ～ 2003.3.31
中野文雄 2003.4.1 ～ 2004.3.31

施設課長 清島龍徳 1950.5.31 ～ 1958.4.30
磯松幸四郎 1958.5.1 ～ 1963.3.31
槌谷久夫 1963.4.1 ～ 1966.3.31
内田信量 1966.4.1 ～ 1968.3.31
深谷龍吉 1968.4.1 ～ 1970.3.31
水野達雄 1970.4.1 ～ 1975.3.31
川口久雄 1975.4.1 ～ 1977.3.31
堀内虎夫 1977.4.1 ～ 1979.9.15

山田二三夫 1979.9.16 ～ 1981.3.31
鈴木八 蔵 1981.4.1 ～ 1984.12.1
原素之 1984.12.1 ～ 1984.12.10 事務取扱

富澤堅二 1984.12.10 ～ 1986.11.6
安藤和夫 1986.11.6 ～ 1986.11.30 事務取扱
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後藤英雄 1986.12.1 ～ 1991.3.31

北村仙次郎 1991.4.1 ～ 1995.3.31
藤本寿三 1995.4.1 ～ 1998.3.31
荒木貞夫 1998.4.1 ～ 2000.3.31
老田進 2000.4.1 ～ 2003.3.31

鈴木隆司 2003.4.1 ～ 2006.3.31
守屋正紀 2006.4.1 ～ 2007.3.31

施設管理課長 守屋正紀 2007.4.1 ～ 2009.3.31
奈良隆史 2009.4.1 ～ 2012.3.31
中川聡 2012.4.1 ～ 2015.3.31
清水仁 2015.4.1 ～ 2018.3.31

鈴木道弘 2018.4.1 ～ 現在
学生部次長 熊谷正衛 1967.4.1 ～ 1970.12.31

小山博也 1971.1.1 ～ 1971.1.15
堀川庄三 1971.1.16 ～ 1975.3.31
堂園政徳 1975.4.1 ～ 1979.4.1

石井不二彦 1979.4.1 ～ 1981.4.1
杉原肇 1981.4.1 ～ 1985.3.31
渡辺毅 1985.4.1 ～ 1986.3.31

小川瑞穂 1986.4.1 ～ 1986.4.14
山市孟 1986.4.15 ～ 1986.4.30

千葉芳太郎 1986.5.1 ～ 1989.3.31
小口一元 1989.4.1 ～ 1992.3.31

宮崎富士雄 1992.4.1 ～ 1995.3.31
秋山弘 1995.4.1 ～ 1998.3.31
鳥飼繁 1998.4.1 ～ 2000.3.31

学生部長 鳥飼繁 2000.4.1 ～ 2001.3.31
 右松鉄人 2001.4.1 ～ 2003.3.31

吉原治 2003.4.1 ～ 2005.3.31
学務部長 浅野俊一 2005.4.1 ～ 2006.12.31

川口憲次 2007.1.1 ～ 2009.3.31
安冨博 2009.4.1 ～ 2012.3.31

米山利二 2012.4.1 ～ 2014.3.31
早坂勇二 2014.4.1 ～ 2016.3.31
今井均 2016.4.1 ～ 2018.3.31

平野哲巳 2018.4.1 ～ 現在
学生課長 代田満穂 1953.4.28 ～ 1957.3.31

三友国五郎 1957.4.1 ～ 1958.4.30 事務取扱
神谷貫秀 1958.5.1 ～ 1959.1.28

三友国五郎 1959.1.29 ～ 1959.2.15 事務取扱
雨夜全 1959.2.16 ～ 1965.3.31

中王子徹 1965.4.1 ～ 1967.11.30
井倉俊一 1967.12.1 ～ 1974.3.31
前田成規 1974.4.1 ～ 1976.3.31
吉川章 1976.4.1 ～ 1979.3.31
秦成彦 1979.4.1 ～ 1982.3.31

長谷川泰造 1982.4.1 ～ 1985.3.31
永山二三 1985.4.1 ～ 1986.11.30
多田政雄 1986.12.1 ～ 1989.1.15
木谷紘二 1989.1.16 ～ 1992.3.31

神田外喜雄 1992.4.1 ～ 1995.3.31
吉原治 1995.4.1 ～ 1998.3.31

宮田政拓 1998.4.1 ～ 2000.3.31
鈴木進 2000.4.1 ～ 2002.3.31

青柳邦忠 2002.4.1 ～ 2004.3.31
全学教育課長 仁木俊二 2004.4.1 ～ 2006.3.31

中野文雄 2006.4.1 ～ 2008.3.31
安冨博 2008.4.1 ～ 2009.3.31

米山利二 2009.4.1 ～ 2012.3.31
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教育企画課長 今井均 2012.4.1 ～ 2016.3.31

平野哲巳 2016.4.1 ～ 2018.3.31
塩野浩司 2018.4.1 ～ 現在

厚生課長 小島保雄 1949.7.20 ～ 1949.12.6
藤田尚 1949.12.7 ～ 1952.3.31 事務取扱

森川立也 1952.4.1 ～ 1960.3.31
佐藤宏 1960.4.1 ～ 1966.3.31

加藤輝之 1966.4.1 ～ 1970.3.31
八幡政男 1970.4.1 ～ 1973.3.31

足立昭二郎 1973.4.1 ～ 1975.3.31
沢井文男 1975.4.1 ～ 1977.5.31

名古屋裕躬 1977.6.1 ～ 1979.7.15
高尾謙治 1979.7.16 ～ 1981.3.31
増田一郎 1981.4.1 ～ 1984.4.30
細野浩一 1984.5.1 ～ 1987.3.31
土屋裕 1987.4.1 ～ 1990.3.31

小林海作 1990.4.1 ～ 1993.3.31
中村直 1993.4.1 ～ 1995.3.31

宮田政拓 1995.4.1 ～ 1998.3.31
須藤謙 1998.4.1 ～ 2000.3.31
小林清 2000.4.1 ～ 2003.3.31

白倉春雄 2003.4.1 ～ 2004.3.31
就職支援課長 白倉春雄 2004.4.1 ～ 2005.3.31
学生支援課長 河原脩 2004.4.1 ～ 2005.3.31

彦坂伸一 2005.4.1 ～ 2006.3.31
安冨博 2006.4.1 ～ 2008.3.31
富田均 2008.4.1 ～ 2012.3.31

土田元栄 2012.4.1 ～ 2014.3.31
塩野浩司 2014.4.1 ～ 2016.9.30
金子雅彦 2016.10.1 ～ 現在

入学主幹 山高謙雄 1978.4.1 ～ 1980.3.31
酒井清 1980.4.1 ～ 1982.4.1

松田靖夫 1982.4.1 ～ 1985.3.31
弘瀬雅計 1985.4.1 ～ 1987.3.31
寺田康雄 1987.4.1 ～ 1990.3.31
柚原義久 1990.4.1 ～ 1992.7.15
岩井邦夫 1992.7.16 ～ 1994.3.31
西岡衛 1994.4.1 ～ 1994.6.23

入試課長 西岡衛 1994.6.24 ～ 1997.3.31
東和憲 1997.4.1 ～ 2000.3.31

佐藤傳夫 2000.4.1 ～ 2002.3.31
平井治次郎 2002.4.1 ～ 2004.3.31
笹田慶太 2004.4.1 ～ 2006.3.31
小松俊夫 2006.4.1 ～ 2008.3.31

荒木進一郞 2008.4.1 ～ 2010.3.31
土井正人 2010.4.1 ～ 2013.3.31
江田進 2013.4.1 ～ 2017.3.31

岡田和敏 2017.4.1 ～ 現在
留学生課長 巻渕千恵 1997.4.1 ～ 1999.3.31

中村浩之 1999.4.1 ～ 2001.3.31
吉田規雄 2001.4.1 ～ 2003.3.31
河原脩 2003.4.1 ～ 2004.3.31

教員免許センター支援室長 川口憲次 2008.4.1 ～ 2008.9.30 (併任）
戸田忠 2008.10.1 ～ 2009.3.31

教員免許センター支援室事務長 戸田忠 2009.4.1 ～ 2011.3.31
文理学部事務長 雨夜全 1954.2.16 ～ 1955.4.30

三雲誠道 1955.5.1 ～ 1961.3.31
安藤由一 1961.4.1 ～ 1964.3.31
村松正典 1964.4.1 ～ 1966.6.30
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田辺啓治 1966.7.1 ～ 1967.3.31
野口真 1967.4.1 ～ 1972.3.31 （1972.3.31文理学部廃止）

教養学部事務長 金子義三 1965.4.1 ～ 1968.3.31
北野野一 1968.4.1 ～ 1972.3.31
竹井義雄 1972.4.1 ～ 1976.5.24
紺野栄 1976.5.25 ～ 1981.3.31
百花清 1981.4.1 ～ 1986.3.31

星野豊司 1986.4.1 ～ 1989.3.31
相馬嘉市 1989.4.1 ～ 1992.3.31
塩原敏男 1992.4.1 ～ 1996.3.31
新井房雄 1996.4.1 ～ 1999.3.31
岸廣一 1999.4.1 ～ 2001.3.31

中野文雄 2001.4.1 ～ 2003.3.31
青山優蔵 2003.4.1 ～ 2005.3.31
篠崎徳治 2005.4.1 ～ 2006.3.31

教養学部支援室長 篠崎徳治 2006.4.1 ～ 2006.12.31
榎本平四郎 2007.1.1 ～ 2008.3.31
内田秋男 2008.4.1 ～ 2008.8.31

教養学部支援室事務長 内田秋男 2008.9.1 ～ 2009.3.31
土田元栄 2009.4.1 ～ 2012.3.31
高松義人 2012.4.1 ～ 2015.3.31

人文社会科学研究科学際系支援室事務長 高松義人 2015.4.1 ～ 2016.9.14
人文社会科学研究科支援室事務長（学際系担当） 高松義人 2016.9.15 ～ 2018.3.31 （人文社会科学研究科に組織変更）
経済学部事務長 貫井豊治 1965.4.1 ～ 1968.3.31

金子義三 1968.4.1 ～ 1976.4.1
竹内芳秋 1976.4.1 ～ 1980.3.31
井上安三 1980.4.1 ～ 1982.3.31
榎本義一 1982.4.1 ～ 1985.3.31
星野豊司 1985.4.1 ～ 1986.3.31
熊野正信 1986.4.1 ～ 1989.3.31
滝田潤 1989.4.1 ～ 1992.3.31

小池明宏 1992.4.1 ～ 1996.3.31
岸廣一 1996.4.1 ～ 1999.3.31

石井邦男 1999.4.1 ～ 2002.3.31
篠崎徳治 2002.4.1 ～ 2005.3.31
堀越幸雄 2005.4.1 ～ 2006.3.31

経済学部支援室長 堀越幸雄 2006.4.1 ～ 2007.3.31
鈴木規康 2007.4.1 ～ 2008.8.31

経済学部支援室事務長 鈴木規康 2008.9.1 ～ 2009.3.31
曽根保二 2009.4.1 ～ 2011.3.31
木﨑一美 2011.4.1 ～ 2015.3.31

人文社会科学研究科経済系支援室事務長 木﨑一美 2015.4.1 ～ 2016.3.31
岡田勉 2016.4.1 ～ 2016.9.14

人文社会科学研究科支援室事務長（経済系担当） 岡田勉 2016.9.15 ～ 2018.3.31 （人文社会科学研究科に組織変更）
人文社会科学研究科支援室事務長 岡田勉 2018.4.1 ～ 2019.3.31

倉林久 2019.4.1 ～ 現在
教育学部事務長 峰岸善作 1949.8.1 ～ 1950.7.31

倉岡尭昌 1950.8.1 ～ 1955.4.30
雨夜全 1955.5.1 ～ 1959.2.15

五十嵐倹次 1959.2.16 ～ 1960.3.31
岡川恵学 1960.4.1 ～ 1964.3.31
石川信田 1964.4.1 ～ 1967.3.31
倉上栄一 1967.4.1 ～ 1977.4.1
大栗博 1977.4.1 ～ 1981.3.31

榎本義一 1981.4.1 ～ 1982.3.31
紺野栄 1982.4.1 ～ 1984.11.26
松尾巧 1984.11.27 ～ 1984.12.31

阿部輝光 1985.1.1 ～ 1988.3.31
長塚誠 1988.4.1 ～ 1991.3.31
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職　名 氏　名 在職期間 備　考
高橋照明 1991.4.1 ～ 1995.3.31
鈴木將士 1995.4.1 ～ 1997.3.31

宇津木源一 1997.4.1 ～ 2002.3.31
石井邦男 2002.4.1 ～ 2005.3.31
菊地秋良 2005.4.1 ～ 2006.3.31

教育学部支援室長 菊地秋良 2006.4.1 ～ 2007.3.31
長滝繁 2007.4.1 ～ 2008.8.31

教育学部支援室事務長 長滝繁 2008.9.1 ～ 2009.3.31
内田秋男 2009.4.1 ～ 2011.3.31
戸田忠 2011.4.1 ～ 2015.3.31

小林浩二 2015.4.1 ～ 2016.9.30
塩野浩司 2016.10.1 ～ 2018.3.31
関口典二 2018.4.1 ～ 現在

工学部事務長 福間敏矩 1963.4.1 ～ 1963.6.30 事務取扱
長谷川幸治 1963.7.1 ～ 1965.3.31 　

理工学部事務長 長谷川幸治 1965.4.1 ～ 1968.3.31
貫井豊治 1968.4.1 ～ 1980.4.1
竹内芳秋 1980.4.1 ～ 1984.3.31 （1984.3.31理工学部廃止）

理学部事務長 竹井義雄 1976.5.25 ～ 1978.3.31 　
榎本義一 1978.4.1 ～ 1981.3.31 　
大栗博 1981.4.1 ～ 1985.12.31 　

代登美男 1986.1.1 ～ 1989.3.31 　
熊野正信 1989.4.1 ～ 1992.3.31 　
相馬嘉市 1992.4.1 ～ 1996.3.31 　
塩原敏男 1996.4.1 ～ 1999.3.31 　
新井房雄 1999.4.1 ～ 2001.3.31 　
岸廣一 2001.4.1 ～ 2004.3.31

中野文雄 2004.4.1 ～ 2006.3.31
工学部事務長 貫井豊治 1976.5.25 ～ 1980.4.1

竹内芳秋 1980.4.1 ～ 1986.3.31
百花清 1986.4.1 ～ 1988.3.31

細谷克弘 1988.3.31 ～ 1992.3.31
滝田潤 1992.4.1 ～ 1994.3.31

大和田昇 1994.4.1 ～ 1996.3.31
小池明宏 1996.4.1 ～ 2001.3.31
新井房雄 2001.4.1 ～ 2004.3.31
岸廣一 2004.4.1 ～ 2006.3.31

理工学研究科支援室長 岸廣一 2006.4.1 ～ 2007.3.31
横山輝男 2007.4.1 ～ 2008.8.31

理工学研究科支援室事務長 横山輝男 2008.9.1 ～ 2009.3.31
亀山輝男 2009.4.1 ～ 2012.3.31
山中淳 2012.4.1 ～ 2017.3.31
西袋昇 2017.4.1 ～ 2018.3.31

浅香隆二 2018.4.1 ～ 現在
教養部事務長 村松正典 1965.4.1 ～ 1966.6.30

田辺啓治 1966.7.1 ～ 1967.3.31
野口真 1967.4.1 ～ 1976.4.1

新藤忠男 1976.4.1 ～ 1978.4.1
竹井義雄 1978.4.1 ～ 1981.4.1
紺野栄 1981.4.1 ～ 1982.3.31

井上安三 1982.4.1 ～ 1985.3.31
細谷克弘 1985.4.1 ～ 1988.3.31
高橋照明 1988.4.1 ～ 1991.3.31
大和田昇 1991.4.1 ～ 1994.3.31
鈴木將士 1994.4.1 ～ 1995.3.31 （1995.3.31教養部廃止）

附属図書館事務長 曽我準定 1949.10.24 ～ 1951.4.10
雨夜全 1951.4.11 ～ 1954.2.14

小川卓夫 1954.2.15 ～ 1954.4.30
三雲誠道 1954.5.1 ～ 1955.4.30
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倉岡尭昌 1955.5.1 ～ 1958.4.30
藤田弘 1958.5.1 ～ 1961.7.31

原田久男 1961.8.1 ～ 1961.10.31
渡辺和夫 1961.11.1 ～ 1963.3.31
石川信田 1963.4.1 ～ 1964.3.31
吉野龍雄 1964.4.1 ～ 1967.3.31

牧野九九男 1967.4.1 ～ 1971.6.30
石川桂作 1971.7.1 ～ 1974.3.31
大栗博 1974.4.1 ～ 1977.3.31

小川龍蔵 1977.4.1 ～ 1981.12.31
飯塚保男 1982.1.1 ～ 1982.3.31

山崎久良男 1982.4.1 ～ 1985.3.31
長塚誠 1985.4.1 ～ 1988.3.31

相馬嘉市 1988.4.1 ～ 1989.3.31
中村佐仲 1989.4.1 ～ 1992.3.31
相川弘二 1992.4.1 ～ 1994.3.31
石井邦男 1994.4.1 ～ 1997.3.31

附属図書館事務部長 門田泰典 1997.4.1 ～ 1999.3.31
吉田純子 1999.4.1 ～ 2001.3.31
輪木安雄 2001.4.1 ～ 2003.3.31
長津俊 2003.4.1 ～ 2004.3.31

情報管理課長 菊地秋良 1997.4.1 ～ 2000.3.31
鈴木太郎 2000.4.1 ～ 2003.3.31
猪瀬一夫 2003.4.1 ～ 2004.3.31

情報サービス課長 藤井明 1997.4.1 ～ 2000.3.31
増田晃一 2000.4.1 ～ 2002.3.31
酒井清彦 2002.4.1 ～ 2004.3.31

図書情報課長 氣谷誠 2004.4.1 ～ 2006.3.31
森生也 2006.4.1 ～ 2008.3.31

大場秀穂 2008.4.1 ～ 2010.3.31
高橋輝 2010.4.1 ～ 2012.3.31

肥土広康 2012.4.1 ～ 2014.3.31
西袋昇 2014.4.1 ～ 2017.3.31
江田進 2017.4.1 ～ 2019.3.31

畑野尚樹 2019.4.1 ～ 現在
情報基盤課長 猪瀬一夫 2004.4.1 ～ 2008.3.31

和室治 2008.4.1 ～ 2010.3.31
谷本滋 2010.4.1 ～ 2013.1.31 (併任）

肥土広康 2013.2.1 ～ 2014.3.31 (併任）
西袋昇 2014.4.1 ～ 2017.3.31 (併任）
江田進 2017.4.1 ～ 2019.3.31 (併任）

畑野尚樹 2018.4.1 ～ 現在 （2019.4.1 ～併任）
総括技術長 永井進一郞 2008.10.1 ～ 2011.3.31

木下保則 2011.4.1 ～ 2012.3.31
折原操 2012.4.1 ～ 2013.3.31

大嶋正明 2013.4.1 ～ 2016.3.31
齋藤由明 2017.4.1 ～ 現在

機械建設系技術長 山崎次男 2017.4.1 ～ 現在
電気電子情報系技術長 飯塚武志 2017.4.1 ～ 現在
物質・生命科学系技術長 加藤美佐 2017.4.1 ～ 現在
政策科学教育研究機関（仮称） 木下舜春 1997.4.1 ～ 1997.9.30
創設準備室総主幹 1997.9.30廃止 （1997.10.1政策研究大学院大学へ改組）
庶務主幹 岡本正博 1994.4.1 ～ 1997.3.31

1997.3.31 ～準備室主幹
会計主幹 多田晴観 1997.4.1 ～ 1997.3.31
附属小学校長 野間郁夫 1949.8.31 ～ 1954.3.31

桑原作次 1954.4.1 ～ 1957.3.31
遠藤泰助 1957.4.1 ～ 1963.3.31
吉沢宗吉 1963.4.1 ～ 1966.3.31
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職　名 氏　名 在職期間 備　考
井上敏夫 1966.4.1 ～ 1969.3.31
鈴木義隆 1969.4.1 ～ 1972.3.31
松本旭 1972.4.1 ～ 1975.3.31

金山広吉 1975.4.1 ～ 1978.3.31
松下康夫 1978.4.1 ～ 1981.2.2
木村信夫 1981.2.3 ～ 1981.3.31
宮瀬重美 1981.4.1 ～ 1984.3.31
中村次郎 1984.4.1 ～ 1987.3.31
内藤定昭 1987.4.1 ～ 1990.3.31

加賀谷熊彦 1990.4.1 ～ 1993.3.31
折山俊也 1993.4.1 ～ 1996.3.31
萩原昌好 1996.4.1 ～ 1999.3.31

町田彰一郎 1999.4.1 ～ 2002.3.31
野沢巖 2002.4.1 ～ 2004.3.31

高橋忠司 2005.4.1 ～ 2008.3.31
清水誠 2008.4.1 ～ 2011.3.31

大橋修一 2011.4.1 ～ 2014.3.31
有川秀之 2014.4.1 ～ 2017.3.31
川端博子 2017.4.1 ～ 現在

附属中学校 上滝孝治郎 1949.8.31 ～ 1951.3.31
林傳次 1951.4.1 ～ 1951.11.15

鈴木義隆 1951.11.16 ～ 1954.3.31
野上弥文 1954.4.1 ～ 1960.3.31

加藤良太郎 1960.4.1 ～ 1963.3.31
伊藤武 1963.4.1 ～ 1966.3.31

井手達郎 1966.4.1 ～ 1969.3.31
野間郁夫 1969.4.1 ～ 1972.3.31
大熊豊蔵 1972.4.1 ～ 1975.3.31
大村喜吉 1975.4.1 ～ 1978.3.31
小暮陽三 1978.4.1 ～ 1981.3.31
末永國明 1981.4.1 ～ 1984.3.31
福宿光一 1984.4.1 ～ 1987.3.31
仲田紀夫 1987.4.1 ～ 1990.3.31
外山映次 1990.4.1 ～ 1992.3.31
中村純男 1992.4.1 ～ 1996.3.31
渡邊益好 1996.4.1 ～ 1999.3.31
西原匡紀 1999.4.1 ～ 2002.3.31
塩入宏行 2002.4.1 ～ 2005.3.31
志村洋子 2005.4.1 ～ 2008.3.31

大保木輝雄 2008.4.1 ～ 2011.3.31
鈴木静哉 2011.4.1 ～ 2014.3.31
首藤敏元 2014.4.1 ～ 2017.3.31
道工勇 2017.4.1 ～ 現在

附属養護学校 先崎正次郎 1972.4.1 ～ 1975.3.31
中山正民 1975.4.1 ～ 1978.3.31
福島正義 1978.4.1 ～ 1981.3.31
日沼滉治 1981.4.1 ～ 1984.3.31
岩崎次男 1984.4.1 ～ 1987.3.31
勝又欽一 1987.4.1 ～ 1990.3.31
小貫徹 1990.4.1 ～ 1993.3.31

藤枝静正 1993.4.1 ～ 1996.3.31
森田武 1996.4.1 ～ 1999.3.31

藤巻公裕 1999.4.1 ～ 2002.3.31
白井宏明 2002.4.1 ～ 2005.3.31

榎原弘二郞 2005.4.1 ～ 2007.3.31
特別支援学校 榎原弘二郞 2007.4.1 ～ 2008.4.1 (2007.4.1から特別支援学校に名称変更）

細渕富夫 2008.4.1 ～ 2011.3.31
馬場久志 2011.4.1 ～ 2014.3.31
尾崎啓子 2014.4.1 ～ 2017.3.31
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戸部秀之 2017.4.1 ～ 現在

附属幼稚園長 野間郁夫 1949.4.1 ～ 1955.3.31
桑原作次 1955.4.1 ～ 1957.3.31
遠藤泰助 1957.4.1 ～ 1963.3.31
吉沢宗吉 1963.4.1 ～ 1966.3.31
黒河内豊 1966.4.1 ～ 1969.3.31
友利明長 1969.4.1 ～ 1972.3.31

篠田喜与志 1972.4.1 ～ 1975.3.31
三村精一 1975.4.1 ～ 1978.3.31
鱒淵昇 1978.4.1 ～ 1981.3.31

新井重三 1981.4.1 ～ 1984.3.31
木越隆 1984.4.1 ～ 1987.3.31

小名木康佑 1987.4.1 ～ 1990.3.31
奥谷多作 1990.4.1 ～ 1993.3.31
山市孟 1993.4.1 ～ 1996.3.31

林信二郎 1996.4.1 ～ 1999.3.31
安田啓祐 1999.4.1 ～ 2002.3.31
金本良通 2002.4.1 ～ 2005.3.31
真尾正博 2005.4.1 ～ 2008.3.31

野田須美子 2008.4.1 ～ 2011.3.31
庄司康生 2011.4.1 ～ 2014.3.31
大友秀明 2014.4.1 ～ 2017.3.31
飯泉健司 2017.4.1 ～ 現在

経済短期大学部学長 新関良三 1954.4.1 ～ 1954.8.5
遠藤隆次 1954.8.6 ～ 1960.8.5
藤岡由夫 1960.8.6 ～ 1966.8.5
和達清夫 1966.8.6 ～ 1972.8.5
石田寿老 1972.8.6 ～ 1973.4.1
秦玄龍 1973.4.2 ～ 1973.4.7

岡本舜三 1973.4.8 ～ 1973.6.22
秦玄龍 1973.6.23 ～ 1973.6.30

岡本舜三 1973.7.1 ～ 1974.2.7
秦玄龍 1974.2.8 ～ 1974.2.14

岡本舜三 1974.2.15 ～ 1974.2.28
岡本舜三 1974.3.1 ～ 1980.2.29
須甲鉄也 1980.3.1 ～ 1986.2.28
竹内正幸 1986.3.1 ～ 1992.2.29
堀川清司 1992.3.1 ～ 1997.3.31 （1997.3.31廃止）

経済短期大学部主事 秦玄龍 1954.4.1 ～ 1965.3.31
柳昌平 1965.4.1 ～ 1967.3.31
鈴木章 1967.4.1 ～ 1975.3.31

坂井原良夫 1975.4.1 ～ 1987.3.31
秋谷重男 1987.4.1 ～ 1989.5.28
秋谷重男 1989.5.29 ～ 1991.3.31
中野一郎 1991.4.1 ～ 1993.3.31
大野和美 1993.4.1 ～ 1997.3.31 （1997.3.31廃止）

経済短期大学部事務長 藤田弘 1956.11.1 ～ 1958.4.30
吉野龍雄 1958.5.1 ～ 1964.3.31
海野一郎 1964.4.1 ～ 1967.3.31
真取正二 1967.4.1 ～ 1972.3.31
北野昂一 1972.4.1 ～ 1976.3.31
榎本義一 1976.4.1 ～ 1978.3.31
井上安三 1978.4.1 ～ 1980.3.31
阿部輝光 1980.4.1 ～ 1984.12.31
代登美男 1985.1.1 ～ 1985.12.31
高橋照明 1986.1.1 ～ 1988.3.31
滝田潤 1988.4.1 ～ 1989.3.31
礒秀夫 1989.4.1 ～ 1992.3.31

宇津木源一 1992.4.1 ～ 1995.3.31 （1995.3.31廃止）
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（2）評議員（部局長を除く）

職　名 氏　名 在職期間 備　考
文理学部教授 鈴木昭 1956.11.1 ～ 1958.10.31

向坂義太郎 1957.11.1 ～ 1958.3.30
白石早出雄 1957.11.1 ～ 1959.10.31
村井淳吉 1958.3.31 ～ 1958.10.31
守田義広 1958.11.1 ～ 1959.10.31
鈴木昭 1958.11.1 ～ 1960.10.31

浜中英田 1959.11.1 ～ 1960.9.19
白石早出雄 1959.11.1 ～ 1961.3.31

粟屋豊 1960.9.20 ～ 1961.10.31
鈴木昭 1960.11.1 ～ 1962.10.31

守田義広 1961.4.1 ～ 1961.10.31
早川保昌 1961.11.1 ～ 1963.10.31
粟屋豊 1961.11.1 ～ 1963.10.31
鈴木昭 1962.11.1 ～ 1964.10.31
粟屋豊 1963.11.1 ～ 1965.3.31

守田義広 1963.11.1 ～ 1965.3.31
山梨進一 1964.4.1 ～ 1964.10.31
山梨進一 1964.11.1 ～ 1965.3.31

深見秋太郎 1965.4.1 ～ 1965.11.1
加藤光次郎 1965.4.1 ～ 1967.3.31
加藤光次郎 1967.4.1 ～ 1969.3.31 （理工学部教授）
近藤研二 1967.4.1 ～ 1969.3.31 〃

以後教養部評議員が兼任 （1972．3．31まで）
教養学部教授 吉田澄夫 1965.4.1 ～ 1967.3.31

三友国五郎 1965.4.1 ～ 1967.3.31
平田栄 1965.11.1 ～ 1967.3.31

三友国五郎 1967.4.1 ～ 1969.3.31
浜中英田 1967.4.1 ～ 1969.3.31
長谷章久 1969.4.1 ～ 1971.3.31
岩本泰波 1969.4.1 ～ 1971.3.31
平田栄 1971.4.1 ～ 1972.10.15
金勝久 1971.4.1 ～ 1973.3.31

長谷章久 1972.10.16 ～ 1973.3.31
岩本泰波 1973.4.1 ～ 1975.3.31
長谷章久 1973.4.1 ～ 1975.3.31
金勝久 1975.4.1 ～ 1977.3.31
吉村融 1975.4.1 ～ 1977.3.31

矢澤利彦 1977.4.1 ～ 1979.3.31
小菅稔 1977.4.1 ～ 1979.3.31
小菅稔 1979.4.1 ～ 1981.3.31
林　進 1979.4.1 ～ 1981.3.31
柴田武 1981.4.1 ～ 1983.3.31
小菅稔 1981.4.1 ～ 1983.3.31

新井寿郎 1983.4.1 ～ 1987.3.31
小菅稔 1983.4.1 ～ 1984.4.1

阿部年晴 1984.4.2 ～ 1985.3.31
新井寿郎 1985.4.1 ～ 1987.3.31
阿部年晴 1985.4.1 ～ 1987.3.31
宮原朗 1987.4.1 ～ 1989.3.31

小松寿雄 1987.4.1 ～ 1989.3.31
小松寿雄 1989.4.1 ～ 1990.4.1
阿部年晴 1989.4.1 ～ 1991.3.31
田代脩 1990.4.2 ～ 1991.3.31
林　進 1991.4.1 ～ 1993.3.31
宮原朗 1991.4.1 ～ 1993.3.31
宮原朗 1993.4.1 ～ 1994.4.1

阿部年晴 1993.4.1 ～ 1995.3.31
小松寿雄 1994.4.2 ～ 1995.3.31
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小松寿雄 1995.4.1 ～ 1995.7.31
阿部年晴 1995.4.1 ～ 1996.3.31
岡崎勝世 1995.8.1 ～ 1997.3.31
田代脩 1996.4.1 ～ 1997.3.31

岡田誠一 1997.4.1 ～ 1999.3.31
岡崎勝世 1997.4.1 ～ 1999.7.15
佐藤敬三 1999.4.1 ～ 2001.3.31
坂野良吉 1999.7.16 ～ 2000.3.31
関口順 2000.4.1 ～ 2002.3.31

山口仲美 2002.4.1 ～ 2004.3.31
菅野峰明 2003.4.1 ～ 2006.3.31
加藤泰建 2006.4.1 ～ 2008.3.31
伊藤博明 2008.4.1 ～ 2012.3.31
山本充 2012.4.1 ～ 2014.3.31

市橋秀夫 2014.4.1 ～ 2015.3.31
経済学部教授 檜山武夫 1965.4.1 ～ 1967.1.17

都築栄 1965.4.1 ～ 1967.3.31
三輪悌三 1967.1.18 ～ 1967.3.31
柳昌平 1967.4.1 ～ 1969.3.31

小山博也 1967.4.1 ～ 1969.3.31
村上保男 1969.4.1 ～ 1971.3.31
秦玄龍 1969.4.1 ～ 1971.3.31
秦玄龍 1971.4.1 ～ 1973.3.31

鈴木喜久夫 1971.4.1 ～ 1973.3.31
鈴木喜久夫 1973.4.1 ～ 1975.3.31
三輪悌三 1973.4.1 ～ 1975.3.31
小山博也 1975.4.1 ～ 1977.3.31

鈴木喜久夫 1975.4.1 ～ 1977.3.31
小山博也 1977.4.1 ～ 1979.3.31
村川秀雄 1977.4.1 ～ 1979.3.31

鈴木喜久夫 1979.4.1 ～ 1981.3.31
小山博也 1979.4.1 ～ 1981.3.31
村上保男 1981.4.1 ～ 1983.3.31
阿部昭夫 1981.4.1 ～ 1983.3.31
村上保男 1983.4.1 ～ 1983.6.30
阿部昭夫 1983.4.1 ～ 1985.3.31
北川豊 1983.7.1 ～ 1985.3.31

葉山禎作 1985.4.1 ～ 1987.3.31
阿部昭夫 1985.4.1 ～ 1987.3.31
葉山禎作 1987.4.1 ～ 1987.10.1
井上清 1987.4.1 ～ 1989.3.31

鎌倉孝夫 1987.10.2 ～ 1989.3.31
鎌倉孝夫 1989.4.1 ～ 1989.11.19
井上清 1989.4.1 ～ 1991.3.31

野田弘英 1989.11.20 ～ 1990.3.31
村川秀雄 1990.4.1 ～ 1991.3.31
田中一盛 1991.4.1 ～ 1991.11.19
井上清 1991.4.1 ～ 1993.3.31

貝山道博 1991.11.20 ～ 1993.3.31
井上清 1993.4.1 ～ 1995.3.31

貝山道博 1993.4.1 ～ 1994.3.31
奥山忠信 1994.4.1 ～ 1994.10.6
菊池英雄 1994.10.7 ～ 1995.3.31
菊池英雄 1995.4.1 ～ 1997.3.31
小野五郎 1995.4.1 ～ 1997.3.31
上井喜彦 1997.4.1 ～ 1999.3.31
箕輪徳二 1997.4.1 ～ 1999.3.31
上井喜彦 1999.4.1 ～ 2000.3.31
箕輪徳二 1999.4.1 ～ 2006.3.31
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職　名 氏　名 在職期間 備　考
桜井春隆 2000.4.1 ～ 2004.3.31
伊藤修 2006.4.1 ～ 2008.3.31

松本正生 2008.4.1 ～ 2012.3.31
柳澤哲哉 2012.4.1 ～ 2015.3.31

人文社会科学研究科教授 柳澤哲哉 2015.4.1 ～ 2016.3.31 (2015.4.1人文社会科学研究科に改組）
権純哲 2016.4.1 ～ 2018.3.31

末松栄一郎 2018.4.1 ～ 現在
教育学部教授 平田政雄 1956.11.1 ～ 1957.8.31

山根薫 1956.11.1 ～ 1958.10.31
野上弥文 1957.9.1 ～ 1958.10.31
海後勝雄 1957.11.1 ～ 1959.10.31
山根薫 1958.11.1 ～ 1960.10.31

野上弥文 1958.11.1 ～ 1960.10.31
桑原作次 1959.11.1 ～ 1961.10.31
野上弥文 1960.11.1 ～ 1961.3.31
山根薫 1960.11.1 ～ 1962.10.31

吉沢宗吉 1961.4.1 ～ 1962.10.31
海後勝雄 1961.11.1 ～ 1963.10.31
山根薫 1962.11.1 ～ 1964.3.31

吉沢宗吉 1962.11.1 ～ 1964.10.31
桑原作次 1963.11.1 ～ 1964.10.31
海後勝雄 1963.11.1 ～ 1964.3.31
野上弥文 1964.4.1 ～ 1965.10.31
野上弥文 1964.4.1 ～ 1965.10.31
吉沢宗吉 1964.11.1 ～ 1965.3.31
桑原作次 1964.11.1 ～ 1966.3.31
野上弥文 1965.11.1 ～ 1967.3.31
山根薫 1966.4.1 ～ 1966.10.31
山根薫 1966.11.1 ～ 1968.3.31

遠藤泰助 1967.4.1 ～ 1967.10.31
遠藤泰助 1967.11.1 ～ 1969.10.31
吉沢宗吉 1968.4.1 ～ 1968.10.31
吉沢宗吉 1968.11.1 ～ 1970.10.31
須甲鉄也 1969.11.1 ～ 1970.3.31
遠藤泰助 1970.4.1 ～ 1971.10.31
吉沢宗吉 1970.11.1 ～ 1972.1.15

上滝孝治郎 1971.11.1 ～ 1973.10.31
桑原作次 1972.1.16 ～ 1972.10.31
桑原作次 1972.11.1 ～ 1974.10.31
木村信夫 1973.11.1 ～ 1975.10.31
須甲鉄也 1974.4.1 ～ 1974.10.31
須甲鉄也 1974.11.1 ～ 1975.5.31

上滝孝治郎 1975.6.1 ～ 1976.10.31
木村信夫 1975.11.1 ～ 1977.10.31

上滝孝治郎 1976.11.1 ～ 1978.4.1
木村信夫 1977.11.1 ～ 1979.10.31
川合章 1978.4.2 ～ 1978.10.31
川合章 1978.11.1 ～ 1980.10.31

末永国明 1979.11.1 ～ 1981.10.31
川合章 1980.11.1 ～ 1982.10.31

末永国明 1981.11.1 ～ 1983.10.31
先崎正次郎 1982.11.1 ～ 1984.4.1
中山正民 1983.11.1 ～ 1987.10.31
大熊豊蔵 1984.4.2 ～ 1984.10.31
末永国明 1984.11.1 ～ 1986.4.1
中山正民 1985.11.1 ～ 1987.10.31
岩崎次男 1986.4.2 ～ 1986.10.31
岩崎次男 1986.11.1 ～ 1988.3.31
外山映次 1987.11.1 ～ 1989.10.31
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職　名 氏　名 在職期間 備　考
三枝孝弘 1988.4.1 ～ 1988.10.31
三枝孝弘 1988.11.1 ～ 1990.10.31
外山映次 1989.11.1 ～ 1991.10.31
三枝孝弘 1990.11.1 ～ 1992.3.31
根上剛士 1991.11.1 ～ 1993.10.31
山本茂 1992.4.1 ～ 1992.10.31
山本茂 1992.11.1 ～ 1994.10.31

津田俊信 1993.11.1 ～ 1995.10.31
山本茂 1994.11.1 ～ 1996.10.31

津田俊信 1995.11.1 ～ 1997.10.31
林信二郎 1996.11.1 ～ 1998.10.31
藤枝静正 1997.11.1 ～ 2001.3.31
津田俊信 1998.11.1 ～ 2000.3.31
齋藤享冶 2000.4.1 ～ 2004.3.31
渋谷治美 2002.4.1 ～ 2004.3.31
在塚礼子 2004.4.1 ～ 2006.3.31
白井宏明 2006.4.1 ～ 2008.3.31
八木正一 2008.4.1 ～ 2010.3.31
坂西友秀 2010.4.1 ～ 2014.3.31
薄井俊二 2014.4.1 ～ 2018.3.31
山本利一 2018.4.1 ～ 現在

工学部教授 手島立男 1963.11.1 ～ 1965.3.31
黒沢涼之助 1963.11.1 ～ 1965.3.31

理工学部教授 山梨進一 1965.4.1 ～ 1967.3.31
手島立男 1965.4.1 ～ 1967.3.31
手島立男 1967.4.1 ～ 1969.3.31
山梨進一 1967.4.1 ～ 1969.3.31
森川六郎 1969.4.1 ～ 1969.8.15

加藤光次郎 1969.4.1 ～ 1969.8.15
須田稔 1969.8.16 ～ 1971.3.31

竹内正幸 1969.8.16 ～ 1971.3.31
石田寿老 1971.4.1 ～ 1971.5.15
菊池実 1971.4.1 ～ 1973.3.31

岡本舜三 1971.5.16 ～ 1973.3.31
関陽太郎 1973.4.1 ～ 1974.2.28
下沢隆 1973.4.1 ～ 1975.3.31

吉田正一 1974.3.1 ～ 1975.3.31
吉田正一 1975.4.1 ～ 1976.5.24
俣野恒夫 1975.4.1 ～ 1976.5.24 （1976．5．25理学部・工学部に改組）

理学部教授 俣野恒夫 1976.5.25 ～ 1976.10.31
下沢隆 1976.5.25 ～ 1978.5.24

村井康久 1976.11.1 ～ 1978.5.24
下沢隆 1978.5.25 ～ 1980.5.24

村井康久 1978.5.25 ～ 1980.5.24
坪井照男 1980.5.25 ～ 1981.3.31
俣野恒夫 1980.5.25 ～ 1982.5.24
竹内正幸 1981.4.1 ～ 1982.5.24
竹内正幸 1982.5.25 ～ 1983.12.31
奥村正文 1982.5.25 ～ 1984.5.24
福田清成 1984.1.1 ～ 1984.5.24
福田清成 1984.5.25 ～ 1986.2.28
奥村正文 1984.5.25 ～ 1986.5.24
俣野恒夫 1986.3.1 ～ 1986.5.24
俣野恒夫 1986.5.25 ～ 1988.5.24
奥村正文 1986.5.25 ～ 1988.5.24
俣野恒夫 1988.5.25 ～ 1989.3.31
能村哲郎 1988.5.25 ～ 1990.5.24
鈴木浩一 1989.4.1 ～ 1990.3.31
福田清成 1990.4.1 ～ 1990.5.24



408

第Ⅲ部 ■ 資料編

職　名 氏　名 在職期間 備　考
下平孟 1990.5.25 ～ 1992.5.24

能村哲郎 1990.5.25 ～ 1992.5.24
石原勝敏 1992.5.25 ～ 1993.3.31
澁谷勲 1992.5.25 ～ 1994.2.28

星野正松 1993.4.1 ～ 1994.3.31
柴崎芳夫 1994.3.1 ～ 1994.5.24
川崎温 1994.4.1 ～ 1994.5.24
川崎温 1994.5.25 ～ 1996.5.24

柴崎芳夫 1994.5.25 ～ 1996.5.24
川崎温 1996.5.25 ～ 1998.5.24

柴崎芳夫 1996.5.25 ～ 1998.5.24
川崎温 1998.5.25 ～ 2000.3.31

檜山哲夫 1998.5.25 ～ 2002.3.31
町田武生 2000.4.1 ～ 2002.3.31
水谷忠良 2002.4.1 ～ 2004.3.31
白藤猛志 2002.4.1 ～ 2004.3.31
町田武生 2004.4.1 ～ 2006.3.31

工学部教授 吉田正一 1976.5.25 ～ 1978.5.24
奥村敏恵 1976.5.25 ～ 1978.5.24
関陽太郎 1978.5.25 ～ 1980.5.24
吉田正一 1978.5.25 ～ 1980.4.1
向正夫 1980.4.2 ～ 1980.5.24

杉本光男 1980.5.25 ～ 1982.5.24
向正夫 1980.5.25 ～ 1981.4.1

八十島義之助 1981.4.2 ～ 1982.4.1
白鳥英亮 1982.4.2 ～ 1982.5.24
角豊三 1982.5.25 ～ 1984.4.1

白鳥英亮 1982.5.25 ～ 1984.5.24
久保慶三郎 1984.4.2 ～ 1984.5.24
久保慶三郎 1984.5.25 ～ 1985.4.1
白鳥英亮 1984.5.25 ～ 1986.3.31
高島洋一 1985.4.2 ～ 1986.5.24
吉川敬治 1986.4.1 ～ 1986.5.24
高島洋一 1986.5.25 ～ 1987.3.31
吉川敬治 1986.5.25 ～ 1988.5.24
西久夫 1987.4.1 ～ 1988.3.31

森末道忠 1988.4.1 ～ 1988.5.24
吉川敬治 1988.5.25 ～ 1988.11.30
森末道忠 1988.5.25 ～ 1990.5.24
野平博之 1988.12.1 ～ 1990.5.24
森末道忠 1990.5.25 ～ 1992.3.31
野平博之 1990.5.25 ～ 1992.5.24
鈴木誠史 1992.4.1 ～ 1992.5.24
野平博之 1992.5.25 ～ 1994.5.24
鈴木誠史 1992.5.25 ～ 1994.5.24
野平博之 1994.5.25 ～ 1996.5.24
伊藤学 1994.5.25 ～ 1996.3.31

町田篤彦 1996.4.1 ～ 1996.5.24
野平博之 1996.5.25 ～ 1998.3.31
町田篤彦 1996.5.25 ～ 1998.5.24
原田正躬 1998.4.1 ～ 1998.5.24
原田正躬 1998.5.25 ～ 2004.3.31
町田篤彦 1998.5.25 ～ 2000.3.31
坂本和彦 2000.4.1 ～ 2002.3.31
勝部昭明 2002.4.1 ～ 2004.3.31
山口宏樹 2004.4.1 ～ 2006.3.31

理工学研究科教授 水谷忠良 2006.4.1 ～ 2008.3.31
前川仁 2008.4.1 ～ 2010.3.31
永澤明 2010.4.1 ～ 2012.3.31
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重原孝臣 2012.4.1 ～ 2014.3.31

堀尾健一郎 2014.4.1 ～ 2016.3.31
石井昭彦 2016.4.1 ～ 2018.3.31

堀尾健一郎 2018.4.1 ～ 2019.3.31
水野毅 2019.4.1 ～ 現在

教養部教授 粟屋豊 1965.4.1 ～ 1966.3.31
守田義広 1965.4.1 ～ 1966.3.31
市橋勝衛 1966.4.1 ～ 1967.3.31
市村仁 1966.4.1 ～ 1967.3.31
市村仁 1967.4.1 ～ 1967.7.31

大久保忠国 1967.4.1 ～ 1969.3.31
上原久 1967.8.1 ～ 1969.3.31
上原久 1969.4.1 ～ 1971.3.31

大久保忠国 1969.4.1 ～ 1971.3.31
広瀬秀雄 1971.4.1 ～ 1973.3.31
市村仁 1971.4.1 ～ 1973.3.31
市村仁 1973.4.1 ～ 1975.3.31

広瀬秀雄 1973.4.1 ～ 1975.3.31
市村仁 1975.4.1 ～ 1975.9.30

福島保夫 1975.4.1 ～ 1977.3.31
永野巌 1975.10.1 ～ 1977.3.31
永野巌 1977.4.1 ～ 1979.3.31
市村仁 1977.4.1 ～ 1979.3.31

福島保夫 1979.4.1 ～ 1981.3.31
丹下博之 1979.4.1 ～ 1981.3.31
市村仁 1981.4.1 ～ 1983.3.31

元島邦夫 1981.4.1 ～ 1983.3.31
永野巌 1983.4.1 ～ 1984.4.1

元島邦夫 1983.4.1 ～ 1985.3.31
渡辺勝 1984.4.2 ～ 1985.3.31
渡辺勝 1985.4.1 ～ 1987.3.31

堀口萬吉 1985.4.1 ～ 1987.3.31
元島邦夫 1987.4.1 ～ 1988.4.1
堀口萬吉 1987.4.1 ～ 1989.3.31
山口静一 1988.4.2 ～ 1989.3.31
田辺孝哉 1989.4.1 ～ 1990.4.1
桜井春隆 1989.4.1 ～ 1991.3.31
渡辺勝 1990.4.2 ～ 1991.3.31

桜井春隆 1991.4.1 ～ 1993.3.31
渡辺勝 1991.4.1 ～ 1993.3.31

丹下博之 1993.4.1 ～ 1995.3.31
角田史雄 1993.4.1 ～ 1995.3.31
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（3）名誉教授

学　部 氏　名 授与年月日 備　考
学長 新関良三 1955.2.24 故人
文理学部 岩永隣一 1955.11.29 〃
教育学部 野口源三郎 1957.9.20 〃
文理学部 向坂義太郎 1958.4.5 〃
教育学部 林傅次 〃 〃
学長 遠藤隆次 1960.8.25 〃
文理学部 白石早出雄 1961.4.28 〃
教育学部 平田政雄 〃 〃
文理学部 鈴木昭 1964.4.16 〃
教養部 粟屋豊 1966.5.19 〃

守田義廣 〃 〃
学長 藤岡由夫 1966.9.2 〃
教育学部 野上彌文 1967.4.20 〃

加藤良太郎 〃 〃
教養学部 妹尾泰然 〃 〃
教育学部 山根薫 1968.4.11 〃
教養学部 吉田澄夫 1968.10.17 〃

浜中英田 1969.4.24 〃
深見秋太郎 〃 〃

教育学部 山本れん 1969.9.25 〃
教養学部 三友国五郎 1970.5.21 〃
教育学部 井手達郎 〃 〃
教養部 柿山範人 〃 〃

麻生誠夫 1971.4.22 〃
理工学部 加藤光次郎 1971.6.21 〃
教育学部 山本鈴子 1972.6.1 〃
学長 和達清夫 1972.9.7 〃
教育学部 伊藤武 1973.7.12 〃

池田浩 〃 〃
桑原作次 1974.6.6 〃
遠藤泰助 〃 〃
岡村秀茂 〃 〃
佐藤顕 〃 〃

理工学部 山梨進一 〃 〃
教養部 井上隆吉 〃 〃

上原久 〃 〃
経済学部 秦玄龍 1975.7.3 〃

三輪悌三 〃 〃
教養部 大久保忠国 〃 〃

村本達郎 〃 〃
久保應助 〃 〃

教育学部 吉澤宗吉 1976.6.17 〃
野間郁夫 〃 〃
鈴木義隆 1977.6.2 〃
友利明長 〃 〃

教養部 小野文雄 〃 〃
鈴木章 〃 〃

教養学部 平田栄 〃 〃
教育学部 井上敏夫 〃 〃
教養学部 岩本泰波 1978.5.18 〃
学長 須甲鉄也 〃 〃
理学部 有馬喜八郎 〃 〃
教養部 吉田孚 〃 〃

志藤義孝 〃 〃
教養学部 矢澤利彦 1979.6.7 〃
経済学部 高橋芳蔵 〃 〃
学長 岡本舜三 1980.4.3 〃
教養学部 金勝久 1980.5.15 〃
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教育学部 上滝孝治郎 〃 〃

梅沢敏夫 〃 〃
工学部 小玉正雄 〃 〃
教養部 市橋勝衛 1981.5.7 〃
教養学部 神保常彦 1982.6.3 〃
教育学部 鱒渕昇 〃 〃

丹野郁 〃 〃
大村喜吉 〃 〃

理学部 近藤研二 〃 〃
教育学部 長島貞夫 1983.5.19 〃
理学部 坪井照男 〃 〃

町田勝 〃 〃
工学部 天野寛徳 〃 〃
教養学部 長谷章久 1984.6.7 〃
教育学部 吉井四郎 〃 〃
　〃 松本旭 〃 〃
理学部 伊藤大介 〃 〃
工学部 角豊三 〃 〃
教養部 市村仁 〃 〃
教育学部 大浦猛 1985.5.16 〃

三村精一 〃 〃
篠田喜與志 〃 〃

経済学部 鈴木喜久夫 〃 〃
教育学部 大熊豊蔵 1986.6.12 〃

金山廣吉 〃 〃
澤井平三郎 〃 〃

経済学部 山田稔 〃
理学部 海老根誠治 〃 故人
工学部 鈴木允 〃 〃

田中豊助 〃 〃
教養学部 田森襄 1987.6.4 〃

松田穰 〃 〃
西田馨 〃 〃

教育学部 川合章 〃 〃
菊池兵一 〃 〃

教養学部 小菅稔 1988.6.23 〃
伊藤勝彦 〃 〃

教育学部 先崎正次郎 〃 〃
牛木彌太郎 〃 〃
木村信夫 〃
末永國明 〃 故人

経済学部 山口達良 〃 〃
理学部 村井康久 〃 〃
工学部 小林久信 〃

鈴木憲司 〃
教養部 井手志郎 〃
理工学部 村上進 〃 故人
教育学部 村浦とく 1989.6.1

中山正民 〃 故人
理学部 俣野恒夫 〃 〃

宮崎功 〃 〃
工学部 須田稔 〃 〃
教養学部 新井壽郎 1990.6.21 〃
教育学部 福島正義 〃
理学部 鈴木浩一 〃

西宮範 〃 故人
守永健一 〃 〃

教養部 山崎美和恵 〃 〃
教育学部 中村次郎 1991.4.1 〃
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学　部 氏　名 授与年月日 備　考
稲垣信夫 〃 〃

経済学部 小山博也 〃 〃
工学部 関陽太郎 〃 故人
教養部 山本邦夫 〃 〃
経済短期大学部 坂井原良夫 〃

秋谷重男 〃 故人
保健管理センター 堂前章 1991.7.1 〃
学長 竹内正幸 1992.3.1 〃
教育学部 福宿光一 1992.4.1

内藤定昭 〃 故人
小名木康佑 〃 〃
小暮陽三 〃 〃

海老沢哲雄 〃
理学部 福田清成 〃 故人
工学部 吉川敬治 〃 〃

西久夫 〃 〃
小澤竹二郎 19921.4.1 〃
秋山成興 〃

教養部 量義治 〃 故人
教育学部 日沼滉治 1993.4.1 〃

暉峻淑子 〃
経済学部 阿部昭夫 〃 故人

松島春海 〃 〃
三澤潤生 〃 〃

教養部 福島保夫 〃 〃
教養学部 林　進 1994.4.1 〃
教育学部 土肥泰 〃 〃

根上剛士 〃
経済学部 村川秀雄 〃 故人
理学部 星野正松 〃 〃

下平孟 〃
工学部 小牧昭三 〃 故人

石川義雄 〃
教養部 三光長治 〃

堀口萬吉 〃
経済学部 井上清 1995.4.1

葉山禎作 〃 故人
理学部 森健壽 〃 〃
工学部 三田村孝 〃
教養部 原島禮二 〃
教養学部 堤浩二 1996.4.1 故人

渡邊高明 〃
宮原朗 〃

小松寿雄 〃
教育学部 岩崎次男 〃 故人

豊島壮治 〃 〃
中村純男 〃 〃

理学部 木村義泰 〃
下澤隆 〃 故人

理学部 石原勝敏 〃
佐藤祐吉 〃
小川瑞穂 〃

工学部 森末道忠 〃
理学部 能村哲郎 〃 故人
教育学部 山口静一 1997.4.1

木越隆 〃
松尾昌文 〃 故人
近藤廣光 〃 〃
近藤瑞枝 〃 〃
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学　部 氏　名 授与年月日 備　考
長塚和彌 〃 〃
小貫徹 〃

折山俊也 〃
経済学部 中野一郎 〃

野田弘英 〃
理学部 橋本洋一 〃
政策研究大学院大学創設準備室 吉村融 1997.10.１6

刀根薫 〃
学長 堀川清司 1998.5.14
教養学部 渡辺勝 〃 故人
教育学部 桐渕寿子 〃

池辺国彦 〃
経済学部 丹下博之 〃
理学部 澁谷勲 〃
工学部 岩本昭一 〃
教育学部 山市孟 1999.4.1 故人

外山映次 〃
山本茂 〃

経済学部 鎌倉孝夫 〃
理学部 金井龍二 〃

楢崎久武 〃 故人
柴崎芳夫 〃

工学部 松田常雄 〃
教養学部 霧生和夫 2000.4.1 故人

坂野良吉 〃
教育学部 渡邉益好 〃 故人
経済学部 清水暁 〃

木村建夫 〃 故人
理学部 石塚武男 〃

前田昌徹 〃 故人
川崎温 〃 〃

工学部 荒木獻次 〃 〃
中川靖夫 〃

政策科学研究科 岬暁夫 2000.5.18
教育学部 秋山怜 2001.4.1

奥谷多作 〃
理学部 市川定夫 〃 故人
工学部 吉中龍之進 〃
教養学部 元島邦夫 2002.4.1
教育学部 市村緑郎 〃 故人

加賀谷凞彦 〃 〃
清水寛 〃

萩原昌好 〃
藤川喜也 〃 故人

経済学部 大野和美 〃
寺田光雄 〃

理学部 奥村正文 〃
田隅三生 〃
田邊孝哉 〃
恒次丈介 〃 故人

工学部 河西敏雄 〃
野平博之 〃

教養学部 岡田誠一 2003.4.1
本多文彦 〃

教育学部 足立自朗 〃 故人
大石栄恵 〃
藤枝靜正 〃 故人

理学部 辻岡邦夫 〃 〃
松島久 〃
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学　部 氏　名 授与年月日 備　考
学長 兵藤釗 2004.4.1
教養学部 阿部年晴 〃 故人

田代脩　 〃
都築正信 〃

教育学部 吉田俊久 〃
丹羽勝彦 〃
樋口昭 〃

松井勝利 〃
経済学部 櫻井春隆 〃 故人

岩邊晃三 〃
理学部 檜山哲夫 〃
工学部 原田正躬 〃

飯田武揚 〃
大嶋健司 〃

教養学部 柴田武 2005.4.1 故人
西真平 〃 〃

工学部 吉澤修治 〃
島田静雄 〃

北川信一郎 〃 故人
伊藤學 〃

理工学研究科 藤田賢二 〃
教養部 長谷川強 〃
教育学部 市毛勝雄 〃

遠藤マツヱ 〃
三枝孝弘 〃 故人
清野きみ 〃 〃
清宮敏子 〃
中村良郎 〃
露木孝彦 〃
宮瀬重美 〃 故人

教養学部 佐藤敬三 〃
髙山巖 〃

教育学部 西村章次 〃
松尾政弘 〃
吉田茂 〃

理学部 吉岡道和 〃
町口孝久 〃

工学部 小林禧夫 〃
地圏科学研究センター 佐藤邦明 〃
教育学部 髙山利政 2006.4.1

窪川義広 〃 故人
教育学部 島岡光一 〃

林信二郎 〃
安田啓祐 〃

理学部 毛利信男 〃
水谷興平 〃 故人

竹内喜佐雄 〃
白藤孟志 〃 故人

工学部 土田榮一郎 〃
町田篤彦 〃

総合情報基盤機構 津田俊信 2007.4.1
教養学部 山野清二郎 〃
教育学部 町田彰一郎 〃
教育学部附属教育実践総合センター 茨木俊夫 〃 故人
教育学部 新井淑子 〃

大場俊一 〃
後藤達生 〃
塩入宏行 〃
西原匡紀 〃
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学　部 氏　名 授与年月日 備　考
藤澤弘介 〃
藤巻公裕 〃
松丸国照 〃
森田武 〃 故人

理工学研究科 岩本一星 〃
勝部昭明 〃 故人
佐藤勝 〃

谷本勝利 〃
時田澄男 〃
松本史朗 〃
山田興治 〃

教育学部 本田貴侶 2008.4.1
経済学部 小野五郎 〃
理工学研究科 中山重蔵 〃

川橋正昭 〃
定家義人 〃
角田史雄　 〃
豊岡了 〃

中原弘雄 〃 故人
伏見譲 〃

教養学部 岡崎勝世 2009.4.1
奥本大三郎 〃
塚本嘉壽 〃
元木靖 〃

山口仲美 〃
教育学部 榎原弘二郎 〃

瀧島都夫 〃
都築邦春 〃

経済学部 西山賢一 〃
山下正明 〃

理工学研究科 大滝英征 〃
小田匡寛 〃
羽石操 〃

町田武生 〃
理学部 柴田勝征 〃 故人
教養学部 安達忠夫 2010.4.1

有賀夏紀 〃
菅野峰明 〃

教育学部 石田康幸 〃
白井宏明 〃
高橋忠司 〃
野沢巖 〃

森川輝紀 〃
理工学研究科 井上金治 〃

井上弘一　 〃
照沼大陽 〃
三島健稔 〃
水谷忠良 〃

教養学部 関口順 2011.4.1
長谷川三千子 〃

教育学部 小林久男 〃
林量俶 〃

経済学部 岩見良太郎 〃
岡部恒治 〃
渡邊明 〃

理工学研究科 坂本和彦 〃
菅原康剛 〃
平塚信之 〃

教養学部 佐々木照央 2012.4.1
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学　部 氏　名 授与年月日 備　考
教育学部 真尾正博 〃 故人

竹長吉正 〃
経済学部 本城昇 〃
理工学研究科 小林信一 〃

小松登志子 〃
佐々木寧 〃

副学長 貝山道博 2013.4.1
教養学部 福岡安則 〃

在塚礼子 〃
川嶋かほる 〃
真貝健一 〃
土肥俊郎 〃
三輪隆 〃

経済学部 板垣博 〃
箕輪徳二 〃

理工学研究科 大八木重治 〃
加藤寛 〃

酒井文雄 〃
阪本邦夫 〃
末光隆志 〃
髙橋幸郎 〃
角川浩二 〃
永澤明 〃

松本幸次 〃
三浦弘 〃

学長 上井喜彦 2014.4.1
副学長 加藤泰建 〃
教養学部 大塚秀高 〃
教育学部 大保木輝雄 〃

渋谷治美 〃
林正美 〃

八木正一 〃
山口和孝 〃

経済学部 安藤陽 〃
宇佐美洋一 〃
菰田文男 〃
鈴木邦夫 〃

理工学研究科 西垣功一 〃
前川仁 〃

地圏科学研究センター 渡邉邦夫 〃 故人
教養学部 池上純一 2015.4.1

水野博介 〃
教育学部 芦田実 〃

石戸教嗣 〃
大橋修一 〃
清水誠 〃

経済学部 尾西正美 〃
根森健 〃

理工学研究科 矢野環 〃
経済学部 相澤幸悦 2016.4.1
人文社会科学研究科 新井光吉 〃
経済学部 奥山忠信 〃
人文社会科学研究科 加藤秀雄 〃

小出慶一 〃
小谷一郎 〃
高橋純一 〃
外岡豊 〃

藤田総平 〃
経済学部 松山三和子 〃
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人文社会科学研究科 山下勇一 〃
教育学部 金本良通 〃

志村洋子 〃
理工学研究科 円谷陽一 〃
人文社会科学研究科 小川敏栄 2017.4.1

梶島邦江 〃
高木英至 〃
永田雅啓 〃
仁科弘之 〃
八木惠子 〃

教育学部 宇田和子 〃
理工学研究科 大西純一 〃

川上英二 〃
窪田陽一 〃
小嶋久祉 〃
佐宗哲郎 〃
森田眞史 〃

副学長 佐藤勇一 2018.4.1
副学長 齊藤享治 〃
人文社会科学研究科 澤田和彦 〃

秋月信二 〃
伊藤孝 〃

薄井和夫 〃
経済学部 小笠原浩一 〃
教育学部 野瀬清喜 〃

野田寿美子 〃
理工学研究科 程京德 〃

飛田和男 〃
人文社会科学研究科 近田典行 2019.4.1
経済学部 後藤和子 〃
教育学部 坂西友秀 〃

吉岡正人 〃
理工学研究科 淺枝隆 〃

大澤裕 〃
小林秀彦 〃
渋川雅美 〃

堀尾健一郎 〃
睦好宏史 〃

教育機構 関直彦 〃

※）備考欄の「故人」については、大学が確認の取れている方のみを掲載している。
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タ
ー

池

砂
場

器
具

庫

（
第
１

種
中
高
層
住
居
専
用
地
域
）

市
道

市
道

正
門

冬
期
主

風
向

夏
期
主
風
向

Ｎ
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５．教職員および学生定員・現員等の推移

（1）教職員定員・現員等の推移

①定員（法人化前）

年度
定員

教官 その他
の職員 合計

学長 教授 助教授 講師 助手 教諭 計
1999（平成11） 1 255 199 2 61 84 602 278 880
2000（平成12） 1 253 199 2 62 84 601 271 872
2001（平成13） 1 255 196 2 59 84 597 267 864
2002（平成14） 1 255 197 2 55 84 594 262 856
2003（平成15） 1 255 198 2 53 83 592 257 849

※国立大学法人化〔2004（平成16）年度〕以降、教職員の定員管理は行われなくなった。

②現員（法人化前）

年度
定員

教官 その他
の職員 合計

学長 教授 助教授 講師 助手 教諭 計
1999（平成11） 1 239 171 17 52 84 564 264 828
2000（平成12） 1 239 169 14 63 84 570 264 834
2001（平成13） 1 241 171 22 64 84 583 259 842
2002（平成14） 1 237 165 19 61 84 567 258 825
2003（平成15） 1 238 163 17 61 83 563 252 815

③役員・教職員数（法人化後）

年度

現員
役員 大学教員 附属

学校
教員

URA
事務
職員
等

合計
学長 理事 監事 計 教授 准教授 講師 助教 助手 計

2004（平成16） 1 3 1 5 234 163 16 - 58 471 85 - 250 811
2005（平成17） 1 3 1 5 242 156 20 - 57 475 85 - 239 804
2006（平成18） 1 2 1 4 248 158 20 - 50 476 85 - 239 804
2007（平成19） 1 3 1 5 242 156 23 43 5 469 86 - 227 787
2008（平成20） 1 3 1 5 241 154 21 54 3 473 88 - 226 792
2009（平成21） 1 3 1 5 240 159 21 50 3 473 88 - 232 798
2010（平成22） 1 3 1 5 235 159 15 51 3 463 88 - 224 780
2011（平成23） 1 3 1 5 232 164 15 55 3 469 88 - 218 780
2012（平成24） 1 3 1 5 228 167 12 56 2 465 88 - 218 776
2013（平成25） 1 3 1 5 220 163 13 54 2 452 88 - 218 763
2014（平成26） 1 3 1 5 218 167 12 56 2 455 89 - 224 773
2015（平成27） 1 3 1 5 218 174 10 69 - 471 88 4 217 785
2016（平成28） 1 3 1 5 215 176 10 70 - 471 88 4 220 788
2017（平成29） 1 3 1 5 201 176 8 66 - 451 88 2 219 765
2018（平成30） 1 3 1 5 202 177 10 68 - 457 88 2 222 774
2019（平成31） 1 3 1 5 200 177 9 63 - 449 88 3 219 764

※准教授欄の 2006（平成 18）年以前の数字は助教授の人数
※ URA…リサーチ・アドミニストレーター
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（
2）
学
生
入
学
定
員
の
推
移

年
度

総
計

学
部

修
士（
博
士
前
期
）

博
士
後
期

専
攻
科

経
済
短
大

計
教
養

教
育

経
済

理
工

文
理

理
工

計
文
化

政
策

人
文
社
会

教
育

教
育
専
門

経
済

理
工

計
文
化

経
済

人
文
社
会

理
工

計
教
育

理
工

特
殊
教
育

H1
1

2,
03

6
1,

63
0

16
0

48
0

33
0

21
0

45
0

35
0

32
39

36
15

22
8

41
41

15
15

H1
2

2,
03

3
1,

63
0

16
0

48
0

33
0

21
0

45
0

34
7

32
39

30
24

6
41

41
15

15

H1
3

2,
05

4
1,

63
0

16
0

48
0

33
0

21
0

45
0

36
8

32
60

30
24

6
41

41
15

15

H1
4

2,
06

3
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

37
5

32
60

30
25

3
53

6
47

15
15

H1
5

2,
06

7
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

37
5

32
60

30
25

3
57

4
6

47
15

15

H1
6

2,
06

7
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

37
5

32
60

30
25

3
57

4
6

47
15

15

H1
7

2,
07

0
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

37
5

32
60

30
25

3
60

4
9

47
15

15

H1
8

2,
10

7
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

40
3

32
60

30
28

1
69

4
9

56
15

15

H1
9

2,
09

4
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

40
5

32
62

30
28

1
69

4
9

56
0

H2
0

2,
09

4
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

40
5

32
62

30
28

1
69

4
9

56
0

H2
1

2,
09

4
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

40
5

32
62

30
28

1
69

4
9

56
0

H2
2

2,
09

4
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

40
5

32
62

30
28

1
69

4
9

56
0

H2
3

2,
12

1
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

43
2

32
62

30
30

8
69

4
9

56
0

H2
4

2,
12

1
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

43
2

32
62

30
30

8
69

4
9

56
0

H2
5

2,
12

1
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

43
2

32
62

30
30

8
69

4
9

56
0

H2
6

2,
17

1
1,

62
0

16
0

48
0

33
0

21
0

44
0

48
2

32
62

30
35

8
69

4
9

56
0

H2
7

2,
10

7
1,

53
5

16
0

43
0

29
5

21
0

44
0

50
0

80
62

35
8

72
16

56
0

H2
8

2,
15

7
1,

53
5

16
0

43
0

29
5

21
0

44
0

55
0

80
42

20
40

8
72

16
56

0

H2
9

2,
15

7
1,

53
5

16
0

43
0

29
5

21
0

44
0

55
0

80
42

20
40

8
72

16
56

0

H3
0

2,
15

7
1,

53
5

16
0

38
0

29
5

21
0

49
0

55
0

80
42

20
40

8
72

16
56

0

H3
1

2,
15

7
1,

53
5

16
0

38
0

29
5

21
0

49
0

55
0

80
42

20
40

8
72

16
56

0
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（
3）
学
生
入
学
定
員
の
推
移

学
部

学
科
課
程

年
度

教
養

教
育

経
済

理

教
養

小
学
校

中
学
校

学
校

教
育

生
涯

学
習

人
間

発
達

養
護
学
校

養
護
教
諭

幼
稚
園
社
会
教
育

計
経
済

経
営

経
済

経
営

社
環

計
数
学

物
理

化
学

基
礎
化
学

生
化

分
子
生
物

生
体

計
４
年
課
程

２
年

課
程

４
年

課
程

２
年

課
程

昼
夜

昼
夜

昼
夜

H1
1

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
2

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
3

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
4

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
5

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
6

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
7

16
0

41
0

40
30

48
0

10
0

20
10

0
20

80
10

33
0

40
40

50
40

40
21

0

H1
8

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H1
9

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
0

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
1

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
2

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
3

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
4

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
5

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
6

16
0

45
8

22
48

0
10

0
20

10
0

20
80

10
33

0
40

40
50

40
40

21
0

H2
7

16
0

41
0

20
43

0
28

0
15

29
5

40
40

50
40

40
21

0

H2
8

16
0

41
0

20
43

0
28

0
15

29
5

40
40

50
40

40
21

0

H2
9

16
0

41
0

20
43

0
28

0
15

29
5

40
40

50
40

40
21

0

H3
0

16
0

36
0

20
38

0
28

0
15

29
5

40
40

50
40

40
21

0

H3
1

16
0

36
0

20
38

0
28

0
15

29
5

40
40

50
40

40
21

0
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学
部

学
科
課
程

年
度

工

文
理
学
部

理
工
学
部

機
械

機
械
第
二

機
械

（
改
組
後
）
電
気

電
子

電
気

電
子

電
気

電
子

シ
ス

テ
ム

情
報

情
報
シ
ス
テ
ム

応
化

環
境
化
学

応
化

（
改
組
後
）
機
能

建
基

建
設

建
設

（
改
組
後
）
環
境
共
生
機
械・ シ
ス
テ
ム

電
気
電
子
物
理

情
報

（
改
組
後
）
応
化

（
改
組
後
）

環
境
社
会
デ
ザ
イ
ン

計

H1
1

10
0

80
60

70
50

90
45

0

H1
2

10
0

80
60

70
50

90
45

0

H1
3

10
0

80
60

70
50

90
45

0

H1
4

10
0

80
60

70
50

80
44

0

H1
5

10
0

80
60

70
50

80
44

0

H1
6

10
0

80
60

70
50

80
44

0

H1
7

10
0

80
60

70
50

80
44

0

H1
8

10
0

80
60

70
50

80
44

0

H1
9

10
0

80
60

70
50

80
44

0

H2
0

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
1

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
2

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
3

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
4

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
5

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
6

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
7

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
8

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H2
9

95
77

57
63

48
75

25
44

0

H3
0

11
0

11
0

80
90

10
0

49
0

H3
1

11
0

11
0

80
90

10
0

49
0
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（
4）
大
学
院
入
学
定
員
の
推
移

研
究
科

専
攻

年
度

文
化
科
学（
修
士
）

教
育
学（
修
士
）

教
育
学

（
専
門
職
）
経
済

（
修
士
）
経
済

（博
士前

期）
人
文
社
会（
博
士
前
期
）

理
学

（
修
士
）
工
学

（
修
士
）

社
会
文
化

言
語
文
化

文
化

構
造

日
本
・

ア
ジ
ア
国
際

文
化

文
化

環
境

計
学
校

教
育

障
害
児

教
育

特
別
支
援

教
科
教
育

計
教
職
実
践

経
済
科
学

経
済
科
学

文
化
環
境

国
際
日
本

ア
ジ
ア
経
済
経
営

計

H1
1

12
10

10
32

6
30

36
15

0

H1
2

12
10

10
32

6
3

30
39

30
0

H1
3

13
10

9
32

17
3

40
60

30
0

H1
4

13
10

9
32

17
3

40
60

30
0

H1
5

13
10

9
32

17
3

40
60

30
0

H1
6

13
10

9
32

17
3

40
60

30
0

H1
7

13
10

9
32

17
3

40
60

30
0

H1
8

13
10

9
32

17
3

40
60

30
0

H1
9

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
0

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
1

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
2

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
3

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
4

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
5

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
6

13
10

9
32

17
5

40
62

30
0

H2
7

0
17

5
40

62
20

38
22

80

H2
8

0
15

27
42

20
20

38
22

80

H2
9

0
15

27
42

20
20

38
22

80

H3
0

0
15

27
42

20
20

38
22

80

H3
1

0
15

27
42

20
20

38
22

80
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研
究
科

専
攻

年
度

理
工
学（
博
士
前
期
）

数
学

物
理

化
学

基
礎

化
学

生
化
学
分
子

生
物

生
体

制
御

機
械

工
学

機
械
第
二

電
気
電
子

電
気

電
子

情
報
工
学

情
報
シ
ス
テ
ム

応
用
化
学

環
境
化
学

機
能
材
料

建
設
基
礎

建
設
工
学

環
境
制
御

生
命
科
学

物
理
機
能

化
学

（
改
組
後
）
数
理
電
子

機
械
科
学

環
境
シ
ス
テ
ム

計

H1
1

14
14

16
12

12
40

24
21

14
11

34
16

22
8

H1
2

14
14

16
12

12
40

24
28

21
15

34
16

24
6

H1
3

14
14

16
12

12
40

24
28

21
15

34
16

24
6

H1
4

14
14

16
12

12
40

24
28

21
15

31
26

25
3

H1
5

14
14

16
12

12
40

24
28

21
15

31
26

25
3

H1
6

14
14

16
12

12
40

24
28

21
15

31
26

25
3

H1
7

14
14

16
12

12
40

24
28

21
15

31
26

25
3

H1
8

30
35

42
71

46
57

28
1

H1
9

30
35

42
71

46
57

28
1

H2
0

30
35

42
71

46
57

28
1

H2
1

30
35

42
71

46
57

28
1

H2
2

30
35

42
71

46
57

28
1

H2
3

35
39

50
83

44
57

30
8

H2
4

35
39

50
83

44
57

30
8

H2
5

35
39

50
83

44
57

30
8

H2
6

45
49

55
93

49
67

35
8

H2
7

45
49

55
93

49
67

35
8

H2
8

55
59

65
10

8
59

62
40

8

H2
9

55
59

65
10

8
59

62
40

8

H3
0

55
59

65
10

8
59

62
40

8

H3
1

55
59

65
10

8
59

62
40

8
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研
究
科

専
攻

年
度

文
化
科
学

（
博
士
後
期
）

経
済
科
学

（
博
士
後
期
）
人
文
社
会（
博
士
後
期
）

理
工
学（
博
士
後
期
）

政
策

（
修
士
）

日
本
・

ア
ジ
ア
経
済
科
学

日
本

ア
ジ
ア

文
化

経
済

経
営

計
物
質

科
学

生
産

情
報

生
産

環
境

生
物
環
境

生
産
科
学

情
報
数
理

環
境
制
御

理
工
学

計
政
策
科
学

H1
1

0
9

12
11

9
41

39

H1
2

0
9

12
11

9
41

H1
3

0
9

12
11

9
41

H1
4

6
0

9
10

9
8

11
47

H1
5

4
6

0
9

10
9

8
11

47

H1
6

4
6

0
9

10
9

8
11

47

H1
7

4
9

0
9

10
9

8
11

47

H1
8

4
9

0
56

56

H1
9

4
9

0
56

56

H2
0

4
9

0
56

56

H2
1

4
9

0
56

56

H2
2

4
9

0
56

56

H2
3

4
9

0
56

56

H2
4

4
9

0
56

56

H2
5

4
9

0
56

56

H2
6

4
9

0
56

56

H2
7

4
12

16
56

56

H2
8

4
12

16
56

56

H2
9

4
12

16
56

56

H3
0

4
12

16
56

56

H3
1

4
12

16
56

56
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第Ⅲ部 ■ 資料編

（
5）
在
学
生
の
推
移

年
度

総
計

学
部
学
生

大
学
院
学
生

専
攻
科
学
生

経
済

短
大

学
生

修
士（
博
士
前
期
課
程
）

博
士
後
期

計
教
学

教
育

経
済

理
工

文
理

理
工

計
文
化

政
策

人
文

社
会

教
育

教
育

専
門
職
経
済

理
工

理
工

計
文
化

経
済

人
文

社
会

理
工

計
教
育

理
工

特
殊

教
育

H1
1

8,
73

9
7,

55
3

80
2

2,
17

9
1,

59
8

94
4

2,
03

0
93

8
11

4
12

3
12

1
51

52
9

23
1

23
1

17
17

（
2,

40
4）

（
2,

69
4）

（
42

7）
（

1,
37

1）
（

49
4）

（
20

8）
（

19
4）

（
24

0）
（

62
）

（
39

）
（

67
）

（
16

）
（

56
）

（
34

）
（

34
）

（
16

）
（

16
）

H1
2

8,
69

6
7,

49
6

80
0

2,
14

8
1,

57
3

93
6

2,
03

9
98

0
12

0
81

12
5

68
58

6
20

6
20

6
14

14
（

2,
46

1）
（

2,
74

5）
（

44
5）

（
1,

35
8）

（
52

9）
（

21
4）

（
19

9）
（

24
8）

（
65

）
（

29
）

（
65

）
（

21
）

（
68

）
（

28
）

（
28

）
（

8）
（

8）

H1
3

8,
73

0
7,

46
9

83
0

2,
10

3
1,

59
7

93
3

2,
00

6
1,

01
6

12
3

31
14

1
83

63
8

23
1

23
1

14
14

（
2,

42
9）

（
2,

75
4）

（
47

9）
（

1,
30

2）
（

56
4）

（
21

8）
（

19
1）

（
26

9）
（

65
）

（
14

）
（

64
）

（
26

）
（

10
0）

（
46

）
（

46
）

（
10

）
（

10
）

H1
4

8,
67

5
7,

48
1

84
2

2,
07

8
1,

62
8

95
0

1,
98

3
97

5
11

3
14

1
83

63
8

21
0

9
20

1
9

9
（

2,
49

5）
（

2,
81

3）
（

51
3）

（
1,

26
7）

（
58

6）
（

23
8）

（
20

9）
（

26
5）

（
71

）
（

62
）

（
27

）
（

10
5）

（
47

）
（

2）
（

45
）

（
6）

（
6）

H1
5

8,
73

4
7,

49
6

85
8

2,
10

6
1,

62
9

92
7

1,
97

6
97

7
11

8
13

3
80

64
6

24
8

8
21

21
9

13
13

（
2,

50
4）

（
2,

81
9）

（
53

5）
（

1,
25

5）
（

57
1）

（
25

2）
（

20
6）

（
25

2）
（

76
）

（
59

）
（

24
）

（
93

）
（

55
）

（
5）

（
4）

（
46

）
（

8）
（

8）

H1
6

8,
79

1
7,

49
1

85
2

2,
13

4
1,

64
4

90
9

1,
95

2
99

6
12

1
14

2
77

65
6

29
0

13
30

24
7

14
14

（
2,

44
9）

（
2,

76
0）

（
53

1）
（

1,
24

7）
（

54
9）

（
25

1）
（

18
2）

（
24

0）
（

69
）

（
66

）
（

17
）

（
88

）
（

63
）

（
9）

（
6）

（
48

）
（

8）
（

8）

H1
7

8,
83

6
7,

51
8

83
0

2,
15

3
1,

65
0

91
0

1,
97

5
1,

02
3

12
4

14
7

79
67

3
29

0
19

36
23

5
5

5
（

2,
38

2）
（

2,
69

1）
（

52
3）

（
1,

24
8）

（
51

0）
（

24
4）

（
16

6）
（

24
5）

（
63

）
（

63
）

（
18

）
（

10
1）

（
61

）
（

12
）

（
8）

（
41

）
（

3）
（

3）

H1
8

8,
94

6
7,

61
9

85
0

2,
16

0
1,

66
5

93
0

2,
01

4
1,

02
4

10
7

14
0

84
69

3
29

3
24

34
23

5
10

10
（

2,
31

6）
（

2,
62

8）
（

52
1）

（
1,

23
2）

（
49

1）
（

24
1）

（
14

3）
（

23
9）

（
59

）
（

54
）

（
20

）
（

10
6）

（
66

）
（

15
）

（
6）

（
45

）
（

7）
（

7）

H1
9

8,
88

0
7,

60
0

86
8

2,
12

5
1,

64
7

93
0

2,
03

0
99

1
86

13
7

79
68

9
28

9
24

37
22

8
0

（
2,

28
6）

（
2,

58
3）

（
51

6）
（

1,
21

4）
（

47
8）

（
24

4）
（

13
1）

（
23

6）
（

54
）

（
61

）
（

21
）

（
10

0）
（

61
）

（
16

）
（

7）
（

38
）

0

H2
0

8,
77

9
7,

55
4

86
9

2,
10

5
1,

63
8

92
6

2,
01

6
94

2
80

12
7

73
66

2
28

3
24

43
21

6
0

（
2,

27
9）

（
2,

57
1）

（
53

1）
（

1,
16

5）
（

48
4）

（
24

1）
（

15
0）

（
22

7）
（

52
）

（
64

）
（

20
）

（
91

）
（

65
）

（
16

）
（

7）
（

42
）

0

H2
1

8,
81

0
7,

58
4

85
8

2,
09

5
1,

64
4

94
0

2,
04

7
94

2
83

12
2

78
65

9
28

4
25

49
21

0
0

（
2,

25
2）

（
2,

56
4）

（
52

4）
（

1,
14

6）
（

49
4）

（
24

4）
（

15
6）

（
23

7）
（

59
）

（
62

）
（

21
）

（
95

）
（

75
）

（
19

）
（

8）
（

48
）

0

H2
2

8,
84

9
7,

58
0

83
4

2,
07

3
1,

64
0

96
7

2,
06

6
98

9
91

12
4

81
69

3
28

0
30

50
20

0
0

（
2,

23
4）

（
2,

55
0）

（
52

5）
（

1,
14

0）
（

45
9）

（
25

7）
（

16
9）

（
24

1）
（

59
）

（
67

）
（

25
）

（
90

）
（

75
）

（
23

）
（

4）
（

48
）

0

H2
3

9,
00

1
7,

63
4

82
6

2,
08

4
1,

65
7

98
0

2,
08

7
1,

09
5

10
4

13
4

88
76

9
27

2
28

47
19

7
0

（
2,

14
5）

（
2,

50
1）

（
51

1）
（

1,
10

4）
（

43
9）

（
26

9）
（

17
8）

（
28

2）
（

61
）

（
79

）
（

35
）

（
10

7）
（

74
）

（
24

）
（

3）
（

47
）

0

H2
4

8,
93

2
7,

55
3

81
8

2,
06

8
1,

64
0

96
6

2,
06

1
1,

11
2

11
0

15
1

80
77

1
26

7
29

48
19

0
0

（
2,

11
9）

（
2,

48
1）

（
49

2）
（

1,
09

3）
（

42
8）

（
26

9）
（

19
9）

（
29

1）
（

64
）

（
87

）
（

27
）

（
11

3）
（

71
）

（
26

）
（

6）
（

39
）

0

H2
5

8,
80

7
7,

46
9

82
9

2,
10

0
1,

59
5

93
3

2,
01

2
1,

08
7

10
8

15
9

81
73

9
25

1
28

41
18

2
0

（
2,

14
1）

（
2,

49
8）

（
48

2）
（

1,
11

4）
（

43
3）

（
26

4）
（

20
5）

（
27

1）
（

64
）

（
77

）
（

30
）

（
10

0）
（

86
）

（
25

）
（

9）
（

52
）

0

H2
6

8,
80

6
7,

47
4

83
3

2,
07

9
1,

59
6

91
3

2,
05

3
1,

09
1

10
2

16
1

79
74

9
24

1
26

40
17

5
0

（
2,

11
5）

（
2,

45
6）

（
47

0）
（

1,
06

4）
（

46
0）

（
25

5）
（

20
7）

（
25

7）
（

63
）

（
75

）
（

25
）

（
94

）
（

84
）

（
22

）
（

10
）

（
52

）
0

H2
7

8,
60

2
7,

25
7

83
6

2,
02

8
1,

51
2

89
7

1,
98

4
1,

10
6

63
71

14
6

49
77

7
23

9
20

30
17

17
2

0
（

2,
10

0）
（

2,
45

5）
（

48
8）

（
1,

06
2）

（
46

6）
（

23
5）

（
20

4）
（

27
8）

（
41

）
（

48
）

（
73

）
（

10
）

（
10

6）
（

77
）

（
16

）
（

9）
（

1）
（

51
）

0

H2
8

8,
57

9
7,

16
7

84
7

1,
97

3
1,

47
3

90
0

1,
97

4
1,

16
6

20
13

9
12

2
22

20
84

3
24

6
16

21
35

17
4

0
（

2,
10

1）
（

2,
47

9）
（

51
1）

（
1,

05
5）

（
46

1）
（

25
1）

（
20

1）
（

30
7）

（
11

）
（

85
）

（
62

）
（

6）
（

4）
（

13
9）

（
71

）
（

13
）

（
6）

（
7）

（
45

）
0

H2
9

8,
48

4
7,

01
6

81
6

1,
89

1
1,

42
8

91
3

1,
96

8
1,

22
0

7
16

0
11

2
44

11
88

6
24

8
10

13
49

17
6

0
（

2,
00

6）
（

2,
39

9）
（

49
9）

（
1,

01
0）

（
43

1）
（

26
3）

（
19

6）
（

32
1）

（
4）

（
87

）
（

67
）

（
16

）
（

3）
（

14
4）

（
72

）
（

8）
（

5）
（

12
）

（
47

）
0

H3
0

8,
45

3
6,

89
7

80
4

1,
80

2
1,

40
1

89
7

1,
99

3
1,

29
3

5
17

8
12

0
45

5
94

0
26

3
5

9
56

19
3

0
（

2,
00

1）
（

2,
38

2）
（

50
2）

（
98

3）
（

43
8）

（
26

6）
（

19
3）

（
30

6）
（

2）
（

83
）

（
66

）
（

15
）

0
（

14
0）

（
75

）
（

4）
（

3）
（

17
）

（
51

）
0

H3
1

8,
45

7
6,

85
9

81
0

1,
72

1
1,

39
1

90
3

2,
03

4
1,

34
7

5
19

6
13

0
43

3
97

0
25

1
2

7
63

17
9

0
（

2,
01

4）
（

2,
40

0）
（

49
8）

（
97

2）
（

45
1）

（
27

7）
（

20
2）

（
31

5）
（

2）
（

94
）

（
65

）
（

11
）

0
（

14
3）

（
71

）
（

1）
（

2）
（

21
）

（
47

）
0
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（
6）
学
部
・
学
科
・
課
程
別
学
生
数
の
推
移

学
部

学
科

課
程

年
度

教
養

教
育

経
済

理

教
養

小
学
校

中
学
校

学
校
教
育

生
涯
学
習

人
間
発
達

養
護
学
校

養
護

教
諭
幼
稚
園
社
会

教
育

計
経
済

経
営

昼コ
ース

（1
年次
のみ
）

経
済

経
営

社
環

計
数
学

物
理

化
学

基
礎
　
　

化
学

生
化

分
子
　
　

生
物

生
体

計
４
年
課
程

２
年

課
程

４
年
課
程

２
年
課
程

昼
夜

昼
夜

昼
夜

H1
1

80
2 

1,
00

0 
36

9 
43

0 
42

 
31

 
65

 
65

 
17

7 
2,

17
9 

46
0 

90
 

50
3 

99
 

38
3 

63
 

1,
59

8 
20

6 
18

5 
7 

20
4 

6 
16

5 
17

1 
94

4 
（

42
7）

（
61

1）
（

19
9）

（
28

0）
（

29
）

（
23

）
（

55
）

（
62

）
（

11
2）

（
1,

37
1）

（
95

）
（

33
）

（
15

8）
（

35
）

（
14

1）
（

32
）

（
49

4）
（

17
）

（
16

）
（

1）
（

56
）

（
1）

（
51

）
（

66
）

（
20

8）

H1
2

80
0 

67
7 

25
3 

85
7 

84
 

64
 

44
 

44
 

12
5 

2,
14

8 
44

9 
90

 
48

5 
10

3 
38

7 
59

 
1,

57
3 

20
1 

19
0 

5 
20

3 
2 

16
7 

16
8 

93
6 

（
44

5）
（

40
8）

（
13

7）
（

54
6）

（
60

）
（

43
）

（
36

）
（

42
）

（
86

）
（

1,
35

8）
（

10
7）

（
28

）
（

16
1）

（
37

）
（

16
9）

（
27

）
（

52
9）

（
17

）
（

14
）

（
1）

（
63

）
0 

（
52

）
（

67
）

（
21

4）

H1
3

83
0 

35
7 

12
9 

1,
28

2 
13

2 
94

 
21

 
21

 
67

 
2,

10
3 

45
9 

92
 

51
2 

10
1 

38
1 

52
 

1,
59

7 
19

7 
19

0 
4 

20
0 

17
4 

16
8 

93
3 

（
47

9）
（

22
0）

（
66

）
（

78
3）

（
90

）
（

61
）

（
16

）
（

19
）

（
47

）
（

1,
30

2）
（

12
4）
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第Ⅲ部 ■ 資料編

学
部

学
科

課
程

年
度

工

文
理

学
部

理
工

学
部

機
械

機
械

第
二

機
械

（
改
組
後
）
電
気

電
子

電
気
電
子

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム

情
報

情
報
シ
ス
テ
ム

応
化

環
境

化
学

応
化

（
改
組
後
）
機
能

建
基

建設
建
設

（
改
組
後
）
環
境

共
生
機
械
・

シ
ス

テ
ム

電
気

電
子

物
理

情
報

（
改
組
後
）
応
化

（
改
組
後
）

環
境

社
会

デ
ザ

イ
ン

計
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45
9

8
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（
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（
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（
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（
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（
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（
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（
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（

15
）

0
（

21
）

（
73

）
（
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（
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（
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（
7）
大
学
院
生
数
の
推
移

研
究
科

専
攻

年
度

文
化
科
学
（
修
士
）

文
化

科
学

（
博
士
後
期
）

教
育
学（
修
士
・
専
門
職
）

経
済
科
学

（
修
士
）

経
済
科
学

（博
士前
期）

経
済
科
学

（博
士後
期）

人
文
社
会
（
博
士
前
期
）

人
文
社
会
（
博
士
後
期
）

社
会
文
化

言
語
文
化

文
化

構
造

日
本・

ア
ジ
ア
国
際

文
化

文
化

環
境

計
日
本・

ア
ジ
ア
学
校

教
育
障
害
児

教
育

特
別
支
援

教
科
教
育

教
職
実
践

計
経
済
科
学

経
済
科
学

経
済
科
学

文
化
環
境

日
本

ア
ジ
ア

文
化

経
済
経
営

計
日
本

ア
ジ
ア

文
化

経
済
経
営

計

H1
1

3
1

44
39

27
11

4
37

84
12

1
51

0
0

（
1）

（
1）

（
20

）
（

21
）

（
19

）
（

62
）

（
26

）
（

41
）

（
67

）
（

16
）

0
0

H1
2

2
48

34
36

12
0

37
4

84
12

5
68

0
0

（
1）

（
22

）
（

19
）

（
23

）
（

65
）

（
23

）
（

3）
（

39
）

（
65

）
（

21
）

0
0

H1
3

1
51

30
27

14
12

3
39

5
97

14
1

83
0

0
0

（
21

）
（

21
）

（
17

）
（

6）
（

65
）

（
20

）
（

4）
（

40
）

（
64

）
（

26
）

0
0

H1
4

33
35

8
36

11
2

40
6

95
14

1
48

35
9

0
0

（
18

）
（

27
）

（
5）

（
21

）
（

71
）

（
23

）
（

6）
（

33
）

（
62

）
（

14
）

（
13

）
（

2）
0

0

H1
5

39
32

4
43

11
8

8
39

6
88

13
3

7
73

21
0

0
（

26
）

（
25

）
（

1）
（

24
）

（
76

）
（

5）
（

23
）

（
5）

（
31

）
（

59
）

（
3）

（
21

）
（

4）
0

0

H1
6

46
34

41
12

1
13

38
6

98
14

2
4

73
30

0
0

（
24

）
（

25
）

（
20

）
（

69
）

（
9）

（
23

）
（

4）
（

39
）

（
66

）
（

1）
（

16
）

（
6）

0
0

H1
7

46
30

48
12

4
19

37
7

10
3

14
7

3
76

36
0

0
（

17
）

（
22

）
（

24
）

（
63

）
（

12
）

（
22

）
（

3）
（

38
）

（
63

）
（

1）
（

17
）

（
8）

0
0

H1
8

34
33

40
10

7
24

35
5

10
0

14
0

2
82

34
0

0
（

15
）

（
25

）
（

19
）

（
59

）
（

15
）

（
17

）
（

2）
（

35
）

（
54

）
0

（
20

）
（

6）
0

0

H1
9

28
30

28
86

24
34

1
5

97
13

7
1

78
37

0
0

（
16

）
（

21
）

（
17

）
（

54
）

（
16

）
（

18
）

（
1）

（
3）

（
39

）
（

61
）

0
（

21
）

（
7）

0
0

H2
0

19
30

31
80

24
32

8
87

12
7

73
43

0
0

（
11

）
（

22
）

（
19

）
（

52
）

（
16

）
（

22
）

（
6）

（
36

）
（

64
）

（
20

）
（

7）
0

0

H2
1

14
38

31
83

25
35

6
81

12
2

78
49

0
0

（
9）

（
27

）
（

23
）

（
59

）
（

19
）

（
23

）
（

4）
（

35
）

（
62

）
（

21
）

（
8）

0
0

H2
2

22
39

30
91

30
39

5
80

12
4

81
50

0
0

（
14

）
（

26
）

（
19

）
（

59
）

（
23

）
（

26
）

（
3）

（
38

）
（

67
）

（
25

）
（

4）
0

0

H2
3

37
39

28
10

4
28

48
7

79
13

4
88

47
0

0
（

16
）

（
29

）
（

16
）

（
61

）
（

24
）

（
33

）
（

7）
（

39
）

（
79

）
（

35
）

（
3）

0
0

H2
4

38
43

29
11

0
29

48
10

93
15

1
80

48
0

0
（

17
）

（
32

）
（

15
）

（
64

）
（

26
）

（
36

）
（

8）
（

43
）

（
87

）
（

27
）

（
6）

0
0

H2
5

42
35

31
10

8
28

50
7

10
2

15
9

81
41

0
0

（
21

）
（

25
）

（
18

）
（

64
）

（
25

）
（

34
）

（
5）

（
38

）
（

77
）

（
30

）
（

9）
0

0

H2
6

41
31

30
10

2
26

52
4

10
5

16
1

79
40

0
0

（
21

）
（

20
）

（
22

）
（

63
）

（
22

）
（

38
）

（
2）

（
35

）
（

75
）

（
25

）
（

10
）

0
0

H2
7

25
18

20
63

20
45

7
94

14
6

49
30

24
35

12
71

4
13

17
（

15
）

（
11

）
（

15
）

（
41

）
（

16
）

（
35

）
（

2）
（

36
）

（
73

）
（

10
）

（
9）

（
16

）
（

28
）

（
4）

（
48

）
（

1）
0

（
1）

H2
8

9
7

4
20

16
43

4
75

22
14

4
20

21
43

71
25

13
9

10
25

35
（

4）
（

4）
（

3）
（

11
）

（
13

）
（

32
）

（
1）

（
29

）
（

6）
（

68
）

（
4）

（
6）

（
28

）
（

49
）

（
8）

（
85

）
（

7）
0

（
7）

H2
9

3
3

1
7

10
50

2
60

44
15

6
11

13
47

82
31

16
0

15
34

49
（

1）
（

2）
（

1）
（

4）
（

8）
（

36
）

0
（

31
）

（
16

）
（

83
）

（
3）

（
5）

（
30

）
（

50
）

（
7）

（
87

）
（

10
）

（
2）

（
12

）

H3
0

2
2

1
5

5
48

72
45

16
5

5
9

47
88

43
17

8
18

38
56

0
（

1）
（

1）
（

2）
（

4）
（

35
）

（
31

）
（

15
）

（
81

）
0

（
3）

（
28

）
（

50
）

（
5）

（
83

）
（

12
）

（
5）

（
17

）

H3
1

2
2

1
5

2
49

81
43

17
3

3
7

54
89

53
19

6
23

40
63

0
（

1）
（

1）
（

2）
（

1）
（

35
）

（
30

）
（

11
）

（
76

）
0

（
2）

（
36

）
（

51
）

（
7）

（
94

）
（

15
）

（
6）

（
21

）
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研
究
科

専
攻

年
度

理
学

（
修
士
）
工
学

（
修
士
）

理
工
学
（
博
士
前
期
）

数
学

物
理

化
学

基
礎

化
学

生
化
学
分
子

生
物

生
体
制
御

機
械
工
学

機
械
第
二

電
気
電
子

電
気
電
子
シ
ス
テ
ム

電
気

電
子

情
報
工
学

情
報
シ
ス

応
用
化
学

環
境
化
学

機
能
材
料

建
設
基
礎

建
設
工
学

環
境
制
御

生
命
科
学

物
理 機
"
化
学

（
改
組
後
）
数
理
電
子

機
械
科
学

環
境
シ
ス
テ
ム

計

H1
1

16
20

20
20

11
10

28
84

1
31

36
15

27
49

47
61

53
52

9
0

（
1）

（
4）

（
2）

（
3）

（
3）

（
12

）
（

3）
0

（
1）

0
（

2）
（

2）
（

4）
（

3）
（

8）
（

8）
（

56
）

H1
2

16
24

3
40

3
31

29
92

1
1

63
2

52
56

51
66

56
58

6
（

1）
（

2）
0

（
7）

（
1）

（
9）

（
14

）
（

1）
0

0
0

0
（

4）
（

5）
（

5）
（

9）
（

10
）

（
68

）

H1
3

22
30

41
44

29
98

1
60

1
61

53
56

79
63

63
8

（
2）

（
6）

（
9）

（
11

）
（

18
）

（
1）

0
（

1）
0

（
6）

（
11

）
（

7）
（

15
）

（
13

）
（

10
0）

H1
4

16
31

50
40

35
85

60
78

49
56

79
59

63
8

（
3）

（
4）

（
13

）
（

10
）

（
22

）
（

3）
（

3）
（

11
）

（
11

）
（

5）
（

9）
（

11
）

（
10

5）

H1
5

18
28

58
40

37
94

58
75

54
45

85
54

64
6

（
2）

0
（

13
）

（
13

）
（

18
）

（
6）

（
4）

（
11

）
（

9）
（

3）
（

8）
（

6）
（

93
）

H1
6

24
26

50
44

37
10

6
65

67
56

46
76

59
65

6
（

1）
0

（
11

）
（

15
）

（
18

）
（

7）
（

2）
（

5）
（

9）
（

7）
（

7）
（

6）
（

88
）

H1
7

21
29

57
40

38
10

8
72

69
61

58
63

57
67

3
（

1）
（

3）
（

16
）

（
15

）
（

21
）

（
5）

（
1）

（
6）

（
11

）
（

7）
（

5）
（

10
）

（
10

1）

H1
8

10
19

31
20

20
57

38
36

27
31

27
27

38
47

52
96

50
67

69
3

（
1）

（
3）

（
9）

（
8）

（
10

）
（

1）
（

1）
（

4）
（

4）
（

3）
（

4）
（

5）
（

11
）

（
8）

（
11

）
（

6）
（

2）
（

15
）（

10
6）

H1
9

1
1

1
7

2
7

3
1

2
1

73
80

94
18

8
99

12
9

68
9

0
0

（
1）

0
0

0
（

1）
（

1）
0

0
（

25
）

（
10

）
（

24
）

（
9）

（
4）

（
25

）（
10

0）

H2
0

1
2

3
69

77
99

18
6

91
13

4
66

2
0

0
0

（
25

）
（

8）
（

28
）

（
7）

（
2）

（
21

）
（

91
）

H2
1

1
1

73
78

11
3

17
2

87
13

4
65

9
0

0
（

27
）

（
9）

（
28

）
（

11
）

0
（

20
）

（
95

）

H2
2

1
76

90
12

4
17

3
10

5
12

4
69

3
0

（
21

）
（

15
）

（
26

）
（

13
）

（
1）

（
14

）
（

90
）

H2
3

1
73

11
5

11
9

21
2

11
9

13
0

76
9

0
（

19
）

（
21

）
（

28
）

（
18

）
（

4）
（

17
）（

10
7）

H2
4

1
80

11
3

11
1

21
1

11
3

14
2

77
1

0
（

29
）

（
17

）
（

23
）

（
13

）
（

3）
（

28
）（

11
3）

H2
5

83
10

3
11

1
18

8
11

0
14

4
73

9
（

30
）

（
7）

（
22

）
（

8）
（

4）
（

29
）（

10
0）

H2
6

85
11

0
10

4
20

5
10

8
13

7
74

9
（

32
）

（
7）

（
21

）
（

11
）

（
3）

（
20

）
（

94
）

H2
7

97
12

3
11

3
21

6
11

8
11

0
77

7
（

36
）

（
14

）
（

28
）

（
9）

0
（

19
）（

10
6）

H2
8

10
9

11
0

12
6

24
0

14
3

11
5

84
3

（
46

）
（

15
）

（
39

）
（

10
）

（
2）

（
27

）（
13

9）

H2
9

11
0

11
3

13
1

25
1

13
9

14
2

88
6

（
50

）
（

13
）

（
33

）
（

9）
（

5）
（

34
）（

14
4）

H3
0

11
1

13
1

13
9

25
4

15
7

14
8

94
0

（
46

）
（

15
）

（
30

）
（

8）
（

7）
（

34
）（

14
0）

H3
1

11
2

12
5

14
5

26
7

16
5

15
6

97
0

（
43

）
（

13
）

（
30

）
（

12
）

（
9）

（
36

）（
14

3）
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研
究
科

専
攻

年
度

理
工
学
（
博
士
後
期
）

政
策

（
修
士
）

物
質
科
学

生
産
情
報

生
産

環
境

生
物

環
境

生
産

科
学

情
報

数
理

環
境

制
御

理
工 学

計
政
策
科
学

H1
1

55
1

76
51

48
23

1
12

3
（

4）
（

1）
（

14
）

（
9）

（
6）

（
34

）
（

39
）

H1
2

47
72

47
40

20
6

81
（

3）
（

12
）

（
9）

（
4）

（
28

）
（

29
）

H1
3

47
87

48
49

23
1

31
（

7）
（

23
）

（
10

）
（

6）
（

46
）

（
14

）

H1
4

43
68

38
40

12
20

1
（

10
）

（
22

）
（

6）
（

5）
（

2）
（

45
）

H1
5

40
73

36
48

22
21

9
（

10
）

（
19

）
（

6）
（

7）
（

4）
（

46
）

H1
6

47
67

40
58

35
24

7
（

12
）

（
15

）
（

5）
（

9）
（

7）
（

48
）

H1
7

47
64

36
50

38
23

5
（

9）
（

10
）

（
3）

（
11

）
（

8）
（

41
）

H1
8

31
46

28
41

28
61

23
5

（
6）

（
10

）
（

2）
（

9）
（

6）
（

12
）

（
45

）

H1
9

17
32

18
16

21
12

4
22

8
（

2）
（

7）
（

1）
（

3）
（

5）
（

20
）

（
38

）

H2
0

4
14

8
9

10
17

1
21

6
0

（
4）

0
（

1）
（

3）
（

34
）

（
42

）

H2
1

2
6

2
6

5
18

9
21

0
0

（
1）

0
（

1）
（

2）
（

44
）

（
48

）

H2
2

1
2

3
4

19
0

20
0

0
0

0
（

2）
（

46
）

（
48

）

H2
3

1
2

19
4

19
7

0
（

1）
（

46
）

（
47

）

H2
4

1
1

18
8

19
0

0
0

（
39

）
（

39
）

H2
5

1
18

1
18

2
0

（
52

）
（

52
）

H2
6

17
5

17
5

（
52

）
（

52
）

H2
7

17
2

17
2

（
51

）
（

51
）

H2
8

17
4

17
4

（
45

）
（

45
）

H2
9

17
6

17
6

（
47

）
（

47
）

H3
0

19
3

19
3

（
51

）
（

51
）

H3
1

17
9

17
9

（
47

）
（

47
）
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６．入学者関係資料
学
部
入
学
者
の
出
身
地
区
別
状
況
の
推
移

年
度

全
学

教
養
学
部

教
育
学
部

合
計

埼
玉
計

東
京
計

そ
の
他
関
東
計
そ
の
他
計

計
埼
玉

東
京

そ
の
他
関
東

そ
の
他

計
埼
玉

東
京

そ
の
他
関
東

そ
の
他

H1
1

1,
68

9
39

7
19

1
41

0
69

1
16

2
34

14
33

 8
1

49
8

13
4

64
12

5
17

5

H1
2

1,
72

5
44

3
17

7
38

6
71

9
16

7
27

14
40

 8
6

50
5

16
3

55
10

4
18

3

H1
3

1,
73

5
40

7
19

0
39

1
74

7
18

3
37

19
33

 9
4

50
6

13
1

53
10

9
21

3

H1
4

1,
72

2
40

2
19

2
38

9
73

9
17

3
26

13
35

 9
9

50
3

13
5

53
10

3
21

2

H1
5

1,
69

7
40

2
20

6
37

1
71

8
16

9
27

20
34

 8
8

50
9

13
5

62
11

0
20

2

H1
6

1,
70

4
41

0
18

2
38

1
73

1
16

6
17

13
28

10
8

52
5

15
2

61
12

8
18

4

H1
7

1,
73

6
49

0
15

4
38

4
70

8
16

8
37

7
34

 9
0

51
9

19
9

47
10

7
16

6

H1
8

1,
75

1
48

0
17

6
41

3
68

2
19

0
29

19
43

 9
9

51
1

18
9

53
10

6
16

3

H1
9

1,
68

3
43

2
15

3
39

9
69

9
17

6
30

10
45

 9
1

50
0

18
1

64
11

1
14

4

H2
0

1,
71

5
43

1
17

1
36

6
74

7
17

5
28

8
35

10
4

49
7

18
4

61
 9

6
15

6

H2
1

1,
75

0
48

7
16

8
38

3
71

2
17

2
41

18
43

 7
0

48
9

19
0

51
 9

8
15

0

H2
2

1,
69

9
44

1
15

1
37

1
73

6
16

2
27

5
44

 8
6

50
1

17
4

47
10

6
17

4

H2
3

1,
71

8
46

3
16

8
33

0
75

7
16

6
39

13
33

 8
1

50
4

18
3

69
 8

5
16

7

H2
4

1,
66

9
45

0
15

5
37

9
68

5
16

7
31

11
46

 7
9

49
8

19
8

52
 9

6
15

2

H2
5

1,
68

0
45

4
18

7
36

0
67

9
17

3
40

6
33

 9
4

50
1

18
0

68
10

4
14

9

H2
6

1,
68

6
46

6
19

3
32

0
70

7
16

5
42

8
23

 9
2

49
2

18
2

65
 8

4
16

1

H2
7

1,
58

8
42

2
22

2
34

0
60

4
17

3
30

13
36

 9
4

45
2

17
4

66
 8

8
12

4

H2
8

1,
60

2
46

2
20

6
33

1
60

3
18

6
43

13
43

 8
7

44
9

15
5

51
 8

6
15

7

H2
9

1,
56

6
45

7
20

0
30

1
60

8
15

9
39

19
31

 7
0

43
9

13
2

63
 7

3
17

1

H3
0

1,
55

7
45

5
17

8
32

0
60

4
16

6
37

14
48

 6
7

38
8

15
0

52
 4

7
13

9

H3
1

1,
57

0
46

8
19

9
32

5
57

8
17

8
34

14
42

 8
8

38
6

15
0

54
 6

4
11

8
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年
度

経
済
学
部

理
学
部

工
学
部

計
埼
玉

東
京

そ
の
他
関
東

そ
の
他

計
埼
玉

東
京

そ
の
他
関
東

そ
の
他

計
埼
玉

東
京

そ
の
他
関
東

そ
の
他

H1
1

35
2

81
37

90
14

4
21

9
48

26
53

92
45

8
10

0
50

10
9

19
9

H1
2

36
4

81
45

79
15

9
21

3
42

26
55

90
47

6
13

0
37

10
8

20
1

H1
3

36
8

82
42

75
16

9
22

4
57

29
56

82
45

4
10

0
47

11
8

18
9

H1
4

38
7

94
39

82
17

2
21

3
39

27
54

93
44

6
10

8
60

11
5

16
3

H1
5

35
7

74
34

72
17

7
21

8
50

28
48

92
44

4
11

6
62

10
7

15
9

H1
6

35
9

62
32

83
18

2
21

1
58

30
48

75
44

3
12

1
46

94
18

2

H1
7

37
8

74
25

82
19

7
21

4
75

34
41

64
45

7
10

5
41

12
0

19
1

H1
8

37
3

68
23

89
19

3
21

1
63

29
45

74
46

6
13

1
52

13
0

15
3

H1
9

34
0

63
19

74
18

4
21

6
53

32
45

86
45

1
10

5
28

12
4

19
4

H2
0

35
7

58
30

69
20

0
22

6
62

31
50

83
46

0
99

41
11

6
20

4

H2
1

37
7

73
26

83
19

5
23

0
70

38
44

78
48

2
11

3
35

11
5

21
9

H2
2

35
3

71
27

70
18

5
21

8
64

29
44

81
46

5
10

5
43

10
7

21
0

H2
3

37
3

69
27

80
19

7
22

0
61

27
41

91
45

5
11

1
32

91
22

1

H2
4

34
1

61
24

86
17

0
21

1
59

23
54

75
45

2
10

1
45

97
20

9

H2
5

33
8

76
32

73
15

7
21

7
66

32
45

74
45

1
92

49
10

5
20

5

H2
6

34
8

70
40

69
16

9
21

8
68

27
49

74
46

3
10

4
53

95
21

1

H2
7

31
0

60
24

65
16

1
21

1
59

51
36

65
44

2
99

68
11

5
16

0

H2
8

31
0

65
34

65
14

6
21

2
71

48
40

53
44

5
12

8
60

97
16

0

H2
9

30
6

78
31

54
14

3
22

3
90

38
42

53
43

9
11

8
49

10
1

17
1

H3
0

30
1

73
25

56
14

7
20

7
63

36
50

58
49

5
13

2
51

11
9

19
3

H3
1

29
4

71
32

64
12

7
20

9
67

44
40

58
50

3
14

6
55

11
5

18
7
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７．卒業者・修了者の状況
卒
業
・
修
了
者
の
推
移

年
度

総
計

学
部

大
学
院
学
生

修
士（
博
士
前
期
）

計
教
学

教
育

経
済

理
工

文
理

理
工

計
文
化

政
策

人
文
社
会

教
育

経
済

理
工

理
工

H1
1

2,
20

8
1,

72
8

19
2

51
1

37
6

20
6

44
3

41
3

40
69

48
18

23
8

H1
2

2,
18

9
1,

72
5

18
5

52
9

34
7

20
1

46
3

41
7

48
45

52
20

25
2

H1
3

2,
16

4
1,

66
8

19
3

50
9

35
2

18
3

43
1

44
8

43
30

54
31

29
0

H1
4

2,
11

8
1,

62
6

18
8

46
5

34
3

20
9

42
1

44
6

44
70

37
29

5

H1
5

2,
13

3
1,

64
5

19
5

47
6

33
7

20
1

43
6

43
8

42
60

33
30

3

H1
6

2,
15

1
1,

66
1

21
1

47
9

35
9

20
0

41
2

42
1

40
58

30
29

3

H1
7

2,
15

8
1,

62
9

19
8

48
5

36
5

17
9

40
2

45
3

44
65

29
31

5

H1
8

2,
20

6
1,

68
7

19
4

50
7

36
0

21
5

41
1

43
9

46
63

26
30

4

H1
9

2,
22

8
1,

71
1

20
2

49
8

37
0

19
5

44
6

45
9

31
60

30
33

8

H2
0

2,
17

8
1,

70
1

20
8

48
4

37
2

20
4

43
3

41
7

30
54

27
30

6

H2
1

2,
16

2
1,

68
4

20
7

50
5

36
3

18
9

42
0

41
5

29
51

30
30

5

H2
2

2,
11

0
1,

65
4

21
1

48
1

34
7

19
1

42
4

39
9

34
45

29
29

1

H2
3

2,
23

1
1,

72
0

20
5

49
9

35
5

21
1

45
0

45
7

27
55

34
34

1

H2
4

2,
25

8
1,

73
1

19
7

45
4

38
1

22
1

47
8

47
6

42
56

28
35

0

H2
5

2,
19

6
1,

67
7

19
6

49
4

35
7

21
4

41
6

46
6

35
65

29
33

7

H2
6

2,
26

0
1,

74
8

19
8

47
8

37
4

20
7

49
1

46
8

37
66

24
34

1

H2
7

2,
20

7
1,

67
8

19
4

49
0

34
8

19
7

44
9

48
7

38
71

27
35

1

H2
8

2,
24

5
1,

70
4

21
2

50
6

35
5

19
6

43
5

49
1

 4
57

51
 3

37
6

H2
9

2,
21

3
1,

65
7

19
7

46
3

32
9

20
9

45
9

52
2

 2
66

48
 1

40
5

H3
0

2,
11

2
1,

60
3

19
9

45
0

30
8

19
3

45
3

50
9

56
37

 2
41

4
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年
度

大
学
院
学
生

専
攻
科
学
生

経
済
短
大
学
生

博
士
後
期

教
育

専
門
職

計
文
化

経
済

人
文
社
会

理
工

計
教
育

理
工

特
殊
教
育

H1
1

51
51

16
16

H1
2

33
33

14
14

H1
3

35
35

13
13

H1
4

37
37

 9
 9

H1
5

37
37

13
13

H1
6

55
 5

50
14

14

H1
7

72
2

10
60

 4
 4

H1
8

70
5

 6
59

10
10

H1
9

58
2

 7
49

 0

H2
0

60
1

 8
51

 0

H2
1

63
2

10
51

 0

H2
2

57
2

12
43

 0

H2
3

54
2

12
40

 0

H2
4

51
1

15
35

 0

H2
5

53
2

 9
42

 0

H2
6

44
2

 9
33

 0

H2
7

42
2

 6
34

 0

H2
8

50
1

 2
2

45
 0

H2
9

34
2

 2
6

24
22

 0

H3
0

 0
22

 0
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８．国際交流関係資料
（
1）
外
国
人
留
学
生
数
の
推
移（
全
体
）

年 　 度

合 　 計

ア
ジ

ア
大

洋
州

北
米

中
南

米

イ ン ド

イ ン ド ネ シ ア

韓 国
カ ン ボ ジ ア

シ ン ガ ポ ー ル

ス リ ラ ン カ

タ イ
台 湾
中 国
ネ パ ー ル

パ キ ス タ ン

バ ン グ ラ デ シ ュ

東 テ ィ モ ー ル

フ ィ リ ピ ン

ブ ー タ ン

ブ ル ネ イ

ベ ト ナ ム

香 港
マ カ オ

マ レ ー シ ア

ミ ャ ン マ ー （ 旧 ビ ル マ ）

モ ン ゴ ル

ラ オ ス

オ ー ス ト ラ リ ア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

バ ヌ ア ツ

パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア

カ ナ ダ

米 国
ア ル ゼ ン チ ン

ウ ル グ ア イ

エ ク ア ド ル

キ ュ ー バ

コ ス タ リ カ

コ ロ ン ビ ア

チ リ
ニ カ ラ グ ア

パ ナ マ

パ ラ グ ア イ

ブ ラ ジ ル

ベ ネ ズ エ ラ

ペ ル ー

ボ リ ビ ア

ホ ン ジ ュ ラ ス

メ キ シ コ

H1
1

38
4

4
16

59
5

6
16

10
16

1
7

2
6

17
16

1
1

20
6

12
1

7
2

1
1

3
1

3

H1
2

41
9

3
22

82
2

8
15

5
17

7
9

3
9

13
17

19
7

7
8

1
1

2
1

2
4

1
1

H1
3

40
8

3
14

87
1

6
8

10
18

6
8

4
12

8
20

18
7

4
5

2
2

1
2

H1
4

43
1

2
12

82
1

9
12

10
21

0
10

3
13

1
5

17
18

10
9

3
2

1
1

H1
5

47
7

2
12

78
1

11
14

10
23

8
8

2
18

1
3

21
22

15
8

3
1

2
1

1
1

1
1

2

H1
6

51
1

2
14

55
10

12
10

24
9

13
3

21
1

3
22

26
15

10
3

1
3

1
1

1
1

2
1

1
2

H1
7

49
2

4
13

64
12

4
9

24
9

11
3

21
5

14
29

11
7

2
1

2
2

1
1

1
1

2

H1
8

47
2

2
9

61
1

13
8

6
22

2
11

2
24

1
6

9
29

12
10

2
5

2
1

1
1

1

H1
9

49
3

2
7

63
13

14
6

23
9

10
2

23
1

4
1

11
28

13
11

2
1

6
1

1

H2
0

49
2

2
6

79
12

20
9

21
8

9
5

25
2

2
16

1
32

11
8

1
5

1
1

H2
1

49
3

2
7

80
16

17
9

22
3

7
7

33
1

10
29

9
7

6
5

1
2

H2
2

52
9

2
3

89
14

12
8

25
8

11
8

30
1

15
26

8
7

4
1

1
7

1

H2
3

53
8

4
4

73
16

14
3

29
8

15
8

24
21

26
12

6
1

2

H2
4

53
3

6
2

68
17

13
2

30
0

10
9

22
1

1
19

26
11

5
2

5

H2
5

53
9

5
69

22
15

5
28

4
10

11
24

1
1

16
25

11
5

2
8

1
1

1

H2
6

53
2

8
1

64
1

19
22

4
27

4
11

12
26

1
12

25
10

4
3

7
2

1
1

H2
7

52
7

5
2

47
1

19
11

2
28

0
13

12
35

1
12

21
11

6
3

17
1

2
1

H2
8

54
9

10
2

52
12

10
7

27
9

12
13

35
2

15
1

26
13

6
1

4
1

11
1

5

H2
9

58
0

5
3

56
9

8
11

27
5

8
13

42
3

1
18

1
30

17
7

2
4

18
1

1
3

H3
0

62
2

4
3

43
18

12
8

30
9

13
8

47
2

1
18

26
14

12
2

5
1

1
13

3
1

1
3

R 
1

63
4

5
3

54
15

6
11

32
1

13
9

44
19

24
9

16
1

2
1

1
1

19
2

3
1
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年 　 度

欧
　

州

ア イ ス ラ ン ド

ア イ ル ラ ン ド

ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン

ア ル バ ニ ア

イ タ リ ア

ウ ク ラ イ ナ

ウ ズ ベ キ ス タ ン

英 国
エ ス ト ニ ア

オ ー ス ト リ ア

オ ラ ン ダ

カ ザ フ ス タ ン

キ プ ロ ス

ギ リ シ ャ

キ ル ギ ス

ク ロ ア チ ア

ス イ ス

ス ウ ェ ー デ ン

ス ペ イ ン

ス ロ ベ ニ ア

セ ル ビ ア

タ ジ キ ス タ ン

デ ン マ ー ク

ド イ ツ

ト ル ク メ ニ ス タ ン

ノ ル ウ ェ ー

ハ ン ガ リ ー

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ブ ル ガ リ ア

ベ ラ ル ー シ

ベ ル ギ ー

ポ ー ラ ン ド

ボ ス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ

ポ ル ト ガ ル

モ ル ド バ

モ ン テ ネ グ ロ

ラ ト ビ ア

リ ト ア ニ ア

ル ー マ ニ ア

ロ シ ア

旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

H1
1

1
5

2
1

1
1

1
1

2
1

1
1

4
1

H1
2

1
1

1
2

2
1

1
1

1
2

2
1

1
3

1

H1
3

1
2

1
2

1
1

1
1

1
4

1
1

1
1

H1
4

1
2

1
1

1
1

1
4

2
1

1

H1
5

2
1

1
2

1
1

1
1

1
1

3
1

1

H1
6

2
2

1
3

1
1

1
1

2
1

1
1

H1
7

1
3

3
3

1
1

4
1

H1
8

2
3

1
2

4
1

1
4

1
3

H1
9

3
1

1
2

2
1

1
2

1
4

1
2

1

H2
0

1
1

1
2

3
1

2
3

1
1

2

H2
1

1
1

2
2

1
1

1
3

1
1

2

H2
2

1
1

1
3

1
6

2
1

1
1

2

H2
3

1
1

2
1

1

H2
4

1
3

2
1

3
1

1

H2
5

4
1

1
1

1
2

1
3

1
1

1
1

1

H2
6

2
1

2
1

1
1

3
1

1
5

1
1

1
1

1

H2
7

3
2

1
1

8
2

2
1

1

H2
8

1
6

1
4

1
2

1
2

4
2

1

H2
9

5
1

1
1

5
7

5
2

4
1

1
1

H3
0

1
2

1
3

2
2

2
2

2
7

1
1

8
2

2
1

6

R 
1

2
1

1
1

1
1

3
3

8
11

1
1

9
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年 　 度

中
　

東
ア

フ
リ

カ

ア フ ガ ニ ス タ ン

イ ス ラ エ ル

イ ラ ン

サ ウ ジ ア ラ ビ ア

シ リ ア

ト ル コ

ヨ ル ダ ン

レ バ ノ ン

ウ ガ ン ダ

エ ジ プ ト

エ チ オ ピ ア

ガ ー ナ

カ メ ル ー ン

ギ ニ ア ビ サ ウ

ケ ニ ア

ザ ン ビ ア

ジ ン バ ブ エ

ス ー ダ ン

セ ネ ガ ル

タ ン ザ ニ ア

チ ュ ニ ジ ア

ナ イ ジ ェ リ ア

南 ス ー ダ ン

モ ザ ン ビ ー ク

モ ー リ タ ニ ア

モ ロ ッ コ

リ ビ ア

H1
1

3
5

1
1

1
1

1
1

1
1

H1
2

3
1

3
2

1
1

1

H1
3

4
1

1
3

1
1

1
1

1
1

H1
4

3
1

2
1

1
2

1

H1
5

1
2

1
1

1
1

1
1

H1
6

1
1

2
1

1
1

1
2

1

H1
7

1
1

2
2

H1
8

1
1

1
1

3
2

2

H1
9

2
2

1
4

2
1

H2
0

1
1

5
2

H2
1

1
3

2

H2
2

1
1

1

H2
3

1
1

1
1

1

H2
4

1
1

H2
5

1
1

1

H2
6

1

H2
7

2
1

1

H2
8

1
2

1
1

1

H2
9

1
2

1
1

1
1

1
1

1

H3
0

2
1

1
1

1
1

1
1

R 
1

3
1

2
1

2
1

1



８．国際交流関係資料
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（
2）
外
国
人
留
学
生
数
の
推
移（
大
学
院
）

年 　 度

合 　 計

ア
ジ

ア
大

洋
州

北
米

中
南

米

イ ン ド

イ ン ド ネ シ ア

韓 国
カ ン ボ ジ ア

シ ン ガ ポ ー ル

ス リ ラ ン カ

タ イ
台 湾
中 国
ネ パ ー ル

パ キ ス タ ン

バ ン グ ラ デ シ ュ

東 テ ィ モ ー ル

フ ィ リ ピ ン

ブ ー タ ン

ブ ル ネ イ

ベ ト ナ ム

香 港
マ カ オ

マ レ ー シ ア

ミ ャ ン マ ー （ 旧 ビ ル マ ）

モ ン ゴ ル

ラ オ ス

オ ー ス ト ラ リ ア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

バ ヌ ア ツ

パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア

カ ナ ダ

米 国
ア ル ゼ ン チ ン

ウ ル グ ア イ

エ ク ア ド ル

キ ュ ー バ

コ ス タ リ カ

コ ロ ン ビ ア

チ リ
ニ カ ラ グ ア

パ ナ マ

パ ラ グ ア イ

ブ ラ ジ ル

ベ ネ ズ エ ラ

ペ ル ー

ボ リ ビ ア

ホ ン ジ ュ ラ ス

メ キ シ コ

H1
1

22
4

4
15

23
5

5
12

8
81

6
2

6
15

15
1

6
5

9
4

1
1

3
1

H1
2

22
2

3
20

35
2

6
11

4
76

8
3

9
11

13
3

6
6

5
1

1

H1
3

20
6

2
13

38
1

6
7

2
72

8
4

12
7

15
3

7
4

3
2

H1
4

19
6

2
7

26
7

2
5

85
10

3
13

4
15

4
10

2
1

H1
5

21
4

2
9

21
10

2
8

95
7

2
16

1
2

18
4

12
3

1
1

H1
6

24
9

2
12

17
9

2
8

10
6

11
3

19
1

2
19

2
14

2
1

1
1

1
2

H1
7

23
1

3
13

16
10

1
6

10
1

9
3

21
4

13
1

10
2

1
1

2

H1
8

22
4

2
9

16
11

2
5

97
10

2
23

1
5

7
4

9
3

1

H1
9

22
4

1
7

16
11

3
3

97
10

2
22

1
4

1
9

4
12

4
1

H2
0

21
6

1
5

18
11

8
5

87
8

5
25

2
2

11
3

10
3

H2
1

23
3

1
5

18
16

10
7

96
7

7
32

1
7

4
9

2
1

H2
2

23
9

1
3

20
13

7
5

11
2

11
8

30
8

6
8

2
1

H2
3

27
6

3
3

15
15

5
3

15
1

14
8

24
8

7
12

2

H2
4

27
7

5
2

16
15

6
2

16
0

9
9

21
1

1
12

6
11

1

H2
5

28
0

5
12

20
5

3
15

6
9

11
24

1
1

12
7

7
1

H2
6

28
0

8
1

6
19

7
2

15
7

11
12

26
1

8
7

9
2

H2
7

28
2

4
1

5
18

7
16

5
12

12
33

1
7

2
8

2

H2
8

30
1

8
2

7
12

6
16

5
12

13
35

2
11

1
3

12
3

1
1

H2
9

30
1

4
2

5
9

5
2

15
4

8
13

42
3

1
11

1
4

15
4

2
1

3

H3
0

33
6

3
2

5
16

5
2

17
6

12
8

47
2

1
10

4
11

10
2

1
5

1

R 
1

35
5

4
3

6
14

5
2

19
3

12
9

44
12

8
9

14
1

1
2

1
1
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第Ⅲ部 ■ 資料編

年 　 度

欧
　

州

ア イ ス ラ ン ド

ア イ ル ラ ン ド

ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン

ア ル バ ニ ア

イ タ リ ア

ウ ク ラ イ ナ

ウ ズ ベ キ ス タ ン

英 国
エ ス ト ニ ア

オ ー ス ト リ ア

オ ラ ン ダ

カ ザ フ ス タ ン

キ プ ロ ス

ギ リ シ ャ

キ ル ギ ス

ク ロ ア チ ア

ス イ ス

ス ウ ェ ー デ ン

ス ペ イ ン

ス ロ ベ ニ ア

セ ル ビ ア

タ ジ キ ス タ ン

デ ン マ ー ク

ド イ ツ

ト ル ク メ ニ ス タ ン

ノ ル ウ ェ ー

ハ ン ガ リ ー

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ブ ル ガ リ ア

ベ ラ ル ー シ

ベ ル ギ ー

ポ ー ラ ン ド

ボ ス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ

ポ ル ト ガ ル

モ ル ド バ

モ ン テ ネ グ ロ

ラ ト ビ ア

リ ト ア ニ ア

ル ー マ ニ ア

ロ シ ア

旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

H1
1

1
5

1
1

1
1

1
1

2
1

H1
2

1
1

1
1

2
1

1
1

1
1

2

H1
3

1
1

1
1

1
1

H1
4

2
1

2
1

1

H1
5

1
2

1
2

1
1

H1
6

1
2

1
2

H1
7

2
2

1
1

2

H1
8

1
2

1
1

1
1

H1
9

2
1

1
1

1
1

1

H2
0

1
1

1
1

H2
1

1
2

1
1

H2
2

1
1

H2
3

1
1

H2
4

2
1

H2
5

3
1

H2
6

2
1

H2
7

1
1

H2
8

1

H2
9

1
2

H3
0

1
1

2

R 
1

1
1

1
1

1



８．国際交流関係資料
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年 　 度

中
　

東
ア

フ
リ

カ

ア フ ガ ニ ス タ ン

イ ス ラ エ ル

イ ラ ン

サ ウ ジ ア ラ ビ ア

シ リ ア

ト ル コ

ヨ ル ダ ン

レ バ ノ ン

ウ ガ ン ダ

エ ジ プ ト

エ チ オ ピ ア

ガ ー ナ

カ メ ル ー ン

ギ ニ ア ビ サ ウ

ケ ニ ア

ザ ン ビ ア

ジ ン バ ブ エ

ス ー ダ ン

セ ネ ガ ル

タ ン ザ ニ ア

チ ュ ニ ジ ア

ナ イ ジ ェ リ ア

南 ス ー ダ ン

モ ザ ン ビ ー ク

モ ー リ タ ニ ア

モ ロ ッ コ

リ ビ ア

H1
1

3
5

1
1

1
1

1

H1
2

3
3

1
1

1
1

H1
3

4
3

1
1

1

H1
4

3
2

1
1

1
1

H1
5

1
1

1
1

1
1

1

H1
6

2
1

1
1

2
1

H1
7

1
1

2
2

H1
8

1
1

1
3

2
2

H1
9

1
1

4
1

1

H2
0

1
5

2

H2
1

3
2

H2
2

1
1

H2
3

1
1

1
1

H2
4

1
1

H2
5

1
1

H2
6

1

H2
7

2
1

H2
8

1
2

1
1

1

H2
9

1
2

1
1

1
1

1
1

H3
0

2
1

1
1

1
1

1
1

R 
1

3
1

2
1

1
1



446

第Ⅲ部 ■ 資料編

（
3）
外
国
人
留
学
生
数
の
推
移（
学
部
）

年 　 度

合 　 計

ア
ジ

ア
大

洋
州

北
米

中
南

米

イ ン ド

イ ン ド ネ シ ア

韓 国
カ ン ボ ジ ア

シ ン ガ ポ ー ル

ス リ ラ ン カ

タ イ
台 湾
中 国
ネ パ ー ル

パ キ ス タ ン

バ ン グ ラ デ シ ュ

東 テ ィ モ ー ル

フ ィ リ ピ ン

ブ ー タ ン

ブ ル ネ イ

ベ ト ナ ム

香 港
マ カ オ

マ レ ー シ ア

ミ ャ ン マ ー （ 旧 ビ ル マ ）

モ ン ゴ ル

ラ オ ス

オ ー ス ト ラ リ ア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

バ ヌ ア ツ

パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア

カ ナ ダ

米 国
ア ル ゼ ン チ ン

ウ ル グ ア イ

エ ク ア ド ル

キ ュ ー バ

コ ス タ リ カ

コ ロ ン ビ ア

チ リ
ニ カ ラ グ ア

パ ナ マ

パ ラ グ ア イ

ブ ラ ジ ル

ベ ネ ズ エ ラ

ペ ル ー

ボ リ ビ ア

ホ ン ジ ュ ラ ス

メ キ シ コ

H1
1

76
16

1
42

1
14

1
1

2

H1
2

89
1

19
1

50
1

2
15

1

H1
3

11
0

1
25

1
1

63
1

2
15

1
1

H1
4

11
7

2
28

1
1

65
1

2
14

2
1

1

H1
5

13
5

2
32

1
76

1
2

18
1

1
1

H1
6

15
0

29
89

1
1

23
3

1
1

H1
7

16
7

30
10

4
27

4
1

1

H1
8

17
1

31
10

6
1

25
5

1
1

H1
9

18
2

37
1

10
8

1
24

6
1

H2
0

17
8

1
47

1
94

1
29

5
1

H2
1

17
8

1
49

1
90

3
24

5

H2
2

17
5

52
1

88
5

20
5

H2
3

17
2

1
51

1
88

7
19

4

H2
4

16
2

47
1

85
6

20
3

H2
5

15
9

51
1

81
4

18
3

1

H2
6

15
9

54
1

1
76

4
18

2
1

1

H2
7

14
1

38
1

73
3

19
3

1
1

H2
8

14
7

40
1

73
3

23
1

2
1

1

H2
9

14
9

44
1

71
3

26
1

1

H3
0

14
5

1
35

1
74

5
22

1
1

R 
1

15
5

1
43

3
80

5
16

1
1



８．国際交流関係資料
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年 　 度

欧
　

州

ア イ ス ラ ン ド

ア イ ル ラ ン ド

ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン

ア ル バ ニ ア

イ タ リ ア

ウ ク ラ イ ナ

ウ ズ ベ キ ス タ ン

英 国
エ ス ト ニ ア

オ ー ス ト リ ア

オ ラ ン ダ

カ ザ フ ス タ ン

キ プ ロ ス

ギ リ シ ャ

キ ル ギ ス

ク ロ ア チ ア

ス イ ス

ス ウ ェ ー デ ン

ス ペ イ ン

ス ロ ベ ニ ア

セ ル ビ ア

タ ジ キ ス タ ン

デ ン マ ー ク

ド イ ツ

ト ル ク メ ニ ス タ ン

ノ ル ウ ェ ー

ハ ン ガ リ ー

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ブ ル ガ リ ア

ベ ラ ル ー シ

ベ ル ギ ー

ポ ー ラ ン ド

ボ ス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ

ポ ル ト ガ ル

モ ル ド バ

モ ン テ ネ グ ロ

ラ ト ビ ア

リ ト ア ニ ア

ル ー マ ニ ア

ロ シ ア

旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

H1
1

1
1

H1
2

1
1

H1
3

1
1

H1
4

1

H1
5

1

H1
6

1

H1
7

H1
8

H1
9

1
2

H2
0

1
1

2

H2
1

1
1

2

H2
2

1
1

2

H2
3

1

H2
4

H2
5

H2
6

1

H2
7

2

H2
8

2

H2
9

2

H3
0

2
2

1

R 
1

3
1

1



448

第Ⅲ部 ■ 資料編

年 　 度

中
　

東
ア

フ
リ

カ

ア フ ガ ニ ス タ ン

イ ス ラ エ ル

イ ラ ン

サ ウ ジ ア ラ ビ ア

シ リ ア

ト ル コ

ヨ ル ダ ン

レ バ ノ ン

ウ ガ ン ダ

エ ジ プ ト

エ チ オ ピ ア

ガ ー ナ

カ メ ル ー ン

ギ ニ ア ビ サ ウ

ケ ニ ア

ザ ン ビ ア

ジ ン バ ブ エ

ス ー ダ ン

セ ネ ガ ル

タ ン ザ ニ ア

チ ュ ニ ジ ア

ナ イ ジ ェ リ ア

南 ス ー ダ ン

モ ザ ン ビ ー ク

モ ー リ タ ニ ア

モ ロ ッ コ

リ ビ ア

H1
1

H1
2

H1
3

1

H1
4

1

H1
5

1

H1
6

1

H1
7

H1
8

1

H1
9

1

H2
0

1

H2
1

1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

R 
1



８．国際交流関係資料

 449

（
4）
外
国
人
留
学
生
数
の
推
移（
研
究
生
等
）

年 　 度

合 　 計

ア
ジ

ア
大

洋
州

北
米

中
南

米

イ ン ド

イ ン ド ネ シ ア

韓 国
カ ン ボ ジ ア

シ ン ガ ポ ー ル

ス リ ラ ン カ

タ イ
台 湾
中 国
ネ パ ー ル

パ キ ス タ ン

バ ン グ ラ デ シ ュ

東 テ ィ モ ー ル

フ ィ リ ピ ン

ブ ー タ ン

ブ ル ネ イ

ベ ト ナ ム

香 港
マ カ オ

マ レ ー シ ア

ミ ャ ン マ ー （ 旧 ビ ル マ ）

モ ン ゴ ル

ラ オ ス

オ ー ス ト ラ リ ア

ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド

バ ヌ ア ツ

パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア

カ ナ ダ

米 国
ア ル ゼ ン チ ン

ウ ル グ ア イ

エ ク ア ド ル

キ ュ ー バ

コ ス タ リ カ

コ ロ ン ビ ア

チ リ
ニ カ ラ グ ア

パ ナ マ

パ ラ グ ア イ

ブ ラ ジ ル

ベ ネ ズ エ ラ

ペ ル ー

ボ リ ビ ア

ホ ン ジ ュ ラ ス

メ キ シ コ

H1
1

87
1

20
1

3
2

38
2

1
1

1
2

3
2

1

H1
2

11
4

1
28

2
3

1
51

2
2

1
1

1
3

1
1

1
1

2
3

1

H1
3

10
6

1
24

7
51

3
1

2
1

1

H1
4

12
6

3
28

1
2

9
4

60
1

5
2

2

H1
5

13
7

1
25

1
1

11
2

67
1

2
1

3
4

2
1

2
1

1
1

1

H1
6

11
2

2
9

1
10

2
54

2
2

2
1

1
5

2
3

1
1

1
1

H1
7

94
1

18
2

3
3

44
2

1
1

1
1

1
2

1
2

1
1

H1
8

77
14

1
2

6
1

19
1

1
2

3
2

2
5

1
1

1

H1
9

87
1

10
2

11
2

34
2

1
1

2
1

6

H2
0

92
1

14
1

12
3

37
1

4
1

1
1

5
1

H2
1

82
1

1
13

7
1

37
1

1
5

5
1

2

H2
2

11
5

1
17

1
5

2
58

1
2

3
1

1
7

1

H2
3

90
1

7
1

8
59

1
6

1
2

H2
4

89
1

5
2

6
55

1
1

1
0

1
2

5

H2
5

10
0

6
2

9
2

47
1

4
1

2
8

1
1

H2
6

93
4

14
2

41
1

3
6

2
1

H2
7

10
4

1
1

4
1

4
2

42
1

2
2

3
1

3
16

2
1

H2
8

10
1

2
5

4
6

41
1

1
3

1
10

5

H2
9

13
0

1
1

7
3

8
50

4
2

2
3

14
1

1
3

H3
0

14
1

1
3

2
7

5
59

1
3

3
2

5
1

7
1

1
1

3

R 
1

12
4

5
1

1
6

48
1

2
2

2
1

17
1

1
1
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年 　 度

欧
　

州

ア イ ス ラ ン ド

ア イ ル ラ ン ド

ア ゼ ル バ イ ジ ャ ン

ア ル バ ニ ア

イ タ リ ア

ウ ク ラ イ ナ

ウ ズ ベ キ ス タ ン

英 国
エ ス ト ニ ア

オ ー ス ト リ ア

オ ラ ン ダ

カ ザ フ ス タ ン

キ プ ロ ス

ギ リ シ ャ

キ ル ギ ス

ク ロ ア チ ア

ス イ ス

ス ウ ェ ー デ ン

ス ペ イ ン

ス ロ ベ ニ ア

セ ル ビ ア

タ ジ キ ス タ ン

デ ン マ ー ク

ド イ ツ

ト ル ク メ ニ ス タ ン

ノ ル ウ ェ ー

ハ ン ガ リ ー

フ ィ ン ラ ン ド

フ ラ ン ス

ブ ル ガ リ ア

ベ ラ ル ー シ

ベ ル ギ ー

ポ ー ラ ン ド

ボ ス ニ ア ・ ヘ ル ツ ェ ゴ ビ ナ

ポ ル ト ガ ル

モ ル ド バ

モ ン テ ネ グ ロ

ラ ト ビ ア

リ ト ア ニ ア

ル ー マ ニ ア

ロ シ ア

旧 ユ ー ゴ ス ラ ビ ア

H1
1

1
1

1
1

1
1

H1
2

1
1

1
1

1
1

H1
3

2
1

1
1

1
3

1
1

H1
4

1
1

1
1

1
3

H1
5

1
1

1
1

1
1

1
1

H1
6

1
1

3
1

1
1

1
1

H1
7

1
1

1
3

2
1

H1
8

1
1

1
2

4
3

1
2

H1
9

1
1

2
1

1
1

1
3

H2
0

1
1

2
2

1
1

2

H2
1

1
2

1
1

2

H2
2

1
1

1
3

1
5

1
1

H2
3

1
1

1

H2
4

1
1

2
1

3
1

H2
5

1
1

1
1

1
2

1
3

1
1

1
1

H2
6

2
1

1
1

1
3

1
1

5
1

1
1

H2
7

3
1

1
1

8
1

1
1

H2
8

1
5

1
4

1
2

1
2

4
1

H2
9

4
1

1
1

5
7

3
4

1
1

1

H3
0

1
1

1
2

2
2

2
2

2
7

1
1

4
2

1
5

R 
1

1
1

1
1

1
2

3
8

7
1

7
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年 　 度

中
　

東
ア

フ
リ

カ

ア フ ガ ニ ス タ ン

イ ス ラ エ ル

イ ラ ン

サ ウ ジ ア ラ ビ ア

シ リ ア

ト ル コ

ヨ ル ダ ン

レ バ ノ ン

ウ ガ ン ダ

エ ジ プ ト

エ チ オ ピ ア

ガ ー ナ

カ メ ル ー ン

ギ ニ ア ビ サ ウ

ケ ニ ア

ザ ン ビ ア

ジ ン バ ブ エ

ス ー ダ ン

セ ネ ガ ル

タ ン ザ ニ ア

チ ュ ニ ジ ア

ナ イ ジ ェ リ ア

南 ス ー ダ ン

モ ザ ン ビ ー ク

モ ー リ タ ニ ア

モ ロ ッ コ

リ ビ ア

H1
1

1
1

1

H1
2

1
1

H1
3

1
1

1
1

H1
4

1

H1
5

1

H1
6

1
1

H1
7

H1
8

H1
9

1
1

1

H2
0

H2
1

H2
2

1

H2
3

1

H2
4

H2
5

1

H2
6

H2
7

1

H2
8

H2
9

1

H3
0

R 
1

2
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（
5）
大
学
間
交
流
協
定
一
覧
�

（
20

19
.7

.3
1

現
在

）

N
o

大
学

名
国

・
地

域
名

締
結

年
月

日

1
西

オ
レ

ゴ
ン

大
学

米
国

19
90

/0
3/

22
2

大
連

理
工

大
学

中
国

19
91

/0
6/

03
3

ボ
ー

リ
ン

グ
・

グ
リ

ー
ン

州
立

大
学

米
国

19
92

/1
2/

15
4

モ
ナ

シ
ュ

大
学

オ
ー

ス
ト

ラ
リ

ア
20

00
/0

8/
21

5
モ

ラ
ト

ゥ
ワ

大
学

ス
リ

ラ
ン

カ
20

01
/0

1/
05

6
タ

マ
サ

ー
ト

大
学

タ
イ

20
02

/0
1/

28
7

ブ
ラ

ン
デ

ン
ブ

ル
ク

工
科

大
学

コ
ト

ブ
ス

- ゼ
ン

フ
テ

ン
ベ

ル
ク

ド
イ

ツ
20

02
/0

3/
28

8
チ

ュ
ラ

ー
ロ

ン
コ

ー
ン

大
学

タ
イ

20
02

/0
5/

21
9

エ
ス

リ
ン

ゲ
ン

工
科

大
学

ド
イ

ツ
20

02
/0

7/
01

10
ト

リ
ブ

バ
ン

大
学

ネ
パ

ー
ル

20
02

/0
7/

10
11

ロ
ー

レ
ン

シ
ア

ン
大

学
カ

ナ
ダ

20
03

/0
6/

01
12

高
麗

大
学

校
韓

国
20

04
/0

2/
23

13
済

南
大

学
中

国
20

04
/1

2/
14

14
ミ

ド
ル

テ
ネ

シ
ー

州
立

大
学

米
国

20
05

/0
4/

25
15

ベ
オ

グ
ラ

ー
ド

大
学

セ
ル

ビ
ア

20
05

/0
9/

19
16

国
立

台
南

大
学

台
湾

20
05

/1
2/

04
17

西
安

交
通

大
学

中
国

20
06

/0
7/

02
18

ワ
イ

オ
ミ

ン
グ

大
学

米
国

20
07

/1
0/

22
19

中
国

人
民

大
学

中
国

20
08

/0
4/

30
20

蘭
州

大
学

中
国

20
08

/1
1/

14
21

高
等

師
範

学
校

イ
タ

リ
ア

20
09

/0
4/

21
22

国
立

ア
テ

ネ
工

科
大

学
ギ

リ
シ

ャ
20

09
/0

4/
28

23
ア

ー
カ

ン
ソ

ー
州

立
大

学
ジ

ョ
ー

ン
ズ

ボ
ロ

校
米

国
20

09
/0

4/
30

24
ア

リ
ゾ

ナ
大

学
米

国
20

09
/0

5/
12

25
ル

フ
ナ

大
学

ス
リ

ラ
ン

カ
20

09
/0

5/
25

26
ポ

ー
ル

・
サ

バ
チ

エ
大

学
フ

ラ
ン

ス
20

09
/0

6/
04

27
東

北
師

範
大

学
中

国
20

09
/0

9/
10

28
ペ

ラ
デ

ニ
ヤ

大
学

ス
リ

ラ
ン

カ
20

09
/1

0/
21

29
ネ

ブ
ラ

ス
カ

大
学

カ
ー

ニ
ー

校
米

国
20

09
/1

1/
13

30
モ

ン
ゴ

ル
科

学
技

術
大

学
モ

ン
ゴ

ル
20

11
/0

1/
18

31
セ

ン
ト

イ
バ

ン
リ

ル
ス

キ
鉱

山
・

地
質

大
学

ブ
ル

ガ
リ

ア
20

11
/0

3/
11

32
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

工
科

大
学

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
20

11
/0

3/
30

N
o

大
学

名
国

・
地

域
名

締
結

年
月

日

33
シ

ド
ニ

ー
工

科
大

学
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

20
11

/1
1/

18
34

モ
ス

ク
ワ

工
科

大
学

　
　

ロ
シ

ア
20

11
/1

2/
02

35
ア

ル
フ

ァ
ラ

ビ
　

カ
ザ

フ
国

立
大

学
カ

ザ
フ

ス
タ

ン
20

12
/0

3/
16

36
カ

ザ
ン

連
邦

大
学

ロ
シ

ア
20

12
/0

9/
01

37
モ

ン
ゴ

ル
国

立
大

学
モ

ン
ゴ

ル
20

13
/0

1/
30

38
東

国
大

学
校

韓
国

20
13

/0
3/

06
39

ア
ラ

バ
マ

大
学

ハ
ン

ツ
ビ

ル
校

米
国

20
13

/0
3/

18
40

ブ
ダ

ペ
ス

ト
工

科
経

済
大

学
ハ

ン
ガ

リ
ー

20
13

/0
5/

09
41

ニ
ュ

ー
ハ

ン
プ

シ
ャ

ー
大

学
米

国
20

13
/0

6/
11

42
ガ

ジ
ャ

マ
ダ

大
学

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

20
13

/0
6/

24
43

マ
サ

チ
ュ

ー
セ

ッ
ツ

大
学

ボ
ス

ト
ン

校
米

国
20

13
/0

7/
15

44
ネ

ブ
ラ

ス
カ

大
学

オ
マ

ハ
校

米
国

20
13

/1
0/

17
45

ヤ
ン

ゴ
ン

工
科

大
学

ミ
ャ

ン
マ

ー
20

13
/1

0/
23

46
ハ

ン
ブ

ル
ク

大
学

ド
イ

ツ
20

13
/1

1/
18

47
南

京
信

息
工

程
大

学
中

国
20

13
/1

1/
29

48
ミ

ュ
ン

ヘ
ン

大
学

ド
イ

ツ
20

13
/1

2/
10

49
ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州

立
大

学
ス

ト
ー

ニ
ー

ブ
ル

ッ
ク

校
米

国
20

14
/0

1/
28

50
マ

レ
ー

シ
ア

科
学

大
学

マ
レ

ー
シ

ア
20

14
/0

3/
03

51
パ

リ
第

７
大

学
(パ

リ
・

デ
ィ

ド
ロ

)
フ

ラ
ン

ス
20

14
/0

3/
11

52
セ

ン
ト

ラ
ル

・
フ

ロ
リ

ダ
大

学
米

国
20

14
/0

4/
18

53
バ

ル
セ

ロ
ナ

自
治

大
学

ス
ペ

イ
ン

20
14

/0
5/

12
54

HZ
応

用
科

学
大

学
オ

ラ
ン

ダ
20

14
/0

6/
16

55
開

南
大

学
台

湾
20

14
/0

7/
18

56
ノ

ヴ
ォ

シ
ビ

ル
ス

ク
国

立
大

学
ロ

シ
ア

20
14

/0
7/

22
57

グ
リ

フ
ィ

ス
大

学
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

20
14

/0
7/

28
58

フ
ィ

リ
ピ

ン
大

学
ロ

ス
バ

ニ
ョ

ス
校

フ
ィ

リ
ピ

ン
20

14
/0

8/
06

59
ノ

バ
ゴ

リ
ツ

ァ
大

学
ス

ロ
ベ

ニ
ア

20
14

/0
8/

12
60

メ
キ

シ
コ

州
立

自
治

大
学

 
メ

キ
シ

コ
20

14
/0

9/
03

61
ヤ

ン
ゴ

ン
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
ー

大
学

ミ
ャ

ン
マ

ー
20

14
/0

9/
29

62
ラ

イ
ン

ワ
ー

ル
応

用
科

学
大

学
ド

イ
ツ

20
14

/0
9/

30
63

メ
キ

シ
コ

国
立

自
治

大
学

 
メ

キ
シ

コ
20

14
/1

0/
17

64
ホ

ー
チ

ミ
ン

市
経

済
大

学
ベ

ト
ナ

ム
20

14
/1

0/
28
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N
o

大
学

名
国

・
地

域
名

締
結

年
月

日

65
リ

ー
ル

政
治

学
院

フ
ラ

ン
ス

20
14

/1
2/

25
66

ハ
リ

ッ
チ

大
学

ト
ル

コ
20

14
/1

2/
25

67
ト

ウ
ェ

ン
テ

大
学

 
オ

ラ
ン

ダ
20

15
/0

1/
22

 
68

マ
ラ

ガ
大

学
ス

ペ
イ

ン
20

15
/0

3/
10

69
ミ

ャ
ン

マ
ー

海
事

大
学

ミ
ャ

ン
マ

ー
20

15
/0

4/
22

70
釜

山
大

学
校

韓
国

20
15

/0
6/

17
71

ホ
ー

エ
ン

ハ
イ

ム
大

学
ド

イ
ツ

20
15

/0
6/

24
72

ラ
ジ

シ
ャ

ヒ
大

学
バ

ン
グ

ラ
デ

シ
ュ

20
15

/0
7/

01
73

オ
ハ

イ
オ

・
ド

ミ
ニ

カ
ン

大
学

米
国

20
15

/0
7/

28
74

サ
ン

カ
ル

ロ
ス

連
邦

大
学

ブ
ラ

ジ
ル

20
15

/0
7/

31
75

世
新

大
学

台
湾

20
15

/1
0/

01
76

国
民

経
済

大
学

　
ベ

ト
ナ

ム
20

15
/1

0/
08

77
リ

ー
ル

第
1

大
学

フ
ラ

ン
ス

20
15

/1
0/

13
78

王
立

プ
ノ

ン
ペ

ン
大

学
カ

ン
ボ

ジ
ア

20
15

/1
0/

22
79

ト
ー

マ
ス

・
バ

タ
大

学
チ

ェ
コ

20
15

/1
1/

05
80

エ
セ

ー
ニ

ン
記

念
リ

ャ
ザ

ン
国

立
大

学
ロ

シ
ア

20
15

/1
1/

20
81

オ
ス

ロ
大

学
ノ

ル
ウ

ェ
ー

20
15

/1
1/

22
82

オ
ー

ボ
・

ア
カ

デ
ミ

ー
大

学
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
20

15
/1

2/
02

83
ア

ル
タ

イ
国

立
大

学
ロ

シ
ア

20
15

/1
2/

08
84

ロ
バ

チ
ェ

フ
ス

キ
ー

大
学

ロ
シ

ア
20

16
/0

1/
27

85
プ

レ
ハ

ー
ノ

フ
記

念
ロ

シ
ア

経
済

大
学

ロ
シ

ア
20

16
/0

3/
24

86
ヤ

ン
ゴ

ン
経

済
大

学
ミ

ャ
ン

マ
ー

20
16

/0
5/

14
87

マ
レ

ー
シ

ア
国

民
大

学
マ

レ
ー

シ
ア

20
16

/0
7/

13
88

ワ
ル

シ
ャ

ワ
大

学
ポ

ー
ラ

ン
ド

20
16

/0
8/

02
89

ウ
ル

ム
大

学
ド

イ
ツ

20
16

/0
8/

16
90

テ
ィ

ラ
ク

・
マ

ハ
ラ

シ
ュ

ト
ラ

大
学

イ
ン

ド
20

16
/0

8/
22

91
ラ

オ
ス

国
立

大
学

ラ
オ

ス
20

16
/1

0/
12

92
パ

ン
ジ

ャ
ブ

大
学

イ
ン

ド
20

16
/1

1/
09

93
ロ

ー
レ

ア
応

用
科

学
大

学
フ

ィ
ン

ラ
ン

ド
20

16
/1

1/
21

94
ラ

ン
ス

大
学

シ
ャ

ン
パ

ー
ニ

ュ
ア

ル
デ

ン
ヌ

校
フ

ラ
ン

ス
20

16
/1

1/
21

95
サ

ラ
ゴ

サ
大

学
ス

ペ
イ

ン
20

16
/1

2/
19

96
サ

ン
クト

ペ
テ

ル
ブ

ル
ク

国
立

情
報

科
学

力
学

光
学

研
究

大
学

 (I
TM

O
)

ロ
シ

ア
20

17
/0

4/
25

97
ビ

ヤ
ニ

カ
レ

ッ
ジ

グ
ル

ー
プ

イ
ン

ド
20

17
/0

5/
17

N
o

大
学

名
国

・
地

域
名

締
結

年
月

日

98
バ

ナ
ス

タ
リ

大
学

イ
ン

ド
20

17
/0

6/
04

99
サ

ン
ク

ト
ペ

テ
ル

ブ
ル

ク
国

立
大

学
ロ

シ
ア

20
17

/0
6/

06
10

0
ヒ

ン
ド

ゥ
ス

タ
ン

大
学

イ
ン

ド
20

17
/0

6/
17

10
1

ロ
シ

ア
民

族
友

好
大

学
ロ

シ
ア

20
17

/0
6/

23
10

2
ヴ

ェ
ロ

ー
ル

工
科

大
学

イ
ン

ド
20

17
/0

6/
29

10
3

パ
ヤ

オ
大

学
タ

イ
20

17
/0

7/
26

10
4

サ
ウ

ス
ウ

エ
ス

ト
国

立
大

学
ロ

シ
ア

20
17

/0
8/

18
10

5
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

州
立

工
科

大
学

ポ
モ

ナ
校

米
国

20
17

/0
8/

24
10

6
モ

ハ
メ

ッ
ド

5
世

大
学

モ
ロ

ッ
コ

20
17

/1
0/

31
10

7
ヤ

ン
ゴ

ン
情

報
技

術
大

学
ミ

ャ
ン

マ
ー

20
18

/0
2/

23
10

8
棗

荘
大

学
中

国
20

18
/0

4/
02

10
9

国
立

中
興

大
学

台
湾

20
18

/0
6/

12
11

0
エ

ク
ス

タ
ル

ナ
ド

大
学

コ
ロ

ン
ビ

ア
20

18
/0

6/
26

11
1

コ
ン

ラ
ド

・
ロ

レ
ン

ツ
大

学
コ

ロ
ン

ビ
ア

20
18

/0
7/

10
11

2
サ

バ
ナ

大
学

コ
ロ

ン
ビ

ア
20

18
/0

7/
23

11
3

高
苑

科
技

大
学

台
湾

20
18

/0
8/

01
11

4
ラ

ホ
ー

ル
工

科
大

学
パ

キ
ス

タ
ン

20
18

/0
9/

11
11

5
広

東
外

語
外

貿
大

学
中

国
20

19
/0

3/
19

11
6

イ
ン

ド
工

科
大

学
ル

ー
ル

キ
ー

校
イ

ン
ド

20
19

/0
6/

06
11

7
ポ

ー
ト

ラ
ン

ド
州

立
大

学
米

国
20

19
/0

6/
17

11
8

ア
ゼ

ル
バ

イ
ジ

ャ
ン

国
立

科
学

ア
カ

デ
ミ

ー
法

と
人

権
研

究
所

ア
ゼ

ル
バ

イ
ジ

ャ
ン

20
19

/0
7/

09
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（
6）
部
局
間
交
流
協
定
一
覧
�

（
20

19
.7

.3
1

現
在

）

N
o

部
局

名
（

協
定

先
）

国
・

地
域

名
締

結
年

月
日

部
局

名
（

本
学

）

1
チ

ュ
ラ

ー
ロ

ン
コ

ー
ン

大
学

  経
済

学
部

タ
イ

19
97

/1
2/

01
経

済
学

部
2

サ
ン

・
ア

ン
ド

レ
ス

大
学

  理
学

部
ボ

リ
ビ

ア
20

02
/0

9/
12

理
工

学
研

究
科

3
北

京
日

本
学

研
究

セ
ン

タ
ー

中
国

20
03

/0
5/

07
文

化
科

学
研

究
科

4
イ

エ
ナ

・フ
リ

ー
ド

リ
ッ

ヒ・
シ

ラ
ー

大
学

  化
学

・
地

質
学

部
ド

イ
ツ

20
05

/0
1/

11
理

工
学

研
究

科
5

ハ
ワ

イ
大

学
マ

ノ
ア

校
  工

学
部

米
国

20
05

/0
5/

20
工

学
部

6
イ

リ
ノ

イ
大

学
ス

プ
リ

ン
グ

フ
ィ

ー
ル

ド
校

米
国

20
05

/1
1/

01
教

養
学

部
7

ノ
ー

ス
カ

ロ
ラ

イ
ナ

大
学

ア
シ

ュ
ビ

ル
校

米
国

20
06

/0
7/

07
教

養
学

部
8

ベ
ト

ナ
ム

国
立

建
設

大
学

ベ
ト

ナ
ム

20
06

/1
1/

20
理

工
学

研
究

科
9

コ
ン

ケ
ー

ン
大

学
  工

学
部

タ
イ

20
07

/0
8/

09
理

工
学

研
究

科
10

東
亜

細
亜

文
化

財
研

究
院

韓
国

20
08

/0
5/

15
文

化
科

学
研

究
科

11
東

呉
大

学
  商

学
院

台
湾

20
09

/0
3/

02
経

済
学

部
12

上
海

大
学

  機
械

工
学

・
自

動
化

学
院

中
国

20
10

/0
1/

11
理

工
学

研
究

科
13

マ
ン

チ
ェ

ス
タ

ー
大

学
  人

文
学

部
英

国
20

10
/0

2/
02

教
養

、経
済

、教
育

学
部

14
北

京
師

範
大

学
  外

国
語

言
文

学
学

院
中

国
20

11
/0

3/
11

教
養

学
部

15
マ

レ
ー

シ
ア

工
科

大
学

マ
レ

ー
シ

ア
20

12
/0

9/
07

理
工

学
研

究
科

16
ト

リ
ノ

大
学

  外
国

語
・

外
国

文
学

・
近

代
文

化
部

門
イ

タ
リ

ア
20

13
/0

4/
05

教
養

学
部

17
北

京
理

工
大

学
  外

国
語

学
院

中
国

20
13

/0
4/

18
教

養
学

部
18

国
立

交
通

大
学

  理
学

院
台

湾
20

13
/1

2/
20

理
工

学
研

究
科

19
タ

ラ
ス・

シ
ェ

フ
チ

ェ
ン

コ
記

念
国

立
キ

エ
フ

大
学

  言
語

学
院

ウ
ク

ラ
イ

ナ
20

14
/0

3/
31

教
養

学
部

20
ヤ

ン
ゴ

ン
第

１
医

科
大

学
ミ

ャ
ン

マ
ー

20
14

/0
4/

23
理

工
学

研
究

科
21

ト
リ

ノ
大

学
  人

文
学

科
イ

タ
リ

ア
20

14
/0

4/
30

教
養

学
部

22
ロ

シ
ア

科
学

ア
カ

デ
ミ

ー
  レ

ベ
デ

フ
物

理
学

研
究

所
ロ

シ
ア

20
14

/0
9/

24
理

工
学

研
究

科
23

ベ
ト

ナ
ム

農
業

学
院

ベ
ト

ナ
ム

20
14

/0
9/

30
理

工
学

研
究

科
24

サ
ル

ジ
ャ

ナ
ウ

ィ
ヤ

タ
・

タ
マ

ン
シ

ス
ワ

大
学

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

20
14

/1
0/

29
理

工
学

研
究

科
25

チ
ェ

ン
マ

イ
大

学
  医

学
部

タ
イ

20
15

/0
1/

14
理

工
学

研
究

科
26

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

  原
子

核
研

究
所

カ
ザ

フ
ス

タ
ン

20
15

/0
1/

22
理

工
学

研
究

科
27

西
ス

イ
ス

応
用

科
学

大
学

  ジ
ュ

ネ
ーブ

ビ
ジ

ネ
ス

ス
ク

ー
ル

 
ス

イ
ス

20
15

/0
1/

26
経

済
学

部
28

テ
キ

サ
ス

A
＆

M
大

学
　

工
学

部
米

国
20

15
/0

1/
28

理
工

学
研

究
科

29
ワ

イ
カ

ト
大

学
　

ワ
イ

カ
ト

･マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
･ス

ク
ー

ル
ニュ

ージ
ー

ラン
ド

20
15

/0
1/

30
経

済
学

部

N
o

部
局

名
（

協
定

先
）

国
・

地
域

名
締

結
年

月
日

部
局

名
（

本
学

）

30
ア

ジ
ュ

大
学

  医
学

部
韓

国
20

15
/0

2/
11

理
工

学
研

究
科

31
VI

A
大

学
  教

育
・

社
会

学
部

デ
ン

マ
ー

ク
20

15
/0

2/
15

教
育

学
部

32
国

立
政

治
大

学
  国

際
事

務
学

院
台

湾
20

15
/0

3/
30

文化
科学

研究
科･

教養
学部

33
国

立
成

功
大

学
  生

物
科

学
与

科
技

学
院

台
湾

20
15

/0
4/

24
理

工
学

研
究

科
34

中
央

大
学

校
  人

文
学

部
・

社
会

学
部

韓
国

20
15

/0
7/

23
教

養
学

部
35

ト
リ

ノ
大

学
  理

学
部

　
イ

タ
リ

ア
20

15
/0

9/
18

理
工

学
研

究
科

36
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

  ロ
サ

ン
ゼ

ル
ス

校
　

化
学

・
生

化
学

部
米

国
20

15
/0

9/
30

理
工

学
研

究
科

37
香

港
中

文
大

学
  医

学
部

生
物

医
学

学
院

香
港

20
16

/0
3/

22
理

工
学

研
究

科
38

モン
クッ

ト王
工科

大
学ト

ンブ
リ校

生物
資

源
バイ

オテ
クノ

ロジ
ー学

部
タ

イ
20

16
/0

3/
22

理
工

学
研

究
科

39
カ

リ
フ

ォ
ル

ニ
ア

大
学

リ
バ

ー
サ

イ
ド

校
  工

学
部

米
国

20
16

/0
6/

30
理

工
学

研
究

科
40

ロ
シ

ア
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

  ゼ
リ

ン
ス

キ
ー

有
機

化
学

研
究

所
ロ

シ
ア

20
16

/0
7/

20
理

工
学

研
究

科
41

ハ
ン

ガ
リ

ー
科

学
ア

カ
デ

ミ
ー

  自
然

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

ハ
ン

ガ
リ

ー
20

17
/3

/1
6

理
工

学
研

究
科

42
国

立
ナ

ノ
科

学
技

術
研

究
所

イ
ン

ド
20

17
/6

/2
7

理
工

学
研

究
科

43
イ

ン
ド

工
科

大
学

ロ
ー

パ
ー

校
イ

ン
ド

20
17

/0
6/

27
理

工
学

研
究

科
44

イ
ン

ド
国

立
科

学
教

育
研

究
機

構
イ

ン
ド

20
17

/0
7/

31
理

工
学

研
究

科
45

デ・
ラ・

サー
ル大

学マ
ニラ

校 
教

育学
部

附属
  言

語・
生

涯学
習セ

ンタ
ー

フ
ィ

リ
ピ

ン
20

17
/0

8/
02

人文
社会

科学
研究

科
46

ア
ー

カ
ン

ソ
ー

医
科

大
学

米
国

20
17

/0
9/

05
理

工
学

研
究

科
47

山
西

農
業

大
学

  資
源

環
境

学
院

中
国

20
17

/1
0/

24
理

工
学

研
究

科
48

山
西

農
業

大
学

  食
品

科
学

院
中

国
20

17
/1

0/
24

理
工

学
研

究
科

49
ラ

ジ
シ

ャ
ヒ

工
科

大
学

バ
ン

グ
ラ

デ
シ

ュ
20

17
/1

2/
27

理
工

学
研

究
科

50
オ

ル
バ

ニ
ー

薬
科

大
学

  薬
学

研
究

所
米

国
20

18
/0

2/
15

理
工

学
研

究
科

51
江

西
師

範
大

学
  美

術
学

院
中

国
20

18
/0

4/
17

教
育

学
部

52
セ

ン
メ

ル
ワ

イ
ス

大
学

  生
物

物
理

学
・

放
射

生
物

学
科

ハ
ン

ガ
リ

ー
20

18
/0

5/
15

理
工

学
研

究
科

53
国

立
台

湾
大

学
  生

物
資

源
農

学
部

台
湾

20
18

/1
2/

12
理

工
学

研
究

科
54

ハ
ノ

イ
工

科
大

学
  環

境
理

工
学

研
究

科
ベ

ト
ナ

ム
20

19
/0

6/
26

理
工

学
研

究
科

55
コ

ロ
ン

ボ
大

学
  技

術
学

部
ス

リ
ラ

ン
カ

20
19

/0
7/

29
理

工
学

研
究

科
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９．法人化以降の財政状況

（経常費用）� （単位：千円）

教育経費 研究経費 教育研究支援
経費 人件費 受託研究費等 一般管理費 財務費用 雑損 計

H16 1,070,418 797,284 274,683 9,314,763 236,413 481,884 4,749 0 12,180,196

H17 1,307,563 805,825 330,199 9,039,128 276,356 499,711 2,135 0 12,260,918

H18 1,543,667 741,008 358,311 9,619,741 311,326 569,641 1,143 830 13,145,670

H19 1,666,233 778,876 362,954 9,059,186 328,920 647,313 14,615 23 12,858,123

H20 1,512,473 782,596 363,582 8,869,352 418,329 659,289 11,661 282 12,617,567

H21 1,566,076 829,385 405,143 8,857,153 462,773 596,524 8,498 0 12,725,555

H22 1,654,477 820,294 452,698 8,464,859 540,779 506,158 6,188 0 12,445,455

H23 1,651,068 851,923 440,997 8,498,246 688,985 514,273 6,734 798 12,653,028

H24 1,801,212 844,657 395,952 8,488,650 650,840 453,954 10,315 15 12,645,597

H25 1,997,857 869,707 447,888 8,413,703 548,083 630,778 9,054 169 12,917,243

H26 1,765,525 1,230,953 564,885 8,587,446 473,987 561,260 6,658 3 13,190,721

H27 1,910,533 1,058,452 561,746 9,007,174 455,196 486,722 4,785 416 13,485,028

H28 1,498,708 1,021,126 420,719 9,086,511 534,198 470,555 3,004 855 13,035,678

H29 1,565,704 1,094,495 436,072 8,709,266 499,586 436,104 3,330 256,929 13,001,490

H30 1,522,519 1,175,337 380,983 8,870,895 641,639 444,576 3,565 71 13,039,589

（経常収益）� （単位：千円）

運営費交付金
収益

学生納付金
収益

受託研究等
収益 寄附金収益 施設費収益 補助金等

収益
資産見返
負債戻入 財務収益 雑益 計

H16 6,502,439 4,966,074 236,413 365,022 1,668 757 167,006 21 104,463 12,343,866

H17 6,259,516 4,987,990 276,511 319,666 122,536 18,257 242,043 2 108,849 12,335,372

H18 6,800,943 5,083,859 311,326 311,280 189,784 20,979 251,109 1,770 153,069 13,124,123

H19 6,217,376 5,163,641 328,950 333,402 284,096 81,434 306,673 4,952 194,972 12,915,499

H20 6,253,742 5,110,806 418,534 316,022 181,087 72,881 285,132 10,950 198,679 12,847,838

H21 6,155,907 4,945,883 463,143 295,585 121,399 317,065 352,880 8,980 247,596 12,908,441

H22 5,894,216 5,080,489 558,162 258,350 77,660 155,512 484,014 6,097 236,609 12,751,112

H23 5,497,288 5,244,998 685,669 275,477 75,621 96,546 513,475 4,158 355,362 12,748,597

H24 5,430,177 5,197,007 659,340 238,611 83,034 137,987 578,506 3,996 361,369 12,690,030

H25 5,679,611 5,072,440 543,001 269,077 163,081 148,810 623,256 2,521 356,045 12,857,846

H26 5,670,318 5,016,072 481,081 254,750 204,365 596,317 712,966 1,619 339,334 13,276,825

H27 6,000,990 5,016,837 456,307 250,092 193,135 478,007 727,398 2,978 367,722 13,493,470

H28 5,767,899 5,093,528 535,639 251,250 26,635 222,390 712,352 2,812 380,121 12,992,631

H29 5,698,467 5,092,382 502,460 290,810 136,343 175,368 713,291 2,598 389,480 13,001,202

H30 5,868,815 5,058,148 643,873 305,698 89,796 191,048 607,868 2,484 436,219 13,203,953
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10．外部資金・科研費採択等の推移

（１）外部資金受入（収入）状況� （単位：件、千円）

区分
年度

奨学寄附金 受託研究 民間等との共同研究 合計

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

平成10年度 173 282,936 26 109,075 29 32,640 228 424,651

平成11年度 177 238,779 28 161,758 34 35,700 239 436,237

平成12年度 193 269,972 33 169,321 37 38,032 263 477,325

平成13年度 187 244,793 25 173,334 50 40,393 262 458,520

平成14年度 199 290,584 25 82,106 47 49,679 271 422,369

平成15年度 207 289,919 24 86,595 71 92,520 302 469,034

平成16年度 184 262,924 25 77,906 64 108,932 273 449,762

平成17年度 207 278,644 28 97,924 83 137,502 318 514,070

平成18年度 203 315,674 30 103,490 95 142,869 328 562,033

平成19年度 223 323,876 37 130,266 81 123,881 341 578,023

平成20年度 193 281,671 34 177,076 96 136,577 323 595,324

平成21年度 140 224,613 58 308,656 106 111,807 304 645,076

平成22年度 144 215,940 54 353,818 98 96,320 296 666,078

平成23年度 140 208,126 58 465,895 102 86,514 300 760,535

平成24年度 130 207,256 64 334,306 100 106,295 294 647,857

平成25年度 142 277,299 57 256,550 118 126,729 317 660,578

平成26年度 144 526,456 48 239,523 135 116,666 327 882,645

平成27年度 153 224,603 57 300,062 128 112,414 338 637,079

平成28年度 184 313,909 51 186,689 134 212,097 369 712,695

平成29年度 184 315,246 36 150,308 151 229,545 371 695,099

平成30年度 176 254,754 49 297,279 160 229,649 385 781,682
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（
2）
科
研
費
採
択
状
況
�

（
単

位
：

件
、千

円
）

年
度

平
成

30
年

度
平

成
29

年
度

平
成

28
年

度
平

成
27

年
度

平
成

26
年

度
平

成
25

年
度

平
成

24
年

度
区

分
件

数
金

額
件

数
金

額
件

数
金

額
件

数
金

額
件

数
金

額
件

数
金

額
件

数
金

額
特

定
領

域
研

究
特

定
領

域
研

究
(1

)
特

定
領

域
研

究
(2

)
特

定
領

域
研

究
A(

1)
特

定
領

域
研

究
A(

2)
特

定
領

域
研

究
C(

2)
新

学
術

領
域

研
究

11
 

69
,6

78
 

8 
32

,7
60

 
12

 
39

,2
60

 
11

 
39

,7
80

 
13

 
48

,1
65

 
13

 
55

,3
80

 
13

 
55

,9
00

 
基

盤
研

究（
S）

1 
23

,5
30

 
1 

23
,6

60
 

1 
24

,8
30

 
1 

10
4,

91
0 

基
盤

研
究（

Ａ
）

7 
97

,8
90

 
5 

35
,4

90
 

5 
43

,9
40

 
7 

60
,4

50
 

9 
65

,3
90

 
8 

73
,8

40
 

9 
10

2,
18

0 
基

盤
研

究（
Ａ

）(
1)

基
盤

研
究（

Ａ
）(

2)
基

盤
研

究（
Ｂ

）
37

 
17

8,
23

0 
37

 
17

9,
40

5 
38

 
17

4,
51

1 
37

 
17

7,
42

0 
36

 
15

7,
17

0 
31

 
15

9,
77
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　　　第１章　総則

　　　　第１節　目的及び自己評価
　　（目的）
第１条　国立大学法人埼玉大学（以下「本学」という。）は、学校教育法第83条第１項に掲げる大学の理念

を踏まえ、研究と教育を両輪とする個性的な総合大学の構築を通じて、専門性を軸に幅広い教養を備
えた人材の育成に努めるとともに、地球規模での人類的課題や地域社会が抱える現実的課題に応える
研究を積極的に推進する。併せて、大学の知的活動とその成果を地域社会に還元する「社会に開かれた
大学」、国際化時代に即応しうる「世界に開かれた大学」を目指し、時代の新しい要請に応える活動を積
極的に進める。

　　（自己評価）
第２条　本学は、教育研究水準の向上を図るとともに、前条の目的及び社会的使命を達成するため、教育

研究活動の状況について自ら点検及び評価（以下「自己評価」という。）を行い、その結果を公表する。

　　　　第２節　構成
　　（学部及び収容定員等）
第３条　本学に、教養学部、経済学部、教育学部、理学部及び工学部を置く。
２　学部の構成は、別表１のとおりとする。
３　学部の収容定員は、別表２のとおりとする。
第４条　削除
　　（大学院）
第５条　本学に、大学院を置く。
２　大学院に、次の研究科を置く。
　　人文社会科学研究科
　　教育学研究科
　　理工学研究科
３　前項に定めるもののほか、大学院に関する事項は、国立大学法人埼玉大学大学院学則に定める。
　　（教育機構）
第６条　本学に、教育についての企画・推進及び学生支援を行うための組織として、教育機構を置く。
２　教育機構に関する事項は、別に定める。
　　（研究機構）
第７条　本学に、研究についての企画・推進及び研究支援を行うための組織として、研究機構を置く。
２　研究機構に関する事項は、別に定める。
　　（図書館）
第８条　本学に、教育研究及び学習に必要な学術情報の提供を行うための組織として、図書館を置く。
２　図書館に関する事項は、別に定める。
　　（情報メディア基盤センター）
第８条の２　本学に、全学的な情報基盤の整備・運用を行うための組織として、情報メディア基盤セン

ターを置く。
２　情報メディア基盤センターに関する事項は、別に定める。
　　（国際本部）
第９条　本学に、国際化のための企画・推進を行う組織として、国際本部を置く。
２　国際本部に関する事項は、別に定める。
第１０条　削除
　　（学部附属教育施設）
第１１条　本学に、学部附属の教育施設として、教育学部附属教育実践総合センター及び教育学部附属

特別支援教育臨床研究センターを置く。
２　附属施設に関する事項は、別に定める。
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　　（附属学校）
第１２条　教育学部に、次の附属学校を置く。
　　附属幼稚園
　　附属小学校
　　附属中学校
　　附属特別支援学校
２　附属学校に関する事項は、別に定める。
　　（事務局）
第１３条　本学に、事務局を置く。
２　事務局に関する事項は、別に定める。
　　（事務室）
第１３条の２　附属小学校、附属中学校及び附属特別支援学校に事務室を置く。
２　事務室に関する事項は、別に定める。
第１３条の３　本学に、監査室を置く。
２　監査室に関する事項は、別に定める。
　　（企画・執行等の組織）
第１３条の４　本学に、本学の重要事項に関し、企画・立案、執行等を行う室その他必要な組織を置くこ

とができる。

　　　　第３節　学部の目的
　　（学部の目的）
第１４条　教養学部においては、人文学及び関連する社会科学の諸成果を継承し、多様な文化及び価値

観を理解するとともに、自ら問題を設定・解決し、国内外の人々と的確に意思を疎通できる能力を培う
ことを通して、現代の文化及び社会の諸問題に対処し得る人材を育成することを教育研究上の目的と
する。

２　経済学部においては、経済学、経営学、法学をはじめとする社会科学の教育及び研究を通じ、自ら問
題を発見し、分析し、解決することができる人材の育成を教育研究上の目的とする。

３　教育学部においては、教職及び教科に関わる学問並びに芸術・スポーツ諸領域の総合的な研究及び
教育を通して広く教育の発展に寄与し、主体的で豊かな人間性を基底としつつ教職に必要な専門的な
知識・技能を身につけた、理論及び実践の両面にわたる力量ある質の高い教員の養成を教育研究上の
目的とする。

４　理学部においては、数理、素粒子から物質、宇宙、生命まで、自然界のあらゆる現象について、その仕
組みを理解し、原理・法則性の探求を目指す学問分野として、幅広い教養とともに専門性に根ざした理
学の基礎を修得し、広い視野からものごとをとらえ、自ら課題を探求・発見・解決できる能力を備え、
社会と時代とを支えリードできる創造性に富んだ人材の育成を教育研究上の目的とする。

５　工学部においては、持続可能社会の実現・革新的技術の創生への強い意欲、高い職業倫理観を有し、
工学に関する基礎知識、専門分野に関する基礎・専門知識に加えて、人文・社会に係る基盤的素養、理
工系全体を俯瞰する視点、地域から日本・世界に跨る多角的視点を備え、それらを総合して社会的課題
を工学の立場から異分野協働で解決し社会実装できる実践力に富んだ技術系人材の育成を教育研究上
の目的とする。

　　　　第４節　役員及び教職員等
　　（役員）
第１５条　本学の役員として、次の者を置く。
　　学　長
　　理　事
　　監　事
　　（教職員）
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第１６条　本学の教職員として、次の者を置く。
　　教　授
　　准教授
　　講　師
　　助　教
　　助　手
　　教　頭
　　教　諭
　　養護教諭
　　事務職員
　　技術職員
　　その他の職員
　　（副学長）
第１７条　本学に、副学長を置くことができる。
　　（学部長）
第１８条　学部に、学部長を置く。
　　（副学部長）
第１８条の２　各学部に、副学部長を置くことができる。
　　（学科長）
第１９条　学部の学科に、学科長を置くことができる。
　　（メジャー長）
第１９条の２　学科のメジャーに、メジャー長を置くことができる。
　　（副校長等）
第１９条の３　附属学校に副園長、副校長、主幹教諭及び指導教諭を置くことができる。

　　　　第５節　役員会、学長選考会議、経営協議会、教育研究評議会、全学運営会議及び教授会
　　（役員会）
第２０条　法人の運営に関する重要事項を審議するため、役員会を置く。
２　役員会に関する事項は、別に定める。
　　（学長選考会議）
第２１条　学長候補者の選考及び学長の解任について審議するため、学長選考会議を置く。
２　学長選考会議に関する事項は、別に定める。
　　（経営協議会）
第２２条　法人の経営に関する重要事項を審議するため、経営協議会を置く。
２　経営協議会に関する事項は、別に定める。
　　（教育研究評議会）
第２３条　大学の教育研究に関する重要事項を審議するため、教育研究評議会を置く。
２　教育研究評議会に関する事項は、別に定める。
　　（全学運営会議）
第２４条　大学・学部の計画及び運営に関する事項を協議するため、全学運営会議を置く。
２　全学運営会議に関する事項は、別に定める。
　　（教授会）
第２５条　各学部に、学部の教育研究に関する事項を審議するため、教授会を置く。
２　教授会に関する事項は、別に定める。
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　　　第２章　学部通則

　　　　第１節　学年及び学期
　　（学年）
第２６条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終る。
　　（学期）
第２７条　学年を４学期に分ける。
２　前項の各学期の期間は別に定める。
　　（年間の授業期間）
第２８条　年間の授業期間は、原則として、35週とする。
　　（休業日）
第２９条　休業日は、次の各号のとおりとする。
　（１）　日曜日及び土曜日
　（２）　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に定める日
　（３）　本学創立記念日　　11月３日
　（４）　春季休業　　
　（５）　夏季休業　　
　（６）　冬季休業　　
２　前項第４号から第６号までの休業期間は、学長が別に定める。
３　第１項の規定にかかわらず、学長が必要と認めるときは、休業日であっても授業を行う日とする�

ことができる。
４　学長が必要と認めるときは、休業日を変更し又は臨時に休業することがある。

　　　　第２節　修業年限及び在学年限
　　（修業年限）
第３０条　修業年限は、４年とする。
　　（在学年限）
第３１条　在学年限は、修業年限の２倍を超えることができない。
２　前項の規定にかかわらず、経済学部夜間主コースにおける在学年限は、10年とする。

　　　　第３節　入学
　　（入学期）
第３２条　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、学年の途中においても、学期の区分に従い、学生

を入学させることができる。
　　（入学資格）
第３３条　入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする。
　（１）　高等学校又は中等教育学校を卒業した者
　（２）�　通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当する

学校教育を修了した者を含む。）
　（３）�　外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大臣

の指定したもの
　（４）�　文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在外教育施設の�

当該課程を修了した者
　（５）�　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を�

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了�
した者

　（６）　文部科学大臣の指定した者
　（７）�　高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第1号）により文部科学大臣の行う高等
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学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。）
　（８）�　その他本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力が

あると認めた者で、18歳に達したもの
　　（入学出願手続）
第３４条　入学を志願する者は、所定の出願書類に検定料を添えて、指定の期日までに提出するものと

する。ただし、風水害等特別の事情により、検定料の納付が困難な者に対しては、検定料を免除するこ
とがある。検定料の免除については、別に定める。

　　（入学許可）
第３５条　入学志願者については、本学において入学試験を行い入学を許可する者を定める。
　　（入学手続）
第３６条　入学試験に合格した者は、所定の書類に入学料を添えて、指定の期日までに提出するものと

する。ただし、入学料の免除又は徴収猶予を願い出ようとする者は、国立大学法人埼玉大学入学料、授
業料及び寄宿料の免除等に関する規則により、所定の書類を提出しなければならない。

　　　　第４節　授業科目及び履修方法等
　　（教育プログラム及び授業科目）
第３７条　本学に、各学部が定める「学士課程教育プログラム」を開設する。
２　前項に定めるもののほか、全学共通のプログラムとして「特別教育プログラム」を開設する。
３　前２項に定めるプログラムを構成する授業科目は、外国語科目、基盤科目、初年次科目及び専門科目

に区分し、各学部及び教育機構（以下「学部等」という。）が自ら開設する。
４　前項に規定する授業科目の履修方法は、学部等の定めるところによる。
　　（授業の方法等）
第３８条　授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う

ものとする。
２　前項の授業は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる

ことができる。
３　第１項の授業は、外国において履修させることができる。前項の規定により、多様なメディアを高度

に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる場合についても、同様とする。
４　第２項により修得する単位数は、60単位を超えないものとする。
　　（単位の修得）
第３９条　授業科目の単位の修得については、学部等の定めるところによる。
２　授業科目を履修した場合は、その成績を審査し、合格した者に対しては、所定の単位を与える。
３　成績の審査、合格の基準、単位の算定等については、別に定める。
　　（履修科目の登録の上限）
第４０条　学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業要件として学生が修得すべき

単位数について、学生が履修科目として登録することができる単位数の上限は、別に定める。
２　各学部は、別に定めるところにより、所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については、�

前項に定める上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。
　　（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）
第４１条　教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を�

含む。）において履修した授業科目について修得した単位を、本学における授業科目の履修により修得
したものとみなすことができる。

２　前項に定めるもののほか、履修の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（大学以外の教育施設等における学修）
第４２条　教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修�

その他文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えること
ができる。

２　前項に定めるもののほか、学修の取扱いに関する事項は、別に定める。
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　　（入学前の既修得単位等の認定）
第４３条　教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学、短期大学又は外国の大学等に

おいて履修した授業科目について修得した単位（大学設置基準（昭和31年文部省令第28号）第31条に
規定する科目等履修生として修得した単位を含む。）を、本学に入学した後の本学における授業科目の
履修により修得したものとみなすことができる。

２　教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条に規定する学修を、本学におけ
る授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

３　前２項に定めるもののほか、単位等の認定の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（本学以外の既修得単位等の認定の限度）
第４４条　第41条、第42条並びに前条第１項及び第２項により修得したものとみなし、又は与えること

ができる単位数は、第53条及び第55条に規定する編入学等の場合を除き、本学において修得した単位
以外のものについては、合わせて60単位を超えないものとする。

　　（入学前に一定の単位を修得した者の修業年限の通算）
第４５条　本学の学生以外の者が、本学の科目等履修生として一定の単位（学校教育法第56条の規定に

より入学資格を有した後、修得したものに限る。）を修得した後に本学に入学する場合において、その
者が修得した単位数その他の事項を勘案して教授会の議を経て学部の長が定める期間を修業年限に通
算することができる。ただし、その期間は、修業年限の２分の１を超えてはならない。

　　（長期にわたる教育課程の履修）
第４５条の２　学生が、職業を有している等の事情により、修業年限を超えて一定の期間にわたり計画

的に教育課程を履修し卒業することを希望する旨を申し出たときは、その計画的な履修を認めること
ができる。

２　前項により計画的な履修を認められた者（以下「長期履修学生」という。）に係る修業年限は、第31条
に定める在学年限を超えることはできない。

３　その他長期履修学生に関する事項は、別に定める。
　　（教員免許状授与の所要資格の取得）
第４６条　教員の免許状の授与を受ける所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭和24年

法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得し
なければならない。

２　学部において取得できる教員の免許状の種類及び教科は、各学部の定めるところによる。

　　　　第５節　卒業及び学位
　　（卒業）
第４７条　本学に４年以上在学し、所定の課程を修めた者には、教授会の議を経て、学長が卒業を認定す

る。
　　（早期卒業）
第４７条の２　学長は、本学に３年以上在学（学校教育法施行規則第149条の規定に該当する者を含む。）

し、卒業の要件として学部の定める単位を優秀な成績をもって修得したと認められる者については、
第30条及び前条の規定にかかわらず、当該教授会の議を経て、卒業と認めることができる。

２　前項の早期卒業に関する事項は、別に定める。
　　（学位の授与）
第４８条　前２条の規定により卒業を認定された者には、学士の学位を授与する。
２　その他学位に関する事項は、国立大学法人埼玉大学学位規則の定めるところによる。

　　　　第６節　休学、留学、退学、転学、除籍、編入学、転学部及び再入学
　　（休学）
第４９条　病気その他の事由で引続き３月以上修学できないときは、学長の許可を得て、休学すること

ができる。
２　休学の期間は、１年を超えることができない。ただし、特別の事由があるときは、学長の許可を得
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て、引続き１年以内に限り、休学することができる。なお、休学の通算期間は３年までとする。
３　休学の期間内においてその事由が止んだときは、学長に休学の解除を願い出ることができる。
４　休学期間は、在学年数に通算しない。
５　前各項に定めるもののほか、休学の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（留学）
第５０条　外国の大学に留学を志望する者は、別に定めるところにより、あらかじめ学長の許可を受け

て留学することができる。
２　留学した期間は、在学年数に通算する。
　　（退学及び転学）
第５１条　退学又は他の大学に転学しようとするときは、あらかじめ学長の許可を受けなければならない。
２　その他退学及び転学の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（除籍）
第５２条　次の各号の一に該当する者は、除籍する。
　（１）　死亡した者又は行方不明の者
　（２）　在学年限を超えた者
　（３）　授業料の納付を怠り、督促を受けてなお納付しない者
　（４）��　入学料の免除を不許可とされた者又は半額免除を許可された者であって、納付すべき入学料を

指定の日までに納付しなかった者
　（５）�　入学料の徴収猶予を申請した者であって、指定された日までに納付すべき入学料を納付しな

かった者
２　その他除籍の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（編入学）
第５３条　次の各号の一に該当する者で、編入学を願い出た者があるときは、選考の上、これを許可する

ことがある。
　（１）　大学に２年以上在学し、所定の単位を修得した者
　（２）　大学を卒業した者
　（３）　短期大学を卒業した者
　（４）　高等専門学校を卒業した者
　（５）　旧制高等学校、旧制専門学校又は旧制教員養成学校を卒業した者
　（６）�　専修学校の専門課程を修了した者のうち学校教育法第132条の規定により大学に編入学するこ

とができる者
　（７）　外国において、学校教育における14年以上の課程を修了した者
　（８）�　外国の短期大学を卒業した者及び外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校�

教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を
我が国において修了した者

　（９）�　高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準
を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第90条第１項に規定する者に限る。）

２　他の大学に在学する者で、本学に編入学を願い出る者はその大学の許可を要する。
３　前２項に定めるもののほか、編入学の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（転学部及び転学科等）
第５４条　本学の学生で、他の学部又は学科等に転学部又は転学科等を志願する者があるときは、選考

の上これを許可することがある。
２　前項の規定により、転学部又は転学科等を志願しようとするときは、現に在籍する学部の長の許可

を受けなければならない。
３　前２項に定めるもののほか、転学部又は転学科等の取扱いに関する事項は、別に定める。
　　（再入学）
第５５条　退学し、又は除籍された者が再入学を願い出たときは、選考の上、再入学を許可することがあ

る。
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２　再入学の取扱いに関する事項は、別に定める。

　　　　第７節　科目等履修生、特別科目等履修学生、研究生及び外国人留学生
　　（科目等履修生）
第５６条　本学における授業科目の履修を志願する者があるときは、選考の上、科目等履修生として許

可することがある。
２　科目等履修生に関する事項は、別に定める。
　　（特別科目等履修学生）
第５７条　他の大学及び外国の大学の学生で、本学において授業科目の履修を志願する者があるとき

は、当該大学との協議に基づき、特別科目等履修学生として入学を許可することがある。
２　特別科目等履修学生に関する事項は、別に定める。
　　（研究生）
第５８条　本学において専門事項の研究を志願する者があるときは、選考の上、研究生として許可する

ことがある。
２　研究生に関する事項は、別に定める。
　　（外国人留学生）
第５９条　外国人で学生、科目等履修生又は研究生等（以下「外国人留学生」という。）を志願する者があ

るときは、選考の上、許可することがある。
２　前項の学生は、定員外とする。
３　外国人留学生に関する事項は、別に定める。
　　（科目等履修生、研究生及び特別科目等履修学生の授業料等の額）
第６０条　科目等履修生及び研究生の検定料、入学料及び授業料並びに特別科目等履修学生の授業料の

額は、別に定める。
２　前項の授業料等の納付については、別に定める。
第６１条　科目等履修生、研究生及び外国人留学生には、特に定めるもののほか、本学の学生に関する規

定を準用する。

　　　　第８節　授業料等
　　（授業料の納付）
第６２条　授業料は、毎年、前期（４月１日から９月30日まで）及び後期（10月１日から翌年３月31日ま

で）の２期に分け、前期にあっては４月、後期にあっては10月に納付しなければならない。ただし、学
生の申出により前期の授業料を納付するときに後期の授業料を併せて納付できるものとする。

２　前項の規定にかかわらず、入学年度の前期又は前期及び後期の授業料については、入学を許可され
る者の申出により入学を許可されるときに納付できるものとする。
第６３条　既納の検定料、入学料及び授業料は還付しない。ただし、次に掲げる場合は、検定料及び授業

料の還付を行う。
　（１）�　第34条の規定により検定料を納付し、本学が行う入学試験（出願書類等による選抜（以下「第１

段階目の選抜」という。）を行い、その合格者に限り学力検査その他による選抜（以下「第２段階目
の選抜」という。）を行う場合に限る。）の第１段階目の選抜において不合格になった者が、第２段
階目の選抜に係る額の返還を申し出たときは、これを還付する。

　（２）�　第34条の規定により検定料を納付し、個別学力検査出願受付後に大学入試センター試験受験科
目の不足等による出願無資格であることが判明した者が、検定料の返還を申し出たときは、納付
された検定料のうち第２段階目の選抜に係る額と同額を還付する。

　（３）�　第34条の規定により検定料を納付した際、志願者が風水害等特別な事情により検定料の免除を
願い出、後日罹災証明書を提出した場合は、検定料相当額を還付することがある。検定料還付につ
いては別に定める。

　（４）�　前条第１項の規定により授業料を納付した者が、授業料の徴収時期中に休学を申し出、学長の
許可を受けた場合には、納付した者の申出により当該許可を受けた休学期間の授業料相当額を還
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付する。
　（５）�　前条第１項ただし書の規定により授業料を納付した者が、後期分授業料の徴収時期前に休学又

は退学した場合（前号で定める場合を除く。）には、納付した者の申出により後期分授業料を還付
する。

　（６）�　前条第２項の規定により授業料を納付した者が、入学年度の前年度の３月31日までに入学を辞
退したときは、納付した者の申出により当該授業料相当額を還付する。

　　（授業料等の額）
第６４条　検定料、入学料、授業料及び寄宿料の額は、別に定める。
　　（免除及び徴収猶予）
第６５条　経済的理由によって、授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者及び風水害

等特別の事情により、授業料の納付が困難な者に対しては、各期ごとに授業料の全額又は半額を免除
し、若しくは徴収を猶予することがある。

２　風水害等特別の事情により、入学料の納付が困難な者に対しては、入学料の全額又は半額を免除す
ることがある。

３　経済的理由によって、入学料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められる者及び風水害等特別
の事情により、入学料の納付が困難な者に対しては、入学料の徴収を猶予することがある。

４　第１項に定めるもののほか、学業及び人物ともに特に優秀と認められる者に対して、授業料を免除
することがある。

５　入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予に関する事項は、別に定める。

　　　　第９節　賞罰
　　（表彰）
第６６条　学生で学術、技芸その他において特に卓越した業績をあげた者があるときは、学長がこれを

表彰する。
　　（懲戒）
第６７条　学生で本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者は、これを懲戒する。
２　懲戒は、退学、停学及び訓告とする。
３　懲戒は、教授会及び教育研究評議会の議を経て、学長が決定する。

　　　　第１０節　学生宿舎
　　（学生宿舎）
第６８条　本学に、学生のために学生宿舎を設ける。
２　学生宿舎に関する事項は、別に定める。

　　　　第１１節　公開講座
　　（公開講座）
第６９条　本学は、広く社会に対し学習の機会を提供するとともに、地域における生涯学習の振興に資

するため、公開講座を開設する。

　　　第３章　補則
　　（委任規定）
第７０条　この学則に定めるもののほか、本学の組織、管理及び運営の細目その他に関し必要な事項は

別に定める。

　　　附　則
１　この学則は、平成16年４月１日から施行する。
２　この学則施行の際、国立大学法人埼玉大学成立前の埼玉大学は、国立大学法人埼玉大学が設置した

国立大学となるものとする。
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３　次の学科及び学部計並びに全学部合計の収容定員は、第３条第３項の規定にかかわらず、平成16年
度は、次表のとおりとする。

学　部 学科又は課程 平成16年度収容定員

 工学部 建設工学科
計

330
1,770

合　計 6,580

　　　附　則（平成16．９．30　16規則165）
　この学則は、平成16年10月１日から施行する。
　　　附　則（平成16．11．25　16規則182）
　この学則は、平成17年１月１日から施行する。
　　　附　則（平成16．12．16　16規則191）
　この学則は、平成17年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成17．10．27　17規則34）
　この学則は、平成17年10月27日から施行する。
　　　附　則（平成18．４．１　18規則12）
１　この学則は、平成18年４月１日から施行する。
２　教育学部生涯学習課程及び人間発達科学課程は、改正後の学則第３条第２項及び第３項の規定にか

かわらず、平成18年３月31日に当該課程に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものと
する。

３　次の学科又は課程及び学部計並びに全学部合計の収容定員は、第３条第３項の規定にかかわらず、
平成18年度、平成19年度及び平成20年度は、次表のとおりとする。

学　部 学科又は課程
収容定員

平成18年度 平成19年度 平成20年度

教育学部 

学校教育教員養成課程
生 涯 学 習 課 程
人 間 発 達 科 学 課 程
養 護 教 諭 養 成 課 程

計

1,688
130
90
22

1,930

1,736
90
60
44

1,930

1,784
45
30
71

1,930

合　計 6,570 6,570 6,570

　　　附　則（平成18．6．8　18規則109）
　この学則は、平成18年７月１日から施行する。
　　　附　則（平成18．11．9　18規則133）
　この学則は、平成18年11月９日から施行する。
　　　附　則（平成18．12．21　18規則135）
　この学則は、平成19年１月１日から施行する。
　　　附　則（平成19．４．１　19規則13）
　この学則は、平成19年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成19．10．25　19規則78）
　この学則は、平成19年11月１日から施行する。
　　　附　則（平成20．１．24　19規則87）
　この学則は、平成20年１月24日から施行し、平成19年12月26日から適用する。
　　　附　則（平成20．３．１　19規則94）
　この学則は、平成20年３月１日から施行する。
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　　　附　則（平成20．４．１　20規則10）
１　この学則は、平成20年４月１日から施行する。
２　第３条第３項の別表２に定める収容定員は、工学部にあっては、平成20年度、平成21年度及び平成

22年度は、次表のとおりとする。

学　部 学科又は課程
収容定員

平成20年度 平成21年度 平成22年度

工学部

機 械 工 学 科
電気電子システム工学科
情 報 シ ス テ ム 工 学 科
応 用 化 学 科
機 能 材 料 工 学 科
建 設 工 学 科
環 境 共 生 学 科

計

395
317
237
273
198
315
25

1,760

390
314
234
266
196
310
50

1,760

385
311
231
259
194
305
75

1,760

合　計 6,570 6,570 6,570

　　　附　則（平成20．６．12　20規則49）
　この学則は、平成20年６月12日から施行する。
　　　附　則（平成20．７．１　20規則63）
　この学則は、平成20年７月１日から施行する。ただし、改正規定中国際開発教育研究センター及び共
生社会教育研究センターに係る部分は、平成20年９月１日から施行する。
　　　附　則（平成20．８．７　20規則78）
　この学則は、平成20年９月１日から施行する。
　　　附　則（平成20．11．13　20規則103）
１　この学則は、平成21年４月１日から施行する。
２　この学則施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前の例による。
　　　附　則（平成20．12．26　20規則113）
　この学則は、平成21年１月１日から施行する。
　　　附　則（平成21．２．26　20規則126）
１　この学則は、平成21年４月１日から施行する。
２�　この学則（第７条の改正規定を除く。）施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前

の例による。
　　　附　則（平成21．７．23　21規則46）
　この学則は、平成21年７月23日から施行する。
　　　附　則（平成22．２．18　21規則61）
　この規則は、平成22年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成22．３．29　22規則14）
　この規則は、平成22年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成22．10．28　22規則50）
　この規則は、平成22年10月28日から施行する。
　　　附　則（平成23．２．24　22規則90）
１　この学則は、平成23年４月１日から施行する。
２　この学則施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前の例による。
　　　附　則（平成24．３．29　23規則31）
　この学則は、平成24年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成24．５．24　24規則1）
　この学則は、平成24年５月24日から施行する。
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　　　附　則（平成24．10．25　24規則39）
　この学則は、平成24年10月25日から施行する。
　　　附　則（平成26．３．20　25規則33）
１　この学則は、平成26年４月１日から施行する。
２　この学則施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前の例による。
３　国立大学法人埼玉大学テーマ教育プログラム履修細則（平成16年規則第194号）は廃止する。
　　　附　則（平成26．７．24　26規則６）
１　この学則は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学者から適用する。ただし、編入学者及

び再入学者については、当該年次の学則による。
２　この学則施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前の例による。
　　　附　則（平成27．２．19　26規則39）
　この学則は、平成27年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成27．３．20　26規則76）
１　この学則は、平成27年４月１日から施行する。
２　この学則施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前の例による。
３　経済学部経済学科、経営学科及び社会環境設計学科は、改正後の学則第３条第２項及び第３項の規

定にかかわらず、平成27年３月31日に当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続する
ものとする。

４　次の学科又は課程及び学部計並びに全学部合計の収容定員は、第３条第３項の規定にかかわらず、
平成27年度、平成28年度及び平成29年度は、次表のとおりとする。

学　部 学科又は課程
収容定員

平成27年度 平成28年度 平成29年度

教育学部
学校教育教員養成課程
養 護 教 諭 養 成 課 程

計

1,784
96

1,880

1,736
94

1,830

1,688
92

1,780

経済学部

経 済 学 科
昼 間 コ ー ス
夜 間 主 コ ー ス

経 営 学 科
昼 間 コ ー ス
夜 間 主 コ ー ス

社 会 環 境 設 計 学 科
昼 間 コ ー ス
夜 間 主 コ ー ス

計

588
75

308
60

244
30

　　1,305

768
70

208
40

164
20

　　1,270

954
65

104
20

82
10

　　1,235

合　計 6,485 6,400 6,315

　　　附　則（平成27．４．23　27規則１）
　この学則は、平成27年４月23日から施行し、平成27年４月１日から適用する。
　　　附　則（平成27．10．22　27規則27）
　この学則は、平成28年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成28．２．18　27規則49）
　この学則は、平成28年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成28．３．17　27規則65）
１　この学則は、平成28年４月１日から施行する。
２　第３条第３項の別表２に定める収容定員は、教育学部養護教諭養成課程にあっては、平成28年度及

び平成29年度は、次表のとおりとする。
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学　部 学科又は課程
収容定員

平成28年度 平成29年度

教育学部 養 護 教 諭 養 成 課 程
計

89
1,825

82
1,770

合　計 6,395 6,305

　　　附　則（平成30．３．15　29規則28）
１　この学則は、平成30年４月１日から施行する。
２　この学則施行の際、前日から引き続き在学する者については、なお従前の例による。
３　工学部機械工学科、電気電子システム工学科、情報システム工学科、応用化学科、機能材料工学科、

建設工学科及び環境共生学科は、改正後の学則第３条第２項及び第３項の規定にかかわらず、平成30
年３月31日に当該学科に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

４　次の学科又は課程及び学部計の収容定員は、第３条第３項の規定にかかわらず、平成30年度、平成
31年度及び平成32年度は、次表のとおりとする。

学　部 学科又は課程
収容定員

平成30年度 平成31年度 平成32年度

教育学部
学 校 教 育 教 員 養 成 課 程
養 護 教 諭 養 成 課 程

計

1,590
80

1,670

1,540
80

1,620

1,490
80

1,570

工学部

機械工学・システムデザイン学科
電 気 電 子 物 理 工 学 科
情 報 工 学 科
応 用 化 学 科
環 境 社 会 デ ザ イ ン 学 科
機 械 工 学 科
電 気 電 子 シ ス テ ム 工 学 科
情 報 シ ス テ ム 工 学 科
応 用 化 学 科
機 能 材 料 工 学 科
建 設 工 学 科
環 境 共 生 学 科

計

110
110
80
90

100
285
231
171
189
144
225
75

1,810

220
220
160
180
200
190
154
114
126
96

150
50

1,860

330
330
240
270
300
95
77
57
63
48
75
25

1,910

合　計 6,220 6,220 6,220
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別表１

学　部 学科又は課程 講座等

教養学部 教 養 学 科
国際関係論、国際開発論、社会学、フィールド科学、哲学、
芸術論、歴史学、ヨーロッパ文化、アメリカ研究、日本文化、
東アジア文化

経済学部 経 済 学 科

経済分析メジャー
国際ビジネスと社会発展メジャー
経営イノベーションメジャー
法と公共政策メジャー

教育学部

学 校 教 育 教 員 養 成 課 程

養 護 教 諭 養 成 課 程

教育学、心理・教育実践学、言語文化、社会、自然科学、芸術、
身体文化、生活創造、乳幼児教育、特別支援教育

学校保健学

理 学 部

数 学 科
物 理 学 科
基 礎 化 学 科
分 子 生 物 学 科
生 体 制 御 学 科

数理代数、大域幾何、数理解析
物性物理学、核物理学
合成化学、解析化学
生物分子、分子細胞
生体情報学、生体機能学、生体適応学

工 学 部

機械工学・システムデザイン学科
電 気 電 子 物 理 工 学 科
情 報 工 学 科
応 用 化 学 科
環 境 社 会 デ ザ イ ン 学 科

別表2

学　部 学科又は課程 入学定員 ３年次編入学定員 収容定員

教養学部 教 養 学 科
計

160人
160

30人
30

700人
700

経済学部

経 済 学 科
昼 間 コ ー ス
夜 間 主 コ ー ス

計

280
15

295

10

10

1,140
60

1,200

教育学部
学 校 教 育 教 員 養 成 課 程
養 護 教 諭 養 成 課 程

計

360
20

380

1,440
80

1,520

理 学 部

数 学 科
物 理 学 科
基 礎 化 学 科
分 子 生 物 学 科
生 体 制 御 学 科

計

40
40
50
40
40

210

160
160
200
160
160
840

工 学 部

機械工学・システムデザイン学科
電 気 電 子 物 理 工 学 科
情 報 工 学 科
応 用 化 学 科
環 境 社 会 デ ザ イ ン 学 科

計

110
110
80
90

100
490

440
440
320
360
400

1,960

合　計 1,535 40 6,220
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○国立大学法人埼玉大学大学院学則
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　　第２節　構成（第４条・第４条の２）
　　第３節　研究科の目的（第５条－第５条の３）
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　　　第１章　総則

　　　　第１節　設置の目的
　　（設置の目的）
第１条　国立大学法人埼玉大学大学院（以下「本学大学院」という。）は、学術の理論及び応用を教授研究

し、その深奥をきわめて、文化の進展に寄与することを目的とする。
　　（修士課程及び博士前期課程の目的）
第２条　修士課程及び博士前期課程は、広い視野に立って精深な学識を授け、専攻分野における研究能

力又は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を養うものとする。
　　（博士後期課程の目的）
第３条　博士後期課程は、専攻分野について、研究者として自立して研究活動を行い、又はその他の高度

に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及びその基礎となる豊かな学識を養うものとする。
　　（専門職学位課程の目的）
第３条の２　専門職学位課程は、高度の専門性が求められる職業を担うための深い学識及び卓越した能

力を培うものとする。

　　　　第２節　構成
　　（研究科及び課程）
第４条　本学大学院に、次の研究科を置く。
　　人文社会科学研究科
　　教育学研究科
　　理工学研究科
２　人文社会科学研究科及び理工学研究科の課程は、博士課程とし、前期２年の課程（以下「博士前期課

程」という。）及び後期３年の課程（以下「博士後期課程」という。）に区分する。この場合において、博
士前期課程は、修士課程として取り扱うものとする。

３　教育学研究科の課程は、修士課程及び専門職学位課程のうち専門職大学院設置基準（平成15年文部
科学省令第16号）第26条第１項に規定する教職大学院の課程とする。

　　（教育部及び研究部）
第４条の２　研究科に、教育部及び研究部を置くことができる。
２　研究部に、研究部門及び研究領域を置くことができる。
３　教育部及び研究部に関する事項は、別に定める。
　　（専攻及び収容定員等）
第４条の３　研究科に置く専攻及び収容定員等は、別表１のとおりとする。

　　　　第３節　研究科の目的
　　（修士課程及び博士前期課程）
第５条　人文社会科学研究科博士前期課程においては、人文学・社会科学の幅広い研究を基礎とし、知識

基盤社会の知的担い手となる高度専門職業人、修士の学位を持つ社会人、日本・アジアの視点を軸にグ
ローバルに活躍しうる人材の育成を教育研究上の目的とする。

２　教育学研究科修士課程においては、人間・社会・自然に関する広い視野を保ちながら、学校教育に関
わる理論的かつ実践的な研究及び教育を行うことにより、わが国の教育水準の向上に必要な専門的力
量及び研究能力を豊かに備えた人材を育成することを教育研究上の目的とする。

３　理工学研究科博士前期課程においては、学部における専門基礎教育をもとに、専門分野のみならず
基礎から応用にわたる広い関連知識の修得を目指す高度専門教育を通して、独創性のある国際的なレ
ベルの研究者へ成長するための基礎を備えた人材又は国際的な知識基盤社会において指導的役割を果
たすことができる高度専門職業人の育成を教育研究上の目的とする。

　　（博士後期課程）
第５条の２　人文社会科学研究科博士後期課程においては、博士前期課程の目的に加え、問題把握能力
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に優れ、広い視野と総合的な判断力を備え、新しい知を創造できる自立した研究者としての能力を有
する高度専門職業人の育成を教育研究上の目的とする。

２　理工学研究科博士後期課程においては、博士前期課程までに培ってきた基礎から応用にわたる知
識・学力をもとに、専門分野への深い洞察力、関連分野への理解及びそれを活用する能力並びにたゆま
ず自己研鑚を続ける能力を磨くことを通して、学問の新しい潮流又は社会及び産業の動向に対応でき
る知識を備え、学問の新領域又は新技術・新産業を創出することのできる研究者及び技術者の育成を
教育研究上の目的とする。

　　（専門職学位課程）
第５条の３　教育学研究科専門職学位課程においては、教育現場の諸課題を解決できる高度な専門性と

実践的指導力の要素として、最新の理論を踏まえた高度な教育実践力、将来社会を見据え学校の可能
性を高める教育構想力、幼児・児童・生徒の心理と行動の深い理解と対応力及び発達障害の理解を含
む特別支援教育の実践力を身につけることを目的とする。

　　　　第４節　研究科長及び研究科教授会等
　　（研究科長）
第６条　研究科に、研究科長を置く。
２　研究科長は、研究科に関する事項を掌理する。
３　人文社会科学研究科長及び理工学研究科長は、別に定めるところにより選考する。
４　教育学研究科長は、教育学部長をもって充てる。
　　（副研究科長）
第６条の２　人文社会科学研究科及び理工学研究科に、副研究科長を置くことができる。
　　（教育部長）
第６条の３　教育部に、教育部長を置くことができる。
　　（副教育部長）
第６条の４　教育部に、副教育部長を置くことができる。
　　（研究部長）
第６条の５　研究部に、研究部長を置くことができる。
　　（副研究部長）
第６条の６　研究部に、副研究部長を置くことができる。
　　（研究部門長）
第６条の７　研究部門に、研究部門長を置くことができる。
　　（研究領域長）
第６条の８　研究領域に、研究領域長を置くことができる。
　　（博士後期課程専攻長）
第６条の９　人文社会科学研究科博士後期課程及び理工学研究科博士後期課程の専攻に、専攻長を置く

ことができる。
　　（博士後期課程コース長）
第６条の１０　理工学研究科博士後期課程の専攻の各コースに、コース長を置くことができる。
　　（博士前期課程専攻長）
第６条の１１　人文社会科学研究科博士前期課程及び理工学研究科博士前期課程の各専攻に、専攻長を

置くことができる。
　　（博士前期課程コース長）
第６条の１２　理工学研究科博士前期課程の各専攻の各コースに、コース長を置くことができる。
　　（研究科教授会）
第７条　人文社会科学研究科及び理工学研究科に、研究科の教育研究に関する事項を審議するため、研

究科教授会を置く。
２　研究科教授会に関する事項は、別に定める。
　　（研究科委員会）
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第７条の２　教育学研究科に、研究科の教育研究に関する事項を審議するため、研究科委員会を置く。
２　研究科委員会に関する事項は、別に定める。
　　（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科における教育研究の実施）
第８条　東京学芸大学大学院に設置される連合学校教育学研究科の教育研究の実施に当たっては、埼玉

大学は千葉大学、横浜国立大学及び東京学芸大学とともに協力するものとする。
２　前項の連合学校教育学研究科に置かれる連合講座は、千葉大学、横浜国立大学及び東京学芸大学の

教員とともに、埼玉大学教育学部の教員が担当するものとする。

　　　第２章　大学院通則

　　　　第１節　学年及び学期
　　（学年、学期、年間の授業期間及び休業日）
第９条　学年、学期、年間の授業期間及び休業日については、国立大学法人埼玉大学学則（以下「大学学

則」という。）の規定を準用する。

　　　　第２節　修業年限及び在学年限
　　（修業年限）
第１０条　修士課程及び専門職学位課程の標準修業年限は、２年とする。
２　博士課程の標準修業年限は、５年とする。
３　博士前期課程の標準修業年限は２年とし、博士後期課程の標準修業年限は３年とする。
４　前３項の規定にかかわらず、教育研究上の必要があると認められる場合には、研究科、専攻、又は学

生の履修上の区分に応じて、標準修業年限を変更することができる。
　　（在学年限）
第１１条　修士課程、博士前期課程、博士後期課程及び専門職学位課程の学生は、標準修業年限の２倍を

超えて在学することができない。

　　　　第３節　入学及び進学
　　（入学の時期）
第１２条　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、学年の途中においても、学期の区分に従い、学生

を入学させることができる。
　　（修士課程、博士前期課程及び専門職学位課程への入学資格）
第１３条　修士課程、博士前期課程及び専門職学位課程に入学することのできる者は、次の各号のいず

れかに該当する者とする。
　（１）　学校教育法（昭和22年法律第26号）第83条第１項に定める大学を卒業した者
　（２）　学校教育法第104条第４項の規定により学士の学位を授与された者
　（３）　外国において学校教育における16年の課程を修了した者
　（４）�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の

学校教育における16年の課程を修了した者
　（５）�　我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程を

修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けら
れた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者

　（６）�　外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について、当該外国の政
府又は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学
大臣が別に指定するものに限る。）において、修業年限が３年以上である課程を修了すること（当
該外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を
修了すること及び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定
を受けたものにおいて課程を修了することを含む。）により、学士の学位に相当する学位を授与さ
れた者
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　（７）�　専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満た
すものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者

　（８）　文部科学大臣の指定した者
　（９）�　大学に３年以上在学し、又は外国において学校教育における15年の課程を修了し、本学大学院

において、所定の単位を優れた成績をもって修得したと認めた者
　（10）�　本学大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、22歳に達した者
　　（博士後期課程への入学資格）
第１４条　博士後期課程に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　（１）　修士の学位又は専門職学位を有する者
　（２）　外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者
　（３）�　外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職

学位に相当する学位を授与された者
　（４）�　我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位

置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了し、修士の
学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

　（５）　国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者
　（６）　文部科学大臣の指定した者
　（７）�　本学大学院において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者で、24歳に達した者
　　（入学出願手続）
第１５条　入学を志願する者は、所定の出願書類に検定料を添えて、指定の期日までに提出しなければ

ならない。ただし、風水害等特別の事情により、検定料の納付が困難な者に対しては、検定料を免除す
ることがある。検定料の免除については、別に定める。

２　既納の検定料は、還付しない。ただし、風水害等特別の事情により、検定料を還付することがある。
　検定料の還付については別に定める。
　　（入学志願者の選考）
第１６条　入学志願者については、選考の上、研究科教授会（教育学研究科にあっては、研究科委員会を

いう。以下同じ。）の議を経て、学長が合格者を決定する。
　　（入学の手続）
第１７条　合格者は、所定の書類に入学料を添えて、指定の期日までに提出しなければならない。ただ

し、入学料の免除又は徴収猶予を願い出ようとする者は、国立大学法人埼玉大学入学料、授業料及び寄
宿料の免除等に関する規則により、所定の書類を提出しなければならない。

２　既納の入学料は、いかなる事情があっても還付しない。
　　（入学の許可）
第１８条　学長は、前条第１項に規定する入学手続を完了した者に入学を許可する。
　　（博士後期課程への進学資格）
第１９条　博士後期課程に進学することのできる者は、本学大学院の修士課程、博士前期課程又は専門

職学位課程を修了した者とする。
　　（進学出願手続）
第２０条　進学を志願する者は、所定の出願書類を指定の期日までに提出しなければならない。
　　（進学志願者の選考及び進学の許可）
第２１条　進学志願者については、選考の上、研究科教授会の議を経て、学長が進学を許可する。

　　　　第４節　授業科目及び履修方法等
　　（授業科目及び単位）
第２２条　研究科は、教育上の目的を達成するために必要な授業科目を自ら開設するものとする。
２　研究科における専攻ごとの授業科目及び単位数は、各研究科規程の定めるところによる。
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３　単位の算定については、国立大学法人埼玉大学単位修得に関する規則の規定を準用する。
　　（授業の方法等）
第２３条　授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用により行う

ものとする。
２　前項の授業は、多様なメディアを高度に利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させる

ことができる。
３　前項により修得する単位数は、各研究科規程の定めるところによる。
　　（履修方法）
第２４条　修士課程及び博士前期課程の学生は、別に定める履修方法により30単位以上修得しなければ

ならない。
２　博士後期課程の学生は、別に定める履修方法により12単位以上修得しなければならない。
３　専門職学位課程の学生は、別に定める履修方法により46単位以上修得しなければならない。
４　研究科において教育上有益と認めるときは、本学大学院の他の研究科との協議に基づき、学生に当

該研究科の授業科目を履修させることができる。ただし、博士後期課程については、この限りでない。
５　前４項の履修方法は、各研究科規程の定めるところによる。
　　（他大学の大学院における授業科目の履修）
第２５条　研究科において教育上有益と認めるときは、他大学の大学院との協議に基づき、学生に当該

大学院の授業科目を履修させることができる。
２　前項により履修した授業科目について修得した単位については、修士課程、博士前期課程及び専門

職学位課程にあっては10単位を、博士後期課程にあっては６単位を超えない範囲で研究科における授
業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

３　第１項の規定の実施に関し必要な事項は、別に定める。
　　（他大学の大学院等における研究指導）
第２６条　研究科において教育上有益と認めるときは、他大学の大学院若しくは研究所等又は外国の大

学の大学院若しくは研究所等との協議に基づき、学生に当該他大学院又は当該他研究所等において必
要な研究指導を受けさせることができる。ただし、修士課程及び博士前期課程の学生について認める
場合には、当該研究指導を受ける期間は、１年を超えないものとする。

２　前項の規定により受けた研究指導は、修了の要件となる研究指導として認めることができる。
３　前２項の規定の実施に関し必要な事項は、別に定める。
　　（入学前の既修得単位の認定）
第２７条　教育上有益と認めるときは、学生が本学入学前に大学院（外国の大学院を含む。）において履

修した授業科目について修得した単位（大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第15条の規定に
基づき準用する科目等履修生として修得した単位を含む。）を入学した後に修得したものとみなし、単
位を認定することができる。

２　前項により修得したものとみなし、認定することのできる単位数は、修士課程及び博士前期課程に
あっては10単位を、博士後期課程にあっては６単位を、専門職学位課程にあっては12単位を超えない
ものとする。

　　（他大学の大学院等における修得単位の取扱い）
第２８条　第24条第４項、第25条第１項及び第２項、第27条並びに第35条の規定により履修した授業

科目の単位については、修士課程及び博士前期課程にあっては合わせて20単位を、博士後期課程に
あっては合わせて12単位を、専門職学位課程にあっては合わせて22単位を限度として修了の要件と
なる単位として認めることができる。また、博士後期課程にあっては合わせて12単位を限度として修
了の要件となる単位として認めることができる。

　　（長期にわたる教育課程の履修）
第２８条の２　学生が、職業を有している等の事情により、標準修業年限を超えて一定の期間にわたり

計画的に教育課程を履修し課程を修了することを希望する旨を申し出たときは、その計画的な履修を
認めることができる。

２　前項により計画的な履修を認められた者（以下「長期履修学生」という。）に係る修業年限は、第11条
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に定める在学年限を超えることはできない。
３　その他長期履修学生に関する事項は、別に定める。
　　（教員免許状授与の所要資格の取得）
第２９条　教員の免許状の授与を受ける所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭和24年

法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得し
なければならない。

２　研究科において取得できる教員の免許状の種類及び教科は、各研究科の定めるところによる。

　　　　第５節　単位修得及び課程修了の認定
　　（単位修得の認定）
第３０条　単位修得の認定は、試験又は研究報告書による。
２　試験又は研究報告書の成績により合格と認定された者には、所定の単位を与える。
３　前項の成績の評価については、各研究科規程の定めるところによる。
　　（課程修了の要件及び認定）
第３１条　修士課程又は博士前期課程を修了するためには、第10条第１項及び第３項に規定する標準修

業年限以上在学し、専攻ごとの授業科目について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた
上、当該課程の目的に応じ、学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験に合
格しなければならない。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げたと認められる者について
は、当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。

２　博士後期課程を修了するためには、第10条第３項に規定する標準修業年限以上在学し、専攻ごとの
授業科目について所定の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、学位論文の審査及び最終試
験に合格しなければならない。

３　前項の規定にかかわらず、すぐれた研究業績を上げたと認められる者の在学期間に関しては、当該
課程に１年以上在学すれば足りるものとする。ただし、第１項ただし書の規定に該当する者の在学期
間に関しては、当該課程に２年以上在学しなければならない。

４　専門職学位課程を修了するためには、第10条第１項に規定する標準修業年限以上在学し、所定の単
位を修得しなければならない。

５　修士課程、博士前期課程、博士後期課程及び専門職学位課程修了の認定は、研究科教授会の議を経て
学長が行う。

６　学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終試験については、国立大学法人埼玉
大学学位規則（以下「学位規則」という。）の定めるところによる。

　　　　第６節　学位
　　（学位の授与）
第３２条　修士課程及び博士前期課程を修了した者には、修士の学位を授与する。
２　博士後期課程を修了した者及び本学大学院の行う博士論文の審査に合格し、かつ、大学院の博士課

程を修了した者と同等以上の学力を有すると確認された者には、博士の学位を授与する。
３　専門職学位課程を修了した者には、教職修士（専門職）の学位を授与する。
４　その他学位に関する事項は、学位規則の定めるところによる。

　　　　第７節　転入学、再入学、転専攻、留学、退学、転学、除籍及び休学
　　（転入学及び再入学）
第３３条　学長は、次の各号の一に該当する者があるときは、研究科教授会の議を経て、転入学及び再入

学を許可することができる。
　（１）　他大学の大学院から転入学を志願する者
　（２）　本学大学院を退学した者で、再入学を志願する者
２　前項の規定により転入学及び再入学を許可した者の履修単位及び在学期間の通算については、研究

科教授会の議を経て研究科長の定めるところによる。
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　　（転専攻）
第３４条　研究科内において転専攻を志願する者については、当該研究科の定めるところにより許可す

ることができる。
　　（留学）
第３５条　外国の大学の大学院に留学を志願する者は、別に定めるところにより、あらかじめ学長の許

可を受けて留学することができる。
２　留学した期間は、在学年数に通算する。
３　第25条及び第26条の規定は、留学の場合について準用する。
　　（退学、転学、除籍及び休学）
第３６条　退学、転学、除籍及び休学については、大学学則の規定を準用する。

　　　　第８節　科目等履修生、特別科目等履修学生、研究生、外国人留学生及び特別研究学生等
　　（科目等履修生、特別科目等履修学生、研究生及び外国人留学生）
第３７条　科目等履修生、特別科目等履修学生、研究生及び外国人留学生については、別に定める。
　　（特別研究学生）
第３８条　他大学又は外国の大学の大学院の学生で、研究科において研究指導を受けることを志願する

者があるときは、当該大学院との協議に基づき、特別研究学生として入学を許可することができる。
２　前項の規定の実施に関し必要な事項は、別に定める。
　　（ノンディグリープログラム）
第３８条の２　本学は、社会に対し開かれた大学として、社会人の学び直し及び生涯学習に対する社会

的要請に応えるためにノンディグリープログラムを開設する。
２　ノンディグリープログラムに関する事項は、別に定める。

　　　　第９節　授業料等
　　（授業料の納付）
第３９条　授業料の納付方法については、大学学則の規定を準用する。
　　（授業料等の額）
第４０条　検定料、入学料及び授業料の額は、別に定める。
　　（免除及び徴収猶予）
第４１条　経済的理由によって入学料若しくは授業料の納付が困難であり、かつ、学業優秀と認められ

る者又は風水害等特別の事情により、入学料若しくは授業料の納付が困難な者に対しては、入学料に
あっては入学時に、授業料にあっては各期ごとに全額若しくは半額を免除し、又は徴収を猶予するこ
とがある。

２　前項に定めるもののほか、学業及び人物ともに特に優秀と認められる者に対して、授業料を免除す
ることがある。

３　入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予に関する事項は、別に定める。

　　　　第１０節　賞罰
　　（表彰及び懲戒）
第４２条　表彰及び懲戒については、大学学則の規定を準用する。

　　　　第１１節　補則
　　（準用規定）
第４３条　大学院学生については、第２章の規定を除くほか、大学学則第２章の規定を準用する。
　　（読替）
第４４条　大学学則をこの学則に準用する場合は、「大学」を「大学院」に、「学部」を「研究科」に、「学部

長」を「研究科長」に、「教授会」を「研究科教授会（教育学研究科にあっては研究科委員会）」にそれぞ
れ読み替えるものとする。
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　　　附　則
１　この学則は、平成16年４月１日から施行する。
２　第５条の別表に定める収容定員は、文化科学研究科にあっては、平成16年度は次表のとおりとする。

研究科 専　攻 修士課程・
博士前期課程 博士後期課程 合　計

文化科学研究科
　

文 化 構 造 研 究 専 攻
日 本 ・ ア ジ ア 研 究 専 攻
文 化 環 境 研 究 専 攻

計

26人
20
18
64

人 人

64

日本・アジア文化研究専攻
計

8
8 8

合　計 750 167 917

　　　附　則（平成17．３．23　16規則218）
１　この学則は、平成17年４月１日から施行する。
２　第５条の別表１に定める収容定員は、経済科学研究科経済科学専攻にあっては、平成17年度及び平

成18年度は次表のとおりとする。

専　攻 課　程
収容定員

平成17年度 平成18年度

経済科学専攻 博士後期課程 人
21

人
24

（博士後期課程小計） 174 177

合　計 924 927

　　　附　則（平成18．４．１　18規則13）
１　この学則は、平成18年４月１日から施行する。
２　理工学研究科博士前期課程数学専攻、物理学専攻、基礎化学専攻、分子生物学専攻、生体制御学専攻、

機械工学専攻、電気電子システム工学専攻、情報システム工学専攻、応用化学専攻、機能材料工学専攻、
建設工学専攻及び環境制御工学専攻並びに博士後期課程物質科学専攻、生産科学専攻、生物環境科学
専攻及び情報数理科学専攻は、改正後の第５条の規定にかかわらず、平成18年３月31日に当該専攻に
在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

３　第５条の別表１に定める収容定員は、理工学研究科博士前期課程及び博士後期課程にあっては、平
成18年度及び平成19年度は、次表のとおりとする。
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研究科 専　攻

収容定員

修士課程・
博士前期課程 博士後期課程

平成18年度 平成18年度 平成19年度

理工学研究科

数 学 専 攻 14人 人 人

物 理 学 専 攻 14

基 礎 化 学 専 攻 16

分 子 生 物 学 専 攻 12

生 体 制 御 学 専 攻 12

機 械 工 学 専 攻 40

電気電子システム工学専攻 24

情 報 シ ス テ ム 工 学 専 攻 28

応 用 化 学 専 攻 21

機 能 材 料 工 学 専 攻 15

建 設 工 学 専 攻 31

環 境 制 御 工 学 専 攻 26

生 命 科 学 系 専 攻 30

物 理 機 能 系 専 攻 35

化 学 系 専 攻 42

数 理 電 子 情 報 系 専 攻 71

機 械 科 学 系 専 攻 46

環境システム工学系専攻 57

計 534

物 質 科 学 専 攻 18 9

生 産 科 学 専 攻 18 9

生 物 環 境 科 学 専 攻 20 10

情 報 数 理 科 学 専 攻 16 8

環 境 制 御 工 学 専 攻 22 11

理 工 学 専 攻 56 112

計 150 159

合　計 778 186 198

　　　附　則（平成19．４．１　19規則14）
１　この学則は、平成19年４月１日から施行する。
２　第５条の別表１に定める収容定員は、教育学研究科にあっては、平成19年度は次表のとおりとする。
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研究科 専　攻 修士課程・
博士前期課程 合　計

教育学研究科

学 校 教 育 専 攻 34

障 害 児 教 育 専 攻 3

特 別 支 援 教 育 専 攻 5

教 科 教 育 専 攻 80

計 122 122

合　計 808 1,006

　　　附　則（平成19．10．25　19規則79）
　この学則は、平成19年11月１日から施行する。
　　　附　則（平成20．１．24　19規則88）
　この学則は、平成20年１月24日から施行し、平成19年12月26日から適用する。
　　　附　則（平成20．３．１　19規則95）
　この学則は、平成20年３月１日から施行する。
　　　附　則（平成20．４．１　20規則11）
　この学則は、平成20年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成21．７．23　21規則41）
　この学則は、平成21年７月23日から施行する。
　　　附　則（平成23．４．28　23規則1）
１　この学則は、平成23年４月28日から施行し、平成23年４月１日から適用する。
２　第４条の２の別表１に定める収容定員は、理工学研究科博士前期課程にあっては、平成23年度は次

のとおりとする。
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研究科 専　攻 修士課程・
博士前期課程 収容定員合計

理工学研究科

生 命 科 学 系 専 攻 65

分 子 生 物 学 コ ー ス

生 体 制 御 学 コ ー ス

物 理 機 能 系 専 攻 74

物 理 学 コ ー ス

機 能 材 料 工 学 コ ー ス

化 学 系 専 攻 92

基 礎 化 学 コ ー ス

応 用 化 学 コ ー ス

数 理 電 子 情 報 系 専 攻 154

数 学 コ ー ス

電気電子システム工学コース

情 報 シ ス テ ム 工 学 コ ー ス

機 械 科 学 系 専 攻 90

機 械 工 学 コ ー ス

メカノロボット工学コース

環 境 シ ス テ ム 工 学 系 専 攻 114

環 境 社 会 基 盤 国 際 コ ー ス

環 境 制 御 シ ス テ ム コ ー ス

計 589 589

合　計 837 1,044

　　　附　則（平成24．10．25　24規則40）
　この学則は、平成24年10月25日から施行する。
　　　附　則（平成26．４．24　26規則1）
１　この学則は、平成26年４月24日から施行し、平成26年４月１日から適用する。
２　第４条の２の別表１に定める収容定員は、理工学研究科博士前期課程にあっては、平成26年度は次

のとおりとする。
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研究科 専　攻 修士課程・
博士前期課程 収容定員合計

理工学研究科

生 命 科 学 系 専 攻 80

分 子 生 物 学 コ ー ス

生 体 制 御 学 コ ー ス

物 理 機 能 系 専 攻 88

物 理 学 コ ー ス

機 能 材 料 工 学 コ ー ス

化 学 系 専 攻 105

基 礎 化 学 コ ー ス

応 用 化 学 コ ー ス

数 理 電 子 情 報 系 専 攻 176

数 学 コ ー ス

電気電子システム工学コース

情 報 シ ス テ ム 工 学 コ ー ス

機 械 科 学 系 専 攻 93

機 械 工 学 コ ー ス

メカノロボット工学コース

環 境 シ ス テ ム 工 学 系 専 攻 124

環 境 社 会 基 盤 国 際 コ ー ス

環 境 制 御 シ ス テ ム コ ー ス

計 666 666

合　計 914 1,121

　　　附　則（平成27．１．22　26規則24）　　　
１　この学則は、平成27年４月１日から施行する。
２　文化科学研究科修士課程文化構造研究専攻、日本・アジア研究専攻及び文化環境研究専攻並びに博

士後期課程日本・アジア文化研究専攻並びに経済科学研究科博士前期課程経済科学専攻並びに博士後
期課程経済科学専攻は、改正後の第４条の２の規定にかかわらず、平成27年３月31日に当該専攻に在
学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。

３　第４条の２の別表１に定める収容定員は、人文社会科学研究科博士前期課程及び博士後期課程並び
に文化科学研究科修士課程及び博士後期課程並びに経済科学研究科博士前期課程及び博士後期課程に
あっては、平成27年度及び平成28年度は、次表のとおりとする。
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研究科 専　攻

収容定員

修士課程・
博士前期課程 博士後期課程

平成27年度 平成27年度 平成28年度

人文社会科学研究科

文 化 環 境 専 攻 20

国 際 日 本 ア ジ ア 専 攻 38

経 済 経 営 専 攻 22

計 80

日 本 ア ジ ア 文 化 専 攻 4 8

経 済 経 営 専 攻 12 24

計 16 32

文化科学研究科

文 化 構 造 研 究 専 攻 13

日 本 ・ ア ジ ア 研 究 専 攻 10

文 化 環 境 研 究 専 攻 9

計 32

日本・アジア文化研究専攻 8 4

計 8 4

経済科学研究科

経 済 科 学 専 攻 30

計 30

経 済 科 学 専 攻 18 9

計 18 9

合　計 982 210 213

　　　附　則（平成27．２．19　26規則40）
　この学則は、平成27年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成27．７．23　27規則13）
　この学則は、平成27年７月23日から施行する。　　　　　　　　　　　　　
　　　附　則（平成28．１．28　27規則44）　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　この学則は、平成28年４月１日から施行する。　　　　　　　　　　　　　
２　教育学研究科特別支援教育専攻は、改正後の第４条の２の規定にかかわらず、平成28年３月31日に

当該専攻に在学する者が在学しなくなる日までの間、存続するものとする。
３　第４条の２の別表１に定める収容定員は、教育学研究科修士課程及び専門職学位課程並びに理工学

研究科博士前期課程にあっては、平成28年度は次表のとおりとする。
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研究科 専　攻 修士課程・
博士前期課程 専門職学位課程

教育学研究科

学 校 教 育 専 攻 32

特 別 支 援 教 育 専 攻 5

教 科 教 育 専 攻 67

計 104

教 職 実 践 専 攻 20

計 20

理工学研究科

生 命 科 学 系 専 攻 100

物 理 機 能 系 専 攻 108

化 学 系 専 攻 120

数 理 電 子 情 報 系 専 攻 201

機 械 科 学 系 専 攻 108

環 境 シ ス テ ム 工 学 系 専 攻 129

計 766

合　計 1,030 20

　　　附　則（平成28．５．26　28規則2）
　この学則は、平成28年５月26日から施行する。
　　　附　則（平成29．３．16　28規則48）
　この学則は、平成29年４月１日から施行し、平成18年４月１日から適用する。
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別表１

研究科 専　攻

修士課程・
博士前期課程 博士後期課程 専門職学位課程 収�容

定�員
合�計
（人）

入学定員
（人）

収容定員
（人）

入学定員
（人）

収容定員
（人）

入学定員
（人）

収容定員
（人）

人文社会科学研究科

文 化 環 境 専 攻　 20 40
国 際 日 本 ア ジ ア 専 攻 38 76
経 済 経 営 専 攻 22 44

計 80 160 160
日 本 ア ジ ア 文 化 専 攻 4 12
経 済 経 営 専 攻 12 36

計 16 48 48

教育学研究科

学 校 教 育 専 攻 15 30
教 科 教 育 専 攻 27 54

計 42 84 84
教 職 実 践 専 攻 20 40

計 20 40 40

理工学研究科

生 命 科 学 系 専 攻 55 110
分 子 生 物 学 コ ー ス
生 体 制 御 学 コ ー ス

物 理 機 能 系 専 攻 59 118
物 理 学 コ ー ス
機 能 材 料 工 学 コ ー ス

化 学 系 専 攻 65 130
基 礎 化 学 コ ー ス
応 用 化 学 コ ー ス

数 理 電 子 情 報 系 専 攻 108 216
数 学 コ ー ス
電気電子システム工学コース
情 報 シ ス テ ム 工 学 コ ー ス

機 械 科 学 系 専 攻 59 118
機 械 工 学 コ ー ス
メカノロボット工学コース

環 境 シ ス テ ム 工 学 系 専 攻 62 124
環 境 社 会 基 盤 国 際 コ ー ス
環 境 制 御 シ ス テ ム コ ー ス

計 408 816 816
理 工 学 専 攻 56 168

生 命 科 学 コ ー ス
物 質 科 学 コ ー ス
数 理 電 子 情 報 コ ー ス
人間支援・生産科学コース
環境科学・社会基盤コース
連 携 先 端 研 究 コ ー ス

計 56 168 168
合　計 530 1,060 72 216 20 40 1,316
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
前
文
）大
学
の
基
本
的
な
目
標

　
　

○
埼

玉
大

学
は

、
教

育
と

研
究

を
両

輪
と

す
る

個
性

的
な

総
合

大
学

の
構

築
を

通
じ

て
、

普
遍

的
な

知
を

創
造

す
る

と
と

も
に

、
時

代
の

要
請

に
応

え
う

る
有

為
な

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
に

貢
献

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
す

。
　

　
　

と
り

わ
け

、
総

合
大

学
と

し
て

の
利

点
を

活
か

し
、

専
門

性
を

軸
に

幅
広

い
教

養
を

備
え

た
市

民
と

し
て

の
職

業
人

の
育

成
に

努
め

る
と

と
も

に
、

世
界

水
準

の
研

究
の

推
進

を
目

指
し

て
、

大
学

と
し

て
重

点
課

題
を

設
定

し
、

地
球

規
模

で
の

人
類

的
課

題
や

地
域

社
会

が
抱

え
る

現
実

的
課

題
に

応
え

る
研

究
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。
　

　
　

ま
た

、「
社

会
に

開
か

れ
た

大
学

」を
目

指
し

、
政

令
指

定
都

市
に

立
地

す
る

首
都

圏
大

学
と

し
て

の
利

点
を

活
か

し
、

社
会

人
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

教
育

・
生

涯
学

習
ニ

ー
ズ

に
積

極
的

に
応

え
て

い
く

と
と

も
に

、
大

学
に

蓄
積

さ
れ

た
知

的
財

産
を

産
学

官
交

流
・

地
域

社
会

と
の

連
携

を
通

じ
て

社
会

へ
の

還
元

に
努

め
る

。
　

　
　

さ
ら

に
、

国
際

化
時

代
に

即
応

し
う

る「
世

界
に

開
か

れ
た

大
学

」を
目

指
し

、
首

都
圏

大
学

と
し

て
の

利
点

を
活

か
し

て
留

学
生

の
受

け
入

れ
を

進
め

る
と

と
も

に
、

大
学

間
交

流
協

定
を

活
用

し
研

究
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
。

Ⅰ
　
中
期
目
標
の
期
間
及
び
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

　
１
　
中
期
目
標
の
期
間

　
　

　
平

成
16

年
度

 ～
 平

成
21

年
度

　
２
　
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

　
　

　
こ

の
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
別

表
に

記
載

す
る

学
部

、
研

究
科

を
置

く
。

Ⅱ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標

　（
1）
教
育
の
成
果
に
関
す
る
目
標

【
学
士
課
程
】

　
　

○
大

学
全

体
と

し
て

は
、

各
学

部
で

の
充

実
し

た
専

門
教

育
を

前
提

と
し

た
上

で
、

次
の

三
点

を
基

本
的

な
教

育
目

標
と

す
る

。
　

　
①

大
学

の
専

門
教

育
を

効
果

的
に

修
得

す
る

た
め

に
、

自
ら

学
ぶ

楽
し

さ
を

自
覚

さ
せ

、
併

せ
て

基
本

的
な

知
識

・
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
②

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
に

お
け

る
基

礎
的

な
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
③

専
門

分
野

以
外

の
他

の
学

問
体

系
に

つ
い

て
の

広
い

関
心

を
持

た
せ

、
21

世
紀

社
会

が
求

め
る

教
養

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
教
育
の
成
果
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

【
学
士
課
程
】

　（
教
養
教
育
を
含
め
た
全
学
教
育
の
成
果
に
関
す
る
具
体
的
目
標
の
設
定
）

　
　

○
従

前
の

共
通

教
育

の
あ

り
方

を
抜

本
的

に
見

直
し

、
全

学
的

な
教

育
を

一
層

充
実

さ
せ

る
た

め
の

組
織

的
な

整
備

を
図

る
。

具
体

的
に

は
、

平
成

16
年

度
に

、
学

内
組

織
と

し
て

新
た

に「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」を
設

置
し

、
そ

の
下

に「
全

学
教

育
企

画
室

」、「
英

語
教

育
開

発
セ

ン
タ

ー
」、「

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

」、「
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
」、

及
び「

留
学

生
セ

ン
タ

ー
」

を
設

け
る

。
　

　
　

こ
れ

ら
の

組
織

に
お

い
て

、
各

学
部

等
と

の
連

携
を

強
化

し
つ

つ
、

全
学

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

提
供

す
る

。
　

　
○

専
門

性
に

根
ざ

し
た

新
し

い
教

養
教

育
を

進
め

る
た

め
に

、「
全

学
教

育
企

画
室

」に
お

い
て

は
、専

門
横

断
的

な
全

学
テ

ー
マ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

編
成

を
企

画
し

、
学

内
公

募
に

よ
る

時
限

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
部

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
調

整
を

行
い

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

科
目

の
一

部
を

全
学

開
放

科
目

と
し

て
認

定
し

、
広

く
学

生
の

受
講

を
可

能
に

さ
せ

て
、

多
様

で
幅

広
い

関
心

を
喚

起
さ

せ
る

教
育

を
行

う
。

さ
ら

に
教

育
効

果
を

高
め

る
た

め
、

FD
の

推
進

を
図

る
。

　
　

○
各

種
の

基
本

的
な

知
識

・
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、「

英
語

教
育

開
発

セ
ン

タ
ー

」、
「

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

」、
及

び「
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
」に

お
い

て
設

計
し

、
全

学
的

に
教

育
を

行
う

。

　（
専
門
教
育
の
成
果
に
関
す
る
具
体
的
目
標
の
設
定
）

　
　

○
教

養
学

部
、

経
済

学
部

、
理

学
部

は
、

幅
広

い
教

養
を

身
に

つ
け

、
人

文
科

学
、

社
会

科
学

、
自

然
科

学
の

基
礎

を
修

得
し

た
人

材
の

育
成

を
目

指
す

。

　
　

教
育

学
部

・
工

学
部

は
、

専
門

職
業

人
の

育
成

を
基

本
目

標
と

す
る

こ
と

に
鑑

み
、

専
門

的
能

力
の

付
与

に
力

点
を

置
き

、
そ

れ
ぞ

れ
、

主
と

し
て

、
次

代
の

初
等

中
等

教
育

を
担

う
優

れ
た

教
員

、
次

代
の

産
業

社
会

を
担

う
優

れ
た

技
術

者
の

養
成

を
目

指
す

。
　

　
　

ま
た

、
各

学
部

と
も

、
専

門
教

育
に

お
い

て
修

得
し

た
基

礎
的

な
知

識
・

能
力

を
活

か
し

て
、

大
学

院
に

進
学

し
、

高
度

専
門

職
業

人
、

研
究

者
へ

の
道

を
歩

む
た

め
の

高
度

な
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
　

○
各

学
部

は
、

以
下

の
よ

う
な

具
体

的
目

標
を

設
定

し
、

公
開

す
る

。
　

　
　

・
創

造
力

に
富

む
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
課

題
を

探
求

し
、

発
見

す
る

能
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

課
題

に
柔

軟
に

対
応

し
、

解
決

で
き

る
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
国

際
的

視
野

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

実
践

的
な

企
画

・
立

案
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。

　（
卒
業
後
の
進
路
等
に
関
す
る
具
体
的
目
標
の
設
定
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
進

路
指

導
委

員
会

」を
各

学
部

に
設

置
し

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
調

査
、

卒
業

生
の

活
動

状
況

調
査

等
を

行
い

、
学

部
ご

と
の

卒
業

生
が

そ
の

能
力

を
発

揮
し

う
る

進
路

に
関

す
る

情
報

を
学

生
に

提
供

す
る

。
　

　
　「

進
路

指
導

委
員

会
」は

、
入

学
時

か
ら

卒
業

時
ま

で
き

め
細

か
な

進
路

指
導

に
責

任
を

持
ち

、
指

導
体

制
の

あ
り

方
、

及
び

具
体

的
な

進
路

指
導

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
ま

た
、

同
委

員
会

は
、

学
内

に
新

た
に

組
織

す
る「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」の

下
の「

学
生

支
援

セ
ン

タ
ー

」に
設

置
さ

れ
る「

就
職

支
援

部
門

」と
連

携
し

、
学

生
の

就
職

等
に

関
し

て
必

要
な

指
導

と
支

援
を

行
う

。
　

　
　

さ
ら

に
、

同
委

員
会

は
、

学
生

の
進

路
動

向
を

十
分

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、

学
部

・
研

究
科

に
新

た
に

設
置

す
る「

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
委

員
会

」、
及

び「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

」と
密

接
に

連
携

し
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
、

専
門

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
必

要
な

提
言

を
行

う
。

　
　

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

、
学

生
の

進
路

体
験

が
可

能
な

体
制

を
充

実
す

る
。

　（
教
育
の
成
果
・
効
果
の
検
証
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

学
内

組
織

と
し

て「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」を

設
置

す
る

。
こ

の
セ

ン
タ

ー
は

、
学

内
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

に
お

い
て

公
正

か
つ

適
正

な
評

価
を

行
う

た
め

の
第

三
者

的
評

価
組

織
と

位
置

づ
け

、
学

外
者

も
登

用
す

る
。

　
　

○
こ

の
セ

ン
タ

ー
の

下
に「

教
育

評
価

部
門

」、
「

研
究

評
価

部
門

」、
及

び「
業

務
運

営
評

価
部

門
」の

3部
門

を
設

置
し

、
教

育
の

成
果

・
効

果
の

検
証

に
当

た
っ

て
は

、「
教

育
評

価
部

門
」が

責
任

を
持

ち
、

教
育

内
容

、
運

営
体

制
、

実
施

体
制

等
に

つ
い

て
の

成
果

・
効

果
を

検
証

し
、

適
切

な
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
改

善
の

提
言

を
行

う
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」に
置

か
れ

る「
全

学
教

育
企

画
室

」が
中

心
と

な
っ

て
、

す
べ

て
の

授
業

に
つ

い
て

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
、

教
育

の
成

果
・

効
果

の
基

本
資

料
を

作
成

す
る

。
加

え
て

、
T

O
EI

C、
T

O
EF

L
な

ど
標

準
的

な
試

験
を

利
用

し
た

り
、

大
学

基
準

協
会

、
JA

BE
E

等
の

外
部

機
関

に
よ

る
基

準
認

定
を

利
用

し
た

教
育

の
成

果
・

検
証

方
法

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

【
大
学
院
課
程
】

　（
前
期（
修
士
）課
程
）

　
　

○
大

学
全

体
と

し
て

は
、

次
の

三
点

を
基

本
的

な
目

標
と

す
る

。
　

　
①

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
に

お
け

る
高

度
な

専
門

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

　
　

②
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

に
お

け
る

研
究

の
基

礎
的

能
力

を
養

う
と

と
も

に
、

研
究

成
果

の
発

信
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

　
　

③
専

門
分

野
以

外
の

他
の

学
問

に
つ

い
て

の
知

識
を

深
め

、
学

際
的

視
野

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。

【
大
学
院
課
程
】

　（
前
期（
修
士
）課
程
）

　
　

○
前

期（
修

士
）課

程
に

あ
っ

て
は

、
各

研
究

科
と

も
高

度
専

門
職

業
人

の
育

成
に

主
た

る
目

標
を

置
い

て
教

育
・

研
究

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

専
門

分
野

の
特

性
に

応
じ

て
後

期（
博

士
）課

程
に

進
み

う
る

に
足

る
研

究
能

力
の

育
成

に
努

め
る

。
　

　
○

各
研

究
科

が
、

特
徴

に
応

じ
て

設
定

す
る

修
了

後
の

進
路

を
明

確
に

し
、

優
秀

な
人

材
の

育
成

に
努

め
る

。
　

　
○

前
期（

修
士

）課
程

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
よ

う
な

専
門

性
に

立
脚

し
た

人
材

養
成

目
標

を
設

定
・

公
開

し
、

こ
れ

に
基

づ
い

た
教

育
を

行
う

。

【
第
１
期
】
埼
玉
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
一
覧
表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
前
文
）大
学
の
基
本
的
な
目
標

　
　

○
埼

玉
大

学
は

、
教

育
と

研
究

を
両

輪
と

す
る

個
性

的
な

総
合

大
学

の
構

築
を

通
じ

て
、

普
遍

的
な

知
を

創
造

す
る

と
と

も
に

、
時

代
の

要
請

に
応

え
う

る
有

為
な

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
社

会
に

貢
献

し
て

い
く

こ
と

を
目

指
す

。
　

　
　

と
り

わ
け

、
総

合
大

学
と

し
て

の
利

点
を

活
か

し
、

専
門

性
を

軸
に

幅
広

い
教

養
を

備
え

た
市

民
と

し
て

の
職

業
人

の
育

成
に

努
め

る
と

と
も

に
、

世
界

水
準

の
研

究
の

推
進

を
目

指
し

て
、

大
学

と
し

て
重

点
課

題
を

設
定

し
、

地
球

規
模

で
の

人
類

的
課

題
や

地
域

社
会

が
抱

え
る

現
実

的
課

題
に

応
え

る
研

究
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。
　

　
　

ま
た

、「
社

会
に

開
か

れ
た

大
学

」を
目

指
し

、
政

令
指

定
都

市
に

立
地

す
る

首
都

圏
大

学
と

し
て

の
利

点
を

活
か

し
、

社
会

人
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

教
育

・
生

涯
学

習
ニ

ー
ズ

に
積

極
的

に
応

え
て

い
く

と
と

も
に

、
大

学
に

蓄
積

さ
れ

た
知

的
財

産
を

産
学

官
交

流
・

地
域

社
会

と
の

連
携

を
通

じ
て

社
会

へ
の

還
元

に
努

め
る

。
　

　
　

さ
ら

に
、

国
際

化
時

代
に

即
応

し
う

る「
世

界
に

開
か

れ
た

大
学

」を
目

指
し

、
首

都
圏

大
学

と
し

て
の

利
点

を
活

か
し

て
留

学
生

の
受

け
入

れ
を

進
め

る
と

と
も

に
、

大
学

間
交

流
協

定
を

活
用

し
研

究
の

国
際

交
流

を
推

進
す

る
。

Ⅰ
　
中
期
目
標
の
期
間
及
び
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

　
１
　
中
期
目
標
の
期
間

　
　

　
平

成
16

年
度

 ～
 平

成
21

年
度

　
２
　
教
育
研
究
上
の
基
本
組
織

　
　

　
こ

の
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
別

表
に

記
載

す
る

学
部

、
研

究
科

を
置

く
。

Ⅱ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標

　（
1）
教
育
の
成
果
に
関
す
る
目
標

【
学
士
課
程
】

　
　

○
大

学
全

体
と

し
て

は
、

各
学

部
で

の
充

実
し

た
専

門
教

育
を

前
提

と
し

た
上

で
、

次
の

三
点

を
基

本
的

な
教

育
目

標
と

す
る

。
　

　
①

大
学

の
専

門
教

育
を

効
果

的
に

修
得

す
る

た
め

に
、

自
ら

学
ぶ

楽
し

さ
を

自
覚

さ
せ

、
併

せ
て

基
本

的
な

知
識

・
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
②

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
に

お
け

る
基

礎
的

な
知

識
・

能
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
③

専
門

分
野

以
外

の
他

の
学

問
体

系
に

つ
い

て
の

広
い

関
心

を
持

た
せ

、
21

世
紀

社
会

が
求

め
る

教
養

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
教
育
の
成
果
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

【
学
士
課
程
】

　（
教
養
教
育
を
含
め
た
全
学
教
育
の
成
果
に
関
す
る
具
体
的
目
標
の
設
定
）

　
　

○
従

前
の

共
通

教
育

の
あ

り
方

を
抜

本
的

に
見

直
し

、
全

学
的

な
教

育
を

一
層

充
実

さ
せ

る
た

め
の

組
織

的
な

整
備

を
図

る
。

具
体

的
に

は
、

平
成

16
年

度
に

、
学

内
組

織
と

し
て

新
た

に「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」を
設

置
し

、
そ

の
下

に「
全

学
教

育
企

画
室

」、「
英

語
教

育
開

発
セ

ン
タ

ー
」、「

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

」、「
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
」、

及
び「

留
学

生
セ

ン
タ

ー
」

を
設

け
る

。
　

　
　

こ
れ

ら
の

組
織

に
お

い
て

、
各

学
部

等
と

の
連

携
を

強
化

し
つ

つ
、

全
学

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
を

提
供

す
る

。
　

　
○

専
門

性
に

根
ざ

し
た

新
し

い
教

養
教

育
を

進
め

る
た

め
に

、「
全

学
教

育
企

画
室

」に
お

い
て

は
、専

門
横

断
的

な
全

学
テ

ー
マ

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

編
成

を
企

画
し

、
学

内
公

募
に

よ
る

時
限

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
部

間
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
調

整
を

行
い

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

科
目

の
一

部
を

全
学

開
放

科
目

と
し

て
認

定
し

、
広

く
学

生
の

受
講

を
可

能
に

さ
せ

て
、

多
様

で
幅

広
い

関
心

を
喚

起
さ

せ
る

教
育

を
行

う
。

さ
ら

に
教

育
効

果
を

高
め

る
た

め
、

FD
の

推
進

を
図

る
。

　
　

○
各

種
の

基
本

的
な

知
識

・
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

た
め

の
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、「

英
語

教
育

開
発

セ
ン

タ
ー

」、
「

情
報

教
育

セ
ン

タ
ー

」、
及

び「
基

礎
教

育
セ

ン
タ

ー
」に

お
い

て
設

計
し

、
全

学
的

に
教

育
を

行
う

。

　（
専
門
教
育
の
成
果
に
関
す
る
具
体
的
目
標
の
設
定
）

　
　

○
教

養
学

部
、

経
済

学
部

、
理

学
部

は
、

幅
広

い
教

養
を

身
に

つ
け

、
人

文
科

学
、

社
会

科
学

、
自

然
科

学
の

基
礎

を
修

得
し

た
人

材
の

育
成

を
目

指
す

。

　
　

教
育

学
部

・
工

学
部

は
、

専
門

職
業

人
の

育
成

を
基

本
目

標
と

す
る

こ
と

に
鑑

み
、

専
門

的
能

力
の

付
与

に
力

点
を

置
き

、
そ

れ
ぞ

れ
、

主
と

し
て

、
次

代
の

初
等

中
等

教
育

を
担

う
優

れ
た

教
員

、
次

代
の

産
業

社
会

を
担

う
優

れ
た

技
術

者
の

養
成

を
目

指
す

。
　

　
　

ま
た

、
各

学
部

と
も

、
専

門
教

育
に

お
い

て
修

得
し

た
基

礎
的

な
知

識
・

能
力

を
活

か
し

て
、

大
学

院
に

進
学

し
、

高
度

専
門

職
業

人
、

研
究

者
へ

の
道

を
歩

む
た

め
の

高
度

な
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
こ

と
を

目
指

す
。

　
　

○
各

学
部

は
、

以
下

の
よ

う
な

具
体

的
目

標
を

設
定

し
、

公
開

す
る

。
　

　
　

・
創

造
力

に
富

む
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
課

題
を

探
求

し
、

発
見

す
る

能
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

課
題

に
柔

軟
に

対
応

し
、

解
決

で
き

る
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
国

際
的

視
野

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

実
践

的
な

企
画

・
立

案
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。

　（
卒
業
後
の
進
路
等
に
関
す
る
具
体
的
目
標
の
設
定
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
進

路
指

導
委

員
会

」を
各

学
部

に
設

置
し

、
社

会
の

ニ
ー

ズ
調

査
、

卒
業

生
の

活
動

状
況

調
査

等
を

行
い

、
学

部
ご

と
の

卒
業

生
が

そ
の

能
力

を
発

揮
し

う
る

進
路

に
関

す
る

情
報

を
学

生
に

提
供

す
る

。
　

　
　「

進
路

指
導

委
員

会
」は

、
入

学
時

か
ら

卒
業

時
ま

で
き

め
細

か
な

進
路

指
導

に
責

任
を

持
ち

、
指

導
体

制
の

あ
り

方
、

及
び

具
体

的
な

進
路

指
導

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。
ま

た
、

同
委

員
会

は
、

学
内

に
新

た
に

組
織

す
る「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」の

下
の「

学
生

支
援

セ
ン

タ
ー

」に
設

置
さ

れ
る「

就
職

支
援

部
門

」と
連

携
し

、
学

生
の

就
職

等
に

関
し

て
必

要
な

指
導

と
支

援
を

行
う

。
　

　
　

さ
ら

に
、

同
委

員
会

は
、

学
生

の
進

路
動

向
を

十
分

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、

学
部

・
研

究
科

に
新

た
に

設
置

す
る「

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
委

員
会

」、
及

び「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

」と
密

接
に

連
携

し
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
、

専
門

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
必

要
な

提
言

を
行

う
。

　
　

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

、
学

生
の

進
路

体
験

が
可

能
な

体
制

を
充

実
す

る
。

　（
教
育
の
成
果
・
効
果
の
検
証
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

学
内

組
織

と
し

て「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」を

設
置

す
る

。
こ

の
セ

ン
タ

ー
は

、
学

内
に

お
け

る
さ

ま
ざ

ま
な

分
野

に
お

い
て

公
正

か
つ

適
正

な
評

価
を

行
う

た
め

の
第

三
者

的
評

価
組

織
と

位
置

づ
け

、
学

外
者

も
登

用
す

る
。

　
　

○
こ

の
セ

ン
タ

ー
の

下
に「

教
育

評
価

部
門

」、
「

研
究

評
価

部
門

」、
及

び「
業

務
運

営
評

価
部

門
」の

3部
門

を
設

置
し

、
教

育
の

成
果

・
効

果
の

検
証

に
当

た
っ

て
は

、「
教

育
評

価
部

門
」が

責
任

を
持

ち
、

教
育

内
容

、
運

営
体

制
、

実
施

体
制

等
に

つ
い

て
の

成
果

・
効

果
を

検
証

し
、

適
切

な
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
改

善
の

提
言

を
行

う
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」に
置

か
れ

る「
全

学
教

育
企

画
室

」が
中

心
と

な
っ

て
、

す
べ

て
の

授
業

に
つ

い
て

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
、

教
育

の
成

果
・

効
果

の
基

本
資

料
を

作
成

す
る

。
加

え
て

、
T

O
EI

C、
T

O
EF

L
な

ど
標

準
的

な
試

験
を

利
用

し
た

り
、

大
学

基
準

協
会

、
JA

BE
E

等
の

外
部

機
関

に
よ

る
基

準
認

定
を

利
用

し
た

教
育

の
成

果
・

検
証

方
法

の
導

入
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

【
大
学
院
課
程
】

　（
前
期（
修
士
）課
程
）

　
　

○
大

学
全

体
と

し
て

は
、

次
の

三
点

を
基

本
的

な
目

標
と

す
る

。
　

　
①

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
に

お
け

る
高

度
な

専
門

知
識

・
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

　
　

②
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

に
お

け
る

研
究

の
基

礎
的

能
力

を
養

う
と

と
も

に
、

研
究

成
果

の
発

信
能

力
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

　
　

③
専

門
分

野
以

外
の

他
の

学
問

に
つ

い
て

の
知

識
を

深
め

、
学

際
的

視
野

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。

【
大
学
院
課
程
】

　（
前
期（
修
士
）課
程
）

　
　

○
前

期（
修

士
）課

程
に

あ
っ

て
は

、
各

研
究

科
と

も
高

度
専

門
職

業
人

の
育

成
に

主
た

る
目

標
を

置
い

て
教

育
・

研
究

指
導

を
行

う
と

と
も

に
、

専
門

分
野

の
特

性
に

応
じ

て
後

期（
博

士
）課

程
に

進
み

う
る

に
足

る
研

究
能

力
の

育
成

に
努

め
る

。
　

　
○

各
研

究
科

が
、

特
徴

に
応

じ
て

設
定

す
る

修
了

後
の

進
路

を
明

確
に

し
、

優
秀

な
人

材
の

育
成

に
努

め
る

。
　

　
○

前
期（

修
士

）課
程

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
よ

う
な

専
門

性
に

立
脚

し
た

人
材

養
成

目
標

を
設

定
・

公
開

し
、

こ
れ

に
基

づ
い

た
教

育
を

行
う

。

【
第
１
期
】
埼
玉
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
一
覧
表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

　
・

多
様

な
問

題
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

新
分

野
を

開
拓

で
き

る
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
高

度
で

公
正

な
判

断
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

課
題

の
設

定
と

解
決

策
を

提
案

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
創

造
力

と
実

践
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

国
際

的
視

野
に

優
れ

た
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
社

会
経

験
を

活
か

し
、

高
度

な
問

題
解

決
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。

　（
後
期（
博
士
）課
程
）

　
　

○
大

学
全

体
と

し
て

は
、

次
の

三
点

を
基

本
的

な
目

標
と

す
る

。
　

　
①

常
に

最
先

端
の

専
門

知
識

を
フ

ォ
ロ

ー
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
②

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
に

お
け

る
高

度
な

研
究

能
力

を
培

い
、

独
創

性
の

あ
る

研
究

成
果

を
あ

げ
る

能
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
③

研
究

成
果

を
広

く
応

用
で

き
る

幅
広

い
視

野
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

　（
後
期（
博
士
）課
程
）

　
　

○
文

化
科

学
研

究
科

、
連

合
学

校
教

育
学

研
究

科
、

経
済

科
学

研
究

科
は

、
研

究
能

力
を

備
え

た
高

度
専

門
職

業
人

の
養

成
、

あ
る

い
は

留
学

生
を

対
象

と
し

て
教

育
・

研
究

従
事

者
の

養
成

を
目

指
す

。
　

　
　

理
工

学
研

究
科

は
、

高
度

専
門

技
術

者
、

専
門

研
究

者
の

養
成

を
目

指
す

。
　

　
○

後
期（

博
士

）課
程

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
よ

う
な

専
門

性
に

特
化

し
た

人
材

養
成

目
標

を
　

　
設

定
・

公
開

し
、

こ
れ

に
基

づ
い

た
教

育
を

行
う

。
　

　
　

・
独

創
的

な
研

究
を

遂
行

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

新
分

野
を

開
拓

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
課

題
を

設
定

し
、

そ
れ

を
解

決
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

創
造

力
・

実
践

力
の

あ
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

国
際

的
・

社
会

的
視

野
が

広
く

、
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
社

会
経

験
を

活
か

し
、

理
論

に
裏

付
け

ら
れ

た
独

創
的

な
調

査
・

提
言

能
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　（
2）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
目
標

　（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
学

部
・

研
究

科
と

連
携

し
つ

つ
、

全
学

的
な

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

を
確

立
し

、
そ

の
推

進
を

図
る

。
　

　
○

大
学

全
体

の
基

本
理

念
、

各
学

部
・

研
究

科
の

理
念

・
目

標
を

広
く

社
会

に
周

知
し

、
そ

れ
を

十
分

に
理

解
し

た
志

願
者

を
募

る
。

　
　

○
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
、

社
会

背
景

の
社

会
人

学
生

を
積

極
的

に
広

く
受

け
入

れ
る

。
　

　
○

国
際

教
育

を
実

践
す

る
た

め
に

、
外

国
人

留
学

生
を

積
極

的
に

広
く

受
け

入
れ

る
。

　
　

○
大

学
の

理
念

・
目

標
に

合
致

す
る

よ
う

な
選

抜
方

法
を

工
夫

し
、

意
欲

が
あ

り
優

秀
な

学
生

を
入

学
さ

せ
る

。
　

　
○

多
様

な
受

験
機

会
を

提
供

し
、

多
様

な
基

準
に

よ
る

選
抜

の
工

夫
を

図
る

と
と

も
に

、
社

会
の

要
請

に
応

え
て

、
入

学
定

員
の

あ
り

方
、

選
抜

の
あ

り
方

な
ど

を
不

断
に

検
討

し
、

見
直

し
・

改
善

を
図

る
。

　（
2）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
応
じ
た
入
学
者
選
抜
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
入

学
者

選
抜

の
基

本
方

針
の

策
定

や
試

験
実

施
等

の
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
平

成
16

年
度

に「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」の
下

に
新

た
に「

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
」を

設
置

し
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
を

見
直

す
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

で
き

る
限

り
早

期
に

、
学

部
・

研
究

科
そ

れ
ぞ

れ
の

目
標

に
沿

っ
た

新
た

な
入

試
方

法
を

取
り

入
れ

る
。

　
　

　
そ

の
た

め
、

各
学

部
・

研
究

科
ご

と
に

、「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

委
員

会
」を

設
置

し
て

、
入

学
時

の
成

績
と

就
学

後
の

成
績

と
の

相
関

関
係

等
を

調
査

研
究

す
る

。
同

時
に

、「
進

路
指

導
委

員
会

」と
も

連
携

し
、

就
職

状
況

等
と

の
関

係
に

つ
い

て
も

調
査

分
析

を
行

い
、

入
試

方
法

の
改

善
に

活
用

す
る

。
さ

ら
に

、
A

O
入

試
な

ど
新

た
な

入
試

方
法

の
導

入
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。
　

　
　

ま
た

、
学

部
の

性
格

に
応

じ
て

、
社

会
人

・
留

学
生

の
特

別
推

薦
枠

、
多

様
な

優
先

枠
な

ど
の

拡
大

に
つ

い
て

検
討

す
る

ほ
か

、
2年

次
編

入
、

3年
次

編
入

の
積

極
的

な
受

入
れ

を
検

討
す

る
。

　
　

　
加

え
て

、
各

学
部

・
研

究
科

に
お

い
て

は
、

志
願

者
向

け
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ（

「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ペ

ー
ジ

」）
を

作
成

し
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
っ

て
各

学
部

・
研

究
科

の
教

育
理

念
・

目
標

及
び

具
体

的
な

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
情

報
を

公
開

す
る

。
　

　
○

大
学

説
明

会
・

入
試

説
明

会
の

内
容

の
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
各

学
部

に
お

い
て

、
高

等
学

校
の

生
徒

向
け

公
開

講
座

、
公

開
授

業
、

出
張

講
義

、
高

等
学

校
教

員
と

の
連

携
な

ど
、

入
学

志
願

者
が

埼
玉

大
学

を
よ

く
理

解
し

、
受

験
し

た
い

と
の

思
い

を
強

く
す

る
よ

う
な

効
果

的
な

事
業

を
工

夫
し

て
実

施
す

る
。

　（
教
育
課
程
）

　
　

○
学

士
課

程
と

大
学

院
課

程
の

役
割

を
明

確
に

し
、

さ
ら

に
博

士
前

期（
修

士
）課

程
と

博
士

後
期（

博
士

）課
程

の
役

割
を

は
っ

き
り

さ
せ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

に
応

じ
た

課
程

編
成

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

、
一

貫
性

の
あ

る
課

程
編

成
も

工
夫

す
る

。
　

　
○

学
士

課
程

は
、

す
べ

て
専

門
課

程
と

し
、

全
学

的
視

点
に

立
っ

て
編

成
す

る
教

養
教

育
を

専
門

課
程

と
密

接
に

関
連

さ
せ

た
形

で
実

施
す

る
。

　
　

○
学

士
課

程
に

お
い

て
は

、
専

門
性

に
根

ざ
し

た
基

礎
的

教
育

を
主

眼
と

し
て

、
各

学
部

が
責

任
を

持
っ

て
課

程
編

成
を

行
う

。
　

　
○

転
学

部
・

編
入

学
や

早
期

入
学

・
修

了
を

認
め

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
課

程
に

柔
軟

性
を

与
え

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

が
、

理
念

や
目

標
に

沿
っ

た
体

系
性

の
あ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

を
行

う
。

　（
教
育
方
法
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

に
お

け
る

研
究

の
進

展
を

踏
ま

え
、

展
開

可
能

性
を

持
っ

た
質

の
高

い
教

育
を

行
う

。
　

　
○

学
生

の
立

場
に

立
っ

た
教

育
と

い
う

観
点

か
ら

、
シ

ラ
バ

ス
の

充
実

を
図

り
、

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
て

、
教

育
方

法
の

改
善

に
資

す
る

。

　（
教
育
理
念
に
応
じ
た
教
育
課
程
を
編
成
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
学

士
課

程
に

お
い

て
各

学
部

は
、

責
任

を
持

っ
て

、
専

門
性

に
根

ざ
し

た
基

礎
的

教
育

を
実

施
す

る
た

め
の

課
程

編
成

を
行

う
と

と
も

に
、

学
部

間
の

連
携

を
強

化
し

、
総

合
大

学
の

特
性

を
活

か
し

て
、

他
学

部
の

学
生

に
も

専
門

課
程

の
講

義
の

一
部

を
開

放
す

る
こ

と
に

よ
り

、
総

合
的

な
視

野
の

形
成

と
新

し
い

教
養

教
育

の
実

践
を

可
能

に
す

る
。

　
　

　
ま

た
、各

学
部

・
研

究
科

に
お

い
て「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
」を

強
化

し
、多

様
な

社
会

の
ニ

ー
ズ

等
を

十
分

に
把

握
し

て
、

授
業

科
目

の
構

成
等

を
不

断
に

見
直

し
、

適
切

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
を

行
う

。
　

　
○

教
育

学
部

は
、

教
員

養
成

担
当

学
部

と
し

て
力

量
あ

る
質

の
高

い
教

員
養

成
を

進
め

る
た

め
に

、
教

員
養

成
課

程
に

特
化

 

　
　

し
、

教
育

組
織

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
編

を
行

う
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
と

必
要

性
に

応
じ

て
、

全
学

的
協

力
の

下
に

学
部

学
生

定
員

を
振

り
替

え
大

学
院

の
充

実
を

図
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

　
　

○
学

士
課

程
3年

次
の

転
学

部
・

編
入

学
を

認
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

学
生

の
進

路
変

更
を

可
能

と
す

る
ほ

か
、

学
士

課
程

の
3年

次
卒

業
、

修
士

課
程

1年
次

修
了

等
を

認
め

る
。

　（
授
業
形
態
・
学
習
指
導
法
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

各
学

部
・

研
究

科
が

、「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

」の
充

実
強

化
を

図
り

、
講

義
・

演
習

等
授

業
形

態
の

あ
り

方
に

つ
い

て
再

点
検

を
実

施
し

、
適

切
な

構
成

を
行

う
と

と
も

に
、

学
習

指
導

法
に

つ
い

て
の

現
状

点
検

を
行

い
、

適
切

な
方

策
を

講
じ

る
。

　
　

　
な

お
、

授
業

は
、

講
義

と
演

習
、

実
験

等
を

有
機

的
に

組
み

合
わ

せ
て

行
う

。
並

列
講

義
、

グ
ル

ー
プ

担
任

制
な

ど
工

夫
を

こ
ら

し
た

少
人

数
教

育
を

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

授
業

担
当

教
員

全
員

が
、

シ
ラ

バ
ス

に
お

い
て

具
体

的
な

履
修

達
成

目
標

、
授

業
方

法
、

授
業

内
容

、
成

績
評

価
法

、
参

考
図

書
等

、
授

業
を

実
施

す
る

上
で

効
果

的
な

情
報

を
あ

ら
か

じ
め

学
生

に
明

示
す

る
こ

と
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
シ

ラ
バ

ス
推

薦
図

書
の

更
な

る
整

備
・

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
シ

ラ
バ

ス
は

不
断

に
見

直
し

を
図

り
、

改
善

す
る

。
な

お
、「

全
学

教
育

企
画

室
」が

、
授

業
シ

ラ
バ

ス
の

全
学

モ
デ

ル
を

策
定

し
、

電
子

シ
ラ

バ
ス

と
し

て
学

生
に

公
開

す
る

た
め

の
環

境
整

備
を

図
る

。
　

　
○

学
部

と
連

携
し

て
、

す
べ

て
の

授
業

に
つ

い
て

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
各

授
業

担
当

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

シ
ス

テ
ム

を
検

討
し

、
平

成
17

年
度

に
、

全
学

統
一

フ
ォ

ー
ム

の
策

定
と

と
も

に
、

電
算

処
理

を
可

能
と

す
る

整
備

を
す

す
め

る
。

さ
ら

に
、

教
員

が
、

こ
の

授
業

評
価

を
参

考
に

し
て

、
絶

え
ず

授
業

の
形

態
、

指
導

法
の

改
善

を
図

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。

　（
成
績
評
価
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
教

育
の

質
を

客
観

的
に

保
証

す
る

観
点

か
ら

、
基

準
を

定
め

た
厳

格
な

成
績

評
価

を
行

う
。

　（
適
切
な
成
績
評
価
等
の
実
施
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
す

べ
て

の
授

業
科

目
に

つ
い

て
成

績
評

価
基

準
を

明
示

し
、

シ
ラ

バ
ス

に
お

い
て

学
生

に
公

表
す

る
。

ま
た

、
学

生
の

成
績

評
価

に
当

た
っ

て
、

GP
A

制
度

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

単
位

制
の

実
質

化
を

図
り

、
特

別
な

事
情

の
な

い
限

り
履

修
単

位
の

上
限

設
定

を
行

う
。

　
　

　
な

お
、

成
績

優
秀

な
学

生
に

対
し

て
は

、
履

修
単

位
の

上
限

を
緩

和
す

る
措

置
を

講
じ

る
。

成
績

優
秀

な
学

生
に

対
す

る
有

効
な

顕
彰

制
度

を
検

討
・

創
設

し
、

実
施

す
る

。

　（
3）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
大

学
の

基
本

理
念

に
即

し
、

時
代

の
要

請
に

柔
軟

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
を

行
い

、
そ

れ
に

応
じ

た
教

職
員

の
配

置
を

行
う

。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
教

育
環

境
の

整
備

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

特
に

、
情

報
に

関
す

る
先

端
的

技
術

を
積

極
的

に
導

入
し

、
新

し
い

教
育

環
境

の
構

築
を

図
る

。

　（
3）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
適
切
な
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」は

、
各

教
員

に「
教

員
活

動
報

告
書

」の
提

出
を

求
め

、
そ

の
下

に
置

か
れ

る「
教

育
評

価
部

門
」に

お
い

て
、

教
育

面
で

の
貢

献
を

全
学

的
に

把
握

す
る

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

は
、

同
セ

ン
タ

ー
・

部
門

及
び

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
と

連
携

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
教

育
目

標
に

照
ら

し
て

、
担

当
教

員
の

配
置

状
況

等
を

点
検

し
、

適
切

な
教

員
配

置
計

画
を

立
て

る
。

ま
た

、
す

べ
て

の
学

部
・

研
究

科
に

お
い

て
、

教
育

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

大
講

座
制

の
趣

旨
を

生
か

し
た

効
果

的
な

組
織

編
成

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、

整
理

す
る

。
な

お
、

教
員

の
多

様
性

を
高

め
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
任

期
制

を
導

入
し

、
社

会
人

・
外

国
人

等
の

登
用

を
図

る
。

こ
れ

ら
は

、
平

成
16

年
度

か
ら

は
じ

め
、

毎
年

見
直

し
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
教

育
面

に
お

け
る

情
報

機
器

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る

た
め

、
情

報
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

を
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
T

A
の

増
員

を
検

討
し

、
教

育
支

援
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
積

極
的

活
用

を
図

る
。

　（
教
育
に
必
要
な
設
備
、図
書
館
、情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
活
用
・
整
備
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」に
情

報
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

配
置

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
そ

の
協

力
に

よ
っ

て
、

教
育

面
に

お
け

る
情

報
機

器
の

積
極

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

学
内

LA
N

を
充

実
し

、
研

究
室

、
講

義
室

等
か

ら
自

由
に

相
互

ア
ク

セ
ス

が
可

能
な

環
境

、
総

合
情

報
処

理
セ

ン
タ

ー
の

共
有

ソ
フ

ト
を

講
義

室
等

か
ら

利
用

で
き

る
環

境
を

で
き

る
限

り
早

期
に

整
備

す
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

　
・

多
様

な
問

題
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

新
分

野
を

開
拓

で
き

る
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
高

度
で

公
正

な
判

断
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

課
題

の
設

定
と

解
決

策
を

提
案

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
創

造
力

と
実

践
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

国
際

的
視

野
に

優
れ

た
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
社

会
経

験
を

活
か

し
、

高
度

な
問

題
解

決
能

力
を

有
す

る
人

材
を

育
成

す
る

。

　（
後
期（
博
士
）課
程
）

　
　

○
大

学
全

体
と

し
て

は
、

次
の

三
点

を
基

本
的

な
目

標
と

す
る

。
　

　
①

常
に

最
先

端
の

専
門

知
識

を
フ

ォ
ロ

ー
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
②

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
分

野
に

お
け

る
高

度
な

研
究

能
力

を
培

い
、

独
創

性
の

あ
る

研
究

成
果

を
あ

げ
る

能
力

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

。
　

　
③

研
究

成
果

を
広

く
応

用
で

き
る

幅
広

い
視

野
を

身
に

つ
け

さ
せ

る
。

　（
後
期（
博
士
）課
程
）

　
　

○
文

化
科

学
研

究
科

、
連

合
学

校
教

育
学

研
究

科
、

経
済

科
学

研
究

科
は

、
研

究
能

力
を

備
え

た
高

度
専

門
職

業
人

の
養

成
、

あ
る

い
は

留
学

生
を

対
象

と
し

て
教

育
・

研
究

従
事

者
の

養
成

を
目

指
す

。
　

　
　

理
工

学
研

究
科

は
、

高
度

専
門

技
術

者
、

専
門

研
究

者
の

養
成

を
目

指
す

。
　

　
○

後
期（

博
士

）課
程

に
あ

っ
て

は
、

以
下

の
よ

う
な

専
門

性
に

特
化

し
た

人
材

養
成

目
標

を
　

　
設

定
・

公
開

し
、

こ
れ

に
基

づ
い

た
教

育
を

行
う

。
　

　
　

・
独

創
的

な
研

究
を

遂
行

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

新
分

野
を

開
拓

で
き

る
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
課

題
を

設
定

し
、

そ
れ

を
解

決
で

き
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

創
造

力
・

実
践

力
の

あ
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　
　

　
・

国
際

的
・

社
会

的
視

野
が

広
く

、
バ

ラ
ン

ス
の

と
れ

た
人

材
を

育
成

す
る

。
　

　
　

・
社

会
経

験
を

活
か

し
、

理
論

に
裏

付
け

ら
れ

た
独

創
的

な
調

査
・

提
言

能
力

を
有

す
る

人
材

を
育

成
す

る
。

　（
2）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
目
標

　（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
学

部
・

研
究

科
と

連
携

し
つ

つ
、

全
学

的
な

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

を
確

立
し

、
そ

の
推

進
を

図
る

。
　

　
○

大
学

全
体

の
基

本
理

念
、

各
学

部
・

研
究

科
の

理
念

・
目

標
を

広
く

社
会

に
周

知
し

、
そ

れ
を

十
分

に
理

解
し

た
志

願
者

を
募

る
。

　
　

○
多

様
な

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
、

社
会

背
景

の
社

会
人

学
生

を
積

極
的

に
広

く
受

け
入

れ
る

。
　

　
○

国
際

教
育

を
実

践
す

る
た

め
に

、
外

国
人

留
学

生
を

積
極

的
に

広
く

受
け

入
れ

る
。

　
　

○
大

学
の

理
念

・
目

標
に

合
致

す
る

よ
う

な
選

抜
方

法
を

工
夫

し
、

意
欲

が
あ

り
優

秀
な

学
生

を
入

学
さ

せ
る

。
　

　
○

多
様

な
受

験
機

会
を

提
供

し
、

多
様

な
基

準
に

よ
る

選
抜

の
工

夫
を

図
る

と
と

も
に

、
社

会
の

要
請

に
応

え
て

、
入

学
定

員
の

あ
り

方
、

選
抜

の
あ

り
方

な
ど

を
不

断
に

検
討

し
、

見
直

し
・

改
善

を
図

る
。

　（
2）
教
育
内
容
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ポ
リ
シ
ー
に
応
じ
た
入
学
者
選
抜
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
入

学
者

選
抜

の
基

本
方

針
の

策
定

や
試

験
実

施
等

の
体

制
を

強
化

す
る

た
め

、
平

成
16

年
度

に「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」の
下

に
新

た
に「

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
セ

ン
タ

ー
」を

設
置

し
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
の

あ
り

方
を

見
直

す
。

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、

で
き

る
限

り
早

期
に

、
学

部
・

研
究

科
そ

れ
ぞ

れ
の

目
標

に
沿

っ
た

新
た

な
入

試
方

法
を

取
り

入
れ

る
。

　
　

　
そ

の
た

め
、

各
学

部
・

研
究

科
ご

と
に

、「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

委
員

会
」を

設
置

し
て

、
入

学
時

の
成

績
と

就
学

後
の

成
績

と
の

相
関

関
係

等
を

調
査

研
究

す
る

。
同

時
に

、「
進

路
指

導
委

員
会

」と
も

連
携

し
、

就
職

状
況

等
と

の
関

係
に

つ
い

て
も

調
査

分
析

を
行

い
、

入
試

方
法

の
改

善
に

活
用

す
る

。
さ

ら
に

、
A

O
入

試
な

ど
新

た
な

入
試

方
法

の
導

入
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。
　

　
　

ま
た

、
学

部
の

性
格

に
応

じ
て

、
社

会
人

・
留

学
生

の
特

別
推

薦
枠

、
多

様
な

優
先

枠
な

ど
の

拡
大

に
つ

い
て

検
討

す
る

ほ
か

、
2年

次
編

入
、

3年
次

編
入

の
積

極
的

な
受

入
れ

を
検

討
す

る
。

　
　

　
加

え
て

、
各

学
部

・
研

究
科

に
お

い
て

は
、

志
願

者
向

け
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ（

「
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ペ

ー
ジ

」）
を

作
成

し
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
っ

て
各

学
部

・
研

究
科

の
教

育
理

念
・

目
標

及
び

具
体

的
な

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
情

報
を

公
開

す
る

。
　

　
○

大
学

説
明

会
・

入
試

説
明

会
の

内
容

の
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
各

学
部

に
お

い
て

、
高

等
学

校
の

生
徒

向
け

公
開

講
座

、
公

開
授

業
、

出
張

講
義

、
高

等
学

校
教

員
と

の
連

携
な

ど
、

入
学

志
願

者
が

埼
玉

大
学

を
よ

く
理

解
し

、
受

験
し

た
い

と
の

思
い

を
強

く
す

る
よ

う
な

効
果

的
な

事
業

を
工

夫
し

て
実

施
す

る
。

　（
教
育
課
程
）

　
　

○
学

士
課

程
と

大
学

院
課

程
の

役
割

を
明

確
に

し
、

さ
ら

に
博

士
前

期（
修

士
）課

程
と

博
士

後
期（

博
士

）課
程

の
役

割
を

は
っ

き
り

さ
せ

、
そ

れ
ぞ

れ
の

目
的

に
応

じ
た

課
程

編
成

を
行

う
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

、
一

貫
性

の
あ

る
課

程
編

成
も

工
夫

す
る

。
　

　
○

学
士

課
程

は
、

す
べ

て
専

門
課

程
と

し
、

全
学

的
視

点
に

立
っ

て
編

成
す

る
教

養
教

育
を

専
門

課
程

と
密

接
に

関
連

さ
せ

た
形

で
実

施
す

る
。

　
　

○
学

士
課

程
に

お
い

て
は

、
専

門
性

に
根

ざ
し

た
基

礎
的

教
育

を
主

眼
と

し
て

、
各

学
部

が
責

任
を

持
っ

て
課

程
編

成
を

行
う

。
　

　
○

転
学

部
・

編
入

学
や

早
期

入
学

・
修

了
を

認
め

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
課

程
に

柔
軟

性
を

与
え

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

が
、

理
念

や
目

標
に

沿
っ

た
体

系
性

の
あ

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

を
行

う
。

　（
教
育
方
法
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

分
野

に
お

け
る

研
究

の
進

展
を

踏
ま

え
、

展
開

可
能

性
を

持
っ

た
質

の
高

い
教

育
を

行
う

。
　

　
○

学
生

の
立

場
に

立
っ

た
教

育
と

い
う

観
点

か
ら

、
シ

ラ
バ

ス
の

充
実

を
図

り
、

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
て

、
教

育
方

法
の

改
善

に
資

す
る

。

　（
教
育
理
念
に
応
じ
た
教
育
課
程
を
編
成
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
学

士
課

程
に

お
い

て
各

学
部

は
、

責
任

を
持

っ
て

、
専

門
性

に
根

ざ
し

た
基

礎
的

教
育

を
実

施
す

る
た

め
の

課
程

編
成

を
行

う
と

と
も

に
、

学
部

間
の

連
携

を
強

化
し

、
総

合
大

学
の

特
性

を
活

か
し

て
、

他
学

部
の

学
生

に
も

専
門

課
程

の
講

義
の

一
部

を
開

放
す

る
こ

と
に

よ
り

、
総

合
的

な
視

野
の

形
成

と
新

し
い

教
養

教
育

の
実

践
を

可
能

に
す

る
。

　
　

　
ま

た
、各

学
部

・
研

究
科

に
お

い
て「

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
」を

強
化

し
、多

様
な

社
会

の
ニ

ー
ズ

等
を

十
分

に
把

握
し

て
、

授
業

科
目

の
構

成
等

を
不

断
に

見
直

し
、

適
切

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
を

行
う

。
　

　
○

教
育

学
部

は
、

教
員

養
成

担
当

学
部

と
し

て
力

量
あ

る
質

の
高

い
教

員
養

成
を

進
め

る
た

め
に

、
教

員
養

成
課

程
に

特
化

 

　
　

し
、

教
育

組
織

・
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

再
編

を
行

う
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
特

性
と

必
要

性
に

応
じ

て
、

全
学

的
協

力
の

下
に

学
部

学
生

定
員

を
振

り
替

え
大

学
院

の
充

実
を

図
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

　
　

○
学

士
課

程
3年

次
の

転
学

部
・

編
入

学
を

認
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

学
生

の
進

路
変

更
を

可
能

と
す

る
ほ

か
、

学
士

課
程

の
3年

次
卒

業
、

修
士

課
程

1年
次

修
了

等
を

認
め

る
。

　（
授
業
形
態
・
学
習
指
導
法
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

各
学

部
・

研
究

科
が

、「
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

」の
充

実
強

化
を

図
り

、
講

義
・

演
習

等
授

業
形

態
の

あ
り

方
に

つ
い

て
再

点
検

を
実

施
し

、
適

切
な

構
成

を
行

う
と

と
も

に
、

学
習

指
導

法
に

つ
い

て
の

現
状

点
検

を
行

い
、

適
切

な
方

策
を

講
じ

る
。

　
　

　
な

お
、

授
業

は
、

講
義

と
演

習
、

実
験

等
を

有
機

的
に

組
み

合
わ

せ
て

行
う

。
並

列
講

義
、

グ
ル

ー
プ

担
任

制
な

ど
工

夫
を

こ
ら

し
た

少
人

数
教

育
を

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

授
業

担
当

教
員

全
員

が
、

シ
ラ

バ
ス

に
お

い
て

具
体

的
な

履
修

達
成

目
標

、
授

業
方

法
、

授
業

内
容

、
成

績
評

価
法

、
参

考
図

書
等

、
授

業
を

実
施

す
る

上
で

効
果

的
な

情
報

を
あ

ら
か

じ
め

学
生

に
明

示
す

る
こ

と
を

徹
底

す
る

と
と

も
に

、
シ

ラ
バ

ス
推

薦
図

書
の

更
な

る
整

備
・

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
シ

ラ
バ

ス
は

不
断

に
見

直
し

を
図

り
、

改
善

す
る

。
な

お
、「

全
学

教
育

企
画

室
」が

、
授

業
シ

ラ
バ

ス
の

全
学

モ
デ

ル
を

策
定

し
、

電
子

シ
ラ

バ
ス

と
し

て
学

生
に

公
開

す
る

た
め

の
環

境
整

備
を

図
る

。
　

　
○

学
部

と
連

携
し

て
、

す
べ

て
の

授
業

に
つ

い
て

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
、

そ
の

結
果

を
各

授
業

担
当

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

シ
ス

テ
ム

を
検

討
し

、
平

成
17

年
度

に
、

全
学

統
一

フ
ォ

ー
ム

の
策

定
と

と
も

に
、

電
算

処
理

を
可

能
と

す
る

整
備

を
す

す
め

る
。

さ
ら

に
、

教
員

が
、

こ
の

授
業

評
価

を
参

考
に

し
て

、
絶

え
ず

授
業

の
形

態
、

指
導

法
の

改
善

を
図

る
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。

　（
成
績
評
価
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
教

育
の

質
を

客
観

的
に

保
証

す
る

観
点

か
ら

、
基

準
を

定
め

た
厳

格
な

成
績

評
価

を
行

う
。

　（
適
切
な
成
績
評
価
等
の
実
施
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
す

べ
て

の
授

業
科

目
に

つ
い

て
成

績
評

価
基

準
を

明
示

し
、

シ
ラ

バ
ス

に
お

い
て

学
生

に
公

表
す

る
。

ま
た

、
学

生
の

成
績

評
価

に
当

た
っ

て
、

GP
A

制
度

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

単
位

制
の

実
質

化
を

図
り

、
特

別
な

事
情

の
な

い
限

り
履

修
単

位
の

上
限

設
定

を
行

う
。

　
　

　
な

お
、

成
績

優
秀

な
学

生
に

対
し

て
は

、
履

修
単

位
の

上
限

を
緩

和
す

る
措

置
を

講
じ

る
。

成
績

優
秀

な
学

生
に

対
す

る
有

効
な

顕
彰

制
度

を
検

討
・

創
設

し
、

実
施

す
る

。

　（
3）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
大

学
の

基
本

理
念

に
即

し
、

時
代

の
要

請
に

柔
軟

に
対

応
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
編

成
を

行
い

、
そ

れ
に

応
じ

た
教

職
員

の
配

置
を

行
う

。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
教

育
環

境
の

整
備

を
優

先
的

に
実

施
す

る
。

特
に

、
情

報
に

関
す

る
先

端
的

技
術

を
積

極
的

に
導

入
し

、
新

し
い

教
育

環
境

の
構

築
を

図
る

。

　（
3）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
適
切
な
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」は

、
各

教
員

に「
教

員
活

動
報

告
書

」の
提

出
を

求
め

、
そ

の
下

に
置

か
れ

る「
教

育
評

価
部

門
」に

お
い

て
、

教
育

面
で

の
貢

献
を

全
学

的
に

把
握

す
る

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

は
、

同
セ

ン
タ

ー
・

部
門

及
び

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
と

連
携

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
教

育
目

標
に

照
ら

し
て

、
担

当
教

員
の

配
置

状
況

等
を

点
検

し
、

適
切

な
教

員
配

置
計

画
を

立
て

る
。

ま
た

、
す

べ
て

の
学

部
・

研
究

科
に

お
い

て
、

教
育

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、

大
講

座
制

の
趣

旨
を

生
か

し
た

効
果

的
な

組
織

編
成

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、

整
理

す
る

。
な

お
、

教
員

の
多

様
性

を
高

め
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
任

期
制

を
導

入
し

、
社

会
人

・
外

国
人

等
の

登
用

を
図

る
。

こ
れ

ら
は

、
平

成
16

年
度

か
ら

は
じ

め
、

毎
年

見
直

し
を

行
う

も
の

と
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
教

育
面

に
お

け
る

情
報

機
器

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る

た
め

、
情

報
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

を
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
T

A
の

増
員

を
検

討
し

、
教

育
支

援
ス

タ
ッ

フ
と

し
て

の
積

極
的

活
用

を
図

る
。

　（
教
育
に
必
要
な
設
備
、図
書
館
、情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
活
用
・
整
備
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」に
情

報
支

援
ス

タ
ッ

フ
を

配
置

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
そ

の
協

力
に

よ
っ

て
、

教
育

面
に

お
け

る
情

報
機

器
の

積
極

的
な

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、

学
内

LA
N

を
充

実
し

、
研

究
室

、
講

義
室

等
か

ら
自

由
に

相
互

ア
ク

セ
ス

が
可

能
な

環
境

、
総

合
情

報
処

理
セ

ン
タ

ー
の

共
有

ソ
フ

ト
を

講
義

室
等

か
ら

利
用

で
き

る
環

境
を

で
き

る
限

り
早

期
に

整
備

す
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

　
ま

た
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
提

供
を

可
能

に
す

る
た

め
の

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

を
早

期
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

員
個

人
が

、
自

ら
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
学

生
の

教
育

に
資

す
る

た
め

の
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。
　

　
○

遠
隔

授
業

な
ど

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

教
育

効
果

の
高

い
授

業
に

つ
い

て
検

討
し

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

効
果

的
な

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
対

応
型

の
講

義
室

を
で

き
る

限
り

早
期

に
整

備
す

る
と

と
も

に
、

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

お
い

て
も

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

利
用

が
可

能
に

な
る

シ
ス

テ
ム

を
で

き
る

限
り

早
期

に
充

実
さ

せ
る

。
　

　
○

備
え

る
べ

き
図

書
・

雑
誌

、
学

生
の

自
学

自
習

環
境

等
の

整
備

の
あ

り
方

、
及

び
サ

テ
ラ

イ
ト

教
室

で
の

利
用

環
境

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
全

学
的

見
地

か
ら

検
討

し
、

具
体

策
を

策
定

す
る

。
ま

た
、

図
書

館
の

電
子

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
学

部
図

書
室（

分
室

）の
充

実
を

図
る

。
　

　
○

進
学

情
報

・
資

格
試

験
等

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
図

り
、

学
生

が
常

時
ア

ク
セ

ス
で

き
る

環
境

を
で

き
る

限
り

早
期

に
構

築
す

る
。

　
　

○
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ

プ
の

あ
る

学
生

に
配

慮
し

た
学

習
環

境
の

整
備

を
図

る
。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
各

教
員

の
教

育
面

に
お

け
る

貢
献

を
重

視
し

、
適

切
な

教
育

評
価

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

教
育

の
質

に
つ

い
て

、
不

断
に

点
検

・
評

価
を

行
い

、
改

善
に

努
め

る
。

　（
教
育
活
動
の
評
価
及
び
評
価
結
果
を
質
の
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」の

「
教

育
評

価
部

門
」に

お
い

て
、

教
育

活
動

に
関

す
る

適
切

な
評

価
を

行
う

。
同

部
門

に
お

い
て

は
、

各
学

部
・

研
究

科
と

連
携

し
な

が
ら

、
教

育
の

成
果

に
関

す
る

評
価

法
の

研
究

開
発

を
行

う
。

　
　

　
ま

た
、

同
セ

ン
タ

ー
・

部
門

は
、

毎
年

、
教

員
の

教
育

活
動

に
関

す
る

業
績

、
貢

献
を「

教
員

活
動

報
告

書
」と

し
て

提
出

さ
せ

、
教

育
活

動
の

評
価

の
基

礎
資

料
と

す
る

と
と

も
に

、
教

育
活

動
の

評
価

結
果

に
基

づ
い

て
、

質
の

改
善

に
つ

い
て

の
提

言
を

行
う

。

　（
教
材
、学
習
指
導
法
等
に
関
す
る
研
究
開
発
及
び
FD
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」の
「

全
学

教
育

企
画

室
」は

、
各

学
部

・
研

究
科

と
連

携
し

て
教

育
方

法
の

改
善

、
教

材
・

学
習

指
導

法
の

研
究

開
発

を
行

う
と

と
も

に
、

教
育

能
力

の
向

上
に

関
す

る
全

学
教

員
研

修
会

を
年

1回
開

催
し

、
特

に
新

任
教

員
の

参
加

を
義

務
づ

け
る

。
こ

れ
ら

の
活

動
の

評
価

に
つ

い
て

は
、「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」
が

行
う

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

各
学

部
・

研
究

科
に

教
育

効
果

等
の

組
織

的
改

善
の

た
め

の「
FD

委
員

会
」を

設
置

す
る

。

　（
全
国
共
同
教
育
、学
内
共
同
教
育
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
初

等
中

等
教

育
の

優
秀

な
教

員
養

成
の

た
め

の
学

部
附

属
施

設
を

充
実

し
、

教
育

実
践

に
関

す
る

実
際

的
研

究
教

育
を

行
い

、
教

育
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

　
　

○
IT

の
飛

躍
的

な
発

展
に

沿
っ

て
、

各
種

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
を

一
元

的
に

管
理

し
、

効
率

的
な

運
用

を
図

る
た

め
の

学
内

共
同

利
用

施
設

を
充

実
す

る
。

　
　

○
学

生
及

び
教

職
員

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
た

め
の

保
健

セ
ン

タ
ー

及
び

体
育

施
設

を
充

実
す

る
。

　
　

○
外

国
人

留
学

生
の

た
め

の
日

本
語

教
育

を
行

う
と

と
も

に
、

短
期

留
学

生
に

対
し

て
日

本
文

化
や

日
本

事
情

等
の

学
習

の
場

を
提

供
す

る
留

学
生

セ
ン

タ
ー

を
さ

ら
に

充
実

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　（
4）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標

　（
学
生
の
学
習
支
援
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
質

の
高

い
教

育
に

力
点

を
置

き
、

授
業

時
間

以
外

で
の

指
導

、
学

習
支

援
を

制
度

と
し

て
実

施
す

る
。

　（
学
生
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
生

活
相

談
・

就
職

支
援

等
の

充
実

を
図

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

が
教

育
理

念
、

目
標

に
即

し
て

、
具

体
的

で
き

め
細

か
な

学
生

支
援

を
行

う
。

　（
4）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
学
習
相
談
・
助
言
・
支
援
の
組
織
的
対
応
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
す

べ
て

の
教

員
が

、
学

期
中

、
毎

週
１

回
の

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
け

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

に
設

置
さ

れ
た「

進
路

指
導

委
員

会
」が

、
修

学
・

履
修

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

学
生

や
保

証
人

等
に

周
知

を
図

る
。

　（
生
活
相
談
・
就
職
支
援
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」に
置

か
れ

る「
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
」の

「
学

生
生

活
支

援
部

門
」、

「
就

 

　
　

職
支

援
部

門
」に

お
い

て
、

学
生

の
生

活
相

談
、

就
職

支
援

を
行

う
。

　
　

　「
学

生
生

活
支

援
部

門
」に

「
学

生
相

談
室

」を
置

い
て

、
学

生
相

談
の

窓
口

を
担

う
と

と
も

に
、「

就
職

支
援

部
門

」に
「

就
職

相
談

室
」を

置
い

て
、

就
職

相
談

の
窓

口
を

担
う

。
　

　
　「

学
生

生
活

支
援

部
門

」は
、

学
生

か
ら

の
苦

情
等

に
対

す
る

処
理

シ
ス

テ
ム

を
策

定
し

、「
就

職
支

援
部

門
」は

、
各

学
部

・
研

究
科

に
置

か
れ

る「
進

路
指

導
委

員
会

」等
と

連
携

し
て

、
学

内
同

窓
会

組
織

等
を

通
じ

た
卒

業
生

の
社

会
活

動
状

況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
関

連
企

業
と

の
連

携
に

よ
り

、
就

職
情

報
を

収
集

す
る

な
ど

、
学

生
の

就
職

支
援

体
制

を
強

化
す

る
。

　
　

○「
学

生
相

談
室

」は
、「

保
健

セ
ン

タ
ー

」と
連

携
し

、
学

生
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

ケ
ア

に
努

め
る

。
　

　
○

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

学
生

の
健

康
増

進
を

図
る

。

　（
経
済
的
支
援
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
同

窓
会

、
学

生
後

援
会

に
よ

る
経

済
的

支
援

の
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　（
社
会
人
・
留
学
生
等
に
対
す
る
配
慮
）

　
　

○
社

会
人

の
修

学
の

便
を

図
る

た
め

、
東

京
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
カ

レ
ッ

ジ
、

大
宮

ソ
ニ

ッ
ク

シ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
、

さ
い

た
ま

新
都

心
カ

レ
ッ

ジ
な

ど
の

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
の

積
極

的
な

活
用

を
図

る
。

ま
た

、
夜

間
・

土
曜

開
講

の
ほ

か
、

日
曜

の
開

講
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。
　

　
○

社
会

人
・

留
学

生
の

教
育

に
つ

い
て

、
一

般
学

生
と

の
複

線
・

融
合

型
教

育
を

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
留

学
生

へ
の

支
援

体
制

の
充

実
と

強
化

を
図

る
た

め
、「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」の

下
に「

留
学

生
セ

ン
タ

ー
」を

置
く

。
　

　
　「

留
学

生
セ

ン
タ

ー
」は

、
各

学
部

・
研

究
科

と
連

携
し

て
、

留
学

生
の

修
学

の
便

を
図

る
。

と
く

に
、

充
実

し
た

日
本

語
の

補
習

教
育

を
提

供
す

る
ほ

か
、

主
と

し
て

短
期

留
学

生
を

対
象

に
し

た
英

語
に

よ
る

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
ST

EP
S

を
実

施
す

る
。

　
　

○
大

学
院

教
育

に
お

い
て

は
、

英
語

に
よ

る
特

別
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
　

　
○

子
育

て
を

し
つ

つ
学

ぶ
学

生
に

対
す

る
支

援
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
目
指
す
べ
き
研
究
の
水
準
）

　
　

○
世

界
水

準
の

研
究

の
推

進
を

目
指

し
、

大
学

と
し

て
重

点
領

域
を

定
め

、
研

究
拠

点
の

育
成

を
図

る
。

　（
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
産

学
官

交
流

を
通

じ
て

研
究

面
に

お
け

る
社

会
と

の
連

携
を

積
極

的
に

推
進

し
、

社
会

の
現

実
的

課
題

の
解

決
に

積
極

的
に

貢
献

す
る

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
目
指
す
べ
き
研
究
の
方
向
性
）

　
　

○
教

育
組

織
と

研
究

組
織

の
分

離
に

よ
る

研
究

能
力

の
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
、

全
学

体
制

に
よ

る
研

究
拠

点
の

形
成

な
ど

に
よ

り
、

世
界

水
準

の
研

究
を

目
指

す
こ

と
が

可
能

と
な

る
条

件
整

備
を

行
う

。

　（
大
学
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
領
域
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

学
内

組
織

に
よ

り
措

置
し

た「
21

世
紀

総
合

研
究

機
構

」を
再

編
改

組
し

、
そ

の
下

に
新

た
に「

研
究

戦
略

企
画

室
」と

「
研

究
推

進
部

門
」を

設
置

し
て

、
学

内
に

お
け

る
競

争
的

環
境

を
構

築
す

る
。

　
　

○「
研

究
戦

略
企

画
室

」に
お

い
て

は
、

平
成

17
年

度
初

頭
ま

で
に

、
先

端
物

質
、

環
境

、
バ

イ
オ

、
材

料
、

IT
関

連
の

科
学

と
技

術
を

始
め

と
す

る
、

重
点

研
究

推
進

テ
ー

マ
の

選
定

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

編
成

等
大

学
と

し
て

の
戦

略
的

な
研

究
企

画
を

立
案

し
、「

研
究

推
進

部
門

」を
中

心
と

し
て

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

外
部

の
研

究
機

関
と

の
連

携
も

含
め

て
研

究
企

画
を

行
う

。

　（
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
地

域
結

集
型

共
同

研
究

事
業「

埼
玉

バ
イ

オ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」等

の
組

織
的

共
同

研
究

、
教

員
個

々
の

企
業

・
自

治
体

等
と

の
共

同
研

究
、

埼
玉

県
の

美
術

館
、

博
物

館
、

芸
術

劇
場

の
組

織
、

運
営

に
関

す
る

研
究

等
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
埼

玉
大

学
産

学
交

流
会

及
び

地
域

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
て

地
域

貢
献

に
つ

な
が

る
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

　
ま

た
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
に

よ
る

電
子

シ
ラ

バ
ス

の
提

供
を

可
能

に
す

る
た

め
の

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

整
備

を
早

期
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
教

員
個

人
が

、
自

ら
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
作

成
し

、
学

生
の

教
育

に
資

す
る

た
め

の
環

境
の

整
備

に
努

め
る

。
　

　
○

遠
隔

授
業

な
ど

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
た

教
育

効
果

の
高

い
授

業
に

つ
い

て
検

討
し

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

効
果

的
な

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
対

応
型

の
講

義
室

を
で

き
る

限
り

早
期

に
整

備
す

る
と

と
も

に
、

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

お
い

て
も

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
の

利
用

が
可

能
に

な
る

シ
ス

テ
ム

を
で

き
る

限
り

早
期

に
充

実
さ

せ
る

。
　

　
○

備
え

る
べ

き
図

書
・

雑
誌

、
学

生
の

自
学

自
習

環
境

等
の

整
備

の
あ

り
方

、
及

び
サ

テ
ラ

イ
ト

教
室

で
の

利
用

環
境

の
あ

り
方

に
つ

い
て

、
全

学
的

見
地

か
ら

検
討

し
、

具
体

策
を

策
定

す
る

。
ま

た
、

図
書

館
の

電
子

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
学

部
図

書
室（

分
室

）の
充

実
を

図
る

。
　

　
○

進
学

情
報

・
資

格
試

験
等

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
図

り
、

学
生

が
常

時
ア

ク
セ

ス
で

き
る

環
境

を
で

き
る

限
り

早
期

に
構

築
す

る
。

　
　

○
ハ

ン
デ

ィ
キ

ャ
ッ

プ
の

あ
る

学
生

に
配

慮
し

た
学

習
環

境
の

整
備

を
図

る
。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
各

教
員

の
教

育
面

に
お

け
る

貢
献

を
重

視
し

、
適

切
な

教
育

評
価

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

教
育

の
質

に
つ

い
て

、
不

断
に

点
検

・
評

価
を

行
い

、
改

善
に

努
め

る
。

　（
教
育
活
動
の
評
価
及
び
評
価
結
果
を
質
の
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」の

「
教

育
評

価
部

門
」に

お
い

て
、

教
育

活
動

に
関

す
る

適
切

な
評

価
を

行
う

。
同

部
門

に
お

い
て

は
、

各
学

部
・

研
究

科
と

連
携

し
な

が
ら

、
教

育
の

成
果

に
関

す
る

評
価

法
の

研
究

開
発

を
行

う
。

　
　

　
ま

た
、

同
セ

ン
タ

ー
・

部
門

は
、

毎
年

、
教

員
の

教
育

活
動

に
関

す
る

業
績

、
貢

献
を「

教
員

活
動

報
告

書
」と

し
て

提
出

さ
せ

、
教

育
活

動
の

評
価

の
基

礎
資

料
と

す
る

と
と

も
に

、
教

育
活

動
の

評
価

結
果

に
基

づ
い

て
、

質
の

改
善

に
つ

い
て

の
提

言
を

行
う

。

　（
教
材
、学
習
指
導
法
等
に
関
す
る
研
究
開
発
及
び
FD
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」の
「

全
学

教
育

企
画

室
」は

、
各

学
部

・
研

究
科

と
連

携
し

て
教

育
方

法
の

改
善

、
教

材
・

学
習

指
導

法
の

研
究

開
発

を
行

う
と

と
も

に
、

教
育

能
力

の
向

上
に

関
す

る
全

学
教

員
研

修
会

を
年

1回
開

催
し

、
特

に
新

任
教

員
の

参
加

を
義

務
づ

け
る

。
こ

れ
ら

の
活

動
の

評
価

に
つ

い
て

は
、「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」
が

行
う

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

各
学

部
・

研
究

科
に

教
育

効
果

等
の

組
織

的
改

善
の

た
め

の「
FD

委
員

会
」を

設
置

す
る

。

　（
全
国
共
同
教
育
、学
内
共
同
教
育
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
初

等
中

等
教

育
の

優
秀

な
教

員
養

成
の

た
め

の
学

部
附

属
施

設
を

充
実

し
、

教
育

実
践

に
関

す
る

実
際

的
研

究
教

育
を

行
い

、
教

育
の

発
展

に
寄

与
す

る
。

　
　

○
IT

の
飛

躍
的

な
発

展
に

沿
っ

て
、

各
種

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

と
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
を

一
元

的
に

管
理

し
、

効
率

的
な

運
用

を
図

る
た

め
の

学
内

共
同

利
用

施
設

を
充

実
す

る
。

　
　

○
学

生
及

び
教

職
員

の
健

康
の

保
持

増
進

を
図

る
た

め
の

保
健

セ
ン

タ
ー

及
び

体
育

施
設

を
充

実
す

る
。

　
　

○
外

国
人

留
学

生
の

た
め

の
日

本
語

教
育

を
行

う
と

と
も

に
、

短
期

留
学

生
に

対
し

て
日

本
文

化
や

日
本

事
情

等
の

学
習

の
場

を
提

供
す

る
留

学
生

セ
ン

タ
ー

を
さ

ら
に

充
実

す
る

こ
と

を
検

討
し

、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　（
4）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標

　（
学
生
の
学
習
支
援
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
質

の
高

い
教

育
に

力
点

を
置

き
、

授
業

時
間

以
外

で
の

指
導

、
学

習
支

援
を

制
度

と
し

て
実

施
す

る
。

　（
学
生
の
生
活
支
援
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
生

活
相

談
・

就
職

支
援

等
の

充
実

を
図

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

が
教

育
理

念
、

目
標

に
即

し
て

、
具

体
的

で
き

め
細

か
な

学
生

支
援

を
行

う
。

　（
4）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
学
習
相
談
・
助
言
・
支
援
の
組
織
的
対
応
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
す

べ
て

の
教

員
が

、
学

期
中

、
毎

週
１

回
の

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
け

る
。

　
　

○
各

学
部

・
研

究
科

に
設

置
さ

れ
た「

進
路

指
導

委
員

会
」が

、
修

学
・

履
修

状
況

を
的

確
に

把
握

し
、

必
要

に
応

じ
て

学
生

や
保

証
人

等
に

周
知

を
図

る
。

　（
生
活
相
談
・
就
職
支
援
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」に
置

か
れ

る「
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
」の

「
学

生
生

活
支

援
部

門
」、

「
就

 

　
　

職
支

援
部

門
」に

お
い

て
、

学
生

の
生

活
相

談
、

就
職

支
援

を
行

う
。

　
　

　「
学

生
生

活
支

援
部

門
」に

「
学

生
相

談
室

」を
置

い
て

、
学

生
相

談
の

窓
口

を
担

う
と

と
も

に
、「

就
職

支
援

部
門

」に
「

就
職

相
談

室
」を

置
い

て
、

就
職

相
談

の
窓

口
を

担
う

。
　

　
　「

学
生

生
活

支
援

部
門

」は
、

学
生

か
ら

の
苦

情
等

に
対

す
る

処
理

シ
ス

テ
ム

を
策

定
し

、「
就

職
支

援
部

門
」は

、
各

学
部

・
研

究
科

に
置

か
れ

る「
進

路
指

導
委

員
会

」等
と

連
携

し
て

、
学

内
同

窓
会

組
織

等
を

通
じ

た
卒

業
生

の
社

会
活

動
状

況
の

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
関

連
企

業
と

の
連

携
に

よ
り

、
就

職
情

報
を

収
集

す
る

な
ど

、
学

生
の

就
職

支
援

体
制

を
強

化
す

る
。

　
　

○「
学

生
相

談
室

」は
、「

保
健

セ
ン

タ
ー

」と
連

携
し

、
学

生
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

ケ
ア

に
努

め
る

。
　

　
○

ス
ポ

ー
ツ

を
通

じ
た

学
生

の
健

康
増

進
を

図
る

。

　（
経
済
的
支
援
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
同

窓
会

、
学

生
後

援
会

に
よ

る
経

済
的

支
援

の
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　（
社
会
人
・
留
学
生
等
に
対
す
る
配
慮
）

　
　

○
社

会
人

の
修

学
の

便
を

図
る

た
め

、
東

京
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
カ

レ
ッ

ジ
、

大
宮

ソ
ニ

ッ
ク

シ
テ

ィ
カ

レ
ッ

ジ
、

さ
い

た
ま

新
都

心
カ

レ
ッ

ジ
な

ど
の

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
の

積
極

的
な

活
用

を
図

る
。

ま
た

、
夜

間
・

土
曜

開
講

の
ほ

か
、

日
曜

の
開

講
に

つ
い

て
も

検
討

す
る

。
　

　
○

社
会

人
・

留
学

生
の

教
育

に
つ

い
て

、
一

般
学

生
と

の
複

線
・

融
合

型
教

育
を

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
留

学
生

へ
の

支
援

体
制

の
充

実
と

強
化

を
図

る
た

め
、「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」の

下
に「

留
学

生
セ

ン
タ

ー
」を

置
く

。
　

　
　「

留
学

生
セ

ン
タ

ー
」は

、
各

学
部

・
研

究
科

と
連

携
し

て
、

留
学

生
の

修
学

の
便

を
図

る
。

と
く

に
、

充
実

し
た

日
本

語
の

補
習

教
育

を
提

供
す

る
ほ

か
、

主
と

し
て

短
期

留
学

生
を

対
象

に
し

た
英

語
に

よ
る

特
別

プ
ロ

グ
ラ

ム
ST

EP
S

を
実

施
す

る
。

　
　

○
大

学
院

教
育

に
お

い
て

は
、

英
語

に
よ

る
特

別
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

。
　

　
○

子
育

て
を

し
つ

つ
学

ぶ
学

生
に

対
す

る
支

援
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
を

行
う

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
目
指
す
べ
き
研
究
の
水
準
）

　
　

○
世

界
水

準
の

研
究

の
推

進
を

目
指

し
、

大
学

と
し

て
重

点
領

域
を

定
め

、
研

究
拠

点
の

育
成

を
図

る
。

　（
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
産

学
官

交
流

を
通

じ
て

研
究

面
に

お
け

る
社

会
と

の
連

携
を

積
極

的
に

推
進

し
、

社
会

の
現

実
的

課
題

の
解

決
に

積
極

的
に

貢
献

す
る

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
目
指
す
べ
き
研
究
の
方
向
性
）

　
　

○
教

育
組

織
と

研
究

組
織

の
分

離
に

よ
る

研
究

能
力

の
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
、

全
学

体
制

に
よ

る
研

究
拠

点
の

形
成

な
ど

に
よ

り
、

世
界

水
準

の
研

究
を

目
指

す
こ

と
が

可
能

と
な

る
条

件
整

備
を

行
う

。

　（
大
学
と
し
て
重
点
的
に
取
り
組
む
領
域
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

学
内

組
織

に
よ

り
措

置
し

た「
21

世
紀

総
合

研
究

機
構

」を
再

編
改

組
し

、
そ

の
下

に
新

た
に「

研
究

戦
略

企
画

室
」と

「
研

究
推

進
部

門
」を

設
置

し
て

、
学

内
に

お
け

る
競

争
的

環
境

を
構

築
す

る
。

　
　

○「
研

究
戦

略
企

画
室

」に
お

い
て

は
、

平
成

17
年

度
初

頭
ま

で
に

、
先

端
物

質
、

環
境

、
バ

イ
オ

、
材

料
、

IT
関

連
の

科
学

と
技

術
を

始
め

と
す

る
、

重
点

研
究

推
進

テ
ー

マ
の

選
定

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

編
成

等
大

学
と

し
て

の
戦

略
的

な
研

究
企

画
を

立
案

し
、「

研
究

推
進

部
門

」を
中

心
と

し
て

研
究

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

外
部

の
研

究
機

関
と

の
連

携
も

含
め

て
研

究
企

画
を

行
う

。

　（
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
地

域
結

集
型

共
同

研
究

事
業「

埼
玉

バ
イ

オ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」等

の
組

織
的

共
同

研
究

、
教

員
個

々
の

企
業

・
自

治
体

等
と

の
共

同
研

究
、

埼
玉

県
の

美
術

館
、

博
物

館
、

芸
術

劇
場

の
組

織
、

運
営

に
関

す
る

研
究

等
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
埼

玉
大

学
産

学
交

流
会

及
び

地
域

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

を
通

じ
て

地
域

貢
献

に
つ

な
が

る
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
研
究
の
水
準
・
成
果
の
検
証
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
新

た
に

設
置

さ
れ

る「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」の

下
に

、「
研

究
評

価
部

門
」を

置
く

。
同

部
門

は「
研

究
戦

略
企

画
室

」で
企

画
さ

れ「
研

究
推

進
部

門
」で

実
施

し
た

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

水
準

並
び

に
成

果
を

検
証

・
公

表
し

、
企

画
・

実
施

部
門

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
さ

ら
に

毎
年

、
各

学
部

・
研

究
科

の
組

織
と

し
て

の
評

価
及

び
全

教
員

に
つ

い
て

研
究

に
関

す
る

業
績

と
貢

献
に

関
す

る
報

告（
「

教
員

活
動

報
告

書
」）

を
求

め
る

。
同

部
門

は
、「

教
員

活
動

報
告

書
」等

に
基

づ
い

て
研

究
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

。
　

　
　

な
お

、
研

究
の

水
準

・
成

果
の

検
証

に
資

す
る

た
め

に
、

例
え

ば
、

競
争

的
資

金
の

獲
得

、
学

会
誌

へ
の

掲
載

、
引

用
頻

度
、

学
術

賞
の

受
賞

、
学

会
組

織
の

役
員

歴
な

ど
、

各
学

部
の

研
究

目
標

に
即

応
し

た
客

観
的

な
評

価
基

準
を

策
定

し
、

公
表

す
る

。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
者
の
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
大

学
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

重
点

課
題

を
適

切
に

選
択

し
、

研
究

者
、

研
究

室
、

研
究

費
等

資
源

の
重

点
的

配
置

・
配

分
を

行
う

。
　

　
○

若
手

研
究

者
に

よ
る

萌
芽

研
究

、
基

礎
研

究
な

ど
を

重
点

的
に

奨
励

し
、

積
極

的
な

支
援

を
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
研

究
環

境
の

重
点

的
整

備
を

行
う

。

　（
研
究
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
社

会
と

の
連

携
に

か
か

わ
る

研
究

を
重

点
的

に
推

進
し

、
学

外
と

の
共

同
研

究
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。
　

　
○

大
学

に
お

け
る

知
的

財
産

を
積

極
的

に
顕

在
化

さ
せ

、
有

効
活

用
を

図
る

。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
適
切
な
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

研
究

戦
略

企
画

室
」は

、
研

究
水

準
を

高
め

る
た

め
に

、
学

際
的

な
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

本
学

教
員

か
ら

募
集

す
る

。
こ

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

は
、

国
内

外
か

ら
の

研
究

者（
任

期
制

）の
参

加
も

可
能

と
す

る
。

　
　

○
大

学
間

交
流

協
定

を
締

結
し

て
い

る
大

学
と

の
間

で
、

大
学

院
の

講
義

・
研

究
指

導
及

び
共

同
研

究
の

一
層

の
充

実
を

図
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

単
な

る
研

究
の

交
流

だ
け

で
な

く
、

在
外

生
活

の
経

験
を

積
ま

せ
、

教
員

の
意

識
の

国
際

化
も

助
長

す
る

。
　

　
○

教
員

の
研

究
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
に

、
RA

の
配

置
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
18

年
度

ま
で

に
、

重
点

研
究

に
主

体
的

に
参

画
す

る
教

員
に

対
し

て
、

研
究

以
外

の
業

務
を

軽
減

さ
せ

る
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

若
手

研
究

者
を「

研
究

推
進

部
門

」の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

さ
せ

、
研

究
以

外
の

業
務

を
軽

減
し

て
、

自
立

し
た

研
究

に
集

中
で

き
る

制
度

を
検

討
し

、
平

成
17

年
度

か
ら

実
施

す
る

。

　（
研
究
資
金
の
配
分
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

大
学

の
基

本
戦

略
に

基
づ

き
、

大
学

と
し

て
重

点
的

に
取

り
組

む
研

究
へ

の
資

金
援

助
が

可
能

と
な

る
配

分
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、「
研

究
戦

略
企

画
室

」は
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
経

費
の

重
点

配
分

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

検
討

す
る

。
　

　
○

外
部

資
金

を
獲

得
し

に
く

い
基

礎
研

究
で

、
研

究
業

績
を

挙
げ

て
い

る
教

員
に

対
す

る
資

金
援

助
を

検
討

す
る

。

　（
研
究
に
必
要
な
設
備
等
の
活
用
・
整
備
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
競

争
的

資
金

を
獲

得
し

た
教

員
の

た
め

の
全

学
共

同
利

用
の

実
験

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

の
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、順
次

、高
額

図
書

、必
要

な
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

等
の

整
備

に
務

め
る

。
な

お
、備

え
る

べ
き

学
術

雑
誌

、
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

、
高

額
図

書
の

整
備

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、

具
体

案
を

策
定

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

に
、

学
内

LA
N

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
向

上
と

適
正

な
通

信
速

度
の

確
保

の
た

め
に

設
備

の
変

更
を

検
討

す
る

。

　（
他
大
学
等
と
の
連
携
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
等
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

競
争

的
環

境
を

つ
く

る
体

制
の

構
築

を
目

指
し

て
設

置
さ

れ
た「

研
究

戦
略

企
画

室
」が

、
他

大
学

等
と

の
共

同
研

究
や

学
内

の
研

究
科

を
超

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

な
ど

の
戦

略
的

な
研

究
企

画
を

立
て

る
と

と
も

に
、

重
点

研
究

推
進

テ
ー

マ
の

設
定

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

編
成

方
法

等
を

検
討

す
る

。
　

　
○

理
化

学
研

究
所

、
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

平
成

16
年

度
以

降
、

産
業

技
術

総
合

研
究

所
等

広
く

国
内

外
の

研
究

機
関

と
の

連
携

を
目

指
す

。

　（
知
的
財
産
の
創
出
、取
得
、管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

研
究

戦
略

企
画

室
」の

下
に

置
か

れ
る「

知
的

財
産

部
」に

お
い

て
、

知
的

財
産

の
創

出
推

進
計

画
、

活
 

　
　

用
指

針
、

特
許

の
取

得
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

策
定

し
、

学
内

へ
の

普
及

を
図

っ
て

、
そ

の
創

出
、

活
用

に
務

め
る

。
　

　
○

産
業

界
と

の
共

同
研

究
を

増
加

さ
せ

、
有

用
性

の
あ

る
研

究
を

実
施

し
、

特
許

の
出

願
を

推
進

す
る

。

　（
研
究
活
動
の
評
価
及
び
評
価
結
果
を
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」の
下

に
置

か
れ

る「
研

究
評

価
部

門
」は

、
研

究
評

価
の

計
画

、
評

価
対

象
、

評
価

基
準

等
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
各

学
部

・
研

究
科

と
連

携
し

て
、

研
究

業
績

を
評

価
す

る
た

め
の

方
法

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
平

成
17

年
度

か
ら

、
同

部
門

は
、

毎
年

度
、

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
成

果
報

告
書

の
提

出
を

求
め

、
更

に
教

員
個

人
の

研
究

業
績

を
記

載
し

た「
教

員
活

動
報

告
書

」の
提

出
を

求
め

る
。

こ
れ

ら
に

基
づ

き
本

格
的

な
学

内
研

究
評

価
を

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

18
年

度
ま

で
に

、
優

れ
た

研
究

実
績

を
有

す
る

教
員

・
組

織
に

対
す

る
全

学
的

な
支

援
方

策
を

検
討

す
る

。

　（
全
国
共
同
研
究
、学
内
共
同
研
究
等
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
大

学
と

地
域

社
会

と
の

連
携

強
化

、
民

間
企

業
と

の
共

同
研

究
の

推
進

を
図

る
た

め
、

地
域

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

を
充

実
し

、
埼

玉
大

学
産

学
交

流
協

議
会

の
活

動
、

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

お
け

る
技

術
相

談
な

ど
を

推
進

す
る

。
　

　
○

科
学

技
術

の
急

速
な

高
度

化
・

複
雑

化
に

適
切

に
対

応
し

、
先

端
的

研
究

に
必

要
な

高
性

能
各

種
機

器
の

一
元

化
を

推
進

す
る

た
め

、
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
、

動
物

実
験

の
分

野
の

支
援

体
制

を
統

合
し

、
よ

り
効

果
的

な
学

内
相

互
連

携
体

制
を

推
進

す
る

た
め

、
総

合
科

学
分

析
支

援
セ

ン
タ

ー
の

充
実

を
図

る
。

　
　

○
都

市
域

の
地

震
被

害
の

軽
減

と
耐

震
性

の
向

上
の

研
究

、
土

壌
や

地
下

水
汚

染
の

除
去

に
関

す
る

研
究

、
危

険
廃

棄
物

の
深

層
処

理
に

つ
い

て
の

研
究

な
ど

特
色

あ
る

研
究

を
地

圏
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
を

充
実

さ
せ

て
実

施
す

る
。

　
３
　
そ
の
他
の
目
標

　（
1）
社
会
と
の
連
携
、国
際
交
流
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
研
究
に
お
け
る
社
会
と
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
積

極
的

に
社

会
と

連
携

す
る

こ
と

に
よ

り
、

教
育

研
究

の
成

果
を

社
会

に
還

元
す

る
こ

と
を

目
標

に
す

る
。

と
く

に
、

社
会

人
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

教
育

・
生

涯
学

習
の

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

応
え

る
社

会
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

。
　

　
○

地
域

と
の

連
携

に
よ

っ
て

学
生

が
育

つ
多

様
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
○

産
学

官
の

連
携

を
積

極
的

に
推

進
し

、
研

究
成

果
の

社
会

還
元

を
通

じ
て

地
域

社
会

の
活

性
化

を
図

る
。

　
３
　
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
社
会
と
の
連
携
、国
際
交
流
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
地
域
社
会
等
と
の
連
携
・
協
力
、社
会
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
文

化
科

学
研

究
科

、
教

育
学

研
究

科
、

及
び

経
済

科
学

研
究

科
等

に
お

け
る

社
会

人
を

対
象

と
し

た
専

門
職

業
人

教
育

の
充

実
に

努
め

る
。

ま
た

、
各

学
部

・
研

究
科

に
お

い
て

社
会

人
受

け
入

れ
枠

の
拡

大
に

つ
い

て
検

討
し

、
具

体
案

を
作

成
す

る
。

　
　

○
現

在
行

っ
て

い
る「

一
日

体
験

入
学

」（
中

学
校

生
徒

対
象

）の
高

等
学

校
生

徒
へ

の
拡

大
、

地
域

の
中

学
・

高
等

学
校

で
の

「
出

前
講

義
・

実
験

」、
学

生
に

よ
る

子
供

た
ち

の
学

習
支

援
で

あ
る「

は
つ

ら
つ

ス
ク

ー
ル

」事
業

な
ど

、
地

域
密

着
型

の
各

種
事

業
の

充
実

と
と

も
に

、
学

生
の

体
験

活
動

等
の

観
点

か
ら

、
更

な
る

新
規

事
業

を
積

極
的

に
試

み
る

。
　

　
○

教
育

委
員

会
と

連
携

し
て

、
現

職
教

員
研

修
義

務
化

に
伴

う
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
し

、
実

施
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

図
書

館
に

お
い

て
、

図
書

の
地

域
住

民
へ

の
直

接
貸

出
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
県

内
の

公
共

図
書

館
、

研
究

機
関

と
の

間
で

、
情

報
交

換
、

研
修

等
を

行
い

、
平

成
19

年
度

ま
で

に
、

こ
れ

ら
学

外
機

関
と

の
連

携
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

お
け

る
教

育
相

談
や

技
術

相
談

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
社

会
人

再
教

育
や

資
格

取
得

支
援

教
育

等
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

貢
献

策
に

つ
い

て
検

討
し

、
実

施
に

移
す

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

人
文

社
会

系
学

部
が

一
体

と
な

っ
て

、「
共

生
社

会
研

究
セ

ン
タ

ー
」の

あ
り

方
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
さ

い
た

ま
芸

術
劇

場
と

の
連

携
等

に
よ

る
さ

い
た

ま
市

民
の

求
め

る
共

生
社

会
づ

く
り

等
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
究

開
発

を
行

う
。

　（
産
学
官
連
携
の
推
進
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
埼

玉
大

学
産

学
交

流
協

議
会

を
軸

と
し

た
産

学
官

交
流

の
推

進
を

図
る

た
め

、
平

成
17

年
度

ま
で

に
、

企
業

と
の

窓
口

と
な

る「
リ

エ
ゾ

ン
オ

フ
ィ

ス
」の

設
置

を
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

知
的

財
産

部
」に

お
い

て
T

LO
の

設
立

を
準

備
し

、
民

間
企

業
等

へ
の

技
術

移
転

を
進

め
る

。
　

　
○

平
成

15
年

度
か

ら
開

始
し

て
い

る
産

業
界

等
と

連
携

し
た

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト（

地
域

結
集

型
共

同
研

究
事

業「
埼

玉
バ

イ
オ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」）
を

継
続

、
発

展
さ

せ
、

研
究

成
果

を
得

る
。

　
　

○
産

業
界

等
と

の
共

同
研

究
体

制
を

整
備

し
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
型

企
業

の
支

援
体

制
を

整
え

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

重
点

研
究

推
進

テ
ー

マ
と

と
も

に
、

教
員

個
人

の
研

究
状

況
等

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
充

実
し

、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
う

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
研
究
の
水
準
・
成
果
の
検
証
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
新

た
に

設
置

さ
れ

る「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」の

下
に

、「
研

究
評

価
部

門
」を

置
く

。
同

部
門

は「
研

究
戦

略
企

画
室

」で
企

画
さ

れ「
研

究
推

進
部

門
」で

実
施

し
た

研
究

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

水
準

並
び

に
成

果
を

検
証

・
公

表
し

、
企

画
・

実
施

部
門

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
さ

ら
に

毎
年

、
各

学
部

・
研

究
科

の
組

織
と

し
て

の
評

価
及

び
全

教
員

に
つ

い
て

研
究

に
関

す
る

業
績

と
貢

献
に

関
す

る
報

告（
「

教
員

活
動

報
告

書
」）

を
求

め
る

。
同

部
門

は
、「

教
員

活
動

報
告

書
」等

に
基

づ
い

て
研

究
評

価
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

。
　

　
　

な
お

、
研

究
の

水
準

・
成

果
の

検
証

に
資

す
る

た
め

に
、

例
え

ば
、

競
争

的
資

金
の

獲
得

、
学

会
誌

へ
の

掲
載

、
引

用
頻

度
、

学
術

賞
の

受
賞

、
学

会
組

織
の

役
員

歴
な

ど
、

各
学

部
の

研
究

目
標

に
即

応
し

た
客

観
的

な
評

価
基

準
を

策
定

し
、

公
表

す
る

。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
者
の
配
置
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
大

学
と

し
て

取
り

組
む

べ
き

重
点

課
題

を
適

切
に

選
択

し
、

研
究

者
、

研
究

室
、

研
究

費
等

資
源

の
重

点
的

配
置

・
配

分
を

行
う

。
　

　
○

若
手

研
究

者
に

よ
る

萌
芽

研
究

、
基

礎
研

究
な

ど
を

重
点

的
に

奨
励

し
、

積
極

的
な

支
援

を
行

う
た

め
の

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
研

究
環

境
の

重
点

的
整

備
を

行
う

。

　（
研
究
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
社

会
と

の
連

携
に

か
か

わ
る

研
究

を
重

点
的

に
推

進
し

、
学

外
と

の
共

同
研

究
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。
　

　
○

大
学

に
お

け
る

知
的

財
産

を
積

極
的

に
顕

在
化

さ
せ

、
有

効
活

用
を

図
る

。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
適
切
な
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

研
究

戦
略

企
画

室
」は

、
研

究
水

準
を

高
め

る
た

め
に

、
学

際
的

な
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

本
学

教
員

か
ら

募
集

す
る

。
こ

の
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

は
、

国
内

外
か

ら
の

研
究

者（
任

期
制

）の
参

加
も

可
能

と
す

る
。

　
　

○
大

学
間

交
流

協
定

を
締

結
し

て
い

る
大

学
と

の
間

で
、

大
学

院
の

講
義

・
研

究
指

導
及

び
共

同
研

究
の

一
層

の
充

実
を

図
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

こ
れ

に
よ

っ
て

単
な

る
研

究
の

交
流

だ
け

で
な

く
、

在
外

生
活

の
経

験
を

積
ま

せ
、

教
員

の
意

識
の

国
際

化
も

助
長

す
る

。
　

　
○

教
員

の
研

究
環

境
の

向
上

を
図

る
た

め
に

、
RA

の
配

置
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
18

年
度

ま
で

に
、

重
点

研
究

に
主

体
的

に
参

画
す

る
教

員
に

対
し

て
、

研
究

以
外

の
業

務
を

軽
減

さ
せ

る
方

策
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

若
手

研
究

者
を「

研
究

推
進

部
門

」の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

さ
せ

、
研

究
以

外
の

業
務

を
軽

減
し

て
、

自
立

し
た

研
究

に
集

中
で

き
る

制
度

を
検

討
し

、
平

成
17

年
度

か
ら

実
施

す
る

。

　（
研
究
資
金
の
配
分
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

大
学

の
基

本
戦

略
に

基
づ

き
、

大
学

と
し

て
重

点
的

に
取

り
組

む
研

究
へ

の
資

金
援

助
が

可
能

と
な

る
配

分
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、「
研

究
戦

略
企

画
室

」は
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
経

費
の

重
点

配
分

を
行

う
シ

ス
テ

ム
を

検
討

す
る

。
　

　
○

外
部

資
金

を
獲

得
し

に
く

い
基

礎
研

究
で

、
研

究
業

績
を

挙
げ

て
い

る
教

員
に

対
す

る
資

金
援

助
を

検
討

す
る

。

　（
研
究
に
必
要
な
設
備
等
の
活
用
・
整
備
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
競

争
的

資
金

を
獲

得
し

た
教

員
の

た
め

の
全

学
共

同
利

用
の

実
験

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

の
た

め
の

ス
ペ

ー
ス

を
確

保
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、順
次

、高
額

図
書

、必
要

な
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

等
の

整
備

に
務

め
る

。
な

お
、備

え
る

べ
き

学
術

雑
誌

、
電

子
ジ

ャ
ー

ナ
ル

、
高

額
図

書
の

整
備

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、

具
体

案
を

策
定

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

に
、

学
内

LA
N

の
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
向

上
と

適
正

な
通

信
速

度
の

確
保

の
た

め
に

設
備

の
変

更
を

検
討

す
る

。

　（
他
大
学
等
と
の
連
携
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
等
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

競
争

的
環

境
を

つ
く

る
体

制
の

構
築

を
目

指
し

て
設

置
さ

れ
た「

研
究

戦
略

企
画

室
」が

、
他

大
学

等
と

の
共

同
研

究
や

学
内

の
研

究
科

を
超

え
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

な
ど

の
戦

略
的

な
研

究
企

画
を

立
て

る
と

と
も

に
、

重
点

研
究

推
進

テ
ー

マ
の

設
定

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

編
成

方
法

等
を

検
討

す
る

。
　

　
○

理
化

学
研

究
所

、
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

平
成

16
年

度
以

降
、

産
業

技
術

総
合

研
究

所
等

広
く

国
内

外
の

研
究

機
関

と
の

連
携

を
目

指
す

。

　（
知
的
財
産
の
創
出
、取
得
、管
理
及
び
活
用
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

研
究

戦
略

企
画

室
」の

下
に

置
か

れ
る「

知
的

財
産

部
」に

お
い

て
、

知
的

財
産

の
創

出
推

進
計

画
、

活
 

　
　

用
指

針
、

特
許

の
取

得
に

関
す

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
を

策
定

し
、

学
内

へ
の

普
及

を
図

っ
て

、
そ

の
創

出
、

活
用

に
務

め
る

。
　

　
○

産
業

界
と

の
共

同
研

究
を

増
加

さ
せ

、
有

用
性

の
あ

る
研

究
を

実
施

し
、

特
許

の
出

願
を

推
進

す
る

。

　（
研
究
活
動
の
評
価
及
び
評
価
結
果
を
質
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」の
下

に
置

か
れ

る「
研

究
評

価
部

門
」は

、
研

究
評

価
の

計
画

、
評

価
対

象
、

評
価

基
準

等
を

策
定

す
る

と
と

も
に

、
各

学
部

・
研

究
科

と
連

携
し

て
、

研
究

業
績

を
評

価
す

る
た

め
の

方
法

を
検

討
す

る
。

ま
た

、
平

成
17

年
度

か
ら

、
同

部
門

は
、

毎
年

度
、

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

ご
と

に
成

果
報

告
書

の
提

出
を

求
め

、
更

に
教

員
個

人
の

研
究

業
績

を
記

載
し

た「
教

員
活

動
報

告
書

」の
提

出
を

求
め

る
。

こ
れ

ら
に

基
づ

き
本

格
的

な
学

内
研

究
評

価
を

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

18
年

度
ま

で
に

、
優

れ
た

研
究

実
績

を
有

す
る

教
員

・
組

織
に

対
す

る
全

学
的

な
支

援
方

策
を

検
討

す
る

。

　（
全
国
共
同
研
究
、学
内
共
同
研
究
等
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
大

学
と

地
域

社
会

と
の

連
携

強
化

、
民

間
企

業
と

の
共

同
研

究
の

推
進

を
図

る
た

め
、

地
域

共
同

研
究

セ
ン

タ
ー

を
充

実
し

、
埼

玉
大

学
産

学
交

流
協

議
会

の
活

動
、

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

お
け

る
技

術
相

談
な

ど
を

推
進

す
る

。
　

　
○

科
学

技
術

の
急

速
な

高
度

化
・

複
雑

化
に

適
切

に
対

応
し

、
先

端
的

研
究

に
必

要
な

高
性

能
各

種
機

器
の

一
元

化
を

推
進

す
る

た
め

、
ア

イ
ソ

ト
ー

プ
、

動
物

実
験

の
分

野
の

支
援

体
制

を
統

合
し

、
よ

り
効

果
的

な
学

内
相

互
連

携
体

制
を

推
進

す
る

た
め

、
総

合
科

学
分

析
支

援
セ

ン
タ

ー
の

充
実

を
図

る
。

　
　

○
都

市
域

の
地

震
被

害
の

軽
減

と
耐

震
性

の
向

上
の

研
究

、
土

壌
や

地
下

水
汚

染
の

除
去

に
関

す
る

研
究

、
危

険
廃

棄
物

の
深

層
処

理
に

つ
い

て
の

研
究

な
ど

特
色

あ
る

研
究

を
地

圏
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
を

充
実

さ
せ

て
実

施
す

る
。

　
３
　
そ
の
他
の
目
標

　（
1）
社
会
と
の
連
携
、国
際
交
流
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
研
究
に
お
け
る
社
会
と
の
連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
積

極
的

に
社

会
と

連
携

す
る

こ
と

に
よ

り
、

教
育

研
究

の
成

果
を

社
会

に
還

元
す

る
こ

と
を

目
標

に
す

る
。

と
く

に
、

社
会

人
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

教
育

・
生

涯
学

習
の

ニ
ー

ズ
の

高
ま

り
に

応
え

る
社

会
サ

ー
ビ

ス
を

実
施

す
る

。
　

　
○

地
域

と
の

連
携

に
よ

っ
て

学
生

が
育

つ
多

様
な

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
○

産
学

官
の

連
携

を
積

極
的

に
推

進
し

、
研

究
成

果
の

社
会

還
元

を
通

じ
て

地
域

社
会

の
活

性
化

を
図

る
。

　
３
　
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
社
会
と
の
連
携
、国
際
交
流
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
地
域
社
会
等
と
の
連
携
・
協
力
、社
会
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
文

化
科

学
研

究
科

、
教

育
学

研
究

科
、

及
び

経
済

科
学

研
究

科
等

に
お

け
る

社
会

人
を

対
象

と
し

た
専

門
職

業
人

教
育

の
充

実
に

努
め

る
。

ま
た

、
各

学
部

・
研

究
科

に
お

い
て

社
会

人
受

け
入

れ
枠

の
拡

大
に

つ
い

て
検

討
し

、
具

体
案

を
作

成
す

る
。

　
　

○
現

在
行

っ
て

い
る「

一
日

体
験

入
学

」（
中

学
校

生
徒

対
象

）の
高

等
学

校
生

徒
へ

の
拡

大
、

地
域

の
中

学
・

高
等

学
校

で
の

「
出

前
講

義
・

実
験

」、
学

生
に

よ
る

子
供

た
ち

の
学

習
支

援
で

あ
る「

は
つ

ら
つ

ス
ク

ー
ル

」事
業

な
ど

、
地

域
密

着
型

の
各

種
事

業
の

充
実

と
と

も
に

、
学

生
の

体
験

活
動

等
の

観
点

か
ら

、
更

な
る

新
規

事
業

を
積

極
的

に
試

み
る

。
　

　
○

教
育

委
員

会
と

連
携

し
て

、
現

職
教

員
研

修
義

務
化

に
伴

う
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
し

、
実

施
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

図
書

館
に

お
い

て
、

図
書

の
地

域
住

民
へ

の
直

接
貸

出
等

の
サ

ー
ビ

ス
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
県

内
の

公
共

図
書

館
、

研
究

機
関

と
の

間
で

、
情

報
交

換
、

研
修

等
を

行
い

、
平

成
19

年
度

ま
で

に
、

こ
れ

ら
学

外
機

関
と

の
連

携
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

サ
テ

ラ
イ

ト
教

室
に

お
け

る
教

育
相

談
や

技
術

相
談

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
社

会
人

再
教

育
や

資
格

取
得

支
援

教
育

等
さ

ま
ざ

ま
な

地
域

貢
献

策
に

つ
い

て
検

討
し

、
実

施
に

移
す

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、

人
文

社
会

系
学

部
が

一
体

と
な

っ
て

、「
共

生
社

会
研

究
セ

ン
タ

ー
」の

あ
り

方
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
さ

い
た

ま
芸

術
劇

場
と

の
連

携
等

に
よ

る
さ

い
た

ま
市

民
の

求
め

る
共

生
社

会
づ

く
り

等
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

研
究

開
発

を
行

う
。

　（
産
学
官
連
携
の
推
進
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
埼

玉
大

学
産

学
交

流
協

議
会

を
軸

と
し

た
産

学
官

交
流

の
推

進
を

図
る

た
め

、
平

成
17

年
度

ま
で

に
、

企
業

と
の

窓
口

と
な

る「
リ

エ
ゾ

ン
オ

フ
ィ

ス
」の

設
置

を
検

討
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

知
的

財
産

部
」に

お
い

て
T

LO
の

設
立

を
準

備
し

、
民

間
企

業
等

へ
の

技
術

移
転

を
進

め
る

。
　

　
○

平
成

15
年

度
か

ら
開

始
し

て
い

る
産

業
界

等
と

連
携

し
た

バ
イ

オ
サ

イ
エ

ン
ス

に
関

す
る

研
究

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト（

地
域

結
集

型
共

同
研

究
事

業「
埼

玉
バ

イ
オ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」）
を

継
続

、
発

展
さ

せ
、

研
究

成
果

を
得

る
。

　
　

○
産

業
界

等
と

の
共

同
研

究
体

制
を

整
備

し
、

ベ
ン

チ
ャ

ー
型

企
業

の
支

援
体

制
を

整
え

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

重
点

研
究

推
進

テ
ー

マ
と

と
も

に
、

教
員

個
人

の
研

究
状

況
等

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
充

実
し

、
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
う

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

○
地

域
の

公
的

機
関

の
委

員
会

・
審

議
会

等
へ

の
委

員
に

、
教

員
を

積
極

的
に

参
画

さ
せ

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
公

的
機

関
や

産
業

界
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
教

育
を

そ
の

単
位

化
を

含
め

積
極

的
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

期
間

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
。

　
　

○
公

的
機

関
や

産
業

界
か

ら
、
定

期
的

に
講

師
を

招
へ

い
し

講
義

し
て

も
ら

う
こ

と
を

推
進

す
る

。

　（
地
域
の
公
私
立
大
学
等
と
の
連
携
・
支
援
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
県

内
の

地
域

振
興

、
産

業
振

興
及

び
県

内
大

学
の

機
能

強
化

を
目

的
と

し
て

組
織

す
る「

埼
玉

県
大

学
連

携
研

究
会

」に
お

い
て

積
極

的
な

提
言

を
行

い
、
県

内
大

学
の

中
核

的
な

役
割

を
果

た
し

て
い

く
。

（
国
際
交
流
・
協
力
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
海

外
協

定
校

を
中

心
と

し
た

学
生

交
流

・
研

究
連

携
を

推
進

す
る

。
　

　
○

外
国

人
留

学
生

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、
異

文
化

交
流

を
実

践
す

る
。

　
　

○
大

学
院

に
お

い
て

外
国

人
留

学
生

や
外

国
人

研
究

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
研

究
上

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。

　（
留
学
生
交
流
そ
の
他
諸
外
国
の
大
学
等
と
の
教
育
研
究
上
の
交
流
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
短

期
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

、
大

学
間

協
定

校
か

ら
の

留
学

生
の

受
入

れ
を

積
極

的
に

行
う

な
ど

留
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
す

る
。

　
　

○
大

学
間

協
定

校
を

中
心

と
し

て
、
情

報
関

連
分

野
や

環
境

調
和

型
開

発
科

学
等

の
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。
　

　
○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
中

心
と

し
て

、
国

際
会

議
、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
2年

に
1回

程
度

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、
外

国
の

研
究

者
に

よ
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
努

め
る

。

　（
教
育
研
究
活
動
に
関
連
し
た
国
際
貢
献
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
大

学
院

国
際

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

し
て

外
国

人
留

学
生

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、
教

育
研

究
上

の
国

際
貢

献
を

実
践

す
る

。
　

　
○

研
究

成
果

の
国

際
的

な
情

報
発

信
を

積
極

的
に

行
う

と
同

時
に

、
学

際
的

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

に
関

連
し

て
、
国

際
共

同
研

究
の

推
進

や
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

企
画

・
開

催
を

行
っ

て
、
研

究
面

で
の

国
際

貢
献

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
。

　（
2）
附
属
学
校
園
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
活
動
の
基
本
方
針
）

　
　

○
教

育
学

部
と

の
有

機
的

な
連

携
を

強
化

す
る

。

　（
学
校
運
営
の
改
善
の
方
向
性
）

　
　

○
時

代
の

要
請

に
沿

っ
た

新
し

い
附

属
学

校
園

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
。

　（
2）
附
属
学
校
園
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
大
学
・
学
部
と
の
連
携
・
協
力
の
強
化
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
附

属
学

校
園

の
教

員
と

教
育

学
部

の
教

員
が

相
互

に
そ

れ
ぞ

れ
の

授
業

を
担

当
す

る
と

と
も

に
、
共

同
研

究
を

組
織

す
る

な
ど

、
教

育
学

部
と

の
連

携
を

深
め

、
こ

れ
か

ら
の

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

情
報

発
信

を
行

う
。

　
　

○
特

別
支

援
学

校
を

中
心

と
し

、
教

育
学

部
と

の
連

携
に

お
い

て
、
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
と

し
て

地
域

教
育

界
の

要
望

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
校

長
・

副
校

長
、
園

長
・

副
園

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
機

能
が

よ
り

強
化

さ
れ

る
体

制
を

整
備

す
る

。
　

　
○

子
ど

も
た

ち
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

、
安

全
体

制
を

見
直

し
、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

向
上

さ
せ

る
。

　（
附
属
学
校
園
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
入
学
者
選
抜
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
附

属
学

校
園

の
も

つ
三

つ
の

性
格（

教
育

の
研

究
と

実
践

・
実

証
、
学

生
の

教
育

実
習

並
び

に
研

究
の

指
導

、
地

方
教

育
へ

の
協

力
と

指
導

）を
実

現
し

、
特

色
あ

る
学

校
園

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
に

、
入

学
検

査
の

制
度

な
ど

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

　（
公
立
学
校
と
の
人
事
交
流
に
対
応
し
た
体
系
的
な
教
職
員
研
修
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

育
学

部
と

附
属

学
校

園
と

の
連

携
に

お
い

て
、
教

職
員

年
次

研
修

や
日

常
の

研
修

、
管

理
職

研
修

な
ど

を
、
埼

玉
県

教
育

委
員

会
・

さ
い

た
ま

市
教

育
委

員
会

と
附

属
学

校
園

の
実

態
に

即
し

た
方

法
で

実
施

す
る

。

Ⅲ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標

　
１
　
運
営
体
制
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
効
果
的
な
組
織
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

。
　

　
○

学
部

長
等

を
中

心
と

し
た

効
率

的
な

学
部

等
の

運
営

を
行

う
。

　
　

○
必

要
に

応
じ

て
事

務
職

員
の

専
門

化
を

図
り

、
教

員
と

事
務

職
員

が
一

体
と

な
っ

た
大

学
運

営
体

制
を

構
築

す
る

。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
の
実
現
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
大

学
の

基
本

方
針

の
下

、
学

内
資

源
の

配
分

方
法

を
弾

力
化

し
重

点
課

題
に

集
中

的
な

資
源

投
下

を
行

う
。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
運
営
体
制
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
全
学
的
な
経
営
戦
略
の
確
立
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

長
補

佐
体

制
を

見
直

し
、
学

長
ス

タ
ッ

フ
の

機
能

強
化

を
図

る
。

　（
運
営
組
織
の
効
果
的
・
機
動
的
な
運
営
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

部
局

長
会

議
」を

設
置

し
、
各

部
局

間
と

の
意

思
疎

通
を

図
り

、
ス

ム
ー

ス
な

大
学

運
営

を
行

う
。

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

た
め

、
平

成
16

年
度

に
、「

21
世

紀
総

合
研

究
機

構
」、
「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」、
「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」を
設

置
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

内
の

各
種

委
員

会
の

役
割

を
見

直
し

、
そ

の
数

を
削

減
し

、
効

率
的

な
意

志
決

定
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

　（
学
部
長
等
を
中
心
と
し
た
機
動
的
・
戦
略
的
な
学
部
等
運
営
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
各

学
部

に
お

け
る

学
部

長
補

佐
体

制
を

整
備

し
、
学

部
運

営
の

効
率

化
を

図
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
教

授
会

の
審

議
事

項
を

見
直

し
、
代

議
員

会
を

設
置

す
る

等
の

効
率

的
な

運
営

を
図

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

部
内

の
各

種
委

員
会

の
役

割
を

見
直

し
、
そ

の
数

を
削

減
し

、
効

率
的

な
意

思
決

定
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

　（
教
員
・
事
務
職
員
等
に
よ
る
一
体
的
な
運
営
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
研

究
体

制
、
留

学
生

の
受

け
入

れ
、
国

際
交

流
や

教
務

運
営

、
学

生
支

援
等

に
関

す
る

業
務

に
つ

い
て

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、「

21
世

紀
総

合
研

究
機

構
」、

及
び「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」を

柱
と

す
る

教
員

と
職

員
と

の
一

体
的

な
運

営
組

織
に

改
組

す
る

。

　（
全
学
的
視
点
か
ら
の
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

内
資

源
配

分
の

あ
り

方
を

検
討

し
、
大

学
と

し
て

の
目

標
等

に
即

し
た

戦
略

的
・

重
点

的
配

分
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　（
学
外
の
有
識
者
・
専
門
家
の
登
用
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
必

要
に

応
じ

て
、
訟

務
事

務
、
監

査
事

務
、
労

働
保

険
事

務
等

に
か

か
る

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
を

検
討

す
る

。

　（
内
部
監
査
機
能
の
充
実
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」の

下
に

、「
業

務
運

営
評

価
部

門
」を

設
置

し
、
企

画
、
業

務
運

営
の

分
析

機
能

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
評

価
意

見
を

学
内

外
に

公
表

し
、
問

題
点

の
改

善
を

図
る

。

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
研
究
組
織
の
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
編
成
・
見
直
し
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
時

代
や

社
会

の
要

請
に

応
え

て
、
教

育
研

究
組

織
を

不
断

に
見

直
す

。
　

　
○

研
究

能
力

の
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

に
、
教

育
組

織
と

研
究

組
織

の
分

離
を

進
め

、
柔

軟
な

構
造

に
設

計
す

る
。

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
研
究
組
織
の
編
成
・
見
直
し
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
各

年
度

の
段

階
に

お
い

て
、「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」の
評

価
結

果
を

踏
ま

え
て

、
各

学
部

・
研

究
科

の
再

編
、

教
員

の
適

正
配

置
の

た
め

の
全

学
的

な
組

織
改

革
計

画
を

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　
　

○
各

年
度

に
お

い
て

、
学

内
の

各
種

教
育

研
究

施
設

の
点

検
を

行
い

、
再

編
・

重
点

整
備

計
画

等
を

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　（
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
の
方
向
性
）

　
　

○
理

工
系

研
究

科
に

お
け

る
先

端
的

研
究

を
促

進
す

る
た

め
に

、
学

問
分

野
に

重
点

を
置

い
て

教
育

・
研

究
に

当
た

る
組

織
と

、
そ

れ
以

外
に

、
既

存
の

学
問

分
野

に
捉

わ
れ

ず
に

教
育

・
研

究
に

当
た

る
組

織
と

を
設

け
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

　
　

○
社

会
の

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
て

、
大

学
院

の
収

容
定

員
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、
学

部
の

収
容

定
員

の
見

直
し

に
つ

い
て

具
体

案
を

策
定

す
る

。
　

　
○

教
養

学
部

、
教

育
学

部
、
及

び
経

済
学

部
が

連
携

し
、「

共
生

社
会

研
究

セ
ン

タ
ー

」の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

502

第Ⅲ部 ■ 資料編



中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

○
地

域
の

公
的

機
関

の
委

員
会

・
審

議
会

等
へ

の
委

員
に

、
教

員
を

積
極

的
に

参
画

さ
せ

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
公

的
機

関
や

産
業

界
へ

の
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
教

育
を

そ
の

単
位

化
を

含
め

積
極

的
に

推
進

す
る

と
と

も
に

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

期
間

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
。

　
　

○
公

的
機

関
や

産
業

界
か

ら
、
定

期
的

に
講

師
を

招
へ

い
し

講
義

し
て

も
ら

う
こ

と
を

推
進

す
る

。

　（
地
域
の
公
私
立
大
学
等
と
の
連
携
・
支
援
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
県

内
の

地
域

振
興

、
産

業
振

興
及

び
県

内
大

学
の

機
能

強
化

を
目

的
と

し
て

組
織

す
る「

埼
玉

県
大

学
連

携
研

究
会

」に
お

い
て

積
極

的
な

提
言

を
行

い
、
県

内
大

学
の

中
核

的
な

役
割

を
果

た
し

て
い

く
。

（
国
際
交
流
・
協
力
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
海

外
協

定
校

を
中

心
と

し
た

学
生

交
流

・
研

究
連

携
を

推
進

す
る

。
　

　
○

外
国

人
留

学
生

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、
異

文
化

交
流

を
実

践
す

る
。

　
　

○
大

学
院

に
お

い
て

外
国

人
留

学
生

や
外

国
人

研
究

者
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
研

究
上

の
国

際
交

流
を

推
進

す
る

。

　（
留
学
生
交
流
そ
の
他
諸
外
国
の
大
学
等
と
の
教
育
研
究
上
の
交
流
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
短

期
留

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
活

用
し

、
大

学
間

協
定

校
か

ら
の

留
学

生
の

受
入

れ
を

積
極

的
に

行
う

な
ど

留
学

生
の

受
け

入
れ

体
制

を
整

備
す

る
。

　
　

○
大

学
間

協
定

校
を

中
心

と
し

て
、
情

報
関

連
分

野
や

環
境

調
和

型
開

発
科

学
等

の
国

際
共

同
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。
　

　
○

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

を
中

心
と

し
て

、
国

際
会

議
、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
2年

に
1回

程
度

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
か

ら
、
外

国
の

研
究

者
に

よ
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

や
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

に
努

め
る

。

　（
教
育
研
究
活
動
に
関
連
し
た
国
際
貢
献
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
大

学
院

国
際

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

充
実

し
て

外
国

人
留

学
生

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
、
教

育
研

究
上

の
国

際
貢

献
を

実
践

す
る

。
　

　
○

研
究

成
果

の
国

際
的

な
情

報
発

信
を

積
極

的
に

行
う

と
同

時
に

、
学

際
的

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

に
関

連
し

て
、
国

際
共

同
研

究
の

推
進

や
学

術
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

、
国

際
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

企
画

・
開

催
を

行
っ

て
、
研

究
面

で
の

国
際

貢
献

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
。

　（
2）
附
属
学
校
園
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
活
動
の
基
本
方
針
）

　
　

○
教

育
学

部
と

の
有

機
的

な
連

携
を

強
化

す
る

。

　（
学
校
運
営
の
改
善
の
方
向
性
）

　
　

○
時

代
の

要
請

に
沿

っ
た

新
し

い
附

属
学

校
園

の
あ

り
方

を
検

討
す

る
。

　（
2）
附
属
学
校
園
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
大
学
・
学
部
と
の
連
携
・
協
力
の
強
化
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
附

属
学

校
園

の
教

員
と

教
育

学
部

の
教

員
が

相
互

に
そ

れ
ぞ

れ
の

授
業

を
担

当
す

る
と

と
も

に
、
共

同
研

究
を

組
織

す
る

な
ど

、
教

育
学

部
と

の
連

携
を

深
め

、
こ

れ
か

ら
の

教
育

の
あ

り
方

に
つ

い
て

情
報

発
信

を
行

う
。

　
　

○
特

別
支

援
学

校
を

中
心

と
し

、
教

育
学

部
と

の
連

携
に

お
い

て
、
特

別
支

援
教

育
セ

ン
タ

ー
と

し
て

地
域

教
育

界
の

要
望

に
対

応
で

き
る

体
制

を
整

備
す

る
。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
校

長
・

副
校

長
、
園

長
・

副
園

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
機

能
が

よ
り

強
化

さ
れ

る
体

制
を

整
備

す
る

。
　

　
○

子
ど

も
た

ち
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

、
安

全
体

制
を

見
直

し
、
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

向
上

さ
せ

る
。

　（
附
属
学
校
園
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
入
学
者
選
抜
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
附

属
学

校
園

の
も

つ
三

つ
の

性
格（

教
育

の
研

究
と

実
践

・
実

証
、
学

生
の

教
育

実
習

並
び

に
研

究
の

指
導

、
地

方
教

育
へ

の
協

力
と

指
導

）を
実

現
し

、
特

色
あ

る
学

校
園

づ
く

り
を

進
め

る
た

め
に

、
入

学
検

査
の

制
度

な
ど

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

　（
公
立
学
校
と
の
人
事
交
流
に
対
応
し
た
体
系
的
な
教
職
員
研
修
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

育
学

部
と

附
属

学
校

園
と

の
連

携
に

お
い

て
、
教

職
員

年
次

研
修

や
日

常
の

研
修

、
管

理
職

研
修

な
ど

を
、
埼

玉
県

教
育

委
員

会
・

さ
い

た
ま

市
教

育
委

員
会

と
附

属
学

校
園

の
実

態
に

即
し

た
方

法
で

実
施

す
る

。

Ⅲ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標

　
１
　
運
営
体
制
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
効
果
的
な
組
織
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

。
　

　
○

学
部

長
等

を
中

心
と

し
た

効
率

的
な

学
部

等
の

運
営

を
行

う
。

　
　

○
必

要
に

応
じ

て
事

務
職

員
の

専
門

化
を

図
り

、
教

員
と

事
務

職
員

が
一

体
と

な
っ

た
大

学
運

営
体

制
を

構
築

す
る

。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
の
実
現
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
大

学
の

基
本

方
針

の
下

、
学

内
資

源
の

配
分

方
法

を
弾

力
化

し
重

点
課

題
に

集
中

的
な

資
源

投
下

を
行

う
。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
運
営
体
制
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
全
学
的
な
経
営
戦
略
の
確
立
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

長
補

佐
体

制
を

見
直

し
、
学

長
ス

タ
ッ

フ
の

機
能

強
化

を
図

る
。

　（
運
営
組
織
の
効
果
的
・
機
動
的
な
運
営
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

部
局

長
会

議
」を

設
置

し
、
各

部
局

間
と

の
意

思
疎

通
を

図
り

、
ス

ム
ー

ス
な

大
学

運
営

を
行

う
。

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

た
め

、
平

成
16

年
度

に
、「

21
世

紀
総

合
研

究
機

構
」、
「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」、
「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」を
設

置
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

内
の

各
種

委
員

会
の

役
割

を
見

直
し

、
そ

の
数

を
削

減
し

、
効

率
的

な
意

志
決

定
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

　（
学
部
長
等
を
中
心
と
し
た
機
動
的
・
戦
略
的
な
学
部
等
運
営
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
各

学
部

に
お

け
る

学
部

長
補

佐
体

制
を

整
備

し
、
学

部
運

営
の

効
率

化
を

図
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
教

授
会

の
審

議
事

項
を

見
直

し
、
代

議
員

会
を

設
置

す
る

等
の

効
率

的
な

運
営

を
図

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

部
内

の
各

種
委

員
会

の
役

割
を

見
直

し
、
そ

の
数

を
削

減
し

、
効

率
的

な
意

思
決

定
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。

　（
教
員
・
事
務
職
員
等
に
よ
る
一
体
的
な
運
営
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
研

究
体

制
、
留

学
生

の
受

け
入

れ
、
国

際
交

流
や

教
務

運
営

、
学

生
支

援
等

に
関

す
る

業
務

に
つ

い
て

組
織

の
見

直
し

を
行

い
、「

21
世

紀
総

合
研

究
機

構
」、

及
び「

全
学

教
育

・
学

生
支

援
機

構
」を

柱
と

す
る

教
員

と
職

員
と

の
一

体
的

な
運

営
組

織
に

改
組

す
る

。

　（
全
学
的
視
点
か
ら
の
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
学

内
資

源
配

分
の

あ
り

方
を

検
討

し
、
大

学
と

し
て

の
目

標
等

に
即

し
た

戦
略

的
・

重
点

的
配

分
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　（
学
外
の
有
識
者
・
専
門
家
の
登
用
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
必

要
に

応
じ

て
、
訟

務
事

務
、
監

査
事

務
、
労

働
保

険
事

務
等

に
か

か
る

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
を

検
討

す
る

。

　（
内
部
監
査
機
能
の
充
実
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」の

下
に

、「
業

務
運

営
評

価
部

門
」を

設
置

し
、
企

画
、
業

務
運

営
の

分
析

機
能

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
そ

の
評

価
意

見
を

学
内

外
に

公
表

し
、
問

題
点

の
改

善
を

図
る

。

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
研
究
組
織
の
柔
軟
か
つ
機
動
的
な
編
成
・
見
直
し
等
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
時

代
や

社
会

の
要

請
に

応
え

て
、
教

育
研

究
組

織
を

不
断

に
見

直
す

。
　

　
○

研
究

能
力

の
パ

ワ
ー

ア
ッ

プ
を

図
る

た
め

に
、
教

育
組

織
と

研
究

組
織

の
分

離
を

進
め

、
柔

軟
な

構
造

に
設

計
す

る
。

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
研
究
組
織
の
編
成
・
見
直
し
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
各

年
度

の
段

階
に

お
い

て
、「

教
育

・
研

究
等

評
価

セ
ン

タ
ー

」の
評

価
結

果
を

踏
ま

え
て

、
各

学
部

・
研

究
科

の
再

編
、

教
員

の
適

正
配

置
の

た
め

の
全

学
的

な
組

織
改

革
計

画
を

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　
　

○
各

年
度

に
お

い
て

、
学

内
の

各
種

教
育

研
究

施
設

の
点

検
を

行
い

、
再

編
・

重
点

整
備

計
画

等
を

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　（
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
の
方
向
性
）

　
　

○
理

工
系

研
究

科
に

お
け

る
先

端
的

研
究

を
促

進
す

る
た

め
に

、
学

問
分

野
に

重
点

を
置

い
て

教
育

・
研

究
に

当
た

る
組

織
と

、
そ

れ
以

外
に

、
既

存
の

学
問

分
野

に
捉

わ
れ

ず
に

教
育

・
研

究
に

当
た

る
組

織
と

を
設

け
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

　
　

○
社

会
の

ニ
ー

ズ
等

に
応

じ
て

、
大

学
院

の
収

容
定

員
の

拡
大

を
図

る
と

と
も

に
、
学

部
の

収
容

定
員

の
見

直
し

に
つ

い
て

具
体

案
を

策
定

す
る

。
　

　
○

教
養

学
部

、
教

育
学

部
、
及

び
経

済
学

部
が

連
携

し
、「

共
生

社
会

研
究

セ
ン

タ
ー

」の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

○
理

学
部

と
工

学
部

の
連

携
を

促
進

し
、「

先
端

物
質

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

」の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　
　

○
人

文
社

会
系

分
野

・
理

工
系

分
野

の
研

究
科

に
お

い
て

、
専

門
職

大
学

院
の

設
置

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

　
３
　
人
事
の
適
正
化
に
関
す
る
目
標

　（
戦
略
的
・
効
果
的
な
人
的
資
源
の
活
用
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
公

正
か

つ
適

切
な

評
価

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
業

績
や

貢
献

度
が

正
当

に
反

映
さ

れ
る

人
事

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　
３
　
教
職
員
の
人
事
の
適
正
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
活
用
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
教

員
活

動
報

告
書

の
提

出
等

、
教

員
個

人
の

教
育

研
究

活
動

等
を

評
価

す
る

手
法

や
教

職
員

の
給

与
に

本
人

の
業

績
が

適
切

に
反

映
さ

れ
る

よ
う

な
給

与
制

度
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

　（
事
務
処
理
の
効
率
化
・
合
理
化
や
事
務
組
織
の
機
能
・
編
成
の
見
直
し
等
に
関
す

る
基
本
方
針
）

　
　

○
事

務
等

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、
組

織
再

編
と

事
務

一
元

化
を

推
進

す
る

。
　

　
○

事
務

の
電

子
化

を
推

進
す

る
。

　
　

○
教

員
と

職
員

に
よ

る
一

体
的

運
営

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
職

員
の

専
門

性
を

高
め

る
。

　
　

○
可

能
な

限
り

業
務

の
外

部
委

託
に

よ
る

合
理

化
を

図
る

。

　（
柔
軟
で
多
様
な
人
事
制
度
の
構
築
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

員
採

用
に

当
た

っ
て

は
、
平

成
16

年
度

に
、
教

育
研

究
目

標
、
年

齢
構

成
等

を
考

慮
し

た
全

学
的

基
本

方
針

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、
こ

れ
に

基
づ

い
て

学
部

・
研

究
科

ご
と

の
基

本
方

針
を

策
定

す
る

。

　（
任
期
制
・
公
募
制
の
導
入
な
ど
教
員
の
流
動
性
向
上
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

員
採

用
方

法
は

、
一

般
公

募
制

を
原

則
と

す
る

。
　

　
○

各
学

部
・

研
究

科
に

お
い

て
、
人

材
の

多
様

性
を

確
保

す
る

た
め

必
要

な
場

合
に

は
、
任

期
付

き
任

用
制

を
導

入
す

る
。
特

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
に

従
事

す
る

研
究

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
制

度
を

活
用

し
学

外
か

ら
の

確
保

に
努

め
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
以

降
、
教

員
の

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
教

育
上

の
経

験
な

ど
、
教

育
能

力
を

勘
案

し
て

選
考

を
行

う
。

　（
外
国
人
・
女
性
等
の
教
員
採
用
の
促
進
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
女

性
教

員
の

比
率

を
、
中

期
目

標
期

間
中

に
増

加
さ

せ
る

。
　

　
○

外
国

人
教

員
数

の
増

加
を

図
る

と
と

も
に

、
短

期
招

へ
い

の
制

度
化

を
図

る
。

　（
事
務
職
員
等
の
採
用
・
養
成
・
人
事
交
流
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
大

学
運

営
に

必
要

と
な

る
労

務
、
安

全
衛

生
管

理
、
訟

務
、
及

び
財

務
会

計
や

国
際

交
流

、
産

学
官

連
携

の
事

務
等

に
従

事
す

る
者

に
、
専

門
職

能
集

団
機

能
の

充
実

の
た

め
の

実
務

研
修

を
行

い
、
資

質
の

向
上

を
図

る
。
ま

た
、
民

間
等

か
ら

こ
れ

ら
の

職
務

に
精

通
し

た
者

の
採

用
に

努
め

る
。

　
　

○
職

員
に

つ
い

て
他

大
学

等
と

の
人

事
交

流
を

実
施

す
る

。

　（
中
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
た
適
切
な
人
員（
人
件
費
）管
理
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

職
員

の
任

用
に

あ
た

っ
て

、
年

齢
構

成
の

バ
ラ

ン
ス

を
失

し
な

い
よ

う
留

意
す

る
。

　
４
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標

　（
事
務
処
理
の
効
率
化
・
合
理
化
や
事
務
組
織
の
機
能
・
編
成
の
見
直
し
等
に
関
す

る
基
本
方
針
）

　
　

○
事

務
等

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、
組

織
再

編
と

事
務

一
元

化
を

推
進

す
る

。
　

○
事

務
の

電
子

化
を

推
進

す
る

。
　

　
○

教
員

と
職

員
に

よ
る

一
体

的
運

営
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
職

員
の

専
門

性
を

高
め

る
。

　
　

○
可

能
な

限
り

業
務

の
外

部
委

託
に

よ
る

合
理

化
を

図
る

。

　
４
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
事
務
組
織
の
機
能
・
編
成
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
事

務
組

織
全

体
を

見
直

し
、
目

標
に

即
し

て
、
学

長
・

理
事

の
支

援
ス

タ
ッ

フ
、
企

画
立

案
業

務
、
学

生
進

路
対

応
業

務
、
外

部
資

金
獲

得
業

務
等

の
充

実
な

ど
戦

略
的

な
組

織
編

成
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
給

与
事

務
、
外

部
資

金
の

受
入

れ
事

務
、
学

部
事

務
等

、
事

務
局

・
学

部
事

務
の

所
管

業
務

を
横

断
的

に
見

直
し

て
重

複
業

務
の

整
理

を
行

い
、
総

務
事

務
の

事
務

局
へ

の
一

元
化

、
教

務
事

務
等

の「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」
へ

の
一

元
化

等
の

検
討

を
含

め
、
事

務
組

織
の

再
編

・
統

合
を

行
う

。
　

　
　

ま
た

、業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、事

務
局

各
課
・
学

部
事

務
ご

と
に「

事
務

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

策
定

し
、配

布
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
全

学
的

な
シ

ラ
バ

ス
等

の
電

子
化

の
た

め
の「

教
学

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
、
検

討
・

試
行

を
進

め
、
中

期
目

標
期

間
中

に
科

目
登

録
等

の
迅

速
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
履

修
登

録
・

成
績

管
理

等
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
を

図
る

。
　

　
○

平
成

17
年

度
に

、
点

検
・

評
価

に
関

す
る

学
内

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

等
を

構
築

す
る

た
め

の「
点

検
・

評
価

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
、
で

き
る

限
り

早
期

に
適

切
な

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
学

内
広

報
、
文

書
回

覧
、
会

議
資

料
、
学

生
へ

の
連

絡
、
施

設
利

用
状

況
等

の
全

学
各

種
業

務
に

関
す

る
電

子
化

の
た

め
の「

事
務

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
て

、
電

子
化

実
施

可
能

業
務

の
検

討
・

選
定

を
進

め
、

平
成

17
年

度
か

ら
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

の
試

行
・

実
施

を
推

進
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
積

極
的

な
権

限
委

譲
を

行
い

責
任

を
明

確
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、
事

務
処

理
の

効
率

化
・

迅
速

化
を

図
る

。
　

　
○

訟
務

、
外

部
資

金
受

入
れ

業
務

、
会

計
監

査
等

に
関

す
る

業
務

に
従

事
す

る
高

度
専

門
的

職
員

に
つ

い
て

は
、
必

要
に

応
じ

て
、
平

成
16

年
度

か
ら

任
期

付
き

に
よ

る
選

考
採

用
の

方
法

も
取

り
入

れ
る

。

　（
複
数
大
学
に
よ
る
共
同
業
務
処
理
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
事

務
処

理
の

効
率

化
、
合

理
化

等
の

観
点

か
ら

、
近

隣
に

位
置

す
る

国
立

大
学

法
人

等
と

の
連

携
・

協
力

を
図

る
。

　（
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
す

べ
て

の
業

務
に

つ
い

て
外

部
委

託
が

可
能

で
あ

る
か

検
討

し
、
実

施
可

能
な

業
務

に
つ

い
て

外
部

委
託

を
図

る
。

Ⅳ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
１
　
外
部
研
究
資
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標

　
　

○
外

部
研

究
資

金
等

の
増

加
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
　

　
○

収
入

事
業

の
あ

り
方

に
つ

い
て

積
極

的
に

検
討

す
る

。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標

　
　

○
管

理
的

経
費

の
抑

制
を

図
る

。
　

　
○「

行
政

改
革

の
重

要
方

針
」（

平
成

17
年

12
月

24
日

閣
議

決
定

）に
お

い
て

示
さ

れ
た

総
人

件
費

改
革

の
実

行
計

画
を

踏
ま

え
、
人

件
費

削
減

の
取

組
を

行
う

。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
　

○
資

産
の

有
効

活
用

と
管

理
運

用
の

効
率

化
を

図
る

。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
外
部
研
究
資
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　（
科
学
研
究
費
補
助
金
、受
託
研
究
、奨
学
寄
附
金
等
外
部
資
金
の
増
加
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
申

請
件

数
を

増
加

さ
せ

る
。

　
　

○「
研

究
戦

略
企

画
室

」に
お

い
て

、
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
競

争
的

外
部

資
金

、
及

び
受

託
研

究
、
奨

学
寄

附
金

な
ど

の
外

部
研

究
資

金
を

増
加

さ
せ

る
た

め
、
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
等

を
推

進
す

る
な

ど
の

具
体

的
な

方
策

を
検

討
し

、
実

施
す

る
。

　（
収
入
を
伴
う
事
業
の
実
施
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
施

設
使

用
料

の
増

額
を

検
討

す
る

。
　

　
○

施
設

の
維

持
改

善
等

を
図

る
た

め
、
自

動
車

・
バ

イ
ク

の
駐

車
場

使
用

料
を

徴
収

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

　
　

○
追

試
験

等
の

実
施

・
各

種
証

明
書

の
発

行
に

必
要

な
手

数
料

を
徴

収
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
管
理
的
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
総

人
件

費
改

革
の

実
行

計
画

を
踏

ま
え

、
平

成
21

年
度

ま
で

に
概

ね
４

％
の

人
件

費
の

削
減

を
図

る
。

　
　

○
実

施
可

能
で

か
つ

、
費

用
面

で
の

効
果

が
図

れ
る

業
務

に
つ

い
て

、
外

部
委

託
を

進
め

、
人

件
費

等
の

削
減

を
図

る
。

　
　

○
事

務
等

の
効

率
化

・
合

理
化

等
に

よ
り

、
一

般
管

理
経

費（
人

件
費

を
除

く
。）

の
占

め
る

比
率

の
縮

減
に

努
め

る
。

　
　

○
光

熱
水

料
、物

品
調

達
、設

備
の

共
同

利
用

、廃
棄

物
の

減
量

化
等

の
省

エ
ネ
・
省

コ
ス

ト
対

策
を

検
討

し
、「

全
学

省
エ

ネ
・

コ
ス

ト
計

画
」を

策
定

し
、
実

施
に

移
す

。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
資
産
の
効
率
的
・
効
果
的
運
用
を
図
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
資

産
の

運
用

に
つ

い
て

は
、
平

成
16

年
度

か
ら

、
関

係
法

令
の

範
囲

内
で

、
か

つ
安

全
性

を
考

慮
し

つ
つ

、
効

果
的

運
用

を
図

る
た

め
の「

資
金

運
用

計
画

」を
経

営
協

議
会

の
審

議
を

経
て

役
員

会
で

策
定

し
、こ

の
計

画
に

基
づ

き
適

切
に

実
施

す
る

。
　

　
○

施
設

使
用

料
に

つ
い

て
は

、
財

産
貸

付
料

、
寄

宿
料

、
駐

車
場

・
駐

輪
場

使
用

料
等

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

・
整

理
す

る
と

と
も

に
、
適

正
な

金
額

を
決

定
・

徴
収

し
、
当

該
施

設
・

設
備

の
維

持
改

善
等

を
図

る
。

Ⅴ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目

標
　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標

　
　

○
研

究
・

教
育

・
業

務
運

営
に

関
す

る
恒

常
的

な
評

価
組

織
を

設
置

す
る

。
　

　
○

統
一

的
な

点
検

・
評

価
項

目
を

定
め

、
定

期
的

に
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
自
己
点
検
・
評
価
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
17

年
度

に
、
点

検
・

評
価

の
た

め
の

学
内

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

等
を

構
築

す
る

た
め

の「
点

検
・

評
価

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
、
で

き
る

だ
け

早
期

に
当

該
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

○
理

学
部

と
工

学
部

の
連

携
を

促
進

し
、「

先
端

物
質

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

」の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

し
、
具

体
案

を
策

定
す

る
。

　
　

○
人

文
社

会
系

分
野

・
理

工
系

分
野

の
研

究
科

に
お

い
て

、
専

門
職

大
学

院
の

設
置

の
可

能
性

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

　
３
　
人
事
の
適
正
化
に
関
す
る
目
標

　（
戦
略
的
・
効
果
的
な
人
的
資
源
の
活
用
に
関
す
る
基
本
方
針
）

　
　

○
公

正
か

つ
適

切
な

評
価

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
業

績
や

貢
献

度
が

正
当

に
反

映
さ

れ
る

人
事

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　
３
　
教
職
員
の
人
事
の
適
正
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
活
用
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
教

員
活

動
報

告
書

の
提

出
等

、
教

員
個

人
の

教
育

研
究

活
動

等
を

評
価

す
る

手
法

や
教

職
員

の
給

与
に

本
人

の
業

績
が

適
切

に
反

映
さ

れ
る

よ
う

な
給

与
制

度
等

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

　（
事
務
処
理
の
効
率
化
・
合
理
化
や
事
務
組
織
の
機
能
・
編
成
の
見
直
し
等
に
関
す

る
基
本
方
針
）

　
　

○
事

務
等

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、
組

織
再

編
と

事
務

一
元

化
を

推
進

す
る

。
　

　
○

事
務

の
電

子
化

を
推

進
す

る
。

　
　

○
教

員
と

職
員

に
よ

る
一

体
的

運
営

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
職

員
の

専
門

性
を

高
め

る
。

　
　

○
可

能
な

限
り

業
務

の
外

部
委

託
に

よ
る

合
理

化
を

図
る

。

　（
柔
軟
で
多
様
な
人
事
制
度
の
構
築
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

員
採

用
に

当
た

っ
て

は
、
平

成
16

年
度

に
、
教

育
研

究
目

標
、
年

齢
構

成
等

を
考

慮
し

た
全

学
的

基
本

方
針

を
策

定
す

る
と

と
も

に
、
こ

れ
に

基
づ

い
て

学
部

・
研

究
科

ご
と

の
基

本
方

針
を

策
定

す
る

。

　（
任
期
制
・
公
募
制
の
導
入
な
ど
教
員
の
流
動
性
向
上
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

員
採

用
方

法
は

、
一

般
公

募
制

を
原

則
と

す
る

。
　

　
○

各
学

部
・

研
究

科
に

お
い

て
、
人

材
の

多
様

性
を

確
保

す
る

た
め

必
要

な
場

合
に

は
、
任

期
付

き
任

用
制

を
導

入
す

る
。
特

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
に

従
事

す
る

研
究

者
に

つ
い

て
は

、
当

該
制

度
を

活
用

し
学

外
か

ら
の

確
保

に
努

め
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
以

降
、
教

員
の

採
用

に
当

た
っ

て
は

、
教

育
上

の
経

験
な

ど
、
教

育
能

力
を

勘
案

し
て

選
考

を
行

う
。

　（
外
国
人
・
女
性
等
の
教
員
採
用
の
促
進
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
女

性
教

員
の

比
率

を
、
中

期
目

標
期

間
中

に
増

加
さ

せ
る

。
　

　
○

外
国

人
教

員
数

の
増

加
を

図
る

と
と

も
に

、
短

期
招

へ
い

の
制

度
化

を
図

る
。

　（
事
務
職
員
等
の
採
用
・
養
成
・
人
事
交
流
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
大

学
運

営
に

必
要

と
な

る
労

務
、
安

全
衛

生
管

理
、
訟

務
、
及

び
財

務
会

計
や

国
際

交
流

、
産

学
官

連
携

の
事

務
等

に
従

事
す

る
者

に
、
専

門
職

能
集

団
機

能
の

充
実

の
た

め
の

実
務

研
修

を
行

い
、
資

質
の

向
上

を
図

る
。
ま

た
、
民

間
等

か
ら

こ
れ

ら
の

職
務

に
精

通
し

た
者

の
採

用
に

努
め

る
。

　
　

○
職

員
に

つ
い

て
他

大
学

等
と

の
人

事
交

流
を

実
施

す
る

。

　（
中
長
期
的
な
観
点
に
立
っ
た
適
切
な
人
員（
人
件
費
）管
理
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
教

職
員

の
任

用
に

あ
た

っ
て

、
年

齢
構

成
の

バ
ラ

ン
ス

を
失

し
な

い
よ

う
留

意
す

る
。

　
４
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標

　（
事
務
処
理
の
効
率
化
・
合
理
化
や
事
務
組
織
の
機
能
・
編
成
の
見
直
し
等
に
関
す

る
基
本
方
針
）

　
　

○
事

務
等

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、
組

織
再

編
と

事
務

一
元

化
を

推
進

す
る

。
　

○
事

務
の

電
子

化
を

推
進

す
る

。
　

　
○

教
員

と
職

員
に

よ
る

一
体

的
運

営
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
職

員
の

専
門

性
を

高
め

る
。

　
　

○
可

能
な

限
り

業
務

の
外

部
委

託
に

よ
る

合
理

化
を

図
る

。

　
４
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
事
務
組
織
の
機
能
・
編
成
の
見
直
し
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
事

務
組

織
全

体
を

見
直

し
、
目

標
に

即
し

て
、
学

長
・

理
事

の
支

援
ス

タ
ッ

フ
、
企

画
立

案
業

務
、
学

生
進

路
対

応
業

務
、
外

部
資

金
獲

得
業

務
等

の
充

実
な

ど
戦

略
的

な
組

織
編

成
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
給

与
事

務
、
外

部
資

金
の

受
入

れ
事

務
、
学

部
事

務
等

、
事

務
局

・
学

部
事

務
の

所
管

業
務

を
横

断
的

に
見

直
し

て
重

複
業

務
の

整
理

を
行

い
、
総

務
事

務
の

事
務

局
へ

の
一

元
化

、
教

務
事

務
等

の「
全

学
教

育
・

学
生

支
援

機
構

」
へ

の
一

元
化

等
の

検
討

を
含

め
、
事

務
組

織
の

再
編

・
統

合
を

行
う

。
　

　
　

ま
た

、業
務

の
効

率
化

を
図

る
た

め
、事

務
局

各
課
・
学

部
事

務
ご

と
に「

事
務

処
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

策
定

し
、配

布
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、
全

学
的

な
シ

ラ
バ

ス
等

の
電

子
化

の
た

め
の「

教
学

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
、
検

討
・

試
行

を
進

め
、
中

期
目

標
期

間
中

に
科

目
登

録
等

の
迅

速
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
履

修
登

録
・

成
績

管
理

等
の

ペ
ー

パ
ー

レ
ス

化
を

図
る

。
　

　
○

平
成

17
年

度
に

、
点

検
・

評
価

に
関

す
る

学
内

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

等
を

構
築

す
る

た
め

の「
点

検
・

評
価

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
、
で

き
る

限
り

早
期

に
適

切
な

シ
ス

テ
ム

を
構

築
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
学

内
広

報
、
文

書
回

覧
、
会

議
資

料
、
学

生
へ

の
連

絡
、
施

設
利

用
状

況
等

の
全

学
各

種
業

務
に

関
す

る
電

子
化

の
た

め
の「

事
務

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
て

、
電

子
化

実
施

可
能

業
務

の
検

討
・

選
定

を
進

め
、

平
成

17
年

度
か

ら
ペ

ー
パ

ー
レ

ス
化

の
試

行
・

実
施

を
推

進
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
積

極
的

な
権

限
委

譲
を

行
い

責
任

を
明

確
に

す
る

こ
と

に
よ

り
、
事

務
処

理
の

効
率

化
・

迅
速

化
を

図
る

。
　

　
○

訟
務

、
外

部
資

金
受

入
れ

業
務

、
会

計
監

査
等

に
関

す
る

業
務

に
従

事
す

る
高

度
専

門
的

職
員

に
つ

い
て

は
、
必

要
に

応
じ

て
、
平

成
16

年
度

か
ら

任
期

付
き

に
よ

る
選

考
採

用
の

方
法

も
取

り
入

れ
る

。

　（
複
数
大
学
に
よ
る
共
同
業
務
処
理
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
事

務
処

理
の

効
率

化
、
合

理
化

等
の

観
点

か
ら

、
近

隣
に

位
置

す
る

国
立

大
学

法
人

等
と

の
連

携
・

協
力

を
図

る
。

　（
業
務
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
す

べ
て

の
業

務
に

つ
い

て
外

部
委

託
が

可
能

で
あ

る
か

検
討

し
、
実

施
可

能
な

業
務

に
つ

い
て

外
部

委
託

を
図

る
。

Ⅳ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
１
　
外
部
研
究
資
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標

　
　

○
外

部
研

究
資

金
等

の
増

加
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
　

　
○

収
入

事
業

の
あ

り
方

に
つ

い
て

積
極

的
に

検
討

す
る

。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標

　
　

○
管

理
的

経
費

の
抑

制
を

図
る

。
　

　
○「

行
政

改
革

の
重

要
方

針
」（

平
成

17
年

12
月

24
日

閣
議

決
定

）に
お

い
て

示
さ

れ
た

総
人

件
費

改
革

の
実

行
計

画
を

踏
ま

え
、
人

件
費

削
減

の
取

組
を

行
う

。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
　

○
資

産
の

有
効

活
用

と
管

理
運

用
の

効
率

化
を

図
る

。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
外
部
研
究
資
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　（
科
学
研
究
費
補
助
金
、受
託
研
究
、奨
学
寄
附
金
等
外
部
資
金
の
増
加
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
申

請
件

数
を

増
加

さ
せ

る
。

　
　

○「
研

究
戦

略
企

画
室

」に
お

い
て

、
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
競

争
的

外
部

資
金

、
及

び
受

託
研

究
、
奨

学
寄

附
金

な
ど

の
外

部
研

究
資

金
を

増
加

さ
せ

る
た

め
、
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
等

を
推

進
す

る
な

ど
の

具
体

的
な

方
策

を
検

討
し

、
実

施
す

る
。

　（
収
入
を
伴
う
事
業
の
実
施
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
施

設
使

用
料

の
増

額
を

検
討

す
る

。
　

　
○

施
設

の
維

持
改

善
等

を
図

る
た

め
、
自

動
車

・
バ

イ
ク

の
駐

車
場

使
用

料
を

徴
収

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
。

　
　

○
追

試
験

等
の

実
施

・
各

種
証

明
書

の
発

行
に

必
要

な
手

数
料

を
徴

収
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
管
理
的
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
総

人
件

費
改

革
の

実
行

計
画

を
踏

ま
え

、
平

成
21

年
度

ま
で

に
概

ね
４

％
の

人
件

費
の

削
減

を
図

る
。

　
　

○
実

施
可

能
で

か
つ

、
費

用
面

で
の

効
果

が
図

れ
る

業
務

に
つ

い
て

、
外

部
委

託
を

進
め

、
人

件
費

等
の

削
減

を
図

る
。

　
　

○
事

務
等

の
効

率
化

・
合

理
化

等
に

よ
り

、
一

般
管

理
経

費（
人

件
費

を
除

く
。）

の
占

め
る

比
率

の
縮

減
に

努
め

る
。

　
　

○
光

熱
水

料
、物

品
調

達
、設

備
の

共
同

利
用

、廃
棄

物
の

減
量

化
等

の
省

エ
ネ
・
省

コ
ス

ト
対

策
を

検
討

し
、「

全
学

省
エ

ネ
・

コ
ス

ト
計

画
」を

策
定

し
、
実

施
に

移
す

。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
資
産
の
効
率
的
・
効
果
的
運
用
を
図
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
資

産
の

運
用

に
つ

い
て

は
、
平

成
16

年
度

か
ら

、
関

係
法

令
の

範
囲

内
で

、
か

つ
安

全
性

を
考

慮
し

つ
つ

、
効

果
的

運
用

を
図

る
た

め
の「

資
金

運
用

計
画

」を
経

営
協

議
会

の
審

議
を

経
て

役
員

会
で

策
定

し
、こ

の
計

画
に

基
づ

き
適

切
に

実
施

す
る

。
　

　
○

施
設

使
用

料
に

つ
い

て
は

、
財

産
貸

付
料

、
寄

宿
料

、
駐

車
場

・
駐

輪
場

使
用

料
等

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

・
整

理
す

る
と

と
も

に
、
適

正
な

金
額

を
決

定
・

徴
収

し
、
当

該
施

設
・

設
備

の
維

持
改

善
等

を
図

る
。

Ⅴ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目

標
　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標

　
　

○
研

究
・

教
育

・
業

務
運

営
に

関
す

る
恒

常
的

な
評

価
組

織
を

設
置

す
る

。
　

　
○

統
一

的
な

点
検

・
評

価
項

目
を

定
め

、
定

期
的

に
評

価
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
自
己
点
検
・
評
価
の
改
善
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
17

年
度

に
、
点

検
・

評
価

の
た

め
の

学
内

フ
ァ

イ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

等
を

構
築

す
る

た
め

の「
点

検
・

評
価

電
子

化
推

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

設
置

し
、
で

き
る

だ
け

早
期

に
当

該
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
評
価
結
果
を
大
学
運
営
の
改
善
に
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
設

置
す

る「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」に

お
い

て「
業

務
運

営
評

価
部

門
」が

、
点

検
・

評
価

、
及

び
そ

の
た

め
の

情
報

分
析

を
担

当
し

、
平

成
17

年
度

ま
で

に
、

点
検

・
評

価
の

結
果

を
大

学
運

営
に

反
映

さ
せ

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

17
年

度
末

ま
で

に
、

教
員

の
大

学
運

営
へ

の
貢

献
、

教
育

研
究

の
業

績
、

社
会

貢
献

等
に

対
す

る
評

価
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
平

成
18

年
度

か
ら

、
優

れ
た

教
員

に
対

す
る

支
援

方
策

を
検

討
し

、
平

成
19

年
度

に
は

支
援

体
制

を
整

備
し

、
具

体
的

支
援

を
実

施
す

る
。

　
２
　
情
報
公
開
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標

　
　

○
学

内
に

お
け

る
情

報
の

一
元

的
管

理
を

行
う

。
　

　
○

大
学

の
広

報
機

能
を

強
化

す
る

。

　
２
　
情
報
公
開
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
大
学
情
報
の
積
極
的
な
公
開
・
提
供
及
び
広
報
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

セ
ク

シ
ャ

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

を
含

め
、

教
職

員
が

守
る

べ
き

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
定

め
、

学
内

外
に

周
知

・
公

表
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

産
学

連
携

の
相

手
方

と
の

関
係

に
お

い
て

教
員

が
守

る
べ

き
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

定
め

、
学

内
外

に
周

知
・

公
表

す
る

。
　

　
○

大
学

の
持

つ
知

的
情

報
を

一
元

的
に

把
握

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

推
進

し
、

社
会

の
求

め
に

応
じ

て
情

報
を

適
切

に
加

工
し

て
提

供
す

る
な

ど
、

大
学

と
社

会
の

間
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

機
能

を
持

っ
た

組
織

を
平

成
16

年
度

に
設

置
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

学
外

者
や

学
生

も
参

加
す

る「
広

報
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

発
足

さ
せ

、
既

存
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
広

報
誌

等
の

点
検

・
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

平
成

17
年

度
ま

で
に

、
新

た
に

電
子

化
を

軸
と

し
た「

大
学

広
報

プ
ラ

ン
」を

策
定

し
、

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
図

書
館

利
用

者
の

利
便

性
の

向
上

の
た

め
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
充

実
さ

せ
る

。

Ⅵ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標

　（
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
形
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
）

　
　

○
施

設
設

備
の

整
備

計
画

を
策

定
し

、
効

果
的

整
備

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

施
設

設
備

の
有

効
利

用
を

推
進

す
る

。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
全

学
の

施
設

・
設

備
の

利
用

実
態

の
点

検
・

評
価

を
平

成
16

年
度

に
実

施
し

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

平
成

17
年

度
に

現
行

の
整

備
計

画
の

見
直

し
を

図
る

。
有

効
利

用
の

推
進

及
び

プ
リ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
を

も
考

慮
し

た
長

期
計

画
を

策
定

し
、

長
期

的
視

点
か

ら
見

た
施

設
・

設
備

の
効

果
的

整
備

を
図

る
。

　
　

○
独

創
的

・
先

端
的

研
究

を
目

指
す

拠
点

と
し

て
、

流
動

的
・

弾
力

的
利

用
の

で
き

る
大

学
院

総
合

研
究

施
設

等
の

整
備

計
画

を
立

て
、

人
文

社
会

系
大

学
院

の
狭

隘
化

の
解

消
や

理
工

系
大

学
院

の
共

用
研

究
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

実
験

研
究

ス
ペ

ー
ス

の
拡

充
を

図
る

と
と

も
に

、
研

究
拠

点
の

整
備

を
図

る
。

　
　

○
施

設
の

老
朽

・
狭

隘
化

に
緊

急
に

対
応

す
る

た
め

、
大

規
模

改
修

や
新

増
築

等
の

年
次

計
画

を
立

て
、

教
育

研
究

環
境

の
改

善
を

図
る

。
　

　
○

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

PF
I事

業
等

新
た

な
整

備
手

法
の

導
入

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

　
　

○
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

て
機

能
し

、
魅

力
あ

る
豊

か
な

環
境

を
形

成
す

る
た

め
、

維
持

改
善

等
を

図
る

。
　

　
○

多
様

な
利

用
者

が
安

全
か

つ
快

適
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

、バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

IS
O

14
00

1（
国

際
標

準
化

機
構（

IS
O

）が
定

め
る「

環
境

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
規

格
」）

の
認

証
の

取
得

を
視

野
に

入
れ

、
環

境
改

善
の

た
め

の
具

体
的

な
計

画
を

策
定

す
る

。

　（
施
設
等
の
有
効
活
用
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
有

効
利

用
の

更
な

る
促

進
の

た
め

、
学

部
を

超
え

た
全

学
的

視
点

か
ら

の
共

通
講

義
室

等
の

整
備

や
情

報
化

の
進

展
に

備
え

る
た

め
の「

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
室

」を
設

置
し

、
高

機
能

化
を

図
る

。
　

　
　

平
成

17
年

度
に

は
そ

の
有

効
活

用
の

た
め

の
実

施
計

画
、

施
設

の
維

持
管

理
計

画
な

ど
の

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
策

定
す

る
。

　
　

○
学

生
支

援
、

国
際

交
流

、
地

域
貢

献
等

に
必

要
な

施
設

・
設

備
は

、
学

生（
留

学
生

を
含

む
）や

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

 

把
握

し
、

こ
れ

に
応

じ
て

検
討

を
進

め
、

既
存

施
設

の
有

効
活

用
の

視
点

か
ら

改
修

等
に

努
め

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

　
　

○
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
い

た
安

全
管

理
体

制
を

構
築

し
、

事
故

防
止

等
を

図
る

。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
労
働
安
全
衛
生
法
等
を
踏
ま
え
た
安
全
管
理
・
事
故
防
止
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

安
全

衛
生

委
員

会
」を

設
置

す
る

。
　

　
　「

安
全

衛
生

委
員

会
」は

、
学

内
各

種
業

務
の

安
全

点
検

を
す

べ
て

行
う

な
ど

、
関

係
法

令
に

定
め

ら
れ

た
業

務
を

適
切

に
行

い
、

R
I及

び
毒

劇
物

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
の

安
全

性
の

確
保

や
一

元
的

管
理

に
よ

る
厳

格
な

安
全

管
理

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
安

全
教

育
等

を
網

羅
し

た
、「

安
全

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

策
定

し
、

学
内

に
公

開
す

る
。

　（
学
生
等
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
既

に
実

施
し

て
い

る
構

内
交

通
規

則
の

よ
り

一
層

の
徹

底
を

図
る

。
　

　
○

盗
難

・
事

故
等

の
防

止
の

た
め

、
平

成
16

年
度

か
ら

、
電

磁
自

動
ロ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

、
入

退
室

シ
ス

テ
ム

等
の

導
入

な
ど

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
検

討
し

、
平

成
17

年
度

か
ら

順
次

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
人

権
や

セ
ク

シ
ャ

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

に
関

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

毎
年

、
教

職
員

に
受

講
さ

せ
る

。

Ⅵ
　
予
算（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）
、収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

　
　

別
紙

参
照

Ⅶ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
○
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
　

　
17

億
円

　
２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

　
　

運
営

交
付

金
の

受
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

、
緊

急
に

必
要

と
な

る
対

策
費

と
し

て
借

り
入

れ
す

る
こ

と
も

想
定

さ
れ

る
。

Ⅷ
　
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

　
○

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

す
る

計
画

　
　

な
し

Ⅸ
　
剰
余
金
の
使
途

　
○

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

は
、

教
育

研
究

の
質

の
向

上
及

び
組

織
運

営
の

改
善

に
充

て
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
評
価
結
果
を
大
学
運
営
の
改
善
に
活
用
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
設

置
す

る「
教

育
・

研
究

等
評

価
セ

ン
タ

ー
」に

お
い

て「
業

務
運

営
評

価
部

門
」が

、
点

検
・

評
価

、
及

び
そ

の
た

め
の

情
報

分
析

を
担

当
し

、
平

成
17

年
度

ま
で

に
、

点
検

・
評

価
の

結
果

を
大

学
運

営
に

反
映

さ
せ

る
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

17
年

度
末

ま
で

に
、

教
員

の
大

学
運

営
へ

の
貢

献
、

教
育

研
究

の
業

績
、

社
会

貢
献

等
に

対
す

る
評

価
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
平

成
18

年
度

か
ら

、
優

れ
た

教
員

に
対

す
る

支
援

方
策

を
検

討
し

、
平

成
19

年
度

に
は

支
援

体
制

を
整

備
し

、
具

体
的

支
援

を
実

施
す

る
。

　
２
　
情
報
公
開
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標

　
　

○
学

内
に

お
け

る
情

報
の

一
元

的
管

理
を

行
う

。
　

　
○

大
学

の
広

報
機

能
を

強
化

す
る

。

　
２
　
情
報
公
開
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
大
学
情
報
の
積
極
的
な
公
開
・
提
供
及
び
広
報
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

セ
ク

シ
ャ

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

を
含

め
、

教
職

員
が

守
る

べ
き

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
定

め
、

学
内

外
に

周
知

・
公

表
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

産
学

連
携

の
相

手
方

と
の

関
係

に
お

い
て

教
員

が
守

る
べ

き
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

定
め

、
学

内
外

に
周

知
・

公
表

す
る

。
　

　
○

大
学

の
持

つ
知

的
情

報
を

一
元

的
に

把
握

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

化
を

推
進

し
、

社
会

の
求

め
に

応
じ

て
情

報
を

適
切

に
加

工
し

て
提

供
す

る
な

ど
、

大
学

と
社

会
の

間
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

機
能

を
持

っ
た

組
織

を
平

成
16

年
度

に
設

置
す

る
。

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、

学
外

者
や

学
生

も
参

加
す

る「
広

報
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」を

発
足

さ
せ

、
既

存
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

・
広

報
誌

等
の

点
検

・
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

平
成

17
年

度
ま

で
に

、
新

た
に

電
子

化
を

軸
と

し
た「

大
学

広
報

プ
ラ

ン
」を

策
定

し
、

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
図

書
館

利
用

者
の

利
便

性
の

向
上

の
た

め
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
充

実
さ

せ
る

。

Ⅵ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標

　（
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
形
成
す
る
た
め
の
基
本
方
針
）

　
　

○
施

設
設

備
の

整
備

計
画

を
策

定
し

、
効

果
的

整
備

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

施
設

設
備

の
有

効
利

用
を

推
進

す
る

。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
全

学
の

施
設

・
設

備
の

利
用

実
態

の
点

検
・

評
価

を
平

成
16

年
度

に
実

施
し

、
こ

れ
に

基
づ

き
、

平
成

17
年

度
に

現
行

の
整

備
計

画
の

見
直

し
を

図
る

。
有

効
利

用
の

推
進

及
び

プ
リ

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

等
を

も
考

慮
し

た
長

期
計

画
を

策
定

し
、

長
期

的
視

点
か

ら
見

た
施

設
・

設
備

の
効

果
的

整
備

を
図

る
。

　
　

○
独

創
的

・
先

端
的

研
究

を
目

指
す

拠
点

と
し

て
、

流
動

的
・

弾
力

的
利

用
の

で
き

る
大

学
院

総
合

研
究

施
設

等
の

整
備

計
画

を
立

て
、

人
文

社
会

系
大

学
院

の
狭

隘
化

の
解

消
や

理
工

系
大

学
院

の
共

用
研

究
ス

ペ
ー

ス
を

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

実
験

研
究

ス
ペ

ー
ス

の
拡

充
を

図
る

と
と

も
に

、
研

究
拠

点
の

整
備

を
図

る
。

　
　

○
施

設
の

老
朽

・
狭

隘
化

に
緊

急
に

対
応

す
る

た
め

、
大

規
模

改
修

や
新

増
築

等
の

年
次

計
画

を
立

て
、

教
育

研
究

環
境

の
改

善
を

図
る

。
　

　
○

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

は
、

PF
I事

業
等

新
た

な
整

備
手

法
の

導
入

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

　
　

○
キ

ャ
ン

パ
ス

全
体

が
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
場

と
し

て
機

能
し

、
魅

力
あ

る
豊

か
な

環
境

を
形

成
す

る
た

め
、

維
持

改
善

等
を

図
る

。
　

　
○

多
様

な
利

用
者

が
安

全
か

つ
快

適
に

利
用

で
き

る
よ

う
に

、バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

推
進

を
図

る
と

と
も

に
、

IS
O

14
00

1（
国

際
標

準
化

機
構（

IS
O

）が
定

め
る「

環
境

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
規

格
」）

の
認

証
の

取
得

を
視

野
に

入
れ

、
環

境
改

善
の

た
め

の
具

体
的

な
計

画
を

策
定

す
る

。

　（
施
設
等
の
有
効
活
用
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
有

効
利

用
の

更
な

る
促

進
の

た
め

、
学

部
を

超
え

た
全

学
的

視
点

か
ら

の
共

通
講

義
室

等
の

整
備

や
情

報
化

の
進

展
に

備
え

る
た

め
の「

マ
ル

チ
メ

デ
ィ

ア
室

」を
設

置
し

、
高

機
能

化
を

図
る

。
　

　
　

平
成

17
年

度
に

は
そ

の
有

効
活

用
の

た
め

の
実

施
計

画
、

施
設

の
維

持
管

理
計

画
な

ど
の

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
策

定
す

る
。

　
　

○
学

生
支

援
、

国
際

交
流

、
地

域
貢

献
等

に
必

要
な

施
設

・
設

備
は

、
学

生（
留

学
生

を
含

む
）や

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
的

確
に

 

把
握

し
、

こ
れ

に
応

じ
て

検
討

を
進

め
、

既
存

施
設

の
有

効
活

用
の

視
点

か
ら

改
修

等
に

努
め

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

　
　

○
労

働
安

全
衛

生
法

に
基

づ
い

た
安

全
管

理
体

制
を

構
築

し
、

事
故

防
止

等
を

図
る

。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
労
働
安
全
衛
生
法
等
を
踏
ま
え
た
安
全
管
理
・
事
故
防
止
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

に
、「

安
全

衛
生

委
員

会
」を

設
置

す
る

。
　

　
　「

安
全

衛
生

委
員

会
」は

、
学

内
各

種
業

務
の

安
全

点
検

を
す

べ
て

行
う

な
ど

、
関

係
法

令
に

定
め

ら
れ

た
業

務
を

適
切

に
行

い
、

R
I及

び
毒

劇
物

等
の

取
扱

い
に

つ
い

て
の

安
全

性
の

確
保

や
一

元
的

管
理

に
よ

る
厳

格
な

安
全

管
理

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
安

全
教

育
等

を
網

羅
し

た
、「

安
全

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
」を

策
定

し
、

学
内

に
公

開
す

る
。

　（
学
生
等
の
安
全
確
保
等
に
関
す
る
具
体
的
方
策
）

　
　

○
平

成
16

年
度

か
ら

、
既

に
実

施
し

て
い

る
構

内
交

通
規

則
の

よ
り

一
層

の
徹

底
を

図
る

。
　

　
○

盗
難

・
事

故
等

の
防

止
の

た
め

、
平

成
16

年
度

か
ら

、
電

磁
自

動
ロ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

、
入

退
室

シ
ス

テ
ム

等
の

導
入

な
ど

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

を
検

討
し

、
平

成
17

年
度

か
ら

順
次

実
施

す
る

。
　

　
○

平
成

16
年

度
に

、
人

権
や

セ
ク

シ
ャ

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
等

に
関

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

作
成

し
、

毎
年

、
教

職
員

に
受

講
さ

せ
る

。

Ⅵ
　
予
算（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）
、収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

　
　

別
紙

参
照

Ⅶ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
○
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
　

　
17

億
円

　
２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

　
　

運
営

交
付

金
の

受
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

、
緊

急
に

必
要

と
な

る
対

策
費

と
し

て
借

り
入

れ
す

る
こ

と
も

想
定

さ
れ

る
。

Ⅷ
　
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

　
○

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

す
る

計
画

　
　

な
し

Ⅸ
　
剰
余
金
の
使
途

　
○

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

は
、

教
育

研
究

の
質

の
向

上
及

び
組

織
運

営
の

改
善

に
充

て
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
別
紙
）予

算（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

１
．予
　
算

平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
　
予
算
　
　
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

収
　
入

　
運

営
費

交
付

金
39

,55
5

　
施

設
整

備
費

補
助

金
22

2

　
船

舶
建

造
費

補
助

金
0

　
施

設
整

備
資

金
貸

付
金

償
還

時
補

助
金

3,5
05

　
国

立
大

学
財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

施
設

費
交

付
金

0

　
自

己
収

入
30

,12
6

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

収
入

29
,62

5

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

財
産

処
分

収
入

0

　
　

雑
収

入
50

1

　
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

2,4
92

　
長

期
借

入
金

収
入

0

計
75

,90
0

支
　
出

　
業

務
費

69
,68

1

　
　

教
育

研
究

経
費

57
,25

3

　
　

診
療

経
費

0

　
　

一
般

管
理

費
12

,42
8

　
施

設
整

備
費

22
2

　
船

舶
建

造
費

0

　
産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
2,4

92

　
長

期
借

入
金

償
還

金
3,5

05

計
75

,90
0

〔
人
件
費
の
見
積
り
〕

　
中

期
目

標
期

間
中

総
額

51
,91

9百
万

円
を

支
出

す
る

。（
退

職
手

当
は

除
く

）
　

　
注

） 人
件

費
の

見
積

り
に

つ
い

て
は

、
17

年
度

以
降

は
16

年
度

の
人

件
費

見
積

り
額

を
踏

ま
え

試
算

し
て

い
る

。
　

　
注

） 退
職

手
当

に
つ

い
て

は
、

国
立

大
学

法
人

埼
玉

大
学

教
職

員
退

職
手

当
規

程
に

基
づ

い
て

支
給

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
運

 

　
　

　
   営

費
交

付
金

と
し

て
措

置
さ

れ
る

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
国

家
公

務
員

退
職

手
当

法
に

準
じ

て
算

定
さ

れ
る

。
　

　
注

）組
織

設
置

に
伴

う
学

年
進

行
の

影
響

は
考

慮
し

て
い

な
い

。

〔
運
営
費
交
付
金
の
算
定
ル
ー
ル
〕

　
別

紙
の

と
お

り

　
　

注
） 運

営
費

交
付

金
は

上
記

算
定

ル
ー

ル
に

基
づ

き
、

一
定

の
仮

定
の

下
に

試
算

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
各

事
業

年
度

の
運

営
費

交
付

金
に

つ
い

て
は

、
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
ル

ー
ル

を
適

用
し

て
再

計
算

さ
れ

、
決

定
さ

れ
る

。
　

　
　

 な
お

、
運

営
費

交
付

金
で

措
置

さ
れ

る「
特

別
教

育
研

究
経

費
」「

特
殊

要
因

経
費

」に
つ

い
て

は
、

17
年

度
以

降
は

16
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

具
体

的
な

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
、

決
定

さ
れ

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
費

補
助

金
、

船
舶

建
造

費
補

助
金

、
国

立
大

学
財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

施
設

費
交

付
金

、
長

期
借

入
金

収
入

は
、

「
施

設
・

設
備

に
関

す
る

計
画

」に
記

載
し

た
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
資

金
貸

付
金

償
還

時
補

助
金

は
、

償
還

計
画

に
基

づ
く

所
要

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 自
己

収
入

、
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
実

績
額

に
よ

り
試

算
し

た
収

入
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 業

務
費

、
施

設
整

備
費

、
船

舶
建

造
費

に
つ

い
て

は
、

17
年

度
以

降
は

16
年

度
予

算
額

を
踏

ま
え

て
試

算
し

た
支

出
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
は

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

よ
り

行
わ

れ
る

事
業

経
費

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 長

期
借

入
金

償
還

金
に

つ
い

て
は

、
償

還
計

画
に

基
づ

く
所

要
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 運

営
費

交
付

金
算

定
ル

ー
ル

に
基

づ
く

試
算

に
お

い
て「

教
育

研
究

政
策

計
数

」「
教

育
研

究
組

織
計

数
」は

1と
し

、
ま

た
、「

施
設

面
積

調
整

額
」に

つ
い

て
は

、
面

積
調

整
は

な
い

も
の

と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

〔
運
営
費
交
付
金
の
算
定
ル
ー
ル
〕

　
○

毎
事

業
年

度
に

交
付

す
る

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
事

業
区

分
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
対

応
す

る
数

式
に

よ
り

算
定

し
た

も
の

で
決

定
す

る
。

Ⅰ
　〔
学
部
教
育
等
標
準
運
営
費
交
付
金
対
象
事
業
費
〕

　
①「

一
般

管
理

費
」：

管
理

運
営

に
必

要
な

職
員（

役
員

含
む

）の
人

件
費

相
当

額
及

び
管

理
運

営
経

費
の

総
額

。
　

　
Ｌ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｌ（

ｙ
）。

　
②「

学
部

・
大

学
院

教
育

研
究

経
費

」：
学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

に
必

要
な

設
置

基
準

上
の

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

の
総

額
。

Ｄ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｄ（
ｙ

）。
（

Ｄ（
ｘ

）は
、

設
置

基
準

に
基

づ
く

教
員

に
か

か
る

給
与

費
相

当
額

。）
　

③「
附

属
学

校
教

育
研

究
経

費
」：

附
属

学
校

の
教

育
研

究
に

必
要

な
標

準
法

上
の

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

の
総

額
。

Ｄ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｄ（
ｙ

）。
（

Ｄ（
ｘ

）は
、

標
準

法
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
。）

　
④「

教
育

等
施

設
基

盤
経

費
」：

教
育

研
究

等
を

実
施

す
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

施
設

の
維

持
保

全
に

必
要

と
な

る
経

費
。

　
　

Ｆ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｆ（
ｙ

）。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
別
紙
）予

算（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

１
．予
　
算

平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
　
予
算
　
　
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

収
　
入

　
運

営
費

交
付

金
39

,55
5

　
施

設
整

備
費

補
助

金
22

2

　
船

舶
建

造
費

補
助

金
0

　
施

設
整

備
資

金
貸

付
金

償
還

時
補

助
金

3,5
05

　
国

立
大

学
財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

施
設

費
交

付
金

0

　
自

己
収

入
30

,12
6

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

収
入

29
,62

5

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

財
産

処
分

収
入

0

　
　

雑
収

入
50

1

　
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

2,4
92

　
長

期
借

入
金

収
入

0

計
75

,90
0

支
　
出

　
業

務
費

69
,68

1

　
　

教
育

研
究

経
費

57
,25

3

　
　

診
療

経
費

0

　
　

一
般

管
理

費
12

,42
8

　
施

設
整

備
費

22
2

　
船

舶
建

造
費

0

　
産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
2,4

92

　
長

期
借

入
金

償
還

金
3,5

05

計
75

,90
0

〔
人
件
費
の
見
積
り
〕

　
中

期
目

標
期

間
中

総
額

51
,91

9百
万

円
を

支
出

す
る

。（
退

職
手

当
は

除
く

）
　

　
注

） 人
件

費
の

見
積

り
に

つ
い

て
は

、
17

年
度

以
降

は
16

年
度

の
人

件
費

見
積

り
額

を
踏

ま
え

試
算

し
て

い
る

。
　

　
注

） 退
職

手
当

に
つ

い
て

は
、

国
立

大
学

法
人

埼
玉

大
学

教
職

員
退

職
手

当
規

程
に

基
づ

い
て

支
給

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
運

 

　
　

　
   営

費
交

付
金

と
し

て
措

置
さ

れ
る

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
国

家
公

務
員

退
職

手
当

法
に

準
じ

て
算

定
さ

れ
る

。
　

　
注

）組
織

設
置

に
伴

う
学

年
進

行
の

影
響

は
考

慮
し

て
い

な
い

。

〔
運
営
費
交
付
金
の
算
定
ル
ー
ル
〕

　
別

紙
の

と
お

り

　
　

注
） 運

営
費

交
付

金
は

上
記

算
定

ル
ー

ル
に

基
づ

き
、

一
定

の
仮

定
の

下
に

試
算

さ
れ

た
も

の
で

あ
り

、
各

事
業

年
度

の
運

営
費

交
付

金
に

つ
い

て
は

、
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
ル

ー
ル

を
適

用
し

て
再

計
算

さ
れ

、
決

定
さ

れ
る

。
　

　
　

 な
お

、
運

営
費

交
付

金
で

措
置

さ
れ

る「
特

別
教

育
研

究
経

費
」「

特
殊

要
因

経
費

」に
つ

い
て

は
、

17
年

度
以

降
は

16
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

具
体

的
な

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
、

決
定

さ
れ

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
費

補
助

金
、

船
舶

建
造

費
補

助
金

、
国

立
大

学
財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

施
設

費
交

付
金

、
長

期
借

入
金

収
入

は
、

「
施

設
・

設
備

に
関

す
る

計
画

」に
記

載
し

た
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
資

金
貸

付
金

償
還

時
補

助
金

は
、

償
還

計
画

に
基

づ
く

所
要

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 自
己

収
入

、
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
つ

い
て

は
、

過
去

の
実

績
額

に
よ

り
試

算
し

た
収

入
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 業

務
費

、
施

設
整

備
費

、
船

舶
建

造
費

に
つ

い
て

は
、

17
年

度
以

降
は

16
年

度
予

算
額

を
踏

ま
え

て
試

算
し

た
支

出
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
は

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

よ
り

行
わ

れ
る

事
業

経
費

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 長

期
借

入
金

償
還

金
に

つ
い

て
は

、
償

還
計

画
に

基
づ

く
所

要
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 運

営
費

交
付

金
算

定
ル

ー
ル

に
基

づ
く

試
算

に
お

い
て「

教
育

研
究

政
策

計
数

」「
教

育
研

究
組

織
計

数
」は

1と
し

、
ま

た
、「

施
設

面
積

調
整

額
」に

つ
い

て
は

、
面

積
調

整
は

な
い

も
の

と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

〔
運
営
費
交
付
金
の
算
定
ル
ー
ル
〕

　
○

毎
事

業
年

度
に

交
付

す
る

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、

以
下

の
事

業
区

分
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

の
対

応
す

る
数

式
に

よ
り

算
定

し
た

も
の

で
決

定
す

る
。

Ⅰ
　〔
学
部
教
育
等
標
準
運
営
費
交
付
金
対
象
事
業
費
〕

　
①「

一
般

管
理

費
」：

管
理

運
営

に
必

要
な

職
員（

役
員

含
む

）の
人

件
費

相
当

額
及

び
管

理
運

営
経

費
の

総
額

。
　

　
Ｌ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｌ（

ｙ
）。

　
②「

学
部

・
大

学
院

教
育

研
究

経
費

」：
学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

に
必

要
な

設
置

基
準

上
の

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

の
総

額
。

Ｄ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｄ（
ｙ

）。
（

Ｄ（
ｘ

）は
、

設
置

基
準

に
基

づ
く

教
員

に
か

か
る

給
与

費
相

当
額

。）
　

③「
附

属
学

校
教

育
研

究
経

費
」：

附
属

学
校

の
教

育
研

究
に

必
要

な
標

準
法

上
の

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

の
総

額
。

Ｄ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｄ（
ｙ

）。
（

Ｄ（
ｘ

）は
、

標
準

法
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
。）

　
④「

教
育

等
施

設
基

盤
経

費
」：

教
育

研
究

等
を

実
施

す
る

た
め

の
基

盤
と

な
る

施
設

の
維

持
保

全
に

必
要

と
な

る
経

費
。

　
　

Ｆ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｆ（
ｙ

）。

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

〔
学

部
教

育
等

標
準

運
営

費
交

付
金

対
象

収
入

〕
　

⑤「
入

学
料

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
入

学
定

員
数

に
入

学
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

。
　

　（
平

成
15

年
度

入
学

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

）
　

⑥「
授

業
料

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
収

容
定

員
数

に
授

業
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

。
　

　（
平

成
15

年
度

授
業

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

）

Ⅱ
　〔

特
定

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑦「

学
部

・
大

学
院

教
育

研
究

経
費

」：
学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

活
動

の
実

態
に

応
じ

必
要

と
な

る
教

職
員

の
人

件
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
経

費
の

総
額

。
Ｄ（

ｙ
ー

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｄ（

ｙ
）。

　
⑧「

附
属

学
校

教
育

研
究

経
費

」：
附

属
学

校
の

教
育

研
究

活
動

の
実

態
に

応
じ

て
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

の
総

額
。

Ｄ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｄ（
ｙ

）。
　

⑨「
教

育
研

究
診

療
経

費
」：

附
属

病
院

の
教

育
研

究
診

療
活

動
に

必
要

と
な

る
教

職
員

の
人

件
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
診

療
経

費
の

総
額

。
Ｅ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｅ（

ｙ
）。

　
⑩「

附
置

研
究

所
経

費
」：

附
置

研
究

所
の

研
究

活
動

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

の
総

額
。

　
　

Ｅ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｅ（
ｙ

）。
　

⑪「
附

属
施

設
等

経
費

」：
附

属
施

設
の

研
究

活
動

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

の
総

額
。

　
　

Ｅ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｅ（
ｙ

）。
　

⑫「
特

別
教

育
研

究
経

費
」：

特
別

教
育

研
究

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
お

い
て

措
置

す
る

経
費

。
　

⑬「
特

殊
要

因
経

費
」：

特
殊

要
因

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
措

置
す

る
経

費
。

〔
特

定
運

営
費

交
付

金
対

象
収

入
〕

　
⑭「

そ
の

他
収

入
」：

検
定

料
収

入
、

入
学

料
収

入（
入

学
定

員
超

過
分

）、
授

業
料

収
入（

収
容

定
員

超
過

分
）、

雑
収

入
。

平
成

16
年

度
予

算
額

を
基

準
と

し
、

中
期

計
画

期
間

中
は

同
額

。

Ⅲ
　〔

附
属

病
院

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑮「

一
般

診
療

経
費

」：
附

属
病

院
の

一
般

診
療

活
動

に
必

要
と

な
る

人
件

費
相

当
額

及
び

一
般

診
療

経
費

の
総

額
。

平
成

16
年

度
予

算
額

を
基

準
と

し
、

中
期

計
画

期
間

中
は

同
額

。
　

⑯「
債

務
償

還
経

費
」：

債
務

償
還

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
お

い
て

措
置

す
る

経
費

。
　

⑰「
附

属
病

院
特

殊
要

因
経

費
」：

附
属

病
院

特
殊

要
因

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
措

置
す

る
経

費
。

〔
附

属
病

院
運

営
費

交
付

金
対

象
収

入
〕

　
⑱「

附
属

病
院

収
入

」：
附

属
病

院
収

入
。

Ｊ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｊ（
ｙ

）。

運
営

交
付

金
 ＝

 Ａ
（

ｙ
）＋

Ｂ（
ｙ

）＋
Ｃ（

ｙ
）

１
． 毎

事
業

年
度

の
教

育
研

究
経

費
に

か
か

る
学

部
教

育
等

標
準

運
営

費
交

付
金

及
び

特
定

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
決

定
す

る
。

Ａ（
ｙ

）＝
Ｄ（

ｙ
）＋

Ｅ（
ｙ

）＋
Ｆ（

ｙ
）＋

Ｇ（
ｙ

）－
Ｈ（

ｙ
）

　 　（
１

）Ｄ
（

ｙ
）＝

｛
Ｄ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）×

γ（
係

数
）－

Ｄ（
ｘ

）｝
×

α（
係

数
）＋

Ｄ（
ｘ

）
　（

２
）Ｅ

（
ｙ

）＝
Ｅ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）×

α（
係

数
）

　（
３

）Ｆ
（

ｙ
）＝

Ｆ（
ｙ

－
１

）×
α（

係
数

）±
ε（

施
設

面
積

調
整

額
）

　（
４

）Ｇ
（

ｙ
）＝

Ｇ（
ｙ

）

　（
５

）Ｈ
（

ｙ
）＝

Ｈ（
ｙ

）

　
Ｄ（

ｙ
）：

学
部

・
大

学
院

教
育

研
究

経
費（

②
、

⑦
）、

附
属

学
校

教
育

研
究

経
費（

③
・

⑧
）を

対
象

。
　

Ｅ（
ｙ

）：
教

育
研

究
診

療
経

費（
⑨

）、
附

置
研

究
所

経
費（

⑩
）、

附
属

施
設

等
経

費（
⑪

）を
対

象
。

　
Ｆ（

ｙ
）：

教
育

等
施

設
基

盤
経

費（
④

）を
対

象
。

　
Ｇ（

ｙ
）：

特
別

教
育

研
究

経
費（

⑫
）を

対
象

。
　

Ｈ（
ｙ

）：
入

学
料

収
入（

⑤
）、

授
業

料
収

入（
⑥

）、
そ

の
他

収
入（

⑭
）を

対
象

。

２
．毎

事
業

年
度

の
診

療
経

費
に

か
か

る
附

属
病

院
運

営
費

交
付

金
に

つ
い

て
は

、以
下

の
数

式
に

よ
り

決
定

す
る

。

Ｂ（
ｙ

）＝
Ｉ（

ｙ
）－

Ｊ（
ｙ

）

　（
１

）Ｉ
（

ｙ
）＝

Ｉ（
ｙ

）
　（

２
）Ｊ

（
ｙ

）＝
Ｊ（

ｙ
－

１
）＋

Ｋ（
ｙ

）
　

　
  ［

Ｋ（
ｙ

）＝
Ｊ

’（
ｙ

）×
λ（

係
数

）－
Ｊ

’（
ｙ

）］

〔
そ

の
他

〕附
属

病
院

運
営

費
交

付
金

算
定

ル
ー

ル
は

、
診

療
分

の
運

営
費

交
付

金
を

受
け

る
附

属
病

院
の

み
適

用
。

　
Ｉ（

ｙ
）：

一
般

診
療

経
費（

⑮
）、

債
務

償
還

経
費（

⑯
）、

附
属

病
院

特
殊

要
因

経
費（

⑰
）を

対
象

。
　

Ｊ（
ｙ

）：
附

属
病

院
収

入（
⑱

）を
対

象
。（

Ｊ
’（

ｙ
）は

、
平

成
16

年
度

附
属

病
院

収
入

予
算

額
。

　
　

　
　

　
Ｋ（

ｙ
）は

、「
経

営
改

善
額

」。
）

３
． 毎

事
業

年
度

の
一

般
管

理
費

等
に

か
か

る
学

部
教

育
等

標
準

運
営

費
交

付
金

及
び

特
定

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
決

定
す

る
。

Ｃ（
ｙ

）＝
Ｌ（

ｙ
）＋

Ｍ（
ｙ

）

　（
１

）Ｌ
（

ｙ
）＝

Ｌ（
ｙ

－
１

）×
α（

係
数

）
　（

２
）Ｍ

（
ｙ

）＝
Ｍ（

ｙ
）

　
Ｌ（

ｙ
）：

一
般

管
理

費（
①

）を
対

象
。

　
Ｍ（

ｙ
）：

特
殊

要
因

経
費（

⑬
）を

対
象

。

【
諸

係
数

】
　

α
（

ア
ル

フ
ァ

）：
効

率
化

係
数

。
△

１
％

と
す

る
。

　
β

（
ベ

ー
タ

）：
 教

育
研

究
政

策
係

数
。

物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必

要
に

応
じ

運
用

す
る

た
め

の
係

数
。

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を

決
定

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

な
お

、
物

価
動

向
等

の
社

会
経

済
情

勢
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
係

数
を

運
用

す
る

場
合

に
は

、
一

般
管

　
　

　
　

　
　

　
　

　
理

経
費

に
つ

い
て

も
必

要
に

応
じ

同
様

の
調

整
を

行
う

。
　

γ
（

ガ
ン

マ
）：

教
育

研
究

組
織

係
数

。
学

部
・

大
学

院
等

の
組

織
整

備
に

対
応

す
る

た
め

の
係

数
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
係

数
値

を
決

定
。

　
ε（

イ
プ

シ
ロ

ン
）：

施
設

面
積

調
整

額
。

施
設

の
経

年
別

保
有

面
積

の
変

動
に

対
応

す
る

た
め

の
調

整
額

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額
を

決
定

。
　

λ
（

ラ
ム

ダ
）：

 経
営

改
善

係
数

。
2％

と
す

る
。

平
成

17
年

度
以

降
、

中
期

計
画

期
間

中
に

相
当

程
度

の
収

支
改

善
を

求
め

る
た

め
の

係
数

。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

〔
学

部
教

育
等

標
準

運
営

費
交

付
金

対
象

収
入

〕
　

⑤「
入

学
料

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
入

学
定

員
数

に
入

学
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

。
　

　（
平

成
15

年
度

入
学

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

）
　

⑥「
授

業
料

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
収

容
定

員
数

に
授

業
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

。
　

　（
平

成
15

年
度

授
業

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

）

Ⅱ
　〔

特
定

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑦「

学
部

・
大

学
院

教
育

研
究

経
費

」：
学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

活
動

の
実

態
に

応
じ

必
要

と
な

る
教

職
員

の
人

件
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
経

費
の

総
額

。
Ｄ（

ｙ
ー

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｄ（

ｙ
）。

　
⑧「

附
属

学
校

教
育

研
究

経
費

」：
附

属
学

校
の

教
育

研
究

活
動

の
実

態
に

応
じ

て
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

の
総

額
。

Ｄ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｄ（
ｙ

）。
　

⑨「
教

育
研

究
診

療
経

費
」：

附
属

病
院

の
教

育
研

究
診

療
活

動
に

必
要

と
な

る
教

職
員

の
人

件
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
診

療
経

費
の

総
額

。
Ｅ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｅ（

ｙ
）。

　
⑩「

附
置

研
究

所
経

費
」：

附
置

研
究

所
の

研
究

活
動

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

の
総

額
。

　
　

Ｅ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｅ（
ｙ

）。
　

⑪「
附

属
施

設
等

経
費

」：
附

属
施

設
の

研
究

活
動

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

の
総

額
。

　
　

Ｅ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｅ（
ｙ

）。
　

⑫「
特

別
教

育
研

究
経

費
」：

特
別

教
育

研
究

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
お

い
て

措
置

す
る

経
費

。
　

⑬「
特

殊
要

因
経

費
」：

特
殊

要
因

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
措

置
す

る
経

費
。

〔
特

定
運

営
費

交
付

金
対

象
収

入
〕

　
⑭「

そ
の

他
収

入
」：

検
定

料
収

入
、

入
学

料
収

入（
入

学
定

員
超

過
分

）、
授

業
料

収
入（

収
容

定
員

超
過

分
）、

雑
収

入
。

平
成

16
年

度
予

算
額

を
基

準
と

し
、

中
期

計
画

期
間

中
は

同
額

。

Ⅲ
　〔

附
属

病
院

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑮「

一
般

診
療

経
費

」：
附

属
病

院
の

一
般

診
療

活
動

に
必

要
と

な
る

人
件

費
相

当
額

及
び

一
般

診
療

経
費

の
総

額
。

平
成

16
年

度
予

算
額

を
基

準
と

し
、

中
期

計
画

期
間

中
は

同
額

。
　

⑯「
債

務
償

還
経

費
」：

債
務

償
還

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
お

い
て

措
置

す
る

経
費

。
　

⑰「
附

属
病

院
特

殊
要

因
経

費
」：

附
属

病
院

特
殊

要
因

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
措

置
す

る
経

費
。

〔
附

属
病

院
運

営
費

交
付

金
対

象
収

入
〕

　
⑱「

附
属

病
院

収
入

」：
附

属
病

院
収

入
。

Ｊ（
ｙ

－
１

）は
直

前
の

事
業

年
度

に
お

け
る

Ｊ（
ｙ

）。

運
営

交
付

金
 ＝

 Ａ
（

ｙ
）＋

Ｂ（
ｙ

）＋
Ｃ（

ｙ
）

１
． 毎

事
業

年
度

の
教

育
研

究
経

費
に

か
か

る
学

部
教

育
等

標
準

運
営

費
交

付
金

及
び

特
定

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
決

定
す

る
。

Ａ（
ｙ

）＝
Ｄ（

ｙ
）＋

Ｅ（
ｙ

）＋
Ｆ（

ｙ
）＋

Ｇ（
ｙ

）－
Ｈ（

ｙ
）

　 　（
１

）Ｄ
（

ｙ
）＝

｛
Ｄ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）×

γ（
係

数
）－

Ｄ（
ｘ

）｝
×

α（
係

数
）＋

Ｄ（
ｘ

）
　（

２
）Ｅ

（
ｙ

）＝
Ｅ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）×

α（
係

数
）

　（
３

）Ｆ
（

ｙ
）＝

Ｆ（
ｙ

－
１

）×
α（

係
数

）±
ε（

施
設

面
積

調
整

額
）

　（
４

）Ｇ
（

ｙ
）＝

Ｇ（
ｙ

）

　（
５

）Ｈ
（

ｙ
）＝

Ｈ（
ｙ

）

　
Ｄ（

ｙ
）：

学
部

・
大

学
院

教
育

研
究

経
費（

②
、

⑦
）、

附
属

学
校

教
育

研
究

経
費（

③
・

⑧
）を

対
象

。
　

Ｅ（
ｙ

）：
教

育
研

究
診

療
経

費（
⑨

）、
附

置
研

究
所

経
費（

⑩
）、

附
属

施
設

等
経

費（
⑪

）を
対

象
。

　
Ｆ（

ｙ
）：

教
育

等
施

設
基

盤
経

費（
④

）を
対

象
。

　
Ｇ（

ｙ
）：

特
別

教
育

研
究

経
費（

⑫
）を

対
象

。
　

Ｈ（
ｙ

）：
入

学
料

収
入（

⑤
）、

授
業

料
収

入（
⑥

）、
そ

の
他

収
入（

⑭
）を

対
象

。

２
．毎

事
業

年
度

の
診

療
経

費
に

か
か

る
附

属
病

院
運

営
費

交
付

金
に

つ
い

て
は

、以
下

の
数

式
に

よ
り

決
定

す
る

。

Ｂ（
ｙ

）＝
Ｉ（

ｙ
）－

Ｊ（
ｙ

）

　（
１

）Ｉ
（

ｙ
）＝

Ｉ（
ｙ

）
　（

２
）Ｊ

（
ｙ

）＝
Ｊ（

ｙ
－

１
）＋

Ｋ（
ｙ

）
　

　
  ［

Ｋ（
ｙ

）＝
Ｊ

’（
ｙ

）×
λ（

係
数

）－
Ｊ

’（
ｙ

）］

〔
そ

の
他

〕附
属

病
院

運
営

費
交

付
金

算
定

ル
ー

ル
は

、
診

療
分

の
運

営
費

交
付

金
を

受
け

る
附

属
病

院
の

み
適

用
。

　
Ｉ（

ｙ
）：

一
般

診
療

経
費（

⑮
）、

債
務

償
還

経
費（

⑯
）、

附
属

病
院

特
殊

要
因

経
費（

⑰
）を

対
象

。
　

Ｊ（
ｙ

）：
附

属
病

院
収

入（
⑱

）を
対

象
。（

Ｊ
’（

ｙ
）は

、
平

成
16

年
度

附
属

病
院

収
入

予
算

額
。

　
　

　
　

　
Ｋ（

ｙ
）は

、「
経

営
改

善
額

」。
）

３
． 毎

事
業

年
度

の
一

般
管

理
費

等
に

か
か

る
学

部
教

育
等

標
準

運
営

費
交

付
金

及
び

特
定

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
決

定
す

る
。

Ｃ（
ｙ

）＝
Ｌ（

ｙ
）＋

Ｍ（
ｙ

）

　（
１

）Ｌ
（

ｙ
）＝

Ｌ（
ｙ

－
１

）×
α（

係
数

）
　（

２
）Ｍ

（
ｙ

）＝
Ｍ（

ｙ
）

　
Ｌ（

ｙ
）：

一
般

管
理

費（
①

）を
対

象
。

　
Ｍ（

ｙ
）：

特
殊

要
因

経
費（

⑬
）を

対
象

。

【
諸

係
数

】
　

α
（

ア
ル

フ
ァ

）：
効

率
化

係
数

。
△

１
％

と
す

る
。

　
β

（
ベ

ー
タ

）：
 教

育
研

究
政

策
係

数
。

物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必

要
に

応
じ

運
用

す
る

た
め

の
係

数
。

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を

決
定

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

な
お

、
物

価
動

向
等

の
社

会
経

済
情

勢
等

を
総

合
的

に
勘

案
し

た
係

数
を

運
用

す
る

場
合

に
は

、
一

般
管

　
　

　
　

　
　

　
　

　
理

経
費

に
つ

い
て

も
必

要
に

応
じ

同
様

の
調

整
を

行
う

。
　

γ
（

ガ
ン

マ
）：

教
育

研
究

組
織

係
数

。
学

部
・

大
学

院
等

の
組

織
整

備
に

対
応

す
る

た
め

の
係

数
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
係

数
値

を
決

定
。

　
ε（

イ
プ

シ
ロ

ン
）：

施
設

面
積

調
整

額
。

施
設

の
経

年
別

保
有

面
積

の
変

動
に

対
応

す
る

た
め

の
調

整
額

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額
を

決
定

。
　

λ
（

ラ
ム

ダ
）：

 経
営

改
善

係
数

。
2％

と
す

る
。

平
成

17
年

度
以

降
、

中
期

計
画

期
間

中
に

相
当

程
度

の
収

支
改

善
を

求
め

る
た

め
の

係
数

。

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

２
．収
支
計
画

平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
　
収
支
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

費
用
の
部

　
経

常
費

用
71

,76
7

　
　

業
務

費
68

,03
2

　
　

　
教

育
研

究
経

費
10

,26
3

　
　

　
診

療
経

費
0

　
　

　
受

託
研

究
費

等
88

1

　
　

　
役

員
人

件
費

65
0

　
　

　
教

員
人

件
費

41
,77

9

　
　

　
職

員
人

件
費

14
,45

9

　
　

一
般

管
理

費
3,0

25

　
　

財
務

費
用

0

　
　

雑
損

0

　
　

減
価

償
却

費
71

0

　
臨

時
損

失
0

収
入
の
部

　
経

常
収

益
71

,76
7

　
　

運
営

費
交

付
金

38
,87

7

　
　

授
業

料
収

益
24

,14
4

　
　

入
学

金
収

益
3,8

63

　
　

検
定

料
収

益
1,2

07

　
　

附
属

病
院

収
益

0

　
　

受
託

研
究

等
収

益
88

1

　
　

寄
附

金
収

益
1,5

84

　
　

財
務

収
益

0

　
　

雑
益

50
1

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

戻
入

59
0

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
15

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
10

5

　
臨

時
利

益
0

純
利

益
0

総
利

益
0

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

費
等

は
、
受

託
事

業
費

、
共

同
研

究
費

及
び

共
同

事
業

費
を

含
む

。
　

　
　

　
　

注
）受

託
研

究
等

収
益

は
、
受

託
事

業
収

益
、
共

同
研

究
収

益
及

び
共

同
事

業
収

益
を

含
む

。

３
．資
金
計
画

平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
　
資
金
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

資
金
支
出

76
,55

1

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

71
,05

7

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

1,3
38

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

3,5
05

　
次

期
中

期
目

標
期

間
へ

の
繰

越
金

65
1

資
金
収
入

76
,55

1

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
,17

3

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
39

,55
5

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
29

,62
5

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

受
託

研
究

等
収

入
88

1

　
　

寄
附

金
収

入
1,6

11

　
　

そ
の

他
の

収
入

50
1

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

3,7
27

　
　

施
設

費
に

よ
る

収
入

3,7
27

　
　

そ
の

他
の

収
入

0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

0

　
前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越

金
65

1

　
　

注
）前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越

金
に

は
、
奨

学
寄

附
金

に
係

る
国

か
ら

の
承

継
見

込
額

65
1百

万
円

を
含

む
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

２
．収
支
計
画

平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
　
収
支
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

費
用
の
部

　
経

常
費

用
71

,76
7

　
　

業
務

費
68

,03
2

　
　

　
教

育
研

究
経

費
10

,26
3

　
　

　
診

療
経

費
0

　
　

　
受

託
研

究
費

等
88

1

　
　

　
役

員
人

件
費

65
0

　
　

　
教

員
人

件
費

41
,77

9

　
　

　
職

員
人

件
費

14
,45

9

　
　

一
般

管
理

費
3,0

25

　
　

財
務

費
用

0

　
　

雑
損

0

　
　

減
価

償
却

費
71

0

　
臨

時
損

失
0

収
入
の
部

　
経

常
収

益
71

,76
7

　
　

運
営

費
交

付
金

38
,87

7

　
　

授
業

料
収

益
24

,14
4

　
　

入
学

金
収

益
3,8

63

　
　

検
定

料
収

益
1,2

07

　
　

附
属

病
院

収
益

0

　
　

受
託

研
究

等
収

益
88

1

　
　

寄
附

金
収

益
1,5

84

　
　

財
務

収
益

0

　
　

雑
益

50
1

　
　

資
産

見
返

運
営

費
交

付
金

戻
入

59
0

　
　

資
産

見
返

寄
附

金
戻

入
15

　
　

資
産

見
返

物
品

受
贈

額
戻

入
10

5

　
臨

時
利

益
0

純
利

益
0

総
利

益
0

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

費
等

は
、
受

託
事

業
費

、
共

同
研

究
費

及
び

共
同

事
業

費
を

含
む

。
　

　
　

　
　

注
）受

託
研

究
等

収
益

は
、
受

託
事

業
収

益
、
共

同
研

究
収

益
及

び
共

同
事

業
収

益
を

含
む

。

３
．資
金
計
画

平
成
16
年
度
～
平
成
21
年
度
　
資
金
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

資
金
支
出

76
,55

1

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

71
,05

7

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

1,3
38

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

3,5
05

　
次

期
中

期
目

標
期

間
へ

の
繰

越
金

65
1

資
金
収
入

76
,55

1

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
,17

3

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
39

,55
5

　
　

授
業

料
及

入
学

金
検

定
料

に
よ

る
収

入
29

,62
5

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

受
託

研
究

等
収

入
88

1

　
　

寄
附

金
収

入
1,6

11

　
　

そ
の

他
の

収
入

50
1

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

3,7
27

　
　

施
設

費
に

よ
る

収
入

3,7
27

　
　

そ
の

他
の

収
入

0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

0

　
前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越

金
65

1

　
　

注
）前

期
中

期
目

標
期

間
よ

り
の

繰
越

金
に

は
、
奨

学
寄

附
金

に
係

る
国

か
ら

の
承

継
見

込
額

65
1百

万
円

を
含

む
。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

Ⅹ
　

そ
の

他

１
．施

設
・

整
備

に
関

す
る

計
画

施
設
・
設
備
に
関
す
る
計
画

施
設

・
設

備
の

内
容

予
定

額（
百

万
円

）
財

　
　

源
・

小
規

模
改

修
総

額
施

設
整

備
費

補
助

金
 

（
22

2）

 
22

2
船

舶
建

造
費

補
助

金
 

（
  

0）

長
期

借
入

金
 

（
  

0）

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
 

（
  

0）

（
注

１
） 金

額
に

つ
い

て
は

見
込

み
で

あ
り

、
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

業
務

の
実

施
状

況
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
整

備
や

老
朽

度
合

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

改
修

等
が

追
加

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
（

注
２

）小
規

模
改

修
に

つ
い

て
17

年
度

以
降

は
16

年
度

同
額

と
し

て
い

る
。

　
　

　
 な

お
、

各
事

業
年

度
の

施
設

整
備

費
補

助
金

、
船

舶
建

造
費

補
助

金
、

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
、

長
期

借
入

金
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

課
程

等
に

お
い

て
決

定
さ

れ
る

。

２
．人

事
に

関
す

る
計

画

　
１

．教
職

員
の

配
置

に
関

す
る

基
本

方
針

　（
1）

 大
学

の
基

本
理

念
に

則
し

、
時

代
の

要
請

に
柔

軟
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
れ

に
応

じ
た

教
員

の
配

置
状

況
等

の
点

検
を

し
、

平
成

17
年

度
ま

で
に

適
切

な
教

員
配

置
計

画
を

立
て

る
。

　（
2）

 平
成

16
年

度
か

ら
、

必
要

に
応

じ
て

訴
訟

事
務

、
監

査
事

務
、

労
働

保
険

事
務

等
に

係
る

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
、

並
び

に
教

育
面

に
お

け
る

情
報

機
器

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る

た
め

、
情

報
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

を
検

討
す

る
。

　（
3）

 事
務

局
・

学
部

事
務

の
所

管
業

務
を

見
直

し
て

重
複

業
務

を
整

理
し

、
事

務
組

織
の

再
編

・
統

合
を

行
い

、
職

員
の

再
配

置
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

す
べ

て
の

業
務

に
つ

い
て

外
部

委
託

が
可

能
で

あ
る

か
検

討
し

、
実

施
可

能
な

業
務

に
つ

い
て

外
部

委
託

を
行

い
、

業
務

の
合

理
化

を
図

る
。

　
２

．任
期

制
の

活
用

　（
1）

教
員

の
多

様
性

を
高

め
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
任

期
制

を
活

用
し

、
民

間
人

及
び

外
国

人
等

の
登

用
を

図
る

。
　（

2）
 高

度
な

専
門

的
知

識
経

験
が

必
要

と
さ

れ
る

訴
訟

業
務

及
び

会
計

監
査

等
に

関
す

る
業

務
に

従
事

す
る

職
員

を
採

用
す

る
場

合
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

選
考

採
用

の
方

法
及

び
任

期
制

を
活

用
す

る
。

　
３

．人
材

育
成

　
　

大
学

運
営

に
必

要
と

な
る

労
務

、
安

全
衛

生
管

理
、

訴
訟

、
財

務
会

計
、

国
際

交
流

及
び

産
学

官
連

携
の

事
務

等
に

従
事

す
る

職
員

に
専

門
職

能
集

団
機

能
の

充
実

の
た

め
の

実
務

研
修

を
行

い
、

資
質

の
向

上
を

図
る

。

　
４

．人
事

交
流

　
　

職
員

に
つ

い
て

、
他

の
国

立
大

学
法

人
等

と
の

人
事

交
流

を
実

施
し

、
業

務
の

活
性

化
を

図
る

。

　（
参

考
）中

期
目

標
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
 5

1,
91

9
百

万
円（

退
職

手
当

は
除

く
）

３
．中

期
目

標
期

間
を

越
え

る
債

務
負

担

中
期
目
標
期
間
を
越
え
る
債
務
負
担

　（
PF

I事
業

）
　

　
な

し
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
事

業
費

総
事

業
費

施
設

費
整

備
補

助
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0

運
営

費
交

付
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　（
長

期
借

入
金

）
　

　
な

し
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

長
期

借
入

金
償

還
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　（
リ

ー
ス

資
産

）
　

　
な

し
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

Ⅹ
　

そ
の

他

１
．施

設
・

整
備

に
関

す
る

計
画

施
設
・
設
備
に
関
す
る
計
画

施
設

・
設

備
の

内
容

予
定

額（
百

万
円

）
財

　
　

源
・

小
規

模
改

修
総

額
施

設
整

備
費

補
助

金
 

（
22

2）

 
22

2
船

舶
建

造
費

補
助

金
 

（
  

0）

長
期

借
入

金
 

（
  

0）

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
 

（
  

0）

（
注

１
） 金

額
に

つ
い

て
は

見
込

み
で

あ
り

、
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
必

要
な

業
務

の
実

施
状

況
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
整

備
や

老
朽

度
合

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

改
修

等
が

追
加

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
（

注
２

）小
規

模
改

修
に

つ
い

て
17

年
度

以
降

は
16

年
度

同
額

と
し

て
い

る
。

　
　

　
 な

お
、

各
事

業
年

度
の

施
設

整
備

費
補

助
金

、
船

舶
建

造
費

補
助

金
、

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
、

長
期

借
入

金
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

課
程

等
に

お
い

て
決

定
さ

れ
る

。

２
．人

事
に

関
す

る
計

画

　
１

．教
職

員
の

配
置

に
関

す
る

基
本

方
針

　（
1）

 大
学

の
基

本
理

念
に

則
し

、
時

代
の

要
請

に
柔

軟
に

対
応

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

編
成

を
行

う
と

と
も

に
、

そ
れ

に
応

じ
た

教
員

の
配

置
状

況
等

の
点

検
を

し
、

平
成

17
年

度
ま

で
に

適
切

な
教

員
配

置
計

画
を

立
て

る
。

　（
2）

 平
成

16
年

度
か

ら
、

必
要

に
応

じ
て

訴
訟

事
務

、
監

査
事

務
、

労
働

保
険

事
務

等
に

係
る

専
門

ス
タ

ッ
フ

の
配

置
、

並
び

に
教

育
面

に
お

け
る

情
報

機
器

の
積

極
的

な
活

用
を

図
る

た
め

、
情

報
支

援
ス

タ
ッ

フ
の

配
置

を
検

討
す

る
。

　（
3）

 事
務

局
・

学
部

事
務

の
所

管
業

務
を

見
直

し
て

重
複

業
務

を
整

理
し

、
事

務
組

織
の

再
編

・
統

合
を

行
い

、
職

員
の

再
配

置
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

す
べ

て
の

業
務

に
つ

い
て

外
部

委
託

が
可

能
で

あ
る

か
検

討
し

、
実

施
可

能
な

業
務

に
つ

い
て

外
部

委
託

を
行

い
、

業
務

の
合

理
化

を
図

る
。

　
２

．任
期

制
の

活
用

　（
1）

教
員

の
多

様
性

を
高

め
る

た
め

、
必

要
に

応
じ

て
任

期
制

を
活

用
し

、
民

間
人

及
び

外
国

人
等

の
登

用
を

図
る

。
　（

2）
 高

度
な

専
門

的
知

識
経

験
が

必
要

と
さ

れ
る

訴
訟

業
務

及
び

会
計

監
査

等
に

関
す

る
業

務
に

従
事

す
る

職
員

を
採

用
す

る
場

合
に

は
、

必
要

に
応

じ
て

選
考

採
用

の
方

法
及

び
任

期
制

を
活

用
す

る
。

　
３

．人
材

育
成

　
　

大
学

運
営

に
必

要
と

な
る

労
務

、
安

全
衛

生
管

理
、

訴
訟

、
財

務
会

計
、

国
際

交
流

及
び

産
学

官
連

携
の

事
務

等
に

従
事

す
る

職
員

に
専

門
職

能
集

団
機

能
の

充
実

の
た

め
の

実
務

研
修

を
行

い
、

資
質

の
向

上
を

図
る

。

　
４

．人
事

交
流

　
　

職
員

に
つ

い
て

、
他

の
国

立
大

学
法

人
等

と
の

人
事

交
流

を
実

施
し

、
業

務
の

活
性

化
を

図
る

。

　（
参

考
）中

期
目

標
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
 5

1,
91

9
百

万
円（

退
職

手
当

は
除

く
）

３
．中

期
目

標
期

間
を

越
え

る
債

務
負

担

中
期
目
標
期
間
を
越
え
る
債
務
負
担

　（
PF

I事
業

）
　

　
な

し
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
事

業
費

総
事

業
費

施
設

費
整

備
補

助
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0

運
営

費
交

付
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　（
長

期
借

入
金

）
　

　
な

し
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H1
6

H1
7

H1
8

H1
9

H2
0

H2
1

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

長
期

借
入

金
償

還
金

0
0

0
0

0
0

0
0

0

　（
リ

ー
ス

資
産

）
　

　
な

し
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
目
標
　
別
表（
学
部
、研
究
科
）

学
　
部

教
養

学
部

教
育

学
部

経
済

学
部

理
学

部

工
学

部

研
究
科

文
化

科
学

研
究

科

教
育

学
研

究
科

経
済

科
学

研
究

科

理
工

学
研

究
科

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 16 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,6

40
人

）

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

70
人

文
化

科
学

研
究

科
72

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

8人
）

教
育

学
研

究
科

12
0

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
0人

）

経
済

科
学

研
究

科
78

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

18
人

）

理
工

学
研

究
科

64
7

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

50
6人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

14
1人

）

平 成 17 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,6

40
人

）

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
0

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
0人

）

経
済

科
学

研
究

科
81

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

21
人

）

理
工

学
研

究
科

64
7

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

50
6人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

14
1人

）

平 成 18 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,7

10
人

）

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
0

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
0人

）

経
済

科
学

研
究

科
84

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

24
人

）

理
工

学
研

究
科

68
4

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

53
4人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

15
0人

）
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
目
標
　
別
表（
学
部
、研
究
科
）

学
　
部

教
養

学
部

教
育

学
部

経
済

学
部

理
学

部

工
学

部

研
究
科

文
化

科
学

研
究

科

教
育

学
研

究
科

経
済

科
学

研
究

科

理
工

学
研

究
科

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 16 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,6

40
人

）

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

70
人

文
化

科
学

研
究

科
72

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

8人
）

教
育

学
研

究
科

12
0

人 　（
う

ち
修

士
課

程
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0人

）

経
済

科
学

研
究

科
78
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う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

18
人

）

理
工

学
研

究
科

64
7
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う

ち
博

士
前

期
課

程
　

50
6人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

14
1人

）

平 成 17 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,6

40
人

）

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
0

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
0人

）

経
済

科
学

研
究

科
81

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

21
人

）

理
工

学
研

究
科

64
7

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

50
6人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

14
1人

）

平 成 18 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,7

10
人

）

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
0

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
0人

）

経
済

科
学

研
究

科
84

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

24
人

）

理
工

学
研

究
科

68
4

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

53
4人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

15
0人

）
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 19 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0 

人

教
育

学
部

1,9
30

 人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,7

80
人

）

経
済

学
部

1,3
40

 人

理
学

部
84

0 
人

工
学

部
1,7

60
 人

文
化

科
学

研
究

科
76

 人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
2 

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
2人

）

経
済

科
学

研
究

科
87

 人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

27
人

）

理
工

学
研

究
科

72
1 

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

56
2人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

15
9人

）

平 成 20 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0 

人

教
育

学
部

1,9
30

 人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,8

55
人

）

経
済

学
部

1,3
40

 人

理
学

部
84

0 
人

工
学

部
1,7

60
 人

文
化

科
学

研
究

科
76

 人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
4 

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
4人

）

経
済

科
学

研
究

科
87

 人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

27
人

）

理
工

学
研

究
科

73
0 

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

56
2人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

16
8人

）

平 成 21 年 度

学
部
・
研
究
科

収
容
定
員

教
養

学
部

70
0 

人

教
育

学
部

1,9
30

 人 　（
う

ち
教

員
養

成
に

係
る

分
野

　
1,9

30
人

）

経
済

学
部

1,3
40

 人

理
学

部
84

0 
人

工
学

部
1,7

60
 人

文
化

科
学

研
究

科
76

 人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

64
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

12
人

）

教
育

学
研

究
科

12
4 

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
4人

）

経
済

科
学

研
究

科
87

 人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

27
人

）

理
工

学
研

究
科

73
0 

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

56
2人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

16
8人

）
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 19 年 度
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究
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収
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前
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2人
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後
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・
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定
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人
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30
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養
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55
人
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部
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0 
人

工
学

部
1,7

60
 人

文
化

科
学

研
究
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40
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部
84

0 
人
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学
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60
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究

科
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64
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12
4 

人 　（
う

ち
修

士
課

程
　

12
4人

）

経
済

科
学

研
究

科
87

 人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

60
人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

27
人

）

理
工

学
研

究
科

73
0 

人 　（
う

ち
博

士
前

期
課

程
　

56
2人

）

　（
う

ち
博

士
後

期
課

程
　

16
8人

）

12．中期目標・中期計画一覧表

� 519



中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
前
文
）大
学
の
基
本
的
な
目
標

　
　

○
埼

玉
大

学
は

、
時

代
を

超
え

た
大

学
の

機
能

で
あ

る
知

を
継

承
・

発
展

さ
せ

、
新

し
い

価
値

を
創

造
す

る
こ

と
を

基
本

的
な

使
命

と
す

る
。

　
　

　
埼

玉
大

学
は

、
学

術
研

究
の

拠
点

と
し

て
存

在
感

の
あ

る
総

合
大

学
を

目
指

し
、

21
世

紀
社

会
を

担
う

次
世

代
を

育
成

す
る

高
度

な
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

学
に

お
け

る
研

究
成

果
を

積
極

的
に

社
会

に
発

信
し

、
社

会
に

信
頼

さ
れ

る
大

学
を

構
築

す
る

こ
と

を
第

1の
基

本
目

標
と

す
る

。
　

　
　

埼
玉

大
学

は
、

応
用

研
究

、
課

題
解

決
型

の
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
現

代
が

抱
え

る
諸

課
題

の
解

決
を

図
る

と
と

も
に

、
産

学
官

の
連

携
に

よ
っ

て
知

の
具

体
的

な
活

用
を

促
進

し
、

社
会

の
期

待
に

応
え

る
大

学
を

構
築

す
る

こ
と

を
第

2
の

基
本

目
標

と
す

る
。

　
　

　
埼

玉
大

学
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
お

い
て

世
界

に
開

か
れ

た
大

学
と

な
り

、
海

外
諸

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

て
、

人
類

が
抱

え
る

諸
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

学
術

成
果

の
還

元
に

よ
っ

て
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

大
学

を
構

築
す

る
こ

と
を

第
3の

基
本

目
標

と
す

る
。

　
　

　
埼

玉
大

学
は

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
や

研
究

リ
ソ

ー
ス

を
持

つ
首

都
圏

の
一

角
を

構
成

す
る

埼
玉

県
下

唯
一

の
国

立
大

学
で

あ
る

と
い

う
特

性
を

最
大

限
に

活
か

し
、

こ
れ

ら
の

基
本

目
標

の
達

成
に

向
け

て
ま

い
進

す
る

。

◆
中
期
目
標
の
期
間
及
び
教
育
研
究
組
織

　
１
　
中
期
目
標
の
期
間

　
　

　
平

成
22

年
度

 ～
 平

成
27

年
度

　
２
　
教
育
研
究
組
織

　
　

　
こ

の
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
別

表
に

記
載

す
る

学
部

、
研

究
科

を
置

く
。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

【
学
士
課
程
教
育
】

　（
学
士
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
①

専
門

的
な

深
い

知
識

の
修

得
、

②
専

門
性

の
あ

る
幅

広
い

基
本

的
知

識
の

修
得

、
③

知
識

を
活

用
で

き
る

汎
用

的
な

能
力

の
修

得
を

大
学

全
体

の
共

通
目

標
と

し
、

④
各

学
部

に
お

け
る

人
材

養
成

の
目

的
に

合
致

し
た

資
質

と
能

力
を

獲
得

し
た

者
に

学
士

号
の

学
位

を
授

与
す

る
。

成
績

評
価

は
明

確
な

基
準

の
も

と
で

厳
格

に
行

う（
学

士
課

程
の「

学
位

授
与

の
方

針
」）

。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

【
学
士
課
程
教
育
】

　（
学
士
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
標

準
履

修
年

限
を

目
標

に
し

て「
学

位
授

与
の

方
針

」に
定

め
る

基
準

に
到

達
さ

せ
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
な

具
体

的
措

置
を

と
る

。
　

　（
1）

初
年

次
教

育
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
年

次
ご

と
の

科
目

組
み

合
わ

せ
、

適
切

な
授

業
形

態
の

組
み

合
わ

せ
、

年
次

ご
と

の
段

階
履

修
に

配
慮

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

計
す

る
。

　
　（

2）
CA

P
制

度
に

よ
り

学
生

の
十

分
な

学
修

時
間

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

学
修

指
導

法
の

工
夫

、
主

体
的

な
学

修
を

促
す

取
組

な
ど

に
よ

っ
て

学
修

効
果

を
上

げ
、

事
前

・
事

後
学

修
を

前
提

と
し

た
到

達
目

標
の

再
設

定
、

工
程

表
と

し
て

の
シ

ラ
バ

ス
を

策
定

し
、

各
授

業
科

目
の

単
位

を
着

実
に

修
得

さ
せ

る
。

　
　（

3）
評

点
基

準
を

明
確

に
し

た
GP

に
基

づ
く

厳
格

な
成

績
評

価
を

行
う

。

　（
学
士
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

士
課

程
教

育
に

お
い

て
は

、
適

切
な

教
育

課
程

を
編

成
し

、
標

準
履

修
年

限
を

目
標

に
し

て
学

生
が「

学
位

授
与

の
方

針
」に

か
な

う
知

識
の

修
得

、
能

力
や

資
　

　
質

の
獲

得
が

可
能

な
質

の
高

い
教

育
を

全
学

体
制

で
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、

意
欲

が
あ

り
成

績
優

秀
な

学
生

に
は

、
よ

り
高

度
な

知
識

や
能

力
が

修
得

で
き

る
教

育
 

　
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

用
意

す
る（

学
士

課
程

の「
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
」）

。

　（
学
士
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
学

士
課

程
に

お
け

る「
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
」に

基
づ

く
質

の
高

い
教

育
を

実
施

す
る

た
め

、
全

学
的

な
体

制
を

構
築

し
、

学
部

間
の

協
力

・
連

携
に

よ
っ

て
、

以
下

の
内

容
を

含
む

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
　

①
専

門
的

な
深

い
知

識
を

修
得

さ
せ

る
た

め
の

教
育

　
　

　
②

 専
門

性
の

あ
る

基
本

的
知

識
を

、
幅

広
く

修
得

さ
せ

る
た

め
の

教
育

及
び

、
相

互
関

連
性

を
も

っ
て

修
得

さ
せ

る
た

め
 

　
　

　
　

の
教

育
　

　
　

③
知

識
を

活
用

で
き

る
汎

用
的

な
能

力
を

修
得

さ
せ

る
た

め
の

教
育

　
　

さ
ら

に
、

高
度

な
知

識
や

能
力

が
修

得
で

き
る

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
大

学
院

修
士

課
程（

博
士

前
期

課
程

）の
修

学
に

連
な

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
早

期
に

卒
業

し
て

大
学

院
へ

の
進

学（
秋

季
入

学
）を

可
能

に
さ

せ
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

海
外

協
定

校
に

お
け

る
留

学（
海

外
体

験
）を

含
め

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

を
用

意
す

る
。

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

士
課

程
に

お
け

る「
学

位
授

与
の

方
針

」を
十

分
に

理
解

し
た

意
欲

あ
る

学
生

を
募

り
、「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」に
基

づ
い

た
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

可
能

な
学

力
を

有
す

る
学

生
を

選
抜

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

多
様

な
方

法
に

よ
っ

て
入

学
者

を
受

入
れ

る（
学

士
課

程
の「

入
学

者
受

入
れ

の
方

針
」）

。

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」に
か

な
う

学
生

を
受

入
れ

る
た

め
、

各
学

部
は（

１
）入

学
時

に
求

め
る

学
生

像
、（

２
）入

学
後

の
教

育
内

容
と

修
得

す
べ

き
知

識
・

能
力

、（
３

）人
材

養
成

の
目

的
を

明
確

に
定

め
、

入
学

者
受

入
れ

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
と

入
学

試
験

の
方

法
に

つ
い

て
広

く
公

開
し

、
周

知
を

図
る

。

【
大
学
院
課
程
教
育
】

　（
大
学
院
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
各

研
究

科
に

お
け

る
人

材
養

成
の

目
的

に
合

致
し

た
学

力
、

資
質

と
能

力
を

獲
得

し
た

も
の

に
修

士
号

、
博

士
号

の
学

位
を

授
与

す
る

。
成

績
評

価
は

明
確

な
基

準
の

も
と

で
厳

格
に

行
う（

大
学

院
課

程
の「

学
位

授
与

の
方

針
」）

。

【
大
学
院
課
程
教
育
】

　（
大
学
院
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
標

準
修

業
年

限
を

目
標

に
し

て「
学

位
授

与
の

方
針

」に
定

め
る

基
準

に
到

達
さ

せ
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
な

具
体

的
措

置
を

と
る

。
　

　（
1）

年
次

ご
と

の
段

階
履

修
な

ど
に

配
慮

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

計
す

る
。

　
　（

2）
研

究
能

力
や

技
法

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
情

報
や

機
会

を
積

極
的

に
提

供
し

、
と

く
に

博
士

課
程

に
あ

っ
て

は
海

外
で

の
教

育
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
学

会
発

表
の

機
会

の
提

供
を

図
る

。
　

　（
3）

学
位

論
文

作
成

の
準

備
段

階
に

お
い

て
、

研
究

計
画

書
の

作
成

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

立
案

・
実

施
能

力
な

ど
の

涵
養

に
資

す
る

教
育

を
組

織
的

に
実

施
す

る
。

　
　（

4）
単

位
の

認
定

に
あ

た
っ

て
は

明
確

な
基

準
の

下
で

厳
格

な
成

績
評

価
を

行
い

、
と

り
わ

け
学

位
審

査
を

厳
正

に
行

う
。

　（
大
学
院
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
大

学
院

課
程

教
育

に
お

い
て

は
、

適
切

な
教

育
課

程
を

編
成

し
、

標
準

修
業

年
限

を
目

標
に

し
て

学
生

が「
学

位
授

与
の

方
針

」に
か

な
う

学
力

や
資

質
と

能
力

を
獲

得
で

き
る

高
度

な
教

育
を

実
施

す
る（

大
学

院
課

程
の「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」）
。

　（
大
学
院
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
大

学
院

修
士

課
程

に
あ

っ
て

は「
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
」に

基
づ

く
質

の
高

い
教

育
を

実
施

す
る

た
め

、
各

研
究

科
が

基
本

単
位

と
な

り
、

専
攻

間
の

協
力

・
連

携
に

よ
っ

て
、

以
下

の
内

容
を

含
む

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
　

①
専

門
分

野
に

関
す

る
専

門
的

知
識

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
体

系
的

な
教

育
　

　
　

②
幅

広
い

視
野

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
関

連
領

域
に

関
す

る
教

育
　

　
　

③
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
必

要
な

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
教

育
　

　
　

④
大

学
院

博
士

課
程

へ
進

学
し

て
研

究
者

を
目

指
す

た
め

の
教

育
　

　
○

大
学

院
博

士
課

程
教

育
に

あ
っ

て
は

以
下

の
点

に
留

意
し

た
質

の
高

い
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

　
　

　
①

専
門

分
野

に
お

け
る

深
い

洞
察

力
の

修
得

　
　

　
②

関
連

分
野

へ
の

理
解

及
び

、
そ

れ
を

活
用

で
き

る
能

力
の

研
鑽

　
　

　
③

自
立

し
て

研
究

を
遂

行
で

き
る

研
究

能
力

の
修

得

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
修

士
課

程（
博

士
前

期
課

程
）に

お
け

る「
学

位
授

与
の

方
針

」を
十

分
に

理
解

し
た

意
欲

あ
る

学
生

を
募

り
、「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」に
基

づ
い

た
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

可
能

な
学

力
、

能
力

を
備

え
た

学
生

を
選

抜
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
学

士
課

程
で

専
門

分
野

の
基

礎
的

教
育

を
十

分
に

修
得

し
た

学
生

を
受

入
れ

る
。

ま
た

、
大

学
の

国
際

化
・

国
際

貢
献

と
い

う
観

点
か

ら
留

学
生

を
積

極
的

に
受

入
れ

る
ほ

か
、

学
士

課
程

で
他

分
野

を
修

得
し

た
学

生
の

受
入

れ
、

研
究

能
力

を
高

め
よ

う
と

す
る

現
職

社
会

人
の

受
入

れ
に

も
十

分
配

慮
す

る（
大

学
院

修
士

課
程

の「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」）
。

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
各

研
究

科
は「

入
学

者
受

入
れ

の
方

針
」を

公
開

、
周

知
す

る
。

意
欲

あ
る

優
秀

な
学

生
を

受
入

れ
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
攻

に
所

属
す

る
教

員
の

魅
力

あ
る

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

　
　

○
留

学
生

受
入

れ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

ほ
か

、
と

く
に

理
工

学
研

究
科

に
あ

っ
て

は
、

学
士

課
程

を
卒

業
し

た
学

生
が

引
き

続
き

大
学

院
に

進
学

す
る

こ
と

を
奨

励
す

る
。

【
第
２
期
】
埼
玉
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
一
覧
表

520
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
前
文
）大
学
の
基
本
的
な
目
標

　
　

○
埼

玉
大

学
は

、
時

代
を

超
え

た
大

学
の

機
能

で
あ

る
知

を
継

承
・

発
展

さ
せ

、
新

し
い

価
値

を
創

造
す

る
こ

と
を

基
本

的
な

使
命

と
す

る
。

　
　

　
埼

玉
大

学
は

、
学

術
研

究
の

拠
点

と
し

て
存

在
感

の
あ

る
総

合
大

学
を

目
指

し
、

21
世

紀
社

会
を

担
う

次
世

代
を

育
成

す
る

高
度

な
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

学
に

お
け

る
研

究
成

果
を

積
極

的
に

社
会

に
発

信
し

、
社

会
に

信
頼

さ
れ

る
大

学
を

構
築

す
る

こ
と

を
第

1の
基

本
目

標
と

す
る

。
　

　
　

埼
玉

大
学

は
、

応
用

研
究

、
課

題
解

決
型

の
研

究
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
現

代
が

抱
え

る
諸

課
題

の
解

決
を

図
る

と
と

も
に

、
産

学
官

の
連

携
に

よ
っ

て
知

の
具

体
的

な
活

用
を

促
進

し
、

社
会

の
期

待
に

応
え

る
大

学
を

構
築

す
る

こ
と

を
第

2
の

基
本

目
標

と
す

る
。

　
　

　
埼

玉
大

学
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
お

い
て

世
界

に
開

か
れ

た
大

学
と

な
り

、
海

外
諸

機
関

と
の

連
携

を
推

進
し

て
、

人
類

が
抱

え
る

諸
課

題
の

解
決

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、

学
術

成
果

の
還

元
に

よ
っ

て
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

大
学

を
構

築
す

る
こ

と
を

第
3の

基
本

目
標

と
す

る
。

　
　

　
埼

玉
大

学
は

、
多

様
な

ニ
ー

ズ
や

研
究

リ
ソ

ー
ス

を
持

つ
首

都
圏

の
一

角
を

構
成

す
る

埼
玉

県
下

唯
一

の
国

立
大

学
で

あ
る

と
い

う
特

性
を

最
大

限
に

活
か

し
、

こ
れ

ら
の

基
本

目
標

の
達

成
に

向
け

て
ま

い
進

す
る

。

◆
中
期
目
標
の
期
間
及
び
教
育
研
究
組
織

　
１
　
中
期
目
標
の
期
間

　
　

　
平

成
22

年
度

 ～
 平

成
27

年
度

　
２
　
教
育
研
究
組
織

　
　

　
こ

の
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
別

表
に

記
載

す
る

学
部

、
研

究
科

を
置

く
。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

【
学
士
課
程
教
育
】

　（
学
士
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
①

専
門

的
な

深
い

知
識

の
修

得
、

②
専

門
性

の
あ

る
幅

広
い

基
本

的
知

識
の

修
得

、
③

知
識

を
活

用
で

き
る

汎
用

的
な

能
力

の
修

得
を

大
学

全
体

の
共

通
目

標
と

し
、

④
各

学
部

に
お

け
る

人
材

養
成

の
目

的
に

合
致

し
た

資
質

と
能

力
を

獲
得

し
た

者
に

学
士

号
の

学
位

を
授

与
す

る
。

成
績

評
価

は
明

確
な

基
準

の
も

と
で

厳
格

に
行

う（
学

士
課

程
の「

学
位

授
与

の
方

針
」）

。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

【
学
士
課
程
教
育
】

　（
学
士
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
標

準
履

修
年

限
を

目
標

に
し

て「
学

位
授

与
の

方
針

」に
定

め
る

基
準

に
到

達
さ

せ
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
な

具
体

的
措

置
を

と
る

。
　

　（
1）

初
年

次
教

育
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

ナ
ン

バ
リ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
年

次
ご

と
の

科
目

組
み

合
わ

せ
、

適
切

な
授

業
形

態
の

組
み

合
わ

せ
、

年
次

ご
と

の
段

階
履

修
に

配
慮

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

計
す

る
。

　
　（

2）
CA

P
制

度
に

よ
り

学
生

の
十

分
な

学
修

時
間

を
確

保
す

る
と

と
も

に
、

学
修

指
導

法
の

工
夫

、
主

体
的

な
学

修
を

促
す

取
組

な
ど

に
よ

っ
て

学
修

効
果

を
上

げ
、

事
前

・
事

後
学

修
を

前
提

と
し

た
到

達
目

標
の

再
設

定
、

工
程

表
と

し
て

の
シ

ラ
バ

ス
を

策
定

し
、

各
授

業
科

目
の

単
位

を
着

実
に

修
得

さ
せ

る
。

　
　（

3）
評

点
基

準
を

明
確

に
し

た
GP

に
基

づ
く

厳
格

な
成

績
評

価
を

行
う

。

　（
学
士
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

士
課

程
教

育
に

お
い

て
は

、
適

切
な

教
育

課
程

を
編

成
し

、
標

準
履

修
年

限
を

目
標

に
し

て
学

生
が「

学
位

授
与

の
方

針
」に

か
な

う
知

識
の

修
得

、
能

力
や

資
　

　
質

の
獲

得
が

可
能

な
質

の
高

い
教

育
を

全
学

体
制

で
実

施
す

る
。

さ
ら

に
、

意
欲

が
あ

り
成

績
優

秀
な

学
生

に
は

、
よ

り
高

度
な

知
識

や
能

力
が

修
得

で
き

る
教

育
 

　
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

用
意

す
る（

学
士

課
程

の「
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
」）

。

　（
学
士
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
学

士
課

程
に

お
け

る「
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
」に

基
づ

く
質

の
高

い
教

育
を

実
施

す
る

た
め

、
全

学
的

な
体

制
を

構
築

し
、

学
部

間
の

協
力

・
連

携
に

よ
っ

て
、

以
下

の
内

容
を

含
む

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
　

①
専

門
的

な
深

い
知

識
を

修
得

さ
せ

る
た

め
の

教
育

　
　

　
②

 専
門

性
の

あ
る

基
本

的
知

識
を

、
幅

広
く

修
得

さ
せ

る
た

め
の

教
育

及
び

、
相

互
関

連
性

を
も

っ
て

修
得

さ
せ

る
た

め
 

　
　

　
　

の
教

育
　

　
　

③
知

識
を

活
用

で
き

る
汎

用
的

な
能

力
を

修
得

さ
せ

る
た

め
の

教
育

　
　

さ
ら

に
、

高
度

な
知

識
や

能
力

が
修

得
で

き
る

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

し
て

、
大

学
院

修
士

課
程（

博
士

前
期

課
程

）の
修

学
に

連
な

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
早

期
に

卒
業

し
て

大
学

院
へ

の
進

学（
秋

季
入

学
）を

可
能

に
さ

せ
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
、

海
外

協
定

校
に

お
け

る
留

学（
海

外
体

験
）を

含
め

た
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

を
用

意
す

る
。

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

士
課

程
に

お
け

る「
学

位
授

与
の

方
針

」を
十

分
に

理
解

し
た

意
欲

あ
る

学
生

を
募

り
、「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」に
基

づ
い

た
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

可
能

な
学

力
を

有
す

る
学

生
を

選
抜

す
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

多
様

な
方

法
に

よ
っ

て
入

学
者

を
受

入
れ

る（
学

士
課

程
の「

入
学

者
受

入
れ

の
方

針
」）

。

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」に
か

な
う

学
生

を
受

入
れ

る
た

め
、

各
学

部
は（

１
）入

学
時

に
求

め
る

学
生

像
、（

２
）入

学
後

の
教

育
内

容
と

修
得

す
べ

き
知

識
・

能
力

、（
３

）人
材

養
成

の
目

的
を

明
確

に
定

め
、

入
学

者
受

入
れ

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
と

入
学

試
験

の
方

法
に

つ
い

て
広

く
公

開
し

、
周

知
を

図
る

。

【
大
学
院
課
程
教
育
】

　（
大
学
院
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
各

研
究

科
に

お
け

る
人

材
養

成
の

目
的

に
合

致
し

た
学

力
、

資
質

と
能

力
を

獲
得

し
た

も
の

に
修

士
号

、
博

士
号

の
学

位
を

授
与

す
る

。
成

績
評

価
は

明
確

な
基

準
の

も
と

で
厳

格
に

行
う（

大
学

院
課

程
の「

学
位

授
与

の
方

針
」）

。

【
大
学
院
課
程
教
育
】

　（
大
学
院
課
程
に
お
け
る
学
位
授
与
の
方
針
と
成
績
評
価
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
標

準
修

業
年

限
を

目
標

に
し

て「
学

位
授

与
の

方
針

」に
定

め
る

基
準

に
到

達
さ

せ
る

た
め

に
、

以
下

の
よ

う
な

具
体

的
措

置
を

と
る

。
　

　（
1）

年
次

ご
と

の
段

階
履

修
な

ど
に

配
慮

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
設

計
す

る
。

　
　（

2）
研

究
能

力
や

技
法

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
情

報
や

機
会

を
積

極
的

に
提

供
し

、
と

く
に

博
士

課
程

に
あ

っ
て

は
海

外
で

の
教

育
・

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

、
学

会
発

表
の

機
会

の
提

供
を

図
る

。
　

　（
3）

学
位

論
文

作
成

の
準

備
段

階
に

お
い

て
、

研
究

計
画

書
の

作
成

や
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

、
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

立
案

・
実

施
能

力
な

ど
の

涵
養

に
資

す
る

教
育

を
組

織
的

に
実

施
す

る
。

　
　（

4）
単

位
の

認
定

に
あ

た
っ

て
は

明
確

な
基

準
の

下
で

厳
格

な
成

績
評

価
を

行
い

、
と

り
わ

け
学

位
審

査
を

厳
正

に
行

う
。

　（
大
学
院
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
大

学
院

課
程

教
育

に
お

い
て

は
、

適
切

な
教

育
課

程
を

編
成

し
、

標
準

修
業

年
限

を
目

標
に

し
て

学
生

が「
学

位
授

与
の

方
針

」に
か

な
う

学
力

や
資

質
と

能
力

を
獲

得
で

き
る

高
度

な
教

育
を

実
施

す
る（

大
学

院
課

程
の「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」）
。

　（
大
学
院
課
程
教
育
の
編
成
と
実
施
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
大

学
院

修
士

課
程

に
あ

っ
て

は「
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
」に

基
づ

く
質

の
高

い
教

育
を

実
施

す
る

た
め

、
各

研
究

科
が

基
本

単
位

と
な

り
、

専
攻

間
の

協
力

・
連

携
に

よ
っ

て
、

以
下

の
内

容
を

含
む

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
　

①
専

門
分

野
に

関
す

る
専

門
的

知
識

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
体

系
的

な
教

育
　

　
　

②
幅

広
い

視
野

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
関

連
領

域
に

関
す

る
教

育
　

　
　

③
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
必

要
な

能
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

の
教

育
　

　
　

④
大

学
院

博
士

課
程

へ
進

学
し

て
研

究
者

を
目

指
す

た
め

の
教

育
　

　
○

大
学

院
博

士
課

程
教

育
に

あ
っ

て
は

以
下

の
点

に
留

意
し

た
質

の
高

い
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

　
　

　
①

専
門

分
野

に
お

け
る

深
い

洞
察

力
の

修
得

　
　

　
②

関
連

分
野

へ
の

理
解

及
び

、
そ

れ
を

活
用

で
き

る
能

力
の

研
鑽

　
　

　
③

自
立

し
て

研
究

を
遂

行
で

き
る

研
究

能
力

の
修

得

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
修

士
課

程（
博

士
前

期
課

程
）に

お
け

る「
学

位
授

与
の

方
針

」を
十

分
に

理
解

し
た

意
欲

あ
る

学
生

を
募

り
、「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」に
基

づ
い

た
教

育
を

受
け

る
こ

と
が

可
能

な
学

力
、

能
力

を
備

え
た

学
生

を
選

抜
す

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
学

士
課

程
で

専
門

分
野

の
基

礎
的

教
育

を
十

分
に

修
得

し
た

学
生

を
受

入
れ

る
。

ま
た

、
大

学
の

国
際

化
・

国
際

貢
献

と
い

う
観

点
か

ら
留

学
生

を
積

極
的

に
受

入
れ

る
ほ

か
、

学
士

課
程

で
他

分
野

を
修

得
し

た
学

生
の

受
入

れ
、

研
究

能
力

を
高

め
よ

う
と

す
る

現
職

社
会

人
の

受
入

れ
に

も
十

分
配

慮
す

る（
大

学
院

修
士

課
程

の「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」）
。

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
受
入
れ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
措
置
）

　
　

○
各

研
究

科
は「

入
学

者
受

入
れ

の
方

針
」を

公
開

、
周

知
す

る
。

意
欲

あ
る

優
秀

な
学

生
を

受
入

れ
る

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
攻

に
所

属
す

る
教

員
の

魅
力

あ
る

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
す

る
。

　
　

○
留

学
生

受
入

れ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
充

実
を

図
る

ほ
か

、
と

く
に

理
工

学
研

究
科

に
あ

っ
て

は
、

学
士

課
程

を
卒

業
し

た
学

生
が

引
き

続
き

大
学

院
に

進
学

す
る

こ
と

を
奨

励
す

る
。

【
第
２
期
】
埼
玉
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
一
覧
表

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

○
博

士
課

程（
博

士
後

期
課

程
）の

入
学

者
の

受
入

れ
に

あ
っ

て
は

、
人

文
社

会
科

学
研

究
科

で
は

、
主

と
し

て
専

門
的

知
識

・
能

力
を

持
ち

高
度

専
門

職
業

人
と

し
て

実
績

の
あ

る
社

会
人

及
び

留
学

生
を

受
け

入
れ

、
理

工
学

研
究

科
で

は
、
留

学
生

を
含

め
、
主

と
し

て
高

度
な

専
門

的
知

識
・

能
力

を
備

え
た

修
士

課
程（

博
士

前
期

課
程

）修
了

者
及

び
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
実

績
の

あ
る

社
会

人
を

受
け

入
れ

る（
大

学
院

博
士

課
程

の「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」）
。

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
基
本
組
織
の
編
成
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

部
を

学
士

課
程

教
育

の
基

本
組

織
と

し
、
適

切
な

教
職

員
の

配
置

を
行

う
。

各
学

部
は

相
互

に
連

携
、
協

力
し

て
学

士
課

程
教

育
を

実
施

す
る

。
　

　
○

大
学

院
研

究
科

を
大

学
院

課
程

教
育

の
基

本
組

織
と

し
、
適

切
な

教
職

員
の

配
置

を
行

う
。
各

研
究

科
で

は
、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
攻

が
相

互
に

連
携

、
協

力
し

て
大

学
院

課
程

教
育

を
実

施
す

る
。

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
基
本
組
織
の
編
成
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
各

学
部

の
相

互
協

力
を

図
る

た
め

、
教

育
企

画
室

を
置

き
、
学

部
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

等
と

密
接

に
連

携
し

て
、
学

士
課

程
教

育
全

般
の

企
画

と
調

整
を

行
う

。
　

　
○

大
学

院
課

程
教

育
の

企
画

と
実

施
の

た
め

各
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
置

き
、
各

専
攻

の
教

育
実

施
組

織
と

密
接

に
連

携
し

て
、
教

育
に

関
す

る
相

互
協

力
を

図
る

。
　

　
　

　
○

各
学

部（
学

科
）、

研
究

科（
専

攻
）等

に
お

け
る

授
業

数
と

受
講

者
数

の
状

況
等

を
把

握
し

、
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
教

職
員

の
配

置
が

適
切

で
あ

る
か

の
検

討
を

行
い

、
必

要
が

あ
れ

ば
教

職
員

の
配

置
を

見
直

す
。

　
　

○
理

工
系

人
材

育
成

の
量

的
・

質
的

強
化

に
向

け
て

、
学

科
の

大
括

り
化

な
ど

理
工

系
人

材
育

成
に

必
要

な
教

育
組

織
の

再
編

に
向

け
、
理

学
部

、
工

学
部

に
お

い
て

学
部

修
士

6年
一

貫
教

育
を

基
本

と
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

導
入

等
を

行
う

。
　

　
○

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、
学

内
資

源
の

再
配

分
に

よ
り

、
修

士
課

程
の

学
生

を
増

員
し

、
学

部
修

士
6年

一
貫

教
育

を
基

本
と

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
導

入
等

理
工

系
人

材
育

成
の

質
的

強
化

を
図

る
。

　
　

○
人

社
系

人
材

育
成

の
質

的
強

化
に

向
け

、
文

化
科

学
研

究
科

と
経

済
科

学
研

究
科

を
再

編
・

統
合

し
た

人
文

社
会

科
学

研
究

科（
仮

称
）の

平
成

27
年

度
の

設
置

に
向

け
て

、
教

養
学

部
、
経

済
学

部
の

所
属

教
員

の
集

約
等

に
取

り
組

む
。

　
　

○
教

員
養

成
の

質
的

強
化

に
向

け
て

、
教

育
学

部
の

入
学

定
員

を
縮

減
し

、
小

学
校

教
員

養
成

に
特

化
し

た
コ

ー
ス

を
平

成
27

年
度

ま
で

に
編

成
す

る
と

と
も

に
、
教

職
大

学
院

の
平

成
２

８
年

度
の

設
置

に
向

け
て

、
実

践
型

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
充

実
等

の
体

制
整

備
を

行
う

。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
埼

玉
大

学
の「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」に
基

づ
く

質
の

高
い

教
育

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
教

育
環

境
を

整
備

す
る

。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
講

義
室

、
実

験
室

、
研

究
室

等
の

状
態

を
定

期
的

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
必

要
な

改
善

を
図

る
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

22
年

度
に

教
育

環
境

の
整

備
に

関
す

る
中

期
目

標
期

間
の

基
本

計
画

を
策

定
し

、
年

次
毎

の
計

画
整

備
を

行
う

。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
教

育
を

実
施

す
る

す
べ

て
の

基
本

組
織

に
お

い
て

FD
活

動
の

充
実

を
図

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、
大

学
が

一
体

と
な

り
組

織
的

か
つ

継
続

的
に

教
育

の
質

の
改

善
、
向

上
を

目
指

す
。

　
　

○
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

、
学

生
の

就
学

状
況

の
把

握
な

ど
を

通
じ

て
、
各

教
員

は
担

当
す

る
教

育
の

内
容

や
方

法
の

質
の

改
善

を
図

る
。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
全

学
FD

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

、
大

学
が

一
体

と
な

っ
て

FD
活

動
を

推
進

す
る

。
各

学
部

、
研

究
科

の
FD

委
員

会
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
等

と
密

接
に

連
携

し
て

教
育

の
質

の
改

善
策

を
図

る
。
ま

た
、
毎

年
、
す

べ
て

の
教

員
が

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
点

検
し

た
結

果
を

教
員

活
動

報
告

書
に

記
載

し
て

提
出

す
る

と
と

も
に

、
必

要
な

質
の

改
善

策
を

講
じ

る
。

　
　

○
各

学
期

に
、
全

授
業

科
目

を
対

象
に

し
た

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
、
そ

の
結

果
を

担
当

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
教

育
企

画
室

で
は

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
結

果
及

び
就

学
状

況
を

分
析

し
て

、
教

育
の

質
の

改
善

策
に

資
す

る
。

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標

　（
学
生
の
学
習
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

生
が

埼
玉

大
学

の「
学

位
授

与
の

方
針

」に
基

づ
く

教
育

成
果

基
準

の
目

標
に

到
達

で
き

る
よ

う
に

必
要

な
支

援
を

行
う

。

　（
学
生
の
生
活
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

生
が

学
業

に
集

中
し

、
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
な

支
援

を
行

う
。
ま

た
卒

業
後

の
進

路
に

関
し

て
必

要
な

支
援

と
指

導
を

行
う

。

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
学
生
の
学
習
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
図

書
館

、
自

習
室

等
、
学

生
が

自
主

的
に

学
習

で
き

る
場

所
の

確
保

と
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
す

べ
て

の
教

員
が

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
定

し
、
き

め
細

か
い

履
修

指
導

の
体

制
を

整
え

る
。

　（
学
生
の
生
活
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
学

生
生

活
全

般
に

わ
た

る
指

導
・

相
談

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
必

要
な

情
報

を
提

供
す

る
。
ま

た
、
学

生
宿

舎
の

整
備

、
授

業
料

免
除

、
T
A

制
度

な
ど

の
活

用
に

よ
り

、
学

生
が

学
業

に
集

中
で

き
る

た
め

の
必

要
な

経
済

支
援

を
行

う
。

　
　

○
全

学
的

な
就

職
支

援
体

制
を

整
備

し
、
各

学
部

・
研

究
科

の
進

路
指

導
委

員
会

等
と

連
携

し
て

、
就

職
支

援
活

動
を

強
化

す
る

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
大

学
と

し
て

定
め

る
重

点
研

究
拠

点
に

お
い

て
世

界
水

準
の

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
さ

ま
ざ

ま
な

学
術

領
域

に
お

け
る

基
盤

的
研

究
を

推
進

し
、
我

が
国

に
お

け
る

学
術

研
究

の
発

展
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
研

究
機

構
に

設
置

し
た

脳
末

梢
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
を

重
点

研
究

拠
点

と
し

て
整

備
し

、
世

界
水

準
の

研
究

を
推

進
す

る
。

　
　

○
重

点
研

究
拠

点
と

し
て

理
工

学
研

究
科

に
戦

略
的

研
究

部
門

を
設

置
し

、
強

み
を

有
す

る
ラ

イ
フ

・
ナ

ノ
バ

イ
オ

、
グ

リ
ー

ン
・

環
境

、
感

性
認

知
支

援
領

域
へ

の
資

源
集

中
、
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

研
究

の
展

開
に

よ
り

、
学

術
研

究
の

発
展

に
貢

献
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。
　

　
○

全
学

的
に

研
究

環
境

を
整

備
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

学
術

領
域

に
お

け
る

基
礎

研
究

及
び

基
盤

的
研

究
の

進
展

を
組

織
的

に
図

る
と

と
も

に
、
独

創
的

、
萌

芽
的

先
端

研
究

を
育

成
し

、
世

界
水

準
の

研
究

成
果

が
見

込
ま

れ
る

研
究

に
つ

い
て

は
、
必

要
な

研
究

支
援

措
置

を
と

る
。

　
　

○
地

域
産

学
官

連
携

拠
点

の
形

成
を

目
指

し
、
中

核
機

関
と

し
て

、
拠

点
に

お
け

る
研

究
課

題
に

つ
い

て
中

心
的

役
割

を
果

た
す

。

　（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
現

代
的

課
題

の
解

決
に

資
す

る
研

究
成

果
を

積
極

的
に

公
開

し
、
社

会
に

還
元

す
る

。

　（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
現

代
的

課
題

の
解

決
に

関
連

す
る

研
究

成
果

を
研

究
機

構
に

お
い

て
集

約
し

、
研

究
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
効

果
的

に
情

報
発

信
す

る
。

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

す
る

産
学

官
連

携
活

動
を

強
化

し
、
大

学
に

お
け

る
研

究
シ

ー
ズ

と
社

会
的

ニ
ー

ズ
と

の
積

極
的

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

り
、
共

同
研

究
等

を
推

進
す

る
。
さ

ら
に

、
大

学
に

お
け

る
知

的
財

産
の

活
用

及
び

技
術

移
転

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

　
　

○
研

究
機

構
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
研

究
成

果
の

社
会

還
元

を
図

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
研

究
実

施
体

制
の

整
備

と
研

究
機

能
の

高
度

化
を

図
る

た
め

、
戦

略
的

観
点

か
ら

研
究

者
の

重
点

的
配

置
を

行
う

。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
そ

れ
ぞ

れ
の

学
術

領
域

に
お

け
る

研
究

の
推

進
に

配
慮

し
つ

つ
、
大

学
の

研
究

戦
略

に
即

し
た

重
点

的
な

研
究

環
境

整
備

を
行

う
。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

長
の

主
導

の
も

と
に

重
点

研
究

拠
点

に
必

要
な

研
究

者
の

配
置

を
行

う
。

　
　

○
理

化
学

研
究

所
、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

等
の

外
部

研
究

機
関

と
の

連
携

研
究

協
定

に
基

づ
く

連
携

教
員

や
、
政

府
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

る
客

員
教

員
を

重
点

的
に

配
置

す
る

。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、
研

究
ス

ペ
ー

ス
・

設
備

な
ど

を
整

備
す

る
。

　
　

○
研

究
活

動
を

実
施

す
る

上
で

重
要

な
学

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

及
び

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
向

上
や

、
学

術
研

究
成

果
情

報
の

発
信

体
制

の
整

備
を

行
う

。
　

　
○

重
点

研
究

拠
点

に
対

し
て

、
研

究
ス

ペ
ー

ス
、
研

究
費

な
ど

の
効

果
的

配
置

・
配

分
を

行
う

と
と

も
に

、
教

育
研

究
以

外
の

業
務

軽
減

措
置

に
よ

り
、
研

究
推

進
に

資
す

る
環

境
を

整
備

す
る

。

　（
研
究
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
独

創
的

研
究

を
促

し
、
相

互
啓

発
の

環
境

を
醸

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
の

質
の

向
上

を
目

指
す

。

　（
研
究
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

内
の

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
推

進
単

位
に

お
い

て
PD

CA
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

研
究

の
質

の
向

上
を

図
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
。

　
　

○
研

究
ス

ペ
ー

ス
や

研
究

費
等

の
研

究
資

源
の

一
部

に
つ

い
て

、
研

究
の

成
果

に
基

づ
く

競
争

的
配

分
を

行
う

。
　

　
○

重
点

研
究

拠
点

等
に

お
い

て
、
世

界
的

研
究

機
関

や
研

究
者

と
の

共
同

研
究

等
を

積
極

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
連

携
研

究
機

関
と

の
連

携
を

さ
ら

に
強

化
す

る
な

ど
、
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

の
研

究
者

と
の

研
鑽

に
よ

っ
て

研
究

の
質

の
向

上
を

図
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

○
博

士
課

程（
博

士
後

期
課

程
）の

入
学

者
の

受
入

れ
に

あ
っ

て
は

、
人

文
社

会
科

学
研

究
科

で
は

、
主

と
し

て
専

門
的

知
識

・
能

力
を

持
ち

高
度

専
門

職
業

人
と

し
て

実
績

の
あ

る
社

会
人

及
び

留
学

生
を

受
け

入
れ

、
理

工
学

研
究

科
で

は
、
留

学
生

を
含

め
、
主

と
し

て
高

度
な

専
門

的
知

識
・

能
力

を
備

え
た

修
士

課
程（

博
士

前
期

課
程

）修
了

者
及

び
高

度
専

門
職

業
人

と
し

て
実

績
の

あ
る

社
会

人
を

受
け

入
れ

る（
大

学
院

博
士

課
程

の「
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

」）
。

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
基
本
組
織
の
編
成
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

部
を

学
士

課
程

教
育

の
基

本
組

織
と

し
、
適

切
な

教
職

員
の

配
置

を
行

う
。

各
学

部
は

相
互

に
連

携
、
協

力
し

て
学

士
課

程
教

育
を

実
施

す
る

。
　

　
○

大
学

院
研

究
科

を
大

学
院

課
程

教
育

の
基

本
組

織
と

し
、
適

切
な

教
職

員
の

配
置

を
行

う
。
各

研
究

科
で

は
、
そ

れ
ぞ

れ
の

専
攻

が
相

互
に

連
携

、
協

力
し

て
大

学
院

課
程

教
育

を
実

施
す

る
。

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
基
本
組
織
の
編
成
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
各

学
部

の
相

互
協

力
を

図
る

た
め

、
教

育
企

画
室

を
置

き
、
学

部
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

等
と

密
接

に
連

携
し

て
、
学

士
課

程
教

育
全

般
の

企
画

と
調

整
を

行
う

。
　

　
○

大
学

院
課

程
教

育
の

企
画

と
実

施
の

た
め

各
研

究
科

に
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
委

員
会

を
置

き
、
各

専
攻

の
教

育
実

施
組

織
と

密
接

に
連

携
し

て
、
教

育
に

関
す

る
相

互
協

力
を

図
る

。
　

　
　

　
○

各
学

部（
学

科
）、

研
究

科（
専

攻
）等

に
お

け
る

授
業

数
と

受
講

者
数

の
状

況
等

を
把

握
し

、
改

善
を

図
る

と
と

も
に

、
教

職
員

の
配

置
が

適
切

で
あ

る
か

の
検

討
を

行
い

、
必

要
が

あ
れ

ば
教

職
員

の
配

置
を

見
直

す
。

　
　

○
理

工
系

人
材

育
成

の
量

的
・

質
的

強
化

に
向

け
て

、
学

科
の

大
括

り
化

な
ど

理
工

系
人

材
育

成
に

必
要

な
教

育
組

織
の

再
編

に
向

け
、
理

学
部

、
工

学
部

に
お

い
て

学
部

修
士

6年
一

貫
教

育
を

基
本

と
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

導
入

等
を

行
う

。
　

　
○

学
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
、
学

内
資

源
の

再
配

分
に

よ
り

、
修

士
課

程
の

学
生

を
増

員
し

、
学

部
修

士
6年

一
貫

教
育

を
基

本
と

し
た

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
導

入
等

理
工

系
人

材
育

成
の

質
的

強
化

を
図

る
。

　
　

○
人

社
系

人
材

育
成

の
質

的
強

化
に

向
け

、
文

化
科

学
研

究
科

と
経

済
科

学
研

究
科

を
再

編
・

統
合

し
た

人
文

社
会

科
学

研
究

科（
仮

称
）の

平
成

27
年

度
の

設
置

に
向

け
て

、
教

養
学

部
、
経

済
学

部
の

所
属

教
員

の
集

約
等

に
取

り
組

む
。

　
　

○
教

員
養

成
の

質
的

強
化

に
向

け
て

、
教

育
学

部
の

入
学

定
員

を
縮

減
し

、
小

学
校

教
員

養
成

に
特

化
し

た
コ

ー
ス

を
平

成
27

年
度

ま
で

に
編

成
す

る
と

と
も

に
、
教

職
大

学
院

の
平

成
２

８
年

度
の

設
置

に
向

け
て

、
実

践
型

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
充

実
等

の
体

制
整

備
を

行
う

。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
埼

玉
大

学
の「

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

」に
基

づ
く

質
の

高
い

教
育

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
教

育
環

境
を

整
備

す
る

。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
講

義
室

、
実

験
室

、
研

究
室

等
の

状
態

を
定

期
的

に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
必

要
な

改
善

を
図

る
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
○

平
成

22
年

度
に

教
育

環
境

の
整

備
に

関
す

る
中

期
目

標
期

間
の

基
本

計
画

を
策

定
し

、
年

次
毎

の
計

画
整

備
を

行
う

。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
教

育
を

実
施

す
る

す
べ

て
の

基
本

組
織

に
お

い
て

FD
活

動
の

充
実

を
図

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
と

と
も

に
、
大

学
が

一
体

と
な

り
組

織
的

か
つ

継
続

的
に

教
育

の
質

の
改

善
、
向

上
を

目
指

す
。

　
　

○
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

、
学

生
の

就
学

状
況

の
把

握
な

ど
を

通
じ

て
、
各

教
員

は
担

当
す

る
教

育
の

内
容

や
方

法
の

質
の

改
善

を
図

る
。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
全

学
FD

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

、
大

学
が

一
体

と
な

っ
て

FD
活

動
を

推
進

す
る

。
各

学
部

、
研

究
科

の
FD

委
員

会
は

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

委
員

会
等

と
密

接
に

連
携

し
て

教
育

の
質

の
改

善
策

を
図

る
。
ま

た
、
毎

年
、
す

べ
て

の
教

員
が

教
育

の
実

施
状

況
に

つ
い

て
点

検
し

た
結

果
を

教
員

活
動

報
告

書
に

記
載

し
て

提
出

す
る

と
と

も
に

、
必

要
な

質
の

改
善

策
を

講
じ

る
。

　
　

○
各

学
期

に
、
全

授
業

科
目

を
対

象
に

し
た

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
を

実
施

し
、
そ

の
結

果
を

担
当

教
員

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
教

育
企

画
室

で
は

学
生

に
よ

る
授

業
評

価
結

果
及

び
就

学
状

況
を

分
析

し
て

、
教

育
の

質
の

改
善

策
に

資
す

る
。

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標

　（
学
生
の
学
習
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

生
が

埼
玉

大
学

の「
学

位
授

与
の

方
針

」に
基

づ
く

教
育

成
果

基
準

の
目

標
に

到
達

で
き

る
よ

う
に

必
要

な
支

援
を

行
う

。

　（
学
生
の
生
活
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

生
が

学
業

に
集

中
し

、
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

た
め

に
必

要
な

支
援

を
行

う
。
ま

た
卒

業
後

の
進

路
に

関
し

て
必

要
な

支
援

と
指

導
を

行
う

。

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
学
生
の
学
習
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
図

書
館

、
自

習
室

等
、
学

生
が

自
主

的
に

学
習

で
き

る
場

所
の

確
保

と
整

備
を

図
る

と
と

も
に

、
す

べ
て

の
教

員
が

オ
フ

ィ
ス

ア
ワ

ー
を

設
定

し
、
き

め
細

か
い

履
修

指
導

の
体

制
を

整
え

る
。

　（
学
生
の
生
活
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、
学

生
生

活
全

般
に

わ
た

る
指

導
・

相
談

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、
必

要
な

情
報

を
提

供
す

る
。
ま

た
、
学

生
宿

舎
の

整
備

、
授

業
料

免
除

、
T
A

制
度

な
ど

の
活

用
に

よ
り

、
学

生
が

学
業

に
集

中
で

き
る

た
め

の
必

要
な

経
済

支
援

を
行

う
。

　
　

○
全

学
的

な
就

職
支

援
体

制
を

整
備

し
、
各

学
部

・
研

究
科

の
進

路
指

導
委

員
会

等
と

連
携

し
て

、
就

職
支

援
活

動
を

強
化

す
る

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
大

学
と

し
て

定
め

る
重

点
研

究
拠

点
に

お
い

て
世

界
水

準
の

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、
さ

ま
ざ

ま
な

学
術

領
域

に
お

け
る

基
盤

的
研

究
を

推
進

し
、
我

が
国

に
お

け
る

学
術

研
究

の
発

展
に

貢
献

す
る

こ
と

を
目

指
す

。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
研

究
機

構
に

設
置

し
た

脳
末

梢
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
及

び
環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
を

重
点

研
究

拠
点

と
し

て
整

備
し

、
世

界
水

準
の

研
究

を
推

進
す

る
。

　
　

○
重

点
研

究
拠

点
と

し
て

理
工

学
研

究
科

に
戦

略
的

研
究

部
門

を
設

置
し

、
強

み
を

有
す

る
ラ

イ
フ

・
ナ

ノ
バ

イ
オ

、
グ

リ
ー

ン
・

環
境

、
感

性
認

知
支

援
領

域
へ

の
資

源
集

中
、
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
な

研
究

の
展

開
に

よ
り

、
学

術
研

究
の

発
展

に
貢

献
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。
　

　
○

全
学

的
に

研
究

環
境

を
整

備
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

学
術

領
域

に
お

け
る

基
礎

研
究

及
び

基
盤

的
研

究
の

進
展

を
組

織
的

に
図

る
と

と
も

に
、
独

創
的

、
萌

芽
的

先
端

研
究

を
育

成
し

、
世

界
水

準
の

研
究

成
果

が
見

込
ま

れ
る

研
究

に
つ

い
て

は
、
必

要
な

研
究

支
援

措
置

を
と

る
。

　
　

○
地

域
産

学
官

連
携

拠
点

の
形

成
を

目
指

し
、
中

核
機

関
と

し
て

、
拠

点
に

お
け

る
研

究
課

題
に

つ
い

て
中

心
的

役
割

を
果

た
す

。

　（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
現

代
的

課
題

の
解

決
に

資
す

る
研

究
成

果
を

積
極

的
に

公
開

し
、
社

会
に

還
元

す
る

。

　（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
現

代
的

課
題

の
解

決
に

関
連

す
る

研
究

成
果

を
研

究
機

構
に

お
い

て
集

約
し

、
研

究
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
効

果
的

に
情

報
発

信
す

る
。

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

す
る

産
学

官
連

携
活

動
を

強
化

し
、
大

学
に

お
け

る
研

究
シ

ー
ズ

と
社

会
的

ニ
ー

ズ
と

の
積

極
的

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

り
、
共

同
研

究
等

を
推

進
す

る
。
さ

ら
に

、
大

学
に

お
け

る
知

的
財

産
の

活
用

及
び

技
術

移
転

を
積

極
的

に
推

進
す

る
。

　
　

○
研

究
機

構
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
研

究
成

果
の

社
会

還
元

を
図

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
研

究
実

施
体

制
の

整
備

と
研

究
機

能
の

高
度

化
を

図
る

た
め

、
戦

略
的

観
点

か
ら

研
究

者
の

重
点

的
配

置
を

行
う

。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
そ

れ
ぞ

れ
の

学
術

領
域

に
お

け
る

研
究

の
推

進
に

配
慮

し
つ

つ
、
大

学
の

研
究

戦
略

に
即

し
た

重
点

的
な

研
究

環
境

整
備

を
行

う
。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

長
の

主
導

の
も

と
に

重
点

研
究

拠
点

に
必

要
な

研
究

者
の

配
置

を
行

う
。

　
　

○
理

化
学

研
究

所
、
産

業
技

術
総

合
研

究
所

、
埼

玉
県

環
境

科
学

国
際

セ
ン

タ
ー

等
の

外
部

研
究

機
関

と
の

連
携

研
究

協
定

に
基

づ
く

連
携

教
員

や
、
政

府
機

関
等

と
の

連
携

に
よ

る
客

員
教

員
を

重
点

的
に

配
置

す
る

。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、
研

究
ス

ペ
ー

ス
・

設
備

な
ど

を
整

備
す

る
。

　
　

○
研

究
活

動
を

実
施

す
る

上
で

重
要

な
学

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

整
備

及
び

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
向

上
や

、
学

術
研

究
成

果
情

報
の

発
信

体
制

の
整

備
を

行
う

。
　

　
○

重
点

研
究

拠
点

に
対

し
て

、
研

究
ス

ペ
ー

ス
、
研

究
費

な
ど

の
効

果
的

配
置

・
配

分
を

行
う

と
と

も
に

、
教

育
研

究
以

外
の

業
務

軽
減

措
置

に
よ

り
、
研

究
推

進
に

資
す

る
環

境
を

整
備

す
る

。

　（
研
究
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
独

創
的

研
究

を
促

し
、
相

互
啓

発
の

環
境

を
醸

成
す

る
こ

と
に

よ
り

、
研

究
の

質
の

向
上

を
目

指
す

。

　（
研
究
の
質
の
向
上
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

内
の

そ
れ

ぞ
れ

の
研

究
推

進
単

位
に

お
い

て
PD

CA
サ

イ
ク

ル
に

よ
る

研
究

の
質

の
向

上
を

図
る

シ
ス

テ
ム

を
導

入
す

る
。

　
　

○
研

究
ス

ペ
ー

ス
や

研
究

費
等

の
研

究
資

源
の

一
部

に
つ

い
て

、
研

究
の

成
果

に
基

づ
く

競
争

的
配

分
を

行
う

。
　

　
○

重
点

研
究

拠
点

等
に

お
い

て
、
世

界
的

研
究

機
関

や
研

究
者

と
の

共
同

研
究

等
を

積
極

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
連

携
研

究
機

関
と

の
連

携
を

さ
ら

に
強

化
す

る
な

ど
、
国

内
外

の
大

学
や

研
究

機
関

の
研

究
者

と
の

研
鑽

に
よ

っ
て

研
究

の
質

の
向

上
を

図
る

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
そ
の
他
の
目
標

　（
1）
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
産

学
官

連
携

や
地

域
社

会
と

の
連

携
を

強
化

し
、

首
都

圏
に

あ
る

国
立

大
学

と
し

て
の

特
性

を
活

か
し

、
社

会
の

期
待

に
応

え
る

大
学

を
目

指
す

。

　
３
　
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
他

大
学

や
企

業
、

地
方

自
治

体
等

の
多

様
な

社
会

セ
ク

タ
ー

と
連

携
し

、
地

域
社

会
や

産
業

の
発

展
、

地
域

文
化

の
発

展
に

貢
献

す
る

た
め

の
活

動
を

行
う

。
　

　
○

首
都

圏
に

お
け

る
地

域
社

会
や

地
域

住
民

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、

研
究

成
果

の
公

開
、

公
開

講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
、

広
報

誌
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
提

供
等

を
積

極
的

に
行

う
。

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

リ
エ

ゾ
ン

オ
フ

ィ
ス

機
能

を
強

化
し

、
地

域
産

業
の

発
展

を
通

じ
て

社
会

に
貢

献
す

る
。

　（
2）
国
際
化
に
関
す
る
目
標

　（
国
際
化
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
お

け
る

世
界

に
開

か
れ

た
大

学
と

し
て

、
学

生
の

相
互

交
流

や
、

研
究

者
の

国
際

的
連

携
を

推
進

し
て

大
学

の
国

際
化

を
図

る
と

と
も

に
、

人
類

が
抱

え
る

世
界

共
通

の
課

題
解

決
に

取
り

組
む

。

　（
2）
国
際
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
国
際
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
大

学
の

国
際

化
戦

略
を

定
め

、
全

学
的

な
体

制
を

強
化

し
て

重
点

的
に

国
際

化
を

推
進

す
る

。
　

　
○

海
外

の
大

学
、

研
究

機
関

と
の

戦
略

的
連

携
を

推
進

す
る

。
　

　
○

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

養
成

す
る

た
め

海
外

留
学

・
海

外
体

験
を

含
む

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
○

国
際

社
会

で
の

主
導

的
役

割
を

担
え

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
外

国
人

研
究

者
・

留
学

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
国

際
通

用
性

の
あ

る
融

合
一

体
型

の
特

別
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

　（
3）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
教

育
学

部
と

の
有

機
的

な
連

携
を

強
化

す
る

。
　

　
○

関
係

機
関

と
連

携
し

つ
つ

地
域

の
モ

デ
ル

校
と

し
て

の
業

務
を

推
進

す
る

。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
教

育
学

部
と

の
緊

密
な

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
附

属
学

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
に

、
運

営
改

善
を

図
る

。

　（
3）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
教

育
実

習
指

導
、

相
互

授
業

担
当

、
研

究
開

発
な

ど
を

教
育

学
部

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

　
　

○
研

修
支

援
、

研
究

成
果

公
開

、
教

育
相

談
、

情
報

発
信

な
ど

を
通

し
て

地
域

教
育

界
の

リ
ー

ダ
ー

役
を

果
た

す
と

と
も

に
、

埼
玉

県
教

育
委

員
会

、
さ

い
た

ま
市

教
育

委
員

会
と

連
携

し
て

研
究

調
査

等
を

行
う

。
ま

た
、

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
や

各
種

教
員

研
修

を
担

当
し

て
地

域
の

教
育

に
貢

献
す

る
。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

部
長

を
含

む
学

部
委

員
と

附
属

学
校

関
係

者
で

構
成

す
る

附
属

学
校

委
員

会
を

通
じ

て
、

円
滑

な
学

校
運

営
を

行
う

。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
法
人
運
営
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
法

人
本

部
の

組
織

全
般

の
基

盤
の

強
化

、
及

び
機

能
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
外

部
有

識
者

の
意

見
を

法
人

運
営

に
活

用
し

、
大

学
運

営
に

活
か

す
。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

基
づ

き
、

限
ら

れ
た

学
内

資
源

を
戦

略
的

に
配

分
す

る
。

　（
教
育
研
究
組
織
の
編
成
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
総

合
大

学
と

し
て

の
教

育
研

究
機

能
の

強
化

を
図

る
観

点
か

ら
知

の
高

度
化

に
見

合
っ

た
大

学
の

構
造

設
計

を
行

う
。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
法
人
運
営
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

よ
り

発
揮

で
き

る
よ

う
企

画
部

門
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

業
務

を
見

直
し

、
法

人
と

し
て

の
迅

速
な

判
断

が
容

易
と

な
る

よ
う

な
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
○

経
営

協
議

会
の

学
外

委
員

や
大

学
顧

問
等

の
学

外
有

識
者

と
の

、
諸

課
題

に
対

す
る

意
見

交
換

会
等

を
実

施
し

法
人

運
営

に
活

用
す

る
。

　
　

○
監

事
監

査
や

内
部

監
査

等
の

監
査

結
果

に
基

づ
く

運
営

改
善

提
言

を
法

人
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

長
裁

量
経

費
及

び
人

員
、

ス
ペ

ー
ス

を
十

分
に

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
内

資
源

を
効

果
的

に
配

分
す

る
。

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
で

、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
や

学
内

資
源

の
再

配
分

等
を

戦
略

的
・

重
点

的
に

行
う

。

　（
教
育
研
究
組
織
の
編
成
・
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

部
・

研
究

科
が

同
一

キ
ャ

ン
パ

ス
に

あ
る

利
点

を
活

用
し

つ
つ

、
学

部
・

研
究

科
の

枠
を

越
え

た
再

編
・

連
携

に
よ

る
大

学
改

革
を

実
現

す
る

た
め

、
相

互
が

有
機

的
に

関
連

す
る

総
合

大
学

の
構

築
を

目
指

し
、

全
学

的
な

学
内

資
源

の
再

配
分

・
 

　
　

重
点

化
を

行
う

。
　

　
○

適
切

な
教

員
構

成
に

配
慮

し
、

40
歳

未
満

の
若

手
教

員
の

雇
用

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
優

秀
な

若
手

教
員

の
活

躍
の

場
を

全
学

的
に

拡
大

し
、

教
育

研
究

を
活

性
化

す
る

た
め

、
若

手
教

員
の

雇
用

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
と

し
て

の
雇

用
を

、
平

成
27

年
度

に
は

若
手

教
員

の
比

率
が

20
％

程
度

と
な

る
よ

う
促

進
す

る
。

　
　

○
研

究
力

強
化

を
一

層
促

進
す

る
た

め
、

教
育

組
織

・
研

究
組

織
の

分
離

、
人

事
・

給
与

シ
ス

テ
ム

の
改

革
を

行
う

。
特

に
、

適
切

な
業

績
評

価
体

制
を

整
備

し
、

年
俸

制
を

導
入

・
促

進
す

る
。

な
お

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
に

つ
い

て
は

、
年

俸
制

導
入

等
に

関
す

る
計

画
に

基
づ

き
促

進
す

る
。

　（
男
女
共
同
参
画
等
の
推
進
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画（
第

2次
）（

平
成

17
年

12
月

閣
議

決
定

）等
を

踏
ま

え
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

向
け

た
取

組
み

等
を

推
進

す
る

。

　（
男
女
共
同
参
画
等
の
推
進
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
男

女
共

同
参

画
等

の
推

進
に

資
す

る
具

体
的

な
方

策
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
女

性
教

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

　
２
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
業

務
及

び
事

務
組

織
の

見
直

し
を

行
い

、
効

果
的

、
弾

力
的

な
事

務
体

制
と

す
る

。

　
２
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
業

務
・

規
定

を
見

直
す

な
ど

し
て

、
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
を

図
る

と
と

も
に

、
組

織
に

つ
い

て
相

互
協

力
体

制
を

敷
き

、
必

要
に

応
じ

係
等

を
超

え
た

流
動

的
な

職
員

の
配

置
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

円
滑

な
事

務
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
○

SD
研

修
を

中
心

と
し

た
研

修
体

系
を

策
定

し
、

実
施

す
る

。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
具

体
的

な
施

策
を

講
じ

て
外

部
研

究
資

金
等

の
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

及
び

採
択

状
況

の
詳

細
な

分
析

を
行

い
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
獲

得
額

を
増

す
た

め
の

戦
略

を
立

て
る

と
と

も
に

、
採

択
件

数
及

び
採

択
額

の
増

加
を

目
指

し
て

、
申

請
書

類
の

事
前

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

等
を

構
築

す
る

。
　

　
○

研
究

機
構

を
通

じ
て

、
各

種
競

争
的

研
究

資
金

の
公

募
情

報
等

を
教

員
に

き
め

細
か

く
周

知
し

て
申

請
の

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

競
争

的
資

金
獲

得
に

結
び

付
く

可
能

性
の

高
い

研
究

を
支

援
す

る
。

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
産

学
官

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
教

員
の

研
究

成
果

と
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

取
組

み
を

促
進

し
、

共
同

研
究

の
実

施
件

数
の

増
加

に
よ

る
外

部
研

究
資

金
獲

得
額

の
増

加
を

目
指

す
。

ま
た

、
知

的
財

産
の

創
出

と
そ

の
有

効
活

用
に

よ
る

自
己

収
入

の
増

加
の

た
め

、
知

的
財

産
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

知
的

財
産

活
用

や
技

術
移

転
等

の
取

組
み

を
推

進
す

る
。

　
　

○
教

育
・

研
究

活
動

等
の

一
層

の
強

化
と

充
実

を
図

る
た

め
の

事
業

資
金

を
確

保
す

る
た

め
、

関
係

者
の

幅
広

い
支

持
を

得
て

、
寄

附
金

を
戦

略
的

に
増

加
さ

せ
る

取
組

み
を

推
進

す
る

。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標

　（
1）
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標

　（
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○「
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」（

平
成

18
年

法
律

第
47

号
）に

基
づ

き
、

平
成

18
年

以
降

の
5年

間
に

お
い

て
国

家
公

務
員

に
準

じ
た

人
件

費
削

減
を

行
う

。
さ

ら
に

、「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
る

基
本

方
針

20
06

」（
平

成
18

年
7月

7日
閣

議
決

定
）

」に
基

づ
き

、
国

家
公

務
員

の
改

革
を

踏
ま

え
、

人
件

費
改

革
を

平
成

23
年

度
ま

で
継

続
す

る
。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○「
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」（

平
成

18
年

法
律

第
47

号
）に

基
づ

き
、

国
家

公
務

員
に

準
じ

た
人

件
費

改
革

に
取

り
組

み
、

平
成

18
年

度
か

ら
の

5年
間

に
お

い
て

、
△

5％
以

上
の

人
件

費
削

減
を

行
う

。
さ

ら
に

、「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
る

基
本

方
針

20
06

」（
平

成
18

年
7月

7日
閣

議
決

定
）に

基
づ

き
、

国
家

公
務

員
の

改
革

を
踏

ま
え

、
人

件
費

改
革

を
平

成
23

年
度

ま
で

継
続

す
る

と
と

も
に

、
人

員
の

効
率

的
運

用
に

努
め

人
件

費
を

削
減

す
る

。

　（
2）
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標

　（
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
業

務
運

営
の

効
率

化
・

合
理

化
を

進
め

、
管

理
的

経
費

の
削

減
を

図
る

。

　（
2）
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
複

数
年

契
約

の
拡

大
、

外
部

委
託

業
務

の
内

容
の

見
直

し
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
器

へ
の

更
新

に
よ

る
光

熱
水

量
の

節
減

な
ど

に
よ

り
管

理
的

経
費

を
削

減
す

る
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
そ
の
他
の
目
標

　（
1）
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
産

学
官

連
携

や
地

域
社

会
と

の
連

携
を

強
化

し
、

首
都

圏
に

あ
る

国
立

大
学

と
し

て
の

特
性

を
活

か
し

、
社

会
の

期
待

に
応

え
る

大
学

を
目

指
す

。

　
３
　
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
他

大
学

や
企

業
、

地
方

自
治

体
等

の
多

様
な

社
会

セ
ク

タ
ー

と
連

携
し

、
地

域
社

会
や

産
業

の
発

展
、

地
域

文
化

の
発

展
に

貢
献

す
る

た
め

の
活

動
を

行
う

。
　

　
○

首
都

圏
に

お
け

る
地

域
社

会
や

地
域

住
民

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

応
え

る
た

め
、

研
究

成
果

の
公

開
、

公
開

講
座

等
に

よ
る

学
習

機
会

の
提

供
、

広
報

誌
・

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
情

報
提

供
等

を
積

極
的

に
行

う
。

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

リ
エ

ゾ
ン

オ
フ

ィ
ス

機
能

を
強

化
し

、
地

域
産

業
の

発
展

を
通

じ
て

社
会

に
貢

献
す

る
。

　（
2）
国
際
化
に
関
す
る
目
標

　（
国
際
化
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

に
お

け
る

世
界

に
開

か
れ

た
大

学
と

し
て

、
学

生
の

相
互

交
流

や
、

研
究

者
の

国
際

的
連

携
を

推
進

し
て

大
学

の
国

際
化

を
図

る
と

と
も

に
、

人
類

が
抱

え
る

世
界

共
通

の
課

題
解

決
に

取
り

組
む

。

　（
2）
国
際
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
国
際
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
大

学
の

国
際

化
戦

略
を

定
め

、
全

学
的

な
体

制
を

強
化

し
て

重
点

的
に

国
際

化
を

推
進

す
る

。
　

　
○

海
外

の
大

学
、

研
究

機
関

と
の

戦
略

的
連

携
を

推
進

す
る

。
　

　
○

国
際

社
会

で
活

躍
す

る
人

材
を

養
成

す
る

た
め

海
外

留
学

・
海

外
体

験
を

含
む

特
別

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。
　

　
○

国
際

社
会

で
の

主
導

的
役

割
を

担
え

る
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
外

国
人

研
究

者
・

留
学

生
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

、
国

際
通

用
性

の
あ

る
融

合
一

体
型

の
特

別
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
す

る
。

　（
3）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
教

育
学

部
と

の
有

機
的

な
連

携
を

強
化

す
る

。
　

　
○

関
係

機
関

と
連

携
し

つ
つ

地
域

の
モ

デ
ル

校
と

し
て

の
業

務
を

推
進

す
る

。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
教

育
学

部
と

の
緊

密
な

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
附

属
学

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
に

、
運

営
改

善
を

図
る

。

　（
3）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
教

育
実

習
指

導
、

相
互

授
業

担
当

、
研

究
開

発
な

ど
を

教
育

学
部

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。

　
　

○
研

修
支

援
、

研
究

成
果

公
開

、
教

育
相

談
、

情
報

発
信

な
ど

を
通

し
て

地
域

教
育

界
の

リ
ー

ダ
ー

役
を

果
た

す
と

と
も

に
、

埼
玉

県
教

育
委

員
会

、
さ

い
た

ま
市

教
育

委
員

会
と

連
携

し
て

研
究

調
査

等
を

行
う

。
ま

た
、

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
開

発
や

各
種

教
員

研
修

を
担

当
し

て
地

域
の

教
育

に
貢

献
す

る
。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

部
長

を
含

む
学

部
委

員
と

附
属

学
校

関
係

者
で

構
成

す
る

附
属

学
校

委
員

会
を

通
じ

て
、

円
滑

な
学

校
運

営
を

行
う

。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
法
人
運
営
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
法

人
本

部
の

組
織

全
般

の
基

盤
の

強
化

、
及

び
機

能
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
外

部
有

識
者

の
意

見
を

法
人

運
営

に
活

用
し

、
大

学
運

営
に

活
か

す
。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

基
づ

き
、

限
ら

れ
た

学
内

資
源

を
戦

略
的

に
配

分
す

る
。

　（
教
育
研
究
組
織
の
編
成
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
総

合
大

学
と

し
て

の
教

育
研

究
機

能
の

強
化

を
図

る
観

点
か

ら
知

の
高

度
化

に
見

合
っ

た
大

学
の

構
造

設
計

を
行

う
。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
法
人
運
営
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

よ
り

発
揮

で
き

る
よ

う
企

画
部

門
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

業
務

を
見

直
し

、
法

人
と

し
て

の
迅

速
な

判
断

が
容

易
と

な
る

よ
う

な
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
○

経
営

協
議

会
の

学
外

委
員

や
大

学
顧

問
等

の
学

外
有

識
者

と
の

、
諸

課
題

に
対

す
る

意
見

交
換

会
等

を
実

施
し

法
人

運
営

に
活

用
す

る
。

　
　

○
監

事
監

査
や

内
部

監
査

等
の

監
査

結
果

に
基

づ
く

運
営

改
善

提
言

を
法

人
運

営
に

反
映

さ
せ

る
。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
配
分
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

長
裁

量
経

費
及

び
人

員
、

ス
ペ

ー
ス

を
十

分
に

確
保

す
る

こ
と

に
よ

り
、

学
内

資
源

を
効

果
的

に
配

分
す

る
。

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

下
で

、
教

育
研

究
組

織
の

再
編

成
や

学
内

資
源

の
再

配
分

等
を

戦
略

的
・

重
点

的
に

行
う

。

　（
教
育
研
究
組
織
の
編
成
・
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
学

部
・

研
究

科
が

同
一

キ
ャ

ン
パ

ス
に

あ
る

利
点

を
活

用
し

つ
つ

、
学

部
・

研
究

科
の

枠
を

越
え

た
再

編
・

連
携

に
よ

る
大

学
改

革
を

実
現

す
る

た
め

、
相

互
が

有
機

的
に

関
連

す
る

総
合

大
学

の
構

築
を

目
指

し
、

全
学

的
な

学
内

資
源

の
再

配
分

・
 

　
　

重
点

化
を

行
う

。
　

　
○

適
切

な
教

員
構

成
に

配
慮

し
、

40
歳

未
満

の
若

手
教

員
の

雇
用

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
優

秀
な

若
手

教
員

の
活

躍
の

場
を

全
学

的
に

拡
大

し
、

教
育

研
究

を
活

性
化

す
る

た
め

、
若

手
教

員
の

雇
用

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
と

し
て

の
雇

用
を

、
平

成
27

年
度

に
は

若
手

教
員

の
比

率
が

20
％

程
度

と
な

る
よ

う
促

進
す

る
。

　
　

○
研

究
力

強
化

を
一

層
促

進
す

る
た

め
、

教
育

組
織

・
研

究
組

織
の

分
離

、
人

事
・

給
与

シ
ス

テ
ム

の
改

革
を

行
う

。
特

に
、

適
切

な
業

績
評

価
体

制
を

整
備

し
、

年
俸

制
を

導
入

・
促

進
す

る
。

な
お

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
に

つ
い

て
は

、
年

俸
制

導
入

等
に

関
す

る
計

画
に

基
づ

き
促

進
す

る
。

　（
男
女
共
同
参
画
等
の
推
進
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
男

女
共

同
参

画
基

本
計

画（
第

2次
）（

平
成

17
年

12
月

閣
議

決
定

）等
を

踏
ま

え
、

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

向
け

た
取

組
み

等
を

推
進

す
る

。

　（
男
女
共
同
参
画
等
の
推
進
に
向
け
た
取
組
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
男

女
共

同
参

画
等

の
推

進
に

資
す

る
具

体
的

な
方

策
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
女

性
教

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

　
２
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
業

務
及

び
事

務
組

織
の

見
直

し
を

行
い

、
効

果
的

、
弾

力
的

な
事

務
体

制
と

す
る

。

　
２
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
業

務
・

規
定

を
見

直
す

な
ど

し
て

、
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
を

図
る

と
と

も
に

、
組

織
に

つ
い

て
相

互
協

力
体

制
を

敷
き

、
必

要
に

応
じ

係
等

を
超

え
た

流
動

的
な

職
員

の
配

置
等

を
行

う
こ

と
に

よ
り

円
滑

な
事

務
体

制
を

構
築

す
る

。
　

　
○

SD
研

修
を

中
心

と
し

た
研

修
体

系
を

策
定

し
、

実
施

す
る

。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
具

体
的

な
施

策
を

講
じ

て
外

部
研

究
資

金
等

の
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
科

学
研

究
費

補
助

金
の

申
請

及
び

採
択

状
況

の
詳

細
な

分
析

を
行

い
、

科
学

研
究

費
補

助
金

の
獲

得
額

を
増

す
た

め
の

戦
略

を
立

て
る

と
と

も
に

、
採

択
件

数
及

び
採

択
額

の
増

加
を

目
指

し
て

、
申

請
書

類
の

事
前

チ
ェ

ッ
ク

シ
ス

テ
ム

等
を

構
築

す
る

。
　

　
○

研
究

機
構

を
通

じ
て

、
各

種
競

争
的

研
究

資
金

の
公

募
情

報
等

を
教

員
に

き
め

細
か

く
周

知
し

て
申

請
の

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

競
争

的
資

金
獲

得
に

結
び

付
く

可
能

性
の

高
い

研
究

を
支

援
す

る
。

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
産

学
官

連
携

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
よ

る
教

員
の

研
究

成
果

と
企

業
等

の
ニ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
の

取
組

み
を

促
進

し
、

共
同

研
究

の
実

施
件

数
の

増
加

に
よ

る
外

部
研

究
資

金
獲

得
額

の
増

加
を

目
指

す
。

ま
た

、
知

的
財

産
の

創
出

と
そ

の
有

効
活

用
に

よ
る

自
己

収
入

の
増

加
の

た
め

、
知

的
財

産
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
に

よ
る

知
的

財
産

活
用

や
技

術
移

転
等

の
取

組
み

を
推

進
す

る
。

　
　

○
教

育
・

研
究

活
動

等
の

一
層

の
強

化
と

充
実

を
図

る
た

め
の

事
業

資
金

を
確

保
す

る
た

め
、

関
係

者
の

幅
広

い
支

持
を

得
て

、
寄

附
金

を
戦

略
的

に
増

加
さ

せ
る

取
組

み
を

推
進

す
る

。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標

　（
1）
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標

　（
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○「
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」（

平
成

18
年

法
律

第
47

号
）に

基
づ

き
、

平
成

18
年

以
降

の
5年

間
に

お
い

て
国

家
公

務
員

に
準

じ
た

人
件

費
削

減
を

行
う

。
さ

ら
に

、「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
る

基
本

方
針

20
06

」（
平

成
18

年
7月

7日
閣

議
決

定
）

」に
基

づ
き

、
国

家
公

務
員

の
改

革
を

踏
ま

え
、

人
件

費
改

革
を

平
成

23
年

度
ま

で
継

続
す

る
。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
人
件
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○「
簡

素
で

効
率

的
な

政
府

を
実

現
す

る
た

め
の

行
政

改
革

の
推

進
に

関
す

る
法

律
」（

平
成

18
年

法
律

第
47

号
）に

基
づ

き
、

国
家

公
務

員
に

準
じ

た
人

件
費

改
革

に
取

り
組

み
、

平
成

18
年

度
か

ら
の

5年
間

に
お

い
て

、
△

5％
以

上
の

人
件

費
削

減
を

行
う

。
さ

ら
に

、「
経

済
財

政
運

営
と

構
造

改
革

に
関

す
る

基
本

方
針

20
06

」（
平

成
18

年
7月

7日
閣

議
決

定
）に

基
づ

き
、

国
家

公
務

員
の

改
革

を
踏

ま
え

、
人

件
費

改
革

を
平

成
23

年
度

ま
で

継
続

す
る

と
と

も
に

、
人

員
の

効
率

的
運

用
に

努
め

人
件

費
を

削
減

す
る

。

　（
2）
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標

　（
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
業

務
運

営
の

効
率

化
・

合
理

化
を

進
め

、
管

理
的

経
費

の
削

減
を

図
る

。

　（
2）
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
人
件
費
以
外
の
経
費
の
削
減
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
複

数
年

契
約

の
拡

大
、

外
部

委
託

業
務

の
内

容
の

見
直

し
、

省
エ

ネ
ル

ギ
ー

機
器

へ
の

更
新

に
よ

る
光

熱
水

量
の

節
減

な
ど

に
よ

り
管

理
的

経
費

を
削

減
す

る
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
施

設
設

備
等

の
有

効
活

用
と

資
金

の
効

果
的

か
つ

安
全

性
を

考
慮

し
た

運
用

を
図

る
。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
及

び
設

備
の

共
同

利
用

並
び

に
リ

ユ
ー

ス
を

推
進

し
、

効
率

的
に

資
産

を
運

用
す

る
。

　
　

○
資

金
の

運
用

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
を

考
慮

し
つ

つ
、

効
果

的
に

運
用

す
る

。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
教

育
・

研
究

・
業

務
運

営
に

関
す

る
自

己
点

検
・

評
価

を
充

実
さ

せ
、

評
価

結
果

を
教

育
・

研
究

等
の

質
の

向
上

、
大

学
運

営
等

の
改

善
に

反
映

さ
せ

る
。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
評

価
結

果
に

基
づ

く
改

善
提

言
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
に

、
自

己
点

検
・

評
価

シ
ス

テ
ム

の
改

善
を

行
い

、
中

期
計

画
・

年
度

計
画

の
進

捗
状

況
管

理
や

自
己

点
検

・
評

価
の

作
業

の
一

層
の

効
率

化
を

図
る

と
と

も
に

、
PD

CA
サ

イ
ク

ル
を

確
立

さ
せ

る
。

　
２
　
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標

　（
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

大
学

の
教

育
研

究
等

の
活

動
や

成
果

等
に

関
す

る
情

報
を

効
果

的
に

発
信

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

積
極

的
に

情
報

発
信

を
行

う
広

報
活

動
を

推
進

し
、

大
学

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
る

。

　
２
　
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
大

学
の

情
報

公
開

や
情

報
発

信
体

制
を

確
立

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
広

報
誌

な
ど

を
活

用
し

た
広

報
活

動
を

活
性

化
す

る
。

　
　

○
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
関

す
る

情
報

を
一

元
化

し
て

発
信

す
る

体
制

を
強

化
す

る
。

　
　

○
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

を
拡

充
し

、
教

員
の

研
究

成
果

情
報

を
発

信
す

る
。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標

　（
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
形
成
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
施

設
及

び
設

備
の

整
備

計
画

に
基

づ
き

教
育

研
究

環
境

の
改

善
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
施

設
及

び
設

備
の

有
効

活
用

を
促

進
す

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

生
・

教
職

員
が

安
心

し
て

教
育

・
研

究
等

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

含
む

学
内

の
安

全
管

理
体

制
を

充
実

す
る

。

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標

　（
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
法
人
運
営
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
適

法
な

法
人

運
営

を
行

う
た

め
、

不
法

な
リ

ス
ク

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
を

確
立

す
る

。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
形
成
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

計
画

的
・

継
続

的
に

老
朽

化
し

た
施

設
及

び
設

備
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
大

学
等

間
の

連
携

使
用

を
推

進
す

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
安

全
管

理
体

制
の

再
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
定

期
的

に
学

内
教

育
研

究
施

設
等

の
安

全
点

検
を

実
施

す
る

。
　

　
○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

て
、

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

及
び

教
育

研
究

環
境

等
の

安
全

確
保

の
た

め
の

対
策

を
実

施
す

る
。

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
法
人
運
営
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
個

人
情

報
漏

洩
、

不
正

経
理

、
研

究
費

の
不

正
使

用
等

の
リ

ス
ク

に
係

る
内

部
牽

制
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

に
対

す
る

定
期

的
な

説
明

会
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

学
内

周
知

・
啓

発
を

行
う

。

Ⅵ
　
予
算（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）
、収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

　
　

別
紙

参
照

Ⅶ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
○
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
　

　
16

億
円

　
２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

　
　

運
営

費
交

付
金

の
受

け
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

緊
急

に
必

要
と

な
る

対
策

費
と

し
て

借
り

入
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
。

Ⅷ
　
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

　
○

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

す
る

計
画

　
　

宿
泊

施
設

・
管

理
人

宿
舎（

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
6－

3－
2）

の
土

地（
89

4.1
2㎡

）を
譲

渡
す

る
。

Ⅹ
　
そ
の
他

１
．施
設
・
整
備
に
関
す
る
計
画

施
設
・
設
備
に
関
す
る
計
画

施
設
・
設
備
の
内
容

予
定
額（
百
万
円
）

財
　
　
源

学
生

宿
舎

改
修

 他
、

総
額

施
設

整
備

費
補

助
金

 
（

14
7）

小
規

模
改

修
 

97
4

船
舶

建
造

費
補

助
金

 
（

  
0）

長
期

借
入

金
 

（
60

5）

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
 

（
22

2）

（
注

１
） 施

設
・

設
備

の
内

容
、

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
業

務
の

実
施

状
況

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

整
備

や
老

朽
度

合
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
改

修
等

が
追

加
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

（
注

２
）小

規
模

改
修

に
つ

い
て

平
成

22
年

度
以

降
は

21
年

度
同

額
と

し
て

試
算

し
て

い
る

。
　

　
　

 な
お

、
各

事
業

年
度

の
施

設
整

備
費

補
助

金
、

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
及

び
長

期
借

入
金

に
つ

い
て

は
、

事
業

の
進

展
等

に
よ

り
所

要
額

の
変

動
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

具
体

的
な

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
課

程
等

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
施

設
設

備
等

の
有

効
活

用
と

資
金

の
効

果
的

か
つ

安
全

性
を

考
慮

し
た

運
用

を
図

る
。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
及

び
設

備
の

共
同

利
用

並
び

に
リ

ユ
ー

ス
を

推
進

し
、

効
率

的
に

資
産

を
運

用
す

る
。

　
　

○
資

金
の

運
用

に
つ

い
て

は
、

安
全

性
を

考
慮

し
つ

つ
、

効
果

的
に

運
用

す
る

。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
教

育
・

研
究

・
業

務
運

営
に

関
す

る
自

己
点

検
・

評
価

を
充

実
さ

せ
、

評
価

結
果

を
教

育
・

研
究

等
の

質
の

向
上

、
大

学
運

営
等

の
改

善
に

反
映

さ
せ

る
。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
評

価
結

果
に

基
づ

く
改

善
提

言
の

実
効

性
を

高
め

る
た

め
に

、
自

己
点

検
・

評
価

シ
ス

テ
ム

の
改

善
を

行
い

、
中

期
計

画
・

年
度

計
画

の
進

捗
状

況
管

理
や

自
己

点
検

・
評

価
の

作
業

の
一

層
の

効
率

化
を

図
る

と
と

も
に

、
PD

CA
サ

イ
ク

ル
を

確
立

さ
せ

る
。

　
２
　
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標

　（
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

大
学

の
教

育
研

究
等

の
活

動
や

成
果

等
に

関
す

る
情

報
を

効
果

的
に

発
信

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

。
　

　
○

積
極

的
に

情
報

発
信

を
行

う
広

報
活

動
を

推
進

し
、

大
学

の
認

知
度

を
向

上
さ

せ
る

。

　
２
　
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
大

学
の

情
報

公
開

や
情

報
発

信
体

制
を

確
立

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
広

報
誌

な
ど

を
活

用
し

た
広

報
活

動
を

活
性

化
す

る
。

　
　

○
教

員
の

教
育

研
究

活
動

に
関

す
る

情
報

を
一

元
化

し
て

発
信

す
る

体
制

を
強

化
す

る
。

　
　

○
機

関
リ

ポ
ジ

ト
リ

を
拡

充
し

、
教

員
の

研
究

成
果

情
報

を
発

信
す

る
。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標

　（
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
形
成
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
施

設
及

び
設

備
の

整
備

計
画

に
基

づ
き

教
育

研
究

環
境

の
改

善
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
施

設
及

び
設

備
の

有
効

活
用

を
促

進
す

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
学

生
・

教
職

員
が

安
心

し
て

教
育

・
研

究
等

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

含
む

学
内

の
安

全
管

理
体

制
を

充
実

す
る

。

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標

　（
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
法
人
運
営
に
関
す
る
目
標
）

　
　

○
適

法
な

法
人

運
営

を
行

う
た

め
、

不
法

な
リ

ス
ク

の
発

生
を

防
止

す
る

た
め

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
を

確
立

す
る

。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
良
好
な
キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
の
形
成
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

計
画

的
・

継
続

的
に

老
朽

化
し

た
施

設
及

び
設

備
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
大

学
等

間
の

連
携

使
用

を
推

進
す

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
安

全
管

理
体

制
の

再
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
定

期
的

に
学

内
教

育
研

究
施

設
等

の
安

全
点

検
を

実
施

す
る

。
　

　
○

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
い

て
、

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

及
び

教
育

研
究

環
境

等
の

安
全

確
保

の
た

め
の

対
策

を
実

施
す

る
。

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
法
人
運
営
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　
　

○
個

人
情

報
漏

洩
、

不
正

経
理

、
研

究
費

の
不

正
使

用
等

の
リ

ス
ク

に
係

る
内

部
牽

制
体

制
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
教

職
員

に
対

す
る

定
期

的
な

説
明

会
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

よ
る

学
内

周
知

・
啓

発
を

行
う

。

Ⅵ
　
予
算（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）
、収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

　
　

別
紙

参
照

Ⅶ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
○
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
　

　
16

億
円

　
２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

　
　

運
営

費
交

付
金

の
受

け
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

緊
急

に
必

要
と

な
る

対
策

費
と

し
て

借
り

入
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
。

Ⅷ
　
重
要
な
財
産
を
譲
渡
し
、又
は
担
保
に
供
す
る
計
画

　
○

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

す
る

計
画

　
　

宿
泊

施
設

・
管

理
人

宿
舎（

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
6－

3－
2）

の
土

地（
89

4.1
2㎡

）を
譲

渡
す

る
。

Ⅹ
　
そ
の
他

１
．施
設
・
整
備
に
関
す
る
計
画

施
設
・
設
備
に
関
す
る
計
画

施
設
・
設
備
の
内
容

予
定
額（
百
万
円
）

財
　
　
源

学
生

宿
舎

改
修

 他
、

総
額

施
設

整
備

費
補

助
金

 
（

14
7）

小
規

模
改

修
 

97
4

船
舶

建
造

費
補

助
金

 
（

  
0）

長
期

借
入

金
 

（
60

5）

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
 

（
22

2）

（
注

１
） 施

設
・

設
備

の
内

容
、

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
業

務
の

実
施

状
況

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

整
備

や
老

朽
度

合
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
改

修
等

が
追

加
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

（
注

２
）小

規
模

改
修

に
つ

い
て

平
成

22
年

度
以

降
は

21
年

度
同

額
と

し
て

試
算

し
て

い
る

。
　

　
　

 な
お

、
各

事
業

年
度

の
施

設
整

備
費

補
助

金
、

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
及

び
長

期
借

入
金

に
つ

い
て

は
、

事
業

の
進

展
等

に
よ

り
所

要
額

の
変

動
が

予
想

さ
れ

る
た

め
、

具
体

的
な

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
課

程
等

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

２
．人

事
に

関
す

る
計

画

　
①

 総
人

件
費

改
革

の
実

行
計

画
を

踏
ま

え
、

人
員

の
効

率
的

運
用

に
努

め
、

国
家

公
務

員
に

準
じ

た
人

件
費

削
減

を
実

施
す

る
。

　
②

 各
学

部
、

各
研

究
科

等
は

、
相

互
に

連
携

、
協

力
し

て
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
業

務
の

見
直

し
を

推
進

し
、

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
・

研
究

及
び

大
学

運
営

に
適

切
に

対
応

で
き

る
効

果
的

・
弾

力
的

な
人

員
配

置
を

行
う

。
　

③
 男

女
共

同
参

画
等

の
取

り
組

み
を

推
進

し
、

若
手

、
女

性
教

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

　（
参

考
）中

期
目

標
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
　

47
，7

37
百

万
円（

退
職

手
当

は
除

く
）

３
．中

期
目

標
期

間
を

越
え

る
債

務
負

担

　（
長

期
借

入
金

）
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

長
期

借
入

金
償

還
金

（
民

間
金

融
機

関
）

0
24

24
24

24
24

12
0

48
5

60
5

（
注

）金
額

に
つ

い
て

は
、

見
込

額
で

あ
り

、
業

務
の

実
施

状
況

等
に

よ
り

変
更

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。

４
．積

立
金

の
使

途

　
○

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

に
つ

い
て

は
、

次
の

事
業

の
財

源
に

充
て

る
。

　
　

・
教

育
、

研
究

に
係

る
業

務
及

び
そ

の
附

帯
業

務
　

　
・

学
生

宿
舎

改
修

（
別

紙
）予

算（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

１
．予

　
算

平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
　
予
算
　
　
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　

　
分

金
　

　
額

収
　

入

　
運

営
費

交
付

金
36

,94
8

　
施

設
整

備
費

補
助

金
14

7

　
船

舶
建

造
費

補
助

金
0

　
国

立
大

学
財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

施
設

費
交

付
金

22
2

　
自

己
収

入
30

,85
2

　
　

授
業

料
及

び
入

学
料

検
定

料
収

入
30

,08
2

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

財
産

処
分

収
入

0

　
　

雑
収

入
77

0

　
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

4,4
45

　
長

期
借

入
金

収
入

60
5

計
73

,21
9

支
　

出

　
業

務
費

67
,80

0

　
　

教
育

研
究

経
費

67
,80

0

　
　

診
療

経
費

0

　
施

設
整

備
費

97
4

　
船

舶
建

造
費

0

　
産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
4,4

45

　
長

期
借

入
金

償
還

金
0

計
73

,21
9

〔
人

件
費

の
見

積
り

〕
　

中
期

目
標

期
間

中
総

額
47

,73
7百

万
円

を
支

出
す

る
。（

退
職

手
当

は
除

く
。）

　
　

注
） 人

件
費

の
見

積
り

に
つ

い
て

は
、

平
成

23
年

度
以

降
は

平
成

22
年

度
の

人
件

費
見

積
り

額
を

踏
ま

え
試

算
し

て
い

る
。

　
　

注
） 退

職
手

当
に

つ
い

て
は

、
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学
教

職
員

退
職

手
当

規
則

等
に

基
づ

い
て

支
給

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
運

営
費

交
付

金
と

し
て

交
付

さ
れ

る
金

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
国

家
公

務
員

退
職

手
当

法
に

準
じ

て
算

定
さ

れ
る

。
　

　
注

）組
織

設
置

に
伴

う
学

年
進

行
の

影
響

は
考

慮
し

て
い

な
い

。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

２
．人

事
に

関
す

る
計

画

　
①

 総
人

件
費

改
革

の
実

行
計

画
を

踏
ま

え
、

人
員

の
効

率
的

運
用

に
努

め
、

国
家

公
務

員
に

準
じ

た
人

件
費

削
減

を
実

施
す

る
。

　
②

 各
学

部
、

各
研

究
科

等
は

、
相

互
に

連
携

、
協

力
し

て
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
業

務
の

見
直

し
を

推
進

し
、

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
教

育
・

研
究

及
び

大
学

運
営

に
適

切
に

対
応

で
き

る
効

果
的

・
弾

力
的

な
人

員
配

置
を

行
う

。
　

③
 男

女
共

同
参

画
等

の
取

り
組

み
を

推
進

し
、

若
手

、
女

性
教

職
員

が
働

き
や

す
い

職
場

の
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

　（
参

考
）中

期
目

標
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
　

47
，7

37
百

万
円（

退
職

手
当

は
除

く
）

３
．中

期
目

標
期

間
を

越
え

る
債

務
負

担

　（
長

期
借

入
金

）
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

長
期

借
入

金
償

還
金

（
民

間
金

融
機

関
）

0
24

24
24

24
24

12
0

48
5

60
5

（
注

）金
額

に
つ

い
て

は
、

見
込

額
で

あ
り

、
業

務
の

実
施

状
況

等
に

よ
り

変
更

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。

４
．積

立
金

の
使

途

　
○

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

に
つ

い
て

は
、

次
の

事
業

の
財

源
に

充
て

る
。

　
　

・
教

育
、

研
究

に
係

る
業

務
及

び
そ

の
附

帯
業

務
　

　
・

学
生

宿
舎

改
修

（
別

紙
）予

算（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

１
．予

　
算

平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
　
予
算
　
　
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　

　
分

金
　

　
額

収
　

入

　
運

営
費

交
付

金
36

,94
8

　
施

設
整

備
費

補
助

金
14

7

　
船

舶
建

造
費

補
助

金
0

　
国

立
大

学
財

務
・

経
営

セ
ン

タ
ー

施
設

費
交

付
金

22
2

　
自

己
収

入
30

,85
2

　
　

授
業

料
及

び
入

学
料

検
定

料
収

入
30

,08
2

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

財
産

処
分

収
入

0

　
　

雑
収

入
77

0

　
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

4,4
45

　
長

期
借

入
金

収
入

60
5

計
73

,21
9

支
　

出

　
業

務
費

67
,80

0

　
　

教
育

研
究

経
費

67
,80

0

　
　

診
療

経
費

0

　
施

設
整

備
費

97
4

　
船

舶
建

造
費

0

　
産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
4,4

45

　
長

期
借

入
金

償
還

金
0

計
73

,21
9

〔
人

件
費

の
見

積
り

〕
　

中
期

目
標

期
間

中
総

額
47

,73
7百

万
円

を
支

出
す

る
。（

退
職

手
当

は
除

く
。）

　
　

注
） 人

件
費

の
見

積
り

に
つ

い
て

は
、

平
成

23
年

度
以

降
は

平
成

22
年

度
の

人
件

費
見

積
り

額
を

踏
ま

え
試

算
し

て
い

る
。

　
　

注
） 退

職
手

当
に

つ
い

て
は

、
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学
教

職
員

退
職

手
当

規
則

等
に

基
づ

い
て

支
給

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
運

営
費

交
付

金
と

し
て

交
付

さ
れ

る
金

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
国

家
公

務
員

退
職

手
当

法
に

準
じ

て
算

定
さ

れ
る

。
　

　
注

）組
織

設
置

に
伴

う
学

年
進

行
の

影
響

は
考

慮
し

て
い

な
い

。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

〔
運

営
費

交
付

金
の

算
定

方
法

〕

　
○

毎
事

業
年

度
に

交
付

す
る

運
営

費
交

付
金

は
、

以
下

の
事

業
区

分
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

に
対

応
し

た
数

式
に

よ
り

算
定

し
て

決
定

す
る

。

Ⅰ
　〔

一
般

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
①「

教
育

研
究

等
基

幹
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
E（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
E（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員
の

う
ち

、
設

置
基

準
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
経

費
相

当
額

。
　

　
・

附
属

学
校

の
教

育
研

究
に

必
要

な
教

職
員

の
う

ち
、

標
準

法
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
。

　
　

・
学

長
裁

量
経

費
。

　
②「

そ
の

他
教

育
研

究
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
F（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
F（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
及

び
附

属
学

校
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員（
①

に
か

か
る

者
を

除
く

。）
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

。
　

　
・

附
属

施
設

等
の

運
営

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

。
　

　
・

法
人

の
管

理
運

営
に

必
要

な
職

員（
役

員
を

含
む

）の
人

件
費

相
当

額
及

び
管

理
運

営
経

費
。

　
　

・
教

育
研

究
等

を
実

施
す

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
施

設
の

維
持

保
全

に
必

要
と

な
る

経
費

。

　〔
一

般
運

営
費

交
付

金
対

象
収

入
〕

　
③

 「
基

準
学

生
納

付
金

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
入

学
定

員
数

に
入

学
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

及
び

収
容

定
員

数
に

授
業

料
標

準
額

を
乗

じ
た

額
の

総
額

。（
平

成
22

年
度

入
学

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
及

び
平

成
22

年
度

授
業

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

。）
　

④
 「

そ
の

他
収

入
」：

検
定

料
収

入
、

入
学

料
収

入（
入

学
定

員
超

過
分

等
）、

授
業

料
収

入（
収

容
定

員
超

過
分

等
）及

び
雑

収
入

。
平

成
22

年
度

予
算

額
を

基
準

と
し

、
第

2期
中

期
目

標
期

間
中

は
同

額
。

Ⅱ
　〔

特
別

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑤

 ｢特
別

経
費

｣：
特

別
経

費
と

し
て

、
当

該
事

業
年

度
に

お
い

て
措

置
す

る
経

費
。

Ⅲ
　〔

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑥「

特
殊

要
因

経
費

」：
特

殊
要

因
経

費
と

し
て

、
当

該
事

業
年

度
に

お
い

て
措

置
す

る
経

費
。

運
営

費
交

付
金

 ＝
Ａ（

ｙ
）＋

Ｂ（
ｙ

）＋
C（

ｙ
）

　
１

． 毎
事

業
年

度
の

一
般

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

　
Ａ（

ｙ
）＝

Ｅ（
ｙ

）＋
Ｆ（

ｙ
）－

Ｇ（
ｙ

）
　 　（

１
）Ｅ

（
ｙ

）＝
Ｅ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）

　（
２

）Ｆ
（

ｙ
）＝

｛
Ｆ（

ｙ
－

１
）×

α（
係

数
）｝

×
β（

係
数

）±
Ｓ（

ｙ
）±

Ｔ（
ｙ

）±
Ｕ（

ｙ
）

　（
３

）Ｇ
（

ｙ
）＝

Ｇ（
ｙ

）

　
Ｅ（

ｙ
）：

教
育

研
究

等
基

幹
経

費（
①

）を
対

象
。

　
Ｆ（

ｙ
）：

そ
の

他
教

育
研

究
経

費（
②

）を
対

象
。

　
Ｇ（

ｙ
）：

基
準

学
生

納
付

金
収

入（
③

）、
そ

の
他

収
入（

④
）を

対
象

。
　

Ｓ（
ｙ

）：
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
。

　
　

　
　

　
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

の
補

正
額

。
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

額
を

決
定

す
る

。
　

Ｔ（
ｙ

）：
教

育
研

究
組

織
調

整
額

。
　

　
　

　
　

学
部

・
大

学
院

等
の

組
織

整
備

に
対

応
す

る
た

め
の

調
整

額
。

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
調

整
額

を
決

定
す

る
。

　
Ｕ（

ｙ
）：

施
設

面
積

調
整

額
。

　
　

　
　

　
施

設
の

経
年

別
保

有
面

積
の

変
動

に
対

応
す

る
た

め
の

調
整

額
。

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
調

整
額

を
決

定
す

る
。

　
２

．毎
事

業
年

度
の

特
別

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

　
Ｂ（

ｙ
）＝

Ｈ（
ｙ

）

　
Ｈ（

ｙ
）：

 特
別

経
費（

⑤
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
額

を
決

定
す

る
。

　
３

．毎
事

業
年

度
の

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

　
Ｃ（

ｙ
）＝

Ｉ（
ｙ

）

　
Ｉ（

ｙ
）：

 特
殊

要
因

経
費（

⑥
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
額

を
決

定
す

る
。

　【
諸

係
数

】
　

α（
ア

ル
フ

ァ
）：

大
学

改
革

促
進

係
数

。
　

　
　

　
　

　
　

　
 第

2期
中

期
目

標
期

間
中

に
各

国
立

大
学

法
人

に
お

け
る

組
織

改
編

や
既

存
事

業
の

見
直

し
等

を
通

じ
た

大
学

改
革

を
促

進
す

る
た

め
の

係
数

。
現

時
点

で
は

確
定

し
て

い
な

い
た

め
、

便
宜

上
平

成
22

年
度

予
算

編
成

時
と

同
様

の
考

え
方

で
△

1.0
％

と
す

る
。

な
お

、
平

成
23

年
度

以
降

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
具

体
的

な
係

数
値

を
決

定
す

る
。

　
β（

ベ
ー

タ
）：

教
育

研
究

政
策

係
数

。
　

　
　

　
　

　
　

 物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必

要
に

応
じ

運
用

す
る

た
め

の
係

数
。

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を

決
定

す
る

。

　
　

注
） 中

期
計

画
に

お
け

る
運

営
費

交
付

金
は

上
記

算
定

方
法

に
基

づ
き

、
一

定
の

仮
定

の
下

に
試

算
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

各
事

業
年

度
の

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

　
  な

お
、「

特
別

運
営

費
交

付
金

」及
び「

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

」に
つ

い
て

は
、

平
成

23
年

度
以

降
は

平
成

22
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
費

補
助

金
、

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
及

び
長

期
借

入
金

収
入

は
、「

施
設

・
設

備
に

関
す

る
計

画
」に

記
載

し
た

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 自
己

収
入

並
び

に
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
つ

い
て

は
、

平
成

22
年

度
の

受
入

見
込

額
に

よ
り

試
算

し
た

収
入

予
定

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
は

、
版

権
及

び
特

許
権

等
収

入
を

含
む

。
　

　
注

） 業
務

費
及

び
施

設
整

備
費

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

期
間

中
の

事
業

計
画

に
基

づ
き

試
算

し
た

支
出

予
定

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 産
学

連
携

等
研

究
経

費
及

び
寄

附
金

事
業

費
等

は
、

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

よ
り

行
わ

れ
る

事
業

経
費

を
計

上
し

て
い

る
。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

〔
運

営
費

交
付

金
の

算
定

方
法

〕

　
○

毎
事

業
年

度
に

交
付

す
る

運
営

費
交

付
金

は
、

以
下

の
事

業
区

分
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

に
対

応
し

た
数

式
に

よ
り

算
定

し
て

決
定

す
る

。

Ⅰ
　〔

一
般

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
①「

教
育

研
究

等
基

幹
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
E（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
E（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員
の

う
ち

、
設

置
基

準
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
経

費
相

当
額

。
　

　
・

附
属

学
校

の
教

育
研

究
に

必
要

な
教

職
員

の
う

ち
、

標
準

法
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
。

　
　

・
学

長
裁

量
経

費
。

　
②「

そ
の

他
教

育
研

究
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
F（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
F（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
及

び
附

属
学

校
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員（
①

に
か

か
る

者
を

除
く

。）
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

。
　

　
・

附
属

施
設

等
の

運
営

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

。
　

　
・

法
人

の
管

理
運

営
に

必
要

な
職

員（
役

員
を

含
む

）の
人

件
費

相
当

額
及

び
管

理
運

営
経

費
。

　
　

・
教

育
研

究
等

を
実

施
す

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
施

設
の

維
持

保
全

に
必

要
と

な
る

経
費

。

　〔
一

般
運

営
費

交
付

金
対

象
収

入
〕

　
③

 「
基

準
学

生
納

付
金

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
入

学
定

員
数

に
入

学
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

及
び

収
容

定
員

数
に

授
業

料
標

準
額

を
乗

じ
た

額
の

総
額

。（
平

成
22

年
度

入
学

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
及

び
平

成
22

年
度

授
業

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

。）
　

④
 「

そ
の

他
収

入
」：

検
定

料
収

入
、

入
学

料
収

入（
入

学
定

員
超

過
分

等
）、

授
業

料
収

入（
収

容
定

員
超

過
分

等
）及

び
雑

収
入

。
平

成
22

年
度

予
算

額
を

基
準

と
し

、
第

2期
中

期
目

標
期

間
中

は
同

額
。

Ⅱ
　〔

特
別

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑤

 ｢特
別

経
費

｣：
特

別
経

費
と

し
て

、
当

該
事

業
年

度
に

お
い

て
措

置
す

る
経

費
。

Ⅲ
　〔

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑥「

特
殊

要
因

経
費

」：
特

殊
要

因
経

費
と

し
て

、
当

該
事

業
年

度
に

お
い

て
措

置
す

る
経

費
。

運
営

費
交

付
金

 ＝
Ａ（

ｙ
）＋

Ｂ（
ｙ

）＋
C（

ｙ
）

　
１

． 毎
事

業
年

度
の

一
般

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

　
Ａ（

ｙ
）＝

Ｅ（
ｙ

）＋
Ｆ（

ｙ
）－

Ｇ（
ｙ

）
　 　（

１
）Ｅ

（
ｙ

）＝
Ｅ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）

　（
２

）Ｆ
（

ｙ
）＝

｛
Ｆ（

ｙ
－

１
）×

α（
係

数
）｝

×
β（

係
数

）±
Ｓ（

ｙ
）±

Ｔ（
ｙ

）±
Ｕ（

ｙ
）

　（
３

）Ｇ
（

ｙ
）＝

Ｇ（
ｙ

）

　
Ｅ（

ｙ
）：

教
育

研
究

等
基

幹
経

費（
①

）を
対

象
。

　
Ｆ（

ｙ
）：

そ
の

他
教

育
研

究
経

費（
②

）を
対

象
。

　
Ｇ（

ｙ
）：

基
準

学
生

納
付

金
収

入（
③

）、
そ

の
他

収
入（

④
）を

対
象

。
　

Ｓ（
ｙ

）：
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
。

　
　

　
　

　
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

の
補

正
額

。
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

額
を

決
定

す
る

。
　

Ｔ（
ｙ

）：
教

育
研

究
組

織
調

整
額

。
　

　
　

　
　

学
部

・
大

学
院

等
の

組
織

整
備

に
対

応
す

る
た

め
の

調
整

額
。

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
調

整
額

を
決

定
す

る
。

　
Ｕ（

ｙ
）：

施
設

面
積

調
整

額
。

　
　

　
　

　
施

設
の

経
年

別
保

有
面

積
の

変
動

に
対

応
す

る
た

め
の

調
整

額
。

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
調

整
額

を
決

定
す

る
。

　
２

．毎
事

業
年

度
の

特
別

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

　
Ｂ（

ｙ
）＝

Ｈ（
ｙ

）

　
Ｈ（

ｙ
）：

 特
別

経
費（

⑤
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
額

を
決

定
す

る
。

　
３

．毎
事

業
年

度
の

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

　
Ｃ（

ｙ
）＝

Ｉ（
ｙ

）

　
Ｉ（

ｙ
）：

 特
殊

要
因

経
費（

⑥
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
額

を
決

定
す

る
。

　【
諸

係
数

】
　

α（
ア

ル
フ

ァ
）：

大
学

改
革

促
進

係
数

。
　

　
　

　
　

　
　

　
 第

2期
中

期
目

標
期

間
中

に
各

国
立

大
学

法
人

に
お

け
る

組
織

改
編

や
既

存
事

業
の

見
直

し
等

を
通

じ
た

大
学

改
革

を
促

進
す

る
た

め
の

係
数

。
現

時
点

で
は

確
定

し
て

い
な

い
た

め
、

便
宜

上
平

成
22

年
度

予
算

編
成

時
と

同
様

の
考

え
方

で
△

1.0
％

と
す

る
。

な
お

、
平

成
23

年
度

以
降

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
具

体
的

な
係

数
値

を
決

定
す

る
。

　
β（

ベ
ー

タ
）：

教
育

研
究

政
策

係
数

。
　

　
　

　
　

　
　

 物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必

要
に

応
じ

運
用

す
る

た
め

の
係

数
。

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を

決
定

す
る

。

　
　

注
） 中

期
計

画
に

お
け

る
運

営
費

交
付

金
は

上
記

算
定

方
法

に
基

づ
き

、
一

定
の

仮
定

の
下

に
試

算
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

各
事

業
年

度
の

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

　
  な

お
、「

特
別

運
営

費
交

付
金

」及
び「

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

」に
つ

い
て

は
、

平
成

23
年

度
以

降
は

平
成

22
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
費

補
助

金
、

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
施

設
費

交
付

金
及

び
長

期
借

入
金

収
入

は
、「

施
設

・
設

備
に

関
す

る
計

画
」に

記
載

し
た

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 自
己

収
入

並
び

に
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
つ

い
て

は
、

平
成

22
年

度
の

受
入

見
込

額
に

よ
り

試
算

し
た

収
入

予
定

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
は

、
版

権
及

び
特

許
権

等
収

入
を

含
む

。
　

　
注

） 業
務

費
及

び
施

設
整

備
費

に
つ

い
て

は
、

中
期

目
標

期
間

中
の

事
業

計
画

に
基

づ
き

試
算

し
た

支
出

予
定

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 産
学

連
携

等
研

究
経

費
及

び
寄

附
金

事
業

費
等

は
、

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

よ
り

行
わ

れ
る

事
業

経
費

を
計

上
し

て
い

る
。

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

注
） 長

期
借

入
金

償
還

金
に

つ
い

て
は

、
変

動
要

素
が

大
き

い
た

め
、

平
成

22
年

度
の

償
還

見
込

額
に

よ
り

試
算

し
た

支
出

予
定

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 上
記

算
定

方
法

に
基

づ
く

試
算

に
お

い
て

は
、「

教
育

研
究

政
策

係
数

」は
1と

し
、

｢政
策

課
題

等
対

応
補

正
額

｣、
「

教
育

研
究

組
織

調
整

額
」、

「
施

設
面

積
調

整
額

」に
つ

い
て

は
、

0と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

２
．収
支
計
画

平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
　
収
支
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

費
用
の
部

72
,26

2
　

経
常

費
用

72
,26

2
　

　
業

務
費

66
,64

6
　

　
　

教
育

研
究

経
費

12
,12

3
　

　
　

診
療

経
費

0
　

　
　

受
託

研
究

費
等

2,6
02

　
　

　
役

員
人

件
費

50
2

　
　

　
教

員
人

件
費

38
,63

9
　

　
　

職
員

人
件

費
12

,78
0

　
　

一
般

管
理

費
3,3

00
　

　
財

務
費

用
0

　
　

雑
損

0
　

　
減

価
償

却
費

2,3
16

　
臨

時
損

失
0

収
入
の
部

72
,26

2
　

経
常

収
益

72
,26

2
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
36

,35
3

　
　

授
業

料
収

益
24

,42
7

　
　

入
学

金
収

益
3,8

73
　

　
検

定
料

収
益

1,0
13

　
　

附
属

病
院

収
益

0
　

　
受

託
研

究
等

収
益

2,6
02

　
　

寄
附

金
収

益
1,7

66
　

　
財

務
収

益
50

　
　

雑
益

72
0

　
　

資
産

見
返

負
債

戻
入

1,4
58

　
臨

時
利

益
0

純
利

益
0

総
利

益
0

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

費
等

は
、

受
託

事
業

費
、

共
同

研
究

費
及

び
共

同
事

業
費

を
含

む
。

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

等
収

益
は

、
受

託
事

業
収

益
、

共
同

研
究

収
益

及
び

共
同

事
業

収
益

を
含

む
。

３
．資
金
計
画

平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
　
資
金
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

資
金
支
出

74
,10

9

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

70
,15

8

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3,0
61

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

0

　
次

期
中

期
目

標
期

間
へ

の
繰

越
金

89
0

資
金
収
入

74
,10

9

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
,24

5

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
36

,94
8

　
　

授
業

料
及

び
入

学
料

検
定

料
に

よ
る

収
入

30
,08

2

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

受
託

研
究

等
収

入
2,6

02

　
　

寄
附

金
収

入
1,8

43

　
　

そ
の

他
の

収
入

77
0

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

36
9

　
　

施
設

費
に

よ
る

収
入

36
9

　
　

そ
の

他
の

収
入

0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

60
5

　
前

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰

越
金

89
0

　
　

注
）施

設
費

に
よ

る
収

入
に

は
、

独
立

行
政

法
人

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
施

設
費

交
付

事
業

に
か

か
る

交
付

金
を

含
む

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
　

注
） 長

期
借

入
金

償
還

金
に

つ
い

て
は

、
変

動
要

素
が

大
き

い
た

め
、

平
成

22
年

度
の

償
還

見
込

額
に

よ
り

試
算

し
た

支
出

予
定

額
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 上
記

算
定

方
法

に
基

づ
く

試
算

に
お

い
て

は
、「

教
育

研
究

政
策

係
数

」は
1と

し
、

｢政
策

課
題

等
対

応
補

正
額

｣、
「

教
育

研
究

組
織

調
整

額
」、

「
施

設
面

積
調

整
額

」に
つ

い
て

は
、

0と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

２
．収
支
計
画

平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
　
収
支
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

費
用
の
部

72
,26

2
　

経
常

費
用

72
,26

2
　

　
業

務
費

66
,64

6
　

　
　

教
育

研
究

経
費

12
,12

3
　

　
　

診
療

経
費

0
　

　
　

受
託

研
究

費
等

2,6
02

　
　

　
役

員
人

件
費

50
2

　
　

　
教

員
人

件
費

38
,63

9
　

　
　

職
員

人
件

費
12

,78
0

　
　

一
般

管
理

費
3,3

00
　

　
財

務
費

用
0

　
　

雑
損

0
　

　
減

価
償

却
費

2,3
16

　
臨

時
損

失
0

収
入
の
部

72
,26

2
　

経
常

収
益

72
,26

2
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
36

,35
3

　
　

授
業

料
収

益
24

,42
7

　
　

入
学

金
収

益
3,8

73
　

　
検

定
料

収
益

1,0
13

　
　

附
属

病
院

収
益

0
　

　
受

託
研

究
等

収
益

2,6
02

　
　

寄
附

金
収

益
1,7

66
　

　
財

務
収

益
50

　
　

雑
益

72
0

　
　

資
産

見
返

負
債

戻
入

1,4
58

　
臨

時
利

益
0

純
利

益
0

総
利

益
0

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

費
等

は
、

受
託

事
業

費
、

共
同

研
究

費
及

び
共

同
事

業
費

を
含

む
。

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

等
収

益
は

、
受

託
事

業
収

益
、

共
同

研
究

収
益

及
び

共
同

事
業

収
益

を
含

む
。

３
．資
金
計
画

平
成
22
年
度
～
平
成
27
年
度
　
資
金
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

資
金
支
出

74
,10

9

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

70
,15

8

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3,0
61

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

0

　
次

期
中

期
目

標
期

間
へ

の
繰

越
金

89
0

資
金
収
入

74
,10

9

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
,24

5

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
36

,94
8

　
　

授
業

料
及

び
入

学
料

検
定

料
に

よ
る

収
入

30
,08

2

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

受
託

研
究

等
収

入
2,6

02

　
　

寄
附

金
収

入
1,8

43

　
　

そ
の

他
の

収
入

77
0

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

36
9

　
　

施
設

費
に

よ
る

収
入

36
9

　
　

そ
の

他
の

収
入

0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

60
5

　
前

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰

越
金

89
0

　
　

注
）施

設
費

に
よ

る
収

入
に

は
、

独
立

行
政

法
人

国
立

大
学

財
務

・
経

営
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
施

設
費

交
付

事
業

に
か

か
る

交
付

金
を

含
む

。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
目
標
　
別
表（
学
部
、研
究
科
）

学
　
部

教
養

学
部

教
育

学
部

経
済

学
部

理
学

部

工
学

部

研
究
科

人
文

社
会

科
学

研
究

科

教
育

学
研

究
科

理
工

学
研

究
科

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 22 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

73
0

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

56
2

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 23 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

75
7

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

58
9

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 24 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

　
　

　
64

人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

　
　

　
12

4
人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

78
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

61
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
目
標
　
別
表（
学
部
、研
究
科
）

学
　
部

教
養

学
部

教
育

学
部

経
済

学
部

理
学

部

工
学

部

研
究
科

人
文

社
会

科
学

研
究

科

教
育

学
研

究
科

理
工

学
研

究
科

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 22 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

73
0

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

56
2

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 23 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

75
7

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

58
9

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 24 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

　
　

　
64

人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

　
　

　
12

4
人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

78
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

61
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 25 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

78
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

61
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 26 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

83
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

66
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 27 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,8
80

人

経
済

学
部

1,3
05

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

人
文

社
会

科
学

研
究

科
96

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

80
人

博
士

後
期

課
程

16
人

文
化

科
学

研
究

科
40

人

う
ち

修
士

課
程

32
人

博
士

後
期

課
程

8
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
48

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

30
人

博
士

後
期

課
程

18
人

理
工

学
研

究
科

88
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

71
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

平 成 25 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

78
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

61
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 26 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,9
30

人

経
済

学
部

1,3
40

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

文
化

科
学

研
究

科
76

人

う
ち

修
士

課
程

64
人

博
士

後
期

課
程

12
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
87

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

60
人

博
士

後
期

課
程

27
人

理
工

学
研

究
科

83
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

66
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

平 成 27 年 度

教
養

学
部

70
0

人

教
育

学
部

1,8
80

人

経
済

学
部

1,3
05

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,7

60
人

人
文

社
会

科
学

研
究

科
96

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

80
人

博
士

後
期

課
程

16
人

文
化

科
学

研
究

科
40

人

う
ち

修
士

課
程

32
人

博
士

後
期

課
程

8
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

12
4

人

経
済

科
学

研
究

科
48

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

30
人

博
士

後
期

課
程

18
人

理
工

学
研

究
科

88
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

71
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
前
文
）大
学
の
基
本
的
な
目
標

　
　

○
埼

玉
大

学
は

、
総

合
大

学
と

し
て

、
時

代
を

超
え

た
大

学
の

機
能

で
あ

る
知

を
継

承
・

発
展

さ
せ

、
新

し
い

価
値

を
創

造
す

る
こ

と
を

基
本

的
な

使
命

と
す

る
。

　
　

　
第

1の
基

本
目

標
と

し
て

、
埼

玉
大

学
は

、
次

代
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
高

度
な

教
育

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
学

術
研

究
を

行
っ

て
新

た
な

知
を

創
造

し
、

こ
れ

ら
の

成
果

を
積

極
的

に
社

会
に

発
信

し
て

、
存

在
感

の
あ

る
教

育
研

究
拠

点
と

し
て

よ
り

一
層

輝
く

。
　

　
　

第
2の

基
本

目
標

と
し

て
、

埼
玉

大
学

は
、

産
学

官
の

連
携

に
よ

っ
て

、
知

の
具

体
的

な
活

用
を

促
進

し
現

代
が

抱
え

る
諸

課
題

の
解

決
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
社

会
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
図

り
、

そ
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
人

材
を

育
成

し
て

、
広

域
地

域
の

活
性

化
中

核
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

積
極

的
に

担
う

。
　

　
　

第
3の

基
本

目
標

と
し

て
、

埼
玉

大
学

は
、

海
外

諸
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
て

、
多

様
な

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
人

類
が

抱
え

る
世

界
的

諸
課

題
に

学
術

成
果

を
還

元
し

、
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

。
　

　
　

埼
玉

大
学

は
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

や
リ

ソ
ー

ス
を

持
つ

首
都

圏
の

一
角

を
構

成
す

る
埼

玉
県

に
あ

っ
て

、
唯

一
の

国
立

大
学

で
あ

る
と

い
う

特
性

を
最

大
限

に
活

か
し

、
こ

れ
ら

の
基

本
目

標
の

達
成

に
向

け
て

ま
い

進
す

る
。

◆
中
期
目
標
の
期
間
及
び
教
育
研
究
組
織

　
１
　
中
期
目
標
の
期
間

　
　

　
平

成
28

年
度

 ～
 平

成
33

年
度

　
２
　
教
育
研
究
組
織

　
　

　
こ

の
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
別

表
に

記
載

す
る

学
部

、
研

究
科

を
置

く
。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
目
標
）

　【
１
】

　
　

○
文

科
系

・
理

科
系

の
学

術
分

野
を

融
合

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
士

課
程

4
年

又
は

学
士

課
程

・
修

士
課

程
6年

一
貫

教
育

に
お

い
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

学
院

課
程

を
中

心
と

し
た

人
材

育
成

の
質

的
強

化
を

図
り

、
幅

広
い

視
野

と
学

術
の

専
門

基
礎

、
専

攻
分

野
の

専
門

性
、

優
れ

た
思

考
力

・
行

動
力

等
確

か
な

教
養

を
有

す
る

人
材

を
社

会
に

送
り

出
す

。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
１
-１
】

　
　

○
文

理
融

合
教

育
を

実
践

す
る

た
め

、
教

養
・

専
門

基
礎

・
専

門
・

異
分

野
専

門
基

礎
科

目
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

地
域

連
携

関
連

科
目

等
の

多
様

な
授

業
科

目
を

4年
又

は
6年

の
間

で
年

次
を

追
っ

て
配

置
す

る
。

特
に

工
学

部
で

は
、

現
代

的
課

題
解

決
に

資
す

る
工

学
と

社
会

科
学

の
融

合
も

含
め

た
新

た
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
科

横
断

で
導

入
す

る
。

　
　

　
そ

の
際

に
、

本
学

に
対

す
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

（
在

学
生

、
卒

業
生

、
地

域
産

業
界

等
）の

ニ
ー

ズ
を

恒
常

的
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
進

路
状

況
等

の
客

観
的

デ
ー

タ
に

基
づ

き
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
及

び
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
の

妥
当

性
を

常
に

検
証

す
る

。［
１
］

　【
１
-２
】

　
　

○
理

工
系

人
材

育
成

の
質

的
強

化
を

図
り

、
新

た
な

価
値

を
創

造
し

社
会

変
革（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）を

起
こ

し
得

る
力

を
養

成
す

る
た

め
、

理
工

学
研

究
科

で
は

、
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
教

育
に

よ
り

、
実

務
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
社

会
人

の
大

学
院

進
学

に
繋

が
る

ノ
ン

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
拡

充
な

ど
、

社
会

人
の

学
び

直
し

の
場

を
整

備
す

る
。［
２
］

　【
１
-３
】

　
　

〇
人

社
系

人
材

育
成

の
質

的
強

化
の

た
め

、
教

養
学

部
、

経
済

学
部

及
び

人
文

社
会

科
学

研
究

科
で

は
、

ダ
ブ

ル
・

デ
ィ

グ
リ

ー
制

度
、

ア
ジ

ア
文

化
交

流
研

究
等

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
素

養
を

涵
養

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
、

社
会

構
造

の
変

化
に

的
確

に
応

え
、

教
育

課
程

と
指

導
体

制
を

充
実

・
強

化
す

る
。

ま
た

、
社

会
人

の
大

学
院

進
学

に
繋

が
る

ノ
ン

デ
ィ

グ
 

　
　

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

拡
充

な
ど

、
社

会
人

の
学

び
直

し
の

場
を

整
備

す
る

。［
３
］

　【
１
-４
】

　
　

〇
教

員
養

成
の

質
的

強
化

の
た

め
、

教
育

学
部

及
び

教
育

学
研

究
科

で
は

、
学

校
現

場
で

の
経

験
者

教
員

に
よ

る
授

業
の

実
施

な
ど

小
学

校
教

員
養

成
を

重
視

し
た

実
践

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
下

に
、

質
の

高
い

小
学

校
教

員
を

養
成

す
る

と
と

も
に

、
総

合
大

学
の

特
性

・
専

門
性

を
活

か
し

他
学

部
・

研
究

科
と

の
連

携
を

強
化

し
て

、
質

の
高

い
中

学
校

教
員

等
を

養
成

す
る

。
［
４
］

　（
教
育
の
方
法
及
び
成
績
評
価
等
に
関
す
る
目
標
）

　【
２
】

　
　

〇
全

学
の

教
育

シ
ス

テ
ム

及
び

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
見

直
し

、
教

育
の

方
法

及
び

質
を

向
上

さ
せ

る
仕

組
み

を
充

実
さ

せ
る

。

　（
教
育
の
方
法
及
び
成
績
評
価
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
２
-１
】

　
　

○
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
普

及
、

学
修

時
間

の
確

保
・

増
加

、
学

修
成

果
の

可
視

化
、

4学
期

制（
ク

ォ
ー

タ
ー

制
）に

基
づ

い
た

学
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

整
備

な
ど

、
教

育
の

質
を

向
上

さ
せ

る
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。［
５
］

　【
２
-２
】

　
　

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

の
学

外
学

修
に

よ
る

課
題

解
決

型
の

学
修

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
る

。
そ

の
効

果
を

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
己

評
価

や
学

修
成

績
の

分
析

に
よ

り
検

証
し

、
達

成
度

評
価

に
よ

る
目

標
到

達
度

80
％

以
上

の
学

生
が

80
％

以
上

と
な

る
よ

う
促

進
す

る
。［
６
］

　【
２
-３
】

　
　

○「
学

生
が

何
を

身
に

付
け

た
か

」を
、

各
授

業
科

目
の

到
達

目
標

に
応

じ
た

厳
格

な
成

績
評

価
の

も
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
及

び
学

生
の

履
修

記
録

に
よ

り
把

握
し

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

す
る

学
位

授
与

を
行

う
。［
７
］

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
の
実
施
体
制
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　【
３
】

　
　

○「
（

1）
教

育
内

容
及

び
教

育
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標
」を

達
成

す
る

た
め

、
文

科
系

と
理

科
系

と
の

組
織

の
枠

を
越

え
た

連
携

・
協

力
体

制
の

整
備

に
加

え
て

、
全

学
的

な
教

員
間

の
協

働
体

制
及

び
地

域
の

産
学

官
の

連
携

・
協

力
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

教
職

員
の

配
置

を
行

う
。

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
の
実
施
体
制
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
３
-１
】

　
　

〇
文

理
融

合
の

教
育

課
程

を
具

現
化

す
る

た
め

、
教

養
学

部
・

経
済

学
部

・
人

文
社

会
科

学
研

究
科

及
び

理
学

部
・

工
学

部
・

理
工

学
研

究
科

と
が

連
携

し
た

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、

全
学

的
な

教
員

間
の

協
働

体
制

を
整

備
す

る
。［
８
］

　【
３
-２
】

　
　

〇
理

学
部

、
工

学
部

及
び

理
工

学
研

究
科

で
は

、
6年

一
貫

教
育

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

大
学

院
課

程
に

お
け

る
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
教

育
体

制
を

整
備

す
る

。［
９
］

　【
３
-３
】

　
　

○
教

員
採

用
や

配
置

に
あ

た
っ

て
は

、
教

員
の

年
齢

構
成

を
平

準
化

し
、

女
性

教
員

・
外

国
人

教
員

の
割

合
を

高
め

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
多

様
な

教
員

構
成

と
す

る
。

ま
た

、
教

育
学

部
及

び
教

育
学

研
究

科
で

は
、

実
践

型
教

員
養

成
機

能
へ

の
質

的
転

換
の

た
め

、
学

校
現

場
で

の
経

験
者

教
員

を
20

％
確

保
す

る
。［
10
］

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　【
４
】

　
　

○
学

修
効

果
の

あ
る

質
の

高
い

教
育

を
実

施
す

る
た

め
、

学
生

の
学

修
行

動
様

式
に

照
ら

し
た

教
育

環
境

を
充

実
す

る
。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
４
-１
】

　
　

○
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト（

T
A

）及
び

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト（

SA
）等

に
よ

る
教

育
の

補
助

体
制

を
、

Ｔ
Ａ

・
SA

研
修

会
の

実
施

や
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

等
に

よ
り

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

学
生

の
学

修
行

動
様

式
や

自
主

的
学

修
環

境
の

利
用

状
況

を
把

握
し

、
学

生
の

自
主

的
学

修
に

適
し

た
教

育
環

境
を

充
実

す
る

。［
11
］

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
）

　【
５
】

　
　

○
教

育
の

質
の

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

学
生

の
学

修
成

果
を

把
握

・
評

価
す

る
体

制
を

充
実

す
る

。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
５
-１
】

　
　

○
教

育
課

程
の

体
系

化
、

教
育

方
法

、
教

育
の

質
保

証
等

に
つ

い
て

、
計

画
か

ら
実

施
、

点
検

・
評

価
、

改
善

ま
で

の
一

連
の

PD
CA

サ
イ

ク
ル

機
能

で
あ

る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
を

、
教

育
企

画
室

に
お

い
て

構
築

す
る

。
併

せ
て

、
教

員
の

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト（

FD
）研

修
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

対
す

る
意

見
聴

取
を

活
用

す
る

な
ど

、
教

育
の

質
保

証
の

仕
組

み
を

充
実

す
る

。［
12
］

【
第
３
期
】
埼
玉
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
一
覧
表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

（
前
文
）大
学
の
基
本
的
な
目
標

　
　

○
埼

玉
大

学
は

、
総

合
大

学
と

し
て

、
時

代
を

超
え

た
大

学
の

機
能

で
あ

る
知

を
継

承
・

発
展

さ
せ

、
新

し
い

価
値

を
創

造
す

る
こ

と
を

基
本

的
な

使
命

と
す

る
。

　
　

　
第

1の
基

本
目

標
と

し
て

、
埼

玉
大

学
は

、
次

代
を

担
う

人
材

を
育

成
す

る
高

度
な

教
育

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
学

術
研

究
を

行
っ

て
新

た
な

知
を

創
造

し
、

こ
れ

ら
の

成
果

を
積

極
的

に
社

会
に

発
信

し
て

、
存

在
感

の
あ

る
教

育
研

究
拠

点
と

し
て

よ
り

一
層

輝
く

。
　

　
　

第
2の

基
本

目
標

と
し

て
、

埼
玉

大
学

は
、

産
学

官
の

連
携

に
よ

っ
て

、
知

の
具

体
的

な
活

用
を

促
進

し
現

代
が

抱
え

る
諸

課
題

の
解

決
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
社

会
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
積

極
的

に
図

り
、

そ
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
人

材
を

育
成

し
て

、
広

域
地

域
の

活
性

化
中

核
拠

点
と

し
て

の
役

割
を

積
極

的
に

担
う

。
　

　
　

第
3の

基
本

目
標

と
し

て
、

埼
玉

大
学

は
、

海
外

諸
機

関
と

の
連

携
を

推
進

し
て

、
多

様
な

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
人

類
が

抱
え

る
世

界
的

諸
課

題
に

学
術

成
果

を
還

元
し

、
国

際
社

会
に

貢
献

す
る

。
　

　
　

埼
玉

大
学

は
、

多
様

な
ニ

ー
ズ

や
リ

ソ
ー

ス
を

持
つ

首
都

圏
の

一
角

を
構

成
す

る
埼

玉
県

に
あ

っ
て

、
唯

一
の

国
立

大
学

で
あ

る
と

い
う

特
性

を
最

大
限

に
活

か
し

、
こ

れ
ら

の
基

本
目

標
の

達
成

に
向

け
て

ま
い

進
す

る
。

◆
中
期
目
標
の
期
間
及
び
教
育
研
究
組
織

　
１
　
中
期
目
標
の
期
間

　
　

　
平

成
28

年
度

 ～
 平

成
33

年
度

　
２
　
教
育
研
究
組
織

　
　

　
こ

の
中

期
目

標
を

達
成

す
る

た
め

、
別

表
に

記
載

す
る

学
部

、
研

究
科

を
置

く
。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
目
標
）

　【
１
】

　
　

○
文

科
系

・
理

科
系

の
学

術
分

野
を

融
合

し
た

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
士

課
程

4
年

又
は

学
士

課
程

・
修

士
課

程
6年

一
貫

教
育

に
お

い
て

実
施

す
る

と
と

も
に

、
大

学
院

課
程

を
中

心
と

し
た

人
材

育
成

の
質

的
強

化
を

図
り

、
幅

広
い

視
野

と
学

術
の

専
門

基
礎

、
専

攻
分

野
の

専
門

性
、

優
れ

た
思

考
力

・
行

動
力

等
確

か
な

教
養

を
有

す
る

人
材

を
社

会
に

送
り

出
す

。

Ⅰ
　
大
学
の
教
育
研
究
等
の
質
の
向
上
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
教
育
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
教
育
内
容
及
び
教
育
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
１
-１
】

　
　

○
文

理
融

合
教

育
を

実
践

す
る

た
め

、
教

養
・

専
門

基
礎

・
専

門
・

異
分

野
専

門
基

礎
科

目
、

グ
ロ

ー
バ

ル
・

地
域

連
携

関
連

科
目

等
の

多
様

な
授

業
科

目
を

4年
又

は
6年

の
間

で
年

次
を

追
っ

て
配

置
す

る
。

特
に

工
学

部
で

は
、

現
代

的
課

題
解

決
に

資
す

る
工

学
と

社
会

科
学

の
融

合
も

含
め

た
新

た
な

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

学
科

横
断

で
導

入
す

る
。

　
　

　
そ

の
際

に
、

本
学

に
対

す
る

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

（
在

学
生

、
卒

業
生

、
地

域
産

業
界

等
）の

ニ
ー

ズ
を

恒
常

的
に

把
握

す
る

と
と

も
に

、
進

路
状

況
等

の
客

観
的

デ
ー

タ
に

基
づ

き
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
及

び
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
の

妥
当

性
を

常
に

検
証

す
る

。［
１
］

　【
１
-２
】

　
　

○
理

工
系

人
材

育
成

の
質

的
強

化
を

図
り

、
新

た
な

価
値

を
創

造
し

社
会

変
革（

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
）を

起
こ

し
得

る
力

を
養

成
す

る
た

め
、

理
工

学
研

究
科

で
は

、
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
教

育
に

よ
り

、
実

務
教

育
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
社

会
人

の
大

学
院

進
学

に
繋

が
る

ノ
ン

デ
ィ

グ
リ

ー
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
拡

充
な

ど
、

社
会

人
の

学
び

直
し

の
場

を
整

備
す

る
。［
２
］

　【
１
-３
】

　
　

〇
人

社
系

人
材

育
成

の
質

的
強

化
の

た
め

、
教

養
学

部
、

経
済

学
部

及
び

人
文

社
会

科
学

研
究

科
で

は
、

ダ
ブ

ル
・

デ
ィ

グ
リ

ー
制

度
、

ア
ジ

ア
文

化
交

流
研

究
等

の
グ

ロ
ー

バ
ル

な
素

養
を

涵
養

す
る

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
し

て
、

社
会

構
造

の
変

化
に

的
確

に
応

え
、

教
育

課
程

と
指

導
体

制
を

充
実

・
強

化
す

る
。

ま
た

、
社

会
人

の
大

学
院

進
学

に
繋

が
る

ノ
ン

デ
ィ

グ
 

　
　

リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

拡
充

な
ど

、
社

会
人

の
学

び
直

し
の

場
を

整
備

す
る

。［
３
］

　【
１
-４
】

　
　

〇
教

員
養

成
の

質
的

強
化

の
た

め
、

教
育

学
部

及
び

教
育

学
研

究
科

で
は

、
学

校
現

場
で

の
経

験
者

教
員

に
よ

る
授

業
の

実
施

な
ど

小
学

校
教

員
養

成
を

重
視

し
た

実
践

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
下

に
、

質
の

高
い

小
学

校
教

員
を

養
成

す
る

と
と

も
に

、
総

合
大

学
の

特
性

・
専

門
性

を
活

か
し

他
学

部
・

研
究

科
と

の
連

携
を

強
化

し
て

、
質

の
高

い
中

学
校

教
員

等
を

養
成

す
る

。
［
４
］

　（
教
育
の
方
法
及
び
成
績
評
価
等
に
関
す
る
目
標
）

　【
２
】

　
　

〇
全

学
の

教
育

シ
ス

テ
ム

及
び

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
見

直
し

、
教

育
の

方
法

及
び

質
を

向
上

さ
せ

る
仕

組
み

を
充

実
さ

せ
る

。

　（
教
育
の
方
法
及
び
成
績
評
価
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
２
-１
】

　
　

○
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
普

及
、

学
修

時
間

の
確

保
・

増
加

、
学

修
成

果
の

可
視

化
、

4学
期

制（
ク

ォ
ー

タ
ー

制
）に

基
づ

い
た

学
士

課
程

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

整
備

な
ど

、
教

育
の

質
を

向
上

さ
せ

る
全

学
的

な
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
を

確
立

す
る

。［
５
］

　【
２
-２
】

　
　

○
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
等

の
学

外
学

修
に

よ
る

課
題

解
決

型
の

学
修

を
積

極
的

に
取

り
入

れ
る

。
そ

の
効

果
を

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
己

評
価

や
学

修
成

績
の

分
析

に
よ

り
検

証
し

、
達

成
度

評
価

に
よ

る
目

標
到

達
度

80
％

以
上

の
学

生
が

80
％

以
上

と
な

る
よ

う
促

進
す

る
。［
６
］

　【
２
-３
】

　
　

○「
学

生
が

何
を

身
に

付
け

た
か

」を
、

各
授

業
科

目
の

到
達

目
標

に
応

じ
た

厳
格

な
成

績
評

価
の

も
と

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

マ
ッ

プ
及

び
学

生
の

履
修

記
録

に
よ

り
把

握
し

、
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
に

合
致

す
る

学
位

授
与

を
行

う
。［
７
］

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
の
実
施
体
制
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　【
３
】

　
　

○「
（

1）
教

育
内

容
及

び
教

育
の

成
果

等
に

関
す

る
目

標
」を

達
成

す
る

た
め

、
文

科
系

と
理

科
系

と
の

組
織

の
枠

を
越

え
た

連
携

・
協

力
体

制
の

整
備

に
加

え
て

、
全

学
的

な
教

員
間

の
協

働
体

制
及

び
地

域
の

産
学

官
の

連
携

・
協

力
体

制
を

構
築

す
る

と
と

も
に

、
適

切
な

教
職

員
の

配
置

を
行

う
。

　（
2）
教
育
の
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
の
実
施
体
制
と
教
職
員
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
３
-１
】

　
　

〇
文

理
融

合
の

教
育

課
程

を
具

現
化

す
る

た
め

、
教

養
学

部
・

経
済

学
部

・
人

文
社

会
科

学
研

究
科

及
び

理
学

部
・

工
学

部
・

理
工

学
研

究
科

と
が

連
携

し
た

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、

全
学

的
な

教
員

間
の

協
働

体
制

を
整

備
す

る
。［
８
］

　【
３
-２
】

　
　

〇
理

学
部

、
工

学
部

及
び

理
工

学
研

究
科

で
は

、
6年

一
貫

教
育

体
制

を
整

備
す

る
と

と
も

に
、

大
学

院
課

程
に

お
け

る
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
教

育
体

制
を

整
備

す
る

。［
９
］

　【
３
-３
】

　
　

○
教

員
採

用
や

配
置

に
あ

た
っ

て
は

、
教

員
の

年
齢

構
成

を
平

準
化

し
、

女
性

教
員

・
外

国
人

教
員

の
割

合
を

高
め

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
多

様
な

教
員

構
成

と
す

る
。

ま
た

、
教

育
学

部
及

び
教

育
学

研
究

科
で

は
、

実
践

型
教

員
養

成
機

能
へ

の
質

的
転

換
の

た
め

、
学

校
現

場
で

の
経

験
者

教
員

を
20

％
確

保
す

る
。［
10
］

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　【
４
】

　
　

○
学

修
効

果
の

あ
る

質
の

高
い

教
育

を
実

施
す

る
た

め
、

学
生

の
学

修
行

動
様

式
に

照
ら

し
た

教
育

環
境

を
充

実
す

る
。

　（
教
育
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
４
-１
】

　
　

○
テ

ィ
ー

チ
ン

グ
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト（

T
A

）及
び

ス
チ

ュ
ー

デ
ン

ト
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト（

SA
）等

に
よ

る
教

育
の

補
助

体
制

を
、

Ｔ
Ａ

・
SA

研
修

会
の

実
施

や
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
結

果
を

踏
ま

え
た

改
善

等
に

よ
り

充
実

さ
せ

る
と

と
も

に
、

学
生

の
学

修
行

動
様

式
や

自
主

的
学

修
環

境
の

利
用

状
況

を
把

握
し

、
学

生
の

自
主

的
学

修
に

適
し

た
教

育
環

境
を

充
実

す
る

。［
11
］

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
）

　【
５
】

　
　

○
教

育
の

質
の

改
善

の
た

め
の

シ
ス

テ
ム

を
確

立
す

る
と

と
も

に
、

学
生

の
学

修
成

果
を

把
握

・
評

価
す

る
体

制
を

充
実

す
る

。

　（
教
育
の
質
の
改
善
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
５
-１
】

　
　

○
教

育
課

程
の

体
系

化
、

教
育

方
法

、
教

育
の

質
保

証
等

に
つ

い
て

、
計

画
か

ら
実

施
、

点
検

・
評

価
、

改
善

ま
で

の
一

連
の

PD
CA

サ
イ

ク
ル

機
能

で
あ

る
教

学
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
を

、
教

育
企

画
室

に
お

い
て

構
築

す
る

。
併

せ
て

、
教

員
の

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト（

FD
）研

修
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

対
す

る
意

見
聴

取
を

活
用

す
る

な
ど

、
教

育
の

質
保

証
の

仕
組

み
を

充
実

す
る

。［
12
］

【
第
３
期
】
埼
玉
大
学
の
中
期
目
標
・
中
期
計
画
一
覧
表

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標

　（
支
援
体
制
に
関
す
る
目
標
）

　【
６
】

　
　

○
今

後
の

社
会

の
形

成
者

と
し

て
必

要
な

態
度

・
素

養
と

主
体

性
・

協
働

性
等

の
行

動
性

向
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

、
学

生
の

実
態

を
把

握
し

つ
つ

、
体

制
を

整
備

し
適

切
な

支
援

活
動

を
行

う
。

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
支
援
体
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
６
-１
】

　
　

○
教

育
機

構
、
学

部
・

研
究

科
が

連
携

し
て

、
全

学
生

を
対

象
に

修
学

や
生

活
に

関
す

る
意

識
・

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
、
実

情
を

把
握

・
分

析
す

る
。
そ

の
調

査
・

分
析

結
果

及
び

支
援

分
野

別
の

満
足

度
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、
体

制
を

充
実

さ
せ

新
た

に
設

置
す

る
統

合
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
SU

（
仮

称
）に

お
い

て
、
支

援
活

動
を

改
善

さ
せ

て
い

く
と

と
も

に
、
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

。［
13
］

　【
６
-２
】

　
　

○
学

生
へ

の
学

修
支

援
や

生
活

支
援

等
に

つ
い

て
の

教
職

員
の

理
解

と
学

生
指

導
・

支
援

の
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
FD

及
び

ス
タ

ッ
フ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト（

SD
）の

W
eb

講
習

会
参

加
な

ど
研

修
会

を
充

実
す

る
。［
14
］

　（
経
済
的
支
援
及
び
多
様
な
学
生
の
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　【
７
】

　
　

○
経

済
的

困
難

の
あ

る
学

生
、
障

が
い

の
あ

る
学

生
及

び
外

国
人

留
学

生
な

ど
、

特
別

な
援

助
・

支
援

を
要

す
る

学
生

が
安

心
し

て
学

業
に

集
中

し
、
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
相

談
に

応
じ

、
支

援
を

行
う

。

　（
経
済
的
支
援
及
び
多
様
な
学
生
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
７
-１
】

　
　

○
統

合
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
SU

（
仮

称
）は

、
経

済
的

困
難

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
授

業
料

免
除

、
奨

学
金

給
貸

与
等

の
対

象
者

の
割

合
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
よ

る
制

度
の

検
証

を
行

い
、
適

切
な

支
援

を
行

う
。［
15
］

　【
７
-２
】

　
　

○
統

合
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
SU

（
仮

称
）、

国
際

本
部

は
、
学

部
・

研
究

科
と

連
携

し
て

障
が

い
の

あ
る

学
生

、
外

国
人

留
学

生
等

が
ど

の
よ

う
な

援
助

・
支

援
を

要
す

る
の

か
把

握
し

、
個

々
の

事
情

に
応

じ
た

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。［
16
］

　（
就
職
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　【
８
】

　
　

○
学

生
が

適
性

に
応

じ
た

職
業

を
自

ら
選

択
で

き
る

能
力

を
育

成
す

る
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
資

す
る

就
職

支
援

を
行

う
。

　（
就
職
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
８
-１
】

　
　

○
学

生
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
意

識
さ

せ
る

た
め

、
教

育
機

構
は

全
学

共
通

に
対

応
す

べ
き

事
項

、
学

部
・

研
究

科
は

個
別

事
情

に
応

じ
た

事
項

、
国

際
本

部
は

外
国

人
留

学
生

に
係

る
事

項
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
密

接
な

連
携

の
下

で
、
セ

ミ
ナ

ー
等

支
援

活
動

の
満

足
度

や
就

職
率

等
を

踏
ま

え
た

効
果

的
な

支
援

を
行

う
。［
17
］

　【
８
-２
】

　
　

○
埼

玉
大

学
産

学
官

連
携

協
議

会
、
さ

い
た

ま
市

等
と

連
携

し
て

、
恒

常
的

に
合

同
企

業
説

明
会

を
実

施
す

る
。［
18
］

　（
4）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
）

　【
９
】

　
　

○
学

士
課

程
の

入
試

で
は

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
、
知

識
偏

重
の

入
学

者
選

抜
か

ら
脱

却
し

、「
知

識
・
技

能
」「

思
考

力
・
判

断
力
・
表

現
力

」「
主

体
性

・
多

様
性

・
協

働
性

」を
適

切
に

評
価

す
る

多
面

的
・

総
合

的
な

選
抜

に
転

換
す

る
。

　（
4）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
９
-１
】

　
　

○
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

し
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、「
確

か
な

学
力

」を
育

む
高

等
学

校
教

育
と

本
学

の
教

育
を

適
切

に
接

続
さ

せ
る

た
め

、
明

確
化

し
た

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、「
知

識
・

技
能

」「
思

考
力

・
判

断
力
・
表

現
力

」「
主

体
性
・
多

様
性
・
協

働
性

」を
多

面
的
・
総

合
的

に
評

価
・
判

定
す

る
入

学
者

選
抜

方
法

を
導

入
す

る
。［
19
］

　【
９
-２
】

　
　

〇
入

学
者

の
学

修
状

況
等

に
関

す
る

追
跡

調
査

を
実

施
し

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

た
人

材
像

と
な

っ
て

い
た

か
、
入

試
選

抜
の

適
切

性
を

検
証

し
、
そ

の
結

果
を

選
抜

方
法

等
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。［
20
］

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
）

　【
10
】

　
　

○
大

学
院

課
程

の
入

試
で

は
、
日

本
人

学
生

・
留

学
生

・
社

会
人

学
生

な
ど

多
様

な
調

和
的

存
在

の
な

か
で

教
育

・
研

究
を

進
め

る
た

め
に

、
留

学
生

や
社

会
人

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
10
-１
】

　
　

○
大

学
院

課
程

で
は

、
留

学
生

や
社

会
人

に
魅

力
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
整

え
る

と
と

も
に

、
英

語
に

よ
る

面
接

、
在

外
受

験
及

び
多

様
な

社
会

人
に

対
応

し
た

特
別

選
抜

な
ど

、
留

学
生

や
社

会
人

が
受

験
し

や
す

い
選

抜
方

法
を

導
入

・
充

実
す

る
。

［
21
］

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
）

　【
11
】

　
　

○
大

学
と

し
て

強
み

や
特

色
の

あ
る

研
究

分
野

に
つ

い
て

、
全

国
的

な
研

究
拠

点
と

し
て

推
進

し
、
世

界
水

準
の

研
究

分
野

へ
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
に

展
開

す
る

と
と

も
に

、
学

際
領

域
を

は
じ

め
と

す
る

多
様

性
の

あ
る

学
術

研
究

を
推

進
す

る
。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
11
-１
】

　
　

○
大

学
院

理
工

学
研

究
科

に
設

置
し

た
戦

略
的

研
究

部
門（

ラ
イ

フ
・

ナ
ノ

バ
イ

オ
領

域
、
グ

リ
ー

ン
・

環
境

領
域

、
感

性
認

知
支

援
領

域
）に

お
い

て
、
国

際
共

同
研

究
を

進
め

、
高

水
準

の
学

術
論

文
等

そ
の

成
果

を
発

信
す

る
と

と
も

に
、
国

際
共

著
論

文
の

割
合

を
増

や
し

、
強

み
の

あ
る

先
端

的
研

究
分

野
と

し
て

世
界

水
準

の
研

究
を

推
進

す
る

。［
22
］

　【
11
-２
】

　
　

○
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

（
U
RA

）オ
フ

ィ
ス

を
中

心
と

し
た

イ
ン

ス
テ

ィ
テ

ュ
ー

シ
ョ

ナ
ル

・
リ

サ
ー

チ
（

IR
）に

よ
る

本
学

研
究

活
動

の
状

況
分

析
等

に
よ

り
、
新

た
な

強
み

や
特

色
の

あ
る

研
究

分
野

を
特

定
し

、
全

国
的

な
研

究
拠

点
化

を
図

る
と

と
も

に
、
さ

ら
に

は
世

界
水

準
の

研
究

分
野

へ
推

進
す

る
。［
23
］

　【
11
-３
】

　
　

○
研

究
分

野
の

多
様

性
に

配
慮

し
つ

つ
、
研

究
費

等
の

支
援

に
よ

り
文

理
融

合
な

ど
の

学
際

領
域

研
究

を
推

進
し

、
新

た
な

強
み

や
特

色
の

あ
る

研
究

分
野

へ
成

長
さ

せ
る

。［
24
］

（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
）

　【
12
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
成

果
を

積
極

的
に

公
開

す
る

と
と

も
に

、
本

学
の

持
つ

研
究

力
を

結
集

し
て

首
都

圏
地

域
に

お
け

る
自

治
体

・
企

業
・

地
域

社
会

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

資
す

る
。

（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
12
-１
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
成

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
と

と
も

に
、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
、
首

都
圏

地
域

に
お

け
る

自
治

体
・

企
業

・
地

域
社

会
等

に
対

し
て

積
極

的
に

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

社
会

に
還

元
す

る
。［
25
］

　【
12
-２
】

　
　

○
埼

玉
県
・
首

都
圏

地
域

を
は

じ
め

と
し

た
自

治
体
・
企

業
・
地

域
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、
本

学
が

持
つ

シ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

り
、
そ

の
課

題
解

決
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

図
る

た
め

の
研

究
を

推
進

す
る

。［
26
］

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
実
施
体
制
及
び
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　【
13
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
成

果
を

生
む

た
め

の
効

果
的

な
研

究
実

施
体

制
の

整
備

を
行

う
。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
研
究
実
施
体
制
及
び
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
13
-１
】

　
　

○
戦

略
的

研
究

部
門

や
新

た
な

強
み

及
び

特
色

の
あ

る
研

究
分

野
に

対
し

て
、
重

点
的

に
若

手
研

究
者

や
研

究
支

援
者

等
の

配
置

を
行

う
。［
27
］

　【
13
-２
】

　
　

○
文

理
融

合
な

ど
学

際
領

域
研

究
を

促
進

す
る

た
め

に
、
人

文
社

会
科

学
研

究
科

及
び

理
工

学
研

究
科

等
の

連
携

に
よ

る
融

合
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

を
構

築
す

る
。［
28
］

　【
13
-３
】

　
　

○
優

秀
な

若
手

研
究

者
人

材
確

保
・

育
成

の
た

め
の

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
の

定
着

を
図

り
、
新

規
採

用
者

の
う

ち
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
教

員
の

割
合

を
25

％
と

す
る

こ
と

を
目

指
す

。［
29
］

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　【
14
】

　
　

○
大

学
の

研
究

戦
略

に
即

し
た

研
究

環
境

整
備

を
行

う
。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
14
-１
】

　
　

○
施

設
・
設

備
に

関
す

る
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

、
計

画
的
・
継

続
的

な
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

や
研

究
設

備
の

整
備

を
行

い
、

効
果

的
な

研
究

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。［
30
］

　【
15
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
分

野
等

に
お

い
て

、
世

界
水

準
の

研
究

を
推

進
す

る
た

め
の

研
究

環
境

を
醸

成
す

る
。

　【
15
-１
】

　
　

○
学

術
交

流
協

定
締

結
校

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
の

大
学

等
研

究
機

関
等

と
の

国
際

共
同

研
究

、
人

的
交

流
及

び
相

互
啓

発
活

動
を

推
進

す
る

。［
31
］

　【
16
】

　
　

○
客

観
的

デ
ー

タ
等

に
基

づ
き

、
研

究
の

質
を

向
上

さ
せ

る
シ

ス
テ

ム
を

充
実

す
る

。

　【
16
-１
】

　
　

○
各

研
究

科
等

は
、
U
RA

オ
フ

ィ
ス

と
の

連
携

に
よ

り
、
論

文
の

引
用

数
等

IR
に

よ
る

デ
ー

タ
指

標
を

活
用

し
、
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
分

野
の

検
証

を
行

う
な

ど
、
研

究
の

質
を

向
上

さ
せ

る
仕

組
み

を
充

実
す

る
。［
32
］
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標

　（
支
援
体
制
に
関
す
る
目
標
）

　【
６
】

　
　

○
今

後
の

社
会

の
形

成
者

と
し

て
必

要
な

態
度

・
素

養
と

主
体

性
・

協
働

性
等

の
行

動
性

向
を

身
に

付
け

ら
れ

る
よ

う
に

、
学

生
の

実
態

を
把

握
し

つ
つ

、
体

制
を

整
備

し
適

切
な

支
援

活
動

を
行

う
。

　（
3）
学
生
へ
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
支
援
体
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
６
-１
】

　
　

○
教

育
機

構
、
学

部
・

研
究

科
が

連
携

し
て

、
全

学
生

を
対

象
に

修
学

や
生

活
に

関
す

る
意

識
・

ニ
ー

ズ
調

査
を

実
施

し
、
実

情
を

把
握

・
分

析
す

る
。
そ

の
調

査
・

分
析

結
果

及
び

支
援

分
野

別
の

満
足

度
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

て
、
体

制
を

充
実

さ
せ

新
た

に
設

置
す

る
統

合
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
SU

（
仮

称
）に

お
い

て
、
支

援
活

動
を

改
善

さ
せ

て
い

く
と

と
も

に
、
満

足
度

を
向

上
さ

せ
る

。［
13
］

　【
６
-２
】

　
　

○
学

生
へ

の
学

修
支

援
や

生
活

支
援

等
に

つ
い

て
の

教
職

員
の

理
解

と
学

生
指

導
・

支
援

の
ス

キ
ル

を
向

上
さ

せ
る

た
め

、
FD

及
び

ス
タ

ッ
フ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト（

SD
）の

W
eb

講
習

会
参

加
な

ど
研

修
会

を
充

実
す

る
。［
14
］

　（
経
済
的
支
援
及
び
多
様
な
学
生
の
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　【
７
】

　
　

○
経

済
的

困
難

の
あ

る
学

生
、
障

が
い

の
あ

る
学

生
及

び
外

国
人

留
学

生
な

ど
、

特
別

な
援

助
・

支
援

を
要

す
る

学
生

が
安

心
し

て
学

業
に

集
中

し
、
充

実
し

た
学

生
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
相

談
に

応
じ

、
支

援
を

行
う

。

　（
経
済
的
支
援
及
び
多
様
な
学
生
の
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
７
-１
】

　
　

○
統

合
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
SU

（
仮

称
）は

、
経

済
的

困
難

の
あ

る
学

生
に

対
す

る
授

業
料

免
除

、
奨

学
金

給
貸

与
等

の
対

象
者

の
割

合
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
よ

る
制

度
の

検
証

を
行

い
、
適

切
な

支
援

を
行

う
。［
15
］

　【
７
-２
】

　
　

○
統

合
キ

ャ
リ

ア
セ

ン
タ

ー
SU

（
仮

称
）、

国
際

本
部

は
、
学

部
・

研
究

科
と

連
携

し
て

障
が

い
の

あ
る

学
生

、
外

国
人

留
学

生
等

が
ど

の
よ

う
な

援
助

・
支

援
を

要
す

る
の

か
把

握
し

、
個

々
の

事
情

に
応

じ
た

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。［
16
］

　（
就
職
支
援
に
関
す
る
目
標
）

　【
８
】

　
　

○
学

生
が

適
性

に
応

じ
た

職
業

を
自

ら
選

択
で

き
る

能
力

を
育

成
す

る
た

め
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
資

す
る

就
職

支
援

を
行

う
。

　（
就
職
支
援
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
８
-１
】

　
　

○
学

生
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
意

識
さ

せ
る

た
め

、
教

育
機

構
は

全
学

共
通

に
対

応
す

べ
き

事
項

、
学

部
・

研
究

科
は

個
別

事
情

に
応

じ
た

事
項

、
国

際
本

部
は

外
国

人
留

学
生

に
係

る
事

項
に

つ
い

て
、
そ

れ
ぞ

れ
密

接
な

連
携

の
下

で
、
セ

ミ
ナ

ー
等

支
援

活
動

の
満

足
度

や
就

職
率

等
を

踏
ま

え
た

効
果

的
な

支
援

を
行

う
。［
17
］

　【
８
-２
】

　
　

○
埼

玉
大

学
産

学
官

連
携

協
議

会
、
さ

い
た

ま
市

等
と

連
携

し
て

、
恒

常
的

に
合

同
企

業
説

明
会

を
実

施
す

る
。［
18
］

　（
4）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
）

　【
９
】

　
　

○
学

士
課

程
の

入
試

で
は

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
、
知

識
偏

重
の

入
学

者
選

抜
か

ら
脱

却
し

、「
知

識
・
技

能
」「

思
考

力
・
判

断
力
・
表

現
力

」「
主

体
性

・
多

様
性

・
協

働
性

」を
適

切
に

評
価

す
る

多
面

的
・

総
合

的
な

選
抜

に
転

換
す

る
。

　（
4）
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
学
士
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
９
-１
】

　
　

○
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
を

見
直

し
明

確
化

す
る

と
と

も
に

、「
確

か
な

学
力

」を
育

む
高

等
学

校
教

育
と

本
学

の
教

育
を

適
切

に
接

続
さ

せ
る

た
め

、
明

確
化

し
た

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

に
基

づ
き

、「
知

識
・

技
能

」「
思

考
力

・
判

断
力
・
表

現
力

」「
主

体
性
・
多

様
性
・
協

働
性

」を
多

面
的
・
総

合
的

に
評

価
・
判

定
す

る
入

学
者

選
抜

方
法

を
導

入
す

る
。［
19
］

　【
９
-２
】

　
　

〇
入

学
者

の
学

修
状

況
等

に
関

す
る

追
跡

調
査

を
実

施
し

、
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
に

沿
っ

た
人

材
像

と
な

っ
て

い
た

か
、
入

試
選

抜
の

適
切

性
を

検
証

し
、
そ

の
結

果
を

選
抜

方
法

等
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。［
20
］

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
）

　【
10
】

　
　

○
大

学
院

課
程

の
入

試
で

は
、
日

本
人

学
生

・
留

学
生

・
社

会
人

学
生

な
ど

多
様

な
調

和
的

存
在

の
な

か
で

教
育

・
研

究
を

進
め

る
た

め
に

、
留

学
生

や
社

会
人

を
積

極
的

に
受

け
入

れ
る

。

　（
大
学
院
課
程
の
入
学
者
選
抜
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
10
-１
】

　
　

○
大

学
院

課
程

で
は

、
留

学
生

や
社

会
人

に
魅

力
あ

る
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
整

え
る

と
と

も
に

、
英

語
に

よ
る

面
接

、
在

外
受

験
及

び
多

様
な

社
会

人
に

対
応

し
た

特
別

選
抜

な
ど

、
留

学
生

や
社

会
人

が
受

験
し

や
す

い
選

抜
方

法
を

導
入

・
充

実
す

る
。

［
21
］

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
）

　【
11
】

　
　

○
大

学
と

し
て

強
み

や
特

色
の

あ
る

研
究

分
野

に
つ

い
て

、
全

国
的

な
研

究
拠

点
と

し
て

推
進

し
、
世

界
水

準
の

研
究

分
野

へ
ダ

イ
ナ

ミ
ッ

ク
に

展
開

す
る

と
と

も
に

、
学

際
領

域
を

は
じ

め
と

す
る

多
様

性
の

あ
る

学
術

研
究

を
推

進
す

る
。

　
２
　
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
研
究
水
準
及
び
研
究
の
成
果
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
目
指
す
べ
き
研
究
水
準
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
11
-１
】

　
　

○
大

学
院

理
工

学
研

究
科

に
設

置
し

た
戦

略
的

研
究

部
門（

ラ
イ

フ
・

ナ
ノ

バ
イ

オ
領

域
、
グ

リ
ー

ン
・

環
境

領
域

、
感

性
認

知
支

援
領

域
）に

お
い

て
、
国

際
共

同
研

究
を

進
め

、
高

水
準

の
学

術
論

文
等

そ
の

成
果

を
発

信
す

る
と

と
も

に
、
国

際
共

著
論

文
の

割
合

を
増

や
し

、
強

み
の

あ
る

先
端

的
研

究
分

野
と

し
て

世
界

水
準

の
研

究
を

推
進

す
る

。［
22
］

　【
11
-２
】

　
　

○
リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

（
U
RA

）オ
フ

ィ
ス

を
中

心
と

し
た

イ
ン

ス
テ

ィ
テ

ュ
ー

シ
ョ

ナ
ル

・
リ

サ
ー

チ
（

IR
）に

よ
る

本
学

研
究

活
動

の
状

況
分

析
等

に
よ

り
、
新

た
な

強
み

や
特

色
の

あ
る

研
究

分
野

を
特

定
し

、
全

国
的

な
研

究
拠

点
化

を
図

る
と

と
も

に
、
さ

ら
に

は
世

界
水

準
の

研
究

分
野

へ
推

進
す

る
。［
23
］

　【
11
-３
】

　
　

○
研

究
分

野
の

多
様

性
に

配
慮

し
つ

つ
、
研

究
費

等
の

支
援

に
よ

り
文

理
融

合
な

ど
の

学
際

領
域

研
究

を
推

進
し

、
新

た
な

強
み

や
特

色
の

あ
る

研
究

分
野

へ
成

長
さ

せ
る

。［
24
］

（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
）

　【
12
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
成

果
を

積
極

的
に

公
開

す
る

と
と

も
に

、
本

学
の

持
つ

研
究

力
を

結
集

し
て

首
都

圏
地

域
に

お
け

る
自

治
体

・
企

業
・

地
域

社
会

が
抱

え
る

課
題

の
解

決
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
に

資
す

る
。

（
研
究
成
果
の
社
会
還
元
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
12
-１
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
成

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
す

る
と

と
も

に
、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
を

活
用

し
、
首

都
圏

地
域

に
お

け
る

自
治

体
・

企
業

・
地

域
社

会
等

に
対

し
て

積
極

的
に

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

社
会

に
還

元
す

る
。［
25
］

　【
12
-２
】

　
　

○
埼

玉
県
・
首

都
圏

地
域

を
は

じ
め

と
し

た
自

治
体
・
企

業
・
地

域
社

会
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、
本

学
が

持
つ

シ
ー

ズ
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
図

り
、
そ

の
課

題
解

決
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
創

出
を

図
る

た
め

の
研

究
を

推
進

す
る

。［
26
］

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
実
施
体
制
及
び
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
）

　【
13
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
成

果
を

生
む

た
め

の
効

果
的

な
研

究
実

施
体

制
の

整
備

を
行

う
。

　（
2）
研
究
実
施
体
制
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
研
究
実
施
体
制
及
び
研
究
者
等
の
配
置
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
13
-１
】

　
　

○
戦

略
的

研
究

部
門

や
新

た
な

強
み

及
び

特
色

の
あ

る
研

究
分

野
に

対
し

て
、
重

点
的

に
若

手
研

究
者

や
研

究
支

援
者

等
の

配
置

を
行

う
。［
27
］

　【
13
-２
】

　
　

○
文

理
融

合
な

ど
学

際
領

域
研

究
を

促
進

す
る

た
め

に
、
人

文
社

会
科

学
研

究
科

及
び

理
工

学
研

究
科

等
の

連
携

に
よ

る
融

合
研

究
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

を
構

築
す

る
。［
28
］

　【
13
-３
】

　
　

○
優

秀
な

若
手

研
究

者
人

材
確

保
・

育
成

の
た

め
の

テ
ニ

ュ
ア

ト
ラ

ッ
ク

制
の

定
着

を
図

り
、
新

規
採

用
者

の
う

ち
テ

ニ
ュ

ア
ト

ラ
ッ

ク
教

員
の

割
合

を
25

％
と

す
る

こ
と

を
目

指
す

。［
29
］

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
）

　【
14
】

　
　

○
大

学
の

研
究

戦
略

に
即

し
た

研
究

環
境

整
備

を
行

う
。

　（
研
究
環
境
の
整
備
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
14
-１
】

　
　

○
施

設
・
設

備
に

関
す

る
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

、
計

画
的
・
継

続
的

な
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

や
研

究
設

備
の

整
備

を
行

い
、

効
果

的
な

研
究

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。［
30
］

　【
15
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
分

野
等

に
お

い
て

、
世

界
水

準
の

研
究

を
推

進
す

る
た

め
の

研
究

環
境

を
醸

成
す

る
。

　【
15
-１
】

　
　

○
学

術
交

流
協

定
締

結
校

を
は

じ
め

と
す

る
海

外
の

大
学

等
研

究
機

関
等

と
の

国
際

共
同

研
究

、
人

的
交

流
及

び
相

互
啓

発
活

動
を

推
進

す
る

。［
31
］

　【
16
】

　
　

○
客

観
的

デ
ー

タ
等

に
基

づ
き

、
研

究
の

質
を

向
上

さ
せ

る
シ

ス
テ

ム
を

充
実

す
る

。

　【
16
-１
】

　
　

○
各

研
究

科
等

は
、
U
RA

オ
フ

ィ
ス

と
の

連
携

に
よ

り
、
論

文
の

引
用

数
等

IR
に

よ
る

デ
ー

タ
指

標
を

活
用

し
、
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
分

野
の

検
証

を
行

う
な

ど
、
研

究
の

質
を

向
上

さ
せ

る
仕

組
み

を
充

実
す

る
。［
32
］
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標
）

　【
17
】

　
　

○
地

域
社

会
と

の
連

携
を

一
層

推
進

し
、
本

学
の

教
育

に
よ

り
養

成
す

る
多

様
な

人
材

を
、
埼

玉
県

を
は

じ
め

と
す

る
首

都
圏

地
域

社
会

に
輩

出
す

る
。

　
３
　
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
17
-１
】

　
　

○
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
に

よ
る

実
務

教
育

の
実

施
、
地

域
志

向
科

目
の

創
設

、
県

内
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

充
実

な
ど

、
地

域
を

志
向

し
た

教
育

環
境

を
充

実
さ

せ
、
首

都
圏

地
域

社
会

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

等
の

多
様

な
人

材
を

輩
出

す
る

。
ま

た
、
大

学
と

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

、
一

貫
し

た
教

員
養

成
・

研
修

に
よ

る
教

員
の

資
質

向
上

を
図

る
。［
33
］

　【
17
-２
】

　
　

○
平

成
28

年
度

の
教

育
学

研
究

科
専

門
職

学
位

課
程

の
設

置
に

伴
い

、
平

成
33

年
度

末
に

は
、
修

了
者

の
教

員
就

職
率

を
90

％
と

し
、
ま

た
、
専

門
職

学
位

課
程

の
設

置
と

連
動

さ
せ

て
、
教

育
学

部
で

は
、
県

内
に

お
け

る
小

学
校

教
員

養
成

の
拠

点
機

能
を

果
た

す
べ

く
実

践
的

な
教

育
を

充
実

さ
せ

、
平

成
33

年
度

末
に

は
、
小

学
校

教
員

採
用

の
県

内
占

有
率

35
％

を
確

保
す

る
。［
34
］

　【
18
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
力

の
強

化
と

、
自

治
体

・
企

業
・

地
域

社
会

と
の

連
携

に
よ

る
、
事

業
化

・
起

業
等

を
見

据
え

た
応

用
研

究
・

開
発

力
の

強
化

を
一

層
推

進
し

、
首

都
圏

地
域

社
会

の
活

性
化

に
資

す
る

。

　【
18
-１
】

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

及
び

社
会

調
査

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

自
治

体
・

企
業

・
地

域
社

会
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、
こ

れ
ら

の
多

様
な

社
会

セ
ク

タ
ー

と
連

携
し

た
研

究
活

動
等

を
推

進
す

る
。

［
35
］

　【
18
-２
】

　
　

○
先

端
産

業
国

際
ラ

ボ（
仮

称
）を

設
置

し
、
事

業
化

・
起

業
等

を
見

据
え

た
産

学
官

金
の

連
携

に
よ

る
共

創
ス

ペ
ー

ス
等

の
導

入
に

よ
り

、
地

域
活

性
化

中
核

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

。［
36
］

　（
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
）

　【
19
】

　
　

○
埼

玉
県

、
さ

い
た

ま
市

、
及

び
地

域
貢

献
に

関
す

る
協

定
締

結
先

機
関

と
の

連
携

活
動

を
、
学

内
諸

組
織

と
の

協
働

や
学

生
の

参
画

を
も

っ
て

よ
り

一
層

強
化

す
る

。

　（
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
19
-１
】

　
　

○
自

治
体

、
産

業
界

と
の

連
携

に
よ

る
公

開
講

座
、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
積

極
的

に
開

催
す

る
と

と
も

に
、
高

校
生

等
の

地
域

住
民

が
大

学
教

育
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

。［
37
］

　【
19
-２
】

　
　

○
学

生
の

地
域

社
会

へ
の

関
心

の
涵

養
に

資
す

る
た

め
、
自

治
体

等
へ

の
政

策
提

言
や

大
学

と
地

域
企

業
等

と
の

双
方

向
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

に
よ

る
課

題
解

決
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
へ

の
参

画
を

通
じ

て
、
学

生
に

よ
る

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
支

援
す

る
。［
38
］

　【
19
-３
】

　
　

○
研

究
成

果
発

信
の

一
環

と
し

て
の

各
種

イ
ベ

ン
ト

出
展

等
を

学
内

組
織

協
働

の
下

に
推

進
す

る
。［
39
］

　
４
　
そ
の
他
の
目
標

　（
1）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標

　（
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標
）

　【
20
】

　
　

〇
専

門
分

野
に

応
じ

た
有

能
な

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
研

究
を

通
じ

た
普

遍
的

な
国

際
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
国

際
連

携
に

よ
り

深
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、
戦

略
的

に
留

学
生

の
受

入
、
派

遣
人

数
の

飛
躍

的
増

加
を

図
る

た
め

、
地

域
活

性
化

に
も

着
目

し
た

キ
ャ

ン
パ

ス
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

を
促

進
す

る
。

　
４
　
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
20
-１
】

　
　

○
4学

期
制（

ク
ォ

ー
タ

ー
制

）の
導

入
に

よ
る

留
学

し
や

す
い

環
境

・
条

件
の

整
備

と
と

も
に

、
外

国
人

教
員

の
教

員
数

比
率

を
約

10
％

ま
で

増
加

、
英

語
に

よ
る

授
業

の
拡

大
、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
共

に
履

修
す

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

科
目

の
開

設
、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ア
ド

バ
イ

ジ
ン

グ
、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

国
際

通
用

性
向

上
等

を
通

じ
、
留

学
生

支
援

体
制

の
強

化
・

充
実

を
図

り
、
さ

ら
に

、
混

住
型

の
国

際
学

生
寮

を
整

備
す

る
な

ど
、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
キ

ャ
ン

パ
ス

構
築

の
た

め
の

学
内

環
境

を
整

え
、
留

学
生

の
受

入
数

が
80

0名
程

度（
学

生
数

比
率

約
９

％
）と

な
る

よ
う

促
進

す
る

。［
40
］

　【
20
-２
】

　
　

○
短

期
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
協

定
校

と
の

交
換

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム（
国

際
本

部
）を

は
じ

め
、
各

学
部

・
研

究
科

で
実

施
す

る
海

外
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

の
拡

充
に

よ
り

、
海

外
派

遣
促

進
及

び
研

究
交

流
実

績
の

活
性

化
を

図
り

、
海

外
派

遣
学

生
数

が
30

0名
程

度（
学

生
数

比
率

約
3％

）と
な

る
よ

う
促

進
す

る
。［
41
］

　【
20
-３
】

　
　

○
日

本
人

学
生

・
留

学
生

等
の

互
い

同
士

が
調

和
し

て
地

域
交

流
活

動
等

へ
参

画
で

き
る

よ
う

、
学

内
の

学
生

団
体

へ
の

支
援

や
埼

玉
県

内
の

関
係

団
体

等
と

の
連

携
を

推
進

す
る

。［
42
］

　（
国
境
を
越
え
た
教
育
・
研
究
の
連
携
に
関
す
る
目
標
）

　【
21
】

　
　

○
国

境
を

越
え

海
外

の
優

れ
た

高
等

教
育

機
関

等
と

の
教

育
連

携
や

研
究

者
間

レ
ベ

ル
で

の
共

同
研

究
を

飛
躍

的
に

促
進

し
、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
む

社
会

の
特

定
分

野
に

貢
献

す
る

人
材

育
成

を
図

る
。

　（
国
境
を
越
え
た
教
育
・
研
究
の
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
21
-１
】

　
　

○
海

外
の

協
定

校
等

と
の

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
着

実
な

実
施

と
更

な
る

拡
充

を
図

る
。
ま

た
、
従

前
か

ら
取

り
組

ん
で

き
た

研
究

者
間

交
流

を
基

盤
と

す
る

理
工

系
の

La
b-
to
-L

ab
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

特
色

あ
る

取
組

み
を

、
全

学
的

に
展

開
し

実
施

す
る

。［
43
］

　【
22
】

　
　

○
海

外
の

高
等

教
育

機
関

等
向

け
に

特
色

あ
る

取
組

み
を

国
際

広
報

す
る

。
　【
22
-1
】

　
　

○
本

学
の

国
際

展
開

を
明

確
に

し
、
優

秀
な

留
学

生
の

獲
得

に
資

す
る

た
め

、
学

内
の

国
際

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
態（

目
的

・
現

状
・

成
果

）、
留

学
生

受
け

入
れ

体
制（

教
育

内
容

・
住

環
境

）を
具

体
的

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

な
ど

、
国

際
広

報
を

充
実

さ
せ

る
。［
44
］

　（
2）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
）

　【
23
】

　
　

○
教

育
学

部
附

属
学

校
の

基
本

的
社

会
的

使
命（

教
育

の
研

究
と

実
践

・
実

証
、

学
生

の
教

育
実

習
並

び
に

研
究

の
指

導
、
地

方
教

育
へ

の
協

力
と

指
導

）を
達

成
す

る
こ

と
を

重
視

し
、
教

育
学

部
と

の
緊

密
で

有
機

的
な

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
。

　（
2）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
23
-１
】

　
　

○
教

育
実

習
指

導
、
相

互
授

業
担

当
、
研

究
開

発
な

ど
を

教
育

学
部

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。［
45
］

　【
23
-２
】

　
　

○
研

修
支

援
、
研

究
成

果
公

開
、
教

育
相

談
、
情

報
発

信
な

ど
を

通
し

て
地

域
教

育
界

の
モ

デ
ル

校
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、
埼

玉
県

教
育

委
員

会
、
さ

い
た

ま
市

教
育

委
員

会
と

連
携

し
な

が
ら

実
践

研
究

等
を

行
う

。
ま

た
、
教

育
学

研
究

科
専

門
職

学
位

課
程

と
の

積
極

的
な

連
携

協
力

を
図

り
、
地

域
の

教
育

課
題

を
踏

ま
え

た
実

践
研

究
等

を
推

進
し

、
そ

の
成

果
の

地
域

教
育

界
へ

の
還

元
を

図
る

。［
46
］

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　【
24
】

　
　

○
教

育
学

部
と

の
緊

密
な

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
附

属
学

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
に

、
運

営
改

善
を

図
る

。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
24
-１
】

　
　

○
学

部
長

を
含

む
学

部
委

員
と

附
属

学
校

関
係

者
で

構
成

す
る

附
属

学
校

委
員

会
を

通
じ

て
、
児

童
・

生
徒

の
問

題
行

動
な

ど
共

通
す

る
様

々
な

課
題

の
解

決
を

図
り

円
滑

な
学

校
運

営
を

行
う

。［
47
］

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
に
関
す
る
目
標
）

　【
25
】

　
　

○
社

会
の

期
待

に
応

え
て

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
よ

る
社

会
的

評
価

を
獲

得
す

る
た

め
、
ガ

バ
ナ

ン
ス

機
能

を
強

化
し

確
立

し
た

体
制

の
も

と
、
役

教
職

員
が

協
働

し
て

持
続

的
に

自
ら

組
織

運
営

を
改

善
・

発
展

さ
せ

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

る
迅

速
な

意
思

決
定

を
も

っ
て

戦
略

的
で

機
動

性
の

あ
る

大
学

の
管

理
運

営
を

行
う

。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
25
-１
】

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
り

推
進

す
る

大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
支

え
る

た
め

、
法

人
運

営
組

織
の

役
割

分
担

の
明

確
化

、
IR

を
管

理
し

総
合

的
な

政
策

立
案

機
能

を
有

す
る

学
長

室
の

強
化

・
拡

充
、
副

学
長

・
学

長
補

佐
機

能
の

強
化

を
行

う
。

［
48
］

　【
25
-２
】

　
　

○
組

織
運

営
、
教

育
研

究
活

動
を

よ
り

一
層

活
性

化
さ

せ
る

た
め

、
経

営
協

議
会

等
様

々
な

学
外

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

意
見

を
集

約
し

、
社

会
や

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
さ

せ
る

。［
49
］

　【
26
】

　
　

○
監

事
監

査
及

び
内

部
監

査
を

強
化

・
充

実
し

、
監

査
結

果
に

基
づ

く
運

営
改

善
提

言
を

法
人

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。

　【
26
-１
】

　
　

〇
監

査
体

制
の

強
化

及
び

リ
ス

ク
ア

プ
ロ

ー
チ

監
査

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
監

査
の

有
効

性
・

効
率

性
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、
監

査
結

果
に

基
づ

く
運

営
改

善
提

言
を

法
人

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。［
50
］
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標
）

　【
17
】

　
　

○
地

域
社

会
と

の
連

携
を

一
層

推
進

し
、
本

学
の

教
育

に
よ

り
養

成
す

る
多

様
な

人
材

を
、
埼

玉
県

を
は

じ
め

と
す

る
首

都
圏

地
域

社
会

に
輩

出
す

る
。

　
３
　
社
会
と
の
連
携
や
社
会
貢
献
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
社
会
と
の
連
携
及
び
地
域
を
志
向
し
た
教
育
・
研
究
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
17
-１
】

　
　

○
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
に

よ
る

実
務

教
育

の
実

施
、
地

域
志

向
科

目
の

創
設

、
県

内
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

充
実

な
ど

、
地

域
を

志
向

し
た

教
育

環
境

を
充

実
さ

せ
、
首

都
圏

地
域

社
会

に
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

人
材

、
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

等
の

多
様

な
人

材
を

輩
出

す
る

。
ま

た
、
大

学
と

教
育

委
員

会
と

の
連

携
に

よ
り

、
一

貫
し

た
教

員
養

成
・

研
修

に
よ

る
教

員
の

資
質

向
上

を
図

る
。［
33
］

　【
17
-２
】

　
　

○
平

成
28

年
度

の
教

育
学

研
究

科
専

門
職

学
位

課
程

の
設

置
に

伴
い

、
平

成
33

年
度

末
に

は
、
修

了
者

の
教

員
就

職
率

を
90

％
と

し
、
ま

た
、
専

門
職

学
位

課
程

の
設

置
と

連
動

さ
せ

て
、
教

育
学

部
で

は
、
県

内
に

お
け

る
小

学
校

教
員

養
成

の
拠

点
機

能
を

果
た

す
べ

く
実

践
的

な
教

育
を

充
実

さ
せ

、
平

成
33

年
度

末
に

は
、
小

学
校

教
員

採
用

の
県

内
占

有
率

35
％

を
確

保
す

る
。［
34
］

　【
18
】

　
　

○
強

み
や

特
色

の
あ

る
研

究
力

の
強

化
と

、
自

治
体

・
企

業
・

地
域

社
会

と
の

連
携

に
よ

る
、
事

業
化

・
起

業
等

を
見

据
え

た
応

用
研

究
・

開
発

力
の

強
化

を
一

層
推

進
し

、
首

都
圏

地
域

社
会

の
活

性
化

に
資

す
る

。

　【
18
-１
】

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

及
び

社
会

調
査

研
究

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

自
治

体
・

企
業

・
地

域
社

会
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

に
積

極
的

に
取

り
組

み
、
こ

れ
ら

の
多

様
な

社
会

セ
ク

タ
ー

と
連

携
し

た
研

究
活

動
等

を
推

進
す

る
。

［
35
］

　【
18
-２
】

　
　

○
先

端
産

業
国

際
ラ

ボ（
仮

称
）を

設
置

し
、
事

業
化

・
起

業
等

を
見

据
え

た
産

学
官

金
の

連
携

に
よ

る
共

創
ス

ペ
ー

ス
等

の
導

入
に

よ
り

、
地

域
活

性
化

中
核

拠
点

と
し

て
の

役
割

を
果

た
す

。［
36
］

　（
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
）

　【
19
】

　
　

○
埼

玉
県

、
さ

い
た

ま
市

、
及

び
地

域
貢

献
に

関
す

る
協

定
締

結
先

機
関

と
の

連
携

活
動

を
、
学

内
諸

組
織

と
の

協
働

や
学

生
の

参
画

を
も

っ
て

よ
り

一
層

強
化

す
る

。

　（
社
会
貢
献
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
19
-１
】

　
　

○
自

治
体

、
産

業
界

と
の

連
携

に
よ

る
公

開
講

座
、
セ

ミ
ナ

ー
等

を
積

極
的

に
開

催
す

る
と

と
も

に
、
高

校
生

等
の

地
域

住
民

が
大

学
教

育
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

。［
37
］

　【
19
-２
】

　
　

○
学

生
の

地
域

社
会

へ
の

関
心

の
涵

養
に

資
す

る
た

め
、
自

治
体

等
へ

の
政

策
提

言
や

大
学

と
地

域
企

業
等

と
の

双
方

向
コ

ミ
ッ

ト
メ

ン
ト

に
よ

る
課

題
解

決
型

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
へ

の
参

画
を

通
じ

て
、
学

生
に

よ
る

地
域

社
会

へ
の

貢
献

を
支

援
す

る
。［
38
］

　【
19
-３
】

　
　

○
研

究
成

果
発

信
の

一
環

と
し

て
の

各
種

イ
ベ

ン
ト

出
展

等
を

学
内

組
織

協
働

の
下

に
推

進
す

る
。［
39
］

　
４
　
そ
の
他
の
目
標

　（
1）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標

　（
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標
）

　【
20
】

　
　

〇
専

門
分

野
に

応
じ

た
有

能
な

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
を

育
成

す
る

た
め

、
研

究
を

通
じ

た
普

遍
的

な
国

際
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
国

際
連

携
に

よ
り

深
化

さ
せ

る
と

と
も

に
、
戦

略
的

に
留

学
生

の
受

入
、
派

遣
人

数
の

飛
躍

的
増

加
を

図
る

た
め

、
地

域
活

性
化

に
も

着
目

し
た

キ
ャ

ン
パ

ス
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

を
促

進
す

る
。

　
４
　
そ
の
他
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
1）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
20
-１
】

　
　

○
4学

期
制（

ク
ォ

ー
タ

ー
制

）の
導

入
に

よ
る

留
学

し
や

す
い

環
境

・
条

件
の

整
備

と
と

も
に

、
外

国
人

教
員

の
教

員
数

比
率

を
約

10
％

ま
で

増
加

、
英

語
に

よ
る

授
業

の
拡

大
、
留

学
生

と
日

本
人

学
生

が
共

に
履

修
す

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

授
業

科
目

の
開

設
、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ア
ド

バ
イ

ジ
ン

グ
、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

国
際

通
用

性
向

上
等

を
通

じ
、
留

学
生

支
援

体
制

の
強

化
・

充
実

を
図

り
、
さ

ら
に

、
混

住
型

の
国

際
学

生
寮

を
整

備
す

る
な

ど
、
グ

ロ
ー

バ
ル

・
キ

ャ
ン

パ
ス

構
築

の
た

め
の

学
内

環
境

を
整

え
、
留

学
生

の
受

入
数

が
80

0名
程

度（
学

生
数

比
率

約
９

％
）と

な
る

よ
う

促
進

す
る

。［
40
］

　【
20
-２
】

　
　

○
短

期
海

外
研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

、
協

定
校

と
の

交
換

留
学

プ
ロ

グ
ラ

ム（
国

際
本

部
）を

は
じ

め
、
各

学
部

・
研

究
科

で
実

施
す

る
海

外
派

遣
プ

ロ
グ

ラ
ム

な
ど

の
拡

充
に

よ
り

、
海

外
派

遣
促

進
及

び
研

究
交

流
実

績
の

活
性

化
を

図
り

、
海

外
派

遣
学

生
数

が
30

0名
程

度（
学

生
数

比
率

約
3％

）と
な

る
よ

う
促

進
す

る
。［
41
］

　【
20
-３
】

　
　

○
日

本
人

学
生

・
留

学
生

等
の

互
い

同
士

が
調

和
し

て
地

域
交

流
活

動
等

へ
参

画
で

き
る

よ
う

、
学

内
の

学
生

団
体

へ
の

支
援

や
埼

玉
県

内
の

関
係

団
体

等
と

の
連

携
を

推
進

す
る

。［
42
］

　（
国
境
を
越
え
た
教
育
・
研
究
の
連
携
に
関
す
る
目
標
）

　【
21
】

　
　

○
国

境
を

越
え

海
外

の
優

れ
た

高
等

教
育

機
関

等
と

の
教

育
連

携
や

研
究

者
間

レ
ベ

ル
で

の
共

同
研

究
を

飛
躍

的
に

促
進

し
、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
む

社
会

の
特

定
分

野
に

貢
献

す
る

人
材

育
成

を
図

る
。

　（
国
境
を
越
え
た
教
育
・
研
究
の
連
携
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
21
-１
】

　
　

○
海

外
の

協
定

校
等

と
の

ダ
ブ

ル
デ

ィ
グ

リ
ー

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
着

実
な

実
施

と
更

な
る

拡
充

を
図

る
。
ま

た
、
従

前
か

ら
取

り
組

ん
で

き
た

研
究

者
間

交
流

を
基

盤
と

す
る

理
工

系
の

La
b-
to
-L

ab
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
お

け
る

特
色

あ
る

取
組

み
を

、
全

学
的

に
展

開
し

実
施

す
る

。［
43
］

　【
22
】

　
　

○
海

外
の

高
等

教
育

機
関

等
向

け
に

特
色

あ
る

取
組

み
を

国
際

広
報

す
る

。
　【
22
-1
】

　
　

○
本

学
の

国
際

展
開

を
明

確
に

し
、
優

秀
な

留
学

生
の

獲
得

に
資

す
る

た
め

、
学

内
の

国
際

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

実
態（

目
的

・
現

状
・

成
果

）、
留

学
生

受
け

入
れ

体
制（

教
育

内
容

・
住

環
境

）を
具

体
的

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

な
ど

、
国

際
広

報
を

充
実

さ
せ

る
。［
44
］

　（
2）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
）

　【
23
】

　
　

○
教

育
学

部
附

属
学

校
の

基
本

的
社

会
的

使
命（

教
育

の
研

究
と

実
践

・
実

証
、

学
生

の
教

育
実

習
並

び
に

研
究

の
指

導
、
地

方
教

育
へ

の
協

力
と

指
導

）を
達

成
す

る
こ

と
を

重
視

し
、
教

育
学

部
と

の
緊

密
で

有
機

的
な

連
携

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、
関

係
機

関
と

連
携

し
つ

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
。

　（
2）
附
属
学
校
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
活
動
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
23
-１
】

　
　

○
教

育
実

習
指

導
、
相

互
授

業
担

当
、
研

究
開

発
な

ど
を

教
育

学
部

と
連

携
し

て
実

施
す

る
。［
45
］

　【
23
-２
】

　
　

○
研

修
支

援
、
研

究
成

果
公

開
、
教

育
相

談
、
情

報
発

信
な

ど
を

通
し

て
地

域
教

育
界

の
モ

デ
ル

校
と

し
て

の
役

割
を

果
た

す
と

と
も

に
、
埼

玉
県

教
育

委
員

会
、
さ

い
た

ま
市

教
育

委
員

会
と

連
携

し
な

が
ら

実
践

研
究

等
を

行
う

。
ま

た
、
教

育
学

研
究

科
専

門
職

学
位

課
程

と
の

積
極

的
な

連
携

協
力

を
図

り
、
地

域
の

教
育

課
題

を
踏

ま
え

た
実

践
研

究
等

を
推

進
し

、
そ

の
成

果
の

地
域

教
育

界
へ

の
還

元
を

図
る

。［
46
］

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　【
24
】

　
　

○
教

育
学

部
と

の
緊

密
な

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
附

属
学

校
長

の
リ

ー
ダ

ー
シ

ッ
プ

の
も

と
に

、
運

営
改

善
を

図
る

。

　（
学
校
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
24
-１
】

　
　

○
学

部
長

を
含

む
学

部
委

員
と

附
属

学
校

関
係

者
で

構
成

す
る

附
属

学
校

委
員

会
を

通
じ

て
、
児

童
・

生
徒

の
問

題
行

動
な

ど
共

通
す

る
様

々
な

課
題

の
解

決
を

図
り

円
滑

な
学

校
運

営
を

行
う

。［
47
］

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
に
関
す
る
目
標
）

　【
25
】

　
　

○
社

会
の

期
待

に
応

え
て

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
よ

る
社

会
的

評
価

を
獲

得
す

る
た

め
、
ガ

バ
ナ

ン
ス

機
能

を
強

化
し

確
立

し
た

体
制

の
も

と
、
役

教
職

員
が

協
働

し
て

持
続

的
に

自
ら

組
織

運
営

を
改

善
・

発
展

さ
せ

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
ト

ッ
プ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
よ

る
迅

速
な

意
思

決
定

を
も

っ
て

戦
略

的
で

機
動

性
の

あ
る

大
学

の
管

理
運

営
を

行
う

。

Ⅱ
　
業
務
運
営
の
改
善
及
び
効
率
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
組
織
運
営
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
25
-１
】

　
　

○
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
り

推
進

す
る

大
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
支

え
る

た
め

、
法

人
運

営
組

織
の

役
割

分
担

の
明

確
化

、
IR

を
管

理
し

総
合

的
な

政
策

立
案

機
能

を
有

す
る

学
長

室
の

強
化

・
拡

充
、
副

学
長

・
学

長
補

佐
機

能
の

強
化

を
行

う
。

［
48
］

　【
25
-２
】

　
　

○
組

織
運

営
、
教

育
研

究
活

動
を

よ
り

一
層

活
性

化
さ

せ
る

た
め

、
経

営
協

議
会

等
様

々
な

学
外

の
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

意
見

を
集

約
し

、
社

会
や

地
域

の
ニ

ー
ズ

を
反

映
さ

せ
る

。［
49
］

　【
26
】

　
　

○
監

事
監

査
及

び
内

部
監

査
を

強
化

・
充

実
し

、
監

査
結

果
に

基
づ

く
運

営
改

善
提

言
を

法
人

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。

　【
26
-１
】

　
　

〇
監

査
体

制
の

強
化

及
び

リ
ス

ク
ア

プ
ロ

ー
チ

監
査

の
実

施
な

ど
に

よ
り

、
監

査
の

有
効

性
・

効
率

性
を

向
上

さ
せ

る
と

と
も

に
、
監

査
結

果
に

基
づ

く
運

営
改

善
提

言
を

法
人

運
営

に
反

映
さ

せ
る

。［
50
］
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
再
配
分
に
関
す
る
目
標
）

　【
27
】

　
　

○
学

長
が

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
な

が
ら

、
学

長
の

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
く

、
学

内
資

源
を

戦
略

・
重

点
的

に
配

分
し

、
一

層
の

機
能

強
化

を
推

進
す

る
た

め
の

仕
組

み
を

構
築

す
る

。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
再
配
分
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
27
-１
】

　
　

○
一

層
の

機
能

強
化

を
推

進
す

る
た

め
、

IR
を

活
用

し
た

財
務

分
析

に
基

づ
き

、
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

で
、

学
内

資
源

を
安

定
的

に
確

保
し

、
学

部
事

務
の

一
元

化
な

ど
、

戦
略

・
重

点
的

か
つ

弾
力

的
に

学
内

資
源

の
再

配
分

等
を

行
う

。
［
51
］

　（
人
事
・
給
与
制
度
の
弾
力
化
に
関
す
る
目
標
）

　【
28
】

　
　

○
優

秀
な

若
手

教
員

の
増

員
や

教
員

の
流

動
性

向
上

な
ど

に
よ

り
教

育
研

究
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
適

切
な

業
績

評
価

体
制

に
基

づ
く

年
俸

制
の

積
極

的
な

導
入

及
び

混
合

給
与（

ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
）の

導
入

等
を

推
進

す
る

。

　【
28
-１
】

　
　

○
40

歳
未

満
の

優
秀

な
若

手
教

員
の

活
躍

の
場

を
全

学
的

に
拡

大
し

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
と

し
て

の
雇

用
に

つ
い

て
は

、
若

手
教

員
の

雇
用

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
若

手
教

員
の

比
率

が
20

％
を

越
え

る
よ

う
促

進
す

る
。［
52
］

　【
28
-２
】

　
　

○
研

究
力

強
化

及
び

人
材

育
成

強
化

を
一

層
促

進
す

る
た

め
、

適
切

な
業

績
評

価
に

基
づ

く
年

俸
制

の
適

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
に

つ
い

て
は

、
年

俸
制

導
入

等
に

関
す

る
計

画
に

基
づ

き
、

適
用

者
の

比
率

が
10

％
程

度
と

な
る

よ
う

促
進

す
る

。［
53
］

　【
28
-３
】

　
　

○
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
教

育
研

究
の

実
施

の
た

め
、混

合
給

与（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

）等
に

よ
る

地
域

企
業

人
の

登
用

な
ど

、
人

事
・

給
与

シ
ス

テ
ム

の
弾

力
化

を
促

進
し

、
教

育
研

究
の

活
性

化
を

図
る

。［
54
］

　（
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
目
標
）

　【
29
】

　
　

○
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
向

け
た

取
組

み
等

を
推

進
し

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

職
場

の
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

　（
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
29
-１
】

　
　

○
男

女
共

同
参

画
等

の
推

進
に

資
す

る
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
の

促
進

や
講

演
会

な
ど

の
取

組
み

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
勤

務
形

態
の

整
備

な
ど

女
性

教
職

員
の

参
画

拡
大

に
向

け
た

環
境

づ
く

り
を

行
う

。［
55
］

　【
29
-２
】

　
　

○
女

性
教

員
の

採
用

比
率

を
人

文
社

会
系

部
局

に
お

い
て

は
40

％
、

教
員

養
成

系
部

局
に

お
い

て
は

30
％

、
自

然
科

学
系

部
局

に
お

い
て

は
20

％
以

上
に

、
ま

た
、

女
性

事
務

職
員

の
採

用
比

率
を

50
％

と
す

る
。［
56
］

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　【
30
】

　
　

○
人

材
育

成
の

量
的

・
質

的
強

化
を

図
る

た
め

、
大

学
院

課
程

を
中

心
と

し
た

教
育

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
30
-１
】

　
　

○
理

学
部

、
工

学
部

及
び

理
工

学
研

究
科

で
は

、
理

工
系

人
材

育
成

の
量

的
・

質
的

強
化

を
推

進
す

る
。

そ
の

た
め

の
組

織
的

な
措

置
と

し
て

、
学

士
課

程
で

は
、

工
学

部
に

お
け

る
学

科
の

大
括

り
化

を
図

る
と

と
も

に
、

50
名

増
の

学
生

定
員

の
見

直
し

を
行

う
。

そ
の

後
、

大
学

院
課

程
で

は
、

理
工

学
研

究
科

の
充

実
を

図
る

。［
57
］

　【
30
-２
】

　
　

○
教

育
学

部
及

び
教

育
学

研
究

科
で

は
、

教
員

養
成

の
質

的
強

化
の

た
め

、
平

成
28

年
度

の
専

門
職

学
位

課
程

の
設

置
に

伴
い

、
既

存
の

修
士

課
程

を
段

階
的

に
縮

小
す

る
と

と
も

に
、

学
士

課
程

で
は

50
名

減
の

学
生

定
員

の
見

直
し

を
行

う
。［
58
］

　【
30
-３
】

　
　

○
人

文
社

会
科

学
研

究
科

で
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
機

能
、

社
会

人
の

学
び

直
し

機
能

等
の

検
証

を
行

い
、

さ
ら

な
る

強
化

策
を

立
案

す
る

。［
59
］

　
３
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　【
31
】

　
　

○
不

断
の

業
務

改
善

の
動

機
付

け
の

徹
底

に
よ

る
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
を

推
進

し
、

大
学

運
営

上
の

事
務

の
課

題
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

事
務

組
織

を
整

備
す

る
。

　
３
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
31
-１
】

　
　

○
職

員
自

ら
が

不
断

の
業

務
改

善
の

取
組

を
基

本
と

す
る

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

に
加

え
て

、
業

務
監

査
の

提
言

等
へ

の
適

切
な

対
応

、
さ

ら
に

、
事

務
全

体
の

検
証

・
見

直
し

を
通

じ
た

業
務

の
移

管
、

集
約

又
は

廃
止

な
ど

、
従

来
の

枠
組

み
に

と
 

　
　

ら
わ

れ
な

い
抜

本
的

な
業

務
改

善
等

を
行

い
、

業
務

執
行

の
最

適
化

を
促

進
す

る
。［
60
］

　【
31
-２
】

　
　

○
業

務
改

善
に

基
づ

く
事

務
の

課
題

等
に

確
実

に
対

応
す

る
た

め
、

学
部

事
務

の
一

元
化

な
ど

に
よ

り
、

適
切

な
事

務
組

織
を

構
築

す
る

。［
61
］

　（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
関
す
る
目
標
）

　【
32
】

　
　

○
効

果
的

な
業

務
運

営
に

向
け

た
人

材
育

成
に

よ
り

事
務

職
員

の
高

度
化

を
図

り
、

専
門

性
を

有
す

る
者

等
の

多
様

な
人

材
の

確
保

と
、

そ
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
を

図
っ

て
、

役
教

職
協

働
の

実
現

を
推

進
す

る
。

　（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
32
-１
】

　
　

○
中

長
期

的
な

人
材

育
成

計
画

を
策

定
し

、
人

事
交

流
等

に
よ

る
経

験
を

通
じ

た
幅

広
い

視
野

の
育

成
と

大
学

院
等

で
の

学
び

に
よ

る
専

門
性

の
向

上
に

資
す

る
組

織
的

な
SD

研
修

を
実

施
す

る
。［
62
］

　【
32
-２
】

　
　

○
役

教
職

協
働

を
実

現
・

強
化

す
る

た
め

、
U

RA
な

ど
専

門
的

知
見

を
有

す
る「

高
度

専
門

職
」を

積
極

的
に

配
置

す
る

と
と

も
に

、「
高

度
専

門
職

」の
育

成
を

促
進

す
る

。［
63
］

　【
32
-３
】

　
　

○
女

性
の

管
理

職
等

へ
の

登
用

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
を

図
る

。［
64
］

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
増
加
に
関
す
る
目
標
）

　【
33
】

　
　

○
大

型
の

外
部

研
究

資
金

獲
得

や
財

源
の

多
様

化
等

に
よ

り
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
33
-１
】

　
　

○
外

部
資

金
獲

得
を

促
進

す
る

た
め

、
U

RA
に

よ
る

支
援

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

学
内

施
設

の
貸

付
等

保
有

資
産

の
有

効
活

用
等

に
よ

り
増

収
を

図
る

。［
65
］

　【
33
-２
】

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

自
治

体
・

企
業

・
地

域
社

会
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

を
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

本
学

の
持

つ
研

究
シ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

図
り

、
共

同
研

究
や

受
託

研
究

等
の

促
進

を
図

る
。［
66
］

　（
寄
附
金
の
増
加
に
関
す
る
目
標
）

　【
34
】

　
　

○「
埼

玉
大

学
基

金
」に

対
す

る
よ

り
一

層
の

理
解

と
支

援
を

得
る

た
め

の
戦

略
的

な
方

策
を

策
定

し
、

寄
附

金
を

増
加

さ
せ

る
取

組
み

を
推

進
す

る
。

　（
寄
附
金
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
34
-１
】

　
　

○
埼

玉
大

学
同

窓
会

と
の

連
携

体
制

を
学

内
諸

部
署

と
の

協
働

の
下

に
整

備
・

強
化

し
、

企
業

の
役

員
等

を
務

め
る

卒
業

生
を

は
じ

め
と

し
て

、
卒

業
生

に
対

す
る

広
く

き
め

細
か

い
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。［
67
］

　【
34
-２
】

　
　

○
地

域
の

企
業

、
自

治
体

等
、

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
を

意
識

し
、

本
学

の
目

的
・

計
画

、
教

育
研

究
活

動
や

様
々

な
取

組
な

ど
を

理
解

し
て

も
ら

う
た

め
の

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

。［
68
］

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標

　（
適
切
な
人
件
費
管
理
に
関
す
る
目
標
）

　【
35
】

　
　

○
適

正
な

人
員

配
置

に
努

め
、

適
切

な
人

件
費

管
理

を
行

う
。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
適
切
な
人
件
費
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
35
-1
】

　
　

○
中

期
目

標
期

間
を

通
じ

た
人

件
費

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
再

雇
用

者
の

活
用

等
に

よ
り

、
計

画
的

か
つ

弾
力

的
に

人
件

費
管

理
を

行
う

。［
69
］

　（
管
理
的
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
）

　【
36
】

　
　

○
管

理
的

経
費

の
削

減
を

図
り

、
一

般
管

理
費

比
率

等
の

抑
制

を
行

う
。

　（
管
理
的
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
36
-1
】

　
　

○
財

務
分

析
を

行
う

と
と

も
に

、
複

数
年

契
約

の
推

進
、

外
部

委
託

業
務

の
内

容
の

見
直

し
、

光
熱

水
量

の
節

減
な

ど
を

行
う

こ
と

に
よ

り
管

理
的

経
費

を
削

減
し

、
一

般
管

理
費

比
率

等
の

抑
制

等
を

行
う

。［
70
］
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
再
配
分
に
関
す
る
目
標
）

　【
27
】

　
　

○
学

長
が

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
な

が
ら

、
学

長
の

ビ
ジ

ョ
ン

に
基

づ
く

、
学

内
資

源
を

戦
略

・
重

点
的

に
配

分
し

、
一

層
の

機
能

強
化

を
推

進
す

る
た

め
の

仕
組

み
を

構
築

す
る

。

　（
戦
略
的
な
学
内
資
源
再
配
分
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
27
-１
】

　
　

○
一

層
の

機
能

強
化

を
推

進
す

る
た

め
、

IR
を

活
用

し
た

財
務

分
析

に
基

づ
き

、
学

長
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
の

も
と

で
、

学
内

資
源

を
安

定
的

に
確

保
し

、
学

部
事

務
の

一
元

化
な

ど
、

戦
略

・
重

点
的

か
つ

弾
力

的
に

学
内

資
源

の
再

配
分

等
を

行
う

。
［
51
］

　（
人
事
・
給
与
制
度
の
弾
力
化
に
関
す
る
目
標
）

　【
28
】

　
　

○
優

秀
な

若
手

教
員

の
増

員
や

教
員

の
流

動
性

向
上

な
ど

に
よ

り
教

育
研

究
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
適

切
な

業
績

評
価

体
制

に
基

づ
く

年
俸

制
の

積
極

的
な

導
入

及
び

混
合

給
与（

ク
ロ

ス
ア

ポ
イ

ン
ト

メ
ン

ト
）の

導
入

等
を

推
進

す
る

。

　【
28
-１
】

　
　

○
40

歳
未

満
の

優
秀

な
若

手
教

員
の

活
躍

の
場

を
全

学
的

に
拡

大
し

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
と

し
て

の
雇

用
に

つ
い

て
は

、
若

手
教

員
の

雇
用

に
関

す
る

計
画

に
基

づ
き

、
若

手
教

員
の

比
率

が
20

％
を

越
え

る
よ

う
促

進
す

る
。［
52
］

　【
28
-２
】

　
　

○
研

究
力

強
化

及
び

人
材

育
成

強
化

を
一

層
促

進
す

る
た

め
、

適
切

な
業

績
評

価
に

基
づ

く
年

俸
制

の
適

用
を

さ
ら

に
促

進
し

、
退

職
金

に
係

る
運

営
費

交
付

金
の

積
算

対
象

と
な

る
教

員
に

つ
い

て
は

、
年

俸
制

導
入

等
に

関
す

る
計

画
に

基
づ

き
、

適
用

者
の

比
率

が
10

％
程

度
と

な
る

よ
う

促
進

す
る

。［
53
］

　【
28
-３
】

　
　

○
大

学
と

地
域

企
業

等
と

の
双

方
向

コ
ミ

ッ
ト

メ
ン

ト
を

密
に

し
た

学
内

外
協

働
教

育
研

究
の

実
施

の
た

め
、混

合
給

与（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

）等
に

よ
る

地
域

企
業

人
の

登
用

な
ど

、
人

事
・

給
与

シ
ス

テ
ム

の
弾

力
化

を
促

進
し

、
教

育
研

究
の

活
性

化
を

図
る

。［
54
］

　（
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
目
標
）

　【
29
】

　
　

○
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
向

け
た

取
組

み
等

を
推

進
し

、
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
に

配
慮

し
た

職
場

の
環

境
づ

く
り

を
行

う
。

　（
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
29
-１
】

　
　

○
男

女
共

同
参

画
等

の
推

進
に

資
す

る
セ

ミ
ナ

ー
へ

の
参

加
の

促
進

や
講

演
会

な
ど

の
取

組
み

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
勤

務
形

態
の

整
備

な
ど

女
性

教
職

員
の

参
画

拡
大

に
向

け
た

環
境

づ
く

り
を

行
う

。［
55
］

　【
29
-２
】

　
　

○
女

性
教

員
の

採
用

比
率

を
人

文
社

会
系

部
局

に
お

い
て

は
40

％
、

教
員

養
成

系
部

局
に

お
い

て
は

30
％

、
自

然
科

学
系

部
局

に
お

い
て

は
20

％
以

上
に

、
ま

た
、

女
性

事
務

職
員

の
採

用
比

率
を

50
％

と
す

る
。［
56
］

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標

　（
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　【
30
】

　
　

○
人

材
育

成
の

量
的

・
質

的
強

化
を

図
る

た
め

、
大

学
院

課
程

を
中

心
と

し
た

教
育

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

　
２
　
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
教
育
研
究
組
織
の
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
30
-１
】

　
　

○
理

学
部

、
工

学
部

及
び

理
工

学
研

究
科

で
は

、
理

工
系

人
材

育
成

の
量

的
・

質
的

強
化

を
推

進
す

る
。

そ
の

た
め

の
組

織
的

な
措

置
と

し
て

、
学

士
課

程
で

は
、

工
学

部
に

お
け

る
学

科
の

大
括

り
化

を
図

る
と

と
も

に
、

50
名

増
の

学
生

定
員

の
見

直
し

を
行

う
。

そ
の

後
、

大
学

院
課

程
で

は
、

理
工

学
研

究
科

の
充

実
を

図
る

。［
57
］

　【
30
-２
】

　
　

○
教

育
学

部
及

び
教

育
学

研
究

科
で

は
、

教
員

養
成

の
質

的
強

化
の

た
め

、
平

成
28

年
度

の
専

門
職

学
位

課
程

の
設

置
に

伴
い

、
既

存
の

修
士

課
程

を
段

階
的

に
縮

小
す

る
と

と
も

に
、

学
士

課
程

で
は

50
名

減
の

学
生

定
員

の
見

直
し

を
行

う
。［
58
］

　【
30
-３
】

　
　

○
人

文
社

会
科

学
研

究
科

で
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

リ
ー

ダ
ー

の
育

成
機

能
、

社
会

人
の

学
び

直
し

機
能

等
の

検
証

を
行

い
、

さ
ら

な
る

強
化

策
を

立
案

す
る

。［
59
］

　
３
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
）

　【
31
】

　
　

○
不

断
の

業
務

改
善

の
動

機
付

け
の

徹
底

に
よ

る
事

務
の

効
率

化
・

合
理

化
を

推
進

し
、

大
学

運
営

上
の

事
務

の
課

題
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

事
務

組
織

を
整

備
す

る
。

　
３
　
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
事
務
等
の
効
率
化
・
合
理
化
及
び
組
織
見
直
し
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
31
-１
】

　
　

○
職

員
自

ら
が

不
断

の
業

務
改

善
の

取
組

を
基

本
と

す
る

事
務

の
効

率
化

・
合

理
化

に
加

え
て

、
業

務
監

査
の

提
言

等
へ

の
適

切
な

対
応

、
さ

ら
に

、
事

務
全

体
の

検
証

・
見

直
し

を
通

じ
た

業
務

の
移

管
、

集
約

又
は

廃
止

な
ど

、
従

来
の

枠
組

み
に

と
 

　
　

ら
わ

れ
な

い
抜

本
的

な
業

務
改

善
等

を
行

い
、

業
務

執
行

の
最

適
化

を
促

進
す

る
。［
60
］

　【
31
-２
】

　
　

○
業

務
改

善
に

基
づ

く
事

務
の

課
題

等
に

確
実

に
対

応
す

る
た

め
、

学
部

事
務

の
一

元
化

な
ど

に
よ

り
、

適
切

な
事

務
組

織
を

構
築

す
る

。［
61
］

　（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
関
す
る
目
標
）

　【
32
】

　
　

○
効

果
的

な
業

務
運

営
に

向
け

た
人

材
育

成
に

よ
り

事
務

職
員

の
高

度
化

を
図

り
、

専
門

性
を

有
す

る
者

等
の

多
様

な
人

材
の

確
保

と
、

そ
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
を

図
っ

て
、

役
教

職
協

働
の

実
現

を
推

進
す

る
。

　（
人
材
の
育
成
及
び
確
保
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
32
-１
】

　
　

○
中

長
期

的
な

人
材

育
成

計
画

を
策

定
し

、
人

事
交

流
等

に
よ

る
経

験
を

通
じ

た
幅

広
い

視
野

の
育

成
と

大
学

院
等

で
の

学
び

に
よ

る
専

門
性

の
向

上
に

資
す

る
組

織
的

な
SD

研
修

を
実

施
す

る
。［
62
］

　【
32
-２
】

　
　

○
役

教
職

協
働

を
実

現
・

強
化

す
る

た
め

、
U

RA
な

ど
専

門
的

知
見

を
有

す
る「

高
度

専
門

職
」を

積
極

的
に

配
置

す
る

と
と

も
に

、「
高

度
専

門
職

」の
育

成
を

促
進

す
る

。［
63
］

　【
32
-３
】

　
　

○
女

性
の

管
理

職
等

へ
の

登
用

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
人

材
の

キ
ャ

リ
ア

パ
ス

の
確

立
を

図
る

。［
64
］

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
増
加
に
関
す
る
目
標
）

　【
33
】

　
　

○
大

型
の

外
部

研
究

資
金

獲
得

や
財

源
の

多
様

化
等

に
よ

り
自

己
収

入
の

増
加

を
図

る
。

Ⅲ
　
財
務
内
容
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
外
部
研
究
資
金
、寄
附
金
そ
の
他
の
自
己
収
入
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
外
部
研
究
資
金
等
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
33
-１
】

　
　

○
外

部
資

金
獲

得
を

促
進

す
る

た
め

、
U

RA
に

よ
る

支
援

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

学
内

施
設

の
貸

付
等

保
有

資
産

の
有

効
活

用
等

に
よ

り
増

収
を

図
る

。［
65
］

　【
33
-２
】

　
　

○
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

自
治

体
・

企
業

・
地

域
社

会
に

お
け

る
課

題
や

ニ
ー

ズ
の

把
握

を
積

極
的

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

本
学

の
持

つ
研

究
シ

ー
ズ

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
を

図
り

、
共

同
研

究
や

受
託

研
究

等
の

促
進

を
図

る
。［
66
］

　（
寄
附
金
の
増
加
に
関
す
る
目
標
）

　【
34
】

　
　

○「
埼

玉
大

学
基

金
」に

対
す

る
よ

り
一

層
の

理
解

と
支

援
を

得
る

た
め

の
戦

略
的

な
方

策
を

策
定

し
、

寄
附

金
を

増
加

さ
せ

る
取

組
み

を
推

進
す

る
。

　（
寄
附
金
の
増
加
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
34
-１
】

　
　

○
埼

玉
大

学
同

窓
会

と
の

連
携

体
制

を
学

内
諸

部
署

と
の

協
働

の
下

に
整

備
・

強
化

し
、

企
業

の
役

員
等

を
務

め
る

卒
業

生
を

は
じ

め
と

し
て

、
卒

業
生

に
対

す
る

広
く

き
め

細
か

い
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。［
67
］

　【
34
-２
】

　
　

○
地

域
の

企
業

、
自

治
体

等
、

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
を

意
識

し
、

本
学

の
目

的
・

計
画

、
教

育
研

究
活

動
や

様
々

な
取

組
な

ど
を

理
解

し
て

も
ら

う
た

め
の

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

。［
68
］

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標

　（
適
切
な
人
件
費
管
理
に
関
す
る
目
標
）

　【
35
】

　
　

○
適

正
な

人
員

配
置

に
努

め
、

適
切

な
人

件
費

管
理

を
行

う
。

　
２
　
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
適
切
な
人
件
費
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
35
-1
】

　
　

○
中

期
目

標
期

間
を

通
じ

た
人

件
費

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
基

づ
き

、
再

雇
用

者
の

活
用

等
に

よ
り

、
計

画
的

か
つ

弾
力

的
に

人
件

費
管

理
を

行
う

。［
69
］

　（
管
理
的
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
）

　【
36
】

　
　

○
管

理
的

経
費

の
削

減
を

図
り

、
一

般
管

理
費

比
率

等
の

抑
制

を
行

う
。

　（
管
理
的
経
費
の
抑
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
36
-1
】

　
　

○
財

務
分

析
を

行
う

と
と

も
に

、
複

数
年

契
約

の
推

進
、

外
部

委
託

業
務

の
内

容
の

見
直

し
、

光
熱

水
量

の
節

減
な

ど
を

行
う

こ
と

に
よ

り
管

理
的

経
費

を
削

減
し

、
一

般
管

理
費

比
率

等
の

抑
制

等
を

行
う

。［
70
］
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　【
37
】

　
　

○
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
対

策
の

観
点

か
ら

、
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

充
実

や
既

存
施

設
等

の
有

効
活

用
、
計

画
的

な
維

持
管

理
を

含
め

た
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
37
-1
】

　
　

○
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
対

策
の

観
点

か
ら

、
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン（
中

長
期

修
繕

計
画

等
を

含
む

。）
の

改
定

や
、
既

存
施

設
の

有
効

活
用

、
計

画
的

な
維

持
管

理
、
こ

れ
ら

に
必

要
な

財
源

確
保

を
含

め
た

戦
略

的
な

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

う
。［
71
］

　【
38
】

　
　

○
保

有
資

産
の

有
効

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、
不

断
の

見
直

し
等

に
努

め
る

。
　【
38
-１
】

　
　

〇
保

有
資

産
の

不
断

の
見

直
し

等
に

努
め

る
と

と
も

に
、
学

内
施

設
の

貸
付

等
土

地
・

建
物

等
の

有
効

活
用

を
行

う
。
ま

た
、

保
有

資
金

に
つ

い
て

は
、
国

債
の

保
有

等
に

よ
る

安
全

性
を

重
視

し
た

効
果

的
な

運
用

を
行

う
。［
72
］

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
）

　【
39
】

　
　

○
教

育
・

研
究

・
業

務
運

営
等

を
改

善
す

る
た

め
に

、
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

・
受

審
し

、
そ

の
結

果
を

活
用

す
る

。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
39
-１
】

　
　

○
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

・
受

審
し

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
戦

略
的

な
意

思
決

定
や

教
育

・
研

究
・

業
務

運
営

等
の

改
善

に
活

用
す

る
。［
73
］

　【
39
-２
】

　
　

○
IR

を
活

用
し

、
効

率
的

に
デ

ー
タ

収
集

を
行

う
と

と
も

に
、
客

観
的

指
標

に
よ

る
自

己
点

検
・

評
価

を
行

い
、
そ

の
結

果
を

学
長

室
及

び
各

部
局

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。［
74
］

　【
40
】

　
　

○
機

能
強

化
に

取
り

組
む

本
学

の
教

育
研

究
、
社

会
連

携
、
産

学
官

連
携

な
ど

の
活

動
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

お
い

て
、
ま

た
、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
に

向
け

て
積

極
的

に
発

信
し

、
大

学
の

認
知

度
を

高
め

る
。

　
２
　
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
40
-１
】

　
　

○
本

学
の

多
様

な
教

育
研

究
、
社

会
連

携
、
産

学
官

連
携

な
ど

の
活

動
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
誌

な
ど

で
積

極
的

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
へ

の
情

報
提

供
を

迅
速

に
行

う
。［
75
］

　【
40
-２
】

　
　

○
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
積

極
的

な
対

話
に

よ
り

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
適

し
た

広
報

媒
体

、
発

信
手

段
・

内
容

に
よ

り
、
ニ

ー
ズ

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
情

報
発

信
を

適
時

に
展

開
す

る
。［
76
］

　【
41
】

　
　

○
本

学
の

活
動

状
況

を
、
進

学
希

望
者

の
進

路
選

択
支

援
や

質
の

保
証

及
び

向
上

へ
の

取
組

の
加

速
等

に
資

す
る

べ
く

、
広

く
情

報
公

開
す

る
。

　【
41
-１
】

　
　

○
本

学
の

教
育

研
究

運
営

等
の

活
動

状
況

に
係

わ
る

デ
ー

タ
を

、
わ

か
り

や
す

く
整

理
し

、
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、
広

く
積

極
的

に
発

信
し

て
情

報
公

開
す

る
。［
77
］

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標

　（
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
）

　【
42
】

　
　

○
大

学
の

教
育

研
究

等
の

目
標

や
組

織
戦

略
等

を
踏

ま
え

、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
化

対
策

等
の

推
進

に
向

け
て

、
教

育
研

究
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
施

設
及

び
設

備
の

有
効

活
用

を
促

進
す

る
。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
42
-1
】

　
　

○
大

学
の

教
育

研
究

等
の

目
標

や
組

織
戦

略
等

を
踏

ま
え

、
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

改
定

等
を

行
う

。
ま

た
、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
化

対
策

等
の

推
進

に
向

け
て

、
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

計
画

的
に

施
設

・
設

備
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
大

学
等

間
の

連
携

使
用

を
推

進
す

る
。［
78
］

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
）

　【
43
】

　
　

○
学

生
・

教
職

員
が

安
心

し
て

教
育

・
研

究
等

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
学

内
の

安
全

管
理

体
制

を
充

実
す

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
43
-１
】

　
　

○
安

全
管

理
体

制
の

再
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
定

期
的

に
学

内
教

育
研

究
施

設
等

の
安

全
点

検
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
役

教
職

員
の

意
識

向
上

を
通

じ
た

安
全

文
化

の
醸

成
に

向
け

た
研

修
等

を
実

施
す

る
。［
79
］

　【
43
-２
】

　
　

○
放

射
性

物
質

、
毒

物
及

び
劇

物
を

管
理

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
適

切
に

行
い

、
事

故
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。
［
80
］

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
不
正
の
防
止
等
に
関
す
る
目
標
）

　【
44
】

　
　

○
研

究
不

正
等

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
を

強
化

し
、
適

正
な

法
人

運
営

を
行

う
。

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
研
究
不
正
の
防
止
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
44
-１
】

　
　

○
研

究
費

の
不

正
使

用
を

事
前

に
防

止
す

る
た

め
、
不

正
を

発
生

さ
せ

る
要

因
の

把
握

や
不

正
防

止
に

関
す

る
取

組
の

点
検
・

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
教

職
員

等
の

意
識

向
上

の
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
を

強
化

す
る

。［
81
］

　【
44
-２
】

　
　

○
研

究
に

お
け

る
不

正
行

為
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、
研

究
倫

理
規

範
の

修
得

な
ど

、
教

職
員

等
に

対
す

る
研

究
倫

理
教

育
等

を
実

施
す

る
。［
82
］

　（
個
人
情
報
管
理
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
目
標
）

　【
45
】

　
　

○
保

有
す

る
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

　（
個
人
情
報
管
理
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
45
-１
】

　
　

○
保

有
す

る
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

、
教

職
員

へ
の

教
育

研
修

の
充

実
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

、
規

則
等

の
改

正
等

の
措

置
を

講
ず

る
。［
83
］

　【
46
】

　
　

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

充
実

さ
せ

る
。

　【
46
-１
】

　
　

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
、
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
及

び
シ

ス
テ

ム
の

安
全

確
保

に
必

要
な

対
策

と
し

て
、

情
報

基
盤

シ
ス

テ
ム

等
の

主
要

な
情

報
シ

ス
テ

ム
の

チ
ェ

ッ
ク

、
教

職
員

へ
の

講
習

会
等

の
充

実
、
規

則
等

の
改

正
等

の
措

置
を

講
ず

る
。［
84
］

　（
危
機
管
理
体
制
に
関
す
る
目
標
）

　【
47
】

　
　

○
大

学
の

運
営

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
、
災

害
等

に
対

す
る

危
機

管
理

体
制

を
充

実
・

強
化

す
る

。

　（
危
機
管
理
体
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
47
-１
】

　
　

○
危

機
発

生
時

に
お

け
る

対
応

の
迅

速
化

、
学

内
組

織
の

連
携

の
強

化
な

ど
危

機
管

理
体

制
の

充
実

・
強

化
を

行
う

。［
85
］

Ⅵ
　
予
算（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）
、収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

　
　

別
紙

参
照

Ⅶ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
○
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
　

　
1,5

07
,70

2千
円

　
２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

　
　

運
営

費
交

付
金

の
受

け
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

緊
急

に
必

要
と

な
る

対
策

費
と

し
て

借
り

入
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
）

　【
37
】

　
　

○
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
対

策
の

観
点

か
ら

、
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

充
実

や
既

存
施

設
等

の
有

効
活

用
、
計

画
的

な
維

持
管

理
を

含
め

た
施

設
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

行
う

。

　
３
　
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
資
産
の
運
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
37
-1
】

　
　

○
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
対

策
の

観
点

か
ら

、
キ

ャ
ン

パ
ス

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン（
中

長
期

修
繕

計
画

等
を

含
む

。）
の

改
定

や
、
既

存
施

設
の

有
効

活
用

、
計

画
的

な
維

持
管

理
、
こ

れ
ら

に
必

要
な

財
源

確
保

を
含

め
た

戦
略

的
な

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
行

う
。［
71
］

　【
38
】

　
　

○
保

有
資

産
の

有
効

活
用

を
図

る
と

と
も

に
、
不

断
の

見
直

し
等

に
努

め
る

。
　【
38
-１
】

　
　

〇
保

有
資

産
の

不
断

の
見

直
し

等
に

努
め

る
と

と
も

に
、
学

内
施

設
の

貸
付

等
土

地
・

建
物

等
の

有
効

活
用

を
行

う
。
ま

た
、

保
有

資
金

に
つ

い
て

は
、
国

債
の

保
有

等
に

よ
る

安
全

性
を

重
視

し
た

効
果

的
な

運
用

を
行

う
。［
72
］

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
）

　【
39
】

　
　

○
教

育
・

研
究

・
業

務
運

営
等

を
改

善
す

る
た

め
に

、
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

・
受

審
し

、
そ

の
結

果
を

活
用

す
る

。

Ⅳ
　
自
己
点
検
・
評
価
及
び
当
該
状
況
に
係
る
情
報
の
提
供
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
評
価
の
充
実
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
39
-１
】

　
　

○
自

己
点

検
・

評
価

、
外

部
評

価
を

実
施

・
受

審
し

、
そ

の
結

果
を

公
表

す
る

と
と

も
に

、
戦

略
的

な
意

思
決

定
や

教
育

・
研

究
・

業
務

運
営

等
の

改
善

に
活

用
す

る
。［
73
］

　【
39
-２
】

　
　

○
IR

を
活

用
し

、
効

率
的

に
デ

ー
タ

収
集

を
行

う
と

と
も

に
、
客

観
的

指
標

に
よ

る
自

己
点

検
・

評
価

を
行

い
、
そ

の
結

果
を

学
長

室
及

び
各

部
局

へ
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。［
74
］

　【
40
】

　
　

○
機

能
強

化
に

取
り

組
む

本
学

の
教

育
研

究
、
社

会
連

携
、
産

学
官

連
携

な
ど

の
活

動
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

お
い

て
、
ま

た
、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
に

向
け

て
積

極
的

に
発

信
し

、
大

学
の

認
知

度
を

高
め

る
。

　
２
　
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
情
報
公
開
や
情
報
発
信
等
の
推
進
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
40
-１
】

　
　

○
本

学
の

多
様

な
教

育
研

究
、
社

会
連

携
、
産

学
官

連
携

な
ど

の
活

動
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
広

報
誌

な
ど

で
積

極
的

に
発

信
す

る
と

と
も

に
、
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
へ

の
情

報
提

供
を

迅
速

に
行

う
。［
75
］

　【
40
-２
】

　
　

○
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
積

極
的

な
対

話
に

よ
り

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
す

る
と

と
も

に
、
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
適

し
た

広
報

媒
体

、
発

信
手

段
・

内
容

に
よ

り
、
ニ

ー
ズ

や
タ

ー
ゲ

ッ
ト

に
応

じ
た

き
め

細
か

い
情

報
発

信
を

適
時

に
展

開
す

る
。［
76
］

　【
41
】

　
　

○
本

学
の

活
動

状
況

を
、
進

学
希

望
者

の
進

路
選

択
支

援
や

質
の

保
証

及
び

向
上

へ
の

取
組

の
加

速
等

に
資

す
る

べ
く

、
広

く
情

報
公

開
す

る
。

　【
41
-１
】

　
　

○
本

学
の

教
育

研
究

運
営

等
の

活
動

状
況

に
係

わ
る

デ
ー

タ
を

、
わ

か
り

や
す

く
整

理
し

、
大

学
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
の

活
用

な
ど

に
よ

り
、
広

く
積

極
的

に
発

信
し

て
情

報
公

開
す

る
。［
77
］

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標

　（
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
）

　【
42
】

　
　

○
大

学
の

教
育

研
究

等
の

目
標

や
組

織
戦

略
等

を
踏

ま
え

、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
化

対
策

等
の

推
進

に
向

け
て

、
教

育
研

究
環

境
の

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、
施

設
及

び
設

備
の

有
効

活
用

を
促

進
す

る
。

Ⅴ
　
そ
の
他
業
務
運
営
に
関
す
る
重
要
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

　
１
　
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
施
設
設
備
の
整
備
・
活
用
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
42
-1
】

　
　

○
大

学
の

教
育

研
究

等
の

目
標

や
組

織
戦

略
等

を
踏

ま
え

、
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

改
定

等
を

行
う

。
ま

た
、
教

育
研

究
の

質
の

向
上

や
老

朽
化

対
策

等
の

推
進

に
向

け
て

、
施

設
・

設
備

に
関

す
る

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

き
、

計
画

的
に

施
設

・
設

備
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
大

学
等

間
の

連
携

使
用

を
推

進
す

る
。［
78
］

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
）

　【
43
】

　
　

○
学

生
・

教
職

員
が

安
心

し
て

教
育

・
研

究
等

を
実

施
で

き
る

よ
う

、
学

内
の

安
全

管
理

体
制

を
充

実
す

る
。

　
２
　
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
安
全
管
理
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
43
-１
】

　
　

○
安

全
管

理
体

制
の

再
点

検
を

行
う

と
と

も
に

、
定

期
的

に
学

内
教

育
研

究
施

設
等

の
安

全
点

検
を

実
施

す
る

。
ま

た
、
役

教
職

員
の

意
識

向
上

を
通

じ
た

安
全

文
化

の
醸

成
に

向
け

た
研

修
等

を
実

施
す

る
。［
79
］

　【
43
-２
】

　
　

○
放

射
性

物
質

、
毒

物
及

び
劇

物
を

管
理

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
の

運
用

を
適

切
に

行
い

、
事

故
等

を
未

然
に

防
止

す
る

。
［
80
］

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標

　（
研
究
不
正
の
防
止
等
に
関
す
る
目
標
）

　【
44
】

　
　

○
研

究
不

正
等

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

の
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
を

強
化

し
、
適

正
な

法
人

運
営

を
行

う
。

　
３
　
法
令
遵
守
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
措
置

　（
研
究
不
正
の
防
止
等
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
44
-１
】

　
　

○
研

究
費

の
不

正
使

用
を

事
前

に
防

止
す

る
た

め
、
不

正
を

発
生

さ
せ

る
要

因
の

把
握

や
不

正
防

止
に

関
す

る
取

組
の

点
検
・

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
教

職
員

等
の

意
識

向
上

の
た

め
の

教
育

を
実

施
す

る
な

ど
、
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス
体

制
を

強
化

す
る

。［
81
］

　【
44
-２
】

　
　

○
研

究
に

お
け

る
不

正
行

為
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、
研

究
倫

理
規

範
の

修
得

な
ど

、
教

職
員

等
に

対
す

る
研

究
倫

理
教

育
等

を
実

施
す

る
。［
82
］

　（
個
人
情
報
管
理
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
目
標
）

　【
45
】

　
　

○
保

有
す

る
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

の
体

制
を

充
実

さ
せ

る
。

　（
個
人
情
報
管
理
及
び
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
45
-１
】

　
　

○
保

有
す

る
個

人
情

報
の

適
切

な
管

理
の

た
め

、
教

職
員

へ
の

教
育

研
修

の
充

実
、
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

作
成

、
規

則
等

の
改

正
等

の
措

置
を

講
ず

る
。［
83
］

　【
46
】

　
　

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
を

充
実

さ
せ

る
。

　【
46
-１
】

　
　

○
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
、
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
及

び
シ

ス
テ

ム
の

安
全

確
保

に
必

要
な

対
策

と
し

て
、

情
報

基
盤

シ
ス

テ
ム

等
の

主
要

な
情

報
シ

ス
テ

ム
の

チ
ェ

ッ
ク

、
教

職
員

へ
の

講
習

会
等

の
充

実
、
規

則
等

の
改

正
等

の
措

置
を

講
ず

る
。［
84
］

　（
危
機
管
理
体
制
に
関
す
る
目
標
）

　【
47
】

　
　

○
大

学
の

運
営

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
さ

な
い

よ
う

に
、
災

害
等

に
対

す
る

危
機

管
理

体
制

を
充

実
・

強
化

す
る

。

　（
危
機
管
理
体
制
に
関
す
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
措
置
）

　【
47
-１
】

　
　

○
危

機
発

生
時

に
お

け
る

対
応

の
迅

速
化

、
学

内
組

織
の

連
携

の
強

化
な

ど
危

機
管

理
体

制
の

充
実

・
強

化
を

行
う

。［
85
］

Ⅵ
　
予
算（
人
件
費
の
見
積
り
を
含
む
。）
、収
支
計
画
及
び
資
金
計
画

　
　

別
紙

参
照

Ⅶ
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
○
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
１
　
短
期
借
入
金
の
限
度
額

　
　

　
1,5

07
,70

2千
円

　
２
　
想
定
さ
れ
る
理
由

　
　

運
営

費
交

付
金

の
受

け
入

れ
遅

延
及

び
事

故
の

発
生

等
に

よ
り

緊
急

に
必

要
と

な
る

対
策

費
と

し
て

借
り

入
れ

る
こ

と
が

想
定

さ
れ

る
た

め
。
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

Ⅷ
　

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、又

は
担

保
に

供
す

る
計

画

　
○

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

す
る

計
画

　
　

該
当

な
し

Ⅸ
　

剰
余

金
の

使
途

　
○

毎
事

業
年

度
の

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

は
、

そ
の

全
部

又
は

一
部

を
、

文
部

科
学

大
臣

の
承

認
を

受
け

て
、

　
　

・
教

育
研

究
の

質
の

向
上

及
び

組
織

運
営

の
改

善
　

　
に

充
て

る
。

Ⅹ
　

そ
の

他

１
．施

設
・

整
備

に
関

す
る

計
画

施
設

・
設

備
の

内
容

予
定

額（
百

万
円

）
財

　
　

源
ライ

フラ
イン

再
生（

給
水

設
備

等
）

総
額

施
設

整
備

費
補

助
金

 
（

 9
9）

小
規

模
改

修
 

30
3

船
舶

建
造

費
補

助
金

 
（

  
0）

長
期

借
入

金
 

（
  

0）

（
独

）大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
施

設
費

交
付

金
 

（
20

4）

（
注

１
） 施

設
・

設
備

の
内

容
、

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
業

務
の

実
施

状
況

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

整
備

や
老

朽
度

合
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
改

修
等

が
追

加
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

（
注

２
）小

規
模

改
修

に
つ

い
て

平
成

28
年

度
以

降
は

平
成

27
年

度
同

額
と

し
て

試
算

し
て

い
る

。
　

　
　

な
お

、
各

事
業

年
度

の
施

設
整

備
費

補
助

金
、

船
舶

建
造

費
補

助
金

、（
独

）大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
施

設
費

交
付

金
、

長
期

借
入

金
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

等
に

お
い

て
決

定
さ

れ
る

。

２
．人

事
に

関
す

る
計

画

　
①

 優
秀

な
若

手
教

員
を

増
員

す
る

と
と

も
に

、
教

員
の

流
動

性
向

上
な

ど
に

よ
り

教
育

研
究

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

年
俸

制
及

び
混

合
給

与（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

）の
導

入
等

を
推

進
す

る
。

　
②

 男
女

共
同

参
画

等
の

推
進

の
た

め
、

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

の
促

進
や

講
演

会
な

ど
の

取
組

み
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
勤

務
形

態
の

整
備

な
ど

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
職

場
の

環
境

づ
く

り
を

行
う

。
　

③
 幅

広
い

視
野

の
育

成
と

専
門

性
の

向
上

に
資

す
る

組
織

的
な

SD
研

修
等

を
実

施
し

、
ま

た
、

U
RA

な
ど

専
門

的
知

見
を

有
す

る
者

を
積

極
的

に
配

置
す

る
な

ど
、

多
様

な
人

材
の

確
保

と
そ

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

確
立

を
図

っ
て

役
教

職
協

働
の

実
現

を
推

進
す

る
。

　（
参

考
）中

期
目

標
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
　

50
，6

00
百

万
円（

退
職

手
当

は
除

く
。）

３
．中

期
目

標
期

間
を

越
え

る
債

務
負

担

　（
PF

I事
業

）
　

　
な

し

　（
長

期
借

入
金

）
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H2
8

H2
9

H3
0

H3
1

H3
2

H3
3

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

長
期

借
入

金
償

還
金

（
民

間
金

融
機

関
）

20
20

20
20

20
20

12
2

76
19

8

（
注

）金
額

に
つ

い
て

は
、

見
込

額
で

あ
り

、
業

務
の

実
施

状
況

等
に

よ
り

変
更

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
　

　
な

お
、

金
額

は
端

数
処

理
を

し
て

お
り

、
計

数
の

集
計

と
合

致
し

な
い

部
分

が
あ

る
。

　（
リ

ー
ス

資
産

）
　

　
該

当
な

し

４
．積

立
金

の
使

途

　
○

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

に
つ

い
て

は
、

次
の

事
業

の
財

源
に

充
て

る
。

　
　

・
教

育
、

研
究

に
係

る
業

務
及

び
そ

の
附

帯
業

務
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

Ⅷ
　

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、又

は
担

保
に

供
す

る
計

画

　
○

重
要

な
財

産
を

譲
渡

し
、

又
は

担
保

に
供

す
る

計
画

　
　

該
当

な
し

Ⅸ
　

剰
余

金
の

使
途

　
○

毎
事

業
年

度
の

決
算

に
お

い
て

剰
余

金
が

発
生

し
た

場
合

は
、

そ
の

全
部

又
は

一
部

を
、

文
部

科
学

大
臣

の
承

認
を

受
け

て
、

　
　

・
教

育
研

究
の

質
の

向
上

及
び

組
織

運
営

の
改

善
　

　
に

充
て

る
。

Ⅹ
　

そ
の

他

１
．施

設
・

整
備

に
関

す
る

計
画

施
設

・
設

備
の

内
容

予
定

額（
百

万
円

）
財

　
　

源
ライ

フラ
イン

再
生（

給
水

設
備

等
）

総
額

施
設

整
備

費
補

助
金

 
（

 9
9）

小
規

模
改

修
 

30
3

船
舶

建
造

費
補

助
金

 
（

  
0）

長
期

借
入

金
 

（
  

0）

（
独

）大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
施

設
費

交
付

金
 

（
20

4）

（
注

１
） 施

設
・

設
備

の
内

容
、

金
額

に
つ

い
て

は
見

込
み

で
あ

り
、

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
に

必
要

な
業

務
の

実
施

状
況

等
を

勘
案

し
た

施
設

・
設

備
の

整
備

や
老

朽
度

合
等

を
勘

案
し

た
施

設
・

設
備

の
改

修
等

が
追

加
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

（
注

２
）小

規
模

改
修

に
つ

い
て

平
成

28
年

度
以

降
は

平
成

27
年

度
同

額
と

し
て

試
算

し
て

い
る

。
　

　
　

な
お

、
各

事
業

年
度

の
施

設
整

備
費

補
助

金
、

船
舶

建
造

費
補

助
金

、（
独

）大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
施

設
費

交
付

金
、

長
期

借
入

金
に

つ
い

て
は

、
事

業
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

等
に

お
い

て
決

定
さ

れ
る

。

２
．人

事
に

関
す

る
計

画

　
①

 優
秀

な
若

手
教

員
を

増
員

す
る

と
と

も
に

、
教

員
の

流
動

性
向

上
な

ど
に

よ
り

教
育

研
究

の
活

性
化

を
図

る
た

め
、

年
俸

制
及

び
混

合
給

与（
ク

ロ
ス

ア
ポ

イ
ン

ト
メ

ン
ト

）の
導

入
等

を
推

進
す

る
。

　
②

 男
女

共
同

参
画

等
の

推
進

の
た

め
、

セ
ミ

ナ
ー

へ
の

参
加

の
促

進
や

講
演

会
な

ど
の

取
組

み
等

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

多
様

な
勤

務
形

態
の

整
備

な
ど

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

に
配

慮
し

た
職

場
の

環
境

づ
く

り
を

行
う

。
　

③
 幅

広
い

視
野

の
育

成
と

専
門

性
の

向
上

に
資

す
る

組
織

的
な

SD
研

修
等

を
実

施
し

、
ま

た
、

U
RA

な
ど

専
門

的
知

見
を

有
す

る
者

を
積

極
的

に
配

置
す

る
な

ど
、

多
様

な
人

材
の

確
保

と
そ

の
キ

ャ
リ

ア
パ

ス
の

確
立

を
図

っ
て

役
教

職
協

働
の

実
現

を
推

進
す

る
。

　（
参

考
）中

期
目

標
期

間
中

の
人

件
費

総
額

見
込

み
　

50
，6

00
百

万
円（

退
職

手
当

は
除

く
。）

３
．中

期
目

標
期

間
を

越
え

る
債

務
負

担

　（
PF

I事
業

）
　

　
な

し

　（
長

期
借

入
金

）
�

（
単
位
：
百
万
円
）

 
年

度

財
源

H2
8

H2
9

H3
0

H3
1

H3
2

H3
3

中
期

目
標

 
期

間
小

計
次

期
以

降
償

還
額

総
債

務
償

還
額

長
期

借
入

金
償

還
金

（
民

間
金

融
機

関
）

20
20

20
20

20
20

12
2

76
19

8

（
注

）金
額

に
つ

い
て

は
、

見
込

額
で

あ
り

、
業

務
の

実
施

状
況

等
に

よ
り

変
更

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

。
　

　
な

お
、

金
額

は
端

数
処

理
を

し
て

お
り

、
計

数
の

集
計

と
合

致
し

な
い

部
分

が
あ

る
。

　（
リ

ー
ス

資
産

）
　

　
該

当
な

し

４
．積

立
金

の
使

途

　
○

前
中

期
目

標
期

間
繰

越
積

立
金

に
つ

い
て

は
、

次
の

事
業

の
財

源
に

充
て

る
。

　
　

・
教

育
、

研
究

に
係

る
業

務
及

び
そ

の
附

帯
業

務
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中
　

期
　

目
　

標
中

　
期

　
計

　
画

（
別

紙
）予

算（
人

件
費

の
見

積
り

を
含

む
。）

、
収

支
計

画
及

び
資

金
計

画

１
．予

　
算

平
成
28
年
度
～
令
和
3
年
度
　
予
算
　
　
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　

　
分

金
　

　
額

収
　

入
　

運
営

費
交

付
金

35
,72

0
　

施
設

整
備

費
補

助
金

99
　

船
舶

建
造

費
補

助
金

0
　

大
学

改
革

支
援

・
学

位
授

与
機

構
施

設
費

交
付
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収
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び
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検
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収
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附
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収

入
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産
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分

収
入
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雑

収
入
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産

学
連

携
等
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究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等
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長

期
借

入
金

収
入

0
計
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,62

0
支

　
出

　
業

務
費
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,72

2
　

　
教

育
研

究
経

費
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,72
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診
療

経
費

0
　

施
設

整
備

費
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3
　

船
舶

建
造

費
0

　
産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
5,5

95
　

長
期

借
入

金
償

還
金

0
計

72
,62

0

〔
人

件
費

の
見

積
り

〕
　

中
期

目
標

期
間

中
総

額
50

,60
0百

万
円

を
支

出
す

る
。（

退
職

手
当

は
除

く
。）

　
　

注
） 人

件
費

の
見

積
り

に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

度
以

降
は

平
成

28
年

度
の

人
件

費
見

積
り

額
を

踏
ま

え
試

算
し

て
い

る
。

　
　

注
） 退

職
手

当
に

つ
い

て
は

、
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学
教

職
員

退
職

手
当

規
則

等
に

基
づ

い
て

支
給

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
運

営
費

交
付

金
と

し
て

交
付

さ
れ

る
金

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
国

家
公

務
員

退
職

手
当

法
に

準
じ

て
算

定
さ

れ
る

。
　

　
注

）組
織

設
置

に
伴

う
学

年
進

行
の

影
響

は
考

慮
し

て
い

な
い

。

〔
運

営
費

交
付

金
の

算
定

方
法

〕

　
○

毎
事

業
年

度
に

交
付

す
る

運
営

費
交

付
金

は
、

以
下

の
事

業
区

分
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

に
対

応
し

た
数

式
に

よ
り

算
定

し
て

決
定

す
る

。

Ⅰ
　〔

基
幹

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
①「

教
育

研
究

等
基

幹
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
Ｄ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｄ（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員
の

う
ち

、
設

置
基

準
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
経

費
相

当
額

。
　

　
・

附
属

学
校

の
教

育
研

究
に

必
要

な
教

職
員

の
う

ち
、

標
準

法
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
。

　
　

・
学

長
裁

量
経

費
。

　
②「

そ
の

他
教

育
研

究
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
Ｅ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｅ（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
及

び
附

属
学

校
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員（
①

に
か

か
る

者
を

除
く

。）
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

。
　

　
・

附
属

施
設

等
の

運
営

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

。
　

　
・

法
人

の
管

理
運

営
に

必
要

な
職

員（
役

員
を

含
む

）の
人

件
費

相
当

額
及

び
管

理
運

営
経

費
。

　
　

・
教

育
研

究
等

を
実

施
す

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
施

設
の

維
持

保
全

に
必

要
と

な
る

経
費

。
　

③「
機

能
強

化
経

費
」：

機
能

強
化

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
お

い
て

措
置

す
る

経
費

。

　
　〔

基
幹

運
営

費
交

付
金

対
象

収
入

〕
　

④
 「
基

準
学

生
納

付
金

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
入

学
定

員
数

に
入

学
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

及
び

収
容

定
員

数
に

授
業

料
標

準
額

を
乗

じ
た

額
の

総
額

。（
平

成
28

年
度

入
学

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

。）
　

⑤
 「

そ
の

他
収

入
」：

検
定

料
収

入
、

入
学

料
収

入（
入

学
定

員
超

過
分

等
）、

授
業

料
収

入（
収

容
定

員
超

過
分

等
）及

び
雑

収
入

。
平

成
28

年
度

予
算

額
を

基
準

と
し

、
第

3期
中

期
目

標
期

間
中

は
同

額
。

Ⅱ
　〔

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑥「

特
殊

要
因

経
費

」：
特

殊
要

因
経

費
と

し
て

、
当

該
事

業
年

度
に

お
い

て
措

置
す

る
経

費
。

運
営

費
交

付
金

 ＝
 Ａ

（
ｙ

）＋
 Ｂ

（
ｙ

）

　
１

． 毎
事

業
年

度
の

基
幹

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。
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ｙ

）＝
Ｄ（

ｙ
）＋
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ｙ

）＋
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ｙ
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（
ｙ
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ｙ
－
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）×
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係

数
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　（
２
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（

ｙ
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｛
Ｅ（

ｙ
－
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係

数
）｝

×
β（

係
数

）±
Ｓ（

ｙ
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Ｔ（
ｙ

）＋
Ｕ（

ｙ
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　（
３

）Ｆ
（

ｙ
）＝

Ｆ（
ｙ

）
　（

４
）Ｇ

（
ｙ

）＝
Ｇ（

ｙ
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Ｄ（

ｙ
）：

教
育

研
究

等
基

幹
経

費（
①

）を
対

象
。

　
Ｅ（

ｙ
）：

そ
の

他
教

育
研

究
経

費（
②

）を
対

象
。

　
Ｆ（

ｙ
）：

機
能

強
化

経
費（

③
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

　
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

額
を

決
定

す
る

。
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付
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収
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及
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分
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産

学
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携
等
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及
び
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収

入
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長

期
借

入
金

収
入
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計

72
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0
支

　
出

　
業

務
費

66
,72

2
　

　
教

育
研

究
経

費
66

,72
2

　
　

診
療

経
費

0
　

施
設

整
備

費
30

3
　

船
舶

建
造

費
0

　
産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
5,5

95
　

長
期

借
入

金
償

還
金

0
計

72
,62

0

〔
人

件
費

の
見

積
り

〕
　

中
期

目
標

期
間

中
総

額
50

,60
0百

万
円

を
支

出
す

る
。（

退
職

手
当

は
除

く
。）

　
　

注
） 人

件
費

の
見

積
り

に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

度
以

降
は

平
成

28
年

度
の

人
件

費
見

積
り

額
を

踏
ま

え
試

算
し

て
い

る
。

　
　

注
） 退

職
手

当
に

つ
い

て
は

、
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学
教

職
員

退
職

手
当

規
則

等
に

基
づ

い
て

支
給

す
る

こ
と

と
す

る
が

、
運

営
費

交
付

金
と

し
て

交
付

さ
れ

る
金

額
に

つ
い

て
は

、
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
国

家
公

務
員

退
職

手
当

法
に

準
じ

て
算

定
さ

れ
る

。
　

　
注

）組
織

設
置

に
伴

う
学

年
進

行
の

影
響

は
考

慮
し

て
い

な
い

。

〔
運

営
費

交
付

金
の

算
定

方
法

〕

　
○

毎
事

業
年

度
に

交
付

す
る

運
営

費
交

付
金

は
、

以
下

の
事

業
区

分
に

基
づ

き
、

そ
れ

ぞ
れ

に
対

応
し

た
数

式
に

よ
り

算
定

し
て

決
定

す
る

。

Ⅰ
　〔

基
幹

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
①「

教
育

研
究

等
基

幹
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
Ｄ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｄ（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員
の

う
ち

、
設

置
基

準
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
及

び
教

育
研

究
経

費
相

当
額

。
　

　
・

附
属

学
校

の
教

育
研

究
に

必
要

な
教

職
員

の
う

ち
、

標
準

法
に

基
づ

く
教

員
に

か
か

る
給

与
費

相
当

額
。

　
　

・
学

長
裁

量
経

費
。

　
②「

そ
の

他
教

育
研

究
経

費
」：

以
下

の
事

項
に

か
か

る
金

額
の

総
額

。
　

　
Ｅ（

ｙ
－

１
）は

直
前

の
事

業
年

度
に

お
け

る
Ｅ（

ｙ
）。

　
　

・
 学

部
・

大
学

院
及

び
附

属
学

校
の

教
育

研
究

に
必

要
な

教
職

員（
①

に
か

か
る

者
を

除
く

。）
の

人
件

費
相

当
額

及
び

教
育

研
究

経
費

。
　

　
・

附
属

施
設

等
の

運
営

に
必

要
と

な
る

教
職

員
の

人
件

費
相

当
額

及
び

事
業

経
費

。
　

　
・

法
人

の
管

理
運

営
に

必
要

な
職

員（
役

員
を

含
む

）の
人

件
費

相
当

額
及

び
管

理
運

営
経

費
。

　
　

・
教

育
研

究
等

を
実

施
す

る
た

め
の

基
盤

と
な

る
施

設
の

維
持

保
全

に
必

要
と

な
る

経
費

。
　

③「
機

能
強

化
経

費
」：

機
能

強
化

経
費

と
し

て
、

当
該

事
業

年
度

に
お

い
て

措
置

す
る

経
費

。

　
　〔

基
幹

運
営

費
交

付
金

対
象

収
入

〕
　

④
 「
基

準
学

生
納

付
金

収
入

」：
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
入

学
定

員
数

に
入

学
料

標
準

額
を

乗
じ

た
額

及
び

収
容

定
員

数
に

授
業

料
標

準
額

を
乗

じ
た

額
の

総
額

。（
平

成
28

年
度

入
学

料
免

除
率

で
算

出
さ

れ
る

免
除

相
当

額
に

つ
い

て
は

除
外

。）
　

⑤
 「

そ
の

他
収

入
」：

検
定

料
収

入
、

入
学

料
収

入（
入

学
定

員
超

過
分

等
）、

授
業

料
収

入（
収

容
定

員
超

過
分

等
）及

び
雑

収
入

。
平

成
28

年
度

予
算

額
を

基
準

と
し

、
第

3期
中

期
目

標
期

間
中

は
同

額
。

Ⅱ
　〔

特
殊

要
因

運
営

費
交

付
金

対
象

事
業

費
〕

　
⑥「

特
殊

要
因

経
費

」：
特

殊
要

因
経

費
と

し
て

、
当

該
事

業
年

度
に

お
い

て
措

置
す

る
経

費
。

運
営

費
交

付
金

 ＝
 Ａ

（
ｙ

）＋
 Ｂ

（
ｙ

）

　
１

． 毎
事

業
年

度
の

基
幹

運
営

費
交

付
金

は
、以

下
の

数
式

に
よ

り
算

定
す

る
。

Ａ（
ｙ

）＝
Ｄ（

ｙ
）＋

Ｅ（
ｙ

）＋
Ｆ（

ｙ
）－

Ｇ（
ｙ

）
　 　（

１
）Ｄ

（
ｙ

）＝
Ｄ（

ｙ
－

１
）×

β（
係

数
）

　（
２

）Ｅ
（

ｙ
）＝

｛
Ｅ（

ｙ
－

１
）×

α（
係

数
）｝

×
β（

係
数

）±
Ｓ（

ｙ
）±

Ｔ（
ｙ

）＋
Ｕ（

ｙ
）

　（
３

）Ｆ
（

ｙ
）＝

Ｆ（
ｙ

）
　（

４
）Ｇ

（
ｙ

）＝
Ｇ（

ｙ
）

　
Ｄ（

ｙ
）：

教
育

研
究

等
基

幹
経

費（
①

）を
対

象
。

　
Ｅ（

ｙ
）：

そ
の

他
教

育
研

究
経

費（
②

）を
対

象
。

　
Ｆ（

ｙ
）：

機
能

強
化

経
費（

③
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

　
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

額
を

決
定

す
る

。

12．中期目標・中期計画一覧表
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
Ｇ（

ｙ
）：

基
準

学
生

納
付

金
収

入（
④

）、
そ

の
他

収
入（

⑤
）を

対
象

。
　

Ｓ（
ｙ

）：
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
。

　
　

　
　

　
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

の
補

正
額

。
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

額
を

決
定

す
る

。
　

Ｔ（
ｙ

）：
教

育
研

究
組

織
調

整
額

。
　

　
　

　
　

学
部

・
大

学
院

等
の

組
織

整
備

に
対

応
す

る
た

め
の

調
整

額
。

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
調

整
額

を
決

定
す

る
。

　
Ｕ（

ｙ
）：

教
育

等
施

設
基

盤
調

整
額

。
　

　
　

　
　

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

維
持

管
理

の
状

況
に

対
応

す
る

た
め

の
調

整
額

。
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額
を

決
定

す
る

。

　
２
．毎
事
業
年
度
の
特
殊
要
因
運
営
費
交
付
金
は
、以
下
の
数
式
に
よ
り
算
定
す
る
。

　
Ｂ（

ｙ
）＝

Ｈ（
ｙ

）

　
Ｈ（

ｙ
）：

 特
殊

要
因

経
費（

⑥
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
額

を
決

定
す

る
。

　【
諸
係
数
】

　
α（

ア
ル

フ
ァ

）：
機

能
強

化
促

進
係

数
。

△
0.8

％
と

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
 第

3期
中

期
目

標
期

間
中

に
各

国
立

大
学

法
人

に
お

け
る

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

等
を

通
じ

た
機

能
強

化
を

促
進

す
る

た
め

の
係

数
。

　
β（

ベ
ー

タ
）：

教
育

研
究

政
策

係
数

。
　

　
　

　
　

　
　

 物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必

要
に

応
じ

運
用

す
る

た
め

の
係

数
。

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を

決
定

す
る

。

　
　

注
） 中

期
計

画
に

お
け

る
運

営
費

交
付

金
は

上
記

算
定

方
法

に
基

づ
き

、
一

定
の

仮
定

の
下

に
試

算
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

各
事

業
年

度
の

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

　
  な

お
、

運
営

費
交

付
金

で
措

置
さ

れ
る「

機
能

強
化

経
費

」及
び「

特
殊

要
因

経
費

」に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

度
以

降
は

平
成

28
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
費

補
助

金
、

船
舶

建
造

費
補

助
金

、
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

施
設

費
交

付
金

及
び

長
期

借
入

金
収

入
は

、「
施

設
・

設
備

に
関

す
る

計
画

」に
記

載
し

た
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 自

己
収

入
並

び
に

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

つ
い

て
は

、
平

成
28

年
度

の
受

入
見

込
額

に
よ

り
試

算
し

た
収

入
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

は
、

版
権

及
び

特
許

権
等

収
入

を
含

む
。

　
　

注
） 業

務
費

、
施

設
整

備
費

及
び

船
舶

建
造

費
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

標
期

間
中

の
事

業
計

画
に

基
づ

き
試

算
し

た
支

出
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
は

、
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
よ

り
行

わ
れ

る
事

業
経

費
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 長
期

借
入

金
償

還
金

に
つ

い
て

は
、

変
動

要
素

が
大

き
い

た
め

、
平

成
28

年
度

の
償

還
見

込
額

に
よ

り
試

算
し

た
支

出
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 上

記
算

定
方

法
に

基
づ

く
試

算
に

お
い

て
は

、「
教

育
研

究
政

策
係

数
」は

1と
し

、「
教

育
研

究
組

織
調

整
額

」、
「

教
育

等
施

設
基

盤
調

整
額

」に
つ

い
て

は
、

0と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

ま
た

、「
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
」に

つ
い

て
は

、
平

成
29

年
度

以
降

は
、

平
成

28
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

２
．収
支
計
画

平
成
28
年
度
～
令
和
3
年
度
　
収
支
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

費
用
の
部

71
,52

8
　

経
常

費
用

71
,52

8
　

　
業

務
費

66
,53

9
　

　
　

教
育

研
究

経
費

7,7
32

　
　

　
診

療
経

費
0

　
　

　
受

託
研

究
費

等
4,1

95
　

　
　

役
員

人
件

費
78

5
　

　
　

教
員

人
件

費
40

,26
9

　
　

　
職

員
人

件
費

13
,55

8
　

　
一

般
管

理
費

2,9
04

　
　

財
務

費
用

0
　

　
雑

損
0

　
　

減
価

償
却

費
2,0

85
　

臨
時

損
失

0

収
入
の
部

71
,52

8
　

経
常

収
益

71
,52

8
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
34

,13
3

　
　

授
業

料
収

益
23

,98
4

　
　

入
学

金
収

益
3,7

58
　

　
検

定
料

収
益

97
1

　
　

附
属

病
院

収
益

0
　

　
受

託
研

究
等

収
益

4,1
95

　
　

寄
附

金
収

益
1,2

85
　

　
財

務
収

益
16

　
　

雑
益

1,1
01

　
　

資
産

見
返

負
債

戻
入

2,0
85

　
臨

時
利

益
0

純
利

益
0

総
利

益
0

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

費
等

は
、

受
託

事
業

費
、

共
同

研
究

費
及

び
共

同
事

業
費

を
含

む
。

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

等
収

益
は

、
受

託
事

業
収

益
、

共
同

研
究

収
益

及
び

共
同

事
業

収
益

を
含

む
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

　
Ｇ（

ｙ
）：

基
準

学
生

納
付

金
収

入（
④

）、
そ

の
他

収
入（

⑤
）を

対
象

。
　

Ｓ（
ｙ

）：
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
。

　
　

　
　

　
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

の
補

正
額

。
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

額
を

決
定

す
る

。
　

Ｔ（
ｙ

）：
教

育
研

究
組

織
調

整
額

。
　

　
　

　
　

学
部

・
大

学
院

等
の

組
織

整
備

に
対

応
す

る
た

め
の

調
整

額
。

　
　

　
　

　
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
調

整
額

を
決

定
す

る
。

　
Ｕ（

ｙ
）：

教
育

等
施

設
基

盤
調

整
額

。
　

　
　

　
　

施
設

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

け
る

維
持

管
理

の
状

況
に

対
応

す
る

た
め

の
調

整
額

。
　

　
　

　
　

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

調
整

額
を

決
定

す
る

。

　
２
．毎
事
業
年
度
の
特
殊
要
因
運
営
費
交
付
金
は
、以
下
の
数
式
に
よ
り
算
定
す
る
。

　
Ｂ（

ｙ
）＝

Ｈ（
ｙ

）

　
Ｈ（

ｙ
）：

 特
殊

要
因

経
費（

⑥
）を

対
象

。
な

お
、

本
経

費
に

は
新

た
な

政
策

課
題

等
に

対
応

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

経
費

を
含

み
、

当
該

経
費

は
各

事
業

年
度

の
予

算
編

成
過

程
に

お
い

て
当

該
事

業
年

度
に

お
け

る
具

体
的

な
額

を
決

定
す

る
。

　【
諸
係
数
】

　
α（

ア
ル

フ
ァ

）：
機

能
強

化
促

進
係

数
。

△
0.8

％
と

す
る

。
　

　
　

　
　

　
　

　
 第

3期
中

期
目

標
期

間
中

に
各

国
立

大
学

法
人

に
お

け
る

教
育

研
究

組
織

の
再

編
成

等
を

通
じ

た
機

能
強

化
を

促
進

す
る

た
め

の
係

数
。

　
β（

ベ
ー

タ
）：

教
育

研
究

政
策

係
数

。
　

　
　

　
　

　
　

 物
価

動
向

等
の

社
会

経
済

情
勢

等
及

び
教

育
研

究
上

の
必

要
性

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
必

要
に

応
じ

運
用

す
る

た
め

の
係

数
。

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

当
該

事
業

年
度

に
お

け
る

具
体

的
な

係
数

値
を

決
定

す
る

。

　
　

注
） 中

期
計

画
に

お
け

る
運

営
費

交
付

金
は

上
記

算
定

方
法

に
基

づ
き

、
一

定
の

仮
定

の
下

に
試

算
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
、

各
事

業
年

度
の

運
営

費
交

付
金

に
つ

い
て

は
、

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

　
  な

お
、

運
営

費
交

付
金

で
措

置
さ

れ
る「

機
能

強
化

経
費

」及
び「

特
殊

要
因

経
費

」に
つ

い
て

は
、

平
成

29
年

度
以

降
は

平
成

28
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
が

、
教

育
研

究
の

進
展

等
に

よ
り

所
要

額
の

変
動

が
予

想
さ

れ
る

た
め

、
具

体
的

な
額

に
つ

い
て

は
、

各
事

業
年

度
の

予
算

編
成

過
程

に
お

い
て

決
定

さ
れ

る
。

　
　

注
） 施

設
整

備
費

補
助

金
、

船
舶

建
造

費
補

助
金

、
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

施
設

費
交

付
金

及
び

長
期

借
入

金
収

入
は

、「
施

設
・

設
備

に
関

す
る

計
画

」に
記

載
し

た
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 自

己
収

入
並

び
に

産
学

連
携

等
研

究
収

入
及

び
寄

附
金

収
入

等
に

つ
い

て
は

、
平

成
28

年
度

の
受

入
見

込
額

に
よ

り
試

算
し

た
収

入
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

は
、

版
権

及
び

特
許

権
等

収
入

を
含

む
。

　
　

注
） 業

務
費

、
施

設
整

備
費

及
び

船
舶

建
造

費
に

つ
い

て
は

、
中

期
目

標
期

間
中

の
事

業
計

画
に

基
づ

き
試

算
し

た
支

出
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 産

学
連

携
等

研
究

経
費

及
び

寄
附

金
事

業
費

等
は

、
産

学
連

携
等

研
究

収
入

及
び

寄
附

金
収

入
等

に
よ

り
行

わ
れ

る
事

業
経

費
を

計
上

し
て

い
る

。
　

　
注

） 長
期

借
入

金
償

還
金

に
つ

い
て

は
、

変
動

要
素

が
大

き
い

た
め

、
平

成
28

年
度

の
償

還
見

込
額

に
よ

り
試

算
し

た
支

出
予

定
額

を
計

上
し

て
い

る
。

　
　

注
） 上

記
算

定
方

法
に

基
づ

く
試

算
に

お
い

て
は

、「
教

育
研

究
政

策
係

数
」は

1と
し

、「
教

育
研

究
組

織
調

整
額

」、
「

教
育

等
施

設
基

盤
調

整
額

」に
つ

い
て

は
、

0と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

ま
た

、「
政

策
課

題
等

対
応

補
正

額
」に

つ
い

て
は

、
平

成
29

年
度

以
降

は
、

平
成

28
年

度
と

同
額

と
し

て
試

算
し

て
い

る
。

２
．収
支
計
画

平
成
28
年
度
～
令
和
3
年
度
　
収
支
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

費
用
の
部

71
,52

8
　

経
常

費
用

71
,52

8
　

　
業

務
費

66
,53

9
　

　
　

教
育

研
究

経
費

7,7
32

　
　

　
診

療
経

費
0

　
　

　
受

託
研

究
費

等
4,1

95
　

　
　

役
員

人
件

費
78

5
　

　
　

教
員

人
件

費
40

,26
9

　
　

　
職

員
人

件
費

13
,55

8
　

　
一

般
管

理
費

2,9
04

　
　

財
務

費
用

0
　

　
雑

損
0

　
　

減
価

償
却

費
2,0

85
　

臨
時

損
失

0

収
入
の
部

71
,52

8
　

経
常

収
益

71
,52

8
　

　
運

営
費

交
付

金
収

益
34

,13
3

　
　

授
業

料
収

益
23

,98
4

　
　

入
学

金
収

益
3,7

58
　

　
検

定
料

収
益

97
1

　
　

附
属

病
院

収
益

0
　

　
受

託
研

究
等

収
益

4,1
95

　
　

寄
附

金
収

益
1,2

85
　

　
財

務
収

益
16

　
　

雑
益

1,1
01

　
　

資
産

見
返

負
債

戻
入

2,0
85

　
臨

時
利

益
0

純
利

益
0

総
利

益
0

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

費
等

は
、

受
託

事
業

費
、

共
同

研
究

費
及

び
共

同
事

業
費

を
含

む
。

　
　

　
　

　
注

）受
託

研
究

等
収

益
は

、
受

託
事

業
収

益
、

共
同

研
究

収
益

及
び

共
同

事
業

収
益

を
含

む
。
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

３
．資
金
計
画

平
成
28
年
度
～
令
和
3
年
度
　
資
金
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

資
金
支
出

73
,68

7

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

69
,44

4

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3,1
76

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

0

　
次

期
中

期
目

標
期

間
へ

の
繰

越
金

1,0
67

資
金
収
入

73
,68

7

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
,31

7

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
35

,72
0

　
　

授
業

料
及

び
入

学
料

検
定

料
に

よ
る

収
入

29
,88

6

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

受
託

研
究

等
収

入
4,1

95

　
　

寄
附

金
収

入
1,4

00

　
　

そ
の

他
の

収
入

1,1
16

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

30
3

　
　

施
設

費
に

よ
る

収
入

30
3

　
　

そ
の

他
の

収
入

0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

0

　
前

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰

越
金

1,0
67

　
　

注
）施

設
費

に
よ

る
収

入
に

は
、
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

に
お

け
る

施
設

費
交

付
事

業
に

か
か

る
交

付
金

を
含

む
。

中
期
目
標
　
別
表（
学
部
、研
究
科
）

学
　
部

教
養

学
部

経
済

学
部

教
育

学
部

理
学

部

工
学

部

研
究
科

人
文

社
会

科
学

研
究

科

教
育

学
研

究
科

理
工

学
研

究
科

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

学 部

教
養

学
部

70
0

人

経
済

学
部

1,2
00

人

教
育

学
部

1,5
20

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,9

60
人

研 究 科

人
文

社
会

科
学

研
究

科
20

8
人

う
ち

博
士

前
期

課
程

16
0

人

博
士

後
期

課
程

48
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

84
人

専
門

職
学

位
課

程
40

人

理
工

学
研

究
科

98
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

81
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人
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中
　
期
　
目
　
標

中
　
期
　
計
　
画

３
．資
金
計
画

平
成
28
年
度
～
令
和
3
年
度
　
資
金
計
画
　
　（
単
位
：
百
万
円
）

区
　
　
分

金
　
　
額

資
金
支
出

73
,68

7

　
業

務
活

動
に

よ
る

支
出

69
,44

4

　
投

資
活

動
に

よ
る

支
出

3,1
76

　
財

務
活

動
に

よ
る

支
出

0

　
次

期
中

期
目

標
期

間
へ

の
繰

越
金

1,0
67

資
金
収
入

73
,68

7

　
業

務
活

動
に

よ
る

収
入

72
,31

7

　
　

運
営

費
交

付
金

に
よ

る
収

入
35

,72
0

　
　

授
業

料
及

び
入

学
料

検
定

料
に

よ
る

収
入

29
,88

6

　
　

附
属

病
院

収
入

0

　
　

受
託

研
究

等
収

入
4,1

95

　
　

寄
附

金
収

入
1,4

00

　
　

そ
の

他
の

収
入

1,1
16

　
投

資
活

動
に

よ
る

収
入

30
3

　
　

施
設

費
に

よ
る

収
入

30
3

　
　

そ
の

他
の

収
入

0

　
財

務
活

動
に

よ
る

収
入

0

　
前

中
期

目
標

期
間

よ
り

の
繰

越
金

1,0
67

　
　

注
）施

設
費

に
よ

る
収

入
に

は
、
独

立
行

政
法

人
大

学
改

革
支

援
・

学
位

授
与

機
構

に
お

け
る

施
設

費
交

付
事

業
に

か
か

る
交

付
金

を
含

む
。

中
期
目
標
　
別
表（
学
部
、研
究
科
）

学
　
部

教
養

学
部

経
済

学
部

教
育

学
部

理
学

部

工
学

部

研
究
科

人
文

社
会

科
学

研
究

科

教
育

学
研

究
科

理
工

学
研

究
科

中
期
計
画
　
別
表（
収
容
定
員
）

学 部

教
養

学
部

70
0

人

経
済

学
部

1,2
00

人

教
育

学
部

1,5
20

人

理
学

部
84

0
人

工
学

部
1,9

60
人

研 究 科

人
文

社
会

科
学

研
究

科
20

8
人

う
ち

博
士

前
期

課
程

16
0

人

博
士

後
期

課
程

48
人

教
育

学
研

究
科

12
4

人

う
ち

修
士

課
程

84
人

専
門

職
学

位
課

程
40

人

理
工

学
研

究
科

98
4

人

う
ち

博
士

前
期

課
程

81
6

人

博
士

後
期

課
程

16
8

人
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13．人文社会科学研究科　設置計画の概要



設
　
置
　
計
　
画
　
の
　
概
　
要

事
項

記
　
　
　
　
入
　
　
　
　
欄

事
前

相
談

事
項

事
前

伺
い

計
画

の
区

分
研

究
科

の
設

置

フ
リ

ガ
ナ

設
置

者
コ

ク
リ

ツ
ダ

イ
ガ

ク
ホ

ウ
ジ

ン
　

サ
イ

タ
マ

ダ
イ

ガ
ク

国
立

大
学

法
人

　
埼

玉
大

学

フ
リ

ガ
ナ

大
学

の
名

称
サ

イ
タ

マ
ダ

イ
ガ

ク
ダ

イ
ガ

ク
イ

ン
埼

玉
大

学
大

学
院

　（
Gr

ad
ua

te
 S

ch
oo

l o
f S

ai
ta

m
a 

U
ni

ve
rs

ity
）

新
設
学
部
等
に
お
い
て
養
成
す
る
人
材
像

人
文

社
会

科
学

研
究

科
①

養
成

す
る

人
材

像
　

今
日

の
社

会
は

、
新

し
い

知
識

・
情

報
・

技
術

が
、

政
治

・
経

済
・

文
化

な
ど

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
領

域
の

活
動

基
盤

と
し

て
そ

の
重

要
性

を
飛

躍
的

に
増

大
さ

せ
る

知
識

基
盤

社
会（

kn
ow

le
dg

e-
ba

se
d 

so
ci

et
y）

へ
と

変
貌

を
遂

げ
つ

つ
あ

る
一

方
で

、
人

・
モ

ノ
・

資
金

の
国

際
的

流
動

性
が

高
ま

り
、

各
国

の
相

互
依

存
性

が
顕

著
に

高
ま

る
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
展

し
て

い
る

。
人

文
社

会
科

学
研

究
科

は
、

こ
の

よ
う

な
社

会
の

新
た

な
動

向
を

踏
ま

え
、

知
識

基
盤

社
会

・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
の

知
的

な
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
現

代
社

会
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

、
知

識
基

盤
社

会
化

に
対

応
す

べ
く

、
埼

玉
大

学
に

あ
る

人
文

学
、

社
会

科
学

の
資

源
を

結
集

し
て

、
高

度
な

大
学

院
教

育
を

行
な

う
。

ま
ず

社
会

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
教

育
コ

ン
テ

ン
ツ

を
豊

富
に

取
り

入
れ

つ
つ

、
活

躍
の

場
と

し
て

の
ア

ジ
ア

の
知

識
を

補
強

し
、

日
本

自
身

へ
の

深
い

内
省

を
養

う
こ

と
を

目
指

す
。

ま
た

知
識

基
盤

化
に

対
応

し
、

社
会

人
に

対
し

て
も

新
た

な
学

び
を

提
供

し
つ

つ
、

日
本

人
学

生
、

留
学

生
、

社
会

人
学

生
を

幅
広

く
受

け
入

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
に

適
し

た
形

で
、

人
文

学
お

よ
び

社
会

科
学

の
諸

分
野

を
融

合
し

た
高

度
な

大
学

院
教

育
を

行
な

う
。

③
修

了
後

の
進

路
　

修
了

後
の

主
な

進
路

は
、

以
下

に
課

程
・

専
攻

ご
と

に
記

載
す

る
。

○
博

士
前

期
課

程
【

文
化

環
境

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

人
文

学
を

中
心

と
す

る
諸

研
究

分
野

に
お

け
る

深
く

幅
の

広
い

知
識

と
方

法
を

修
得

し
、

今
日

の
多

様
な

社
会

と
文

化
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

か
ら

考
察

・
分

析
す

る
能

力
を

備
え

、
社

会
で

活
躍

で
き

る
高

度
専

門
職

業
人

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

本
学

教
養

学
部

の
教

育
研

究
領

域
の

多
く

を
継

承
し

、
哲

学
、

芸
術

学
、

歴
史

学
、

文
学

、
言

語
学

、
社

会
学

、
人

類
学

、
地

理
学

、
国

際
関

係
論

の
諸

分
野

の
教

育
研

究
を

通
し

て
、

人
文

学
・

社
会

科
学

の
基

本
的

な
方

法
・

専
門

的
知

識
と

高
度

な
研

究
能

力
を

修
得

し
、

問
題

把
握

・
解

決
の

た
め

の
応

用
力

を
涵

養
す

る
。

現
実

社
会

で
の

実
践

力
の

涵
養

の
た

め
、

国
内

・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

導
入

拡
大

を
は

か
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
国

内
外

の
企

業
・

機
関

、
行

政
、

博
物

館
、

文
化

産
業

、
研

究
機

関
、

教
員

な
ど

。
【

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
日

本
研

究
と

ア
ジ

ア
研

究
に

お
け

る
文

化
面

と
ビ

ジ
ネ

ス
面

の
教

育
研

究
を

2つ
の

柱
と

し
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
文

化
状

況
、

歴
史

、
経

済
社

会
、

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

を
総

合
的

に
踏

ま
え

て
活

躍
で

き
る

ビ
ジ

ネ
ス

・
リ

ー
ダ

ー
、

文
化

的
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

。
特

に
外

国
人

留
学

生
に

つ
い

て
は

、
日

本
文

化
へ

の
深

い
理

解
に

基
づ

き
、

経
済

、
ビ

ジ
ネ

ス
に

精
通

し
て

日
本

と
ア

ジ
ア

で
活

躍
し

、
日

本
の

産
業

の
発

展
に

も
貢

献
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
指

す
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

日
本

語
の

素
養

が
す

で
に

あ
る

留
学

生
お

よ
び

日
本

人
学

生
に

対
し

て
、

言
語

学
と

し
て

の
日

本
語

、
日

本
語

教
育

、
日

本
と

ア
ジ

ア
の

文
化

と
歴

史
、

ア
ジ

ア
文

化
交

流
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
経

済
、

経
営

、
社

会
制

度
な

ど
を

教
授

し
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
人

文
学

・
社

会
科

学
融

合
型

の
教

育
を

行
 

な
う

。
日

本
語

の
素

養
が

な
い

留
学

生
に

対
し

て
は

、講
義

か
ら

修
士

論
文

作
成

に
い

た
る

ま
で

、英
語

だ
け

で
修

了
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
文

化
や

経
済

を
と

も
に

学
ば

せ
る

人
文

社
会

融
合

型
の

教
育

を
行

な
う

。
③

修
了

後
の

進
路

　
国

際
機

関
で

の
職

務
、

日
本

な
い

し
本

国
の

企
業

、
政

府
、

非
営

利
組

織
の

管
理

運
営

事
務

な
ど

知
的

な
職

務
【

経
済

経
営

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

企
業

や
官

公
庁

、
非

営
利

組
織

な
ど

で
実

際
に

働
き

な
が

ら
、

仕
事

の
現

場
で

の
諸

問
題

に
つ

い
て

解
決

を
図

り
う

る
実

務
界

の
知

的
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
社

会
人

に
対

し
て

高
度

な
学

び
直

し
の

場
を

提
供

し
、

現
場

で
抱

え
る

諸
問

題
を

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

な
諸

理
論

と
接

合
さ

せ
、

修
士

論
文

に
お

い
て

自
ら

の
問

題
解

決
を

提
示

す
る

こ
と

、
お

よ
び

、
こ

う
し

た
創

造
的

な
修

士
論

文
を

作
成

す
る

た
め

に
、

そ
の

基
礎

と
な

る
経

済
学

、
経

営
学

、
商

学
、

会
計

学
、

社
会

的
諸

理
論

を
深

く
理

解
し

修
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
入

学
時

に
従

事
し

て
い

た
企

業
、

官
公

庁
、

非
営

利
組

織
な

ど
で

の
職

業
を

継
続

す
る

。

○
博

士
後

期
課

程
【

日
本

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
日

本
と

ア
ジ

ア
に

か
か

わ
る

人
文

学
・

社
会

科
学

諸
研

究
分

野
の

知
見

を
修

得
し

、
自

身
の

研
究

を
通

し
て

得
ら

れ
た

そ
の

応
用

力
を

活
か

し
、

問
題

把
握

・
解

決
能

力
に

優
れ

広
い

視
野

と
総

合
的

な
判

断
力

を
備

え
た

、
日

本
と

ア
ジ

ア
の

地
域

文
化

創
成

を
担

う
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
言

語
学

、
言

語
教

育
、

文
学

、
歴

史
学

、
社

会
学

、
人

類
学

、
地

理
学

、
文

化
資

源
学

の
諸

分
野

の
教

育
研

究
を

通
し

て
、

幅
広

い
学

識
と

特
定

分
野

の
深

い
知

識
と

応
用

力
を

修
得

し
、

学
問

的
に

高
い

水
準

の
博

士
論

文
を

作
成

す
る

能
力

を
育

成
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

文
化

行
政

、
教

員
、

研
究

機
関

、
国

内
外

の
企

業
な

ど
。

【
経

済
経

営
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
企

業
、

組
織

、
社

会
が

直
面

し
て

い
る

諸
課

題
に

つ
い

て
、

自
律

的
な

調
査

研
究

を
遂

行
し

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

理
論

と
接

合
し

て
、

自
ら

政
策

提
言

を
行

な
い

う
る

高
度

専
門

職
業

人
、

博
士

号
を

持
つ

社
会

人
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
社

会
人

に
対

す
る

最
高

度
の

学
び

直
し

の
場

を
提

供
し

、
企

業
、

組
織

、
社

会
が

直
面

し
て

い
る

諸
課

題
に

創
造

的
に

対
処

す
る

た
め

に
、

経
済

学
、

経
営

学
、

商
学

、
会

計
学

、
社

会
的

諸
理

論
に

関
す

る
国

内
外

に
お

け
る

学
会

の
研

究
水

準
を

把
握

し
、

こ
れ

を
凌

駕
す

る
博

士
論

文
を

作
成

す
る

能
力

を
育

成
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

入
学

時
に

従
事

し
て

い
た

企
業

、
官

公
庁

、
非

営
利

組
織

、
研

究
機

関
な

ど
で

の
職

業
を

継
続

す
る

、
ま

た
は

、
大

学
や

研
究

機
関

で
新

た
に

職
を

得
る

。

既
設
学
部
等
に
お
い
て
養
成
す
る
人
材
像

１
．

文
化

科
学

研
究

科
①

養
成

す
る

人
材

像
　

人
文

学（
社

会
科

学
を

含
む

）の
研

究
能

力
を

培
い

、
文

化
の

諸
相

を
多

角
的

に
解

明
で

き
る

応
用

力
を

養
う

こ
と

を
通

し
て

、
変

貌
す

る
現

代
社

会
の

課
題

に
適

切
に

対
処

し
う

る
人

材
、

ま
た

、
幅

広
い

学
識

を
涵

養
し

つ
つ

文
化

の
諸

相
に

つ
い

て
の

専
門

的
研

究
能

力
を

高
め

る
こ

と
を

通
し

て
、

専
門

の
職

業
に

お
い

て
高

度
な

研
究

能
力

を
発

揮
し

活
用

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
人

文
学

に
お

け
る

学
問

諸
分

野
の

教
育

研
究

に
よ

っ
て

個
別

の
専

門
分

野
に

お
け

る
深

い
知

見
と

と
も

に
広

い
視

野
を

備
え

、
高

い
研

究
能

力
と

現
代

社
会

に
お

け
る

そ
の

活
用

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
修

了
後

の
主

な
進

路
は

、 
以

下
に

専
攻

ご
と

に
記

載
す

る
。

（
別
添
２
－
１
）

（
用
紙
　
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
型
）
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設
　
置
　
計
　
画
　
の
　
概
　
要

事
項

記
　
　
　
　
入
　
　
　
　
欄

事
前

相
談

事
項

事
前

伺
い

計
画

の
区

分
研

究
科

の
設

置

フ
リ

ガ
ナ

設
置

者
コ

ク
リ

ツ
ダ

イ
ガ

ク
ホ

ウ
ジ

ン
　

サ
イ

タ
マ

ダ
イ

ガ
ク

国
立

大
学

法
人

　
埼

玉
大

学

フ
リ

ガ
ナ

大
学

の
名

称
サ

イ
タ

マ
ダ

イ
ガ

ク
ダ

イ
ガ

ク
イ

ン
埼

玉
大

学
大

学
院

　（
Gr

ad
ua

te
 S

ch
oo

l o
f S

ai
ta

m
a 

U
ni

ve
rs

ity
）

新
設
学
部
等
に
お
い
て
養
成
す
る
人
材
像

人
文

社
会

科
学

研
究

科
①

養
成

す
る

人
材

像
　

今
日

の
社

会
は

、
新

し
い

知
識

・
情

報
・

技
術

が
、

政
治

・
経

済
・

文
化

な
ど

社
会

の
あ

ら
ゆ

る
領

域
の

活
動

基
盤

と
し

て
そ

の
重

要
性

を
飛

躍
的

に
増

大
さ

せ
る

知
識

基
盤

社
会（

kn
ow

le
dg

e-
ba

se
d 

so
ci

et
y）

へ
と

変
貌

を
遂

げ
つ

つ
あ

る
一

方
で

、
人

・
モ

ノ
・

資
金

の
国

際
的

流
動

性
が

高
ま

り
、

各
国

の
相

互
依

存
性

が
顕

著
に

高
ま

る
グ

ロ
ー

バ
ル

化
が

進
展

し
て

い
る

。
人

文
社

会
科

学
研

究
科

は
、

こ
の

よ
う

な
社

会
の

新
た

な
動

向
を

踏
ま

え
、

知
識

基
盤

社
会

・
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

で
の

知
的

な
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
現

代
社

会
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

、
知

識
基

盤
社

会
化

に
対

応
す

べ
く

、
埼

玉
大

学
に

あ
る

人
文

学
、

社
会

科
学

の
資

源
を

結
集

し
て

、
高

度
な

大
学

院
教

育
を

行
な

う
。

ま
ず

社
会

の
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

対
応

し
て

、
グ

ロ
ー

バ
ル

な
教

育
コ

ン
テ

ン
ツ

を
豊

富
に

取
り

入
れ

つ
つ

、
活

躍
の

場
と

し
て

の
ア

ジ
ア

の
知

識
を

補
強

し
、

日
本

自
身

へ
の

深
い

内
省

を
養

う
こ

と
を

目
指

す
。

ま
た

知
識

基
盤

化
に

対
応

し
、

社
会

人
に

対
し

て
も

新
た

な
学

び
を

提
供

し
つ

つ
、

日
本

人
学

生
、

留
学

生
、

社
会

人
学

生
を

幅
広

く
受

け
入

れ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
に

適
し

た
形

で
、

人
文

学
お

よ
び

社
会

科
学

の
諸

分
野

を
融

合
し

た
高

度
な

大
学

院
教

育
を

行
な

う
。

③
修

了
後

の
進

路
　

修
了

後
の

主
な

進
路

は
、

以
下

に
課

程
・

専
攻

ご
と

に
記

載
す

る
。

○
博

士
前

期
課

程
【

文
化

環
境

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

人
文

学
を

中
心

と
す

る
諸

研
究

分
野

に
お

け
る

深
く

幅
の

広
い

知
識

と
方

法
を

修
得

し
、

今
日

の
多

様
な

社
会

と
文

化
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

グ
ロ

ー
バ

ル
な

視
点

か
ら

考
察

・
分

析
す

る
能

力
を

備
え

、
社

会
で

活
躍

で
き

る
高

度
専

門
職

業
人

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

本
学

教
養

学
部

の
教

育
研

究
領

域
の

多
く

を
継

承
し

、
哲

学
、

芸
術

学
、

歴
史

学
、

文
学

、
言

語
学

、
社

会
学

、
人

類
学

、
地

理
学

、
国

際
関

係
論

の
諸

分
野

の
教

育
研

究
を

通
し

て
、

人
文

学
・

社
会

科
学

の
基

本
的

な
方

法
・

専
門

的
知

識
と

高
度

な
研

究
能

力
を

修
得

し
、

問
題

把
握

・
解

決
の

た
め

の
応

用
力

を
涵

養
す

る
。

現
実

社
会

で
の

実
践

力
の

涵
養

の
た

め
、

国
内

・
海

外
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

導
入

拡
大

を
は

か
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
国

内
外

の
企

業
・

機
関

、
行

政
、

博
物

館
、

文
化

産
業

、
研

究
機

関
、

教
員

な
ど

。
【

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
日

本
研

究
と

ア
ジ

ア
研

究
に

お
け

る
文

化
面

と
ビ

ジ
ネ

ス
面

の
教

育
研

究
を

2つ
の

柱
と

し
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
文

化
状

況
、

歴
史

、
経

済
社

会
、

ビ
ジ

ネ
ス

な
ど

を
総

合
的

に
踏

ま
え

て
活

躍
で

き
る

ビ
ジ

ネ
ス

・
リ

ー
ダ

ー
、

文
化

的
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

。
特

に
外

国
人

留
学

生
に

つ
い

て
は

、
日

本
文

化
へ

の
深

い
理

解
に

基
づ

き
、

経
済

、
ビ

ジ
ネ

ス
に

精
通

し
て

日
本

と
ア

ジ
ア

で
活

躍
し

、
日

本
の

産
業

の
発

展
に

も
貢

献
で

き
る

人
材

の
育

成
を

目
指

す
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

日
本

語
の

素
養

が
す

で
に

あ
る

留
学

生
お

よ
び

日
本

人
学

生
に

対
し

て
、

言
語

学
と

し
て

の
日

本
語

、
日

本
語

教
育

、
日

本
と

ア
ジ

ア
の

文
化

と
歴

史
、

ア
ジ

ア
文

化
交

流
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
経

済
、

経
営

、
社

会
制

度
な

ど
を

教
授

し
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
人

文
学

・
社

会
科

学
融

合
型

の
教

育
を

行
 

な
う

。
日

本
語

の
素

養
が

な
い

留
学

生
に

対
し

て
は

、講
義

か
ら

修
士

論
文

作
成

に
い

た
る

ま
で

、英
語

だ
け

で
修

了
で

き
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

提
供

し
、

日
本

と
ア

ジ
ア

の
文

化
や

経
済

を
と

も
に

学
ば

せ
る

人
文

社
会

融
合

型
の

教
育

を
行

な
う

。
③

修
了

後
の

進
路

　
国

際
機

関
で

の
職

務
、

日
本

な
い

し
本

国
の

企
業

、
政

府
、

非
営

利
組

織
の

管
理

運
営

事
務

な
ど

知
的

な
職

務
【

経
済

経
営

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

企
業

や
官

公
庁

、
非

営
利

組
織

な
ど

で
実

際
に

働
き

な
が

ら
、

仕
事

の
現

場
で

の
諸

問
題

に
つ

い
て

解
決

を
図

り
う

る
実

務
界

の
知

的
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
社

会
人

に
対

し
て

高
度

な
学

び
直

し
の

場
を

提
供

し
、

現
場

で
抱

え
る

諸
問

題
を

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

な
諸

理
論

と
接

合
さ

せ
、

修
士

論
文

に
お

い
て

自
ら

の
問

題
解

決
を

提
示

す
る

こ
と

、
お

よ
び

、
こ

う
し

た
創

造
的

な
修

士
論

文
を

作
成

す
る

た
め

に
、

そ
の

基
礎

と
な

る
経

済
学

、
経

営
学

、
商

学
、

会
計

学
、

社
会

的
諸

理
論

を
深

く
理

解
し

修
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
入

学
時

に
従

事
し

て
い

た
企

業
、

官
公

庁
、

非
営

利
組

織
な

ど
で

の
職

業
を

継
続

す
る

。

○
博

士
後

期
課

程
【

日
本

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
日

本
と

ア
ジ

ア
に

か
か

わ
る

人
文

学
・

社
会

科
学

諸
研

究
分

野
の

知
見

を
修

得
し

、
自

身
の

研
究

を
通

し
て

得
ら

れ
た

そ
の

応
用

力
を

活
か

し
、

問
題

把
握

・
解

決
能

力
に

優
れ

広
い

視
野

と
総

合
的

な
判

断
力

を
備

え
た

、
日

本
と

ア
ジ

ア
の

地
域

文
化

創
成

を
担

う
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
言

語
学

、
言

語
教

育
、

文
学

、
歴

史
学

、
社

会
学

、
人

類
学

、
地

理
学

、
文

化
資

源
学

の
諸

分
野

の
教

育
研

究
を

通
し

て
、

幅
広

い
学

識
と

特
定

分
野

の
深

い
知

識
と

応
用

力
を

修
得

し
、

学
問

的
に

高
い

水
準

の
博

士
論

文
を

作
成

す
る

能
力

を
育

成
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

文
化

行
政

、
教

員
、

研
究

機
関

、
国

内
外

の
企

業
な

ど
。

【
経

済
経

営
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
企

業
、

組
織

、
社

会
が

直
面

し
て

い
る

諸
課

題
に

つ
い

て
、

自
律

的
な

調
査

研
究

を
遂

行
し

、
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
な

理
論

と
接

合
し

て
、

自
ら

政
策

提
言

を
行

な
い

う
る

高
度

専
門

職
業

人
、

博
士

号
を

持
つ

社
会

人
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
社

会
人

に
対

す
る

最
高

度
の

学
び

直
し

の
場

を
提

供
し

、
企

業
、

組
織

、
社

会
が

直
面

し
て

い
る

諸
課

題
に

創
造

的
に

対
処

す
る

た
め

に
、

経
済

学
、

経
営

学
、

商
学

、
会

計
学

、
社

会
的

諸
理

論
に

関
す

る
国

内
外

に
お

け
る

学
会

の
研

究
水

準
を

把
握

し
、

こ
れ

を
凌

駕
す

る
博

士
論

文
を

作
成

す
る

能
力

を
育

成
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

入
学

時
に

従
事

し
て

い
た

企
業

、
官

公
庁

、
非

営
利

組
織

、
研

究
機

関
な

ど
で

の
職

業
を

継
続

す
る

、
ま

た
は

、
大

学
や

研
究

機
関

で
新

た
に

職
を

得
る

。

既
設
学
部
等
に
お
い
て
養
成
す
る
人
材
像

１
．

文
化

科
学

研
究

科
①

養
成

す
る

人
材

像
　

人
文

学（
社

会
科

学
を

含
む

）の
研

究
能

力
を

培
い

、
文

化
の

諸
相

を
多

角
的

に
解

明
で

き
る

応
用

力
を

養
う

こ
と

を
通

し
て

、
変

貌
す

る
現

代
社

会
の

課
題

に
適

切
に

対
処

し
う

る
人

材
、

ま
た

、
幅

広
い

学
識

を
涵

養
し

つ
つ

文
化

の
諸

相
に

つ
い

て
の

専
門

的
研

究
能

力
を

高
め

る
こ

と
を

通
し

て
、

専
門

の
職

業
に

お
い

て
高

度
な

研
究

能
力

を
発

揮
し

活
用

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
人

文
学

に
お

け
る

学
問

諸
分

野
の

教
育

研
究

に
よ

っ
て

個
別

の
専

門
分

野
に

お
け

る
深

い
知

見
と

と
も

に
広

い
視

野
を

備
え

、
高

い
研

究
能

力
と

現
代

社
会

に
お

け
る

そ
の

活
用

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
修

了
後

の
主

な
進

路
は

、 
以

下
に

専
攻

ご
と

に
記

載
す

る
。

（
別
添
２
－
１
）

（
用
紙
　
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
型
）
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既
設
学
部
等
に
お
い
て
養
成
す
る
人
材
像

○
修

士
課

程
【

文
化

構
造

研
究

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

人
文

学
の

各
専

門
領

域
に

根
ざ

し
た

深
く

幅
の

広
い

学
識

を
養

う
教

育
研

究
を

通
し

て
、
文

化
と

社
会

の
諸

側
面

を
適

切
に

考
慮

す
る

能
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

哲
学

、
歴

史
学

、
国

際
関

係
論

、
欧

米
文

化
、
社

会
学

の
基

本
的

な
方

法
と

専
門

的
な

知
識

を
修

得
し

、
深

い
学

識
に

も
と

づ
い

て
文

化
と

社
会

を
考

察
・

分
析

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
博

士
課

程
へ

の
進

学
、
一

般
企

業
、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

【
日

本
・

ア
ジ

ア
研

究
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
日

本
と

ア
ジ

ア
に

か
か

わ
る

諸
研

究
分

野（
日

本
語

教
育

を
含

む
）の

教
育

研
究

を
通

し
て

、
日

本
と

ア
ジ

ア
の

文
化

、
歴

史
、
国

際
交

流
活

動
に

深
い

見
識

と
洞

察
力

を
備

え
、
社

会
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
日

本
語

学
、
日

本
語

教
育

学
、
日

本
文

学
、
東

ア
ジ

ア
文

化（
文

学
、
思

想
史

、
芸

術
）の

基
本

的
な

方
法

と
専

門
的

な
知

識
を

修
得

し
、
深

い
学

識
に

も
と

づ
い

て
、
こ

の
地

域
の

課
題

の
解

明
と

、
交

流
の

発
展

に
参

画
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
博

士
課

程
へ

の
進

学
、
一

般
企

業
、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

【
文

化
環

境
研

究
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
文

化
の

活
用

に
関

わ
る

諸
研

究
分

野
の

教
育

研
究

を
通

し
て

、
高

度
な

文
化

環
境

の
構

築
に

貢
献

で
き

る
知

識
と

技
術

を
身

に
つ

け
、
そ

の
力

を
社

会
で

発
揮

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
人

類
学

、
地

理
学

、
情

報
メ

デ
ィ

ア
、
芸

術
論

の
諸

研
究

分
野

の
基

本
的

な
方

法
と

専
門

的
な

知
識

を
修

得
し

、
深

い
学

識
に

も
と

づ
い

て
、
文

化
を

活
用

し
て

高
度

な
文

化
環

境
を

創
造

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
博

士
課

程
へ

の
進

学
、
一

般
企

業
、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

　 ○
博

士
後

期
課

程
【

日
本

・
ア

ジ
ア

文
化

研
究

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

修
士

課
程

に
お

け
る

人
文

学（
社

会
科

学
を

含
む

）の
教

育
研

究
の

特
定

分
野

を
発

展
的

に
展

開
し

、
幅

広
い

学
識

を
涵

養
し

つ
つ

文
化

の
諸

相
に

つ
い

て
の

専
門

的
研

究
能

力
を

高
め

る
こ

と
を

通
し

て
、
専

門
の

職
業

に
お

い
て

高
度

な
研

究
能

力
を

発
揮

し
活

用
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

言
語

文
化

研
究

系（
日

本
語

学
、日

本
語

教
育

学
、文

学
、言

語
学

、編
集

文
献

学
）、

歴
史

哲
学

文
化

研
究

系（
歴

史
学

、考
古

学
、芸

術
論

、思
想

史
）、

社
会

文
化

環
境

研
究

系（
美

術
史

、
社

会
史

、
都

市
計

画
、
人

類
学

、
社

会
学

、
地

理
学

）の
専

門
的

で
高

度
な

研
究

能
力

を
修

得
し

、
幅

広
い

総
合

的
な

知
識

と
高

度
に

専
門

的
な

研
究

能
力

に
も

と
づ

い
て

、
文

化
行

政
、
文

化
界

、
教

育
界

等
で

指
導

的
役

割
を

担
う

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
研

究
職

、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

２
．
経

済
科

学
研

究
科

①
養

成
す

る
人

材
像

　
企

業
・

組
織

の
実

務
を

社
会

科
学

の
諸

理
論

と
融

合
し

、
職

場
に

お
け

る
問

題
解

決
、
新

し
い

知
の

創
造

を
な

し
う

る
高

度
専

門
職

業
人

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

経
済

学
、
経

営
学

、
福

祉
や

環
境

問
題

な
ど

社
会

に
か

か
わ

る
諸

分
野

の
諸

理
論

を
教

授
し

、
実

務
で

直
面

す
る

諸
課

題
の

解
決

や
現

場
に

密
着

し
た

理
論

を
創

造
す

る
こ

と
に

結
び

つ
く

よ
う

な
学

位
論

文
を

執
筆

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

修
了

後
の

主
な

進
路

は
、
専

攻
ご

と
に

記
載

。

○
博

士
前

期
課

程
【

経
済

科
学

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

ビ
ジ

ネ
ス

及
び

地
域

社
会

に
お

い
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
う

る
、
研

究
者

的
能

力
を

も
っ

た
高

度
専

門
職

業
人

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

多
様

な
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
を

持
つ

社
会

人
大

学
院

生
の

た
め

に
、
経

済
学

、
経

営
学

、
会

計
学

な
ど

の
基

礎
理

論
を

学
び

直
す

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、
博

士
前

期
課

程
に

ふ
さ

わ
し

い
高

度
な

社
会

学
系

専
門

科
目

を
教

授
し

、
職

場
や

社
会

の
問

題
の

解
決

に
結

び
つ

く
修

士
論

文
を

作
成

す
る

能
力

を
涵

養
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

入
学

時
に

従
事

し
て

い
た

職
業

を
継

続
す

る
。

○
博

士
後

期
課

程
【

経
済

科
学

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

実
務

と
理

論
を

融
合

し
、
新

し
い

知
を

創
造

で
き

る
自

立
し

た
研

究
者

と
し

て
の

能
力

を
身

に
付

け
た

高
度

専
門

職
業

人
、
博

士
号

を
有

す
る

社
会

人
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
社

会
科

学
系

の
諸

領
域

に
つ

い
て

、
国

内
外

の
学

会
に

お
け

る
議

論
の

最
先

端
の

水
準

を
身

に
つ

け
、
実

務
に

根
ざ

し
た

新
た

な
現

場
理

論
を

構
築

す
る

た
め

の
博

士
論

文
を

完
成

さ
せ

、
修

了
後

も
自

立
的

に
調

査
・

研
究

を
遂

行
で

き
る

能
力

を
涵

養
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

入
学

時
に

従
事

し
て

い
た

職
業

を
継

続
す

る
。

新
設
学
部
等
に
お
い
て
取
得
可
能
な
資
格

○
人

文
社

会
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

【
文

化
環

境
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
社

会
）

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
英

語
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

地
理

歴
史

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
公

民
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

英
語

）
【

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
国

語
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

国
語

）
①

国
家

資
格

②
資

格
取

得
可

能
③

修
了

要
件

単
位

に
含

ま
れ

る
科

目
の

ほ
か

、
教

職
関

連
科

目
の

履
修

が
必

要
で

あ
る

が
、
資

格
取

得
が

修
了

の
必

須
条

件
で

は
な

い
。
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既
設
学
部
等
に
お
い
て
養
成
す
る
人
材
像

○
修

士
課

程
【

文
化

構
造

研
究

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

人
文

学
の

各
専

門
領

域
に

根
ざ

し
た

深
く

幅
の

広
い

学
識

を
養

う
教

育
研

究
を

通
し

て
、
文

化
と

社
会

の
諸

側
面

を
適

切
に

考
慮

す
る

能
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

哲
学

、
歴

史
学

、
国

際
関

係
論

、
欧

米
文

化
、
社

会
学

の
基

本
的

な
方

法
と

専
門

的
な

知
識

を
修

得
し

、
深

い
学

識
に

も
と

づ
い

て
文

化
と

社
会

を
考

察
・

分
析

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
博

士
課

程
へ

の
進

学
、
一

般
企

業
、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

【
日

本
・

ア
ジ

ア
研

究
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
日

本
と

ア
ジ

ア
に

か
か

わ
る

諸
研

究
分

野（
日

本
語

教
育

を
含

む
）の

教
育

研
究

を
通

し
て

、
日

本
と

ア
ジ

ア
の

文
化

、
歴

史
、
国

際
交

流
活

動
に

深
い

見
識

と
洞

察
力

を
備

え
、
社

会
で

活
躍

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
日

本
語

学
、
日

本
語

教
育

学
、
日

本
文

学
、
東

ア
ジ

ア
文

化（
文

学
、
思

想
史

、
芸

術
）の

基
本

的
な

方
法

と
専

門
的

な
知

識
を

修
得

し
、
深

い
学

識
に

も
と

づ
い

て
、
こ

の
地

域
の

課
題

の
解

明
と

、
交

流
の

発
展

に
参

画
で

き
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
博

士
課

程
へ

の
進

学
、
一

般
企

業
、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

【
文

化
環

境
研

究
専

攻
】

①
養

成
す

る
人

材
像

　
文

化
の

活
用

に
関

わ
る

諸
研

究
分

野
の

教
育

研
究

を
通

し
て

、
高

度
な

文
化

環
境

の
構

築
に

貢
献

で
き

る
知

識
と

技
術

を
身

に
つ

け
、
そ

の
力

を
社

会
で

発
揮

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
人

類
学

、
地

理
学

、
情

報
メ

デ
ィ

ア
、
芸

術
論

の
諸

研
究

分
野

の
基

本
的

な
方

法
と

専
門

的
な

知
識

を
修

得
し

、
深

い
学

識
に

も
と

づ
い

て
、
文

化
を

活
用

し
て

高
度

な
文

化
環

境
を

創
造

す
る

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
博

士
課

程
へ

の
進

学
、
一

般
企

業
、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

　 ○
博

士
後

期
課

程
【

日
本

・
ア

ジ
ア

文
化

研
究

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

修
士

課
程

に
お

け
る

人
文

学（
社

会
科

学
を

含
む

）の
教

育
研

究
の

特
定

分
野

を
発

展
的

に
展

開
し

、
幅

広
い

学
識

を
涵

養
し

つ
つ

文
化

の
諸

相
に

つ
い

て
の

専
門

的
研

究
能

力
を

高
め

る
こ

と
を

通
し

て
、
専

門
の

職
業

に
お

い
て

高
度

な
研

究
能

力
を

発
揮

し
活

用
で

き
る

人
材

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

言
語

文
化

研
究

系（
日

本
語

学
、日

本
語

教
育

学
、文

学
、言

語
学

、編
集

文
献

学
）、

歴
史

哲
学

文
化

研
究

系（
歴

史
学

、考
古

学
、芸

術
論

、思
想

史
）、

社
会

文
化

環
境

研
究

系（
美

術
史

、
社

会
史

、
都

市
計

画
、
人

類
学

、
社

会
学

、
地

理
学

）の
専

門
的

で
高

度
な

研
究

能
力

を
修

得
し

、
幅

広
い

総
合

的
な

知
識

と
高

度
に

専
門

的
な

研
究

能
力

に
も

と
づ

い
て

、
文

化
行

政
、
文

化
界

、
教

育
界

等
で

指
導

的
役

割
を

担
う

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
③

修
了

後
の

進
路

　
研

究
職

、
公

務
員

、
教

員
な

ど
。

２
．
経

済
科

学
研

究
科

①
養

成
す

る
人

材
像

　
企

業
・

組
織

の
実

務
を

社
会

科
学

の
諸

理
論

と
融

合
し

、
職

場
に

お
け

る
問

題
解

決
、
新

し
い

知
の

創
造

を
な

し
う

る
高

度
専

門
職

業
人

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

経
済

学
、
経

営
学

、
福

祉
や

環
境

問
題

な
ど

社
会

に
か

か
わ

る
諸

分
野

の
諸

理
論

を
教

授
し

、
実

務
で

直
面

す
る

諸
課

題
の

解
決

や
現

場
に

密
着

し
た

理
論

を
創

造
す

る
こ

と
に

結
び

つ
く

よ
う

な
学

位
論

文
を

執
筆

で
き

る
能

力
を

身
に

つ
け

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

修
了

後
の

主
な

進
路

は
、
専

攻
ご

と
に

記
載

。

○
博

士
前

期
課

程
【

経
済

科
学

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

ビ
ジ

ネ
ス

及
び

地
域

社
会

に
お

い
て

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

発
揮

し
う

る
、
研

究
者

的
能

力
を

も
っ

た
高

度
専

門
職

業
人

を
養

成
す

る
。

②
教

育
研

究
上

の
目

的
　

多
様

な
バ

ッ
ク

グ
ラ

ウ
ン

ド
を

持
つ

社
会

人
大

学
院

生
の

た
め

に
、
経

済
学

、
経

営
学

、
会

計
学

な
ど

の
基

礎
理

論
を

学
び

直
す

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、
博

士
前

期
課

程
に

ふ
さ

わ
し

い
高

度
な

社
会

学
系

専
門

科
目

を
教

授
し

、
職

場
や

社
会

の
問

題
の

解
決

に
結

び
つ

く
修

士
論

文
を

作
成

す
る

能
力

を
涵

養
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

入
学

時
に

従
事

し
て

い
た

職
業

を
継

続
す

る
。

○
博

士
後

期
課

程
【

経
済

科
学

専
攻

】
①

養
成

す
る

人
材

像
　

実
務

と
理

論
を

融
合

し
、
新

し
い

知
を

創
造

で
き

る
自

立
し

た
研

究
者

と
し

て
の

能
力

を
身

に
付

け
た

高
度

専
門

職
業

人
、
博

士
号

を
有

す
る

社
会

人
を

養
成

す
る

。
②

教
育

研
究

上
の

目
的

　
社

会
科

学
系

の
諸

領
域

に
つ

い
て

、
国

内
外

の
学

会
に

お
け

る
議

論
の

最
先

端
の

水
準

を
身

に
つ

け
、
実

務
に

根
ざ

し
た

新
た

な
現

場
理

論
を

構
築

す
る

た
め

の
博

士
論

文
を

完
成

さ
せ

、
修

了
後

も
自

立
的

に
調

査
・

研
究

を
遂

行
で

き
る

能
力

を
涵

養
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

③
修

了
後

の
進

路
　

入
学

時
に

従
事

し
て

い
た

職
業

を
継

続
す

る
。

新
設
学
部
等
に
お
い
て
取
得
可
能
な
資
格

○
人

文
社

会
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

【
文

化
環

境
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
社

会
）

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
英

語
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

地
理

歴
史

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
公

民
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

英
語

）
【

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
国

語
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

国
語

）
①

国
家

資
格

②
資

格
取

得
可

能
③

修
了

要
件

単
位

に
含

ま
れ

る
科

目
の

ほ
か

、
教

職
関

連
科

目
の

履
修

が
必

要
で

あ
る

が
、
資

格
取

得
が

修
了

の
必

須
条

件
で

は
な

い
。
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既
設
学
部
等
に
お
い
て
取
得
可
能
な
資
格

１
.文

化
科

学
研

究
科

修
士

課
程

【
文

化
構

造
研

究
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
社

会
）

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
英

語
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

地
理

歴
史

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
公

民
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

英
語

）
【

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

】
　

中
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

国
語

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
国

語
）

①
国

家
資

格
②

資
格

取
得

可
能

③
修

了
要

件
単

位
に

含
ま

れ
る

科
目

の
ほ

か
、

教
職

関
連

科
目

の
履

修
が

必
要

で
あ

る
が

、
資

格
取

得
が

修
了

の
必

須
条

件
で

は
な

い
。

２
.経

済
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

【
経

済
科

学
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
社

会
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

公
民

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
商

業
）

①
国

家
資

格
②

資
格

取
得

可
能

③
修

了
要

件
単

位
に

含
ま

れ
る

科
目

の
ほ

か
、

教
職

関
連

科
目

の
履

修
が

必
要

で
あ

る
が

、
資

格
取

得
が

修
了

の
必

須
条

件
で

は
な

い
。

新
設
学
部
等
の
名
称

修
業
年
限

入
学
定
員
編
入
学

定
員

収
容
定
員

授
与
す
る
学
位
等

開
設
時
期

専
任
教
員

学
位
又
は

称
号

学
位
又
は

学
科
の
分
野

異
動
先

助
教
以
上

う
ち
教
授

新 設 学 部 等 の 概 要

文
化

環
境

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

D
ep

ar
tm

en
t o

f S
oc

ia
l 

an
d 

Cu
ltu

ra
l S

tu
di

es

2
20

－
40

修
　

士
（

学
術

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

学
関

係
平

成
27

年
４

月

文
化

構
造

研
究

専
攻

25
19

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

2
2

文
化

環
境

研
究

専
攻

11
9

新
規

採
用

4
1

計
42

31

人
文

社
会

科
学

研
究

科
Gr

ad
ua

te
 S

ch
oo

l o
f 

H
um

an
iti

es
 a

nd
 S

oc
ia

l 
Sc

ie
nc

es

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
D

ep
ar

tm
en

t o
f J

ap
an

es
e 

an
d 

A
sia

n 
St

ud
ie

s

2
38

－
76

修
　

士
 

（
学

術
・

経
済

学
）

文
学

関
係

経
済

学
関

係
平

成
27

年
４

月

文
化

構
造

研
究

専
攻

6
4

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

11
8

文
化

環
境

研
究

専
攻

3
2

経
済

科
学

専
攻

21
11

新
規

採
用

7
1

計
48

26

 

文
化

構
造

研
究

専
攻

1
1

経
済

経
営

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

D
ep

ar
tm

en
t o

f E
co

no
m

ic
s 

an
d 

M
an

ag
em

en
t S

tu
di

es

2
22

－
44

修
　

士
（

経
済

学
・

経
営

学
）

経
済

学
関

係
平

成
27

年
４

月

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

1
1

文
化

環
境

研
究

専
攻

3
3

経
済

科
学

専
攻

31
17

新
規

採
用

6
3

計
42

25

日
本

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
（

博
士

後
期

課
程

）
D

ep
ar

tm
en

t o
f J

ap
an

es
e 

an
d 

A
sia

n 
Cu

ltu
re

s

3
4

－
12

博
　

士
（

学
術

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

関
係

平
成

27
年

４
月

日
本

･ア
ジ

ア
文

化
研

究
専

攻
16

12

新
規

採
用

4
2

計
20

14

経
済

経
営

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）

D
ep

ar
tm

en
t o

f E
co

no
m

ic
s 

an
d 

M
an

ag
em

en
t S

tu
di

es

3
12

－
36

博
　

士
(経

済
学

・
経

営
学

）
経

済
学

関
係

平
成

27
年

４
月

日
本

・
ア

ジ
ア

文
化

研
究

専
攻

1
0

経
済

科
学

専
攻

28
17

新
規

採
用

9
8

計
38

25

既
設
学
部
等
の
名
称

修
業
年
限

入
学
定
員
編
入
学

定
員

収
容
定
員

授
与
す
る
学
位
等

開
設
時
期

専
任
教
員

学
位
又
は

称
号

学
位
又
は

学
科
の
分
野

異
動
先

助
教
以
上

う
ち
教
授

既 設 学 部 等 の 概 要

文
化

科
学

研
究

科
（

廃
止

）

文
化

構
造

研
究

専
攻

（
修

士
課

程
）

（
廃

止
）

2
13

－
26

修
　

士
（

文
化

科
学

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

学
関

係

平
成

8年
４

月

文
化

環
境

専
攻

25
19

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
6

4

経
済

経
営

専
攻

1
1

0
0

計
32

24

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

（
修

士
課

程
）

（
廃

止
）

2
10

－
20

修
　

士
（

文
化

科
学

）
文

学
関

係
平

成
8年

４
月

文
化

環
境

専
攻

2
2

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
11

8

経
済

経
営

専
攻

1
1

退
職

2
2

計
16

13
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既
設
学
部
等
に
お
い
て
取
得
可
能
な
資
格

１
.文

化
科

学
研

究
科

修
士

課
程

【
文

化
構

造
研

究
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
社

会
）

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
英

語
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

地
理

歴
史

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
公

民
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

英
語

）
【

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

】
　

中
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

国
語

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
国

語
）

①
国

家
資

格
②

資
格

取
得

可
能

③
修

了
要

件
単

位
に

含
ま

れ
る

科
目

の
ほ

か
、

教
職

関
連

科
目

の
履

修
が

必
要

で
あ

る
が

、
資

格
取

得
が

修
了

の
必

須
条

件
で

は
な

い
。

２
.経

済
科

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程

【
経

済
科

学
専

攻
】

　
中

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
社

会
）

　
高

等
学

校
教

諭
専

修
免

許
状（

公
民

）
　

高
等

学
校

教
諭

専
修

免
許

状（
商

業
）

①
国

家
資

格
②

資
格

取
得

可
能

③
修

了
要

件
単

位
に

含
ま

れ
る

科
目

の
ほ

か
、

教
職

関
連

科
目

の
履

修
が

必
要

で
あ

る
が

、
資

格
取

得
が

修
了

の
必

須
条

件
で

は
な

い
。

新
設
学
部
等
の
名
称

修
業
年
限

入
学
定
員
編
入
学

定
員

収
容
定
員

授
与
す
る
学
位
等

開
設
時
期

専
任
教
員

学
位
又
は

称
号

学
位
又
は

学
科
の
分
野

異
動
先

助
教
以
上

う
ち
教
授

新 設 学 部 等 の 概 要

文
化

環
境

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

D
ep

ar
tm

en
t o

f S
oc

ia
l 

an
d 

Cu
ltu

ra
l S

tu
di

es

2
20

－
40

修
　

士
（

学
術

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

学
関

係
平

成
27

年
４

月

文
化

構
造

研
究

専
攻

25
19

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

2
2

文
化

環
境

研
究

専
攻

11
9

新
規

採
用

4
1

計
42

31

人
文

社
会

科
学

研
究

科
Gr

ad
ua

te
 S

ch
oo

l o
f 

H
um

an
iti

es
 a

nd
 S

oc
ia

l 
Sc

ie
nc

es

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
（

博
士

前
期

課
程

）
D

ep
ar

tm
en

t o
f J

ap
an

es
e 

an
d 

A
sia

n 
St

ud
ie

s

2
38

－
76

修
　

士
 

（
学

術
・

経
済

学
）

文
学

関
係

経
済

学
関

係
平

成
27

年
４

月

文
化

構
造

研
究

専
攻

6
4

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

11
8

文
化

環
境

研
究

専
攻

3
2

経
済

科
学

専
攻

21
11

新
規

採
用

7
1

計
48
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文
化

構
造

研
究

専
攻

1
1

経
済

経
営

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

D
ep

ar
tm

en
t o

f E
co

no
m

ic
s 

an
d 

M
an

ag
em

en
t S

tu
di

es

2
22

－
44

修
　

士
（

経
済

学
・

経
営

学
）

経
済

学
関

係
平

成
27

年
４

月

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

1
1

文
化

環
境

研
究

専
攻

3
3

経
済

科
学

専
攻

31
17

新
規

採
用

6
3

計
42

25

日
本

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
（

博
士

後
期

課
程

）
D

ep
ar

tm
en

t o
f J

ap
an

es
e 

an
d 

A
sia

n 
Cu

ltu
re

s

3
4

－
12

博
　

士
（

学
術

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

関
係

平
成

27
年

４
月

日
本

･ア
ジ

ア
文

化
研

究
専

攻
16

12

新
規

採
用

4
2

計
20

14

経
済

経
営

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）

D
ep

ar
tm

en
t o

f E
co

no
m

ic
s 

an
d 

M
an

ag
em

en
t S

tu
di

es

3
12

－
36

博
　

士
(経

済
学

・
経

営
学

）
経

済
学

関
係

平
成

27
年

４
月

日
本

・
ア

ジ
ア

文
化

研
究

専
攻

1
0

経
済

科
学

専
攻

28
17

新
規

採
用

9
8

計
38

25

既
設
学
部
等
の
名
称

修
業
年
限

入
学
定
員
編
入
学

定
員

収
容
定
員

授
与
す
る
学
位
等

開
設
時
期

専
任
教
員

学
位
又
は

称
号

学
位
又
は

学
科
の
分
野

異
動
先

助
教
以
上

う
ち
教
授

既 設 学 部 等 の 概 要

文
化

科
学

研
究

科
（

廃
止

）

文
化

構
造

研
究

専
攻

（
修

士
課

程
）

（
廃

止
）

2
13

－
26

修
　

士
（

文
化

科
学

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

学
関

係

平
成

8年
４

月

文
化

環
境

専
攻

25
19

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
6

4

経
済

経
営

専
攻

1
1

0
0

計
32

24

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

（
修

士
課

程
）

（
廃

止
）

2
10

－
20

修
　

士
（

文
化

科
学

）
文

学
関

係
平

成
8年

４
月

文
化

環
境

専
攻

2
2

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
11

8

経
済

経
営

専
攻

1
1

退
職

2
2

計
16

13
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既
設
学
部
等
の
名
称

修
業
年
限

入
学
定
員
編
入
学

定
員

収
容
定
員

授
与
す
る
学
位
等

開
設
時
期

専
任
教
員

学
位
又
は

称
号

学
位
又
は

学
科
の
分
野

異
動
先

助
教
以
上

う
ち
教
授

既 設 学 部 等 の 概 要

文
化

科
学

研
究

科
（

廃
止

）

文
化

環
境

研
究

専
攻

（
修

士
課

程
）

（
廃

止
）

2
9

－
18

修
　

士
（

文
化

科
学

）

文
学

関
係

 
社

会
学

・
 

社
会

福
祉

学
関

係

平
成

13
年

４
月

文
化

環
境

専
攻

11
9

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
3

2

経
済

経
営

専
攻

3
3

0
0

計
17

14

日
本

・
ア

ジ
ア

文
化

研
究

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）

（
廃

止
）

3
4

－
12

博
　

士
（

学
術

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

関
係

平
成

15
年

４
月

日
本

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
16

12

経
済

経
営

専
攻

1
0

退
職

3
3

計
20

15

経
済

科
学

研
究

科
（

廃
止

）

経
済

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

（
廃

止
）

2
30

－
60

修
　

士
（

経
済

学
）

経
済

学
関

係
平

成
5年

４
月

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
21

11

経
済

経
営

専
攻

31
17

退
職

4
4

計
56

32

経
済

科
学

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）

（
廃

止
）

3
9

－
27

博
　

士
（

経
済

学
）

経
済

学
関

係
平

成
14

年
４

月

経
済

経
営

専
攻

28
17

退
職

4
4

計
32

21

【
備
考
欄
】

入
学

定
員

の
変

更
（

改
組

前
） 

 
 

（
改

組
後

）
文

化
科

学
研

究
科

 
 

 
人

文
社

会
科

学
研

究
科

　
修

士
課

程
 

 
 

　
博

士
前

期
課

程
　

　
文

化
構

造
研

究
専

攻
 

入
学

定
員

 
13

人
 

　
　

文
化

環
境

専
攻

 
入

学
定

員
 

20
人

　
　

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

 
入

学
定

員
 

10
人

 
　

　
国

際
日

本
ア

ジ
ア

専
攻

 
入

学
定

員
 

38
人

　
　

文
化

環
境

研
究

専
攻

 
入

学
定

員
 

 9
人

 
　

　
経

済
経

営
専

攻
 

入
学

定
員

 
22

人
経

済
科

学
研

究
科

 
 

 
 

　
計

 
80

人
　

博
士

前
期

課
程

　
　

経
済

科
学

専
攻

 
入

学
定

員
 

30
人

 
　

計
 

62
人

文
化

科
学

研
究

科
　

博
士

後
期

課
程

 
 

 
博

士
後

期
課

程
　

　
日

本
・

ア
ジ

ア
文

化
研

究
専

攻
 

入
学

定
員

 
 4

人
 

　
日

本
ア

ジ
ア

文
化

専
攻

 
入

学
定

員
 

 4
人

経
済

科
学

研
究

科
 

 
 

　
経

済
経

営
専

攻
 

入
学

定
員

 
12

人
　

博
士

後
期

課
程

 
 

 
 

　
計

 
16

人
　

　
経

済
科

学
専

攻
 

入
学

定
員

 
 9

人
 

　
計

 
13

人

・
14

条
特

例
の

実
施（

人
文

社
会

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
文

化
環

境
専

攻
、

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
、

経
済

経
営

専
攻

、
博

士
後

期
課

程
日

本
ア

ジ
ア

文
化

専
攻

、
経

済
経

営
専

攻
）
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既
設
学
部
等
の
名
称

修
業
年
限

入
学
定
員
編
入
学

定
員

収
容
定
員

授
与
す
る
学
位
等

開
設
時
期

専
任
教
員

学
位
又
は

称
号

学
位
又
は

学
科
の
分
野

異
動
先

助
教
以
上

う
ち
教
授

既 設 学 部 等 の 概 要

文
化

科
学

研
究

科
（

廃
止

）

文
化

環
境

研
究

専
攻

（
修

士
課

程
）

（
廃

止
）

2
9

－
18

修
　

士
（

文
化

科
学

）

文
学

関
係

 
社

会
学

・
 

社
会

福
祉

学
関

係

平
成

13
年

４
月

文
化

環
境

専
攻

11
9

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
3

2

経
済

経
営

専
攻

3
3

0
0

計
17

14

日
本

・
ア

ジ
ア

文
化

研
究

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）

（
廃

止
）

3
4

－
12

博
　

士
（

学
術

）

文
学

関
係

社
会

学
・

社
会

福
祉

関
係

平
成

15
年

４
月

日
本

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
16

12

経
済

経
営

専
攻

1
0

退
職

3
3

計
20

15

経
済

科
学

研
究

科
（

廃
止

）

経
済

科
学

専
攻

（
博

士
前

期
課

程
）

（
廃

止
）

2
30

－
60

修
　

士
（

経
済

学
）

経
済

学
関

係
平

成
5年

４
月

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
21

11

経
済

経
営

専
攻

31
17

退
職

4
4

計
56

32

経
済

科
学

専
攻

（
博

士
後

期
課

程
）

（
廃

止
）

3
9

－
27

博
　

士
（

経
済

学
）

経
済

学
関

係
平

成
14

年
４

月

経
済

経
営

専
攻

28
17

退
職

4
4

計
32

21

【
備
考
欄
】

入
学

定
員

の
変

更
（

改
組

前
） 

 
 

（
改

組
後

）
文

化
科

学
研

究
科

 
 

 
人

文
社

会
科

学
研

究
科

　
修

士
課

程
 

 
 

　
博

士
前

期
課

程
　

　
文

化
構

造
研

究
専

攻
 

入
学

定
員

 
13

人
 

　
　

文
化

環
境

専
攻

 
入

学
定

員
 

20
人

　
　

日
本

・
ア

ジ
ア

研
究

専
攻

 
入

学
定

員
 

10
人

 
　

　
国

際
日

本
ア

ジ
ア

専
攻

 
入

学
定

員
 

38
人

　
　

文
化

環
境

研
究

専
攻

 
入

学
定

員
 

 9
人

 
　

　
経

済
経

営
専

攻
 

入
学

定
員

 
22

人
経

済
科

学
研

究
科

 
 

 
 

　
計

 
80

人
　

博
士

前
期

課
程

　
　

経
済

科
学

専
攻

 
入

学
定

員
 

30
人

 
　

計
 

62
人

文
化

科
学

研
究

科
　

博
士

後
期

課
程

 
 

 
博

士
後

期
課

程
　

　
日

本
・

ア
ジ

ア
文

化
研

究
専

攻
 

入
学

定
員

 
 4

人
 

　
日

本
ア

ジ
ア

文
化

専
攻

 
入

学
定

員
 

 4
人

経
済

科
学

研
究

科
 

 
 

　
経

済
経

営
専

攻
 

入
学

定
員

 
12

人
　

博
士

後
期

課
程

 
 

 
 

　
計

 
16

人
　

　
経

済
科

学
専

攻
 

入
学

定
員

 
 9

人
 

　
計

 
13

人

・
14

条
特

例
の

実
施（

人
文

社
会

科
学

研
究

科
博

士
前

期
課

程
文

化
環

境
専

攻
、

国
際

日
本

ア
ジ

ア
専

攻
、

経
済

経
営

専
攻

、
博

士
後

期
課

程
日

本
ア

ジ
ア

文
化

専
攻

、
経

済
経

営
専

攻
）

13．人文社会科学研究科　設置計画の概要
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基
　
本
　
計
　
画
　
書

基
　
本
　
計
　
画

事
項

記
　
　
入
　
　
欄

備
　
　
考

計
画

の
区

分
研

究
科

の
専

攻
の

設
置

フ
リ

ガ
ナ

設
置

者
コ

ク
リ

ツ
ダ

イ
ガ

ク
ホ

ウ
ジ

ン
サ

イ
タ

マ
ダ

イ
ガ

ク
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学

フ
リ

ガ
ナ

大
学

の
名

称
サ

イ
タ

マ
ダ

イ
ガ

ク
ダ

イ
ガ

ク
イ

ン
埼

玉
大

学
大

学
院（

Gr
ad

ua
te

 S
ch

oo
l o

f S
ai

ta
m

a 
U

ni
ve

rs
ity

）

大
学

本
部

の
位

置
埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5

大
学

の
目

的
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学
大

学
院

は
、

学
術

の
理

論
及

び
応

用
を

教
授

研
究

し
、

そ
の

深
奥

を
き

わ
め

て
、

文
化

の
進

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

新
設

学
部

等
の

目
的

教
育

現
場

の
経

験
や

学
部

で
の

学
修

を
基

盤
に

、
高

度
な

専
門

性
に

裏
打

ち
さ

れ
た

理
論

と
実

践
の

融
合

型
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

研
究

者
教

員
と

実
務

家
教

員
と

が
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

指
導

体
制

と
授

業
、

教
育

現
場

に
お

け
る

実
地

研
究（

課
題

探
求

及
び

検
証

）を
整

備
し

、
①

教
科

指
導

等
に

お
け

る
高

度
な

理
論

に
基

づ
く

優
れ

た
実

践
力

・
展

開
力

を
備

え
中

核
的

・
指

導
的

役
割

を
担

え
る

教
員

と
、

学
校

教
育

の
改

革
・

改
善

・
充

実
を

め
ざ

し
て

管
理

職
や

指
導

主
事

等
と

し
て

活
躍

で
き

る
教

育
経

営
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

、
②

い
じ

め
、

不
登

校
等

の
現

代
的

教
育

課
題

に
対

応
で

き
る

高
度

な
理

論
に

基
づ

く
確

か
な

実
践

力
を

備
え

、
中

核
的

・
指

導
的

役
割

を
担

え
る

教
員

の
養

成
を

行
う

。

新 設 学 部 等 の 概 要

新
設

学
部

等
の

名
称

修
業
年
限

入
学
定
員

編
入
学

定
員

収
容
定
員

学
位
又
は
称
号

開
設
時
期

及
び

開
設
年
次

所
　
在
　
地

教
職

大
学

院
14

条
特

例
の

実
施

年
人

年
次 人

人
年

　
月

第
　

年
次

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

教
育

学
研

究
科

［
Gr

ad
ua

te
 S

ch
oo

l o
f E

du
ca

tio
n］

教
職

実
践

専
攻

［
D

ep
ar

tm
en

t o
f T

ea
ch

er
 T

ra
in

in
g 

an
d 

Pr
ac

tic
e］

2
20

－
40

教
職

修
士

（
専

門
職

）

平
成

28
年

4月
第

１
年

次

計
20

－
40

同
一
設
置
者
内
に
お
け
る
変
更
状
況

（
定
員
の
移
行
、
名
称
の
変
更
等
）

教
育

学
研

究
科

修
士

課
程（

定
員

20
人

減［
予

定
］）

　
学

校
教

育
専

攻〔
定

員
減

〕　
　

　
　

　
　

　（
△

 2
）（

平
成

28
年

4月
）

　
特

別
支

援
教

育
専

攻〔
廃

止
〕　

　
　

　
　

　（
△

 5
）（

平
成

28
年

4月
学

生
募

集
停

止
）

　
教

科
教

育
専

攻〔
定

員
減

〕　
　

　
　

　
　

　（
△

13
）（

平
成

28
年

4月
）

理
工

学
研

究
科

博
士

前
期

課
程（

定
員

50
人

増［
予

定
］）

　
生

命
科

学
系

専
攻〔

定
員

増
〕　

　
　

　
　

　（
　

10
）（

平
成

28
年

4月
）

　
物

理
機

能
系

専
攻〔

定
員

増
〕　

　
　

　
　

　（
　

10
）（

平
成

28
年

4月
）

　
化

学
系

専
攻〔

定
員

増
〕　

　
　

　
　

　
　

　（
　

10
）（

平
成

28
年

4月
）

　
数

理
電

子
情

報
系

専
攻〔

定
員

増
〕　

　
　

　（
　

15
）（

平
成

28
年

4月
）

　
機

械
科

学
系

専
攻〔

定
員

増
〕　

　
　

　
　

　（
　

10
）（

平
成

28
年

4月
）

　
環

境
シ

ス
テ

ム
工

学
系

専
攻〔

定
員

減
〕　

　（
△

 5
）（

平
成

28
年

4月
）

教 育 課 程

新
設

学
部

等
の

名
称

開
設
す
る
授
業
科
目
の
総
数

卒
業
要
件
単
位
数

講
義

演
習

実
験
・
実
習

計

科
目

科
目

科
目

科
目

単
位

教
育

学
研

究
科

　
教

職
実

践
専

攻
0

41
4

45
46

（
教

職
大

学
院

）

教 員 組 織 の 概 要

学
　

部
　

等
　

の
　

名
　

称
専
任
教
員
等

兼
任
教
員
等

新 設 分

教
育

学
研

究
科

　
教

職
実

践
専

攻
（

教
職

大
学

院
）

教
授

准
教
授

講
師

助
教

計
助
手

9
（

9）
6

（
6）

0
（

0）
0

（
0）

15
（

15
）

0
（

0）
81

（
81

）

計
9

（
9）

6
（

6）
0

（
0）

0
（

0）
15

（
15

）
0

（
0）

－ －

既 設 分

人
文

社
会

科
学

研
究

科
人

人
人

人
人

人
人

（
博

士
前

期
課

程
）

　
文

化
環

境
専

攻
26

（
26

）
7

（
7）

0
（

0）
0

（
0）

33
（

33
）

0
（

0）
3

（
3）

　
国

際
日

本
ア

ジ
ア

専
攻

28
（

28
）

21
（

21
）

0
（

0）
0

（
0）

49
（

49
）

0
（

0）
9

（
9）

　
経

済
経

営
専

攻
24

（
24

）
15

（
15

）
2

（
2）

0
（

0）
41

（
41

）
0

（
0）

18
（

18
）

（
博

士
後

期
課

程
）

　
日

本
ア

ジ
ア

文
化

専
攻

16
（

16
）

5
（

5）
0

（
0）

0
（

0）
21

（
21

）
0

（
0）

0
（

0）

　
経

済
経

営
専

攻
24

（
24

）
11

（
11

）
1

（
1）

0
（

0）
36

（
36

）
0

（
0）

7
（

7）

教
育

学
研

究
科

（
修

士
課

程
）

　
学

校
教

育
専

攻
14

（
14

）
11

（
11

）
0

（
0）

0
（

0）
25

（
25

）
0

（
0）

3
（

3）

人
人

人
人

人
人

人

（
用
紙
　
日
本
工
業
規
格
Ａ
４
縦
型
）

別
記
様
式
第
２
号
（
そ
の
１
の
１
）

568

第Ⅲ部 ■ 資料編



基
　
本
　
計
　
画
　
書

基
　
本
　
計
　
画

事
項

記
　
　
入
　
　
欄

備
　
　
考

計
画

の
区

分
研

究
科

の
専

攻
の

設
置

フ
リ

ガ
ナ

設
置

者
コ

ク
リ

ツ
ダ

イ
ガ

ク
ホ

ウ
ジ

ン
サ

イ
タ

マ
ダ

イ
ガ

ク
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学

フ
リ

ガ
ナ

大
学

の
名

称
サ

イ
タ

マ
ダ

イ
ガ

ク
ダ

イ
ガ

ク
イ

ン
埼

玉
大

学
大

学
院（

Gr
ad

ua
te

 S
ch

oo
l o

f S
ai

ta
m

a 
U

ni
ve

rs
ity

）

大
学

本
部

の
位

置
埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5

大
学

の
目

的
国

立
大

学
法

人
埼

玉
大

学
大

学
院

は
、

学
術

の
理

論
及

び
応

用
を

教
授

研
究

し
、

そ
の

深
奥

を
き

わ
め

て
、

文
化

の
進

展
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

新
設

学
部

等
の

目
的

教
育

現
場

の
経

験
や

学
部

で
の

学
修

を
基

盤
に

、
高

度
な

専
門

性
に

裏
打

ち
さ

れ
た

理
論

と
実

践
の

融
合

型
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

研
究

者
教

員
と

実
務

家
教

員
と

が
タ

イ
ア

ッ
プ

し
た

指
導

体
制

と
授

業
、

教
育

現
場

に
お

け
る

実
地

研
究（

課
題

探
求

及
び

検
証

）を
整

備
し

、
①

教
科

指
導

等
に

お
け

る
高

度
な

理
論

に
基

づ
く

優
れ

た
実

践
力

・
展

開
力

を
備

え
中

核
的

・
指

導
的

役
割

を
担

え
る

教
員

と
、

学
校

教
育

の
改

革
・

改
善

・
充

実
を

め
ざ

し
て

管
理

職
や

指
導

主
事

等
と

し
て

活
躍

で
き

る
教

育
経

営
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

、
②

い
じ

め
、

不
登

校
等

の
現

代
的

教
育

課
題

に
対

応
で

き
る

高
度

な
理

論
に

基
づ

く
確

か
な

実
践

力
を

備
え

、
中

核
的

・
指

導
的

役
割

を
担

え
る

教
員

の
養

成
を

行
う

。

新 設 学 部 等 の 概 要

新
設

学
部

等
の

名
称

修
業
年
限

入
学
定
員

編
入
学

定
員

収
容
定
員

学
位
又
は
称
号

開
設
時
期

及
び

開
設
年
次

所
　
在
　
地

教
職

大
学

院
14

条
特

例
の

実
施

年
人

年
次 人

人
年

　
月

第
　

年
次

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

教
育

学
研

究
科

［
Gr

ad
ua

te
 S

ch
oo

l o
f E

du
ca

tio
n］

教
職

実
践

専
攻

［
D

ep
ar

tm
en

t o
f T

ea
ch

er
 T

ra
in

in
g 

an
d 

Pr
ac

tic
e］

2
20

－
40

教
職

修
士

（
専

門
職

）

平
成

28
年

4月
第

１
年

次

計
20

－
40

同
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（

0）
41

（
41

）
0

（
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図
書
館

面
積

閲
覧
座
席
数

収
納
可
能
冊
数

大
学

全
体

6,8
34

 ㎡
81

4
82
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体
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館
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積

体
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ー
ツ
施
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の
概
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工

学
）

1.1
9

平
成

18
年

度

　
環

境
シ

ス
テ

ム
工

学
系

専
攻

2
67

－
13

4
修

士
（

工
学

）
1.0

2
平

成
18

年
度

（
博

士
後

期
課

程
）

　
理

工
学

専
攻

3
56

－
16

8
博

士（
学

術
・

理
学
・
工

学
）

0.7
6

平
成

18
年

度

合
　

計
57

2
－

1,1
04

574
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建

設
工

学
科

4
75

－
30

0
学

士
（

工
学

）
1.0

3
平

成
5年

度

　
環

境
共

生
学

科
4

25
－

10
0

学
士

（
工

学
）

1.0
3

平
成

20
年

度

合
　

計
1,5

35
45

5,4
75

人
文

社
会

科
学

研
究

科

既 設 大 学 等 の 状 況

（
博

士
前

期
課

程
）

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

　
文

化
環

境
専

攻
2

20
－

20
修

士
（

学
術

）
1.2

0
平

成
27

年
度

　
国

際
日

本
ア

ジ
ア

専
攻

2
38

－
38

修
士

（
学

術
・

経
済

学
）

0.8
9

平
成

27
年

度

　
経

済
経

営
専

攻
2

22
－

22
修

士
（

経
済

学
・

経
営

学
）

0.5
4

平
成

27
年

度

（
博

士
後

期
課

程
）

　
日

本
・

ア
ジ

ア
文

化
専

攻
3

4
－

4
博

士
（

学
術

）
1.0

0
平

成
27

年
度

　
経

済
経

営
専

攻
3

12
－

12
博

士
（

経
済

学
・

経
営

学
）

1.0
8

平
成

27
年

度

文
化

科
学

研
究

科

（
修

士
課

程
）

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

平
成

27
年

度
よ

り
学

生
募

集
停

止

　
文

化
構

造
研

究
専

攻
2

－
－

－
修

士
（

文
化

科
学

）
－

平
成

8年
度

　
日

本
・

ア
ジ

ア
研

究
専

攻
2

－
－

－
修

士
（

文
化

科
学

）
－

平
成

8年
度

　
文

化
環

境
研

究
専

攻
2

－
－

－
修

士
（

文
化

科
学

）
－

平
成

13
年

度

（
博

士
後

期
課

程
）

平
成

27
年

度
よ

り
学

生
募

集
停

止

　
日

本
・

ア
ジ

ア
文

化
研

究
専

攻
3

－
－

－
博

士
（

学
術

）
－

平
成

15
年

度

教
育

学
研

究
科

（
修

士
課

程
）

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

　
学

校
教

育
専

攻
2

17
－

34
修

士
（

教
育

学
）

1.0
6

平
成

2年
度

　
特

別
支

援
教

育
専

攻
2

5
－

10
修

士
（

教
育

学
）

0.6
0

平
成

19
年

度
平

成
28

年
度

よ
り

学
生

募
集

停
止

予
定

　
教

科
教

育
専

攻
2

40
－

80
修

士
（

教
育

学
）

1.1
4

平
成

2年
度

経
済

科
学

研
究

科

（
博

士
前

期
課

程
）

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

平
成

27
年

度
よ

り
学

生
募

集
停

止

　
経

済
科

学
専

攻
2

－
－

－
修

士
（

経
済

学
）

－
平

成
5年

度

（
博

士
後

期
課

程
）

平
成

27
年

度
よ

り
学

生
募

集
停

止

　
経

済
科

学
専

攻
3

－
－

－
博

士
（

経
済

学
）

－
平

成
14

年
度

理
工

学
研

究
科

（
博

士
前

期
課

程
）

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

　
生

命
科

学
系

専
攻

2
45

－
90

修
士

（
理

学
）

1.1
1

平
成

18
年

度

　
物

理
機

能
系

専
攻

2
49

－
98

修
士

（
理

学
）

1.2
3

平
成

18
年

度

　
化

学
系

専
攻

2
55

－
11

0
修

士
（

理
学

）
1.0

2
平

成
18

年
度

　
数

理
電

子
情

報
系

専
攻

2
93

－
18

6
修

士
（

工
学

）
1.0

8
平

成
18

年
度

　
機

械
科

学
系

専
攻

2
49

－
98

修
士

（
工

学
）

1.1
9

平
成

18
年

度

　
環

境
シ

ス
テ

ム
工

学
系

専
攻

2
67

－
13

4
修

士
（

工
学

）
1.0

2
平

成
18

年
度

（
博

士
後

期
課

程
）

　
理

工
学

専
攻

3
56

－
16

8
博

士（
学

術
・

理
学
・
工

学
）

0.7
6

平
成

18
年

度

合
　

計
57

2
－

1,1
04
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既 設 大 学 等 の 状 況

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
幼

稚
園

目
的

：
  附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
か

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
8-

13
-1

設
置

年
月

：
 昭

和
26

年
4月

規
模

等
：

 土
地

  4
,19

8 
㎡

　
建

物
  6

90
 ㎡

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
小

学
校

目
的

：
  附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
か

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
6-

9-
44

設
置

年
月

：
 昭

和
24

年
5月

規
模

等
：

 土
地

  1
9,5

53
 ㎡

　
建

物
  7

,48
5 

㎡

附
属
施
設
の
概
要

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
中

学
校

目
的

：
  附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
か

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

南
区

別
所

4-
2-

5
設

置
年

月
：

 昭
和

24
年

5月
規

模
等

：
 土

地
  3

3,3
99

 ㎡
　

建
物

  7
,10

9 
㎡

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
特

別
支

援
学

校
目

的
：

  附
属

学
校

の
基

本
的

な
社

会
的

使
命（

教
育

の
研

究
と

実
践

・
実

証
、

学
生

の
教

育
実

習
な

ら
び

に
研

究
の

指
導

、
地

方
教

育
へ

の
協

力
と

指
導

）を
達

成
す

る
こ

と
を

重
視

し
、

か
つ

地
域

の
モ

デ
ル

校
と

し
て

の
業

務
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
北

区
日

進
町

2-
48

0
設

置
年

月
：

 昭
和

47
年

4月
規

模
等

：
 土

地
  1

4,4
45

 ㎡
　

建
物

  3
,63

8 
㎡

名
称

：
 教

育
機

構
基

盤
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 全
学

的
な

教
育

に
係

る
事

項
の

企
画

案
の

作
成

及
び

決
定

さ
れ

た
企

画
の

実
施

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
25

年
10

月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
英

語
教

育
開

発
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
お

け
る

英
語

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
英

語
教

育
に

関
す

る
企

画
・

立
案

を
行

い
、

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
日

本
語

教
育

セ
ン

タ
ー

目
的

：
 埼

玉
大

学
に

お
け

る
学

生
の

日
本

語
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
質

の
高

い
教

育
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 教

育
機

構
社

会
調

査
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

通
し

て
教

育
の

質
の

向
上

及
び

地
域

社
会

へ
の

貢
献

並
び

に
学

術
上

で
の

寄
与

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
25

年
10

月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

･ポ
リ

シ
ー

に
応

じ
た

入
学

者
選

抜
を

実
現

す
る

た
め

の
具

体
的

方
策

を
企

画
・

立
案

し
、

円
滑

な
入

学
者

選
抜

の
実

施
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 学
生

支
援

に
関

し
て

総
合

的
な

企
画

・
立

案
を

行
い

、
実

施
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 教

育
機

構
保

健
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 学
生

及
び

教
職

員
の

保
健

管
理

に
関

す
る

業
務

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 土
地

 1
67

,50
9㎡

　
建

物
 4

24
㎡

名
称

：
 教

育
機

構
教

員
免

許
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 免
許

状
更

新
講

習
を

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  企

業
等

の
法

人
、

地
方

公
共

団
体

等
公

的
機

関
、

他
大

学
な

ど
と

の
共

同
研

究
及

び
研

究
交

流
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
埼

玉
大

学
に

お
け

る
知

的
財

産
の

創
出

、
取

得
及

び
管

理
並

び
に

技
術

移
転

の
促

進
を

図
り

、
地

域
の

企
業

等
に

お
け

る
技

術
革

新
、

生
産

革
新

、
経

営
革

新
、

事
業

革
新

、
情

報
革

新
、

組
織

革
新

等
の

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

対
し

て
中

核
機

関
と

し
て

貢
献

す
る

こ
と

に
よ

り
、

埼
玉

大
学

の
教

育
研

究
の

進
展

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
地

域
社

会
の

産
業

、
文

化
、

福
祉

及
び

教
育

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
6年

6月
規

模
等

：
 土

地
  1

67
,50

9 
㎡

　
建

物
  1

,14
1 

㎡
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既 設 大 学 等 の 状 況

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
幼

稚
園

目
的

：
  附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
か

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
8-

13
-1

設
置

年
月

：
 昭

和
26

年
4月

規
模

等
：

 土
地

  4
,19

8 
㎡

　
建

物
  6

90
 ㎡

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
小

学
校

目
的

：
  附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
か

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

浦
和

区
常

盤
6-

9-
44

設
置

年
月

：
 昭

和
24

年
5月

規
模

等
：

 土
地

  1
9,5

53
 ㎡

　
建

物
  7

,48
5 

㎡

附
属
施
設
の
概
要

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
中

学
校

目
的

：
  附

属
学

校
の

基
本

的
な

社
会

的
使

命（
教

育
の

研
究

と
実

践
・

実
証

、
学

生
の

教
育

実
習

な
ら

び
に

研
究

の
指

導
、

地
方

教
育

へ
の

協
力

と
指

導
）を

達
成

す
る

こ
と

を
重

視
し

、
か

つ
地

域
の

モ
デ

ル
校

と
し

て
の

業
務

を
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

南
区

別
所

4-
2-

5
設

置
年

月
：

 昭
和

24
年

5月
規

模
等

：
 土

地
  3

3,3
99

 ㎡
　

建
物

  7
,10

9 
㎡

名
称

：
 教

育
学

部
附

属
特

別
支

援
学

校
目

的
：

  附
属

学
校

の
基

本
的

な
社

会
的

使
命（

教
育

の
研

究
と

実
践

・
実

証
、

学
生

の
教

育
実

習
な

ら
び

に
研

究
の

指
導

、
地

方
教

育
へ

の
協

力
と

指
導

）を
達

成
す

る
こ

と
を

重
視

し
、

か
つ

地
域

の
モ

デ
ル

校
と

し
て

の
業

務
を

推
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
北

区
日

進
町

2-
48

0
設

置
年

月
：

 昭
和

47
年

4月
規

模
等

：
 土

地
  1

4,4
45

 ㎡
　

建
物

  3
,63

8 
㎡

名
称

：
 教

育
機

構
基

盤
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 全
学

的
な

教
育

に
係

る
事

項
の

企
画

案
の

作
成

及
び

決
定

さ
れ

た
企

画
の

実
施

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
25

年
10

月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
英

語
教

育
開

発
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
お

け
る

英
語

教
育

の
質

の
向

上
を

図
る

た
め

、
英

語
教

育
に

関
す

る
企

画
・

立
案

を
行

い
、

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
日

本
語

教
育

セ
ン

タ
ー

目
的

：
 埼

玉
大

学
に

お
け

る
学

生
の

日
本

語
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
質

の
高

い
教

育
を

提
供

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 教

育
機

構
社

会
調

査
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  セ
ン

タ
ー

の
活

動
を

通
し

て
教

育
の

質
の

向
上

及
び

地
域

社
会

へ
の

貢
献

並
び

に
学

術
上

で
の

寄
与

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
25

年
10

月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

･ポ
リ

シ
ー

に
応

じ
た

入
学

者
選

抜
を

実
現

す
る

た
め

の
具

体
的

方
策

を
企

画
・

立
案

し
、

円
滑

な
入

学
者

選
抜

の
実

施
を

図
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 教

育
機

構
学

生
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 学
生

支
援

に
関

し
て

総
合

的
な

企
画

・
立

案
を

行
い

、
実

施
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 教

育
機

構
保

健
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 学
生

及
び

教
職

員
の

保
健

管
理

に
関

す
る

業
務

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 土
地

 1
67

,50
9㎡

　
建

物
 4

24
㎡

名
称

：
 教

育
機

構
教

員
免

許
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 免
許

状
更

新
講

習
を

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  企

業
等

の
法

人
、

地
方

公
共

団
体

等
公

的
機

関
、

他
大

学
な

ど
と

の
共

同
研

究
及

び
研

究
交

流
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
埼

玉
大

学
に

お
け

る
知

的
財

産
の

創
出

、
取

得
及

び
管

理
並

び
に

技
術

移
転

の
促

進
を

図
り

、
地

域
の

企
業

等
に

お
け

る
技

術
革

新
、

生
産

革
新

、
経

営
革

新
、

事
業

革
新

、
情

報
革

新
、

組
織

革
新

等
の

オ
ー

プ
ン

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

対
し

て
中

核
機

関
と

し
て

貢
献

す
る

こ
と

に
よ

り
、

埼
玉

大
学

の
教

育
研

究
の

進
展

に
寄

与
す

る
と

と
も

に
地

域
社

会
の

産
業

、
文

化
、

福
祉

及
び

教
育

の
向

上
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
6年

6月
規

模
等

：
 土

地
  1

67
,50

9 
㎡

　
建

物
  1

,14
1 

㎡
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名
称

：
 脳

末
梢

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  埼

玉
大

学
に

お
け

る
研

究
拠

点
と

し
て

、
脳

科
学

、
脳

末
梢

機
能

連
関

研
究

及
び

脳
科

学
関

連
技

術
研

究
の

推
進

を
図

る
た

め
、

生
命

科
学

、
理

学
及

び
工

学
的

見
地

か
ら

脳
機

能
の

解
明

と
応

用
、

並
び

に
脳

と
末

梢
の

機
能

連
関

及
び

脳
の

発
生

・
発

達
、

そ
し

て
脳

・
神

経
疾

患
の

原
因

や
診

断
・

治
療

に
関

す
る

研
究

を
行

い
、

そ
の

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
21

年
1月

規
模

等
：

 －

既 設 大 学 等 の 状 況

名
称

：
 環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
お

け
る

研
究

拠
点

と
し

て
、

環
境

科
学

及
び

環
境

科
学

関
連

技
術

研
究

の
推

進
を

図
る

た
め

、
複

合
科

学
的

見
地

か
ら

環
境

動
態

や
環

境
機

能
の

解
明

と
応

用
に

関
す

る
研

究
を

行
い

、
そ

の
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
目

指
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

21
年

4月
規

模
等

：
 －

附
属
施
設
の
概
要

名
称

：
 ア

ン
ビ

エ
ン

ト
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
・

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

研
究

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  埼

玉
大

学
に

お
け

る
研

究
拠

点
と

し
て

、
人

が
意

識
せ

ず
に

、
安

全
、

安
心

、
快

適
で

エ
コ

な
空

間
や

移
動

を
実

現
す

る
た

め
の

先
進

的
な

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

に
つ

い
て

研
究

を
行

い
、

そ
の

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
し

、
埼

玉
大

学
の

研
究

上
の

強
化

・
個

性
化

に
繋

げ
る

こ
と

及
び

工
学

を
ベ

ー
ス

に
地

域
社

会
・

産
業

界
へ

の
貢

献
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 レ

ジ
リ

エ
ン

ト
社

会
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
お

け
る

研
究

拠
点

と
し

て
、

激
甚

災
害

の
世

界
的

な
増

加
を

背
景

に
、

防
災

・
減

災
工

学
に

か
か

わ
る

研
究

に
加

え
、

災
害

か
ら

社
会

が
速

や
か

に
回

復
す

る
た

め
に

、
リ

ス
ク

発
生

前
後

の
人

間
の

行
動

学
、

リ
ス

ク
の

対
応

主
体

で
あ

る
住

民
の

意
識

改
革

や
政

策
面

で
の

改
革

ま
で

含
め

た
研

究
の

推
進

を
図

る
た

め
、

複
合

科
学

的
見

地
か

ら
真

の
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
社

会
構

築
に

向
け

て
必

要
な

研
究

を
行

い
、

そ
の

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
26

年
4月

規
模

等
：

 土
地

 1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

 1
,74

4 
㎡

名
称

：
 科

学
分

析
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  生
命

科
学

分
析

、
機

器
分

析
及

び
環

境
分

析
に

関
わ

る
各

分
野

が
有

機
的

な
連

携
を

保
ち

つ
つ

、
埼

玉
大

学
内

に
お

け
る

教
育

・
研

究
の

た
め

の
共

同
利

用
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
科

学
分

析
技

術
の

研
究

・
開

発
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 昭
和

55
年

 4
月

規
模

等
：

 土
地

  1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

  1
,77

1 
㎡

名
称

：
 総

合
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

の
各

部
局

等
の

要
請

に
応

え
、

埼
玉

大
学

に
お

け
る

教
育

・
研

究
・

大
学

運
営

の
充

実
・

高
度

化
及

び
教

育
・

研
究

活
動

に
係

る
基

盤
の

整
備

・
強

化
を

専
門

的
・

技
術

的
に

支
援

し
、

埼
玉

大
学

の
目

的
・

目
標

の
達

成
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

オ
フ

ィ
ス

目
的

：
  埼

玉
大

学
に

お
け

る
研

究
推

進
体

制
・

機
能

の
充

実
強

化
及

び
研

究
者

の
研

究
活

動
の

支
援

強
化

を
目

指
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

26
年

1月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 情

報
メ

デ
ィ

ア
基

盤
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 埼
玉

大
学

に
お

け
る

全
学

的
な

情
報

基
盤

の
整

備
・

運
用

及
び

情
報

基
盤

に
係

る
研

究
開

発
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

16
年

10
月

規
模

等
：

 土
地

 1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

 9
62

 ㎡

名
称

：
 国

際
開

発
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  世
界

の
平

和
と

持
続

的
な

経
済

・
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
た

め
、

教
育

・
研

究
に

関
す

る
企

画
・

立
案

を
行

い
、

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 大

学
会

館
目

的
：

  埼
玉

大
学

の
学

生
及

び
教

職
員

の
人

間
関

係
を

緊
密

に
し

、
学

生
の

課
外

活
動

の
発

展
を

図
り

、
か

つ
学

生
及

び
教

職
員

の
福

利
・

厚
生

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 昭

和
62

年
2月

規
模

等
：

 土
地

  1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

  2
,22

5 
㎡

名
称

：
 国

際
交

流
会

館
目

的
：

  建
物

、
設

備
を

外
国

人
研

究
者

及
び

外
国

人
留

学
生

の
居

住
の

用
に

供
し

、
も

っ
て

埼
玉

大
学

が
推

進
す

る
諸

外
国

と
の

研
究

・
教

育
上

の
国

際
交

流
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
64

5
設

置
年

月
：

 昭
和

59
年

 9
月

、
昭

和
63

年
11

月
、

平
成

 7
年

 3
月

規
模

等
：

 土
地

  5
,37

8 
㎡

　
建

物
  7

,79
4 

㎡

名
称

：
 学

生
宿

舎
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
在

学
す

る
学

生
に

対
し

、
修

学
に

適
す

る
良

好
な

環
境

を
提

供
し

、
自

主
的

な
生

活
を

通
じ

て
、

自
立

性
を

培
う

と
と

も
に

、
規

律
あ

る
社

会
性

を
育

む
機

会
を

与
え

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

54
2

設
置

年
月

：
 平

成
22

年
10

月
規

模
等

：
 土

地
  2

9,7
57

 ㎡
　

建
物

  6
,43

8 
㎡

名
称

：
 体

育
施

設
目

的
：

 －
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 －
規

模
等

：
 土

地
  1

67
,50

9 
㎡

　
建

物
 6

,13
6 

㎡

578
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名
称

：
 脳

末
梢

科
学

研
究

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  埼

玉
大

学
に

お
け

る
研

究
拠

点
と

し
て

、
脳

科
学

、
脳

末
梢

機
能

連
関

研
究

及
び

脳
科

学
関

連
技

術
研

究
の

推
進

を
図

る
た

め
、

生
命

科
学

、
理

学
及

び
工

学
的

見
地

か
ら

脳
機

能
の

解
明

と
応

用
、

並
び

に
脳

と
末

梢
の

機
能

連
関

及
び

脳
の

発
生

・
発

達
、

そ
し

て
脳

・
神

経
疾

患
の

原
因

や
診

断
・

治
療

に
関

す
る

研
究

を
行

い
、

そ
の

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
21

年
1月

規
模

等
：

 －

既 設 大 学 等 の 状 況

名
称

：
 環

境
科

学
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
お

け
る

研
究

拠
点

と
し

て
、

環
境

科
学

及
び

環
境

科
学

関
連

技
術

研
究

の
推

進
を

図
る

た
め

、
複

合
科

学
的

見
地

か
ら

環
境

動
態

や
環

境
機

能
の

解
明

と
応

用
に

関
す

る
研

究
を

行
い

、
そ

の
成

果
の

社
会

へ
の

還
元

を
目

指
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

21
年

4月
規

模
等

：
 －

附
属
施
設
の
概
要

名
称

：
 ア

ン
ビ

エ
ン

ト
・

モ
ビ

リ
テ

ィ
・

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

研
究

セ
ン

タ
ー

目
的

：
  埼

玉
大

学
に

お
け

る
研

究
拠

点
と

し
て

、
人

が
意

識
せ

ず
に

、
安

全
、

安
心

、
快

適
で

エ
コ

な
空

間
や

移
動

を
実

現
す

る
た

め
の

先
進

的
な

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

に
つ

い
て

研
究

を
行

い
、

そ
の

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
し

、
埼

玉
大

学
の

研
究

上
の

強
化

・
個

性
化

に
繋

げ
る

こ
と

及
び

工
学

を
ベ

ー
ス

に
地

域
社

会
・

産
業

界
へ

の
貢

献
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 レ

ジ
リ

エ
ン

ト
社

会
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
お

け
る

研
究

拠
点

と
し

て
、

激
甚

災
害

の
世

界
的

な
増

加
を

背
景

に
、

防
災

・
減

災
工

学
に

か
か

わ
る

研
究

に
加

え
、

災
害

か
ら

社
会

が
速

や
か

に
回

復
す

る
た

め
に

、
リ

ス
ク

発
生

前
後

の
人

間
の

行
動

学
、

リ
ス

ク
の

対
応

主
体

で
あ

る
住

民
の

意
識

改
革

や
政

策
面

で
の

改
革

ま
で

含
め

た
研

究
の

推
進

を
図

る
た

め
、

複
合

科
学

的
見

地
か

ら
真

の
レ

ジ
リ

エ
ン

ト
社

会
構

築
に

向
け

て
必

要
な

研
究

を
行

い
、

そ
の

成
果

の
社

会
へ

の
還

元
を

目
指

す
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
26

年
4月

規
模

等
：

 土
地

 1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

 1
,74

4 
㎡

名
称

：
 科

学
分

析
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  生
命

科
学

分
析

、
機

器
分

析
及

び
環

境
分

析
に

関
わ

る
各

分
野

が
有

機
的

な
連

携
を

保
ち

つ
つ

、
埼

玉
大

学
内

に
お

け
る

教
育

・
研

究
の

た
め

の
共

同
利

用
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
科

学
分

析
技

術
の

研
究

・
開

発
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 昭
和

55
年

 4
月

規
模

等
：

 土
地

  1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

  1
,77

1 
㎡

名
称

：
 総

合
技

術
支

援
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  埼
玉

大
学

の
各

部
局

等
の

要
請

に
応

え
、

埼
玉

大
学

に
お

け
る

教
育

・
研

究
・

大
学

運
営

の
充

実
・

高
度

化
及

び
教

育
・

研
究

活
動

に
係

る
基

盤
の

整
備

・
強

化
を

専
門

的
・

技
術

的
に

支
援

し
、

埼
玉

大
学

の
目

的
・

目
標

の
達

成
に

資
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 平

成
24

年
4月

規
模

等
：

 －

名
称

：
 リ

サ
ー

チ
・

ア
ド

ミ
ニ

ス
ト

レ
ー

タ
ー

オ
フ

ィ
ス

目
的

：
  埼

玉
大

学
に

お
け

る
研

究
推

進
体

制
・

機
能

の
充

実
強

化
及

び
研

究
者

の
研

究
活

動
の

支
援

強
化

を
目

指
す

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

26
年

1月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 情

報
メ

デ
ィ

ア
基

盤
セ

ン
タ

ー
目

的
：

 埼
玉

大
学

に
お

け
る

全
学

的
な

情
報

基
盤

の
整

備
・

運
用

及
び

情
報

基
盤

に
係

る
研

究
開

発
を

行
う

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

16
年

10
月

規
模

等
：

 土
地

 1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

 9
62

 ㎡

名
称

：
 国

際
開

発
教

育
研

究
セ

ン
タ

ー
目

的
：

  世
界

の
平

和
と

持
続

的
な

経
済

・
社

会
の

発
展

に
寄

与
す

る
た

め
、

教
育

・
研

究
に

関
す

る
企

画
・

立
案

を
行

い
、

実
施

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

24
年

4月
規

模
等

：
 －

名
称

：
 大

学
会

館
目

的
：

  埼
玉

大
学

の
学

生
及

び
教

職
員

の
人

間
関

係
を

緊
密

に
し

、
学

生
の

課
外

活
動

の
発

展
を

図
り

、
か

つ
学

生
及

び
教

職
員

の
福

利
・

厚
生

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

25
5

設
置

年
月

：
 昭

和
62

年
2月

規
模

等
：

 土
地

  1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

  2
,22

5 
㎡

名
称

：
 国

際
交

流
会

館
目

的
：

  建
物

、
設

備
を

外
国

人
研

究
者

及
び

外
国

人
留

学
生

の
居

住
の

用
に

供
し

、
も

っ
て

埼
玉

大
学

が
推

進
す

る
諸

外
国

と
の

研
究

・
教

育
上

の
国

際
交

流
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
64

5
設

置
年

月
：

 昭
和

59
年

 9
月

、
昭

和
63

年
11

月
、

平
成

 7
年

 3
月

規
模

等
：

 土
地

  5
,37

8 
㎡

　
建

物
  7

,79
4 

㎡

名
称

：
 学

生
宿

舎
目

的
：

  埼
玉

大
学

に
在

学
す

る
学

生
に

対
し

、
修

学
に

適
す

る
良

好
な

環
境

を
提

供
し

、
自

主
的

な
生

活
を

通
じ

て
、

自
立

性
を

培
う

と
と

も
に

、
規

律
あ

る
社

会
性

を
育

む
機

会
を

与
え

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 埼
玉

県
さ

い
た

ま
市

桜
区

下
大

久
保

54
2

設
置

年
月

：
 平

成
22

年
10

月
規

模
等

：
 土

地
  2

9,7
57

 ㎡
　

建
物

  6
,43

8 
㎡

名
称

：
 体

育
施

設
目

的
：

 －
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 －
規

模
等

：
 土

地
  1

67
,50

9 
㎡

　
建

物
 6

,13
6 

㎡
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名
称

：
 課

外
活

動
共

用
施

設
目

的
：

 学
生

の
課

外
活

動
環

境
の

整
備

を
目

的
と

す
る

。
所

在
地

：
 埼

玉
県

さ
い

た
ま

市
桜

区
下

大
久

保
25

5
設

置
年

月
：

 平
成

7年
1月

規
模

等
：

 土
地

  1
67

,50
9 

㎡
　

建
物

  2
,08

5 
㎡

名
称

：
 軽

井
沢

荘
目

的
：

 埼
玉

大
学

の
授

業
、

課
外

教
育

・
活

動
等

及
び

教
職

員
の

福
利

厚
生

の
た

め
に

使
用

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

所
在

地
：

 長
野

県
北

佐
久

郡
軽

井
沢

町
大

字
長

倉
字

赤
岩

21
48

-1
67

設
置

年
月

：
 平

成
13

年
3月

規
模

等
：

 土
地

  9
33

 ㎡
　

建
物

  2
17

 ㎡

（
注
）

１
　
共
同
学
科
等
の
認
可
の
申
請
及
び
届
出
の
場
合
、「
計
画
の
区
分
」、「
新
設
学
部
等
の
目
的
」、「
新
設
学
部
等
の
概
要
」、「
教
育
課
程
」及
び「
教
員
組
織
の
概
要
」の
「
新
設
分
」の
欄
に
記
入
せ
ず
、斜
線
を
引
く
こ
と
。

２
　「
教
員
組
織
の
概
要
」の
「
既
設
分
」に
つ
い
て
は
、共
同
学
科
等
に
係
る
数
を
除
い
た
も
の
と
す
る
こ
と
。

３
　
�私
立
の
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
の
収
容
定
員
に
係
る
学
則
の
変
更
の
届
出
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、「
教
育
課
程
」、「
教
室
等
」、「
専
任
教
員
研
究
室
」、「
図
書
・
設
備
」、「
図
書
館
」及
び「
体
育
館
」の
欄
に
記

入
せ
ず
、斜
線
を
引
く
こ
と
。

４
　
�大
学
等
の
廃
止
の
認
可
の
申
請
又
は
届
出
を
行
お
う
と
す
る
場
合
は
、「
教
育
課
程
」、「
校
地
等
」、「
校
舎
」、「
教
室
等
」、「
専
任
教
員
研
究
室
」、「
図
書
・
設
備
」、「
図
書
館
」、「
体
育
館
」及
び「
経
費
の
見
積
も
り
及

び
維
持
方
法
の
概
要
」の
欄
に
記
入
せ
ず
、斜
線
を
引
く
こ
と
。

５
　「
教
育
課
程
」の
欄
の「
実
験
・
実
習
」に
は
、実
技
も
含
む
こ
と
。

６
　
空
欄
に
は
、「
－
」又
は「
該
当
な
し
」と
記
入
す
る
こ
と
。
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